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本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　ひどく久しぶりという訳わけでもないが、空の形に懐なつかしさを感じる。

　可か児には、白の平へい原げんの上に立って空を見回した。

　……夏に雪というのも凄すごいです！

　ここはP.A.Odaと上越露西亜スヴイエート・ルーシの北部境きよう界かい。重じゆう奏そう領りよう域いきの中だ。街かい道どうや、陸りく港みなとに使える平へい野やがここにあるため、上越露西亜と睨にらみ合うのは夏尚なお雪のあるこの地域となる。

　可児はM.H.R.R.神聖ローマ帝国生まれだ。雪を知っている。だがそれでも、

「まさか夏休み合がつ宿しゆくで雪のある地域に来るとは思ってもなかったです！」

「意い外がいにP.A.Odaは気き候こうのバリエーションがあるよね、可児君」

　声に振り向くと、平野の横、針しん葉よう樹じゆの林の下に、赤染めの夏服がいる。

「あ！　前まえ田だ先せん輩ぱい！　今日きようの監かん督とくですか!?」

「柴しば田た先輩が旅行に出ちゃったからね。まあそうなると、役やく職しよく者しやの僕が出た方が、羽は柴しば君に対しても説せつ得とく力りよくがあるだろう」

「じゃあ、今日からお世せ話わになります！　昨日きのう、一昨日おとといと準備で終わってしまいましたし！」

「ああ、そっちはミッチーがやってたんだっけ。何か注意受けた？」

　Ｔｅｓテスタメント．！　と可児は言って、南の方角を指さした。

　雪せつ原げんの向こう、大型の航こう空くう艦かんが、まるで街のような形を作っている。

「夜はあまり表おもてに出るな、って言うのと、夏休み明ける際には移動するから、荷物は一日でまとめられるように、って言われました！　布ふ団とん持ち込みですし！」

　だが、可児には解わからない事がある。これだけ航空艦を固めた前線を作っているのに、

「夏休み明けには移動しちゃうんですか!?」

「何か不ふ都つ合ごうを感じるかい？」

「Ｔｅｓ．！　だって夏休みの間は歴史再さい現げんが行われません！　この布ふ陣じん、対上越露西亜のものだとすると、夏休みを明けた後にこそここに必要です！」

「なかなか見けん解かいあるねえ」

　と、前田が座り込む。見れば彼の足あし下もとには、レジャー茣ご蓙ざが敷しいてあり、

　……あれ!?

　いつの間にか、背の高い女性が、そこに座っている。

　黒のシャツ姿すがたで、重じゆう箱ばこを広げている姿は、よく見れば前田ともども薄い光を帯びていた。林の影にいるからこそ解る淡たん光こうを見て、可児は理解をした。

　……あれが、まつ先輩ですね！

　小さな走狗マウス状態の姿は、通つう神しんの画が像ぞうなどで見た事がある。だが、本体そのものの姿を見るのは初めてだ。恐らくレアな事なのだろう。

　前まえ田だが、何か湯ゆ飲のみを受け取って一ひと息いきを入れている。そして彼が、

「夏休み明けには、柴しば田た勢ぜいも大きな動きがあるという事さ。だから可か児に君、君達が羽は柴しば君のところに戻った後、しばらくしたら僕達もそちらに向かう」

「え!?　柴田班はんが合ごう流りゆうするんですか？」

「いやいや、僕だけ」

　つまり、

「賤しずヶ岳たけの戦い。──その準備が必要って事さ」
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　利とし家いえは、夏の光を反射する雪せつ原げんを見て、こう思った。

　……そういう面めん倒どうな時期が、意い外がいに早く来てしまったなあ。

　武蔵むさし勢がよく頑がん張ばったと、そういうべきだろう。

　P.A.Oda、そしてM.H.R.R.神聖ローマ帝国に跨またがって行ってきた楽しい自分達の学生時代は、そろそろ秋を見み据すえる時期になってきたのだ。

　まだ夏休みとはいえ、これが終われば年度は後半に向かう。それに、

「ま、僕の方は関せきヶ原はら近くまで付き合う事になるけどね」

　そういう意味では気楽だ。他人を心配させずに済む。

　だが、別の意味では、

　……どうしたものかなあ。

　既すでに死んでいる身で、まだまだ、これからも生きていく者達を心配するのは、業ごうだろうか。

　というか、死を選択する者だって出るだろうし、現場の流れと生き様ざまの関係は難しい。

　賤ヶ岳の戦い。

　聖せい譜ふ記き述じゆつに拠よれば、山やま崎ざきの合かつ戦せんで明あけ智ち・光みつ秀ひでを羽柴が討うった後、織お田だ家けは新進の羽柴派と、古くからの柴田派に分かれる事となる。両者の内、優勢なのが羽柴側で、両者は最終的に袂たもとを分かち、決けつ戦せんを行う事になるのだ。

　それが柴田の本ほん拠きよである北きたの庄しよう城じようと、その周辺で行われる賤ヶ岳の戦いだ。

　……僕はそこで、羽柴側に寝返る形で、柴田先輩達とは敵になる。

　しかし、滝たき川がわ・一いち益ますなどが柴田側に回り、織田家の内ない紛ふんとして考えると大だい規き模ぼなものになるのだが、そこで新人勢のデビューも行われる。

　羽柴十じつ本ぽん槍やりのベースとなっている、賤ヶ岳七しち本ほん槍やりだ。

　福ふく島しま・正まさ則のり、加か藤とう・清きよ正まさ、加か藤とう・嘉よし明あき、脇わき坂さか・安治アンジー、片かた桐ぎり・且かつ元もと、糟かす屋や・武たけ則のり、平ひら野の・長なが泰やす。

　これら七人が名を馳はせ、一部はその後の時代の主流になっていく。

　つまり、代替わりだと、利家は思う。

　自分達の華はなある学生時代から、後こう輩はいへとそれを受け渡していく。

　そのための儀ぎ式しきが、賤しずヶ岳たけの戦いだ。

　ゆえに今回、柴しば田たが福ふく島しまを訓くん練れん合がつ宿しゆくとしてこちらに呼んだのも解わかる。福島は、戦せん場じようを共にしたノヴゴロドでは武蔵むさし副ふく長ちように敗はい北ぼくしたが、先日に行われた備びつ中ちゆう高たか松まつ城じようの戦いでは、天てん竜りゆうである加か藤とう・段だん蔵ぞうを倒すまでになっている。

　天竜を単体で倒せるとなれば、役やく職しよく者しや級、小しよう国こくならば副長の位置にいてもおかしくない。

　ゆえに柴田は呼んだのだろう。

「もっと強くなれと、そういう事、──可愛かわいい」

　横、まつの笑えみを含んだ声に、裏も表おもても感じない。ただ思った事を言うのが彼女の特とく徴ちようだ。走狗マウス状態が長く続いた後は、特にその傾向が強い。だけど、

「柴田先せん輩ぱい、可愛いかい？」

「御お市いち様さまもよ。──可愛い」

　まつが言う。笑みで言う。可か児にを見て、

「ねえ、貴女あなた」

「何ですか!?」

「もし、尊そん敬けいする大先輩達と殺し合う事になったらどうするの」

　危ない疑問だなあ、とこちらが思うと同時。まつの問いかけに、可児が即そく答とうした。

「Ｔｅｓテスタメント．！　──頑がん張ばります！」
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　可児は、まつが声を掛けてくれた事を、嬉うれしく思った。

　襲しゆう名めい者しやとか、有名人とか、そういう理由ではない。

　まつは霊れい体たいだ。前まえ田だもそうだが、まつの基本は走狗型。

　彼女にとって、今、元の姿すがたでいる時間が特別である事は、自分にもよく解る。

　だとしたら、彼女が自分の事ではなく、こちらに興きよう味みを割さいてくれたのは凄すごい事だ。

　ならば自分は、ああだこうだと考えず、自分に出来る事を応じるしかない。

「尊敬している大先輩達に敵かなうよう、頑張ります！」

　じゃあ、とまつが言った。

「それで、死んだり、殺したりした場合は、──どうするの？」

「Ｔｅｓ．！　死んだ場合はお任せします！　もし殺あやめてしまった場合は、自分が頑張った事が第一の供く養ようになると思います！」

「頑張れば、殺めてもいいの？」

「Ｔｅｓ．！　頑張った末にそういう終わりを迎えるのは、スポーツでも、学業でも、仕事でも、ある事ですから！　戦場ではそれが認められないとか、不公平は無いです！」

　つまり、

「日常において、日ひ々び是これ戦せん場じよう！　先せん輩ぱい達は違いますか!?」

　だから、いつも全力。隠かくしていたって、遠くを見ていたって、一歩退ひいていたって、

　……自分の周り、そうですから！

「自分相手にうっかり死なないで下さい！　それが一番駄だ目めだと思いますし、一番駄目じゃないなら、ちょっとはいいんだと思います！」

　言うと、動きが見えた。前まえ田だが、笑って、俯うつむいて、まつの肩を小さく叩たたいたのだ。

　そして、まつが、彼を見て、

「もう」

　軽く笑った。そしてまつは、ゆっくりとこちらに視線を向ける。笑えみの目で、

「──可愛かわいい」

「有あり難がとう御ご座ざいます！」

　頭を下げると、前田がこちらを見ていた。彼は湯ゆ飲のみを口に傾けた後で、

「これは柴しば田た先輩達も気が抜けないね。だけどさ、これから訓くん練れんで軽く腕を見せて貰もらおうと思ったんだけど」

　言われる言葉の先が、何となく解わかった。

　そして、予測通りの言葉を、前田が言った。

「後ろ、──福ふく島しま君、大だい丈じよう夫ぶ？」
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　可児は、後ろに振り向いた。

　距きよ離り八メートル程を離れて、福島が立っている。こちらに背を向け、手には〝一いちノ谷たに〟を摑つかんでいるが、首など傾き、脱だつ力りよく状態だ。

　後ろ姿すがたを見ている限り、何処どこか遠く、ちょっと上の方を見ているらしい。

「あの！　福島先輩！」

　声を掛けてみるが、返答は無い。無む言ごんや沈ちん黙もくと言うより、反応が生じないのだ。

「可か児に君、福島君、っていつもそうなの？」

「い、いえ！　いつもはビシっとしているんですけど、何だか安あ土づちを出た辺りから──」

　見る。すると、夏の陽気に誘われてきたのだろう。虫が福島の頭ず上じようを回っている。

「よく見ると蠅はえがタカってます!!」

「それは安土出た辺りからじゃなくて今さっきからだと思うよ」

　というか、

「ちょっとこのグラウンド、──あ、ここ、雪せつ原げんだけど一応そう呼んでるんだけどね？　ここ十周して貰もらったら広場で訓練とか思ってたんだけど、可児君は走れそうだけど、福島君、駄だ目めっぽいっていうか、そんな感じだよね？　死人同然？」

「い、いえ！　死人じゃありません！　ですよね福ふく島しま先せん輩ぱい！」

　と、可か児には一歩で福島の背後に立ち、その背を叩たたいた。

　直後。福島が力なく雪せつ原げんにぶっ倒れた。まるで、何かの糸が切れたようで、

「だ、大だい丈じよう夫ぶですか!?　福島先輩！」

　見れば、倒れた福島は虚うつろな目で、ただ動かない。息はあるようだが、

「──可愛かわいい？」

「まっちゃん、指さして笑いながら疑問形って、なかなか出来ないよ？」

　ともあれ自分としてはどうしたものか。背後の前まえ田だも、

「まあ何か、スランプってのはあるものだよ。──ただ、今日きようは確か、羽は柴しば君が武蔵むさしの連れん中ちゆうと交こう渉しようするとかで、それが終わったらこっちにも連れん絡らくがあると思うんだけど」

　さて、

「どうしようか、というか、どうなるのか、という、そんな感じだね、今」
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　……どうしたものか。

　正まさ純ずみは、教きよう導どう院いん前の橋はし上うえにて、判はん断だんをしかねていた。

　正面にいるのは、〝武蔵〟に連れてこられた一人の自じ動どう人形。

「森もり・蘭らん丸まる」

　相手側の要求があったのは確かだ。

「明あけ智ち・光みつ秀ひでのいる京きように近づくなと、そう言ったのか？」

　確かく認にんのために問うてみる。すると蘭丸が一度首を傾かしげ、口を開いた。

「明智様のいる京」

　蘭丸が、無表情な顔をまっすぐ向けてきた。そして彼女が、淡たん々たんとこう言った。

「──本ほん能のう寺じの変へんが終了するまで、あの場所には、近づかないで頂いただきたい。

　私の要望はそれだけです」

　言って、蘭丸が会え釈しやくした。

「──先さき程ほどは、そう言いました」

　彼女はやや胸を張り、

「明智・光秀のいる京に近づくなと、そう言ったのか？」

　姿勢を戻し、

「──などとは言っておりません」
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・金マル：『ウザ芸……？』

・●　画：『あらマルゴット、寝てた方がいいんじゃない？』

・金マル：『んー、ガっちゃん朝食摂とってないようだから用意しとく？』

・●　画：『じゃあ御お願ねがいするわ。昼はこっちで買って帰るから』

・金マル：『おおういいねえ。じゃあ、また後でね』

・●　画：『Ｊｕｄジヤツジ．、──ええ、またね。……と、さて印いん刷さつ所じよ……』

・約全員：『話を戻せよ!!』
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　ナイトは、んー、と首を傾かしげて部屋の奥の厨ちゆう房ぼうで思し案あんする。

　魔女テクノヘクセンの鍋なべは継つぎ足し式のポトフ大おお鍋なべ。ナルゼが戻ってきた時の朝食として、小こ鍋なべにポトフを移し、卵を一つ割って混ぜる。その後からベーコンを刻んで散らして一度沸ふつ騰とう。後は、

・金マル：『というかセージュン、何？　個人的な御願いが来たの？』

・副会長：『フツーに考えたらそうなるな。何しろ大たい使しでも、何かの代だい役やくでもなく、武蔵むさしの乗客としてやって来た訳わけだから』

・あさま：『うちの管理でも、そうなってますね。目的は〝移動〟で、武ぶ器きなどは全部条件封ふう印いんの上で貨か物もつになってます。一いつ般ぱん乗客と同じ扱いですね』

・俺　　：『んー、だったら何で〝武蔵〟が一いつ緒しよにいんだよ』

　だよねえ、とナイトは思った。

　……あー、頭がちょっと働いてない。

　ナルゼの徹てつ夜やに付き合い過ぎたか。それともいつもこの程度なのかもしれない。ただ、とナイトは思って、言葉を付け加えた。

　何となく、引っかかる節ふしがあるのだ。

　あのさあ、という言葉を前に置いて、ナイトは言った。

・金マル：『……自じ動どう人形が、何で〝京きように来るな〟って言うんだろ』
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　正まさ純ずみは、ナイトの台詞せりふを幾いくつかの意味で捉とらえた。まず先に思ったのは、

　……そりゃ、P.A.Odaとしては、今の自分達に干かん渉しようして欲しくないだろうなあ……。

　という事で、しかし、

「────」

　違うな、と正純は思いを改める。今のは、自分達が干渉力を持っていると、そういう自じ負ふがあるからこその思案だ、と。

　……大体、それについては、これから羽柴と会議する訳だ。

　その直前に、こちらに物言いをしにくるとなると、

「羽は柴しばの都つ合ごうなどとは、別の理由か」

「個人的な御お願ねがいと、そう捉とらえて頂いただいて構いませんが」

　しれっと認める辺り、なかなか食えない。否いな、自じ動どう人形なのだ。それも古い型となれば、自動人形としての最善を求め、不必要な事は除外した上で言げん動どうしているだろう。

　……昔のホライゾンみたいだなあ。

　うん、昔に比べ、ホライゾンは変わった。どう変わったのか、口で言うのは簡単だが、精神的にも物理的にもアクティブになった気がする……。うん……。両腕うでとかな……。

「……一応、聞いておくが、その両腕、意い識しきとは別で動いたりするか？」

「言われている意味が解わかりませんが」

　ああ、意い外がいとまともだ、と思う辺り、自分の基き準じゆんがおかしい気もする。

　ともあれ、確かく認にんしたい事は別にもある。それは、

「〝武蔵むさし〟。──何故なぜ、彼女をここに？」

「Ｊｕｄジヤツジ．、要は簡単です。彼女が、正まさ純ずみ様達の思し案あんしている案あん件けんに近いのではないかと、そのような判はん断だんをしたので御案内いたしました。──以上」

　つまり、

「こちら、森もり・蘭らん丸まる様は、古こ式しき自動人形。ボディなどは乗り換えを行っていますが、基本素そ体たいナンバーは初期四桁けた内0032です。──以上」

「待った！　ヅカ本ほん多だ君！」

　上から無ぶ礼れいな声が掛かった。この野や郎ろう、と見上げると生徒会居きよ室しつからネシンバラが乗り出している。彼は、横に全ぜん裸らで牛乳を飲んで何かをアピールしている馬ば鹿かに気付かぬまま、

「初期四桁はドンピシャだ！」

「何だそれ、また変な魔ま法ほうを考えついたのか？　この前、葵あおいとかと作ってるメモ見たけど、王おう裂れつ覇ぱ線せん弾だんカパックフラッシュとか、線か弾たまかフラッシュかどれかにしろよお前」

「う、うるさいな！　魔法カテゴリ分ける時に迷ったんだよ！」

　だが、ネシンバラはすぐに言葉を送ってきた。

「──古式、初期四桁となると、黎れい明めいの時代に製せい造ぞうされた初期ナンバーだ！」

　そして、

「その殆ほとんどは重じゆう奏そう世界が出来た後、各地の要所に詰めた筈はずだけど、当然のように老ろう朽きゆう、〝核かく〟のサルベージも、回数を重ねた摩ま耗もうや、拒きよ否ひする者もいて、生き残りはほとんどいない。

　だけど、彼女達が明確に生き残っている場所がある！　それは、いいかい、ここから先が大だい事じなんだ──」

「京の御ご所しよ内、内だい裏りです。──以上」

〝武蔵〟が、ぶった切った。
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・ホラ子：『ネシンバラ様──！　……おや、遅過ぎましたか』

・眼　鏡：『だから君はどうして発言のイニシアティブを保持出来ないんだ……』

・不退転：『実は二、三言ことで済んだ話かしら』

・未熟者：『く、くそ！　いいよ僕はもう、自分の原げん稿こうに勤いそしむから……！　いいか!?　本ほん気きだぞ！　僕は原稿しかしなくなるぞ！』

・労働者：『それが一番いいんじゃないか』

・●　画：『何か受付がアンタの入稿どうするのか訊きくから無しにしといたわ。眠いし』

・未熟者：『やめろおおおおおお！　何やってんだ!!』
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　書しよ記きが夏の行ぎよう事じに出られなくなると、国こつ家かの恥はじになるんだろうか、どうなんだろうか。

　……一応、印いん刷さつの歴史再さい現げんや、書物の市いちとか連れん歌がとか、そういう扱いなんだよなあ。

　聖せい譜ふ記き述じゆつの傍ぼう論ろんでは、松まつ平だいらの治ち世せいが始まった後、既すでに有名草そう紙しの二次創そう作さくや、自じ費ひ出版本の市や、出回りがあったと聞く。極きよく東とうの場合、各かつ国こくが暫ざん定てい支配で技術供きよう与よを望むよな、と思うが、

「……内だい裏り？」

　いきなり話が飛んだ上で繫つながった。そんな気がした。何しろ、

「京きようの、……帝みかどの御ご所しよだよな」

「そういう事です、正まさ純ずみ様。森もり・蘭らん丸まる様は、内裏からP.A.Odaに派は遣けんされた自じ動どう人形です。

　──以上」

「……自動人形という種しゆ族ぞくとしてみた場合、〝武蔵むさし〟の先せん輩ぱいに当たるのか？」

　問うた先、〝武蔵〟が蘭丸を見た。

　しかし、ややあってから両者は左右に手を振った。〝武蔵〟が口を開き、

「蘭丸様の方は、自然発生的、私の方は用よう途とのために作られた、というところでしょうか。

　ただ、自然発生的な自動人形の場合、その自動人形が個人的に持つ使し命めいなどを果たした後は、急きゆう激げきに魂たましいが薄れ、消えていく事が多いとされます。

　私などの場合は、もし〝型〟が欠けつ損そんしても、魂自体が公的用途のために〝型〟を持っているため、サルベージ可能な場合が多く、この辺りも現代式と古こ式しきの差になります。──以上」

　頷うなずくように、蘭丸が言った。

「古式の自動人形は〝勝かつ手てに動き出した〟という意味での〝自動〟。

　現代式は〝何もせずとも自動で動く〟という意味での〝自動〟となります。

　とはいえ動き出してしまえば、後は終わりの時にしか差はないもので──」

　蘭丸が、右の手を振った。そこにムラサイ式の表示枠インシヤ・コトブを出す。

　画面内。映っているのは近きん畿きの概がい要よう図ずだ。

「私の親族が、多く、京きようの内だい裏りにいます」

　そして、

「武蔵むさしが近づくと、皆に害がなされる可能性が高いと、そう推すい測そくしています」
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　害、という言葉を正まさ純ずみは思った。それはつまり、

「武蔵と内裏が戦せん闘とうするとでもいうのか？」

　一応、言っておく。

「いいか？　いくら武蔵が世界征せい服ふくを三み河かわで掲かかげたからと言って、そうそう戦争ばかりしている訳わけではないぞ」

・俺　　：『オメエ……、何でそんな強ごう引いんなネタ振りを……。誘ってんの？』

・ホラ子：『シッ、政治家は心にもない事を言わねばならない職しよく業ぎようなのです』

・くろも：『しつげん？　しつげん？』

　お前らうるさいよ。だが、ここで更さらに一応、言っておく。

「いいか？　基本、私達が望んでいるのは平和だし、第一の目もく標ひようは末まつ世せ解決だ。そのために大罪武装ロイズモイ・オプロを集める私達が正しいかどうか、ヴェストファーレンで問うつもりもある。だから今は各かつ国こくの信頼を得るために戦争を違ったそうじゃない平和的解決を望んでいるが時たま戦争で解決いやこれもまたちょっと刺し激げき的かつまり──」

・長安定：『もう、無む駄だやん……？』

・ホラ子：『大おお久く保ぼ様！　諦あきらめたら負けなのです！　今、正純様が果か敢かんに無駄なアタックをしているのは、大久保様も含む我々武蔵が如何いかに平和主ギッ』

・銀　狼：『ホライゾン！　ホライゾン！　慣れない言葉で突き指早いですのよ!?』

　ホライゾンも変わったなあ、と思った上で、正純は蘭らん丸まるに視線を向けた。そして、

「まあそういう感じだ」

「えっ」

　小さい反応があって、動きが止まった。ややあってから、〝武蔵〟が右の手を上げ、

「とりあえず、何もしなければ嚙かみ付かない、そんな程度で如何いかがでしょうか。──以上」

「ああ、うん、そのくらいが妥だ当とうかな……」

　とりあえず、その辺りを落としどころとした上で、正純は問う。

「……内裏に私達が戦闘を仕掛ける理由がない。それなのに近づくなと、そう言うのか」

「Ｔｅｓテスタメント．、理由は別にあります」

　そう告げられた蘭丸の言葉は、一つの意味を含んでいる。

　正純は、蘭丸の方に右の手の平を見せ、一度首を下に振った上で、

・副会長：『おい、聞いたか。理由は別にあるという事は、私達が戦せん闘とう国家ではないと、そういう前ぜん提ていだったという事だぞ。──ほら見ろ、いつも戦争してる国と、そんな風ふうに見られている訳わけじゃないって事だ！』

・立花嫁：『後で思い知る事になるのでしょうか』

・立花夫：『後で思い知る事になるのでしょう』

・礼賛者：『大体皆、こんな筈はずじゃなかったみたいな顔しますからね、途と中ちゆうで』

・副会長：『……お、お前らそんなに私に戦争して欲しいのか!?　するぞ!?』

・あさま：『正まさ純ずみ、人付き合いで戦争するのはやめましょうよ』

　……した事あるような言い方するな……！

　否いな、実際にした事があったようにも思うが、気のせいだろう。ただまあ、

「何が内だい裏りを襲おそうというのだ」

「それは──」

　と、蘭らん丸まるが言葉を作ろうとした時だ。

　あるものが、蘭丸の背後に見えた。

　赤の光。彼女の左脇わきに見えた小さな赤しやつ光こうを、正純は知っている。

　……あれは──。

　既き視しの正体を記き憶おくから呼び起こそうとした瞬しゆん間かんだ。

　不ふ意いの光が、自分の周囲と空に走ったのを、正純は知覚した。

　防ぼう護ご障しよう壁へき。それも地ち脈みやく直結系けいという、強力な禊祓みそぎが自分達の周囲に連続し、

「正純！」

　浅あさ間まの声が、生徒会居きよ室しつから響ひびいた。

「二に境きよう紋もんです……！」





●






〝武蔵むさし野の〟は、全ぜん艦かんの防ぼう御ぎよ態勢を知覚系から底上げ指し示じする。

　二境紋は武蔵むさし上でも確かく認にんが為なされた事のある怪かい異いだが、その発生感かん知ちは出来ていない。怪異自体が地脈の乱れである一方、変動の性質によっては危険と見なされないからだ。

　……ノヴゴロドで、浅間様の獲かく得とくした情報が役に立ちました。

　ノヴゴロドの地下で幾いく人にんかの背後に二境紋が出現し掛かった際、浅間が前もって準備していた防御系術じゆつ式しきがそれを打ち消した。

　否いな、実際に打ち消せていたかどうかは回数による検けん証しようが必要だが、検けん知ち出来た術式があったのは確かだったのだ。それが、

「感情抑よく制せい系とは、不ふ思し議ぎな話です。──以上」

　自じ動どう人形である自分達にとってみれば、感情が無いがゆえ、感情が発はつ露ろした際の状況の違い和わには気付くもの。窓口業務などで、その辺りの経けい験けんが多い者に感かん知ち術じゆつ式しきを作らせ、

「来ましたね。──以上」

　自じ動どう人形。そして武蔵むさしの反応速度は高速だ。浅あさ間ま神じん社じやの直結通つう神しんを用いて呼びかけ、

・武蔵野：『浅間様、二に境きよう紋もんが展開、武蔵上の対たい抗こう状態完了しました！　──以上』

・あさま：『あ、大だい丈じよう夫ぶです。もう終わってます。どうも有あり難がとう御ご座ざいます』

　即そく座ざの返答に、〝武蔵むさし野の〟は動きを止めた。

　……おや。

　頭の中の予定では、これから、二境紋についての調査とか、鑑かん識しきとか、検けん分ぶんとか、または対抗策の研究とか、そういうのがある筈はずだった。だが、

・武蔵野：『……終わってました？　──以上』

・あさま：『え？　あ、はい。とりあえず検けん知ちが当たった直後、こちらが組んでいた対抗術式とか出す前に、勝かつ手てに消しよう失しつした感じで……』

　うーん、と浅間が小さく唸うなって、こう言った。

・あさま：『まあ、消えたならいいですよね、別に』

　Ｊｕｄジヤツジ．、と〝武蔵野〟は思った。つまりこれは、

　……人類、どうしてこうまでアバウトなのですか……！

　人が消える怪かい異いです。

　実際に要よう人じんが消えたりして、大おお騒さわぎになるではありませんか。そして武蔵勢ぜいとしても、その正体などを調査している案あん件けんだった筈です。しかし、

　……消えたなら別にいいか、と……。

「──国こく分ぶん寺じ。私の愚ぐ痴ちに付き合う暇ひまはありますか。──以上」

「えー、西にし国こく分ぶん寺じ──！　西国分寺──！　──以上」

「いえ、あの、国くに立たち──！　国立──！　──以上」

「えーと、次は立たち川かわ──。立川止まりです──。──以上」

「か、勝手に止めないで下さいよ！　三み鷹たか行きで返しますよ!?　──以上」

　と、艦かん橋きよう内の押し付け合いを見ている内に、何京けい回かに渡る思し案あんを済ませ、〝武蔵野〟は思し考こうの中のノイズをクリーンナップ。

　面めん倒どうな、という言葉は自動人形でも有り得るのだと思っていると、

・あさま：『ともあれ全ぜん艦かん対たい処しよなど、どうも有り難う御座いました。やはり艦橋が嚙かんでくれると即そく座ざの動きが速いですね。──また同様の際は、御願いいたします』

・武蔵野：『Ｊｕｄ．』

〝武蔵野〟は、周囲の皆の視線を受けながら、こう言った。

・武蔵野：『──関かん西さいへの戻り。明あけ智ち・光みつ秀ひで様との会かい合ごう。そして本ほん能のう寺じの変へんへの介かい入にゆう。どれも成功すれば厄やつ介かいの多い現場となるでしょう。武蔵全艦橋を代表し、武蔵野艦橋、いつでも御お役やくに立つ所しよ存ぞんです。──以上』
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　正まさ純ずみは、今いま更さらながらに荒れてきた自分の息に気付いた。

　……ノヴゴロドと同じか。

「二に境きよう紋もんは、自じ動どう人形でも飲むのか」

　今、蘭らん丸まるの背後には、何の光もない。二境紋は、その途と中ちゆうで消えたのだ。

　武蔵むさしの艦かん上じよう、要所にはまだ警けい戒かいのために流りゆう体たい検けん知ちを基き礎そとした感かん知ち系けいの鳥とり居い型術じゆつ式しき陣じんが立っている。ちらほら見える光は、あれが武蔵の土地神の流体的容よう姿しなのだろう。

　氏うじ子こが消えるかもしれない、という懸け念ねんは、神にとっては神しん奏そう者しやを守れなかったという恥はじに繫つながるとも聞いた。

・あさま：『サクヤは水の神で、富ふ士じ山さんそのものですから、地ち脈みやく関係の動きにはかなり敏びん感かんなんです。武蔵側が協力してくれてるおかげで、検知が早かったですね』

・不退転：『ガードは出来たの？』

・あさま：『それがまあ、どうでしょう、という感じです。今回のは、何かトリガーが引き切れていなかったのか、途中で消えてしまったような状態でした』

　浅あさ間まが、正直に言葉を作る。

・あさま：『ただ、ノヴゴロドのも、今のも、何か話をしていて、それがトリガーとなって二境紋が現れたように思います。つまり、怪かい異いとしては〝呼んでしまった〟んですね。

　この場合、向こうも大体は窺うかがうような出方をしますから、出力は低めです』

・十ＺＯ：『出力の高い条件があるかもしれぬ、と？』

　そうです、と浅間が可能性を否定しない。

・あさま：『それに、向こうから〝出てきた〟場合は、やはり出力が高めだと思います。こうなった場合、ちょっとどう対たい処しよしようか、というのが今後の課題ですね。ただ──』

・副会長：『ただ？　何だ？』

　ええ、と浅間が応じ、こう言った。

・あさま：『二境紋は、怪異です。術式や、仕掛けや、罠わなや、そういったものの複合ではありません。一個の怪異で、そういう存在なんです』
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「成なる程ほど、解わかった」

　と、正純はそう言った。

　……森もり・蘭らん丸まるは、厄やつ介かいな事情を背負っていると、そういう事か。

　まさか目の前で、迂う闊かつに触れられないようなものを見せられるとは思わなかった。

「──何が内だい裏りを襲おそうのか、など、その辺りを聞けば、貴女あなたは二に境きよう紋もんに襲われると、そう考えていいのだな」

「Ｔｅｓテスタメント．、申もうし訳わけ御ご座ざいません。──内裏にいた時代は、ある程度の対応も可能だったのですが、その分、目をつけられていたようで。今回のは久しぶりで油ゆ断だんをしました」

　蘭らん丸まるは、手に表示枠インシヤ・コトブを出し、各種の加か護ご設定をチェックする。

「……一応、検けん知ち系けいはこちらでも構えていましたが、そちらの方が速かったですね」

・あさま：『あ、正まさ純ずみ、どんなのか聞いて貰もらえると……』

「あー、一応聞いておくけど、どんな検知系だ？」

「意い思し感かん応のう系です。そちらの感情感応系と同じですね。──見たところ、いい線を行っていると思います」

「その線で、大だい事じを避ける事が出来て何よりだ」

　Ｔｅｓ．、と頷うなずく相手を見ていると、多くは話せない。

　そして表示枠の中、浅あさ間まの礼れいが一いち文ぶんで届いてくる。

　だが、今の状況から察するに、

「内裏に入れば、二境紋と公こう主しゆの謎なぞも解けるか」

「明めい言げんは出来ませんが、その行為をおやめ下さいと、言いに来ている訳わけです」

　何故なぜ、と言えば、何もかもが堂どう々どう巡りとなる。

　解わかっている。下手へたをすれば、二境紋だ。

　……これは、結けつ構こうなプレッシャーだな。

　ノヴゴロドの地下で、自分達も襲われたのだ。あれはオラニエ公こうの消しよう失しつがトリガーとなって、近くにいた自分達にも降りかかったものかと思うが、

「──個人的な御お願ねがいで、幸いだ」

「行くのですか」

「個人的な御願いを、私からも言おう」

　正純は、蘭丸に告げた。

「本ほん能のう寺じの変へんの際、現場を開けてくれないか」

「それは──」

　無む理り、と言いかけた言葉を、蘭丸が吞のんだ。

　彼女はただ無表情に、首を下に振った。

「同じ事ですね」

「恨うらむか」

「恨みますか」

　同じ事だ。

　そして蘭丸が、ただ頭を下げた。

「事情ありと、知って頂いただき幸いです」

「万まんが一いちにそうなっても、傍ぼう若じやく無ぶ人じんな振る舞いは無いと思ってくれ」

「大だい丈じよう夫ぶです」

　蘭らん丸まるが、顔を上げた。彼女は息もつかずに、言葉をこちらに放った。

「──貴女あなた達は、止める側になるのですから」
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　は？　という声を、正まさ純ずみは漏もらしていた。

　……私達が、止める？

　何をだ、と問う事は出来なかった。

「失しつ礼れいいたします。──そろそろ、羽は柴しば様との会議の時間かと思いますので」

　蘭丸が、背を向ける。同時に、背後の生徒会居きよ室しつから、窓まど際ぎわに出る姿すがたが幾いくつかあった。

　クロスユナイトやミトツダイラ。邂かい逅こうの終了を悟さとり、相手の姿を見に来たのか。

　……ともあれまあ。

　正純は、立ち去る背に会え釈しやくを送り、こう言った。

「いずれまた会った時は、宜よろしく頼む」







[image: 第二十九章『先端の役者達』]
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〝武蔵むさし〟というこの艦かんの総そう艦かん長ちように、教きよう導どう院いん前の階段下まで送られ、蘭らん丸まるは歩き出した。

　P.A.Odaの外がい交こう館かんの内、自分が宿としているのは多た摩まのものだ。

　自然公園となっている右う舷げんの通りを行きながら、蘭丸は呟つぶやいた。

「弥や助すけ様。とりあえず内部検けん分ぶんも警けい告こくも終了しましたので、そろそろ帰き投とうしましょうか」

　言った瞬しゆん間かんだった。背後、木々の影に交わる彼女の陰いん影えいから、一つの姿すがたが現れた。

　黒い装そう甲こうを纏まとった巨きよ軀く。半はん竜りゆうだ。

　翼つばさは小型の、地上戦特とつ化か型。しかし身長二メートル半を超える巨きよ体たいは、小こ柄がらな影からつるりと外に出て、背後につく。

「蘭丸君」

「何ですか」

「御ご免めんね。気付かれてたね」

「影渡りの半竜の〝影渡り〟は、種しゆ族ぞく特性なので仕方ないかと判はん断だん出来ます。──最後、私が背を向けた時、武蔵の第一特とく務むと第五特務が動いたのは、影の中から弥助様が攻こう撃げきを仕掛けないかと、そう警けい戒かいしたものでしょう」

　Ｔｅｓテスタメント．、と弥助が言って、頭の上を指さした。

　そこには一枚の表示枠インシヤ・コトブがある。

「……ご当地神じん社じやの、武蔵内における生活を補助するものだけど、影から出てきたら表ひよう示じされたよ。一度設定を切っても、自分の存在がアジャストされると駄だ目めなんだね」

「何をする訳わけでもありませんが、何かをするのは危険のようですね」

「市民側にこれが表示されないのは、ズルいよね」

「仕方ありません。私達にとっては、実質、アウェイの地です」

　言って、蘭丸がふと足を止めた。

「あれが、後こう悔かい通どおりとやらの碑ひ石せき……」

　視線を向けた右。そこにあるのは、夏草に埋もれ気ぎ味みとなった碑石だ。

　ホライゾンという名が有り、そして幾いくつかの文が書いてある。

　弥助が頭を搔かきながら、蘭丸と同じ方を向いた。彼は、あ、と碑石を指で差し、

「三み河かわ騒そう乱らんの報道番組で、瓦かわら版ばんキャスター達が何か大おお袈げ裟さに言ってたアレだね。武蔵総そう長ちようとアリアダストの姫ひめとの因いん縁ねん云うん々ぬんがあって、ここらへんは幽ゆう霊れいが出るとかそんな話」

「武蔵の観光案内ではそんな幽霊話など一いつ切さい無いので、現場が勝かつ手てに作ったネタだと判はん断だん出来ました。少々、皆に土産みやげ話が出来ずに残念です」

　ともあれ、と蘭丸が碑石を奥に無表情でポーズを取り、弥助が表示枠で撮さつ影えいする。

　それを蘭丸が確かく認にんし、顔かお肌はだなどチェック加工の上で、

「御お館やかた様さま達に送っておきましょう。定期報告にもなりますから」

「蘭らん丸まる君、何か余よ裕ゆうだね」

「自じ動どう人形も長くやっていると大体の事は極まってしまうので、こういう雑ざつ事じくらいしかする事の価か値ちを感じなくなります」

　ただ、と彼女は木々の影の下にある碑ひ石せきを見た。

「不ふ思し議ぎなものだと判はん断だんが出来ます」

「何がだい」

　蘭丸は、Shaja、と頷うなずいた上で、こう言った。

「長年、幾いく度ども見ておりますが、人が作る〝形〟の意味は、何故なぜ、定まらないのでしょうか」
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　蘭丸は告げる。

「──あの碑石、武蔵むさし総そう長ちようにとっては、自分が為なした事に対するプレッシャーそのものであったと推すい測そく出来ます」

　しかし、

「今の彼にとっては、現状にそぐわないあの碑石をわざわざ除去するまでもない。寧むしろ、あの碑石の存在も、三み河かわ騒そう乱らんにおいては彼を後押しする材料となったものでしょう。

　あのような事が二度とあってはならないと、そういう意味で」

「まあ、そういうもんだろうね」

「どうしてですか」

　振り向かずに言った横、弥や助すけが首を傾かしげる。

「どうして、って、何がだい」

「あの碑石は、ホライゾン・アリアダストが一時的とは言え、死人扱いであったがゆえのもの。それに対する扱いや、それから得られる精神的な効果が、どうして一人の人間の中ですら、幾度となく変わるのですか」

　疑問だ。

「人が死んだという事実は一つです。ならば、そこから得られるものが、どうして一つでは無く、変化してしまうのですか」

「それ、僕が答える意味ってある？」

「いえ、まあ、こんな事いうと、大体は近くにいた人が〝それはね〟と答えて下さって、参考意見としてプールしているのですが、まあ二百年くらい前からほぼ新しん規き回答の無い状態ですね。──弥助様、一応、どうぞ」

　んー、と弥助は顎あごに手を当てた。

「ほら、あの碑石は、〝死んだ〟っていうところで時間が止まってるよね」

「でも残された者は時間が止まらず、環かん境きようは変化していきます。なので、あの碑ひ石せきが有していた時代の環境と、現在の環境の差が大きくなった時、それを見る現在環境からの視点も変わる、と、そう仰おつしやりたいのですね」

「凄すごいね蘭らん丸まる君！　──ホントに聞いてみただけだね僕の意見！」

「ちなみに弥や助すけ様の回答は全体の27％程と合がつ致ち出来ます。更さらに言葉を重ねると重ちよう複ふく箇か所しよが増えていくものなので、明確な区分けでは無く、回答の内容深度とお思い下さい」

　と、蘭丸が踵きびすを回し、歩き出す。

　弥助も、一度碑石に礼れいをして歩き出し、

「あ。──あの碑石、今は不要なんだから礼しても意味無いんだっけ」

「そういう思いの空から振ぶりは別として、人間とは面めん倒どうかつ、狡ずるいですね」

「どうして？」

「自じ動どう人形は、基本、事実を一つとして受け取るからです。──いろいろな予防によって、捉とらえ方のパターンを有する事は出来ますが、逆にそこから〝都つ合ごう良い事実〟がどれなのかを、判はん断だんする事は出来ません。下手へたをすると、多重に自分を追い詰めます」

「たまに人間というか、僕達もそういう風ふうになるよ？」

「でも、そうならないのも人間です」

　狡いですよ、と蘭丸は、歩速を上げた。

「──死を恐れ、しかしやがて離れていく事の出来る人間は、狡いと判断出来ます」

　やがて通りが切れる。夏の日差しの下。そこへと歩を進めながら、蘭丸は言葉を作った。

「羽は柴しば様は、その辺り、どう思われているのでしょうか」
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「では、羽柴様や、石いし川かわ先生達の方、宜よろしく御お願ねがいいたします」

　清きよ正まさは、陽よう光こうを遮しや光こう術じゆつ式しきの表示枠レルネンフイグーアで避けながら、皆に頭を下げていた。

　場所は安あ土づち中央前ぜん艦かん、修復が半なかば終わった接せつ舷げんデッキには、

「真さな田だ行きの輸ゆ送そう艦かん。──これで戻るのは、次、夏休み明けの関かん西さいになりますね」

「頑がん張ばれ」

　送りに出てきていた小こ六ろくが、小さく言う。

　その言葉に、タラップ上で頷うなずく清正は、少し己おのれの頭の重さを実感する。

　このところ、あまり寝ていないのだ。

　……参まいりました。

　寝不足の原因は解わかっている。

　福ふく島しまだ。

　少しどころか、大だい分ぶ、彼女の事が頭から離れない。
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　出しゆつ立たつのタラップ上で、清きよ正まさはふと思う。

　……福ふく島しま様に、言ってしまいました。

　告こく白はくだ。

　先日遂ついに、やってしまった。どう考えても、あの瞬しゆん間かんはあれが正解と、そう思っていたのだが、今になってみるとどう考えても〝やってしまった〟感が強い。

　……あ、あんな告白してしまうなんて……！

　だが、自分のしでかした事とは別に、福島に対しての不満もある。

　福島様がいけないんです、と思うのは、責任転てん嫁かか、拗すねているのか。しかし、

「────」

　告白してしまった、というのが、夏の日差しの下でも鈍い汗あせを搔かかせる。

　……う、うわ。

　福島本人がどうであるか、というのを一切無視してあの現場を思い返せば、泣いて告白して逃げたのは自分なのだ。

　そう。泣いて、告白して、逃げた。つまりは、

　……N.K.N.……！

　略りやく称しようを名付けてもしょうがない。

　百歩譲ゆずって、泣くのは有りだろう。しばしの別れだ。

　二百歩譲って、逃げるのもありだろう、出発の時じ刻こくでタラップ上の邪じや魔まだったのだから。

　だけどどんなに譲っても告白した事実はどうしようもない。

　参まいりました、と清正は思う。

　告白さえしなければ、また福島と会った時、何の言いい訳わけもせずにそのまま付き合いを戻せただろうに。

　福島の事だから、きっと、気にしている。

　というか、こちらから、気にするように仕向けた訳だ。こっちの食らってるダメージを、ちょっとでも解わかれと、そう押しつけた訳で。

　ああ、と清正は思った。

　……私、福島様が私の思い通りにならないと、癇かん癪しやく起こすんですね……。

　先日の、夜の訓くん練れんの時もそうだ。今回もそうだ。自分の理り想そうや、思い描いている通りの彼女からズレると、それを正そうとする。

　だが、彼女を正すつもりが、単に自分の思い通りにしようとしているだけではないか。

「……う」

　今いま更さらになって、己の我わが儘ままな支配欲とロジックを露あらわにしてみるが、

　……わ、悪いところばかり見てたら落ち込むだけです！

　ものごとには裏うら表おもてがある。どんな事にだって、影えい響きようの善悪はあるのだから「実はあれ、悪だよね」というのは「実はあれ、善だよね」と言ってるのと違いは無い。あとは、裏と悪の部分が、相手にとってどうであったか、だ。

　……福ふく島しま様。

　自分の告こく白はくが、彼女にとって、どんな影響を与えているだろうか。

「──清きよ正まさ」

　小こ六ろくの声に、清正は意い識しきを覚ました。

　タラップ上、考え事をしてしまっていたのだ。

　はっとした清正は、取り繕つくろうように小六に問う。

「どうしました？　蜂はち須す賀か様」

「福島の事」

　ぞ、という音を立てて血の気が引いて、ふ、という息と共に血熱が上じよう昇しようしてきた。
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　……な、何でしょうか!?

　食いつき過ぎです、という思し考こうを、清正は慌あわてて抑よく制せいに掛かる。

　落ち着きなさい。

　だけど福島様の事と言えば、先日の事でしょうか。否いな、多分そう。絶対そう。だって最近で私と福島様を結びつける事と言ったらそれしかないですから。ええ。

　……な、何を言われるのでしょう……。

　平静を保とうとして、嫌いやな汗あせが止まらない。そしてそれを乾かすくらいにまで、顔の熱が上がっている気がする。

　だが、こちらの焦あせりを別に、小六がこう言った。

「──福島の部屋、使ってるけど、結けつ構こう快適」

　……そ、そうでした！

　蜂須賀の部屋は、怪かい異いが出るとかで、彼女は福島の部屋を借りていたのだ。

　除じよ霊れいしようにも、リーサルウェポンである神しん道とう系けいを呼んだら刺し激げきが強過ぎて検けん挙きよとなり、蜂須賀の「面めん倒どう」という意見を尊そん重ちようして、部屋を変える事になったのだ。

　いろいろと除霊の手引きは行っていて、夏休み明けには何とかなっている筈はず。

　……そうでした──。

　つまり、先日の事ではなかった。

　何かいきなり、深い脱だつ力りよくが来て、温ぬるい汗がどっと出た。瞬しゆん間かん。

「福島が気になるか」

「────」

　不ふ意い打うちで問われ、清きよ正まさは息をつめた。

　ややあってから、

「Ｔｅｓテスタメント．」

　応じたのは、どういう意味だろうか。彼女の訓くん練れん合がつ宿しゆくが気になるのか。それとも彼女自身が気になるのか。または、告こく白はくを受けた思いの先が気になるのか。

　……裏うら表おもてじゃ、ないですね。

　告白して、思いを伝えたと、そう思う。だがそれは、押しつけでもある。

　告白して、自分は自由になったと、そう思う。だが向こうは、縛しばられただろう。

　だけど、と清正はこうも思う。

　時間が過ぎ、思し案あんが始まり、環かん境きようが動き出せば、その裏表や善悪ですら、変化する、と。

　既すでに自分は、己おのれの告白に縛られつつある。

　告白した自分は、福ふく島しまの中で変わらない。

　彼女はしかし、今とは違う環境で、変わらないこちらを思うのだろう。

　そうなると、福島の判はん断だんの選択は増える一方で、自分はどうなるのか。少なくとも、福島の中の自分は〝変わらない〟のだ。

　あとは、福島の思いを無視して、自分も変わっていくか、そのままでいくか。

　変わったならば、やがて会う福島に対して、違う自分を見せる事になる。

　これはまた、身み勝がつ手てなようだが、

　……押しつけていないと言うならば、そうなるのです。

　矛む盾じゆんであり、裏切りだ。

　押しつけるならばこそ、己も変わってはならず、裏切らない。

　押しつけないならば、己は変わるが、裏切りでもある。

「────」

　参まいりました。

　数日、というレベルであっても、これだけ考えるようになっている。ただ、

「私達も、そろそろ行かねばなりませんね」

　自分は狡ずるい。

　そんな自分が、正しくあるにはどうしたらいいか。そんな事を考える事自体が欺ぎ瞞まんだという向きもあるが、物事は捉とらえ方次第だ。

　噓うそも方ほう便べん。

　狡くていいから、良い結果になる方法はあるのだろうか。それを考えるための時間と場所としては、

「真さな田だ行き、いろいろ学んで来ようと思います」

「そうか」

　小こ六ろくが言った時だ。

　不ふ意いに音が、下から来た。大たい気きを眼がん下かから押し上げ、突き飛ばすような響ひびきの連続は、

「機き竜りゆう……！」

『清きよ正まさ先せん輩ぱい！　先行しますわ！』

　鍋なべ島しまの機竜だ。重量があるため、補ほ修しゆうは安あ土づち上ではなく、下の海面に浮かべた大型輸ゆ送そう艦かん上で行っていた。

　飛ひ翔しよう試験を艦かん間かんでしていたものが間に合い、直接の搬はん入にゆうだ。

　轟ごう音おんを上げ、一いつ瞬しゆんで上じよう昇しようしていく赤の機竜を見上げ、清正は一ひと息いきを吐いた。

　福ふく島しまの事はよく考えよう。今のところ、告こく白はくを投げたのはこちらだ。裏切る、裏切らないと言った判はん断だん基き準じゆんも含め、主しゆ導どう権けんは向こうにある。

　ここから自分はどう考えるのか。そのためにも、

「では、行って来ます。──羽は柴しば様と武蔵むさしの会議。その結果は、真さな田だに行く途と中ちゆうで聞く事になりそうですね」





●






「ではまあ、始めようか」

　正まさ純ずみは、補修を進めている武蔵むさし野のの艦かん首しゆ甲かん板ぱんに立っていた。

　周囲。御お広ひろ敷しきの用意したスイーツ屋や台たいと、日ひ除よけの番ばん傘がさなどを立てた上で、皆がいる。

・副会長：『何でお前ら揃そろってるんだよ』

・俺　　：『いや、夏休みだし』

・ホラ子：『そうですね。暇ひま……、あ、いえ、時間はたらふくあるのです。つまり正純様を茶ちや化か……、応おう援えんにですね。皆が戦争を期待……、平和を守る会議を見届けに来たのです』

・副会長：『建たて前まえに拘こだわり過ぎて何言ってるか解わからなくなってるぞ』

　ともあれこの場所を選んだのは、

・あさま：『武蔵野艦首は通つう神しん系けいや艦の知覚系が集中しているので、情報防ぼう護ごも強いです。だから以前のように大おお谷たに・吉よし継つぐみたいな〝病原ウイルス〟が来ても弾はじけますし、今はミトのお母かあさんが頑がん張ばったおかげで艦中央部がザックリ行ってますから、万まんが一いち何かあっても逆に艦首部を情報パージしやすいんですよね』

　言われて、正純は背後を見た。

　武蔵野。

　中央部が、三町ちよう分程谷たに間まのように空あいている。前から吹き抜けであったように見えるが、昨夜辺りに破は損そん部ぶを外し、綺き麗れいに整えたのだ。応急ではあるが、この辺り、長なが屋や文化でブロック管理されている武蔵の強みだろう。だが、

「武蔵むさし野の艦かん橋きようの破は損そんが、まさか私達の体育の授業で生じるとはなあ」

「どちらかと言うとうちの母のせいですのよ？」

「んー、それ言うと六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズと面めん倒どうな事になるからな。夏休みだし。人狼女王レーネ・デ・ガルウはボランティアでやってきたくらいの扱いで貸しにしとくのが一番だろう」

・現役娘：『ボランティア……！　私も社会に貢こう献けんしていますのね……！』

・銀　狼：『公共投とう資しの役には立ってますわよ……！』

　まあ夏だし、

「経済が、消しよう費ひ以外の部分で動くのは、有りと言えば有りだな」
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「御お嬢じよう様さま！　副ふく会長から〝いつ武蔵むさしに戻るんだ〟と悪あく魔まの誘いが！　如何いかがいたしますか御嬢様！　謀む反ほんに行きますか！」

「今戻ったら絶対に武蔵野補ほ修しゆうの予算捻ねん出しゆつとかさせられるに決まっとるやろが！　何で体育の補ほ習しゆうの尻しりぬぐいをこっちがせないかんのや……！」

「御嬢様！　そんな事言ってたら〝十日には戻れよ〟とダメ押しが……！」

「うわあああああああああもう里さと見みの子になったろか自分……！　小しよう国こくの方が経けい理りが楽だし法務とか行ぎよう政せい回しまくれるやん！　魚も美味うまいし──！」

「代表委員長、それはこっちとしては有あり難がたいが、逃とう避ひはいかんと思うぞ」
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「とりあえず、大おお久く保ぼもそろそろ戻るようだから、関かん東とう解放の権けん益えきやら何やらで武蔵が少しは潤うるおうだろう。そういう意味でも関東に戻るのは意味があるな」

　正まさ純ずみは、表示枠サインフレームを開いた。

　自分用のメモだ。これからどのように武蔵を回していくのか。それをまとめている。

　……ちょっと前まで、紙に書いていたのになあ。

　肩かた上うえのツキノワがいるため、もうそのような習慣は主になっていない。必要な時だけ、そんな状態だ。

　否いな、それどころではなく、昔は、政治家になろうと、そんな事を自分に念じていたのだ。今の世界、極きよく東とうでは学生が権力を持てない構こう造ぞうになっているのだから、父のように暫ざん定てい議員などになる道を得て、そちらで極東のために働こう、と。

　副会長になるのもその下積みと、そんな風ふうに考えていたのだが、

　……抑圧を撥はね除のけて生徒会や総そう長ちよう連れん合ごうが機き能のうを始めれば、今、私のしている事は何だろうな、これは。

　政治だ。

　極きよく東とうのために働いているという自覚は、実のところ薄い。

　ただただ、必死に、武蔵むさしを存続させ、極東の不利を解除する事を目的としている。

　それがために味み方かたが必要だと教えられたのは、英国だったか。そして、味方を失わぬように力をつけろと知ったのは、関かん東とうに来るまでの事だったか。

　その関東に、また、来た。

　水み戸とに退たい避ひしているのでは無く、里さと見みの解放を手伝うのでは無く、

「武蔵が、関東に入れるかどうか、か」

　正まさ純ずみは、右の手を上げた。

「ちと、予想外の方に吹っ飛ぶかもしれないが、結果良ければ全て良し、だ。皆、そう考えていろいろなフォローを頼む」

　任せろと言うように、足あし下もとで両腕うでがガッツポーズをとった。

　……いいんだろうか……。

　自分で言っておいて何だが、少し不安になった。だが、

「来たか」

　遠く、東の空で動きがあった。

　遙か向こう。青い影となってみえる房ぼう総そう半島を越えた空に、白の雲が発生したのだ。

『武蔵むさし野の艦かん橋きようから通達。──安あ土づちがこちらに回かい頭とういたします。──以上』

・未熟者：『恐らく、里見や毛もう利りに対して警けい戒かいしていた安土を、こちらに向けたんだ。

　……万まんが一いちの場合、武蔵が重力航こう行こうで突とつ撃げきを掛けるかもしれないからね』

・九尾狐：『敵扱いよのう。……山やま形がた城じようとて向こうで狙ねらいを外しておらぬが、それよりもこっちを優先とするかえ』

　義よし光あきが、通つう神しんの中で笑った。

・九尾狐：『──流石さすが、羽は柴しばは目先を見ぬ敵よ』
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　高たか尾おの中、自然区く画かくがある。大おお久く保ぼ家けの管理となる広めの区画は、武蔵にしては地ち殻かくブロックを高く積んだ小山や滝たきがある、高尾山と名付けられた場所だ。

　その山上、小さいながらも構えられた寺じ社しやの前で、狐きつねは酒を補ほ給きゆうしていた。

　高尾由ゆ来らい、天てん狗ぐ面めんをつけた給きゆう仕じ達や御ご当とう地ち戦せん隊たい天狗メンが炒いり豆や餅もちを焼く匂においが、夏の昼間に暑苦しくも香ばしい。最も上がみ・義光は、手持ちの瓶びんに酒を入れて貰もらい、栓せんをすると、

「──里見、毛利、そして関東諸しよ家けに囲まれ、監かん視しをされた安土は、しかし最も気を付けるべきは何かという命めい題だいがあるのだえ。そして、敗戦し、修復中の安土上において、一体何が敵かを見み据すえる必要もあるのだえ。つまり──」

　つまり、

「周囲の危き機きよりも、遠くの本敵を見み据すえろと、それがための回かい頭とう。補ほ修しゆう中の安あ土づちを動かし、関かん東とう勢ぜいに横よこ腹はらを晒さらしつつも武蔵むさしに顔を向ける動きは、だからこそ安土の乗員に意味を伝える。

　──猿さるめ。狐きつねと狼おおかみのいる武蔵に赤い顔を向けるかえ」

・現役娘：『あら、最も上がみ総そう長ちよう？』

・九尾狐：『何だえ？　六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズ副ふく長ちよう。これから艦かん橋きよう上で飲むかえ？』

　それもいいですわね、と相手が応じた。

・現役娘：『でも、今は私達、──ボランティアで武蔵にいますのよ？』

　言われ、義よし光あきは腰に差していた扇せん子すで己おのれの額ひたいを軽く打った。

・九尾狐：『左さ様ようであったのう。……猿め、この可愛かわいいボランティア二人がいる武蔵に赤い顔を向けるかえ……！』
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・俺　　：『……何か、夏休みのせいか、保ほ護ご者しやが主張してきてね？』

・ホラ子：『ミトツダイラ様──！』

・あさま：『うん、まずはミトですよね……』

・金マル：『ミトっつあん、どーすんの？』

・銀　狼：『ハッサン！　ハッサンの召しよう還かんを提てい言げんしますわ！』

・83　　：『夏はドライカレーですネー』
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　保護者が騒さわいでもドライカレーで何とか凌しのげるか、と正まさ純ずみは腕を組みながら頷うなずいた。

　……ともあれ、向こうもやる気のようだ。

　視線の先、東の空に雲が波打った。大きく揺らいだ積せき雲うんは、しかしそれ以上の広がりを止め、散っていく。

　安土が回頭を終えたのだ。

　こちらを見ている。何故なぜか、その事がよく解わかる。そして、

「正純」

「通してくれ、浅あさ間ま」

　はい、という彼女の声と共に、表示枠サインフレームが来た。

　大おお判ばんで映される画面の中には、陽よう光こうを受けた姿すがたが一つある。それは、

『暗あん黒こくＧジー──!!　Ａ──！　Ｋ──[image: ]』
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　安あん国こく寺じが、超順じゆん光こうの画面中央で光り輝きながらポーズをとるのを、正純は見た。

　……ああ、そうか、先に向こうに行かせたんだよな……。

　毛もう利り側の使し者しやとして、羽は柴しばと毛利の調ちよう整せいをする。それがために乗り込んで来た彼をここまで届けた後、武蔵むさしは石いし川かわ・数かず正まさの言げんもあって足止めを受けたが、別教きよう導どう院いんの者達はそれに縛しばられる謂いわれもない。

　安あん国こく寺じに関しては、彼の要望もあって、先に羽柴側へと送っている。途と中ちゆう、毛利とも一度合ごう流りゆうしているだろうから、

「毛利と羽柴は、この後で備びつ中ちゆう高たか松まつ城じようの講こう和わを行うと、そういう事なんだろうな」

　自分達が、羽柴との話し合いの後、本ほん能のう寺じの変へんに対してのクリスティーナの協力を得られるかどうかを話し合うのと同じだ。

　武蔵が関かん東とう入り出来るかどうか。それは、武蔵にとっても羽柴にとっても、大きな案あん件けんであると、そういう事なのだろう。ただ、

『武蔵勢ぜい……！　今回は拙せつ僧そうが羽柴様との話し合いの折せつ衷ちゆうをつけてやったのですじゃ……！』

　安国寺が、ポーズをとりながら言う。自分の顔を抱くようにして撫なで、しなを作った後で一回身を揺らし、

『感かん謝しやするといいですじゃ……！』

・俺　　：『あのハゲ、何か一発やってやれね？』

・ホラ子：『浅あさ間ま様──!!』

・あさま：『い、いえ、ここから当てたら迷めい惑わくですよホライゾン……！』

・不退転：『……えっ、届くの？』

　いかん、疑問に思わなかった。まあ伊だ達て家け副ふく長ちようも慣れるだろう。

　ただ、安国寺は絶ぜつ好こう調ちようのようだ。ある意味、羽柴側につく事は彼の本ほん望もう。ここから先、どれだけ主張して稼かせげるかが毛利のために直結する。だから、

『ははははは！　小こ賢ざかしい武蔵勢！　羽柴様と謁えつ見けんの時間を得られるとは幸いですじゃ！　しかしそれもこの、安国Ｇジー──！　Ａ──！　Ｋ──！　──この拙僧のおかげと、そうしっかり理解するのですじゃな！　はははははは！』

・●　画：『……今、入にゆう稿こう確かく認にん待ちの時間だけど、追加で一作描いとく？』

・副会長：『うーん、そういうの喜びそうな相手だしなあ』

　足あし下もと、両腕うでがプンスカ表現のつもりか、握った両手を振り上げたり下ろしたりしているが、この状況にも随ずい分ぶん慣れた。そういえば先さき程ほど、政治家になろうと思っていた云うん々ぬんを回かい顧こしたものだが、まさか両腕が味み方かたについたりドライカレーで脅きよう威いを避けようとか、そんな副ふく会長になるとはサッパリ思ってもなかったなあ……。

「あの、正まさ純ずみ？　何か凄すごく疲れた顔してますのよ？」

「ああ、いや、ちょっとな」

　正純は、安国寺に告げた。

『……安あん国こく寺じ、羽は柴しばを出してくれ』

『はあ!?　何ですじゃ!?　人に頼む時は態度があるですじゃろう!?』

　正まさ純ずみは、無む言ごんで自分の首に右の親指を当て、横に引いて見せた。

　瞬しゆん間かん。安国寺が顔から血の気を失わせ、

『さ、早さつ速そく！　早速仰おおせのままにするですじゃ！　ハイッ！』

・礼賛者：『解わかりやすく恐きよう怖ふ政治ですな』

・いんび：『ははは、態度を見せろって、そう言われたからね!!』

・副会長：『よく考えたら、先夜に会ってないとコレ通じないんだよなー……』

・立花嫁：『通じない場合の暑苦しさを考えると、副ふく会長の態度を支持します』

　だよなあ、と思うこちらの眼前、表示枠サインフレームの視し界かいが動いた。

　左。そこに、二つの人ひと影かげがある。小こ柄がらな影と、やや長身の姿すがた。

　羽柴と竹たけ中なかだ。羽柴が、両の手を広げて上げると、画面のフレームがそれを収めるようにちょっとズーム。すると背後の竹中が見切れたので、

『おねーさんが座った方がいいかな』

『あ、すみません竹中さん！　こっち、こっちです』

　羽柴が手を高くあげ直して二度、三度と跳ねる。すると、画面は一度そんな羽柴をズームして、上に赤い光を一回灯ともらせた。

・金マル：『個人的に録ろく画がした？』

・○べ屋：『後で通神帯ネツトに回るだろうからマーク……！』

・ホラ子：『く、向こうもウケをとるために抜け目ないですな……！』

　と、気付くと馬ば鹿か姉あねが、会議撮さつ影えい用の表示枠をこちらに向けた。

　何かセッティング。そして離れようとする彼女に、気がかりを感じたので問うてみる。

「おい馬鹿姉、何した」

「え？　──対たい抗こうのため、アンタのコカーンに追つい尾びフォーカス掛けたのよ」
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「あら、忠ただ興おき様、いきなり神肖テレビのチャンネルを変えてどうされたのであります？」

「い、いいから！　気にするんじゃねえよ！　というかアイスでも食うか!?」
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・あさま：『うっわ、何だか極きよく東とう中から武蔵むさしに通つう神しん接続求めてきてて、神しん道とうネットワークが東寄りちょっとパニックになってますよ……！』

・副会長：『というかコレ、どうやって戻すんだあ──！　おい！』

・俺　　：『オメエ、表示枠の前に立って操そう作さしようとしたら、尚なお更さら股こ間かんアップになんね？』
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「ノブタン！　ノブタン！　画が像ぞうを見た者のチンコにカブトムシ（メス）がしがみつく呪のろいを掛けるなら、自分を除外しておかないといけませんぞ！　というかアレ、罰ばつゲームで一度やりましたが、握あく力りよくと爪つめがキツくて二週間くらい寝込みましたものですし……！」

「ははは、新大陸から密みつ輸ゆしたヘラクレスで行って見るかコニタン……！」
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　誾ぎんは、ぎゃあぎゃあやっている連れん中ちゆうを番ばん傘がさの下から眺ながめながら、こう思った。

　……三征西班牙トレス・エスパニアは、これに負けたのですね……。

　否いな、当時よりもパワーアップしている感はある。というか、自分達が武蔵むさしに乗り込んできてからも、段階的にグレードが上がっている気はする。更さらに言うと、何となくだが、気のせいだといいのだが、

　……私達も、そのレベルアップに荷か担たんしている気が……。

　錯さつ覚かくだといい。が、何となく、最近は自覚が出てきて嫌いやだ。正気を失って連中の共とも食ぐいに混じるようになれば何もかもがスッキリする気もするのだが、まだ人間でいたい。そう思う。

「誾殿どの！　何だか元気が無いで御ご座ざるぞ！　夏バテで御座るか！　鰻うなぎで御座るな！」

　黙だまってなさい馬鹿代表。あと、横で音を立ててサラダうどんをすすらなくていいです。プチトマトを箸はしで摘つまんでこちらをチラチラ気にしなくてもいいです。

　ともあれ、浅あさ間ま神じん社じや代表が手を上げた。

「──結果出ました！　正まさ純ずみの股こ間かんの方が、羽は柴しばさんのジャンプより上です！」

「向こうアウェーだから健けん闘とうしたんじゃね？」

「嫌な結果出すなよ！　というか何で全国放送になってるんだよコレ！」

「正純殿、夏休みだから昼の時間は暇ひまなので御座るよ、全国的に」

　凄すごい説せつ得とく力りよくのある意見に頷うなずきそうになって、誾は堪こらえた。

「まあ、前ぜん哨しよう戦せんとしてはいい流れでしょう」

　と、誾は半はん目めで羽柴の表示枠サインフレームを見た。

　そこには、羽柴と竹たけ中なかが立っている。彼女達からこちらは見えていないだろうが、

「──会議ですね。副ふく会長、議ぎ題だいをどうぞ」

　Ｊｕｄジヤツジ．、と息を整え、副会長が通つう神しん用表示枠の前に正せい座ざした。フォーカスの追つい尾びは切れたようだが、位置変へん更こうが逆に固まったらしい。顔を映すために座った上で、

『──武蔵アリアダスト教きよう導どう院いん代表、副会長、本ほん多だ・正純だ』

　名乗りを上げた。
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　ＡＫは、身動きを止めた。ポーズを決めて止めた。

　……会議の始まりですじゃ……！

　渉しよう外がい役として、交こう渉しよう事ごとにはよく参加する。自分が主しゆ軸じくとなるのも一度や二度では無い。

　既すでに己おのれの歴史再さい現げんは始まっているのだ。

　だが、ＡＫ自身としても、今回のようなビッグネームの会議には参加した事が無い。毛もう利り、羽は柴しばの両名による備びつ中ちゆう高たか松まつ城じようの講こう和わがそれになるかと思えば、

　……まさか、歴史再現外の会議が、その初はつ体たい験けんになるとは……！

　人生、何が起きるか解わからないものだ。ただ、今の自分は羽柴側、

「羽柴様、竹たけ中なか様、──武蔵むさし勢ぜい、何とか関かん東とうへ居い座すわろうとしてる筈はずですじゃ」

　これは事実だ。

　彼らが関かん西さいへ戻りたがっているのも確かだが、その前に関東行きを第一としたのが、自分と武蔵副ふく会長の会議の結果だったのだ。

　羽柴への嫌いやがらせ。

　その、ひどく解りやすいキーワードで彼らは動いている。ゆえに、

「ゆめゆめ、油ゆ断だんなさらぬようにですじゃ」

「ですねえ。──あ、今回おねーさんがメインです。羽柴君は建たて前まえ出場で。

　何しろ夏休みだってのに他国間で話し合いですから」

　と声を送ってきたのは、竹中だ。

　……おお。

　十じつ本ぽん槍やりの中における最年長で、参さん謀ぼう役。

　彼女の二重襲しゆう名めいの内、黒くろ田だ・官かん兵べ衛えについては、毛利へとたてついてきた勢力の代表だ。

　黒田・官兵衛は、毛利側の侵しん攻こうに対たい抗こうする手段を模も索さくし、天てん下かの趨すう勢せいを見た上で、織お田だにつく事を選んでいる。

　それは、毛利がどうするかを模索した時、羽柴につく事を思し案あんした自分に近しい。

　かつては敵であったが、現状としては同じものを羽柴に見ていると、そう言っていい。

　ならば、

「お任せしますじゃ」

　自分は渉外役。官兵衛は参謀だ。羽柴をここで率そつ先せんして補ほ佐さ出来るのは彼女の役。もしも情報などが欲しい場合は、自分が出れば良い。

　そのくらいはわきまえている。ゆえに、

『では、議ぎ題だいと行こうか、羽柴。──武蔵の、関東入りの件についてだが』

　武蔵副ふく会長が、画面の向こうでこう告げた。

『武蔵むさし、関かん東とう入るのやめていいか？』
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「えええええええええええええええええ!?」

　嘉よし明あきは、警けい備び役で空にいるというのに、恵え瓊けいの声を聞いた。

　生でよく響ひびく、と思う間に、今度は言葉が聞こえた。

「うっっそおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおん!!　ですじゃ」

　語ご尾びを忘れないのは大したものだ。







[image: 第三十章『送迎場所の取り合い娘』]
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　あ、来た、と竹たけ中なかは思った。一気に来た、と。

　何か面めん倒どうな会議になりそうだなー、と思ったので、今回はあまり食べずに、

「えろえろえろえろ」

「た、竹中さん！　後ろ向くだけじゃ駄だ目めです！　画面の外！　外で！」

「大だい丈じよう夫ぶです羽は柴しば様！」

　広報委員が拳こぶしを握って見せた。

「ゴッドフラッシュを入れてますから！」
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・ホラ子：『何か向こうの方、背を向けてますが、口から真ま下したにビームを吐いてるような』

・銀　狼：『色がついて無くて良かったですわね』

・副会長：『何かいろいろ大変だな』

・約全員：『お前のせいだよ!!』

・あさま：『──ともあれどういう事なんですか？　正まさ純ずみ、いきなり関かん東とう入りは止めようだなんて言っても、話が通じない気がしますよ？』

・○べ屋：『そうだよそうだよ！　江え戸どとか里さと見みに荷物下ろして貿ぼう易えき！　とか考えていた商人達だっているんだから、ちょっとマズいよ正純！　賠ばい償しよう金きん出して貰もらわないと』

・副会長：『その商人ってお前らの事か』

・○べ屋：『や、やだなあ！　そんなヘタをこの期ごに及んでううううう打たないよ？』

・礼賛者：『……思い切り動どう揺ようしてるんですが、どうしたもんですかね一体』
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　うーん、そうだな、と正純は考えた。

　思し案あんはあるのだ。多分、これが一番いい、という思案だ。そして今、ここで言えるのは、

「まあ、私達も、聖せい連れんにツッコまれたら関東に戻らざるを得ない訳わけだな。何しろヴェストファーレンが後に控えている以上、ここでヘタに逆らうような事は出来ない」

　だから、と正純は可能な限りの笑顔でこう言った。

「──ここは私達が、関東入りをやめて、安あ土づちの修復を待とうじゃないか」
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　雪の野が見える石の広ひろ間ま。その窓まど際ぎわに設置された大型の木造テーブルを前に、魔ま神じんの女はこう言った。

「罠わなだな……。そう思わないか景かげ勝かつ」

「ああ、見事な罠だともマルファ……、流石さすがは武蔵むさし副ふく会長！　平和に見せかけ、明らかに相手の動どう揺ようを誘い、戦火へと誘ゆう導どうしている……！」

　と、景勝は、テーブルの上に置かれた巨きよ大だいなテーマパークの模も型けい上に手を伸ばした。その上に置かれた野や獣じゆうのサバトの向きが悪い。だが、同時にマルファも手を伸ばしていて、

「あ……」

　お互いの手が重なった。はっとして二人が動きを止めた直後。広ひろ間まの奥から半ズボンが、

「景勝くううん！　罠だよう！　武蔵副会長が罠を仕込んでいるよおう！　あ、ちょっと一いつ向こう宗しゆうと戦せん闘とうして負ふ傷しようしちゃったんだけどねえ」

「この糞くそ虫むしがああああああ！」

　雷らい撃げきの叩たたき込まれる中。マルファも鉄てつ杖づえを持って手伝いに入る。だが、

「──武蔵副会長のこの判はん断だん、各かつ国こくはどう見たか」





●






「罠かな、フアナ君」

「総そう長ちように解わからない事が私に解るとは思えないのですが……」

　コーン畑ばたけの中、表示枠コルテチエフイルマを空の方に掲かかげて皆で見ていたフアナは、しかし首を横に振った。

　……おじさんが尋たずねてきてるのに何の答えも出来ないとは、私のいる意味に関わります！

　ゆえにフアナは断言した。

「──罠でしょう」

「そ、そうかな？」

「Ｔｅｓテスタメント．、以前も武蔵副会長は、神かみ代よの時代における神の力を借りて私達を混乱に陥おとしいれ、更さらには持ち込んだソードブレイカーで誾ぎんをも手玉にとりました」

「あの時はフアナ君も災難だったね」

　言われ、フアナは当時を思い出した。

「む、武蔵総長のアレは事故です！」

「いや、だから災難だったよね」

　あ、とフアナは彼の気き遣づかいに思い至った。向こうも、コーンを試しにもぎ取りながら、

「新大陸とこちら、重じゆう奏そう領りよう域いきと、そうじゃない土地。四つのパターンで作ると、やっぱり極きよく東とうの土地のものが、一番水を含むねえ。甘いけど、磨すり潰つぶしての調理には向かないか」

「焼きながら、砂さ糖とう醬じよう油ゆで味付けをするのが良いのです、総長」

「おや、詳しいね」

「野や球きゆう部ぶとの付き合いも少々ありますので。──ともあれ月末になるまでに、収しゆう穫かくの手て筈はずなどもつけましょう。いろいろ動きがあると思います。何故なぜなら──」

　何故なぜなら、

「武蔵むさし副ふく会長が罠わなを仕込んだならば、それはこの夏休みが平へい穏おんでは無いという事だからです」
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「あの、正まさ純ずみ？　英国から通つう神しん来てます。妖よう精せい女じよ王おうが〝罠だな！　解わかるぞ！　だが解るように仕込むならもっと派は手でな方がいいからそうしろ！〟って」

「何で罠になってるんだよ……!?」

・現役娘：『あら、どう考えても違いますの？』

・銀　狼：『御お母かあ様さま、極きよく東とう語ごが変ですわよ？　あと、正純はあれでも、罠だというのを隠かくしてやってるつもりですので、話を合わせて頂いただけると嬉うれしいのですけど』

・九尾狐：『大だい胆たんよのう、武蔵副会長』

　待て、と正純は膝ひざを崩くずしてカメラ外に出てから皆に平手を見せた。

「私は今さっき、平和に行きたいと、争いは良くないと、そういう事を言ったんだ、解るな？　普通に考えたら、それはどういう事だ？　おい」

　伊だ達て家け副ふく長ちようが手を上げた。

「──大進しん撃げきね」

「成なる実み、そこまで読み取るとは慣れてきたな……！」

「待・て……！」

　そうで御ご座ざる、と前に出たのは二ふた代よとホライゾンだ。まずは二代が、

「待たれよ皆の衆しゆう。正純は武蔵の政治を司つかさどる者の代表。政治とは国の政まつりごとゆえ、何よりも国家存続が大だい事じに御座る。必ずしも争いが第一という訳わけでは無いので御座るぞ」

「Ｊｕｄジヤツジ．、そうですとも。ホライゾンが見ますに、正純様は国家存続のために今までいろいろな手段を尽くしてきました」

「そうで御座るなホライゾン様、──正純は武蔵という国を存続させるため、今まで幾いく度どとなく政を重ねてきて御座る。その手段として戦争も辞じさぬだけに御座る」

「つまり正純様の政治は戦争を前ぜん提ていに含む魔ま法ほうの政治。そして武蔵は勝って勝って勝ちまくっての存続の道を選んで来たのですが」

「ホライゾン様、つまり政とは一ひと言ことで言うと」

「戦争でしょうねえ」

　二代とホライゾンが、顔を見合わせた。ふたりとも、ややあってから鈍い汗あせを搔かき、

「ホライゾン様、拙せつ者しや、何所どこから間違えたで御座ろうか……」

「二代様、ホライゾンも川のように自然な流れで今の結論に……」

「あーのーなー」

　正純は、両の手を前に出し、こう告げた。

「お前ら、そんな戦争したいのか？　するぞ？　してしまうぞ？　いいのか？」

　言うと、皆がある方向を見た。こちらの背後、艦かん首しゆ側だ。

　振り返れば、そこには背を見せる立たち花ばな夫ふ妻さいがおり、四つ角十字クアトロ・クルスを展開した状態で、

「──宗むね茂しげ様、海風を考こう慮りよの上で射しや角かくをとりますと、一番狙ねらいやすいのは安あ土づちより先行する軽けい戦せん闘とう艦かんの列という事になります」

「成なる程ほど、安土の砲ほう撃げきは武蔵むさしの防ぼう護ご障しよう壁へきに任せ、それをくぐってくる群の突とつ撃げきをどうするか、という事ですね」

　やる気だ。

　否いな、どちらかというと、やる気どころではなく、

・十ＺＯ：『始まって御ご座ざらんかな？』

・副会長：『勝かつ手てに撃うち込まなければいいんだがなあ』

　ですけど、とミトツダイラが手を上げた。

・銀　狼：『ともあれ正まさ純ずみ？　つまり、今さっきの発言は、罠わなではありませんのね？』

・副会長：『──いや罠だけど』

・約全員：『だったら否定するなよ!!』

　立花嫁よめが無む言ごんで砲ほう弾だんを装そう塡てんするのが見えた。
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　……いやまあプライドってのがあんだよ──。

　正まさ純ずみは、腕を組む。すると伊だ達て家け副ふく長ちようが右手を挙げた。

・不退転：『安心したわ』

・俺　　：『だよな！　セージュンが何かおかしな事言い出したって、そう思ったよ俺おれ！』

・賢姉様：『そうよね！　アリクイと一いつ緒しよに世界制せい圧あつが僕と私の夏休みの宿しゆく題だい！　今日きようの自由研究は里さと見みの沖おき合あいで羽は柴しば勢ぜいの躍おどり食ぐいよハマチ──!!　やだ私、醬しよう油ゆになっちゃう！　ほら浅あさ間ま！　溜たまり醬油よ！　溜まってるの出しなさい！　ほら！　ホライゾンも手を出して！　マヨネーズ！』

　浅間が右手を振り上げると馬ば鹿かと姉とホライゾンが走って逃げていった。

　何とも賑にぎやかではあるが、

・傷有り：『ともあれ妹の言う通りだった訳わけですね』

・副会長：『何か凄すごくコメントに困るがその通りというか……』

・十ＺＯ：『しかし、どう話を回していくので御ご座ざるか？　向こう、真まに受けて〝ハイじゃあソレで！　決まり！〟と来るかもしれぬで御座るよ？』

　ああ、と正純は頷うなずいた。会え釈しやくを皆に送り、

・副会長：『それについては、安あん国こく寺じがいい仕事をしてくれる筈はずだ。──あとは、そこからどう回すか、だな』
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「罠わなですじゃあ──!!」

　竹たけ中なかは、安国寺の叫びに頭痛を感じていた。

　……まあ、確かにそうでしょうねー……。

　推すい測そくとして見た場合、向こうの言げん動どうは怪あやしいにも程がある。無む論ろん、夏休み期間中に抗こう争そうを表おもて立だって掲かかげる事など出来はしまいが、

「ここまで来ておいて関かん東とうをこちらに譲ゆずるなど、しかも今の流れでは無条件！　完全なベタ降おりなどあり得ませんですじゃ！　これは何かの仕込みがあるですじゃ！」

・６　　：『……コイツが仕込みなんじゃ』

・多数決：『んー、小こ六ろくちゃん、埋まい伏ふくなら竹中が即そく断だんしてくれるから安心なさい』

　……先生も結けつ構こうこちらに投げますねー……。

　ストレスが一気に高まっていく上で、

「これは危険ですじゃあ──!!」

　頭痛の原因までいると、もうどうにでもしてくれという気分にもなる。だが、

・黒　竹：『これ、おねーさんは〝素す〟だと思うんですけどねー』

・多数決：『理り屈くつは？』

・黒　竹：『──〝素〟過ぎるんで』

　見たところ、これは本ほん気きだ。というか、

「あ、あいつら！　自分達はいずれ関かん西さいに戻るとか言っておいて、それでこっち来たかと思ったら、今度は関かん東とうを羽は柴しば様に明け渡すとか、一体何を考えておるのですじゃ……！」

　……情報ダダ漏もれ──。

　武蔵むさしが関西に居たがっているというのは、現状の立場からも推すい測そく出来る事だ。だが、それを関係者から明めい言げんされたのは初めてだし、その上でこちらに来たとなると、

・きめえ：『武蔵は、関西に居続けるのは立場的にマズいから、一時的に関東に下がりにきたと、そういう事？』

・多数決：『──ふふ、潰つぶしてやったらどうですか』

・黒　竹：『先生がそれはヤバいんじゃないかと思うんですよねー』

　石いし川かわは、本気でも無い極きよく論ろんを投げかけるから困る。

　だが、それが逆にこちらの踏ふみ切きりや思いとどまりになる事もあるから、

　……その辺りはやはり教員といったところで。

　石川の元来の気質は、圧あつ倒とう的強者の余よ裕ゆう、だ。

　強いがゆえに鷹おう揚ようになる。自己の強さへの依い存ぞんが高過ぎるというのは、自分でも認めていて、抑よく制せいの術じゆつも修めている。が、故こ意いに収めず振る舞う時もあって、そうなると厄やつ介かいだ。訓くん練れんの時など、福ふく島しまと清きよ正まさが二人がかりでも倒せない。本人に言わせれば、

　……二人用に自分を組んでるから、との事ですけど──。

　力において、敗はい北ぼくは許されないと、ずっとそういう思し案あんの人だ。

　一方で、自分が気に入ったものについては可愛かわいがりが凄すさまじい。うちの連れん中ちゆうも大たい概がいそうだが、自分は含まれてない辺り、やっぱり年ねん齢れいで勝ってるのがいけないんですかね。否いな、私もそういう歳としではないって自覚はありますけど、酒飲みとか定てい食しよく屋やに誘われて仕事の愚ぐ痴ちを聞かされるとか、何か立場が違うんですけどえろえろえろえろえろ。

「竹たけ中なかさん！　だ、大だい丈じよう夫ぶですか!?」

「あー、ウォーミングアップって感じで」

「竹中様！　だ、大丈夫ですじゃー!?」

「あー、静かに静かに。──ぅえっぷ」

　竹中は一ひと息いきついて懐かい紙しで口を拭ぬぐうと、もう一息をさらに入れた。

　あー、海上の空気。潮しおの匂におい。塩分。ゲロに似てる。もう一回吐いときますかね。否いな。

「──ちょっといいですかね。武蔵が関東に入らないとした場合ですが……」

　問う。正面の表示枠レルネンフイグーア。そこにいる武蔵副ふく会長に対し、

「──安あ土づちがここにいるとしたら、武蔵むさしは何処どこにいるつもりなんですかねー」
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　質問をされた側。幾いく人にんかが顔を見合わせた。

　正まさ純ずみの視し界かいの中、馬ば鹿かがホライゾンの手を取り、

「ホライゾン……！　俺おれがここにいて、オメエがそこにいる。意味が解わかるか……!?」

「カ──、──ぺっ。……何ですかトーリ様、もう一回」

「お、おっ、俺がここに……っ」

「この男、リアクションが解らずにキョドって御ご座ざるよ」

「だ、だったらテンゾー！　オメエは何処にいるってんだよ。哲てつ学がくだぞ……！」

　視線を向けると、クロスユナイトが「ふむ」と腕を組んだ。が、その右腕うでが引かれる。見れば既すでにメアリが赤せき面めんしながらも彼の袖そでを握っていて、離さない。

・貧従士：『……何ですかね。この、うちのクラスの人間がどう説明しても噓うそにしか聞こえなくなりそうな状況』

・十ＺＯ：『じ、自分、メアリ殿どののこの技を〝袖ギュ〟と名付けるで御座るよ！』

・●　画：『ハイ廃すたれた──。言った二秒後に廃れて皆忘れたわ──』

・金マル：『どっちかっていうと〝メアリ殿の点てん蔵ぞう袖ハグ〟？』

・あさま：『じゃあそれで登とう録ろくしておきますね？』

・十ＺＯ：『な、何してるで御座るか!?　──あ、〝メ〟って打っただけで変換候こう補ほに入ってるとか、自分、各所の暗あん殺さつリストに入るで御座るよコレ！』

・労働者：『ははは、モテモテだな』

　まあそんな感じだな、と正純は一つ頷うなずく。だが、

　……武蔵は何処にいる、か。

　お互いの距きよ離り感。安土と武蔵。それは自分達と羽は柴しばの距離感であり、また、

　……それだけではないぞ。

・副会長：『面白い距離感を見せてやろう』

　正純は、皆に言った。そして目の前の表示枠サインフレームに対し、口を開く。

「──そちらが里さと見み沖おきにいる場合の、私達の居い場ば所しよ、か」

　簡単だ。

「このまま、私達は関東に入らず、北ほう条じようの空にいようか。大だい地ち側にあまり影を落とさぬよう、やや海側を位置取りする事になるが──」

　更さらに、と正純は言葉を繫つなげた。

「そちらに敵意を見せぬよう、艦かん首しゆは北にでも向けておこう。夏の陽よう光こう、南向きでは流石さすがに武蔵も灼しやく熱ねつとなるからな」
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　小こ六ろくは、輸ゆ送そう艦かんの上にいた。

　小型の輸送艦だ。甲かん板ぱん上じよう、更さらには一体の武ぶ神しんの上だった。

　黒の重じゆう装そう女性型。〝玄げん武ぶ〟だ。

　各所の工事において、人や運うん搬ぱん機き械かいを遙かに凌しのぐ重力制せい御ぎよを扱えるため、玄武は身体からだを支える足あし場ばを載のせた輸送艦と共に艦かん間かんを渡っている。

　そんな中で、次の割り当てを思し案あんしているところに、会議の通つう神しんが来た。その内容は、

・ＡｎＧ：『武蔵むさしが北ほう条じように居座るの？　それもこっちに敵意無いように、北向きとか』

　成なる程ほど、と小六は思った。それならば、こちらは警けい戒かいも無く、補ほ修しゆうに専せん念ねん出来る。

　武蔵が北条の空を押さえていたとしても、北条の北側、関かん西さいに向けての西側ラインは完全にP.A.Odaの領りよう土どだ。もし争いが生じても、すぐに援えん護ごを出す事が可能だろう。

　だとしたら、

　……向こうはベタ降りなのか？

　懸け念ねんはあるが、現状としてはいい結果だと思う。ゆえに、

・６　　：『有りか』

・きめえ：『──いえ、駄だ目めだわ』

　即そく座ざの否定が来た。それも上空から、だ。

・きめえ：『下らないメンツの問題だけど、北条に武蔵を置いたら駄目。それはこの慶けい長ちようの役えきを最悪の形で締しめくくる事になるわ』
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　石いし川かわは、安あ土づち内の購こう買ばいにいた。極東K.教導院K.購買部K.も最近は色つきの服を置くようになった。夏用のシャツなど、補修現場で汚れる事を考えないようにすれば、気分は遊べる。

　だが、姿すがた見みの前でシャツを合わせ、

　……この姿見、歪わい曲きよくし過ぎでは……。

　もう少し、まともな姿を映すように言った方がいいのだろうか。だが〝叫食シヤウエツセン〟の連れん中ちゆうもいるから、リアルすぎるとそれはそれでパーツが見にくいのかもしれない。

　そして一ひと息いきを入れ、石川は手元に出していた表示枠レルネンフイグーアを見た。

　そこには、嘉よし明あきが提てい示じした関かん東とうの概がい要よう図ずがある。妹に比べて絵が上手うまくない子だが、自分で説明する意い気きや良し。一点プラス。私の教育のおかげですね。手の掛からない子で良い子です。つまり放ほう置ちでセーフ。ええ。

　ともあれそこに描き加えられ、表ひよう示じされていくのは、関東南において向き合う武蔵と安土だ。

・きめえ：『北条の空で、武蔵が北を向いて待たい機き。つまりこういう状態ね』

　遠く右の方、東にいる安あ土づちは、西の武蔵むさしに対し、艦かん首しゆを突きつけた状態だ。だが、

・きめえ：『補ほ修しゆうが終わったら、安土は関かん西さいへと戻るわ。ルートとしては、こうね』

　安土が西へと動き出す。

　それは関西に向け、最短距きよ離りを行くために北ほう条じようの地を通過する軌き道どうだ。

　この場合、武蔵は北を行く安土の通過を許す事になるが、

・６　　：『何か問題が』

・ＡｎＧ：『あー、ショーロクには難しいってか、ひょっとしたら個性？』

・多数決：『小こ六ろくちゃん、メンツってものがあるのですよ』

　石いし川かわは、喉のどでハンガーを挟み、別の一着を手に取りながら言う。

・多数決：『その状態だと、安土は、武蔵の鼻先を通過する事になるのです』
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　それがいかんのか、と小六は思った。

　んー、と首を傾かしげ、

・６　　：『ただ単に前を通るだけだろう』

・黒　竹：『えーとまあ、ちょっとそういう状況には、傍はたから見えないんですねコレが』

　どういう事だ、と半はん目めになる小六の前で、概がい要よう図ずが回る。それは概要図を３Ｄ化し、安土側から見たものだ。

　この視点だと、安土は左さ舷げんにいる武蔵の眼前を通過するというのがよく解わかる。こちらから見た感覚としては、

・６　　：『武蔵を退のかせているようにも見える』

・ＡｎＧ：『うわあショーロクの安土愛を感じるよアンジー』

　うるさい。

・安　土：『本艦を〝強いぞー〟と感覚して頂いただいて幸いです。──以上』

　そんな口く調ちようじゃないけど強いと思ってるのは事実だから良しとする。

　ですけど、と竹たけ中なかが言った。

・黒　竹：『こっちからだと解りますかね』

　武蔵側の視点になった。

　真まっ直すぐ前に伸びる武蔵の艦首が有り、画面右から、安土が入って来る。

　そして安土の概要図は通り過ぎていくが、

　……ん？

　何が言いたいのか解らない。安土が堂どう々どうと通っていくのを、武蔵は見ているだけではないか。それなのに、

・６　　：『何がいけない』

・多数決：『小こ六ろくちゃん？　さっき小六ちゃんは、武蔵むさしについて何て言ったかしら？』

　不ふ意いの石いし川かわの問いに、小六は答えていた。

・６　　：『退のいたように見える、と』

・多数決：『でも実際は、数日前からその姿勢よ』

　あ、と小六は思った。

　瞬しゆん間かん的な閃ひらめきは、それを確かめる言葉となった。

・６　　：『竹たけ中なか、──概がい要よう図ずを北から。下から』

　言った通りに、すぐ概要図が回った。高度もついて、下からのアオリになる。

　地上側からだと、武蔵は巨きよ大だいな空の影だ。北ほう条じようの土地。その意味を思えば、北向きになった八艦かんが何を示しているか薄うす々うすと想そう像ぞう出来た。

　見る。

　すると武蔵の左、東から安あ土づちがやってきた。

　安土が武蔵の前を通過していく。それだけだ。

　通過した。

　概要図なので音も無い。だが、今いま更さらに解る。

・６　　：『北条の土地は、関かん東とうにとって、P.A.Odaとの境きよう界かい線せん』

　だから、

・６　　：『北条を受け継つぎ、更さらにそこに停てい泊はくする武蔵は、──新しい関東の門番だ』

　門番は、門を通過する者を見み据すえる。それはつまり、

　……背を見せない。

　ならば概要図の状況とは、どういう事か。

・６　　：『敗はい北ぼくし、補ほ修しゆうまでを見み逃のがした安土に対し、武蔵は、関東から退出する事を見逃す。そういう構こう図ずか』
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　反応がないという事は、バレましたわね、とミトツダイラは思った。

　……安土を見送る武蔵の構図は、──敗者と勝者の優劣を見せつける構図ですわ。

　関せき所しよや番ばん屋やなど、門を扱う勢力は、その土地の支配者だ。

　安土は敗れ、補修までしている。この時点で、既すでに安土が関東で勝利したと、そう考える手合いはいまい。

　一方、ネルトリンゲンを実質勝利で収めてきた武蔵がいる。

　武蔵が止まるのは関東とP.A.Odaの境界となる北条の空。

　ここで争わず、安土を見逃す。

　しかし、すれ違うのではない。

　真まっ正しよう面めん。こちらが北を向くのに対し、安あ土づちは横よこ腹はらを見せていくのだ。

「……そこに主しゆ砲ほう兼かね定さだや攻こう撃げきをぶち込まないのは、安土と羽は柴しばが強大であったから」

　だが、

「──それももう、過去の事ですわね」

　今は違う。安土と羽柴とて、敗はい北ぼくし、補ほ修しゆうと撤てつ退たいを見み逃のがされるのだ。

　誾ぎんが頷うなずき、こう言った。

「武蔵むさしは、安土の補修を許しました。その上で、無防備な安土を見逃してもやるのです。

　もはや、安土と羽柴が強大だからではありませんね」

　Ｊｕｄジヤツジ．、とミトツダイラは頷いた。

「いつでも倒せる存在になったと、そう知らしめるのですわ。──少なくとも、安土が武蔵の前を通過した時、関かん東とう勢ぜいは歓かん喜きと戦せん勝しようの意い気きを声として上げるでしょう」

　安土に背を向けるのはそれからでいい。

　敗者の背が小さく見えるようになってから、武蔵は艦かん首しゆを関東に向けて入ればいい。

　そういう事だ。

　それを正まさ純ずみは提てい示じした。そして相手に通じた。ならば、

「──羽柴勢が、メンツを潰つぶされてコケにされるのを、許しますかしら？」







[image: 第三十一章『送迎場所の意地張り娘』]
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　小こ六ろくは、輸ゆ送そう艦かんが左さ舷げん前艦の内うち舷げん側に近づいていくのに任せながら、玄げん武ぶに背を預けて腕を組む。

　日が当たった黒い装そう甲こうは、熱を持っている。スーツの背に浮いた汗あせが一気に乾いていくのを面白いと思いながら、小六は問うた。

・６　　：『それじゃ駄だ目めなのか』

・黒　竹：『あんまりいい絵え面づらじゃないですねー』

・６　　：『でも』

　単にメンツの問題だろう、と小六は思う。

　見み栄えだ。否いな、昨今の言い方では虚きよ栄えいと言うべきか。

・６　　：『本質、何が変わる』

　何も変わらない。性能も、意い気きも、ただ自分達の見み栄ばえからのイメージが変わるだけだ。

　文もん句くがあるなら、実力でひっくり返せばいい。それだけの事だ。

・６　　：『何が難しい』

　言うと、あー、と竹たけ中なかが思し案あんの前置きをする。その上で彼女は、

・黒　竹：『問題はですね？　この〝羽は柴しば勢ぜいが逃げ帰るのを見み逃のがされた〟というのが、その後の全世界にとっての〝常じよう識しき〟になる事なんです』

・６　　：『それは──』

　考えてから、小六は問うた。

・６　　：『私達は変わらない』

・黒　竹：『ですよねー』

　だけど、

・黒　竹：『他国はそう見てくれません。そう思っていたとしても、もう、見逃されたという構こう図ずが流る布ふされている訳わけです。そして──』

　ややあってから、言葉を選んだのだろう、竹中がこう告げた。

・黒　竹：『羽柴が弱体化した。他国は、これを〝全世界の認にん識しき〟として私達と交こう渉しようした方がやりやすい。──そういう国際情勢になるんです』

　つまり、

・黒　竹：『──今まで、強国故ゆえにサービスとして優先を受けていたものが幾いくつもあります。例えば各かつ国こくからの貿ぼう易えき内容で、資し源げんや食料の独どく占せん権けんを得たり、交通の際に他国の関せき所しよを検けん疫えき無しで通れたり、それこそ街かい道どうも自国同様に使用出来たりとか。政治の面でも、政策の関かん与よや治ち外がい法ほう権けんのレベル、または情報の横流しなど、いろいろある訳です。

　だけど私達の弱体化が〝全世界の認識〟となった場合、各国はそれをやめたり、費用を課してきたりで、……まあ、こっちから毟むしり取ろうとして来る訳わけですね』

・６　　：『そんな事が出来るのか？　一方的な変へん更こうだろう』

・きめえ：『だから〝全世界の認にん識しき〟として、関係国こつ家かが一いつ斉せいにその体制になるのよ。──今、武蔵むさし副ふく会長が提てい言げんしたのは各かつ国こくに通じてる。あとはもう、打ち合わせなんかしなくても、安あ土づちが本ほん拠きよに戻る前に、各国は羽は柴しば勢ぜいに対して見直しを吹っ掛ける事が出来る権けん益えきをリストアップしている筈はず』

　そして、

・きめえ：『吹っ掛ける時、その国の代表は言うのよ〝いやあ、他の国も皆、こうですよ。私達にだけ言われてもねえ〟とね』

・６　　：『……本質は変わってないのにか』

・黒　竹：『どうやってそれを証しよう明めいします？』

　それは、と小こ六ろくは言いあぐねた。

　自分達に力があると示すならば、力を見せつけるしかない。それも、単に装そう備びなどを展開して見せるのではなく、実質に力を振るうのが一番だ。だとすれば、

・６　　：『戦争か？』

・きめえ：『メンツのために戦争するなんて、蛮ばん族ぞく国家と同じよ』

　解わかっている。だからそんな事は出来ないのも解っている。ならば、

・６　　：『どうすればいい』

・黒　竹：『ベストは、武蔵にそのような見送りをさせない事です』

　しかし、

・黒　竹：『もしそれをやられたならば、その場で戦争か、とりあえずここは相手の思うようにして、──後々、武蔵を負かして払ふつ拭しよくする事ですね』
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　面めん倒どうだ、と小六は思った。

　大人おとなの考える事は面倒だ。それに、卑ひ怯きようじゃないか。

　……私達の本質が変わってないのは知ってるだろうに。

　皆で口裏を合わせ、権益を毟り取るため、自分達の噓うそを常じよう識しきとしてこちらに押しつける。

　そしてこちらが違うと言っても、「もう世界はそのように見ているのだから、従え」と来るのだ。

　これでは、噓を作られた時点で終わりではないか。

　卑怯だ。

・黒　竹：『あー』

　何だ。

・黒　竹：『ちょっといろいろ言いましたけど、おねーさん達だって思ってる事は蜂はち須す賀かさんと同じですから。蜂須賀さんに〝解わかれ〟とは言いますけど、〝納なつ得とくしろ〟とは言いません』

・ＡｎＧ：『んー……、だとすると、アンジーちょっと悪い大人おとなになってきたかなあ。ケッコー〝そんなもんだよね〟って思ってるし』

・きめえ：『アンジーはそれがストレス抱え込まない方法だって知ってるからよ』

　嘉よし明あきもつまり、〝そういう事〟だ。

　面めん倒どうだ。だけど、

・６　　：『どうすればいい』

・黒　竹：『無視して、違う案あん件けんで覆くつがえす事ですねー』

　竹たけ中なかが肩をすくめているような雰ふん囲い気きがこちらにも伝わってくる。

・黒　竹：『事実ではない以上、各かつ国こくもこちらに対して強制力は持ちません。何しろ深く突っ込んで〝そうではない〟と証しよう明めいされる矢や面おもてに立ったら、他の国は巻き込まれたくないから一いつ斉せいに手を引きますからね。皆が何か言うのは〝それを言っていたら、ひょっとして権けん益えきを落としてくれるかもしれない〟からです』

・ＡｎＧ：『権益を渡したらどーなんの？』

・黒　竹：『それは、現状を事実と認めた事になりますから、その後、ずっと権益を要求される事になります。──だから一番は、まずそのような噓が発生する切っ掛けを封じる事。今回で言うと、武蔵むさしの前を頭下げて通過するような状況には持ち込ませない事です』

　そして、

・黒　竹：『武蔵副ふく会長が今回の言げん動どうをした事。それをもって〝事実〟としたがる国は出ますので、そういった国には毅き然ぜんとした態度をとります』

・６　　：『たとえば？』

・黒　竹：『権益を目当てに〝貿ぼう易えき内容や政治干かん渉しようを厳きびしく見る〟という脅おどしをしてきたならば、その国に対し、一ヶ月の貿易停止を行うのが一番ですねー。

　備び蓄ちく量りようで考えれば、大たい国こくと小しよう国こくのそれには大きな差がありますので、大国は何だかんだで保もちますが、小国は取引が出来なくなった時点で致ち命めいです。どうせならP.A.Odaの備蓄を市いち場ばに安価で開放して、その国の取引資し源げんを暴ぼう落らくさせてもいいです』

　と、表示枠レルネンフイグーアが手元にきた。そこに表ひよう示じされるのは、膨ぼう大だいなリストの滝たきだ。高速で流れて行くのは恐らく貿易品目。竹中の方で、他国が〝脅し〟に使ってきそうな品目をリスト化し、備蓄量を確かく認にんしているのだろう。これは恐らく本国にリアルタイムで通達されており、自じ動どう人形を利用した各委員会が即そく座ざの対応を行っていく。

　安土が本ほん拠きよに戻るまでには、対策は作られている筈はずだ。だとすれば、

・黒　竹：『ここはもう、しょうが無い。敗戦は確かな事と受け入れましょう。他国からの揶や揄ゆや、攻こう撃げきもある事でしょう。ただ、それらについては毅然とした態度で臨のぞみ、この敗戦は過去のものだと、いずれ来る戦いで示せばいいだけですねー』

　竹たけ中なかが、即そく座ざに言葉を続けた。

・黒　竹：『──関せきヶ原はら、小こ牧まき長なが久く手て、それとも別ですかねー。武蔵むさし勢ぜい、おねーさんちょっと喉のどまで来たのを飲んじゃいましたよ』

　そして、

・黒　竹：『有あり難がとう御ご座ざいますねー、蜂はち須す賀かさん』

・６　　：『は？　何が』

・黒　竹：『──蜂須賀さんみたいなの、忘れちゃうんですよ、時とき折おり、というかいつも。

　だから、もうちょっと、やれるところまでやってみますか。

　──向こうの罠わな、入り込んで、見てやりますよー』
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　正まさ純ずみは、相手の動きを見た。

　竹中・半はん兵べ衛え。黒くろ田だ・官かん兵べ衛えとの二重襲しゆう名めいとなれば、当然、政治や交こう渉しようの場に出る存在だ。実際、今までも裏方として幾いくつもの判はん断だんを下して来たに違いない。

　それが、関かん東とうにて補ほ修しゆう中の安あ土づちの上にて、相あい対たいの場に姿すがたを見せた。

「────」

　竹中が、髪かみを流す。そして彼女は髪を振った手をそのまま前に送った。

　直後。左右の手の下や、外側に、多量の表示枠レルネンフイグーアが射しや出しゆつされた。それらは一いつ斉せいに列を作り、整列してはまとまり、分化しては回って入れ替わり、全ての動きはやまず、

『じゃ、始めましょーか』

　竹中がこちらを見ていない。

　彼女は左右に展開した表示枠に視線を散らし、

『──罠とて、理解してハマれば、後の対たい処しよは楽なもんですからね』

　その声に、ホライゾンがこちらを見た。彼女は口横に手を立て、

「正純様、正純様、罠だとバレてますが、如何いかがいたしますか……！」

『しっぱい？　しっぱい？』

　何か凄すごく期待されてる気がするのは何故なぜだろうか。
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　竹中は身み構がまえた。

　……さて。

　正直、こちらに来ている情報などを精せい査さしても、意い外がいに武蔵は関東と断絶をしている。

　それもそうだ。元々が三み河かわ以い降こう、武蔵は三み方かたヶ原はらの戦いを経て関東に来たが、それは安土の襲しゆう来らいによって北へと追いやられた。

　彼らがいたのは水み戸ととその周辺。

　関かん東とうの中心となる江え戸どや里さと見み、近きん隣りんの諸しよ家けとは深い交流を持てていないのだ。

　だから、慶けい長ちようの役えきを経て、解かい放ほう者として関東に入り、そのアドバンテージをもって関東の長ちようとなる。そんな流れが歴史再さい現げんと重ねた松まつ平だいら家けとしても、自然な流れだろうか。

　だが、それゆえに、今の武蔵むさしはまだ関東との繫つながりが弱い。

　そう言った事情から見えるのは一つの安あん堵どだ。

　……武蔵が、この会議の裏で関東諸家と連動するという事は考えにくいんですねー。

　あるならば里見、北ほう条じようの残党が既すでに各地に散っているなら、その繫がりもあるだろうか。あとは水戸……、となると、これは少し遠過ぎるし、結局は関東から離れる気もする。

　ならば、と思った視線の先で、竹たけ中なかはあるものを見つけた。

「────」

　横。さっきから奇き声せいを上げていた安あん国こく寺じが、胡座あぐらを組み、表示枠レルネンフイグーアに一文を書いていたのだ。

　内容。そこに書かれている言葉を見て、竹中は頷うなずいた。

「羽は柴しば君。おねーさん、あまり人と話すの苦にが手てなので言っておきますけどね？」

「は、はい！　Ｔｅｓテスタメント．！　何でしょう!?」

「Ｔｅｓ．、　まあ状況が状況で罠わなたっぷりっぽいんで、武蔵が関かん西さい行けちゃう状況になったら、さてどうするか、ってのも考えておきますけど」

　だけど、

「こっちはこっちで、勝てる部分確実にとれるんで。まあいろいろ期待して下さいねー」
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『じゃあ』

　という竹中の言葉を正まさ純ずみは聞いた。

『補ほ修しゆう後、P.A.Odaへと戻る安土を、武蔵は見送ると、そう言いたいんですねー？』

『まあそういう事になるな』

　正純は頷いた。広報用の表示枠サインフレームの高さに合わせて正せい座ざをしているが、横からホライゾンが座ざ布ぶ団とんを恭うやうやしく差し出してくる。

「さ、さ、これを、これを下に……」

「高さがビミョーに合わなくなる気もするがなあ……」

　脚あしを崩くずせばいいか、と、そうする。その上で、

『こちらとしては刺し激げきしないよう、北を向いている。流石さすがに南を向いて、立ち去る安あ土づちに尻しりを向けているのはよくないだろう。──何か問題はあるか』

『ありますねー』

　ほう、と正まさ純ずみは内ない心しんで思った。

　どう考えても、こちらの言っている事は難なん癖くせだ。向きの善よし悪あしなど、どうとでも理由はつけられる事なので、もし否定されても言い返しは何とでも利く。

　……勿もち論ろん、それをするかどうかは別だけどなー……。

　ただ、興きよう味みはあった。

　竹たけ中なか、黒くろ田だの二重襲しゆう名めいが一体どのような理由で、武蔵むさしの向きを変えろと言って来るのか。ゆえに正純は、

『どういう問題があると言うのだ？』

　Ｔｅｓテスタメント．、と竹中が静かに言った。そして彼女は、

『──私、先せん端たん恐きよう怖ふ症しようなんで、武蔵の先っちょが向けられてると駄だ目めなんですよー』
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・ＡｎＧ：『おいこら』

・きめえ：『竹中、──怒らないから何でそんな事言ったのか話しなさい』

・６　　：『何見ても吐くだろう』

・黒　竹：『い、いや、向こうのレベルってこんなもんだって示しただけですよー！』
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　……しまった……！

　正純は、危険を感じた。

・副会長：『すまん、いきなりマズい処ところを突かれた』

・不退転：『無視すればいいんじゃないの？』

・銀　狼：『いえ、どういう問題があるのか、って聞いたのはこちらですのよ？』

・十ＺＯ：『つまり正純殿どの、難癖つけたのに油ゆ断だんして、向こうが難癖返しをしてそれを成立させて来るとは思ってなかったので御ご座ざるな』

　クロスユナイトの言葉に、正純は、恐る恐る横を見た。

　馬ば鹿かと馬鹿姉あねと両腕うでが、全身をＳ字に捻ひねった上でこちらを両指で指さしていた。

　……この野や郎ろう……！

　と、思うが、既すでに会議は始まっている。馬鹿は無視しようと思い、正純は口を開いた。

　……しかし、いかん流れだな。

　難癖をつけたら、難癖で返された。

　先端恐怖症など、思いつきの噓うそだろう。大体、

『だったら武蔵の前を通る際、艦かん内ないにいればいいのではないか？』

『あー、私、一応は艦かんの運うん行こう指し揮きも関わってますんで、──武蔵むさしの前を通過、なんて案あん件けんの時は、当然、艦かん橋きようから外見てますよー』

　即そく座ざの返しが来た。きっとこの部分は、事実なのだろう。更さらには、画面の上の方から、

『タケ──』

　向こうの黒魔女シユヴアルツヘクセンが降りてきた。

　うちの戦せん闘とう系けいが、ふ、と視線を細くするのが頼もしいが、黒魔女は竹たけ中なかに手を伸ばし、

『ほい、食堂からフォーク』

『うわあ先せん端たん……！　えろえろえろえろ』

　後ろを向いて十秒程が経過した後、『ぅえっぷ』と声をつけて竹中が振り向いた。

『ほら、どうですかー。私の先端恐きよう怖ふ症しよう具合』

『食堂で食事出来ないだろう、それだと』

　Ｔｅｓテスタメント．、と竹中が頷うなずいた。

『──いつもは内メシですよ』
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・６　　：『おい』

・黒　竹：『流れ！　流れですって！』

・６　　：『噓うそは、良くない』

・黒　竹：『いえいえ、蜂はち須す賀かさん達が噓をつかなくてもいいように、ここでおねーさんが頑がん張ばってる！　そう言う事ですから気にせず行きますよー』

・ＡｎＧ：『無むッ茶ちや騙だましに掛かってない？　だよね？』
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　さあ、と竹中が言うのを正まさ純ずみは聞いた。

『武蔵の先っちょは安あ土づちの運行の障しよう害がいになります。通行時は後ろを向いて下さい』

『いや、それは出来ない』

『何故なぜですか』

　正純は、皆を見た。

・副会長：『……何故だ？』

・約全員：『考えて喋しやべれよ!!』

　ああああ、と皆があたふたし始める。まずホライゾンが手を上げ、

・ホラ子：『尻しりを向けると〝武蔵〟様の恥ち辱じよく度どが上がるので出来ないというのは』

・武　蔵：『いえ別に関係ありませんので。あと、〝奥おく多た摩ま〟も〝高たか尾お〟も〝青梅おうめ〟も同意見です。そうですね。──以上』

・後艦衆：『そ、そうです……。──以上』

　即そく座ざの却きやつ下かと強制認にん証しようが来た。

　じゃあ、と浅あさ間まが手を上げた。

・あさま：『武蔵むさしは後部の結けつ界かいが弱いので、そちらを向けるのは危険だと、そんな話にしてみたらどうでしょうか』

・副会長：『いや、それは〝武蔵が弱いから正面しか向けられない〟という理り屈くつになってしまって、元々の正面向きで通過を見み逃のがす意味が別のものになってしまう』

・銀　狼：『艦かん尾びに大だい規き模ぼな焼き肉施し設せつがあって、通過時に派は手でな宴えん会かい風景を見せつける事になるがそれでいいのか、では駄だ目めですの？』

・副会長：『駄目ですの、って言われてもどうしたもんかな……』

　いえいえ、とバルフェットが手を左右に振った。

・貧従士：『望むところだ！　って言われたら終わりですよ、ソレ！』

・俺　　：『え!?　じゃあ俺おれが全ぜん裸らで牛乳飲みながら艦尾に立ってるとか、そういうのも〝望むところだ！〟ってやられるのかセージュン！』

・副会長：『何でも答えが来ると思うなよ!?』

　だが、何となく今ので頭の中が整理出来た。つまりはこういう事なのだ。

『よし』

　正まさ純ずみは、右手を挙げて、竹中に言った。

『面めん倒どうだから北ほう条じように止まるのやめて、そっち行くか』
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　え？　と竹たけ中なかは思った。

　えーと、と更さらに思し考こうを追加して、

　……それはヤバいですよ──！

　いかんですって。だって、

・６　　：『おい』

・ＡｎＧ：『ほら』

・きめえ：『ねえ』

　全員が短音でしか喋しやべらなくなった。だが、理由は解わかる。

・□□凸：『あの、……武蔵がこちらに来たら、どうなります？』

・きめえ：『簡単な事よ。武蔵は、補ほ修しゆう中の安あ土づちを間ま近ぢかで監かん視し。──通過を見逃されるより悪いわ。だって、目の前でずっと見逃されてる事になるんだから』

・ＡｎＧ：『……何でこうなったかな？』

・黒　竹：『い、いや、えーと、ほら、向こうの北向きをどうにかしようとして、難なん癖くせつけて、流れ的には〝こっちが勝った──！〟って感じだった筈はずなんですよー』

　言うと、間が空あいた。確実に五秒空いた。その上で、

・ＡｎＧ：『……竹たけ中なか、実は交こう渉しようヘタだったりする？』

・きめえ：『そこらへん、無む理りせず今の内に白はく状じようした方がいいわ竹中。人間、得え手て不得手があって、どっちかっていうとヒッキー気質の竹中が国こつ家か間会議だなんて、何となく無む理りあるシチュエーションだと思ったもの。あと、〝安あ土づち〟は今からでも武蔵むさしに突とつ撃げきする用意をしていいんじゃないかしら』

・黒　竹：『何かおねーさんボロクソ言われてませんかねー』

　ともあれ、と竹中は皆に手の平を向けてみせる。

・黒　竹：『大だい丈じよう夫ぶですって。挽ばん回かいしますから』

・ＡｎＧ：『えー？　本当かなあ？　本当かなあ──？』

　超ちよう低空飛行で覗のぞき込んでこなくていいですって。

　とはいえ、武蔵が安土に接近して来るのを避ける方法はある。

『いいですか武蔵。──武蔵の関かん東とう入り、そして安土への接近は許可出来ません』
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　正まさ純ずみは、竹中の言葉を聞いた。

　安土へと近づくなと、そういう理由。それは、

『何故なぜなら──』

　何故なら、

『──近づかれると安土が大だい爆ばく発はつを起こすからです』
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・６　　：『……おい』

・安　土：『すみません。そのような事実は、あの。──以上』

・黒　竹：『いやいや、これから！　これからですって！』

・□□凸：『……何か楽しんでませんか竹中さん』
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　正純は、皆を見た。

　皆が、半はん目めをこちらに向けている。

「い、言っておくけど、私のせいじゃないぞ！」

「いや、ヅカ本ほん多だ君がスタート切った案あん件けんだと思うよ、僕は。一体どうするんだ君は、向こうが大爆発とか、そんな事言い出したぞ」

「じゃあお前、どうするって言うんだ、ネシンバラ」

　ふむ、とネシンバラが眼鏡めがねを上げ直した。そのまま彼は手を振って、

「ここは僕の出番のようだね」
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・●　画：『終わったわ……』

・金マル：『入にゆう稿こう？』

・十ＺＯ：『いや、こっちの現状の事で御ご座ざらぬかな？』

・未熟者：『う、うるさいな！　とにかくこういうネタ回しなら僕の得意分野だ。凌しのぐから任せて欲しいね』
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　ネシンバラは、手を上げて、正まさ純ずみと入れ替わりで席に入った。

『書しよ記きのネシンバラだ。どうやらそちら、大だい爆ばく発はつとか、状況が危険なようだね』

　向こう、竹たけ中なかがいる。襲しゆう名めい者しやだ。それも黒くろ田だ・官かん兵べ衛えと二重襲名。

『サイン下さい』

『は？』

『あ、いや、こっちの事だ。つい自然な流れで出てしまってね』

　向こう、皆が半はん目めをこちらに向けているがどういう了りよう見けんだ。有名人のサインが欲しくないのか。信じられない話だね全く。ともあれ、

『──つまり、武蔵むさしが近づくと、安あ土づちは大爆発するんだね？』

『Ｔｅｓテスタメント．！　大爆発ですよー。どのくらいの被ひ害がいになるか、解わかりますか？』

『解るとも』

　ネシンバラは言った。

『極きよく東とう消しよう滅めつ。そうだね？』
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　う、と竹中は息を詰めた。

　向こうの書記の言葉。それに対して初めて思ったのは、

　……何ですソレ……!?

　幾いくら何でも、安土が巨きよ大だい艦かんとはいえ、その爆発で極東が消滅はあり得ない。

『い、いや、そこまで派は手でじゃなくてですね……！』

『違うのかい!?　じゃあ何故なぜ、そんな騒ぎになる!?』

　この人の頭の中、平和か極東消滅か、どっちかしか無いんだろうか。

・きめえ：『三み河かわの記録映えい像ぞうで見た元もと信のぶ公こうのノリを思い出さない？』

・ＡｎＧ：『ああ、感じ感じ』

　ですよねー、と思った瞬しゆん間かんだ。

　向こうはポーズをとった。右手で顔を隠かくすように構え、

『解わかった……！　つまり、爆ばく発はつは小しよう規き模ぼながら──』

　フ、と笑えみをつけて、武蔵むさし書しよ記きがこう言った。

『爆発の後、──闇やみの力による獄ごく汚お染せんがあるんだね？　それで極きよく東とうは御お陀だ仏ぶつだ……！』
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　成なる程ほど、とネシンバラは思った。

『そうとも、君達は竜りゆう脈みやく炉ろとやらを積んでいる筈はずだ。もしもそれが武蔵の接近で大爆発したら、極東中が汚染されてしまう……！　これは危険だ!!』

「おい」

「何だいヅカ本ほん多だ君」

「どうして武蔵が近づいたら安あ土づちが爆発するんだ」

　半はん目めで言われ、ネシンバラは肩をすくめた。

「解わからないかい？」

　フ、とネシンバラは笑えみを一つつけて言う。

『武蔵の張っている結けつ界かいは、昨今いろいろあって絶ぜつ好こう調ちようだ。安土も勿もち論ろん、同様の結界を持っているが、補ほ修しゆう中である現在、弱体化が生じている』

・眼　鏡：『同じ文内で〝～ている〟みたいな同じ語ご尾びを二度使うとか、君は……』

　うるさいが今は解かい説せつ中だ。後で文もん句くは聞いてやろうとそう思いつつ、ネシンバラは口を開く。

『──いいかい？　どちらも超大型の航こう空くう艦かん。その結界が干かん渉しようした場合、余よ波はは艦に被害を与えるだろう。現状では武蔵が圧あつ倒とう的有利だから、結果として安土は艦の結界が作る干渉をモロに受け、内部に隠かくし持つ竜脈炉十八発が全て暴ぼう発はつするのさ』

　だから、

『もうこれで武蔵は安土に近づけない。──そういう事さ』
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・ＡｎＧ：『十八発もあったっけ』

・きめえ：『そんだけあったら即そく座ざに極東制せい圧あつ出来ないかしらね』

・黒　竹：『ま、まあ、向こうから近づかないって言ってくれるなら、それはそれでいいんじゃないですかねー』
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・賢姉様：『──で、浅あさ間ま、結けつ界かいとか、そこらどうなるの？』

・あさま：『ええと、敵対勢力と戦せん闘とう中は、干かん渉しようがあって当然ですけど、そうじゃない場合は神様の側でも衝しよう突とつを避けたいですから、非干渉に出来ますよ？　そうでないと他国の貿ぼう易えきとか無む理りですし。ええ』

・ホラ子：『おっとネシンバラ様、設定のミスを突かれて痛い時間帯です』

・未熟者：『ミ、ミスじゃないよ！　大体こういう干渉の事故は、安あ土づち側で補ほ修しゆうによる疲ひ弊へいがあったりして、そういう不備の積み重ねで生じるから、ええとつまり、浅間君が非干渉設定とかを行っても無意味なんだよ！』

・あさま：『いえ、あのう、そういうものではないと、説明すると難しくなるんですが……』

・銀　狼：『智とも！　智！　ここで書しよ記きの設定ミスを突いたら交渉が瓦が解かいしますのよ!?』
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　ともあれ武蔵むさし側がこちらに近づかないと明めい言げんしたのはいい事だ。

　竹たけ中なかは、その言げん質ちを記録にとって確実とした上で、ふむ、と頷うなずいた。相手、武蔵の書記に対して、相変わらず視線を左右の表示枠レルネンフイグーアに配りながら、

『──そんな訳わけで、安土は武蔵が近づくと大だい爆ばく発はつしますので、こっちに来ないで戴いただけると嬉うれしいですねー』

『そちらが何処どこかに退たい出しゆつする事は出来ないのかい？』

『ええ、それがもう、ヘタに動かすと爆発しますもので』

・きめえ：『……人間、恥はじを忘れると駄だ目めね』

　やかましい。しかしアレです。

『まあ要するに、安土はここから動けませんし、危険です。そういう事です』

『Ｊｕｄジヤツジ．、──成なる程ほど、了りよう解かいした』

　おお、と竹中は思った。武蔵側が、本当にこっちの言い分を認めましたね、と

『──じゃあ、武蔵はそっちにいると、そういう事ですか』

『僕としてはそのつもりだが──』

　フ、と武蔵の書記が、前まえ髪がみを手で払った。確実に練習不足の動き。そんなものを見て取るこちらの視線の先で、相手がこう言った。

『──だが、君達は幸運だ』

『は？』

　いいかい？　と、向こうは、こちらの疑問を気にせず言葉を作った。

『今、武蔵には外部第七艦かん隊たいと呼ばれる緊きん急きゆう出動艦隊があってね。──それが竜りゆう脈みやく炉ろの暴ぼう走そうなどを止める訓くん練れんを受けている』

　だから、

『これからその第七艦かん隊たいを緊きん急きゆう出動させて、安あ土づちを救ってあげよう』
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　竹たけ中なかは、視線を下に動かした。

　羽は柴しばがいる。彼女は肩越しにこちらに振り向き、手を左右にばたばたと振っている。

　駄だ目め、と、そういう事だ。確かに〝第七艦かん隊たい〟なんてブラフは不要。だが向こうは、

『ははは、第七艦隊は優ゆう秀しゆうだよ。何しろ特とく殊しゆ戦のエキスパートが揃そろっている。竜りゆう脈みやく炉ろの構こう造ぞうなどもこちらでは分ぶん析せきが終わっているので、暴ぼう発はつの抑よく制せいも出来るんだ』

『いや、だからいらないですって』

『第七艦隊は、主に欧おう州しゆうの出身者で構こう成せいされていてね。その国にいられなかった者達が、武蔵むさし上で、自分達が所しよ属ぞくしていた戦せん士し団だんの知ち識しきを利用した夜や警けい隊たいを構こう築ちくしたのが始まりなんだ』

　竹中は、一回首を傾かしげた上で、こう言った。

『ええと、そんなのがこちらに来ると言っても、拒否しますけど──』

　そうかい、と向こうは言った。その上で彼は表示枠サインフレームを開き、

『第七艦隊の旗き艦かんは、その名前を〝フリーダム〟と言うんだ。どうだ。格かつ好こいいだろう？』
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　浅あさ間まは、ホライゾンがトーリにいきなりビンタをぶち込むのを見た。

「痛ぇ──！　何だいきなりホライゾン！　俺おれが何かネタを言ったか!?」

「いえ、何やらネシンバラ様の言げん動どうを聞いていたらイラっと来まして、つい」

　何となく言いたい事は解わかる。だけど、

・あさま：『第七艦隊なんて、ありましたっけ？　正まさ純ずみ』

・副会長：『…………』

・ホラ子：『イェェェェェ！　しかし正純様、いつの間にそのような極ごく秘ひ戦力を！　ホライゾン、正純様の陰ながらの手て筈はずに感心する次第です！』

・俺　　：『つーかセージュン、マジ!?　竜脈炉とか構造解かい析せき出来てんの!?』

・●　画：『アンタら、解ってやってるわよね？』

　正純が、背を向けるように南の空を見ながらこう言った。

・副会長：『ああ、何というか、予想以上だよな……』





●






　さあ、とネシンバラは言った。

『第七艦隊の用意はもう出来ている。戦士団も七百四十二名、全員が待たい機きでこちらに手を振っている。元々は君達の国の出身者も多いだろう』

　と、ネシンバラは一枚の画が像ぞうを表ひよう示じした。それはここ数日、讃岐さぬき側からの追い掛けてやってきていた輸ゆ送そう艦かん列れつを、資料用として撮さつ影えいしたものだ。下から強ごう引いんにアオれる時間帯を探し出し、更さらには強きよう烈れつな広角を使った上で寄り、長大な列を見せつけている。思い切り逆ぎやつ光こうになってしまったが、まあそれも味だろう。

『──さあ、これから彼らが君達の船に乗り込み、竜りゆう脈みやく炉ろや駆く動どう系けいの管理をしよう。

　どうだ。受け入れてくれるかい？　羽は柴しば勢ぜい』
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・きめえ：『どう考えてもブラフよ。──この、向こうが見せてきた写真、単なる輸送艦列を逆光パースで撮とっただけの素人しろうと撮さつ影えい。補ほ正せい掛けて戻せば、六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズ由ゆ来らいの輸送艦だと解わかる筈はずだわ』

・□□凸：『──ですけど、擬ぎ装そうしている可能性もあります。もし、本当だったら』

・きめえ：『ブラフに対して臆おく病びようは禁きん物もつよ。だから竹たけ中なか、言ってやりなさい。そんな第七艦かん隊たいが出せるなら、出してみなさいって』

・ＡｎＧ：『あー、キメちゃん、──タイム』

・多数決：『先生もタイム』

・きめえ：『──何？　ブラフに怯おびえて、覆くつがえして足あし下もとを掬すくう機き会かいを失う気？』

・黒　竹：『えーと、嘉よし明あきさん。おねーさんもコレ、ぶっちゃけブラフだと思います。というか、こっちの大だい爆ばく発はつとか、先せん端たん恐きよう怖ふ症しようとか、その始まりとなった武蔵むさしの北向きの理由とかも、基本はブラフというか噓うそなんでしょうけどね。ただ──』

・きめえ：『──ただ、何？　言ってみて』

・黒　竹：『Ｔｅｓテスタメント．、──ブラフに対して臆病になる必要はありませんが、今はブラフの上乗せがどんだけでも利くんです』

・６　　：『どういう事？』

・黒　竹：『夢から覚めた方が負けって事です。──だからまあ、答えは決まってますねー』
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　竹中は言った。

『残念ですが、そちらの手を借りる意味はありません』

　何故なぜなら、

『当方の竜脈炉三十二発は、どれも新型に換かん装そうしています。そちらの、旧式合わせの特とく殊しゆ部ぶ隊たいが乗り込んで来たところで、どうしようも無いですよね──』





●






　ほう、とネシンバラは内ない心しんで歓かん喜きを得た。

　……やってくれるね……！

　もしも、「第七艦かん隊たいがあるなら見せてみろ」と言うなら、でっちあげの戦せん士し団だんに役やく職しよく者しやをつけて輸ゆ送そう艦かんに叩たたき込み、武蔵むさしの側そく舷げんカタパルトで撃うち込んでやるところだったのに。

・未熟者：『──ネンジ君とイトケン君がリーダー！　見るからに特とく殊しゆ部ぶ隊たいだろう？』

　二人が快活に汚お染せん地ち域いきを乗り越えてヒーローになる。このギャップがいいんだよ！

　だけどその夢を、敵は察さつ知ちして止めに来た。

・副会長：『おい、ネシンバラ』

・未熟者：『解わかってる。目的はあるさ。

　──もしも、第七艦隊を見せてみろといったら、雄ゆう志しに乗り込ませ、そして適当なところで、〝安あ土づちは大だい爆ばく発はつを起こす危険が無くなったので武蔵を関かん東とう入りさせます〟と言って、安土を武蔵の直近監かん視し下かに置く。──そのくらいはブラフの起こす夢の範はん疇ちゆうだ』

　いいかい。

・未熟者：『夢を語れなくなったら現実に覚めるんじゃない。

　現実に無いもの、捨てる意味なんて無かったものを、自分はこれを失う事で大人おとなになれると思い込んで、捨てるのさ。そして得た現実。これもまた、〝現実〟という名前と型をつけた次の夢でしか無いんだけど、何故なぜか人は、現実という夢にはつまらない〝現実に無いもの〟を見て、〝捨てるべき意味すらないもの〟を抱え込む。だから僕はここで言ってやる』

[image: ]

　そうさ。

・未熟者：『よくも僕の第七艦かん隊たいを潰つぶそうとしてくれたな。だけど僕の方がもっと強いぞ』

　言った。そして言ってやる。こう言ってやるんだ。

『──新型の竜りゆう脈みやく炉ろがあるそうだね。

　既すでにこちらの方で情報を摑つかみ、解かい析せきが出来ている。──さあ、第七艦隊出場だ』
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　成なる程ほど、と大おお久く保ぼは思った。

　壁を吹き抜けにした茶ちや屋やの中。横に加か納のうと、人狼女王レーネ・デ・ガルウ由ゆ来らいの流りゆう体たい狼おおかみを置いての一ひと息いきだ。

　加納が、氷の入った竹グラスと、茶の入った湯ゆ飲のみを横に置いてくれる。氷水はガブつく訳わけではなく、一口で済ませ、茶の方をメインで飲む。それで身体からだを冷やす汗あせが出て、スッキリする。茶と氷水、どちらを後先にするかは気分だが、その選択権があるのがまた、

「ええね」

「お褒ほめに与あずかり恐きよう縮しゆくです。──しかし、何です。この無む茶ちや苦く茶ちやなブラフの遣やり取とりは」

「まあ、これはこれで、余よ人じんに出来ない芸げい当とうや」

　ここまでの話し合い、子供の喧けん嘩かというか、単なる売り言葉に買い言葉かと思えば、

「……確かめようのない事実によるブラフを、整合性をもって遣り取りし、交こう渉しようとする」

　先夜、毛もう利りの渉しよう外がい代表となっていた安あん国こく寺じ・恵え瓊けいは、後出しの条件交渉の中で、その技術を使用していた。

「自分にしか確かめようのない情報は、他人に対して〝事実〟として通せる」

　証しよう拠こを出せ、という言葉があるが、その証拠すら、捏ねつ造ぞうで賄まかなう事だって出来るのだ。

　そして今、自分達にとって、安あ土づちというのはブラックボックスそのものだ。内部がどうなっているのかも、どのような仕掛けや仕込みがあるのかも解わからない。

　安土の内情を盾たてにされた場合、確かめようがないまま、頷うなずくしかない。

　だからそこで、書しよ記きを出す。

　相手が、〝安土の事実〟を出してこちらを差し止めようとする前に、〝武蔵発・何だかよく解らない事実〟をぶつけて交渉とさせ、突き合わせる。

　話の内容は、荒こう唐とう無む稽けいのようでいて、逆に原げん始し的だ。

　武蔵を如何いかに関かん東とうに乗り込ませるか。そして相手のブラフをどう差し止めるか。

　それだけだ。

　迂う闊かつなブラフはツッコまれるが、それもまた罠わなかもしれない。今、書記がやったのは、それだ。第七艦隊へのツッコミ待ちを仕込んだら、竹たけ中なかが別の返しをしてきて無む為いにされた。だから今度は、竹中の返しを上回るブラフで、軌き道どうを修正した。

　……私、こういうのは出来んなあ……。

　ブラフを交こう渉しように仕込む事はする。だが、それも、自然と解わからないようにするもので、このように馬ば鹿かでも解るブラフをアドリブでガンガン考えていくのは無む理りだろう。自分の中の冷静な部分が邪じや魔まをする。

　恐ろしいのは竹たけ中なかだ。元々がこんなセンスではあるまいに。本職とも言えるうちの書しよ記きに対し、恐らくは交渉方法を理り屈くつで理解し、即そく座ざの判はん断だんを行っている。そして、

「冷静な判断から考えると、書記は今、もの凄すごい攻めおったなあ……」
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　攻めて来ましたねー、と竹中は思った。

　……こちらの極ごく秘ひ情報を摑つかんでいる、と、そう来ましたかー。

　確かめようのない噓うそとしては極ごく上じようだ。だって、こちらが極秘だと言ったありもしないものを、持っていると言うのだから。

　噓だ。

　それはそうだ。何しろ、元々の新型竜りゆう脈みやく炉ろすら、存在していないのだ。

　だからその情報を、向こうが摑んでいる筈はずも無い。不可能だ。

　ならば、と竹中は思った。

　……コレ、一体、何なんですかね──……。

　噓だと言えば、一発でバレる内容だ。だから言ってしまえば、相手を一気に覆くつがえせる。

　だが、懸け念ねんがある。

　今、何かを仕込まれている。そんな懸念が頭の中にあるのだ。

　すると、相手が右の手を振った。

『どうやら、こちらを疑っているようだね』

　直後。通つう神しんの画面に、一枚の画が像ぞうが出た。

　羊よう皮ひ紙し。そこに書いてあるのは、複数の行ぎように書かれた数字の羅ら列れつだ。

『新型竜脈炉の解かい析せき。それをしたためた暗あん号ごう文ぶんだよ』
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　点てん蔵ぞうは、ネシンバラが画面外に振った右手指を軽く鳴らすのを合あい図ずととった。

　指は上手うまく鳴らず、何だか変な肌はだを打つ音になったが構わなかった。

　画面内。そこに映る羽は柴しばと竹中に、点蔵は視線を向けた。

　……如何いかがか……！

　ネシンバラが今、相手に見せたのは、新型竜脈炉の解析などではない。

　クリスティーナから受け取った、カルロス一いつ世せいの暗号手紙だ。

　その文面に、公こう主しゆなどの秘ひ密みつに近づく内容が書かれていると、皆はそう察している。そして解かい読どくの担当にはネシンバラが任されたのだ。

　だが、こちらには一つの懸け念ねんがある。

　……公こう主しゆの一件、明あけ智ち・光みつ秀ひで殿どのも関かん与よしているので御ご座ざる……！

　明智はP.A.Odaの重じゆう臣しんだ。それは羽は柴しばも同じである。ならば、

「────」

　点てん蔵ぞうは見た。羽柴が口くち元もとに力を入れ、竹たけ中なかもまた、視線を一いつ瞬しゆん止めたのを、だ。
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　……動いた……！

　鈴すずは、通つう神しん用の表示枠サインフレームから聞こえてくる音を、武蔵むさし野の艦かん橋きようの補ほ正せい付きで耳に通していた。

　そして今、ネシンバラが見せた手紙に対して、

・ベ　ル：『うごいた、よ』

　羽柴と竹中が、明らかに身を動かし、しかしすぐに止めた。

　あり得ない筈はずの情報。相手にする価か値ちもないものに対して、確かく認にんしたのだ。
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　皆のアイコンタクトと牽けん制せいを見ながら、浅あさ間まは思った。

　……あの手紙の事が、知られていると、そういう事ですよね。

　それはどういう事か。浅間がふと疑問に思ったのは、

・あさま：『内容は、知られてない筈ですよね？』

・副会長：『Ｊｕｄジヤツジ．、手紙はオラニエ公こうから瑞典スウエーデン総そう長ちようクリスティーナに送られた。オラニエ公は改派プロテスタントの阿蘭陀オランダ総長で対M.H.R.R.神聖ローマ帝国。後はクリスティーナ次第だが、情報については厳きびしい彼女が、それを他に明かすとも思えない』

　だとすれば、どういう事か。浅間は推すい測そくを告げた。

・あさま：『公主隠かくしについて、こういう暗あん号ごう文ぶんでカルロス一いつ世せい達が話をしていたという事。それを羽柴達が知っているという事ですか？』

　答えが来るまでに、一瞬の間を生じた。

　思し案あんの時間。だがそれは、数秒で終わり、

・副会長：『──羽柴達は、公主隠しや、私達が今まで追ってきた謎なぞについて、それなりの知ち識しきを持っていると言う事になる』

　そうですね、と浅間は頷うなずき掛け、幾いくつかの事実を思い出した。

　……そういえば──。

　と思った先を、他からの声が応じる。

・蜻蛉切：『ノヴゴロドの地下に入る際、その門番のように立ち塞ふさがったのは、十じつ本ぽん槍やりの福ふく島しま殿どので御ご座ざったな』

・あさま：『同じように遺い跡せきを有する真さな田だでは、その十じつ本ぽん槍やりについて何か言おうとした天てん竜りゆうの佐さ助すけさんを、平ひら野のナンタラさんが狙そ撃げきしたんでした……』

　他にも、という懸け念ねんが、ひょっとしたら皆の中にあるだろう。だがそれらは全て、

・副会長：『ネシンバラ、よくやった』

　そして、

・副会長：『──これからどう収しゆう拾しゆうつける気だ、お前』
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・未熟者：『な、何だいきなりヅカ本ほん多だ君、僕を現実に引き戻そうとして……！　はは、ははは！　危うく今、現実のつまらない世界に落ち戻りそうになってしまったよ！　でも大だい丈じよう夫ぶだ！　今の僕は第七艦かん隊たいと出場間ま近ぢか！　見える！　見えるよ僕の艦隊が……！』

・不退転：『最も早はや、戻ってこなくていい存在じゃないかしら』

・●　画：『というかアンタ、原げん稿こうどうしたのよ。さっき私、入にゆう稿こう受付役から聞かれたりして、面めん倒どうだったんだから早くしなさいよ』

・未熟者：『うあああああああ僕の白い翼つばさがもがれて行く……！』
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　竹たけ中なかは、思し案あんをしていた。

　……どうしたもんですかねー……。

　あの手紙は、恐らくアレだ。

　カルロス一いつ世せい達が遣やり取とりしていたという手紙。その一つだろう。

　存在は知っていて、実際に幾いくつかは見た事がある。だが相手もそれを手に入れていて、

・きめえ：『今、画面の方、見える部分だけど保存したわ。解かい析せきはすぐ出来ると思う』

　だけど、と嘉よし明あきが言った。

・きめえ：『相手は、この内容を解析し、理解していると思う？』

・黒　竹：『それはちょっと解わからないですねー』

　竹中は思案しつつ嘉明に応こたえた。

・黒　竹：『読めても読めなくても、こちらがそれの存在を知ってるかどうかの鎌かま掛かけで問うてきてますからね。向こうの都つ合ごうや、内容は関係ないです』

　だから、

・黒　竹：『何か、警けい戒かいしないといけない事が増えましたねー』

　と、竹中が吐と息いきした時だ。向こうから声が来た。

『さあ、異い論ろんがないなら、応こたえて貰もらおう。──我が第七艦かん隊たいの受け入れ許可を出してくれ』
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　うわ面めん倒どう、とアンジーは思った。

　あの暗あん号ごう文ぶんが、こちらの〝新型竜りゆう脈みやく炉ろの解かい析せき〟を示した暗号だと敵は言う。それを違うと、こちらに言い張る事は至し難なんだ。何しろ暗号は敵側が書いたという設定になっているのだ。こっちが関かん与よ出来る部分がない。

　だが、アンジーは聞いた。竹たけ中なかが、息を吸ってこう応じたのだ。

『残念ですねー。その暗号文、勘かん違ちがいですよ』

　だって、

『それ、うちから盗ぬすみ出したダミーの暗号で、実はマジパンの作り方が書いてあるんです。

　私、だから読めますよ？　その数字の羅ら列れつ、見ただけでアーモンドプードルとかの比ひ率りつが書いてありますもん。

　それを新型竜脈炉の云うん々ぬんだなんて、検けん分ぶんせずに、盗み出した仲間ともども馬ば鹿かですかー？』
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・未熟者：『く……！　開き直ってきたね……！　やるじゃないか！』

・貧従士：『何か低レベルな悪同士の戦いになってきてませんか』

・あずま：『というかマジパンって何？　アーモンドプードル？』

・ホラ子：『ええ、それはつまりアーモンド色をしたプードル犬が助走つけたマジパンチを腹にぶち込むという新種の制せい裁さいです』

・俺　　：『オ、オメエは何故なぜこっちを見ながら不ふ吉きつな話をする……！』

・十ＺＯ：『ええと、メアリ殿どの、真相知って御ご座ざるな？』

・傷有り：『──Ｊｕｄジヤツジ．、マジパンは中ちゆう東とう発はつ祥しようの御お菓か子しですね。アーモンドの粉こなと砂さ糖とうを少量の卵らん白ぱくで練って作るもので、味は小豆あずきに似ています』

・金マル：『ナイちゃん達も配送業中に摘つまむものとして、棒ぼう金がねストッカーに入れてるよん』

・●　画：『白砂糖ケチって黒砂糖使うと茶色くなって、棒状に練ったのが朝一発出したのに似てるのよねえ……』

・ホラ子：『つまりネシンバラ様はウンコの機き密みつを手に握っている訳わけですね』

・未熟者：『それは違う！　何か飛ひ躍やくが入っているよ！』

・副会長：『つーかどーするんだよー一体よー』
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　竹中は、相手の無む言ごんから、リセットが掛かった事を悟さとった。

　……議ぎ題だいが均きん衡こうしましたよー！

　向こうは先さき程ほどの手紙を新型竜りゆう脈みやく炉ろのものだと言いつつ、証しよう明めい出来ない。

　こちらも先程の手紙をマジパンの作り方だと言いつつ、証明出来ない。

　難なん癖くせに対して難癖で返していたものが、遂ついにお互いの手持ち材料をお互いが束そく縛ばくした状態になったのだ。つまりは、

　……これ以上、この話題は進行出来ないです……！

　どちらかが何かを言おうとしても、片方が「さっきの答えが出ていない」と、自分が答えを握っている話題を提てい示じ出来る。そしてお互いは、本当の答えを言えない状態なのだ。

　だとすれば、

・黒　竹：『じゃあ、こういう事じゃあないですかねー』

　竹たけ中なかは、譲じよう歩ほと攻こう撃げきを兼かねた言葉を、敵に送った。

・黒　竹：『その手紙、──極きよく小しよう確かく率りつの話ではありますが、私達の暗あん号ごう表ひように合わせるとマジパンの作り方として読めて、そっちの暗号表に合わせると、何と偶ぐう然ぜん新型竜脈炉の解かい析せきに見えてしまうという、そんな文字配列なんじゃないでしょうかー』

〝そういう事〟で、この展開を無かった事にしてしまう。

　ゆえに竹中は言葉を続けた。相手の第七艦かん隊たいを封じるための論ろんとしては、

・黒　竹：『二つの暗号表で読めてしまう手紙。凄すごい偶然だと思うんですけど、たまにはそういう事もありますよね。無む論ろん、うちが読めてると言う事は、それ、うちから奪だつ取しゆしたものなんで、うちの読み方が正解ですけどね』
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　……難癖を仕込みながら、話題を御ご破は算さんにしてきたか！

　正まさ純ずみは、内ない心しんで唸うなった。

　相手は、見た瞬しゆん間かんにマジパン製法である事を指し摘てき出来たと言った。どうしてかといえば、それがこちらに元々あったものだからだ、と言い切った。

　強ごう引いんだ。だが[image: ]つじ褄つまは合う。しかも、こちらには確かめる方法もない。

　正純は、竹中の強引さと手て際ぎわの判はん断だんを評ひよう価かした。

　そして思ったのは、この敵の字名アーバンネームだ。

　ハイダメージ・ハイリターン。

　確かにこれは相手に合わせ、自分達の状況を破は壊かいしながらも、得を取っていく。何しろ、

・銀　狼：『第七艦隊を封じられましたわ』

・ホラ子：『あまり付き合いたくない話題ですが、どういう事ですかミトツダイラ様』

・銀　狼：『Ｊｕｄジヤツジ．、あの手紙を、元々自分達の手元にあったものだとした時、その内容は竹中側にとって正しいものとなったんですの。ここで書しよ記きが「これは自分達が書いた」と言っても、通じませんわ。逆に「噓うそをつくな」と追い込まれますの』

　ならば現状は、こういう事だ。

・副会長：『竜りゆう脈みやく炉ろの制せい御ぎよを行うために武蔵むさし側から第七艦かん隊たいを出す、というのが封じられた以上、竜脈炉はこちらにとって不ふ可か侵しん。──武蔵は安あ土づちに近づけず、関かん東とう入りも出来ないという事になるのか』

　それはつまり、

・不退転：『書しよ記きの交こう渉しよう敗はい北ぼく？』

　皆が、言葉を止めた。そして誰だれもがネシンバラに視線を向ける。

・副会長：『おい』

・ホラ子：『うどんですかネシンバラ様』

・あさま：『い、いえ、そんな簡単に神しん罰ばつ下りませんよ？　大体コレは公務の流れであって、ネシンバラ君が交渉に惨ざん敗ぱいしたからと言って、それが武蔵にとって損そん失しつであっても、皆にとっては残念でしょうけど、罪つみになる訳わけじゃないんですよね……』

・未熟者：『何か大たい概がいな言い回しだね浅あさ間ま君！』

　じゃあどうすんだ、と向けた視線の先、ネシンバラが右の手を天てん上じように向かって上げた。

　彼は一度、頭を左右に振り、

・未熟者：『仕方ない』

　彼は言葉を通神帯ネツトに書き込んだ。

・未熟者：『奥の手を使うよ』
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　よし、と竹たけ中なかは思った。これでこちらの防ぼう衛えいを為なし、安全な時間を手に入れたと。

　今までの難なん癖くせ合がつ戦せんも、ここで断ち切った。だから、

「さて、それじゃ結論ですね」

　安土の補ほ修しゆうを続行する。そして早期にP.A.Odaに戻る。その際に、

「武蔵とは、同時で関かん東とうの出入りにしませんか──」

　こちらがP.A.Odaに行くため、西向きで移動するのに合わせ、武蔵も左向きで移動を開始させる。そうする事で、少なくとも敗者というより対等感は出るだろう。だが、

『待ってくれ』

　武蔵の書記が、右の手を振り、こう言った。

『すまないね。──もう第七艦隊はそちらに向かって航こう行こう中ちゆうなんだ』
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　竹中は、は？　と動きを止めた。

　向こうの難なん癖くせは、今、こちらの相打ちで止めた筈はず。更さらに言えば、こっちが優勢で断ち切った筈。うん、その筈。なのに、

　……何!?　航こう行こう中ちゆうって、何ですか──!?

・ＡｎＧ：『──追い詰められて狂ったんじゃないかな』

・きめえ：『大変ね竹たけ中なか』

　凄すごく同意だが、ある意味完全に否定したい内容だ。というよりも、羽は柴しばがこちらにちらりと振り向き、

「あの、ええと、──これ、国こつ家か間レベルの交こう渉しようですよね、一応」

「Ｔｅｓテスタメント．、……これが国家間交渉なんですねー、ハイ」

　何か段々えろくなって来たけれどもちょっと我が慢まん。まず問うべきがある。息を吸い、落ち着いて言葉を作って言うのは、

『航行中って、何ですか──』

　Ｊｕｄジヤツジ．、と向こうは、眼鏡めがねを上げ直した。

『こんな事もあろうかと思ってね。第七艦かん隊たいの精せい鋭えいをそちらに先行して送っていたんだ。

　今、ステルス航行で三み浦うら半島の西辺りまで行っている筈だ』

　さて、と彼が言った。

『僕達が無意味な話し合いをしている間に、事じ態たいは既すでに進行しているんだ竹中・半はん兵べ衛え。

　竜りゆう脈みやく炉ろが危険な状態にある安あ土づちは、手遅れになる前に受け入れてくれる。そうだね？』
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・傷有り：『点てん蔵ぞう様、いつの間にそんな事態に……！　大変です！』

・十ＺＯ：『メアリ殿どの、今、誰だれが一番馬ば鹿かか解わかる精せい霊れいを連れてくる事は可能で御ご座ざるかな？　それで一気に説明出来ると思うので御座るが』

・副会長：『というか、どーすんだコレ』

・未熟者：『フ、僕の第七艦隊を抹まつ消しようしようとした報むくいを受けるといい……！』
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　完全なチキンレース状態ですねー、と竹中は思った。

　まさか、ここまでブラフで踏み込んでくる馬鹿がいるとは。

・□□凸：『あの、今、どういう状況なんです？』

・きめえ：『無む茶ちや苦く茶ちや面めん倒どうな状態にさせられてるわ。──だって、こっちに対して、仮か想そうで、それを証しよう明めい出来ないとはいえ、〝敵てき艦かん〟が接近しているんだもの』

　それはつまり、どういう事か。

・黒　竹：『受け入れを表明すれば、安土は武蔵の手助けを得る程度の存在となりますねー。友好的に見えますが、監かん査さを受け入れた訳わけで、関かん東とうの主ぬしが誰だれか、示したようなものです』

・□□凸：『受け入れなかった場合は？』

・黒　竹：『──ステルス状態にある敵てき艦かんを、そのまま接近させた事になり、安あ土づちの能力に疑問が呈ていされる事になりますねー』

　だから、と竹たけ中なかは言った。

「やってやろうじゃないですか──」

　ハイダメージ・ハイリターン。

　ならばここは、乗る。思い切り乗った上で、こう言ってやる。

『そちらの接近艦かん隊たいを止めなさい。さもなくば──』

　竹中は右手を挙げた。

『武蔵むさしの方向へと可動する全砲ほう門もんを向け、結けつ界かい、防ぼう護ご障しよう壁へきを展開。──その艦隊を殲せん滅めつします。いいですか──？』
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　流石さすがだ……！　とネシンバラは思った。

　……ここまで〝見えている〟相手は久しぶりだ！

　もしも向こうが作家ならば、この想そう像ぞうコラボレーションで仮か想そうドキュメントが作れる。

　何しろ想像の第七艦隊をベースに、実際の大航こう空くう戦せん艦かんが砲ほう撃げき準備までするのだ。

　素す晴ばらしい、とネシンバラは思った。
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　何してんだ……！　と正まさ純ずみは思った。

　……ここまでコイツの病気って、悪化してたっけ？

　もしも向こうがキレたら、遣やり取とりの途と中ちゆうで本当に砲撃をされかねん。

　何しろ想像のナンタラ艦隊を相手に、実際の大航空戦艦が砲撃準備までしたのだ。

　戦争近いな……、と正純は思った。
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　ミトツダイラは、静かになった空気の中で、ふと、ある事に気付いた。

　……あら？

　今、ネシンバラが何だか意味の解わからない言葉を立て続けに言った結果、どうも安土が戦せん闘とう状態になったようだ。

　お互いの言っている内容が意味不明で、ついていけないのが残念でしかない。しかし、

・義　　：『おい！　コラ！　何で安土がこっちに砲を向けてるんだ！』

・俺　　：『あれ？　ペタ子、こっち来てねえの？』

・義　　：『夏休みを地元で過ごして悪いか!?　〝義ぎ〟も直ってないんだぞ！』

・俺　　：『じゃあペタ子の夏休みの研究は安あ土づちの砲ほう撃げきの威い力りよく測定って事で──』

・義　　：『貴き様さまあ──!!』

・副会長：『一応言っておくけど、砲向けてるのは里さと見みじゃなくてこっちだからな？　角度的に解わかりにくい位置関係だろうけど』

　何だかんだでよく相手してますわね、と後こう輩はいを評ひよう価かした上で、ミトツダイラは思う。

　……危険ですわね。

　ある一つの警けい戒かいが、今の交こう渉しようの流れから生まれてきている。

　それは、ネシンバラと竹たけ中なかに関するものではない。武蔵むさしと羽は柴しばの〝外〟。そこにあるものに対し、急速な危険を感じるのだ。

　ゆえに、ミトツダイラは急ぎで声を飛ばした。

「正まさ純ずみ！」

　Ｊｕｄジヤツジ．、と正純が頷うなずくなり、こう言った。

『言い遅れたが、この件については武蔵と羽柴側の間で結ばれた会議で決を採る事になっている。──その事を忘れずに頼むぞ、羽柴勢ぜい』
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「くっそ、いいタイミングだったのに、やりやがった」

　左に安土、右に武蔵を見る構こう図ずで、空に舌した打うちが響ひびいた。

　毛もう利り・輝てる元もとだ。

　彼女は、三み浦うら半島の西側斜面に降りた〝狩猟館パンシヨン・ヴエルサイユ〟の上で、両の腰に手を当てる。この姿勢なら肩を落とさない。その上で輝元は吐と息いきをして、

「この辺りで〝まあ落ち着けよ〟と上から目め線せんで入って、事じ態たいを収しゆう束そく。一番偉えらいのは毛利だ、って風ふ情ぜいを見せつけてやろうと思ったのにな」

「少し待ち過ぎましたね、姫ひめ様」

　まあ仕方ねえだろ、と輝元は首を鳴らす。

「ヘタに踏み込んで巻き込まれたら、あたしゃあのテの馬ば鹿か論ろん議ぎに付き合えねえ。だから一ひと段だん落らくってところで介かい入にゆう狙ねらってたんだけどな」

「無む理りに介入を行いますか？　姫様」

　と、Mouri-01が、盆ぼんに麦むぎ茶ちやのグラスを載のせて持ってきた。

　輝元は、それを手に取り、口に含んでから数秒。喉のどに通して、

「──今からだと警けい戒かいまっただ中だ。対策も講じられてるだろ。それより──」

　輝てる元もとは足を動かす。

　日陰。甲かん板ぱん上じように置かれた大きめの番ばん傘がさの下に身を移し、用意された長椅い子すに座る。

「……夏休みに入っていいのか解わからないのが難だぜ」

　だが、

「こっちはこっちで、仕込みはある訳わけだ。……それがどうなるかだな」
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『さて、……じゃあどうしようか、竹たけ中なか・半はん兵べ衛え』

　ネシンバラは、額ひたいの汗あせを拭ぬぐう事無く、ポーズをつけた。

　……この、乱れた髪かみが、額や頰ほおに軽く貼はり付くのも、格かつ好こいいんだよ……！

・賢姉様：『ヤダー、汗あせ臭くさイ──。スメルゥ──』

・ホラ子：『ネシンバラ様、塩分補ほ給きゆうに高濃のう度ど塩分水の馬用カンチョーなど如何いかがですか』

・礼賛者：『いや、アレが格好いいとか思ってるんだからそうさせておけばいいんですよ』

・未熟者：『き、君らは物事の機き微びを理解しない人達だね……！』

　ともあれこちらは攻こう撃げきを放ったのだ。

　画面の向こう、竹たけ中なかが、こっちに視線を向けている。

　先さき程ほどまでは手元ばかりを見ていたのが、ようやく、注ちゆう視しされるようになったのだ。

　……おお、僕、メジャー襲しゆう名めい者しやに見られてるよ……！

　半年くらい自じ慢まん出来ると思う。だが、残念な事に今は仕事中だ。

　相手は敵。その事を理解の上で、こう言ってやるしかない。

『僕の見えないステルス艦かん隊たいの接近。それに対し、砲ほう門もんを向けたね？』

『当然の判はん断だんです。そちらの独どく断だん専せん行こうですからね──』

　そうかい。

『じゃあ後は、どうするか決まっているよね』

　告げた言葉に、ネシンバラはポーズを取った。一度肘ひじを外に振り、内に振るった手で前髪を払い、

『──お膳ぜん立だては出来た。副ふく会長本ほん多だ君、ここから先は君のステージだ』
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　……この野や郎ろう……！

　正まさ純ずみは、握った拳こぶしを震わせながらネシンバラが去るのを見送った。しかし彼は両手を右に流しながら、ターンして、一度身体からだを大きく揺らし、

「これからいいところだが、君に譲ゆずるのが正しいやり方だ。さあ、副会長本多君、これから君の手で世界を自由に扱うといい」

　そしてネシンバラが御お広ひろ敷しきの出している屋や台たいへと給きゆう水すいに向かう中、皆が顔を見合わせた。ここにいない者も含みで、

・金マル：『これからいいところ、って、何がいいところ？』

・不退転：『一いつ触しよく即そく発はつで戦争に出来る事じゃないかしら』

・長安定：『そろそろ私の権けん限げんで処しよ刑けい出来るようにならん？』

　お前より先に私の権限だろうソレ。

　だが、正まさ純ずみは息を吸った。交こう渉しようはこちらに委ゆだねられたのだ。

　毛もう利り側の介かい入にゆうも切った。ならば、

「竹たけ中なか・半はん兵べ衛え」

　正純は言った。

「こちらから出したステルス艦かんは止まらない。──どうする」







[image: 第三十三章『直接足場の手掛かり使い』]
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　竹たけ中なかは、息を詰めた。

　……副ふく会長ともあろう人が、難なん癖くせに便びん乗じようしますか──！

　砲ほうは構えた。撃うてば一いつ触しよく即そく発はつだ。

　だが撃たねば、羽は柴しば側は、格かつ好こだけと笑われる事になる。

　一触即発の戦せん闘とうと、撃たずに笑われる事の、どちらが良いか。そして正しいか。

　良いのは、撃たない事だ。

　安あ土づちは補ほ修しゆう中。そこで関かん東とうをもう一度緊きん張ちよう状態にするのは愚ぐでしかないし、夏休みに入って戦せん火かの引き金となれば、それが未み遂すいであっても聖せい連れん側として糾きゆう弾だんをされる。

　だが、これは正しくない。

　今、羽柴勢として、最も正しいのは、撃つ事だ。

　敗戦し、各かつ国こくがこちらを値ね踏ぶみしている。つまりは歴史再さい現げんと聖連の後押しを得た強勢せい力りよくとしての羽柴勢が、弱体化して、強勢力から大勢力レベルへとダウンしていくのかどうか。型にハメられるのかどうか、それが測られている。

　頭を下げてここでの得をとれば、今後、ずっとナメられる。一度のミスで、これからが全て決まるのだ。更さらには、

「────」

　竹中は思う。安土が駆かけつけた時、何故なぜ、現場は敗戦を認めたのかと。

　九く鬼きは、己おのれの指し揮きの下、まだ戦闘を存続し、繫つなげる事が出来たろうに。しかし彼は敗戦を認め、安土が来た事を無む駄だにした。

　何故か。その答えは明確だ。

　……本ほん能のう寺じの変へんへの介かい入にゆうを避けるためですよ──！

　大だい敗はい北ぼくを喫きつしても、本国の重要歴史再さい現げんを守る。

　ハイダメージ・ハイリターンだ。

　敵は、里さと見みと関東を解放したが、本能寺の変への介入手段を失った。

　ならば、だ。ならば自分もそれに続く。そして今、難癖を続行されたならば、こう返す事が出来るのだ。

『武蔵むさし副ふく会長』

　竹中は、武蔵の方を指さした。西。表示枠レルネンフイグーアに浮かぶ副会長を指先で示し、

『安土の砲は、──武蔵狙ねらいなんですよね──』
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　義よし康やすは轟ごう音おんを聞いた。

　空から鳴る響ひびきは、西の方角。洋上の空には、今、巨きよ大だいな影と、白の霧きりが上がっている。

　役やく所しよ代わりにしている露ろ店てんの茶ちや屋や。その陰から見上げるのは、

「……安あ土づちが上じよう昇しようを掛けるぞ！」

「よく考えとるわ」

　茶屋の中、幾いく枚まいもの表示枠サインフレームを展開していた大おお久く保ぼが言う。

「安土の砲ほうは、やってくる妄もう想そう艦かん隊たいに向けられたもんやない。武蔵むさしに向けたもの。

　──そうして考えると、妄想艦隊はどういう扱いになると思う？」

　それは、と言いつつ考え、義よし康やすは気付いた。交こう渉しよう役同士の妄想の中では、今、目に見えない艦隊が安土と武蔵の間にあったのだ、と。だがもしも安土が武蔵を狙ねらっているならば、

「──妄想艦隊は、武蔵を狙う際の障しよう害がい物ぶつとなる、か？」

「Ｊｕｄジヤツジ．、流りゆう体たい砲ほうなら軌き道どうは直線。武蔵狙いならば、妄想艦隊は障害物や。せやから──」

　と、大久保が、簡単な概がい要よう図ずを出してくる。それは横から見た視点で描かれた、安土と武蔵の位置関係の図だった。武蔵側から出港した妄想艦隊の移動に対し、安土は、

「ええか？　今、安土は〝武蔵を狙うのに邪じや魔まだ〟と言いい訳わけして妄想艦隊を避けてええんよ。

　何しろ羽は柴しばにとっては武蔵の方が本ほん命めい。それを狙っとんのなら、妄想艦隊のような雑魚ざこには構わない。寧むしろそうする事で羽柴側の強大さも見えると言う事や」

「妄想相手にそこまでするのか……？」

　そや、と大久保が頷うなずいた。彼女は頭を搔かきながら、

「羽柴のメンツが掛かっとんねんで。そして、関かん東とう解放を認めた九く鬼き以下、羽柴関東組の意い地じと、それを理解している安土組の合ごう流りゆうもなされとる」

　空から響く重低音に重なり、明らかな潮しお騒さいの多重が聞こえてきた。

　風が動く。海側に吸い込まれるような、安土という巨きよ体たいが上昇した事で、気圧が変動していくのだ。緩かん衝しよう術じゆつ式しきすら掛けていない。そんな安土は、仮か想そう海かいを空に散らしながら上昇し、

「──これで妄想艦隊の分は一いつ切さいリセット。しかし安土は一いつ触しよく即そく発はつや」

「どうなる？」

「今度は武蔵が厄やつ介かいを抱え込む番や。──何故なぜなら、安土が撃つかどうかは、武蔵が接近するかどうかに掛かっとんのや」

　つまり、

「武蔵が関東に入れば砲ほう撃げき。もしく、このままだとしても、安土にとって気に入らぬ事をすれば砲撃も辞じさない。そういう状況になったんや」
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　さて、これから話を進めないとな、と正まさ純ずみは思った。

　羽柴側は、今、プライドゆえに抜ばつ刀とうしたような状態だ。ヘタに刺し激げきをすれば、強国のプライドに掛けてこちらを攻こう撃げきしてくるだろう。だが、

・未熟者：『副ふく会長本ほん多だ君！　僕の第七艦かん隊たいを無む駄だにしたね!?』

・副会長：『お前の第七艦隊だったらもう太たい平へい洋ようの沖おきに出て見えなくなってるんじゃないか』

・未熟者：『くそ……！　何て事だ！　僕があれを用意するのにどれだけ掛かったと思ってるんだ！　いいさ、こうなったら第二、第三の第七艦隊を構こう築ちくするとも！』

　不安になる事を言うな。だが、ともあれ今度はこちらが応答するターンだ。

　向こうは態度を見せた。そういう意味では、

　……ネシンバラは、よくやったものだ。

　場が、極きよく論ろんで解決出来るようになっているし、向こうの底を暴あばいて見せた。

　羽は柴しばとて、最終手段としては抗こう争そうを望むのだ。そして、

・副会長：『なあ』

・俺　　：『ん？　何でしゅかあ？　寂しいんでしゅかあ？』

・副会長：『やかましい。──というか、ホント、面めん倒どうだなあ、と思ったんだ。

　こっちで挑ちよう発はつして砲ほう向けさせておいて、しかしこの状況を解決出来る力は、今の関かん東とう勢力には無いんだな、と』

　つまり、

・副会長：『自分達でもめ事起こして、それを解決して関東の主しゆというのも、何だな』
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「今いま更さら何を言うとんのや」

　大おお久く保ぼは、額ひたいに手を当て、言葉を作った。羽柴支配下にあった里さと見みの出すい納とうを、一いつ括かつ処しよ理りで武蔵フォーマットに修正していきながら、

「こっちは関東空あけとったんや。関東諸しよ家けは関東が解放されても、武蔵むさしのおかげと思いつつ、〝武蔵の実力はまだ確かめた事が無い〟という言いい訳わけを持てるねんで。要するに現状の武蔵はまだまだ関東諸家にはナメられる要因を持っとる」

　だとしたら、と言ったのは、屋外用の氷ひ室むろから給きゆう水すいの竹ボトルを手にしていた義よし康やすだ。彼女は時とき茂しげの分も含みで、腰のハードポイントに接続しながら、

「──関東諸家に対しては友好的な態度を取らざるを得ないから、力を振るえない。関東諸家は、それをいい事に、武蔵が今後の計画などを述べても〝いえそれが出来る実力があるかどうか、見せて貰もらってませんから〟などと言える。……そういう事か」

「そういう事や。──せやから、ここで危険と対たい峙じし、それを収めてみせるのは充分な意味があるで。力を見せんと、それなりの対応しかされんのや」

　言って、大久保は作業完了のキーを表示枠サインフレーム上で押す。

　すると、横でデータの確かく認にんをしていた加か納のうが、こう言った。

「御お嬢じよう様さま。──何故なぜ、通つう神しんで言ってやらないのですか」

「フォローしてどないすんねん。このくらい、自分の中で処しよ理り出来んで、何が政治家や。悪党ごっこと違うねんで」

　言った直後だ。武蔵むさし側の通神帯ネツトから、副ふく会長の声が聞こえた。

『細かい事は、ま、いっか──』

　大おお久く保ぼは右の正せい拳けんで表示枠サインフレームを叩たたき割った。
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　まあ仕方ない、と正まさ純ずみは思った。

「ここを収めれば、いい訳わけだ」

　羽は柴しばを抑える。

　天てん下かを取る存在が振り上げた手を、収めさせるのだ。

　それで問題ない。関かん東とうには一切の支し障しようが無い。何故なら、

「もはや羽柴も、関東に戻る事は無い」

　正純は言った。

　羽柴が、こちらを関東に封じ、関かん西さいに行かすまいとしているように、

「この数日の後、──羽柴勢力とて、二度と関東の空に来る事は無いのだ」
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　正純は考える。今、羽柴が砲ほうを上げたのは、関東諸しよ家けへの警けい告こくになるだろう、と。

　羽柴はいずれ必ず関西へと戻らねばならない。

　ゆえにここで砲を上げて、もし戦せん火かがあっても、一時的なものだ。

　だが、それを生じさせるか否いなかは、自分達次第だ。

・副会長：『大久保、関東諸家から、今の流れに対しての抗こう議ぎは？』

・長安定：『──当然、来とるわ。……挑ちよう発はつによって関東を再び危険に陥おとしいれようとする武蔵の判はん断だん、抗議に値あたいする、と』

　そうか、と正純は頷うなずいた。Ｊｕｄジヤツジ．、とも頷いた。

・副会長：『ならばこう伝えろ。──羽柴を抑えた後、貴き家かに武蔵が直接御ご挨あい拶さつに伺うかがう、と』

　諸家ではない。貴家、だ。その上で、

・副会長：『貴家の抱える問題、関東の主しゆとして、武蔵がその対応を行おう、と』
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　言いおるなあ、と大久保は手元に幾いくつもの表示枠を寄せた。

　抗議を送ってくる諸家の面々だ。それらに対し、今の副会長の言葉を全く装そう飾しよくせず、副会長の印いん章しよう付きで送り返してやる。

　背後。義よし康やすが持ち場に戻りもせず、こちらを覗のぞき込んできた。

「おい、それは一体──」

「簡単や」

　大おお久く保ぼは、同時送そう神しんをセットし、手を構える。

「──関かん東とう諸しよ家けは血けつ縁えんや土地の繫つながりが強い集団。必要ならば助け合いもするが、だがその中で隙すきを見せれば一気に潰つぶし、乗っ取りも掛けるという、やや矛む盾じゆんめいた特性を持っとる」

　この性質については、里さと見みの方が詳しいだろう。だが、

「そのような、ある意味なあなあで戦争やって、外的には〝集団〟で向き合って来た関東諸家に対し、関東の〝主しゆ〟が来る。それも、関東諸家ではなく、必要ならば各家に挨あい拶さつに行き、問題の対応をしようと言う。──関東諸家は、各家間、疑ぎ心しん暗あん鬼きで動けなくなるで」

　一家では、武蔵むさしに太刀たち打うち出来る筈はずもない。しかも、各家の抱える問題とは、当然、

　……今の時期、決まりつつある国こつ境きよう、領りよう土どの確定問題や。

　だがそれを武蔵に願えば、関東諸家としての繫がりは崩ほう壊かいだ。

　各家ごとに連れん絡らくを取り合い、口裏を合わせたり、密みつ約やくを結んでおく必要があるだろう。

　しかし、一家ごとに挨拶に回られては、それも無意味だ。

　何処どこかが抜け駆がけすれば、終わりなのだ。

「封じたな」

　大久保は、送神指し示じを出した。

　この指の動きが、関東の運うん命めいを決すると、そう思うのは、感かん傷しようなのだろうか。

　手を汚す訳わけでも、労を得る訳でも無く、単に言葉の返へん神しんで世界は変わる。敢あえて言うならば、世界は自覚無く変へん更こうを掛けられるレベルの技術に満たされているがため、

「……自覚ある政治。それが必要や、というのは綺き麗れい事ごとやな」

　表示枠サインフレームが一いつ斉せいに消えていく。その光の散り端はしを見ながら、大久保は告げた。西の空、遠くにある武蔵は、ここからだと町の屋や根ねによって見えないが、

「さて、どうすんねん。──どうやって、砲ほうを上げた安あ土づちを抑えんのや」
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・副会長：『ベルトーニ、オーゲザヴァラー』

　正まさ純ずみは言った。

・副会長：『関東諸家の中、沿岸国こつ家かと、勢力の弱い国家に対し、貿ぼう易えき交こう渉しように入れ。急ぎだ』

　何故なぜなら、

・副会長：『関東諸家は、恐らく連れん合ごうとしての協力、条件つき不ふ可か侵しんの条約を結んでいる。総そう勢ぜいが疑心暗鬼になる現在、大型勢力の国は急いでその条約の効果を発動させ、武蔵に対しては一家ごとではなく、連れん合ごうの合ごう議ぎ制せいで当たろうとするだろう。

　要するに「裏切ったら連合が集中攻こう撃げきして滅ぼすぞ」と、そんな条約だ』

　それを使われたら面めん倒どうだ。一家ごとに切り崩くずしたくても、出来なくなる。

・副会長：『だから──』

・守銭奴：『──解わかっている。武蔵むさしとその家で、〝新型貿ぼう易えき協定〟を結ぶのだな』

　それはどういう意味か。周囲で眉まゆを上げたのは、ミトツダイラだった。

・銀　狼：『連合の条約を飛び越えるような、新しい協定を作ってしまうんですのね？』

・副会長：『そういう事だ。理由については、解っているな？』

・守銭奴：『──後々に作られる、奥おう州しゆう、上じよう越えつを結ぶ大通つう商しよう路ろ。その地上路と海路の内、建設拠きよ点てんを作るための検けん地ちだ』

　Ｊｕｄジヤツジ．、とベルトーニが言葉を送ってきた。

・守銭奴：『十四日を待っていろ。本ほん多だ・正まさ純ずみ』

　借しやつ金きん返へん済さいを、必ず叶かなえるという事か。そして、

・守銭奴：『漸ようやく、貴き様さまと金の話が出来るようになったな』

・副会長：『うどんの話なら何時いつでもしてやるぞ。──罪ざい状じよう自体は累るい積せきあるからな』

・○べ屋：『いいよ！　いいよ！　やれるもんならやってみなさい！　関かん東とうだからコシが重視の武蔵むさし野のうどんかもしれないけど、負けないからね！　今から練って伸ばす勢いよ！』

　いらん勢いだ。だが、関東の足あし場ばは出来ると、そう思った。

・副会長：『稼かせげ』

　会計コンビに言った上で、改めて正純は言葉を作った。

『では、話をしようか。竹たけ中なか・半はん兵べ衛え。──羽は柴しば・藤とう吉きち郎ろう』

　告げる。その内容は、

『安土は関東から退去しろ。補ほ修しゆうは退去中でも出来るだろうし、必要な物資はこちらから提てい供きようしてもいい。──まさか、動けぬとは言わないだろうな？』
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・きめえ：『強気押しねえ……！』

　流石さすがに嘉よし明あきも、魔術陣マギノフイグーアから聞こえてきた判はん断だんに声をあげた。思わず、笑い声のようになってしまったのは、天晴あつぱれを感じたからだ。

　見事な技を見せられたと、そんな感覚がある。横の安治アンジーに言わせれば、

「ナメられてる？」

「そうじゃないわ」

　嘉明は言った。

「砲ほうを向けられても辞じさぬ。出て行けと言いつつ、しかしこちらの補修に援えん助じよをしてやろうとも言う。──上から目め線せんだけど、物もの怖おじせぬ関かん東とうの主しゆは誰だれかと、それを示したのよ」

　だから、

「この相手には、威い嚇かくは通じないわ。逆に言えば、もはや砲ほうを見せたままでも構わないし、向こうもそのつもり。こっちと対等だと、そういう事なのよ」

　さあ、と、苦く笑しようの漏もれる口を押さえて嘉よし明あきは魔術陣マギノフイグーアを見た。

「竹たけ中なか。──〝力〟では通じないわよ。どうするの？　掲かかげた砲、どう下ろすの？」
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「バランスがいいのう。──〝力〟を是ぜとしつつ、援えん助じよも視野か」

　武蔵むさしの中央前ぜん艦かん。その橋きよう状じよう艦かん橋きようの上にやってきた義よし光あきは、一ひと息いきを入れた。

　橋状艦橋は、未いまだテストで破は壊かいされた箇か所しよを補ほ修しゆう中だ。今日きようは重要な会議故ゆえに外がい交こうを止めてはいるものの、建設の船は行き来をしている。前側では武ぶ神しん達も動いており、それがために艦橋上には一横よこ町ちよう分の商業ブロックが置かれ、運営されていた。

　義光がいるのは、中央付近の露ろ店てん茶ぢや屋や。そしてそこにやってくるのは、

「極きよく東とう東ひがしの夏は、独特の暑さがありますわねえ」

　ジャージ姿すがたの人狼女王レーネ・デ・ガルウだ。彼女は冷感の符ふを首から二枚程札ふだ入いれに下げながら、

「とりあえず私がガツンとやった分の、破は損そん箇所の取り除きは終わりましたわ」

「私、あの勢いと卓たつ球きゆうしておったんだのう……」

　自分も含めて随ずい分ぶんと無む茶ちやな存在だと、改めて思うが、それらを内包した武蔵がここにある。

　……思った以上に居い心地ごこち良くて危険よのう。

　夏なお雪の残る最も上がみを、苦と思っている訳わけでは無い。だが、やはり夏には暑く、陽よう光こうの差すこの南の土地にいると、こうも思うのだ。

「最上の土地が、こうであればのう」

「だから通つう商しよう路ろを作るのでしょう？」

　Ｔｅｓテスタメント．、と義光は頷うなずいた。さてはこの女じよ王おう、そういった情報も網もう羅らしておるのか、と。

　……否いな、世界的に見れば、向こうの方が都会ぞえ。

　義光はカウンターに氷水と搾しぼり用の柚ゆずを注ちゆう文もんし、

「いけるかえ？」

「蜂はち蜜みつも頂いただきますわ」

　左さ様ようかえ、と頷きながら、義光は言った。

「──空で繫つながっていても、土地は結ばれぬ」

「ですけど、陸で結ばれてれば、戦乱も行き来しますのよ」

「だから安定の世を欲するのだえ」

　今がその好こう機きだ。自分の代、失うものはあったが、

　……地続きに、最も上がみの国が開けるのだえ。

　ならば、と義よし光あきは言葉を作った。

・九尾狐：『武蔵むさし勢ぜい、──関かん東とう諸しよ家けについて、もし貿ぼう易えき交こう渉しようが〝夏休み〟に引っかかるのであれば、私に声を掛けるとええ。諸家との繫つながりはある上で、武蔵とは同どう盟めい。更さらには──』

　ああ。そうだ。目の前の狼おおかみより、狐きつねが断然優れているものがある。それは、

「何ですの？　その目」

「狐は、迷めい惑わく者ものだという事だえ」

　ゆえに、義光は言葉を続けた。

・九尾狐：『聖せい連れんに何か言われたら、最上の狐に化ばかされたと言えばええ。もし何かがあったとしても、──武蔵、貴き様さまらが羽は柴しばを抑えるのであれば、こちらには届くまいよ』
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　豪ごう快かいな援えん護ご射しや撃げきだなあ、と内ない心しんで冷ひや汗あせを感じつつ、正まさ純ずみは正面を見た。

　竹たけ中なか・半はん兵べ衛え。静かにこちらを見つつ、しかし時とき折おりに彼女は、左右下側へ視線を振る。

　そこに、幾いくつもの情報を出した表示枠レルネンフイグーアが多重展開しているのだ。彼女はその中から的てき確かくとされるものを引き出し、並べていく作業を繰り返し、判はん断だんを洗せん練れん化かさせる。

　これはどういう事かといえば、

　……結論ありき、が無く、常に流動し、最適のものを見つけては流れて行くのか。

　答えが〝結論〟しない。解答が出たとしても、その答えについて、恐らくまた情報を集め、洗練し、別の道も模も索さくをしていくのだ。

　流動する思し考こうをランクアップさせた、流動する解答。

　ゆえに彼女の判断は、無限大で、即そく応おうだ。

・長安定：『──副ふく会長、この相手、止める方法、解わかっとるな？』

・未熟者：『気を付けるんだ！　僕の第七艦かん隊たいまでを受け切った相手だよ……！』

　やかましい。

　ただ、竹中の、流動する答えを止める方法は幾つかある。例えば、

・副会長：『私から、結論を出し、決けつ着ちやくし、議ぎ論ろんを止めてしまえばいい』

　単純な事だ。だが、

・ホラ子：『──出す結論とは、戦争ですか!?　そうですね正純様！』

・副会長：『言われると思ったらソッコで来たな……！』

　いいか、と正純は前置きした。

・副会長：『別に、私が結論を提てい示じしなくてもいいんだ。何しろ、こちらで答えを出すと言う事は、責任などを被かぶる場合が多くなる。そして、そこには、善悪の判断なども含まれやすくて、後の交渉で、面めん倒どうにもなったりする』

・貧従士：『だとすれば、どうやって結論を出すんですか？』

・銀　狼：『その場合は、相手に結論を迫る、というやり方もありますのよ？』

　そういう事だ。

　先さき程ほど、こちらは一度投げた。

　相手に対し、〝力〟は通じぬと見せた上で、一方的ではあるが、妥だ協きよう点てんを示したのだ。

　安あ土づちが関かん東とうから出れば良し。そう提てい案あんした以上、それが為なされないならば、安土次第だ。

　出るか、出ないか。二に択たくの結論を相手に迫った事になる。ゆえに、

・副会長：『羽は柴しば側は、関東から出るか出ないかをまず選択した後、そこからのオプションを講じる事が出来る。──出る場合、ここにいる武蔵むさしとの位置関係をどうするのか。そして出ない場合は、これが一番厄やつ介かいなんだが、じゃあどうするのだと、そういう事だ」

　ただ、

・副会長：『こちらは援えん助じよも示し、妥協点を模も索さくする姿勢を見せはした。何かあったとしても、その点を大たい義ぎ名めい分ぶんには出来るだろう』

　言った瞬しゆん間かんだ。不ふ意いに向こうから声が来た。

『武蔵副ふく会長』

　羽柴側の答えが出たのだ。それは、

『──安土は、関東から動きませんね──』
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・ホラ子：『流石さすがは正まさ純ずみ様、戦争が今回も起きました……！』

・副会長：『過去形にするなよ？　あと、向こうのオプションもあるからな？』

・●　画：『オプションって何？　突とつ撃げき戦せんか持じ久きゆう戦の違い？』
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　竹たけ中なかは一ひと息いきを吐いた。何しろここからが本題だ。

「──というかですねー。ちょっとこっちも関東でやらなきゃいけない事があるんですねー」

　それは、

「慶けい長ちようの役えき、その終結における撤てつ退たいの調ちよう印いんを、──毛もう利りとここで行おうと思うんですよー」

　竹中は、横に控える一つの影が頷うなずくのを見た。

　安あん国こく寺じ・恵え瓊けいだ。彼はこちらに膝ひざをつき、一いち礼れいした上で、

「何なに卒とぞ……！」

　言われなくても解わかっている。毛利の生きつ粋すいとしては、これはベストな方策だろう。

　仕込みだ。

　先程、恵瓊が出している表示枠レルネンフイグーアに、こうあったのだ。

　……備びつ中ちゆう高たか松まつ城じようの講こう和わを如何いかがするのですじゃ、と。

　その講和は、関かん東とうに毛もう利りがいる今、ここで行える。

　つまり羽は柴しばは、毛もう利りとの繫つながりをここで得られるのだ。

　……ならば今、武蔵むさしとこっちの遣やり取とりに、毛利を介かい入にゆうさせられますよね──。

　先さき程ほど、毛利を排はい除じよしたが、このタイミングで新条件を出し、それを取り戻す。

　これで一ひと息いき。そんな気分転換を思いながら、竹たけ中なかは言った。

『慶けい長ちようの役えきにおいて、聖せい譜ふ記き述じゆつでは、毛利・輝元は渡と海かいせずとも後ご詰づめを管理していました。なので毛利がここにいるのは許容範囲としましょう』

　無む論ろん、コレは相当な解かい釈しやくだ。だが〝許容範囲〟とする意味はある。

　……毛利を、ここで捕つかまえておかないといけませんからね──。

　何のためか。それは安あ土づちが関かん東とうに居座るためだが、それ以外としても、

『──慶長の役の撤てつ退たいを決定する調ちよう印いんなどを、羽柴勢ぜいは毛利と結ぶ事にします』

　そして、

『その交こう渉しようをもって、羽柴は、毛利に対し、関せきヶ原はらでの助力を請こうものとしますね──』
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　あら、という声を、義よし光あきは傍かたわらの人狼女王レーネ・デ・ガルウから聞いた。

「面めん倒どうな話を作りますわね。私達を強ごう引いんに武蔵の敵にするつもりですのね？」

「どうするかえ？」

　義光は、人狼女王が陶とう器きのタンブラーに柚ゆずを遠ざけて搾しぼるのを見つつ、

「今、竹中はこう言ったのだえ。──関東を解放したのは、毛利である。武蔵では無い、と。

　……つまり、武蔵が関東の主人では無いと、そう言ったのだえ」

「面倒ですわね」

　人狼女王が頷うなずいて言う。

「関東諸しよ家けにとっては、願っても無い羽柴からの援えん護ごでしょう。──このまま、武蔵を関東に受け入れて、それまでのなあなあ社会が壊こわされるより、関東解放の恩を毛利に与えてしまった方がいい。何故なぜなら、毛利とて、今後は関東に来る事がありませんものね。

　そうなったならば、もしも武蔵が戻ってきたところで、関東諸家はこう言えるのですわ。

　──〝別に、羽柴は武蔵に敗はい北ぼくした訳わけじゃないし〟と」

　Ｔｅｓテスタメント．、と義光は頷いた。

「ではどうするか、武蔵副ふく会長、と言いたいところだが──」

「何ですの？」

　ああ、と義光は、人狼女王の器うつわの近くに置いてあった蜂はち蜜みつのポットを手に取った。

「あら、それ、私のですのよ？」

「もう使ったであろ」

　言うと、人狼女王レーネ・デ・ガルウが苦く笑しようした。

「──化ばかして取らなかった分だけ、使っていいですわよ」

　甘あま党とうかえ、と言いつつ、器うつわを掲かかげて義よし光あきは言った。

「しかしまあ、まずはそちらの大たい将しよう。──こういう流れが認められるのかえ？」
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「腹立つ流れだぜ……」

　輝てる元もとは、半はん目めになって東の空を見上げていた。

　日ひ除よけの番ばん傘がさの下。彼女は長椅い子すの上で胡座あぐらをかく。そして見る安あ土づちは、上じよう昇しようしたが故ゆえに艦かん底ていを露あらわにする状態だ。輝てる元もとはその巨きよ影えいを見上げると、一つ舌した打うちをして、

「安あん国こく寺じの野や郎ろう。仕込みにもタイミングってもんがあるだろうが」

「確かに安国寺様、少し必死感がありますね。ですが姫ひめ様、こういう考えは出来ませんか」

「──羽は柴しばが助力を請こう言げん質ちをとったし、関せきヶ原はらで担かつごうとしてるのも解った。それだけでも充分な得。そういうこったな」

　お解わかりで、てMouri-01が苦く笑しようする。すると輝元は、長椅子の上に寝ね転ころがって、両腕うでを上げた。

「──となると、こっちとしちゃあ、もうちょっと得が欲しいんだがな」

　さて、

「どうする武蔵むさし副ふく会長。──あたしに得を寄よ越こす算段、出来てんのか？」





●






　竹たけ中なかとしては、今のが決まり手ではない。

　関かん東とうでの勝利を武蔵ではなく、毛もう利りに与える事で、関東解放後の武蔵の足を引っ張る。そしてその恩おんを盾たてに、毛利を一気にこちらに引き込む。

　それらを為なす事で、武蔵の関東における発言権を削けずれば、

　……毛もう利りと交こう渉しようする必要もありますし、安土はここで補ほ修しゆうを完了出来ますね──。

　メンツの問題とはいえ、なかなか面めん倒どうだ。

　さて、と竹中は思った。この状態から武蔵はどうするのかと。今、手元の〝三千世界〟に見えてくるのは、武蔵が備びつ中ちゆう高たか松まつ城じようの講こう和わをどうにかして止めようとする未来だが、

・ＡｎＧ：『ねえ、これから武蔵はどーすんのかな』

・□□凸：『一番ありそうなのは、毛利が本来、ここにいるべきではないというのを、言い張る事でしょう』

　確かに、と竹中は片かた桐ぎりの言葉に思った。

・□□凸：『先さき程ほどこちらが〝許容範囲〟として認めた事を、武蔵むさしは突いてくる筈はずです。その際に、きっと、他国を巻き込んで来ます』

　それは、

・□□凸：『──最も上がみです』





●






「さて、どうしますの？」

　人狼女王レーネ・デ・ガルウは、横で柚ゆずの氷水を飲む狐きつねに問うてみた。化ばかされるのは覚かく悟ごだが、今の状況は国こつ家か間の行方ゆくえを弄もてあそぶような目め線せんに近い。そこに今、隣りん人じんがオーダーされる可能性があるならば、

「──最上自体が、やはり慶けい長ちようの役えきで渡と海かいしていませんわね。でも、関かん東とう解放の現場には出ていましたの」

「いやいや、毛もう利り勢ぜいに明確に荷か担たんしていた訳わけでは無いぞえ？　ただ〝居いた〟だけでな」

　だったら、と人狼女王は微笑を得て言った。

「毛利に〝許容範囲〟を適用するなら、最上にも適用しなければいけませんわね」

　そして、

「最上は毛利と羽は柴しばの撤てつ退たい調ちよう停ていに介かい入にゆう。そこには当然、最上と同どう盟めいした武蔵も介入。

　そんな未来が見えますわよ」

「そうさなあ。それ、なかなか面白い考えだぞえ？」

　あら、と人狼女王は思った。

　……違うんですの？

　ココ、という狐の笑えみを、久しぶりに聞いた気がした。そして義よし光あきが、口くち元もとに扇せん子すを当て、遠い東の空を見ながらこう言った。

「見ておれ、聞いておれ、──仕込みが動きつつあるのだえ。ずっと前からの、な」
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　さて、と竹たけ中なかは思った。敵の動きも、大体は推すい測そくが出来ている、と。

　幾いくつかの分ぶん岐きとして考えられる内、最大の可能性は最上の介入。その他にあるのが、関東諸しよ家けの内、今正まさに新しん規き条じよう約やくをまとめつつある勢力を利用しての介入。

　そして奥の手となるのは、

　……武蔵も、やはりその〝許容範囲〟であると、言い切る事でしょう。

　最上同様、松まつ平だいらも、長ちようの元もと信のぶが慶長の役には渡海していない。だが、彼らとて、関東解放の序じよ盤ばん戦せんには荷担しているし、里さと見み解放には一部の役やく職しよく者しやを出してもいる。

　その辺りを突いて、武蔵はこちらに迫ってくるだろう。ならば、

「こちらは、毛利のみを〝代表〟として認めるなど、そういう手で返します」

「だ、大だい丈じよう夫ぶですか？」

　振り返る羽は柴しばに、大丈夫ですよー、と返しては置く。

　……そうですとも──。

　何があっても、酷ひどい事になっても、そこからリターンを得るのがハイダメージ・ハイリターン。一種、最強の戦せん術じゆつだ。

　だから今回も同じ。この交こう渉しようでも、大きな得をとって帰る。そのつもりだ。ゆえに、

『さあ』

　と竹たけ中なかは呼びかけた。だがそれは、武蔵むさし勢ぜい宛あてではない。

『──毛もう利り・輝てる元もと。これからちょっと、会議しましょうか』
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　どうです？　と竹中は思った。

　ここで介かい入にゆうをしてこなければ、毛利勢はこちらのもの。関かん東とうの覇は権けんも毛利のもの。

　だが、介入の方向性は全て見えている。ならば、

　……どうします……？

　思い、竹中は口を開いた。

『毛利・輝元。──それでは、こちらから、そちらへ向かいましょうか』

　事じ態たいを進める。そういう意味の言葉だ。それを投げかけた先、毛利からの返答が、

『おい』

　聞こえた。その内容は、

『あたしが今、一番欲しいもの、解わかってるか？』
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　……何!?

　嘉よし明あきは、いきなりの輝元の言葉に、眉まゆを動かした。

　……ここで、毛利が一番欲するもの？

　何だろうか。

　否いな、そのような疑問があれば、すぐに竹中が応じている筈はずだ。竹中の〝三千世界〟は多重の可能性を示し、検けん索さくさせていく情報処しよ理り術じゆつ式しきで、彼女はその運用に慣れている。

　だが、竹中の反応は無い。だとすれば、

「一番欲しいものなんて、そんなもの、ある訳わけが無いわ……」

「いやいや、──愛だよ、愛。旦だん那なの」

　安治アンジーが、箒ほうきの軸じく転てんで一回転して言う内容。それは単なる茶ちや化かしだろうが、

　……あ。

　嘉よし明あきは気付いた。〝三千世界〟が多重の可能性を示したところで、意味の無い場合があると。

「〝三千世界〟の欠点というか、利点よ……」

「へ？　何ソレ」

　安治アンジーの疑問に応じる必要も無い。

　武蔵むさし副ふく会長の声が、応じたのだ。毛もう利り・輝てる元もとが今ここで欲しているもの。それは、

『毛利・輝元。──羽は柴しばとの会議が終わったら、そちらに話をしようと思っていたのだが、まあここでも別にいいだろう』

　武蔵副会長が、右の親指を後ろに向けた。

　武蔵むさし野の艦かん首しゆから、全ぜん艦かんの艦かん尾び側へと広がる空。艦かん間かんから、巨きよ影えいが幾いくつもわき上がる。

『──損失した輸ゆ送そう艦かんの代わりとして、うどん王国から輸送艦を持ってきた。これを使い、六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズに急ぎ戻るといい。何故なぜなら──』

　何故なら、

『六護式仏蘭西では、羽柴を破った毛利の凱がい旋せんを、太陽王ロワ・ソレイユが待っているからだ』







[image: 第三十四章『決済場の海賊達』]
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　竹たけ中なかは、軽くえろった。

　……うっわあ──。

　やってくれる。いや、やられたとは流石さすがに言いたくないが、これはやってくれたものだ。

　自分が駆く使しする情報処しよ理り術じゆつ式しき〝三千世界〟には、強点であり、弱点がある。それは、

　……〝三千世界〟が情報処理術式として優ゆう秀しゆうであればある程、自分達の〝分〟も理解出来てしまうって事ですよ──。

・きめえ：『仕方ないところを突かれたわね』

・６　　：『どういう事』

　Ｔｅｓテスタメント．、と竹中は応じた。この件については、自分が言うべきだと思いつつ、

・黒　竹：『〝三千世界〟は情報処理をして、最適と、そのパターン先を見せるものです。

　でも、だからといって、〝出来ない事〟が出来るようになる訳わけじゃないんですよね──』

　つまり、

・黒　竹：『毛もう利りが今すぐ六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズに戻るための足。それについて、輸ゆ送そう艦かん群ぐんを提てい示じされた場合、こちらは今すぐに用意する事が出来ません。それが〝三千世界〟の結論で、ならばどうするかというのはいろいろと出る訳ですが──』

　だけど、

・黒　竹：『今すぐ、ここで輸送艦群を武蔵むさしが提示し、毛利が応じてしまえば終わりです』





●






　片かた桐ぎりは、甲かん板ぱんに出るための階段を上がりながら、こう思った。

　……輸送艦なら、こっちにもあるんじゃないですか？

・□□凸：『──慶けい長ちようの役えきの際、房ぼう総そうの北東にある輸送艦群をこちらは補ほ給きゆう込みで確保しましたよね？　あれは使えないんですか？』

・黒　竹：『元々からこっちにいた関かん東とう組ぐみを収しゆう容よう、帰き還かんするには、あの輸送艦群でも足りないですよ──。何しろ結けつ構こうな数が破は壊かいされてますし』

・きめえ：『この辺りは、武蔵の立たち花ばな夫ふ妻さいが見事だったとしか言えないわ。本来ならば江え戸ど湾わん北に突とつ入にゆうの後、里さと見みへと向かう筈はずが、降こう下か中に輸送艦群に砲ほう撃げきを入れているのよ』

　本人達としては、北側からの挟きよう撃げきを警けい戒かいしたのだろうか。だが結果として、

・コニ子：『──正直、隠かくれたＭＶＰは立花夫妻やな。あそこで輸送艦群に攻こう撃げきを受け、北部隊との連れん携けいが大きく動けなくなったからこそ、人狼女王レーネ・デ・ガルウの突とつ撃げきが止められず、私と武蔵代表委員長との交こう渉しようが生じてもいるんよ。更さらにはまた、──ここでやな』

　確かに、と片桐は思った。

　恐らく、立たち花ばな夫ふ妻さいとしては、余よ裕ゆうがある内の行動だろう。

「やはり西さい国ごく無む双そう。何もかもが戦せん場じようの流れを左右しますね……！」
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「あ、誾ぎんさん、この前の夜、羽は柴しば側の輸ゆ送そう艦かんなどを落としている時の写真が出来ましたよ」

「宗むね茂しげ様、戦場で記念撮さつ影えいなど、武ぶ家けとして如何いかがなものかと……」

「いやあ、でも、こちら、輸送艦にガンガン砲ほう撃げきをしながら誾さんが御お弁べん当とうを箸はしで勧すすめてくるところなど、爆ばく炎えんが祭の花はな火びのようで綺き麗れいですよ。──皆さんも見ますか」

「や、やめて下さい宗茂様！　サイトにアップなどしてないでしょうね……!?」
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　……アレか。夫妻が夫ふう婦ふ水入らずで砲撃ハッピー入ってた時の影えい響きようだよな。

　だが、と正まさ純ずみは思った。

　幾いくら羽柴に交こう渉しよう能力があり、武の力や、プライドがあろうとも、今すぐここで〝無い〟ものを揃そろえる事は出来まい、と。

『だが、こちらには、ある』

　さあ、と正純は呼びかけた。

　声の行く先は、表示枠サインフレーム。だが、視し界かいの中でミトツダイラが頷うなずくならば、それは人狼女王レーネ・デ・ガルウにも通じているのだろう。

　つまりは、六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズに届く。

　それを理解した上で、正純は右の手を肘ひじから上に上げた。

『──いいだろうか』

　言う。

『毛もう利り・輝てる元もとの凱がい旋せん。それを武蔵むさしは援えん助じよしよう。今すぐ、ここで、これから、だ。

　──どうだ、太陽王ロワ・ソレイユ。夏休みの空に月は要いるだろう？』
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「悪くないサービスだ。──無む論ろん、出来る限りの範囲ではあろうけどね」

　巴パ里リ市内。農園に囲まれた白い屋や敷しきの屋や根ね上うえで、真しん性せい全ぜん裸らが腕を組んで寝ていた。

　下、赤い夏服のアンリが、

「太陽王！　そんなところで寝ていると日に灼やけると判はん断だん出来ます……！」

「大だい丈じよう夫ぶだアンリ、朕ちんは太陽王。空の陽よう光こうと勝負だよ」

「──おいアンリ、根本的に間違いがある場合、人類ならどうするんだ」

「いいかアルマン、姫ひめ様の例で言うなら何事も木ぼく刀とうだ」

「アンリ、つまり愛か」

　そうとも、と太陽王ロワ・ソレイユが屋や根ね上うえで両腕うでを広げた。

「もう何日も輝てる元もとをこの腕の中に抱きしめていない！　この太陽王が！　愛する者と離ればなれになって我が慢まんし続けなければならないとは。ああ、──この朕ちんの心の苦しさを、どう示したらいいものか」

　アルマンが手を上げた。

「──太陽王、俺おれ思うんだが、自分で木ぼく刀とう使ってやってみたらどうだ」

「フ、そうではないんだ。輝元の木刀には愛が籠こもっているのさ。あれは誰だれも真似まね出来ない」

「……アンリ、そうなのか。あれは頭おかしいと言って貰もらいたいんだが、俺」

「否いな、実際、姫ひめ様が一いつ切さい躊躇ためらい無いからだろう。自分でやろうとすると手て加か減げんしてしまうし、他の者だと太陽王には遠えん慮りよするからな」

　アルマンが手を上げた。

「太陽王。躊躇いが無いのは愛が無いからでは」

「フ、そうではない。──輝元の木刀には、それだけでは言い切れない実感があるのさ」

「アンリ、それがつまり、愛か」

「──否、姫様、手首の返しにクセがあるので、それではないかと判はん断だん出来る」

　アルマンがアンリに視線を向けた。

「指し導どう役やくなら直すべきじゃないか」

「それで太陽王が愛を感じなくなったらどうなる」

「太陽王が正常になるんじゃないか」

「──否、国民が安心しないだろう。太陽王が木刀で収まらないとなったら」

　成なる程ほど、とアルマンが顎あごに手を当てた。

「じゃあ姫様には鉄てつ棒ぼうでも使って貰もらうか」

「フ、なかなか激しい話になってきたね。だが朕はそれでもいいさ。鉄棒、来たまえ……！」

　さあ、と太陽王は手を広げた。

「武蔵むさしのサービス。悪くはない。彼らが今、所有している輸ゆ送そう艦かんには、うどん王国から追つい撃げき補ほ給きゆうとやらで関かん東とう入りし、そのまま武蔵に保持されているものも多いのだからね」

　そして、

「うどん王国の輸送艦は、その操そう縦じゆう系けい統とうや運用が六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズ式だ。これからの時代、最大の貿ぼう易えき相手となるし、すぐ目の前だからそうした方が効こう率りつがいいからね。あとは簡単だ──」

　つまり、という言葉の後を、下にいるアンリが繫つなげた。

「……うどん王国の輸送艦の内、うどん王国に戻るものには便びん乗じようで使用料を。そうではなく、廃はい棄きされたり譲じよう渡と、売ばい却きやくされたものは買い取りかレンタルを行い、姫様の凱がい旋せんを行います。

　うどん王国の真の姿すがたは、今後我が国と長い付き合いになる訳わけですが、羽は柴しばなどの介かい入にゆう抜きでその始まりを得られるのは幸いな事かと」

　それに、

「うどん王国の真の姿すがたは、未いまだ聖せい連れん側には発見されていない未発見地ち域いき。しかし毛もう利りは古くから四し国こくと付き合いがあり、領りよう土どを広げていた時期もあります。六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズでは不可能な歴史再さい現げんの壁。これをクリア出来る姫ひめ様ならではの施し策さくとなるものと判はん断だん出来ます」

「素す晴ばらしい。──政治的、経済的に見ても、最高の妻つまだよ、輝てる元もと」

　Ｔｅｓテスタメント．、とアンリは頷うなずいた。

「アンヌ様が認めた後代が、次じ代だいとなり、現代となる訳わけです。──太陽王ロワ・ソレイユ、正直、凱がい旋せん後ごは姫様の人気の方が高くなりますので、お気を付けを」

「フ、君はどっちの味み方かただ、アンリ」

「Ｔｅｓ．、──姫様と、姫様といる太陽王の味方だと任じております」

　そうか、と太陽王は笑った。

「私もだ。アンリ。──もはや月ですら六護式仏蘭西を照らす。凱旋の準備をしろアンリ、そして人狼女王レーネ・デ・ガルウに伝えておけ、太陽王は武蔵むさしの小さな気き遣づかいを受け入れよう、と」
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・銀　狼：『あの、正まさ純ずみ？　何かうちの母親から〝カモン、カモンですのよ……！〟って、何か脳のうがおかしくなったような言げん動どうが』

　意味が解わからないのはいつもの事だが、何でお前の母親英国弁べんなんだよ、と、そんな事を正純は思った。

　だが、手元の表示枠サインフレームには、多重に重ねられた毛利帰き還かんプランの資料と契けい約やく書しよがある。

　全て、オーゲザヴァラーと大おお久く保ぼがまとめたものだ。

・○べ屋：『全く、そんなのまとめさせて。──こっちとしては、元々、輸ゆ送そう艦かんを関かん東とうで捌さばいて儲もうけにしようと思ったのに』

・副会長：『だからさっき、代わりの貿ぼう易えき協定を与えたろう。輸送艦などよりも捌くにはいい案あん件けんだ』

・●　画：『成なる程ほどねえ』

　と、ナルゼの言葉が通つう神しんに見えた。位置情報から見て、入にゆう稿こうを終えたらしい彼女は、

・●　画：『──道どう理りで、朝から飛行している艦の姿すがたが少ない訳わけだわ。うどん王国から引っ張ってきていた輸送艦の権利付け替えとか、調ちよう整せいをやっていたって訳ね』

　Ｊｕｄジヤツジ．、と応じる間に、風が動く。

　武蔵八艦。その間から、欧おう州しゆう仕立ての輸送艦群が無数に上じよう昇しようを開始しているのだ。

・○べ屋：『実際、ちょっと足りないから、武蔵側や、途と中ちゆうにあった国から買い取ってもいるけどね。だけどこれだけあれば充分な筈はず』

　それに、

・○べ屋：『六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズの陣じん営えいから、帰き投とうの際に不要やデッドな重量になる資材とかいろいろあったら安く売って貰もらうつもりだし、何だかんだで儲もうけは出るよ』

・守銭奴：『ハイディ、そちらのデータはまとめておいてくれ。あと、これから交こう渉しように出るが、相手の土ど下げ座ざをインターセプトするために投げ菓か子し箱ばこの用意を頼む。カウンターで跳ね上げられるタイプでいい。時間を優先とするからな』

　何かよく解わからないが、まあいつもの事だ。ともあれこちらの方策は、こうだ。

『武蔵むさしから里さと見み経けい由ゆで輸ゆ送そう艦かんを買ったり、六護式仏蘭西から迎えが来るまで待つ必要も無い。レンタル、便びん乗じよう、安手の買い取り、何でも良いだろう。凱がい旋せんだからといって格かつ好こつける必要は何も無い。何しろ──』

　正まさ純ずみは、表示枠サインフレームを指さした。その先は羽は柴しば宛あてではない。

　毛もう利り・輝てる元もとが見ている、それを理解の上で、正純は言った。

『毛利の戦力は村むら上かみ水すい軍ぐん。戦せん国ごく最大規き模ぼの不ふ良りよう水軍戦せん力りよくだ。帰りの足は現地調ちよう達たつ。ただ大だい事じなのは、彼らの首しゆ領りようを無ぶ事じに届けて、積み上げた戦せん果かを持ち帰る事。──違うか』





●






「仕方ねえな……！　痛いところをついて来やがる！」

　輝元は、長椅い子すから跳ねるように立ち上がった。

　正直、先回りされて御お膳ぜん立だてというのは好きじゃあない。だが、それは自分に対してだ。

　他人に対しては、違う。

　自分の麾き下か、ろくに力も能も無い自分を担かついでくれてる連れん中ちゆう、彼らに対しての御膳立てと気き遣づかいならば、こう言ってやるだけだ。

「解わかってるじゃねえか。──それが大事なんだよ、あたしみたいなのにとってはな」

　おい、と輝元は右の指を鳴らした。

「武蔵むさしの浅あさ間ま神じん社じや代表に連れん絡らく。関かん東とうでの毛利家主しゆ社しや設定を解除させろ！　あと、毛利の清すが神社にいるMouri-02に連絡。浅間神社代表と連れん携けいで、関東からの設定解除を受けた後、帰き投とうラインの道どう祖そ神じんや関係寺じ社しやに加か護ご範囲適用を願うと」

「つまり、姫ひめ様──」

「家に帰るんだよ。解ってんだろ!?」

　そして輝元は表示枠シーニヤカドルを開いた。それも無数に、一いつ斉せいに、だ。

　展開する画が像ぞうの向こうにいるのは、輸送艦や戦せん艦かん、そしてそれらを失い、浜や森の中で野営をしている麾下の連中だ。彼らは一いち様ようにこちらを見上げ、しかし、

『────』

　無む言ごんの、戸と惑まどいのある視線に、輝元は歯を見せた。

「帰るぞ、村むら上かみ……！」

　はは、と笑った。

「お前達がいるから、輸ゆ送そう艦かんを寄よ越こすってよ。──それじゃあ断れねえな」

『──輝てる元もと様』

　皆の中央。桟さん橋ばしで関かん東とうの海図と航こう空くう図ずを見ていたらしい村上・元もと吉よしが頭を下げる。

　彼は、毛もう利りを出る前よりも随ずい分ぶんと日に灼やけた顔で、

『行きは毛利の正せい規き戦せん士し団だんとして。──帰りは海かい賊ぞくとして。そして帰き投とうすれば姫ひめとしての凱がい旋せんに従う学生。一体、我らの仕える方は何でしょうな』

「気にすんな、──単なる生徒会長だぜ」

　腕を組み、輝元は言った。

「帰るぞ！　準備は急げよ。一人も遅れるな！」

　Ｔｅｓテスタメント．、と総そう勢ぜいが応じた。Ｔｅｓ．、Ｔｅｓ．、Ｔｅｓ．、と声は続き、

『Ｔｅｓ．、──我ら村上水軍。それは大おお勢ぜいなれば!!』
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　ＡＫは、安あ土づちの甲かん板ぱん上じように膝ひざをついたまま、声を聞いた。

　西の空、遠くから届くのは歓かん声せいのような響ひびきと、

　……航こう空くう艦かんの初期起き動どう音ですじゃ。

　狩猟艦パンシヨン・ヴエルサイユが上じよう昇しようを掛けるのだ。そして続く、残ざん存ぞん艦かん隊たいも、だ。

『おい』

　竹たけ中なか宛あて。毛利・輝元からの通つう神しんが、言葉を送ってきた。

『帰って、羽は柴しばが来たら備びつ中ちゆう高たか松まつ城じようの講こう和わでも何でもやってやらあ。

　だけどこっちはその前にパーティやっからよ。──間に合うなら、相しよう伴ばんさせるぜ』

　彼女の台詞せりふに、竹中が小さく吐と息いきした。そんな気がした。

　だが、ＡＫはただ、頭を下げた。

　……見事……！

　正直、この会議の初めの展開、ＡＫとしては「武蔵むさしが裏切りおったですじゃ！」と思った。あの武蔵副ふく会長、うどん王国で適当な事を言って貶おとしめに掛かりおったですじゃ、と。

　しかし、現状を見れば、胃いの底が冷える程自分にとって有利な状況だ。

　何しろ、この関東で備中高松城の講和は行われない。だが、それがいずれ為なされる事を輝元は明めい言げんしたのだ。

　ならば講和までの間、安土にいる自分は権けん益えきを得る事が出来る。更さらには、

『おい、羽柴、そっちにうちの坊ぼう主ずが行っているな？』

　ＡＫは、頭を更に下げた。すると、

『講こう和わはそいつの歴史再さい現げんだ。講和関係に関しては、そいつを頼れ』

　Ｔｅｓテスタメント．、とＡＫは、もはや平へい伏ふくした。

　恐らくは、講和が為なされるまでの期間こそが、自分が毛もう利り側に所しよ属ぞく出来る限界。以後は完全に羽は柴しば側につく事になるが、その許しを得たようなものだ。

　輝てる元もととて、こちらの事情と心情を理解している。

「是ぜ非ひにですじゃ……！」

　ここから先がこちらの勝負。そう思う横で、竹たけ中なかが髪かみを搔かき上げた。

「Ｔｅｓ．、──では、決まりですねー」

　彼女は、息を吸い、武蔵むさしに対して告げたのだ。

「武蔵は、そこから何処どこかに移動すると、そういう事ですか──」
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「メンツへの拘こだわりが、尋じん常じようじゃありませんわね」

　人狼女王レーネ・デ・ガルウは、陶とう器きグラスの氷を舐なめながら、そう言った。

　遠く、東の空で上じよう昇しようを掛ける毛利艦かん隊たいがいる。輝元達も、武蔵の供きよう与よするうどん王国輸ゆ送そう艦かん隊たいを受け入れ、合ごう流りゆうしようと言うのだ。

　一度上昇し、着ちやく陸りく出来る地ち域いきと範囲を再編。そうなればもう、村むら上かみ水すい軍ぐんの事だ。

　……今晩には六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズへと出しゆつ立たつが始まりますわ。

　だが思し案あんする事がある。毛利艦隊は、極きよく東とうを南回りで六護式仏蘭西へと戻る事になるが、

「──毛利とて、武蔵に見送られる際、監かん視しされているような状態は避けたいものですわ。

　ゆえに竹中は言いましたのね。武蔵はそこから移動しろ、と」

「Ｔｅｓ．、──毛利を慮おもんぱかって武蔵が道を開けるなら、羽柴も同様の扱いを求めると、そういう事かえ。確かに、そこで羽柴を監視するような位置に戻ったならば、敵意を明確にしていると、そう思われもする」

　さてまあ、と狐きつねが言った。

「その辺り、どうするかえ？　武蔵副ふく会長」
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　ふむ、と正まさ純ずみは頷うなずいた。

　右手を挙げたまま、声を作る。

「武蔵総員。よく聞け」

　指し示じを出す。その内容は、

「──これより武蔵は東進。毛利艦隊と合流する」
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　嘉よし明あきは、眉まゆを立てた。

　……来る……!?

　自分達の箒ほうきを西へと急ぎ向け、状況確かく認にんのための望ぼう遠えん術じゆつ式しきを展開。広角用にして、里さと見みも視し界かい範囲に入れられるようにするが、

『聞け、羽は柴しば、竹たけ中なか』

　武蔵むさし副ふく会長が、言葉を続けた。

『──これより武蔵は毛もう利り艦かん隊たいと合ごう流りゆう。毛利側の出しゆつ立たつを見届けた後、関かん東とうの守しゆ護ごを万ばん全ぜんとするための用意に入る』

　それは、と安治アンジーが呟つぶやいた。

「アンジー達と、一いつ丁ちようやるつもりかな？」

「だったら今すぐ、というのも有りよね」

　と応じた瞬しゆん間かんだ。竹中が右の手を上げるのを、嘉明は魔術陣マギノフイグーアの中で見た。

　やるか、避けるか。どちらにするか。

　それらの判はん断だんの行く先で、武蔵副会長の声がこちらに届いた。

『武蔵は、関東諸しよ家けを回り、挨あい拶さつなどを行った上で、現状の破は損そんと補ほ給きゆうを完了するため、一時有あり明あけと合流する。──補修と補給が終了次第、武蔵は関東の定位置に向かい、そこに敵と判断出来るものがいれば排はい除じよする』

　つまり、

『補修日は八月の十日。その日の内に、武蔵は有明に入り、また次の行動をとる。

　その時までに安あ土づちが立ち去っていなければ、──関東全土が敵になると知れ、羽柴』
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『折せつ衷ちゆうを取りつつ、上から目め線せんを外しませんでしたね、武蔵は』

　日の照り返しに陽かげ炎ろうを上げる屋おく上じよう。そこで南東の空を窺うかがっていた海うん野のは、若わか芽めのプランターを日陰に移す望もち月づきの声を聞いた。

『悪くない処しよ理りだと判断出来ます。武蔵側、確かに連続した戦せん闘とうなどで疲ひ弊へいもあるでしょう。ゆえに急ぎの案あん件けんを関東諸家と済ませた後、有明と合流。その後に関東守護のために出場となれば、関東諸家や各かつ国こくもそれを〝逃げた〟とは言えません』

　更さらに、と望月は言葉を続けた。

『有明に収容されている間、武蔵は実質、形として存在出来ていない事になります。つまり武蔵が有明に収まり、有明の管かん轄かつ下かに入るという事は、安土にとって武蔵を意い識しきしないで済むので、非常に動きやすい空気となるでしょう』

「羽は柴しば達の態度はどーなんの？」

『羽柴勢ぜいは安あ土づちの補ほ修しゆうを行い、帰き投とうするのが本来の流れです。それに対し、武蔵むさし側が付ふ加か価か値ちを押しつけて来たに過ぎません。──羽柴としては、十日より先に補修を終え、出来れば関かん東とうでの補ほ給きゆうを行い、悠ゆう然ぜんと帰る。

　そうする事で、〝補給中の余よ裕ゆうある安土を襲おそえない武蔵〟というのを演えん出しゆつ出来るかと』

「お偉えらいさんは面めん倒どうな芝しば居いが好きだねえ……！」

『海うん野の様もまたいつ舞ぶ台たいに上がるのかと、そうお待ちしていますよ』

　こいつは藪やぶ蛇へび、と海野は苦く笑しようする。

「夏の終わりか、秋初めの祭りで、復帰しようかねえ」

　だが、と海野は一ひと息いきを吐いて南東の空に視線を向け直した。そこにいる武蔵も安土も、

「次の動きに向かう、って訳わけだ。しかしまあ……」

「しかし、何です？」

　ああ、と頷うなずき、海野は肩を落としてこう言った。

「武蔵の補修。一番の被ひ害がいは、──この前の期末テストだよな」
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　竹たけ中なかは、幾いくつかの表示枠レルネンフイグーアを確かく認にんの上で、息を吐いた。

　……あまりここで無む理りしても、良くないですかね──。

〝三千世界〟の示す可能性が、この先の展開の多くを衝しよう突とつや戦せん闘とうに振り始めている。ここから先は、争い事こそが本論となっていき、回かい避ひの動きが見えたとしても、外的要因でひっくり返される事もあるという事だろう。ならば、

『──Ｔｅｓテスタメント．、では双そう方ほう共に双方の都つ合ごうを要し、解決に向かうと言う事で良いでしょう』

　竹中は、可能性の方向を変えた。

　急ぎ、安土を修しゆう復ふくし、関東での余裕を持つ。そのためのプランへと未来を傾ける。

　多重列の表示枠レルネンフイグーアは、幾いくつもの入れ替えを行い、先へ先へと見せていく。だが、今はそれに対して夢む中ちゆうになる事は出来ない。

　今、すべき事は、

『武蔵との会議終了。──以後、何かありましたならば、通つう神しんは開いておきます』

　言って、竹中は表示枠を閉じた。

　終了したのだ。
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「──よし」

　とこちらも表示枠を消し、正まさ純ずみは息を吐いた。

　正面、皆が同じように一ひと息いきを入れ、御お広ひろ敷しきの屋や台たいに飲み物を注ちゆう文もんしている。そんな中で、両腕うでがこちらに竹ボトルを持ってきた。気を遣つかわれているらしい。

　ともあれボトルを受け取り、両腕に会え釈しやくを返すと、腕はエアで「いやいやそれ程でも」と手を左右に振り、去って行く。

　……意い思し疎そ通つうが出来つつあるのは、有りなんだろうか……。

　恐らく人類史上初なので類るい例れいが無いが、とりあえずは無害だろうし、有りなのだろう。

　見れば浅あさ間まが、両腕を外したホライゾンに首掛けストラップ付きの竹ボトルを葦あしストロー差しで世せ話わしている。ホライゾンは、ストローを咥くわえて、二、三度と口くち元もとの落ち着きを確かく認にん。

「サブアームでも持つようにしますかねえ」

「何となく本ほん末まつ転てん倒とうな気もしますが、だったら首のハードポイントに自じ律りつ可動ラッチをつけて置くのも有りですね。ほら、よく神肖動画アニメのメカものとかである、背後のバックパックから自動でサーベルとか弾だん薬やくを抜き出すアームっぽいアレです。ホライゾンだと、背後の空間からの取り出しがいけるんじゃないかと」

・煙草女：『うちで結けつ構こう使ってるの多いから、試しで古いの使ってみるさね？　何ならちょっと整備して夜にでも持って行くさ。刀とかハンマーとかもどうさね』

「オ、オメエはなぜその武ぶ器き話で〝ほう……〟と俺おれの方を見る……！」

　まあいつもの事だろう。

　ただ、空が動き出した。

　武蔵むさしが、輸ゆ送そう艦かん群ぐんを先行させながら、東へと向かい始めたのだ。

　艦を覆おおう見えない結けつ界かいが、しかし湿しつ度どの高い夏の空を揺らし、霧きり雲ぐもを生む。それを見上げる自分達の中で、伊だ達て家け副ふく長ちようが問うて来た。

「先さき程ほどの交こう渉しよう。──勝ったのかしら」

「現状ではこちらが優勢。立ち去る時の態度如何いかんでは羽は柴しばが優勢。そんな処ところだろう」

「印いん象しようは、後に動いた者の言げん動どうでつきますが、その辺り大だい丈じよう夫ぶですか」

「それは大丈夫だ」

　そうなの？　と問うてくる皆に、正まさ純ずみは頷うなずきを送った。

「こちらは関かん西さいに戻る。その動きが最も後だ。羽柴達がデカい態度で本ほん拠きよに向かったとしても、その後でこちらが盤ばん上じようをひっくり返す」

　言うと、皆の中で動きが生じた。あのー、と手を上げたのは、バルフェットだ。

「自分達、これから関かん東とう諸しよ家け回って有あり明あけですよね？　──関西、戻れるんですか？」

「ああ、戻れるぞ。ただこれから少々、忙いそがしかったり何だったりあるから、付き合ってくれ」

「武蔵の補ほ修しゆうに、関東諸家との関係構こう築ちくですわね」

　まずはそういう事だ、と正純は頷いた。

　歩く。前に集まっている皆に、自分もまた合ごう流りゆうし、北東の方角を指さした。

　そちらは、遠くに水み戸とがある方向。空には有あり明あけが浮いている筈はずだ。

「マジで国こつ家か間交こう渉しようなどすると、夏休み違い反はんとして抗こう議ぎを食らうからな。武蔵むさしの通常運うん行こうとして、貿ぼう易えきや、業務としての活動を通し、関かん東とう諸しよ家けに武蔵の存在価か値ちを見せつける。

　これを、補ほ修しゆうの前や、後に行うから、ちょっと忙いそがしくなるぞ」

　やっぱりな……、と皆が肩を落とす中、しかし馬ば鹿か姉あねが、肩をすくめた。

「だけどまあ、今日きようくらいは、余よ裕ゆうありそうね。輸ゆ送そう艦かんの引き渡しと、有明方面への移動がメインだから」

　それはつまり、

「──久しぶりに家に戻って一ひと息いき。する事多いんじゃない？　それぞれ、ね」
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　その日の夕ゆう刻こく。武蔵の動向を受け、有明から夏の行ぎよう事じ日程が示された。有明内で行われる夏の行事。極きよく東とうにおける印いん刷さつ技術の歴史再さい現げんとして、暫ざん定てい支配管理下で行われる〝全国・絶やさぬ倫りん理りで漫まん画が草そう紙しを交流する会・夏〟や、出版設備の展てん示じなどが、八月十五日からスタートすると明めい言げんされたのだ。

　略りやくして〝全国・絶ぜつ倫りん漫画交流会・夏〟。参加のナルゼ達が気き合あいを入れ直すのは、つまり、武蔵勢ぜいの夏の予定が大体決まったという事でもあった。







[image: 第三十五章『西行きの精鋭達』]
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『──で、毛もう利り艦かん隊たいがこちらに戻ってきますの？　私の方、讃岐さぬきが近いんですけど、何か探りを入れたりする必要はありますの？』

　ああ、という竹たけ中なかの応答を糟かす屋やは聞いた。

『毛利の方とは、いずれこっちが備びつ中ちゆう高たか松まつ城じようの講こう和わをする事になってるんで、その時でいいと思いますねー。糟屋さんの方は、合がつ宿しゆくに集中した方がいいかとー』

　はあ、と頷うなずくのは夕ゆう刻こくの空の下だ。

　場所は地ち中ちゆう海かいの上、K.P.A.Italiaの西側に向かいつつある。

　南北の沿岸。長く東西に続くのは左にある四し国こくの北岸と右にあるK.P.A.Italiaの南岸だった。どちらも夜に向かう中、夕の今から各所は明かりを灯ともし始めていた。

　地中海には島も多い。夕日を正面にする構こう図ずではあるが、逆ぎやつ光こうと薄うす闇やみの中で幾いくつもの明かりが左右と下に連なり、何処どこまでも続くのは、

　……綺き麗れいですの。

　M.H.R.R.神聖ローマ帝国出身。それもこの前までは柴しば田た班はんの管かん轄かつである雪ゆき国ぐに方面に出ていたとなれば、こういう地中海南の海や風景を見るのは初に近い。

　海面に反射して散る夕日も、海を行く船の作る航こう跡せきも、低い位置に広がる沿岸の町並みや明かりに、木々の並びも何もかも。

「────」

　見た事の無いものが、時間によって変化をしていく最さい中ちゆうだ。

　きっと、朝や昼、夜にはまた違う光こう景けいを見せるだろう。更さらにはそのような変化に対する自分の驚きはあるが、これらの変化、地元の者達には見慣れたものなのだろう。そして恐らく、己おのれもここに長く滞たい在ざいすれば、これを当然と思うのだろう。それは、

「贅ぜい沢たくですの」

　莫ばく大だいな価か値ちを、そうと知りつつ、当然の事として過ごしてしまう。これが贅沢でなくて何なのか。

　糟屋は、息を吸う。潮しおの匂においが海産物を連想させるのは狼おおかみの食本位生活故ゆえか。だが、

『──そっち、対K.P.A.Italia戦の戦せん禍かがまだ残ってますか』

『Ｔｅｓテスタメント．、幾いくつか見る事が出来ますの』

　視線を走らせる先、沿岸の各所には人工物の影が落ちている。

　K.P.A.Italia戦において沈んだ双そう方ほうの船だ。多くは村むら上かみ水すい軍ぐんの小型艦かんだが、時とき折おりに小こ島じまと見み紛まごう影が下を過ぎていく。

　九く鬼きが擁ようしていた鉄てつ甲こう船せん隊たいだ。

　落ちた数は八つ。だが、それだけの犠ぎ牲せいなどを払って安あ芸きの攻こう略りやくは完かん遂すいされた。対し、これら以上の戦力をもってしても、

　……慶けい長ちようの役えきは覆くつがえりませんでしたのね。

　自分がいたあの戦せん場じようが、どれだけの無む茶ちやな場だったのか、よく解わかる。

　そして、糟かす屋やは見た。

　正面。突き抜けるような両岸が作る航こう路ろの向こう、そこにあるのは、

「──安あ芸きですの」
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　糟屋の目に逆ぎやつ光こうで見えるのは、三つに分かれた四角い影だった。

　実際は奥の方で五つに分かれ、各ブロックは架かけ橋はしや大型艦かんのフレームを利用した固定作業を為なされる事で、崩ほう落らくを止められている。

　元々は大だい規き模ぼな浮ふ上じよう島とうだ。その上にある町は、安芸であり、また、ローマとしても扱われ、聖せい連れんの中心になっていた。

　今もそうだ。

　……羽は柴しばが、手を入れましたものね。

　落らつ下かし、割れた安芸の一部は、残ざん存ぞんしていた。

　割れたが故ゆえに、破は壊かいの衝しよう撃げきに対し、一部のブロックが他のブロックの盾たてになったのだ。

　爆ばく圧あつはそれでも町を薙なぎ払ったが、浮上島の出力を支える地下施設などは生きていた。

　ゆえに無ぶ事じな部分を残し、修復を行う。補強も重ね、安芸は今や、五つに分かれた断だん崖がいの都市として復活しようとしている。

　各ブロックは役やく目めごとに分かれ、外がい交こうや観光を担当する内陸側の二ブロックは、周辺地ち域いきの人々の手も借り、作り直されつつあるという。

　夏休み中に再オープン、というと軽いが、それを目め指ざしていると航こう行こう中に聞いた。今度の安芸は、陸路から橋で行く事が出来るのがウリで、Tsirhcツアーク旧派カトリツクの中心地の一つとして人々に開かれた場所になるのだと。

　そのような変化に対し、周辺の諸しよ国こくは警けい戒かいや同調を見せていると言うが、

「さて」

　糟屋は表示枠レルネンフイグーアを開いた。

　既すでに安芸へと進路を確定させた自分達の船は、向こうとの遣やり取とりを始めている。

　時とき折おり、安芸とこちらを結ぶ空に航路指し示じの表示枠が出現するのも見えた。あとはそれらに従っていけば、修復中の安芸に通じるが、

・成成成：『──糟屋様、こちらの援えん護ごに来られましたか』

　いきなりの通つう神しんとその内容に、糟屋は口を横に広げた。

・黒　狼：『援護？　合がつ宿しゆくですのよ？』

・成成成：『まあそのようなものかと判はん断だん出来ます。ともあれ合ごう流りゆう、有あり難がとう御ご座ざいます。こちら三みつ成なり班はん、島しま・左さ近こん、鬼おに武たけ丸まる共々、安あ芸きにてお待ちしております』

　表示枠レルネンフイグーアの中、三成が一いち礼れいした。

・成成成：『少々面めん倒どうな件のようなので、御手伝い戴いただく事になるかと思いますが、宜よろしく御願いいたします』

　はあ、と竹たけ中なかにしたのと同じ頷うなずきを送ると、表示枠は消えた。糟かす屋やはただ首を傾かしげ、

「まあいいですの。──元より、力を試さぬつもりでは来ていませんもの」

　伸びを一つ入れて、息を深く吸い、糟屋は呟つぶやいた。

「他の合がつ宿しゆく組。一体どうしてますの？」
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　何だか面倒な事になってしまってますね、と清きよ正まさは思った。

　今日きようは折せつ角かく、会議を竹中達に任せて出しゆつ立たつし、真さな田だに到とう着ちやくしたというのに、

『つー訳わけで、うちのお偉えらい連れん中ちゆうが決めたかどうだか知らねえがさあ』

『いや、正直、受け入れられると思った？　どうなの？　どうなのアンタ達』

『折角うちのボンボンが武蔵むさしに同どう盟めいしに行ってエロ同どう人じんのネタになった上で連れん撃げき食らって帰ってきたってのに、さあ』

　と、そんな言葉を放って目の前にいるのは、三体の地ち竜りゆう達だ。

　真さな田だに入る前の足止めだった。

　場所は真田と旧武たけ田だの境きよう界かい上。広めの陸りく港みなとがあるのは、ここが二国間の街かい道どうとして扱われ、場合によってはここから陸路で貿ぼう易えきに向かうためだ。

　不ふ便べんがあろうと、空路で他国を素直に入れる真田ではない。

　ただ、こちらとて無関係という間あいだ柄がらではない。関せきヶ原はらを考えるならば、真田と羽は柴しばは繫つながりがある。それを無視して今、ここで彼らに足止めをされるのは、

『うちらだって、それなりにメンツってのがあんのよ』

『さっき、お前らが武蔵に対して会議でやってたような、って、そこまでは言わんけどさ』

　ですが、と清正は言葉を挟んだ。

「──その辺りの事は、既すでに羽柴様達の方で解決されています。だから私達がここに来ている訳です」

　言う清正は、正せい装そうとしての夏服だった。

　背後には、五十メートル程を置いて輸ゆ送そう艦かんと機き竜りゆうがいる。人ひと影かげがないのは、清正の指し示じだ。もし地竜と一悶もん着ちやくあった場合、人間レベルで巻き込まれればただでは済まない。しかし、

・ナベ３：『清正先せん輩ぱい、何かあったら出ますんで、御お願ねがいしますわ』

・浅　野：『ナベーさん、ちょっと血気ー盛ーん』

　有あり難がたいが、確かにその通り。

　ここは国こつ境きよう。自分達は大たい国こくの者だが、真さな田だに世せ話わになりに来ているのだ。

　どちらかというと、頭を下げるべき立場。勿もち論ろん、国の上下関係を考えるなら、

　……こっちは堂どう々どうとしていくべきでしょうけど。

　落ち着きましょう、と清きよ正まさは思った。

　先日の失しつ態たいがある。今いま頃ごろ、福ふく島しまがどうしているかを考えると、いろいろな事を思ってしまうのだが、そこで気が散ってしまってもいけない。

　まずは落ち着く事だ。

　この地ち竜りゆう達が表おもてに出てきている理由は、自分にはよく解わかる。つまり、

『──大体、うちの十じゆう勇ゆう士しの連れん中ちゆう、いるじゃねえか』

　ですよね、と清正は思った。

　つまりは自分だ。

　今、己おのれを含む十じつ本ぽん槍やりの襲しゆう名めい者しやとは、元々が現げん真田十勇士だった。

　彼らこそが後の十本槍となる筈はずが、自分達との相あい対たい戦せんで破れ、成り代わったのだ。

　下げ克こく上じよう、と言うべきか。

　P.A.Odaを出た彼らは、この真田の地に辿たどり着き、旧きゆう十勇士の後を継ついだ。

　彼らを認めたのは、旧十勇士の天てん竜りゆう達や、この地竜達だろう。

　だとすれば、と清正は思う。

「謝りはしませんよ」

　言う。

「謝れば、相対した相手を見くびる事になりますし、だったら何でそれをしたんだと、そんな物言いにもなりますからね」

『じゃあ、どうするんだ』

　Ｔｅｓテスタメント．、と清正は表示枠レルネンフイグーアを出した。笑えみで、

「うちの代表の羽は柴しばから、そちらの代表の信のぶ之ゆき様に話を通し直させて、道を空けて戴いただきます」

『き、きたねえ……！』

『そんな事されたらうちのボンボンはソッコで道を空けさせるに決まってるじゃねえか！』

「私達としては有あり難がたい限りです」

　言った瞬しゆん間かんだ。近くの森から人ひと影かげが一つ飛び出してきた。

　巨きよ漢かん、といえる男は、くっそ！　と地面を蹴けりつけ、

「畜ちく生しよう──！　何だあの教官！　折せつ角かく俺おれが機き馬ば免めん許きよを取りに行ってやっているって言うのに、初めの記号を沢たく山さん描くアレで〝君、向いてないと思うよ〟って何だアレは！　記号で人格を否定するな！　人間に記号的解かい釈しやくが当てはまると思うのか！」

　巨漢は、そう叫んで、ふとこちらを見た。

　彼は、はっ、と目を見開いてこっちに駆かけ寄ると、

「何だこの金きん髪ぱつ巨きよ乳にゆう！」

　記号的判はん断だんをされたので、清きよ正まさは背に持っていたカレトヴルッフの柄えでそれを殴なぐり倒した。

　打だ撃げき音おんがして巨きよ漢かんが転がって動かなくなるが、

　……何なんでしょうか、今の。

　と思った時だ。地ち竜りゆう達が、不ふ意いに身み構がまえ、

『おい！　いい判はん断だんだが何しやがるんだ手て前めえ……！』

『そうだぞ！　いい判断だが何をしたか解わかってるか……！』

『おお、いい判断だがしてはならない事をしてしまったようだがまあいいかもしれん！』

「つまり、結果として良かったという事でしょうか」

　後ろ、機き竜りゆうの方から「失しつ礼れいなデブだわ──」とか聞こえてくるが、鍋なべ島しまさん、それもそれで失礼です。ともあれ、地竜達は器き用ように前足を組み、

『いいか貴き様さま！』

「Ｔｅｓテスタメント．、何でしょうか」

『いい判断だがうちの総そう長ちようを殴り倒したヤツを真さな田だに入れる訳わけにはいかん……！』

　えっ、と清正は殴り倒した相手を見た。

「総長？」

『総長』

　視線を戻す。

「……真田は大変な時期に差し掛かると聞いてますが、本当に大変ですね」

『解ってんだからあまり言うな……！』

　ともあれ、と地竜達は前足を組み直した。

『いい判断だが真田に入れる訳にはいかん……！』

「いえ、公務なので一部の方の一存でどうなるものでもないのですが……」

『こっちは私的な理由で公務を無視だ』

　地竜が、こちらに視線を向けて言葉を作った。

『──十じゆう勇ゆう士しの敵は、真田の敵ぞ』
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　確かに、と、清正は思った。

　元々が、彼らの位置を奪うばった自分達だ。それらのいきさつは真田に伝わっているだろう。そしてまた、

　……備びつ中ちゆう高たか松まつ城じようの戦いでも、彼らの仲間を倒しているのです。

　何だか文学系けいの花畑を見ていた三み好よし入にゆう道どうと、天てん竜りゆうの加か藤とう・段だん蔵ぞう。どちらも福ふく島しまが相手をし、倒したものだが、自分もそれには関わっている。

　ふと首元に手を寄せたのは、加か藤とう・段だん蔵ぞうの幻げん術じゆつで首を断たれ掛けているからだ。

　敵だったのだ。昔も今も。

　そう言った思いに気付いたのか、地ち竜りゆうが不ふ意いにこう言った。

『まあ、そうは言っても、貴き様さま、あまり目立った事はしておらんからな』

　敵ではないと、そのような判はん断だんをしてくれるのか。

　清きよ正まさが、和解の期待を心に抱いた直後。地竜の野の太ぶとい声が、言葉を続けた。

『──敵としては、やはりあの福ふく島しまとやらの方が有りだろう』
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　鍋なべ島しまは、機き竜りゆう〝大たい気き不足〟の操そう縦じゆう室しつで、両頰ほお杖づえをついていた。

　退たい屈くつだというのが現状の感想。輸ゆ送そう艦かんから下りて戦せん闘とう待たい機き状態にしているが、流石さすがに清正の許可無しで地竜と喧けん嘩かする訳わけにはいかない。そして後部座席の浅あさ野のは、

「ねむーい」

　などと言って、さっきからガクガク揺れていたのだが、今は完全にシートに倒れて午ご睡すい中だ。こっちは起こすのも何なので話しかけられないし新大陸由ゆ来らいのビート系けい音楽は掛けられないし、

　……暇ひまだわ──。

　と思うなり、音がした。

「お？」

　と顔を上げた先。正面で、不ふ意いの光が生じた。

　清正の手から発はつ射しやされた光の槍やりが、一いつ瞬しゆんで数百メートル伸び、地竜の一匹ぴきを空に吹っ飛ばしたのだ。
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　地竜達の判断は迅じん速そくだった。

　敵の所有する武ぶ装そうは神しん格かく級。最大で三キロ程にまで伸張する光こう剣けんを発射する事は、佐さ助すけや才さい蔵ぞうの調査から解わかっている。そして今は、

『舐なめやがって……！』

　空を弾はじくように伸び、散っていく光剣の周囲に、表示枠サインフレームがあった。

　斬ざん撃げき力りよくを、打だ撃げきに転化する術じゆつ式しきだった。

　つまり峰みね打うちだ。

　それが解った直後に、地竜達は動いた。

　今、吹っ飛ばされたのは、三人いた内の中央。

　右の一人は、飛んだ仲間を支えるように後退。左の一人は、躍おどりかかるように右の前足を相手へと叩たたきつけた。

『この野や郎ろう……！』

　一いつ瞬しゆんだった。

　竜りゆう属ぞくは戦せん闘とう種しゆ族ぞくだ。自じ堕だ落らくに見えるような、のんびりした時間も長く持つが、それは敵と見なしたものを即そく座ざに討うてるからであり、つまり戦闘時間が長くないがゆえの結果だ。

　強者は余よ裕ゆうを持たざるを得ない。

　そして余裕の逆面として、敵と思えば即座に潰つぶす。

　スイッチが入れば、何もかもが別だ。だが、

『……お』

　右手を振り下ろす先、敵の背後に一つのものが着ちやく弾だんした。

　棺かん桶おけにも見える黒と白の大型ケース。それは地面にぶつかった衝しよう撃げきで弾はじけ飛び、内部にあるものを外へとぶちまけた。

　鎧よろいだった。

　白を基調とした重装そう甲こうが、目の前にいる主人へと飛びかかるように合がつ致ちする。

　肩、胸、頭、背、腰、それらが自動でハードポイントパーツと接続され、

『────』

　竜は力を叩きつけた。
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　鍋なべ島しまは、聞こえた轟ごう音おんに操そう縦じゆう用のフットペダルをキックした。

　起き動どう。四し肢しの駆く動どうは山さん岳がく用。ここは陸りく港みなとだが、そのセッティングの方が初期段階でのトルクが強い。後は強ごう引いんに前に身を飛ばし、

「清きよ正まさ先せん輩ぱい……！」

「んー何ー何ー」

　寝てろ、とは言えない状況なのが如何いかんともしがたい。だが、

『御お嬢じよう！』

　龍りゆう造ぞう寺じ四し天てん王のうから、声が来た。

『今の音、ちょっと違うぞ！』

　言われて見たのは、視線の先ではなく、手元だった。表示枠レルネンフイグーア。機竜の視覚素そ子しから見通す先には清正の姿すがたがある。光こう源げんより、熱ねつ源げんと流りゆう体たい反応をベースとした映えい像ぞうの中では、清正の五体が確かに見えている。それも、

　……無む傷きず！

　地ち竜りゆうの一いち撃げきは、彼女の左脇わきの地面を抉えぐっていたのだ。

　当たっていない。ならば、

『──相手の脅おどしか!?　御お嬢じよう！』
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　何だ、と打だ撃げきを放った地ち竜りゆうは思った、今、己おのれは、確実にこの女を抉えぐった筈はずだと。

　だが、そうはならなかった。

　こちらの右前足の一発は、彼女の向かって右脇わきを掘り砕くだいている。

　避けられたかと、そう思った直後に、地竜は即そく座ざの再さい撃げきを打ち込んだ。

　巨きよ大だいな体格と膂りよ力りよく。それに裏打ちされるのは、威い力りよくよりもまず速度だ。

　当たる。

　高速の砲ほう弾だんに等しい一いち撃げきが白と黒の鎧よろい姿すがたに激げき突とつする。

　当たった。

　その刹せつ那な。地竜の視覚はそれを見た。

　相手は動いていない。ただ、己の爪つめと腕が、

　……受け流しか……！

　彼女の肩部装そう甲こう。自じ律りつ駆く動どうするものが、こちらの手て爪づめを下から受けた。

　押し潰つぶせると思い、削けずり砕けると、そう思った。

　だが、結果は、

『────』

　相手の身体からだ自体は、微動だにしなかった。ただ髪かみが揺れただけ。そしてこちらに対しては、

『く』

　叩たたきつけた拳こぶしが、彼女の右脇に落ちた。それも先さき程ほどとは違い、奥へと滑る動きで、だ。

　身体のバランスが崩くずれた。前のめりに、相手の右前に顎あごから倒れる動きだ。

　止まらない。

　直後。地竜はそれを見た。

　相手が一本の鎌かま槍やりをこちらに向け、

「果てろ、カレトヴルッフ……！」
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　光の一いち撃げき。その伸張が打撃として放たれる。

　前のめりに倒れる地竜は、一撃を顎に受ける事を確信。だが、命めい中ちゆうの直前に、一つの動きを作った。

　前に滑って地面を抉る右前足。その肘ひじを地面に突き刺すように打ち付け、顔と肘の間に隙すき間まを作ったのだ。

　相手の光が己に当たる。しかし、地竜は叫んだ。

『──やれ！』

　その叫びに応じるものがあった。

　背後。先さき程ほど吹っ飛んだ仲間を支え、後退したもう一人がいる。

　彼は仲間に寄り添いながら、倒れぬように姿勢を低くしているだろう。ならば、

『おお……！』

　背後、首を下げれば見える筈はずだ。こちらの顔と肘ひじの間。空あけた隙すき間まから、こちらを穿うがつ相手が見えるだろう。あとは簡単だ。自分が一いち撃げきを食らう代わりに、その隙間から、

　……竜りゆう砲ほう！

　背後の一人が、咆ほう吼こうした。

　竜りゆう属ぞく最大の攻こう撃げきと言える竜砲が、一直線に相手へと激げき突とつした。
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　浅あさ野のが、途と中ちゆうで起こされた不確かな視し界かいで見たのは、三つの動きだった。

　……竜──？

　正確には、竜と清きよ正まさだ。

　一つは、清正のカレトヴルッフが、手前で転んだらしい竜を低空からのアッパーで突き上げた事。

　まるで首の関かん節せつが吹っ飛んだようなのけぞりを見て、浅野は、

「うーわー」

　あーれは痛い。よーく解わかってないーけど痛い。といーうか今ー何？　何ーなの？

　だが、二つ目の動きが来ていた。遠くにいて、何となく低め姿勢の地竜が、仲間を支えながら竜砲を放ったのだ。

「おおーう」

　鍋なべ島しまの機き竜りゆうも竜砲を放てるが、こっちは人工、向こうは天然。向こう、何となく出力が弱いような気もするが、鍋島の機竜の竜砲よりもコシがあるように見えて不ふー思しー議ぎー。

　直ちよく撃げきする。

　だが、浅野は、炸さく裂れつした光を見てこう思った。

　……清ー正先せん輩ぱいっーてさ。

「あのー槍やり？　もう一ー本ー持ってーたよね」

　言った直後。竜砲が空に割さかれて破は裂れつした。

　清正がもう一本のカレトヴルッフを抜き打ち、竜砲を貫つらぬいたのだ。
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　一いつ瞬しゆんの中で光が散り、二体の地竜が吹き飛んだ。

　打だ撃げきを放ったものも、竜りゆう砲ほうを放ったものも、どちらも顎あごへと一いち撃げきを受けた。

　打撃の地ち竜りゆうはのけぞり、竜砲の地竜は砲ほう撃げき用に開けた下した顎あごを、正面から打撃された。

　結果として、前者は後ろへと倒れ、後者は顎から身を丸めるように打ち抜かれる。

　二体は街かい道どうから外れ、周囲の木々を薙なぎ倒す。

　木が容易たやすく断だん裂れつし、夏の葉は群むれが重く波なみ飛沫しぶいた。

　対し、それでも竜は動いた。

　初めにカレトヴルッフの一発を受けた一人が、竜砲の仲間に支えられていた身を起こし、

『やるじゃねえか……！』

　その全身を、飛びかからせる動きで前に振ろうとした。

　瞬しゆん間かん。彼の額ひたいに、遠くから飛んできたものが刺さった。

　扇せん子すだ。

　お、という反応でのけぞり、地竜が動きを止めて扇子を目に捉とらえた。そして、

「おーい、アンタ達、あたし達に気を遣つかってくれてるのは有あり難がたいんだけどさ」

　森の中から、二つの人ひと影かげが現れた。女。その両方を見て、地竜達が声を上げた。

『海うん野のと望もち月づきか……！』







[image: 第三十六章『合流場所の選抜者』]
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　全くコイツらは、と海うん野のは右の手を前後に振ってみせる。

　……身内と決めると、ホントに身内感強く扱ってくれるからなあ。

　少数種しゆ族ぞく、という面があるからだろうか。それとも、自分達竜りゆう属ぞくこそが真さな田だに住む者達の保ほ護ご者しやとか、そういう感覚があるのだろう。

　有あり難がたい事は確かだ。だが、

「あのさあ」

『ああ？　何だ一体！』

「いや、アンタ達、あたし達がコイツとその一いつ派ぱに負けて真田に来たからって、とりあえずコイツをシメとこうとか、そんな考えなんだろ？」

　それでまた、

「一回シメとけば、真田の中ではあたし達がコイツと対等とか、話もしやすくなるだろうとか、そういう親切な訳わけ？」

　言うと、地ち竜りゆう達三人が身み構がまえた。

『ち、違うわよ！　べ、別にアンタの事を思ってとか、そんなじゃないんだからね！』

『そ、そうよ！　これは戦せん闘とう種族の竜りゆう属ぞくのサガなのよ！』

『そんな風ふうに自うぬ惚ぼれているんじゃないわよ！　調子乗ってると、今度はフォローしてあげないからね!?　いい!?』

　望もち月づきが、ゆっくりとこちらに首を回した。

『──何故なぜ、オネエ言葉なのでしょう？』

「照れ隠かくしが一周しておかしくなったんだろ」

　まあこっちとしても、何となく気き恥はずかしい話だ。

　……昔の事とか、気にしてると、そう思われてるんだろうねー。

　それが正しいようでいて、そうではないとも思える程度にはなっているのだが。

　特に、小お田だ原わら征せい伐ばつ以い降こうは、そんな傾向が強い。だが、

「あー、そっち、アンタもまあ、こっちから突っかけてアレだけどさ」

　視線の先。そこにいるのは、加か藤とう・清きよ正まさだ。

　……ゴツい装そう備びつけてんねえ。

　昔、相あい対たいした時は、カレトヴルッフだけを持っていた。

　相手としては才さい蔵ぞうが当たったが、あれは相対戦というより、総合力として一いつ斉せいの勝負だったため、明確に担当が分かれていた訳わけではない。ただ、佐さ助すけと才蔵が、コイツともう一人、福ふく島しまに分断され、時間を稼かせがれた。

　カレトヴルッフも、あの時は光こう撃げきを出さなかったので、随ずい分ぶんと手を抜かれていたか、

　……否いな、あれからコイツも、実力を伸ばしたんだろうさ。

　装そう備びが違う。ならば、コイツも当時は今よりも、未み熟じゆくだったのだ。

　ただ、と海うん野のは、息を吸ってから相手に一歩を踏んだ。

　近寄る、というよりも、見るために距きよ離りを寄せる。

　五メートル。手の届かない位置であり、歩を進めれば触れられる。そんな距離で腕を組んで見れば、

「アンタさ」

　言うと、清きよ正まさが振り向いた。

　視線には警けい戒かいがある。いつでも動けると、そういう構えだ。

　だが、海野は、そんな清正にある事を思った。そしてその思し考こうを、口にした。

「アンタ、……そんなカリカリしてる人だったっけか」
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　清正は、海野に言われて気付いた。

　自分のした事は、どうだったろうか。

　対応しなければこちらは死んでいたに違いない。一応、カレトヴルッフには、打だ撃げき転化用の術じゆつ式しきも掛けてあるので、気き遣づかいが無い訳わけでもない。

　言い訳はある。が、その始まりは、こちらの一発からだ。

　向こうの暴ぼう言げんに対し、赦ゆるせないと思い、カレトヴルッフの一いち撃げきを放ったのだ。

　しかし、今になって思う。

　……向こうの方の暴言って……。

　目の前の地ち竜りゆうは、こう言ったのだ。こちらを敵扱いにはしないという素そ振ぶりを見せて置きながら、

　……──敵としては、やはりあの福ふく島しまとやらの方が有りだろう、と。

　福島。

　ここにいない人。

　ひどい人。噓うそ吐いた人。誤ご魔ま化かそうとした人。

　だけど彼女を戯たわむれに敵視しようとするならば、

「────」

　私は一体、何を怒っているのでしょう、と清正は思った。

　あれだけ、言いたい事言って、泣いて逃げて、でも、

「う」

　すぐにこれだ。
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　海うん野のの視線の先。清きよ正まさが、不ふ意いにカレトヴルッフを横に立ててから、顔を手で覆おおった。

　……え？

　流れ的に、いきなり何が生じたのか解わからなかった海野だが、

「え？　おい、ちょっと」

　と前に手を伸ばした瞬しゆん間かん。背後の地ち竜りゆう三人と、向こうで倒れていた草食系けいが起き上がり、

「泣かしたあ──!!」
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　地竜が指さし付きの猛もう抗こう議ぎに入ったのを海野は察した。

『おい海野！　何を泣かしてんだよ貴き様さま……！』

『うっわ、引く！　引くね！　近づいただけで泣かすとか海野怖こえ──！』

『やっぱ夕ゆう刻こくの森の中からヤンキージャージ女が出てくるとか、普通泣くよな』

「ア、アンタ達だってさっき怪かい獣じゆう大決けつ戦せんやってたじゃないか!!」

『ええ～。怪獣じゃありませえん。竜りゆう属ぞくの地竜でえす』

　この野や郎ろう、と思っていると、草食系がこちらに駆かけ寄ってきた。それはこちらを指さし、

「こら！　お前、羽は柴しば様のところのお客様に何してやがんだ！　──あ、どうもすみませんすみません。うちの草というかいやまあ何かちょっと派は手でな女が今メイク落としてるせいか酷ひどい事言ったでしょう。さあ、ここは僕に任せて貴女あなたは──」

　その額ひたいに、望もち月づきが高速で投げた表示枠サインフレームが突き刺さる。

『本日の仕事メニューです。こなしてないと判はん断だん出来ますので行って来て下さい』

「な、何だお前！　総そう長ちようを使いっ走りにする気か！」

『──いえ、総長の活かつ躍やくを皆が待っているので応こたえて欲しいだけです』

　望月のこんな凄すごい作り笑顔は初めて見るわあ、と思った海野だが、向こうには通じたらしい。草食系は一度身を回し、

「ほう！　じゃあ部ぶ下か共を助けにちと行ってやるとするか！　──おい、お前！　こっちのお客様、丁てい重ちように扱うんだぞ！　いいな！」

「Ｔｅｓテス．Ｔｅｓ．、とっとと行って下さいよ──」

　おう、と応じて走って行く姿すがたは意い外がいに速い。否いな、いつも〝意外〟を感じる程度の能力はあるのだし、いつもがいつも過ぎるのだろう。

　しかし問題は、こちらの方だ。

　泣いていた清正が、涙を拭ぬぐうシークエンスに入っている。とりあえずこちらの声は聞こえそうだと、そう判断した海野は、

「あー、こっち、こっちだけどさ」

　上。真さな田だの町と真田教きよう導どう院いんのある方を親指で示し、

「とりあえず、茶ちやでもする？」

　言うと、背後から望もち月づきの声が飛んできた。

『海うん野の様、──ナンパですか』
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　とりあえずお茶から、と思っていたミトツダイラの思おも惑わくは、一いつ瞬しゆんで覆くつがえされた。

　青せい雷らい亭てい本ほん舗ぽ。王の実家だ。昨今、自分達もここに住まう流れになって、荷物なども持ってきたのだが、

「……随ずい分ぶんと変わりましたわねえ……」

　寝室兼けん部屋として宛あてがわれていたスペース。元は王と喜き美みの部屋というか、カーテンの仕切りがあった場所だ。どちらかと言えば喜美が部屋を開放してスペースを作ってくれていたが、

「横にあった開かずの間も壁を外した訳わけですね」

　浅あさ間まが踏み込むのは、カーテンで仕切られた広いスペースだ。

　そこに限らず、全体、簀すの子この上に畳たたみが敷しかれており、畳三さん畳じよう程が天てん井じようからのカーテンで部屋型に区切られていた。これがそれぞれの部屋扱いで、更さらには部屋の中央を左右に横切るようにカーテンがまたあるのは、

「廊下側のカーテンを開けている際、プライベートを守るためですのね」

　着替えや、勉強などにいそしみたい時、という事か。

　ならば基本は、廊下側のカーテンは開きっぱなしか出入り自由で、奥のパーティションと手前の空間を庭のように使えという事になる。

　あ、と浅間が声を上げた。

　奥の空間。簀の子が無く、落ちたスペースがあるのだが、その床が外せる作りになっていた。上には棚たなを仕掛けられるフックもあるし、

　……横をドレッサーにして、……いえ、横は下した着ぎや日用品で、ドレッサーは天井からのハンガー、制せい服ふくや日常の服は──。

「フフ、何だか随ずい分ぶんと脳のう内ないリフォームが始まってるわねえ、二人とも」

　後ろから肩に肘ひじを乗せられて言われると、図ず星ぼし過ぎて癪しやくに障さわる。

　喜美の腕を剝がして一ひと息いき。彼女に問うべきは、

「これ、御お母かあ様さまが？」

　いきなり喜美が表示枠サインフレームを開いた。

　彼女は表示枠を通つう神しん設定にして、青雷亭ブルーサンダーと繫つなぎ、

『母さん！　ミトツダイラが母さんの事を〝義母かあ様さま〟だって！』

『よいよい、よいよ──』

　ハイ！　と喜き美みが浅あさ間まに表示枠サインフレームを向ける。

「アンタも！」

「え？　え!?　あ、いや、その」

　浅あさ間まが表示枠に頭を下げ、

『お、御お世せ話わになります……』

『ははは、これはこれでありだね！　浅間君に言っておかないと！　智ともちゃんうちで貰もらっちゃうからねって……！』

「ハイ！　じゃあ最後、ホライゾン！」

『──店てん主しゆ様、今夜の仕込みはどう致しましょうか』

　即そく答とうであった。

「さ、流石さすがですわねホライゾン!!」

　フ、とホライゾンが両の親指を上げて見せた。

「何事も平常心と計画性。それがスーパーホライゾンの特とく徴ちようです」

「スーパー？」

『大罪武装ロイズモイ・オプロ的にパーフェクトまで後二つ。大体そんなところではないでしょうか。

　あと、──店主様、今夜の仕込みの方、両腕うでを出しましょうか』

『うーん、前にやって貰った時、明かりもつけずに両腕が小こ麦むぎ粉こペッタンペッタン練ったり薪まきを割ってるのが近所の人に目もく撃げきされて卒そつ倒とうされてねえ』

『Ｊｕｄジヤツジ．、明かりをつけた方が良さそうですね』

『ああ、そうしてくれる？』

　もっと被ひ害がいが広がらないだろうか。だが、

『気に入らない部分あったら言ってくれる？　伊達だてに表ひよう層そう部ぶで店持ってないからさ。ちょっと年とし甲が斐いもなくハシャいじゃってるのもあるしねえ。──何なら二階を設けてもいいよ』

『い、いえ、そこまでは』

『いずれ贅ぜい沢たくしたくなるって。うちだって元々はもっと狭くていいか、って感じだったんだからね。慎つつましさはつまり平均より抑えてるって事で、いずれは元の楽になっていくよ』

　そういうものだろうか。ただ、

『お互いの遣やり取とりも、これからそうなっていくよ』

『……遣り取りって、会話とか、付き合いですの？』

　そう、と相手は頷うなずいた。

『言いたい事が言える仲と、言わなくて良い事を言える仲は違うってね。前者は両者のバランス。後者は言われる側の我が慢まんだけ。それと同じ。──慎ましさを忘れて前者になるか後者になるか。何もかも言えないのは間違ってるというなら、聞きたくない事を聞かされるのだって間違ってるだろう。言いたい事と聞かされたくない事の、要はバランス、これは別に会話だけじゃなく、距きよ離りとかいろいろね。忘れないように』

　あ、と浅あさ間まが顔を上げた。今の向こうの言葉に対し、

『〝必要な事〟は〝言わなくて良い事〟とは別なんですね』

『智ともちゃん細かいねえ』

『いえ、私、どっちかっていうとそっちの担当なんで……』

　苦労掛けるねえ、と向こうが言うと、こっちもそんな気分になる。

　横、ホライゾンが腕を組み、

「浅間様には苦労をお掛けしますね」

「うん……、何か覚かく悟ごは出来てきてるので、まあ、何とか……」

　Ｊｕｄジヤツジ．、とホライゾンが頷うなずき、右の手を振り上げた。

「じゃあ、部屋の位置はジャンケンで」
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　部屋割りはジャンケン。

　ホライゾンのいきなりの提てい案あんに、え？　と浅間が思った瞬しゆん間かん。喜き美みが反射した。

「ハイ！　最初はパグ──！　そのまま！」

　初めの音に吊つられてパーを出したのがいけなかったのか悪かったのか。

「喜美」

　ミトツダイラが、半はん目めで言う。

「パーからグーに行ってそのままだと、後の方に反応したのが負けですのよ」

　ミトツダイラはグーだ。喜美も同じ、自分はパーだから二人に勝っているが、

「ではホライゾンの勝利ですね」

　チョキを出しているホライゾンについては、言った者勝ちな気がする。

　結果、トーリの部屋に近い位置からホライゾン、自分、ミトツダイラ、喜美となり、

「とりあえず一週間コレで。──その後、ローテーションやジャンケン決めなどで定期的に位置を変えていきましょう」

「どうしてですの？」

「Ｊｕｄ．、ホライゾンが片付けを面めん倒どう……、皆さんの気分転換と空気の入れ換えです」

　自分としては、やる事リストに追加項こう目もくを増やすしかない。

　ただ、そのようにしてお互いの位置を決め、荷物を運び直して、仕切りとなるカーテンも閉めてみると、

　……おおう……。

　いつもと違う生活が始まったという感覚が、一気に来た。
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　浅あさ間まは、それぞれのパーティションの状況を表示枠サインフレームで確かく認にん。青せい雷らい亭てい本ほん舗ぽの内、家か屋おく側の統とう括かつ加か護ご状況を示す住人用表示枠の中では、自分達のいる空間も、それぞれの空間も、しっかり登とう録ろくされている。

　加護類はオープン状態のものが確認可能。使用流りゆう体たい量りようなどが月間予測まで見える辺り、葵あおい家けでは各員の家での生活がどのようなものか自覚させてきたという事だろう。

　自分としても、一家庭の設定を基き礎そとしたこういう表ひよう示じを見るのは希まれだ。浅間神じん社じやでは仕事の関係などもあり、出力系けいは限定解除になっているから、

　……あれ？　だったら私の管かん轄かつで、ここもそうしてしまえるんですよね……。

　ただ、公共料金が一気に無制限となると、葵家側は丁てい重ちように断ってくる気もする。この辺りも慎つつましさと云うん々ぬんという辺りか。とはいえ、いずれ話し合っておいた方がいいだろう。

「うーん」

　浅間は唸うなる。手元に表示枠を置いていろいろ考えるが、どう見てもこの思し案あんは単なるポーズ。現状に対する自分の落ち着きを、無む理りに作ろうとしているがゆえだ。

　横。ホライゾンの側からは、カーテンを腕の形で揺らして何か行われているようだが、大だい丈じよう夫ぶだろうか。時とき折おり、カーテンの凹おう凸とつが腕の形で天てん井じよう近くまで這はったり跳ねたりしていて、何だか夢のリフォームが行われているのは解わかる。

　……あ、音声遮しや断だん入れてますね。

　表示枠の中、皆は外へ音を漏もらさないようにしている。この辺りの術じゆつ式しきを提てい供きようと設定したのは自分なので有用有あり難がとう御ご座ざいますという感じだが、

「さて」

　荷物の籐とう籠かごカートを広げもせず、夏服で畳たたみに座り込む。

　……うわ──。

　浅間神社を、これから実家扱いにしていい。というか、そうなるのだ。

　新しい畳。よく考えると浅間神社の部屋は、畳も父の代からのものだったろうか。ひょっとしたらそれ以前からかも、と考えるのは、微び妙みようなホームシックなのだろうか。

　とりあえず寝ね間ま着きは出そうと思う。あと、あれだけ散々に〝無防備〟呼ばわりされたのだから、一応今回は下した着ぎというか、浅間神社のそういうのを持ってきております。

「それと制せい服ふくの替え……」

　あ、と浅間は思った。今は夏休みなのだ、と。

　このところ、公務が続いて鈴すずの湯ゆ屋やと生徒会居きよ室しつを往復し、時折に浅間神社に寄るような生活が続いていたから忘れていた。

　業務のための巫み女こ服ふくもあるが、私服もある。ちょっと無む理りして浴衣ゆかたも詰めてきた。

　……なんだ。

　私、結けつ構こう、その気で来てますね。

　ゆえに一ひと息いきを吐き、浅あさ間まは窓まど際ぎわに置いてある布ふ団とんに膝ひざで寄って、

「と」

　広げる。

　そして思い切って寝ね転ころがる。

　ここで見上げる天てん井じようが、これから毎朝見る風景。

　先日、ここに来て泊とまった時は、皆と雑魚ざこ寝ねで距きよ離りも近かった。だから何となく、いつもの御お泊とまり会のような、遊び気分もあったのだが、

「うん」

　居場所を貰もらった。そんな感覚が、急に来た。

　浅間神じん社じやからここに、移ったのではない。だってあの場所には何時いつでも帰れる。父がそう言ってくれたし、自分もそう思う。

　ならば、新しい居場所が、自分に増えたのだ。

「────」

　布団敷しいて寝っ転がっただけでそんな事を思うとか、今日きようの自分ちょっと凄すごいですよね。

　でも、と浅間は思った。

　自分は、ここに来たのではない。

　ここに、いるのだ。

　否いな、ここにもいると、そう言うべきか。

「ですよね」

　手を天井に伸ばす。両の手。照しよう明めい術じゆつ式しきの光を摑つかもうとして、指は空を握る。

　だが、今日、ここで今思った事は、ずっと憶おぼえていようと、そう思った。

　浅間神社の跡あと取とり娘むすめ。そして武蔵むさしの神しん道とう第二位で、父に続く代表でもある自分。

　それが、浅間神社以外にも居場所を得られるのだ。

　……なんだ。

　浅間は、何となくこう思った。もっと自分は気楽で良いんじゃないでしょうか、と。

　だから息を吸い、胸むな元もとを緩め、力を抜く。

　これからどうしようか。御お夕ゆう飯はんがある。用意をしようか。だけど彼がするならホライゾンに任せた方がいいとも思うし、だとしたらお風ふ呂ろ。つまり禊祓みそぎ系けいは自分の仕事。掃そう除じと給きゆう湯とうはよくある操そう作さ系の筈はずで、だから──。

　うん、と浅間はそこまで考えて一ひと息いきを入れた。

「する事、多いですね」

　笑えみが漏もれた。そんな己おのれの感情に触れるように、頰ほおに手を当て、

「たくさん、してあげないと」

　言った。その時だ。

「──浅あさ間まは服を乱し、布ふ団とんに寝ね転ころがってこう言った。〝たくさん、してあげますね〟と」

　聞こえた声に、はっとして浅間は身を起こした。

　廊下側のカーテンから、ナルゼとナイトが顔を出していた。
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　横のパーティションから〝ぅひ〟とも〝ぉお!?〟とも聞こえる声に、ミトツダイラは首を傾かしげた。

　いろいろと荷物を広げたり、棚たなの設置などを確かめるため、こちらのパーティションの音は外に漏もらさないようにしているが、

　……未設定だと、設定している側にも漏れますのね──。

　浅間が未設定で、相変わらず無防備過ぎる。さっきから、布団敷しいた上で衣きぬ擦ずれと何か小さく呟つぶやいている声が届いてきて、

　……な、何してますの!?

・現役娘：『ネイト！　聞きましたわよ！　貴女あなたの王の御ご母ぼ堂どうを〝義母かあ様さま〟呼びしたんですのね!?　これで晴れて私の事はママンと子供の頃ころのように呼んで区別を──』

　叩たたき割った。何処どこから情報がもれたんですの、と思うが、喜き美みがアドレス交換してるだろうし、王の母もあれはあれで結けつ構こう保ほ護ご者しや付き合いとか大だい事じにする方だとも思う。

　……逃げ場ありませんわ──。

　しみじみ思うが、とりあえずいろいろな方針は見えてきた。

　パーティション、カーテンは結構窓まど際ぎわに寄せられる。だとすると、他はどうか知らないが、自分の方では廊下側は常に半分程開放状態にして、それぞれの行き来や会合場所にしてもいいのではないかとも思ったりする。つまりはいつもの御お泊とまり会の空気だ。

　きっと隣となりの浅間もそうなのだろうが、カーテンの仕切りとはいえ、閉じてしまうといろいろ物思いに耽ふけりもする。

　それが必要な時もあれば、無害な時も、不必要な時もある。

　今はどうでしょうね、と思いながら、ミトツダイラは隣から聞こえてくる声に対し、こちらも消音結けつ界かいの加か護ごを解いて言った。

「──一体何ですの、ナルゼ。また我が王の手配が何かありましたの？」
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　ナルゼは、ミトツダイラが横のカーテンを開けて来たのを見て、こう思った。

　……随ずい分ぶんと堂どう々どうとしたもんねえ。

　照れのようなものはあるのだが、隠かくそうとはしていない。目の前であたふたしている巫女みこはそこらへんがまだまだで、相変わらずの不ふ意い打うちに弱い。

　ただ、ミトツダイラがカーテンを開けると、向こうから喜き美みが、こちらからはホライゾンが同じように場を広げてくる。

　恐らくは四つに分けられたパーティションが繫つながり、横長のフロアが出来た。

　ホライゾンが、ふむ、と浅あさ間まを見て、

「浅間様、布ふ団とんを敷しいて、既すでに臨りん戦せん態勢とは……」

「い、いえ、違いますよーう。これは単に一休み感覚したかっただけですよーう」

　へえ……、とミトツダイラが半はん目めで呟つぶやいた。

「その割には、何だかくねくねしてる音とか声が聞こえてましたわよ？」

「い、いえ、いろいろ環かん境きよう変化の物思いってあるじゃないですか！　それで、ええと──、ホライゾンもカーテンで泥どろ棒ぼう猫ねこしないっ……！」

「からかわれてるんだって気付きなさいよ」

　だよねえ、と上から顔を出しているマルゴットが言う。

「──でもホライゾン、元の部屋はどうしたの？　確か、多た摩まの地下二階だったよね」

　問うた先、ホライゾンが動きを止めた。

　彼女はややあってから、眉まゆを歪ゆがめ、顎あごに手を当て、妙みような汗あせを搔かきながら、

「……？」

　何か空中に、右から左へとものを移動させるジェスチャーを始めた彼女に、マルゴットも鈍い汗を搔きながら手を振る。

「あ、いや、そんな真剣に考えなくていいから。というか結けつ構こうそのまま来た？」

「まあ大体の必要物は、後ろの空間に入れておりますので」

　便べん利り過ぎるわ……、と思うが、自分達も魔ま女じよ服ふくなど棺かん桶おけ式で別空間に持っているのだから、あまり人の事は言えない。

　とりあえず、という形でホライゾンが自分のカーテンをチラ開けすると、カーテンの前に立てられたポールとフックには、

「──とりあえず宗むね茂しげ砲ほうから最新の傲ごう慢まんと虚きよ栄えいまで並べてみました。寝る前など、椅い子すを揺らしながらコレクションを眺ながめて悦えつに浸ひたるのも有りではないでしょうか」

「その一室だけで国こつ家か戦力分の武ぶ装そうが揃そろってるわ……」

　あの、と浅間が声を作った。右手を挙げた上で彼女は問うてくる。

「何でナルゼとナイトが？」

「あら、御お邪じや魔まだった？」

　問うた先、浅間が即そく答とうを避けた。ややあってから、

「──ここはうちの境けい内だいじゃないですよ」

　いい返答だ。

　……ここは浅あさ間ま神じん社じやの自室と同じって事ね。

　ホライゾンも、ミトツダイラも、同様なのだろう。奥で喜き美みが小さく笑っているのが、家や主ぬしの余よ裕ゆうと言ったところだろうか。

　ただ、魔女テクノヘクセンとしては満足な答えが聞けた。だから、

「そうね。今度はノック出来たらするから、呼よび鈴りんの加か護ごか何か掛けときなさいよ」

　そして、

「ネシンバラが原げん稿こう間に合わないとかで、ちょっとそこの店てん舗ぽ使って徹てつ夜や作業する事になったのよ。私達はアシスト。──アンタ達はどうするの？」







[image: 第三十七章『秘匿現場の作り手達』]
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　正まさ純ずみは、ツキノワに表示枠サインフレームの整理をさせながら夜の町を歩いていた。

　武蔵むさし野の。青せい雷らい亭てい本ほん舗ぽに向かうところだ。場所としてはもう向こうに見えている位置で、

「こっちは今後の流れを話したいところだが、あいつら同どう人じん草そう紙しの追い込みとか……」

　……夏休みだってのに生き急いでないか。

　思っている間に、まだ明るさの残る夜空がゆっくりと回っていく。

　今、武蔵むさしは期末テストで破は壊かいされた艦かん上じようなどを修復しつつ、水み戸とへと移動中だ。

　江え戸どの北側。ミトツダイラの所しよ領りよう地ちであり、奥おう州しゆうの入口。そして関かん東とう諸しよ家けを周辺に置く場所には、武蔵専用の浮ふ上じようドックである有あり明あけが存在している。

　補ほ修しゆうの大体は済ませているが、関東諸家に対して夏休み中も可能な公務を行い、最終的な整備の仕上げを有明で行おうというのだ。

　安あ土づちも補修を続行するし、

「毛もう利りは関東から六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズに帰き投とうか」

　振り向くのは南側。

　今、そこに光の集まりで出来た水平線が存在していた。

　毛利艦かん隊たいだ。武蔵からの輸ゆ送そう艦かん群と、まだ飛行出来るものの内、基き準じゆん速度が出せる艦を選抜して作られた艦隊だが、数としては充分に空の大部分を占める。

　狩猟館パンシヨン・ヴエルサイユなど主力艦クラスは、浮上能力が無ぶ事じな輸送艦を曳えい航こうしている。

　どの艦も明かりをつけ、今晩は不夜の騒さわぎで西へ向かうのだろう。途と中ちゆう、三み河かわ湾わんの南を大回りに行くため、明日あしたいっぱいは洋上を移動するとも聞いた。

　……凱がい旋せんか。

　国自体が艦であり、本ほん陣じんでもある武蔵には、無いものだな、と正純は思った。

　戦せん勝しようの祭はあるが、本土に帰って迎えられる、という状況は武蔵にはない。否いな、

「有明が、まあ、そんな感じと言えばそうか」

　よく考えたら、三河がそういう土地になっていた筈はずなのだ。でも元もと信のぶ公こうが歓かん待たいしてくれるというのは、それはそれで何か濃いな……。否、太陽王ロワ・ソレイユでもそれは同じか……。

『おい、武蔵副ふく会長、──本ほん多だ』

　いきなりに、表示枠が来た。見れば浅あさ間まからの中ちゆう継けいで、輝てる元もとが映っている。

　彼女の画が像ぞうが逆ぎやつ光こう気ぎ味みに見えるのは、あの光の水平線にいるからだろう。表情はよく見えないが、口の端はしを上げているのは解わかる。そんな気がする。だからこちらも、

『上じよう機き嫌げんで何よりだ、毛利・輝元』

『そう見えるなら何よりだ。こっちは帰投したら備びつ中ちゆう高たか松まつ城じようの講こう和わを長引かせないといけねえしな。──そっちはどうだ』

　探りか、と思ったが、それも含みで彼女の気き遣づかいだろう。だから、

『これからパン屋で同どう人じん草そう紙しの追い込みだ』

『漫まん画がばっか読んでると馬ば鹿かになるぞ』

　……コイツにそんな説せつ教きようされるとは思わなかったなー……。

『まあ気にするな。多分、お前のもあるぞ』

『ああ、歴史漫画か、だったらいい』

『Ｊｕｄジヤツジ．、広義の歴史漫画だな。許可が出たとナルゼに言っておこう』

　それで、だ、と正まさ純ずみは口を開いた。

『十五日前後にはそちらに行く』

『──ここに残ざん留りゆうじゃねえのかよ。方法は』

『頭の悪くなる方法だ』

　言うと、輝てる元もとが半はん目めになった。

『……さっきから隠いん語ごで喋しやべってるか？　お前』

『否いな、基本、事実だけで喋ってるつもりだが。──まあそちらの方、一部利用させて貰もらうかと思う。うちの第五特とく務むが、そちらの副ふく長ちようの実家に調査とか、そんな事も提てい案あんしていてな』

　羽は柴しば十じつ本ぽん槍やりの一人、糟かす屋やが持つ装そう備びが、〝聖なる小娘ジヤンヌ・デ・アーク〟由ゆ来らいかどうか。ミトツダイラとしては、敵となる相手の出しゆつ自じが、自分のものと関わっているのかどうかが知りたいのだろう。相手の一いち族ぞくが、人狼ルウガルウ種しゆ族ぞくのどの家か系けいになるかが解わかれば、対たい処しよもしやすいだろうし。

　ゆえに一度、人狼女王レーネ・デ・ガルウの実家。その納な屋やに行けば解ると言う。

　……どうせ皆で、泊とまり込みの遊びだろうなー……。

　間違いなく、今、本ほん舗ぽで騒さわいでる連れん中ちゆうは同行だ。だから、

『夏休み、する事が多いな』

『同感だ。だがまあ──』

　ハ、と輝元が息を吐いた。

『成果を踏み台にしての多た忙ぼうだ。失しつ墜ついの取り返しの多忙じゃねえ』

『出来れば敵にならない事を祈ってるよ』

『お互い様だ』

　言われて、ふと、正純は寒さむ気けを感じた。

　今の輝元の一ひと言ことは、こちらを敵として見み据すえた事があるからこそだ。

　そしてまた、平然と言われたと言う事は、虚きよ栄えいも何もそこには無い。

　今、戦争をしようと思えば、出来る。

　そんな雰ふん囲い気きを、正純は輝元から感じた。

　……何ともまあ……。

『次に会ったら、敵か？』

『敵としての要件満たしてたら敵だろ』

　Ｊｕｄジヤツジ．、と正まさ純ずみは頷うなずいた。

『じゃあそうなるまでは、宜よろしく頼む』

　おお、と向こうが手を上げた。

　こちらも手を上げる。歩きながら、夜の町で、こちらの言げん動どうを理解しているのはツキノワだけだろう。他、ちらほらと行く人達が、手を上げたこちらを見て、

「ひ……！　あれは戦争発動のポーズ……！」

「まずい……！　何かが始まるぞ……！」

「まさか誰だれも止める者がいないここで羽は柴しばに宣せん戦せん布ふ告こくを……！」

　私の人じん望ぼうどうなってんだろうなあ、と思うがこれで何も起きなければ彼らの恐きよう怖ふ心しんへの逆証しよう明めいになるだろうか。

　ともあれ正純は、輝てる元もとに言った。

『そろそろ出しゆつ航こうか。帰ってとっとと寝ろ』

『お前こそ、夏休みくらいは外出て遊べ』

　痛い処ところをついてくる。だが、自分も向こうも、共に手を下げ、同時にこう言った。

『またな』

　表示枠サインフレームが消える瞬しゆん間かん、輝元が歯を見せた。

　自分は相変わらずの仏ぶつ頂ちよう面づらだったろう。何となく小さな負けを感じもする。

　ただ、一ひと息いきを入れると、

「お」

　遠くから、警けい笛てきの音が聞こえてきた。

　毛もう利り艦かん隊たいだ。輸ゆ送そう艦かんや主力戦せん艦かんの警笛を喇らつ叭ぱのように響ひびかせ、短い曲を奏かなでていく。投とう光こう術じゆつ式しきの振り回しも見える辺り、

「暴ぼう走そう族ぞくかよ」

　苦く笑しようが漏もれるが、それだけではなかった。

　大だい音おんが、足あし下もとと思える位置から鳴ったのだ。

　武蔵むさし全艦。

　八艦全てが、警笛を大きく鳴らし、南に応こたえたのだ。

　周囲からは物音が消え、近くの建物の扉とびらや窓、茅かや葺ぶきやスレートの屋や根ねが震しん動どうし、埃ほこりを舞い上げるのが見える。

　恐らくは〝武蔵〟の独断。ならばこれが空を行く船達の流りゆう儀ぎという事か。

　そして収まる音を耳にして、正純は南に背を向けた。

「────」

　正面。そこには明かりを灯ともした馬ば鹿かの家がある。青せい雷らい亭てい本ほん舗ぽ。このところ、夜に来る機き会かいが多い気がするな、と思いながら、

「おい、来たぞ。何やってんだ」

　正まさ純ずみはドアを開け、中に入った。
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　現場の仕切りはナルゼの仕事だった。

　とりあえず、ネシンバラには原げん稿こうをアップさせなければならない。だからコイツはドーピングしようが自動筆ひつ記きさせようがストレス散らしに通つう販はんしまくろうが、とにかく何もかもを原稿執しつ筆ぴつに向けさせなければならない。

　そして自分は、天てん井じようの梁はりから膝ひざ裏うらでぶら下がりながら魔術陣マギノフイグーアを開き、

「点てん蔵ぞうとウルキアガは補ほ助じよ役！　メアリは私達用の御お菓か子し作りに専せん念ねんして浅あさ間まは私達用の夜食と差し入れに専念してミトツダイラは銀ぎん鎖さで雑用だけど片付けとか買い出しとか結けつ構こういろいろあるわよ。アデーレは鈴すずと一いつ緒しよに校こう閲えつ待ち。成なる実みと誾ぎんは交代要員だから基本知ち識しきとして動どう画がでも見て置いて立たち花ばな旦だん那なもそんな感じで。他はこれからネシンバラの書いたメモとか使って通神帯ネツトの宣せん伝でんページと瓦かわら版ばん作るからあっちで作業。あと、喜き美みはテキトー、ホライゾンは総そう長ちよう達の夜食と御菓子を作っておいて。総長はそこで体育座り。正純は政治の話しなさい」

「お、おい！　黒マル、オメエ、何か今、一カ所だけ格かく差さあったぞ！」

[image: ]

「トーリ様、そうまで言うなら、ホライゾンが格かく差さを埋めるよう努力いたしましょうか」

「い、いや、フツーで！　フツーでいいです俺おれ！」

「というかキヨナリ、この動どう画が、始まってから口しか動かないんだけど、面白いの？」

「姉が出ているだろう……！　よく見るんだ……！」

　早さつ速そくやかましい。だが、眼がん下かを見れば正まさ純ずみが手を振っている。

「……何やってんだコレ」

「ああ、ネシンバラがもう何か小しよう説せつ間に合わないって言うから、設定資料みたいなのを出して茶ちやを濁そうとしてるのよ」

「ち、違うよ！　これは紙面上で遊べるゲームだよ！」

　ああ、と正純が頷うなずいた。

「何か小しよう等とう部ぶで流行はやってるな。ルールに基づいて行動宣せん言げんとかするアレだろ。何かダンジョン入る前に皆が毒どく薬やく作ってダンジョンの水すい源げんを汚お染せんしたりとか、水路をダンジョンに結びつけた上で鍛冶かじギルドの重金きん属ぞく汚お物ぶつ流し込んだりとか、ダンジョン周囲を長期間焼き払ってダンジョン内の酸さん素そを無くしてみたりとか、如何いかに無む傷きずで敵を全ぜん滅めつさせるか競うゲームだよな。

　敵側とそういう面での条約結んでないからやりたい放ほう題だいだが、あれ、敵の大たい将しようはもっと事前交こう渉しよう必要だろうし、コネがいる事を教えてやらんと」

「な、何かゲームに対して大人おとなげない意見が来てるよ！」

「第七艦かん隊たいが何か言ってるわ」

　ただ、こちらとしては皆が作業に入った後は、基本、監かん視しだ。

「ガっちゃん、挿さし絵えとか描かないの？」

「シェイクスピアに悪いわ」

「シェイ子、挿絵描かないじゃん」

「だから尚なお更さらよ」

　そうね、と、下で音おん響きよう術じゆつ式しきを広げ、個人用のヘッドホン型と全体用の音響表示枠サインフレームを展開していく喜き美みが言う。

「自分の出来ない事をやられたら、もう手が出せないものね」

　その通りだ。だから問うてみる。視線の行く先は、

「──浅あさ間まやミトツダイラ達はどうなの？」

「さ、さっきから食いつきますね……!?」

「やあねえ、ネルトリンゲンの前辺りから食いつきまくってるわよ」

　言うと、下でそれぞれの椅い子す位置や、動線の確保を銀ぎん鎖さで始めたミトツダイラが振り向いた。彼女は、馬ば鹿か達が座っている椅子ごと、その位置をズらし、

「出来ないけど必要な事は、任せますわ。──何でも自分が出来て独どく占せんしたいとは、思いませんのよ。無む理りすればパンクするだけですものね」

「でも、もし、別の誰だれかが出来る事で、総そう長ちようが喜んだ場合、どうするの。その時総長は、アンタの事見てないわよ」

　狼おおかみが王を見た。

　王が、机の上にあるものを、横に置き直すジェスチャーをして見せる。

　それはそれ、という事だろう。そして、

「ネイトが俺おれの前にいる時は、俺もネイトもお互い見てんぜ」

「──ですわよね。まずはそれが第一で、大だい事じだというのを忘れてませんのよ？」

　うっわ、とこっちは鼻はな白じろむ。

「やりにくくなったわねー……」

「鍛きたえられましたもの」

　確かに、騎き士しと王という、そんな安定感がある。握った拳こぶしを見せ合って同意されてるような感覚というべきだろうか。

　こっちの思い通りとは別のところで繫つながっている風ふ情ぜい。

　悪くない、と思ってしまうのは、描くネタを感じるからだろうか。

　これはきっと浅あさ間まも同じなのだろうし、ホライゾンとも、

　……というか、ホライゾンが先で、全体かしら。

　見ればホライゾンが、厨ちゆう房ぼうでフライパンに蓋ふたをした。総長が動きを止め、

「オメエ、今、……何を隠かくした？」

「おやおやおやおや、別に何も隠しておりませんとも。ええ、隠し味というなら少々、という処ところではありますが。──あと三分程で全てが明らかになるので、そちらの男性陣じん、三人でジャンケンでもしてお待ち下さい」

「か、勝った方と負けた方、どっちが押しつけられるのか教えて戴いただけぬで御ご座ざるか！」

「馬ば鹿かか点てん蔵ぞう。姉のいない貴き様さまが先だ」

　なかなか阿あ鼻び叫きよう喚かんだ。ただ、ミトツダイラが小さく笑って、

「さっきの質問への答えですけど、──私の場合でしたら、皆で喜べる事をしたり、王が私の事を見ている時、私に出来る事で喜んで戴きますわ」

　そう、とナルゼは頷うなずいた。

「総長、──死んだら駄だ目めよ」

「何か浅間の親父おやじにも似た心配されてるわ俺……。あ、でも、ホライゾン以外は回復スキル持ちだと思うからなー」

「つまりホライゾンのところでガリガリ削けずられて、二人のところで回復ね……」

「な、何をメモとってますのナルゼ……！」

　まあ現地調査というものだ。

　ともあれ現場は動く。ネタもこれから山盛りで有あり難がたい。だとすれば、

「正まさ純ずみ、何か言う事は？　政治担当」
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　メアリは、微び妙みような興こう奮ふんと意い気きを感じていた。何故なぜなら、

　……ここ、改めて見ると、コンロが二つに石いし窯がまオーブンもあるのですね……！

　流石さすがはパンを主とする店。厨ちゆう房ぼうは中央に作業台があり、流しも氷ひ室むろも完かん備びだ。これだけの場があれば、英国にいた時のような食生活が楽に取り戻せるだろう。

　四よ畳じようの現状では考えられない場所だ。

　だが、贅ぜい沢たくはいけないとも思う。自分は亡ぼう命めい者しやで生活の費ひ用ようは彼と二人で稼かせいでいる身。大体ここは一いつ般ぱんの住居ではなく、店てん舗ぽなのだ。

　こういう場所も可能だ、と捉とらえて置くのがいいのだろう。後は、

「──でまあ、大体の流れはそんなところだ。関かん東とう諸しよ家け回りが主だな」

　正純だ。彼女が表示枠サインフレームを開いて、現状から有あり明あけ入りまでの予定を並べていた。

　こちらとしては、氷室を見たところ、ジャムと牛乳が余っていたようだったので簡単なプディングを作ろうと思っている。でもその前に今すぐ出せるものが必要なので、練った小こ麦むぎ粉こを薄く伸ばしてシート状に切り、上にジャムなどを仕込んでから筒つつ状じように丸めてオーブンに入れておく。作業台が広いと、シートを幾いく枚まいも並べられて作業が楽だ。大量にいける。

　後はプディング。こちらも作るのは簡単なので、手て捌さばきに集中しながらでも、

「正純様、──では、すぐに有明に入る訳わけでは無いのですね？」

「Ｊｕｄジヤツジ．、補ほ修しゆうの殆ほとんどは武蔵むさし内にある補修材で済むらしいから、まずソレだ」

・煙草女：『有明って言っても、関東IZUMO。武蔵はIZUMOの手によるもので、提てい携けいしていても、同一じゃなくてさ。有明で修しゆう理りしたら有明に修理費用を払わないといけないのさ。

　以前みたいに、かなり派は手でにやられていて早期復帰に協力態勢が組まれれば別だが──』

・副会長：『計上して貰もらったところ、今回の補修は武蔵むさし野の中心。破は壊かいされたのも基本船せん殻かく部ぶと橋きよう状じよう艦かん橋きようが主だから、左右一番艦にある居住区く画かくのストックを出せば済む。橋状艦橋は内部機き構こうの調ちよう整せいがいるらしいが、その部分は流石に有明で行うようだな』

　メアリは、二人の説明に頷うなずいた。横で厚あつ揚あげの調理と茄子なすを割り始めた浅あさ間まが、

「自分達で出来る部分は自分達でやった方がいいって事ですね」

・大久保：『外注作業の方が安く済む時もあんねんけど、有明だと資材を買うのも一いつ緒しよになるからなあ……。デッドストック持ってもしゃあないし、まあええやろ』

　大体、と大おお久く保ぼが言葉を繫つなげた。

・大久保：『……武蔵を有明に入れない理由は、それだけやないやろ』

　Ｊｕｄ．、と正純が頷いた。彼女は、自分に気にせず作業を続けるように手振りで示し、

「何日か、補修しながら、各所点てん検けんを兼ねて関東諸家を回る。まあ雑ざつ事じと挨あい拶さつみたいなものだが、航こう路ろ上の禊祓みそぎとか、そういうのがあるんだったよな」

「ええ、武蔵むさしの基本業務で、これは歴史再さい現げんなど無関係です」

「だったらそれを利用して、武蔵の存在を見せに行くとしよう。そう言う事だ」

　と、アデーレが手を上げた。正まさ純ずみが振り向くと、アデーレが小首を傾かしげ、

「……何故なぜ、今の部分、大おお久く保ぼさんに聞かせずここだけの話にしたんですか」

「Ｊｕｄジヤツジ．、──その件、業務をアイツに任せる事になるからな」

「正純様！　夏休み！　夏休み優先で雑ざつ事じは全部後こう輩はい！　そういう事ですね……！」

　向こうで蓋ふたをしたフライパンをコンロ上でシェイクしているホライゾンが言う。だが、それとは別で、浅あさ間まが氷ひ室むろへと足を進めながら、

「だったら、空あいてる時間で、こっちは側そく舷げんに今年も出す人工海かい浜ひんの調ちよう整せいなどもやっておきたいですね」

「あ、私達、手が空きそうだから調整の付き合い行くわー」

　天てん井じようからぶら下がるナルゼの言葉に、皆が手を上げる。

　メアリは、己おのれをどうしようかと思うが、

　……あ、点てん蔵ぞう様の御お弁べん当とうとか、そういうのがあったのですよね……。

　すると、向こうから声がした。

「じゃ、その調整終わったら、うちの連れん中ちゆうで武蔵の海行くか。──セージュン、テンゾー酷こく使ししない日が一日くらいあんだろ？」
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　Ｊｕｄ．、という副ふく会長の返答を聞きつつ、成なる実みは思った。

　……一日くらいは、そういう日があってもいいかもしれないわね。

　夏休みは不ふ転てん百足むかでの見直しをしたいと思っている。有あり明あけに入れるなら、そこで集中調整をしたいと考えてもいたのだが、

「有明以後になるかしら。──有明に入る前にまとめたい事があるの」

「そこらは浅間に聞いてくんね？」

　視線を向けた先、醬しよう油ゆと胡ご麻ま油の瓶びんを手にした浅間神じん社じや代表がいる。彼女がそれを作業台の上に置くのを見て、

「揚あげ浸びたし？」

「いえ、揚げ浸しはちょっと重いですし、手につくとアレですから煮に浸びたしです。生しよう姜がも擂すって入れるので、サッパリしてても温まると思いますよ。──伊達だてだと揚げますか？」

「向こうは寒いからその方が好きなだけ。でも生姜入るなら、煮て置くのもよさそうね」

　向こう、と言ってしまえる程にはなってしまった。だが、浅間神社代表が笑えみで、

「まあ、人工海浜の調整自体は有明前で行おこなって、行くのはその後でも充分ですね。日程は、点蔵君を酷こく使しする正まさ純ずみが決めれば──」

　と言う彼女の言葉が止まった。厨ちゆう房ぼうの作業台、先さき程ほどから何かを丸めている英国王おう女じよの髪かみや肩口から白い花が零こぼれ出しているのだ。

　解わかりやすい。というか、解ってしまうというべきか。本人が隠かくしていても関係ないのだろう。武蔵むさしの姫ひめが、床に落ちていく白い花を手で拾ってこちらに放っているが、フライパンは一体どうなっただろうか。微び妙みように気になる。だが、

「いいわね、言わなくても解るというのは」

　と、彼が言葉を寄よ越こしてきた。

「貴き様さまも、言わなくても相当に解るぞ」

「黙だまっていたら、上じよう機き嫌げんと不機嫌、どちらかしら」

「言わなくても、と言ったろう」

「そう。──これからはもっと話をするようにするわ」

　言って、口を閉じてしまって、結局話をしない自分に少々の可笑おかしさを感じる。だけど誰だれも何も咎とがめる事はないし、そのレベルの事でもない。

　だったらいいわね、と思い、そんな自分も好きだと、小さく笑った時だ。

「──ちょ、ちょっと待った葵あおい君くん！　何やってるんだよ！」
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　想そう定てい内ね、とナルゼはぶら下がりながら思った。だから興きよう味み本ほん位いに、

「何したの。内容だけ教えて」

「あ、いや、だからコレ、ゲーム要素があるから、モンスターのデザインを葵君に任せたんだよ！　話の内容とか主しゆ人じん公こう側のキャラ設定を考えさせると危険だから無ぶ難なんな方で！」

　そしたらさ、とネシンバラが掲かかげてきた表示枠サインフレームには、モンスターが描いてある。何だか筋きん骨こつ逞たくましい全ぜん裸らの上、顔の代わりに毛が生はえた花のようなものがあり、中央には巨きよ大だいな目があって、

「おい！　どうだ黒マル！　強そうだろ！」

「……オリジナル？　名前何て言うのよ」

「〝こうもんめだま〟だよ！　〝こうもんめだま〟!!」

　想定外だったのでナルゼは下に落ちた。
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「だ、だから一いつ般ぱん向けに作ってるネタで、何でそんなハードル上げるんだよ葵君！」

「はあ!?　版はん権けん面めん倒どうだからオリジナルで行けって言ったのオメエだろうが！」

「ガっちゃん、ガっちゃん、これ笑ってると程度がヤバいって」

「い、いや、マルゴット！　これ次出すわ！　私、負けない……！」

「智とも？　智？　何でこっちに背を向けて肩を震わせてますの？」

　なかなかの惨さん状じようだ、と正まさ純ずみは思った。

　ただ、厨ちゆう房ぼうの方で何故なぜかフライパンに水を流し込んで蒸むし焼きにしているホライゾンが、

「トーリ様、名前が直接的過ぎませんか」

「いや、やっぱ大たい衆しゆう向けだと名前は平ひら仮が名なか片かた仮名で解わかりやすくしねえとな！　一応は近接系けいで弱点は目め玉だまだな。──よしじゃあ次行くか」

「行くなあああああああ！」

　ネシンバラが馬ば鹿かの襟えり首くびを摑つかんで揺すっている間、クロスユナイトとウルキアガがネシンバラの原げん稿こうの表ひよう紙しに〝こうもんめだま〟を置いて〝Ｒ元げん服ぷく〟の文字を描き込んでいる。

「……そのまま画が像ぞう統合してしまえばよう御ご座ざろう」

「……うむ。バックアップデータを消しておいた方がいいだろうな」

　何だか解らないが逃げ場はないようだ。向こうでは、

「ちょっと待ってくれ葵あおい君くん！　僕がこれまで作ってきた美しい光と闇やみの世界に〝こうもんめだま〟が存在するようになってしまうんだぞ！　どうするんだ！」

「たまにはいてもいいんじゃね？」

「どういう生せい態たい系けいなんだよ！」

「ああ、うん、──定期的に雲の間から地上へと降ってくる」

「イメージしやすい世界観かんの破は壊かいをやめろおおおおお！」

「──智、智、早く戻らないと出だし汁じるが煮にえ立ってますのよ？」

　そういう時は雑ざつ事じ担当のミトツダイラの仕事ではないだろうか。だがまあ、

「忙いそがしかったり何だったりだが、毛もう利りが帰って羽は柴しばとの関係も一ひと息いき吐くと、流石さすがに夏休みっていう気分になるな」

「甘いわね」

　ナルゼが床から身を起こして言う。

「──祭が終了するまでは、最さい中ちゆうであって休みじゃないのよ」

　それに、とナルゼがペンを懐ふところから出して口を開いた。ペン先でこちらを指し、

「ここにいない連中、──つまり長なが太ぶとと、嫁よめの事はどうなったの？」
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・自爆娘：『まあ、そんな感じで毎日が賑にぎやかなものでありますよ、ええ』

　そうか、という応答をクリスティーナは緩やかな風の中で聞いた。

　武蔵むさしの右う舷げん二番艦・多た摩まの内うち舷げん側。外がい交こう区く画かくにある瑞典スウエーデン外交館の二階テラスにて、彼女は一人で町を見下ろしていた。

　武蔵むさしの表ひよう層そう部ぶ、最新ではないが、概がい要ようは頭の中に入っている。

　その記き憶おくと比べると、

・自爆娘：『──やはり三み河かわ以い降こう、随ずい分ぶんと変わったものでありますね、武蔵も』

　Ｔｅｓテスタメント．、と応じる言葉が頷うなずいた。

・午前様：『あの時点で、一度他国の要よう人じんが抜け、三み方かたヶ原はらの後に大だい規き模ぼな改修も行っているからな。ただ、外がい交こう館かんはほとんどが残っていた筈はずだ』

・自爆娘：『あわよくば、武蔵が沈むとなった時でも、権けん益えきで取り去れるものは取っておこうと、そんな思し索さくもあったものでありましょう』

　言って、クリスティーナは、口くち元もとに笑えみが浮かぶのを自覚する。

・自爆娘：『それが夢と終わったからこそ、今の私があるのでありましょうね』

・午前様：『その皿さらのものは何だ』

　Ｔｅｓ．、とクリスティーナは頷うなずき、傍かたわらを見た。

　ワインの入ったグラスの横には、白い長皿に載のせられた焼き鳥が五本程。既すでに空あいた串くしもあるのだが、

・自爆娘：『忠ただ興おき様と、先日の破は壊かいの復ふつ旧きゆうを見て回った時、修復された人気焼き鳥店があったものですから、それぞれの夕食用にと』

・午前様：『一いつ緒しよに食べないのか』

　言われ、クリスティーナは頰ほおを赤くした。

・自爆娘：『焼き鳥を上手うまく食べる女は、どう思われるでありましょうか』

・午前様：『面めん倒どくさくなくていいんじゃないか』

　だといいのでありますけど、とクリスティーナは頰に手を当てて微笑の形を確かめる。

　そして彼女は、一ひと息いきを入れ、

・自爆娘：『末まつ世せが近いというのに、幸いを感じていていいのでありましょうか』

・午前様：『末世が近いのに爆ばく死ししようとするよりマシだろう。他人に迷めい惑わくを掛けていないのだからな。それより──』

・自爆娘：『──瑞典スウエーデンとしては、武蔵に対しては〝最低限の協力〟くらいで済ませたい、というのが本ほん音ねのようであります』

・午前様：『まあ、それが妥当だろうな』

　巴ともえ御ご前ぜんの声に、クリスティーナは一度首を下に振った。

・自爆娘：『今後の欧おう州しゆう情勢を考えた場合、ネルトリンゲンの戦いを終えた今、旧派カトリツク勢力が勝利を収める歴史再さい現げんはほぼ無いのであります』

・午前様：『だが、解かい釈しやくが使えるがゆえ、M.H.R.R.神聖ローマ帝国は〝実質的な勝利〟を狙ねらった戦争を行う。これは、ネルトリンゲンで私達が〝敗はい北ぼく〟したのと同じだ。

　──聖せい譜ふ記き述じゆつで、三十年戦せん争そうが下火になると書いてあっても、もはや人類はそのように単純には動かない。だからこそ、武蔵むさしに羽は柴しばや織お田だの抑よく制せいを依頼したのだ』

　Ｔｅｓテスタメント．、とクリスティーナは応じた。

　口の中の気分を切り替えるため、焼き鳥を一本口にして、二つ程頂いただく。

　嚙かめば、歯の間に醬しよう油ゆと塩気の味が染しみた。濃い、と思える脂あぶらを嚙み直した上で、ワインを口に当てる。渋しぶ味みと酸さん味みを頰ほおに含み、飲んだ上で、熱を軽く得た息を吐く。

　大たい気きを吸うと、ワインの香りと共に冷たさを感じた。酒しゆ精せいのせいだろう。クリスティーナは、そこで一度首を振り、

・自爆娘：『──しかし夏休み。各かつ国こく、この期間中は三十年戦せん争そうの落としどころを探りながら国内の意見をまとめるところでありましょう。そして──』

　そして、

・自爆娘：『それらの落としどころを大きく左右するのは、やはり羽柴側の動静。備びつ中ちゆう高たか松まつ城じようの講こう和わなど、六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズは羽柴側に近しいがゆえ、欧おう州しゆう勢ぜいの覇は権けんレースの中では一歩リードをしていると言えるものでありますが、しかしそんな六護式仏蘭西や、羽柴勢にとっても、厄やつ介かいな事じ態たいが存在するのであります』

・午前様：『本ほん能のう寺じの変へんか』

　Ｔｅｓ．、とクリスティーナは応じた。

・自爆娘：『本能寺の変にて、P.A.Oda勢力に異い変へんが生じ、欧州のバランスが崩くずれれば、三十年戦争を長く戦ってそろそろ落としどころを講じる欧州勢にとっては面めん倒どうとなるのであります。

　このまま武蔵がP.A.Odaの抑制に働けばよし、逆効果になって、たとえば羽柴がK.P.A.Italiaに向けたような力を自分達に向けられれば危険でありましょう』

　ゆえに、

・自爆娘：『欧州。各国は三十年戦争において、静かな終了を望みつつ、何かが生じた際の責任を取りたくないと、そう思っているのであります』

・午前様：『では、武蔵にP.A.Odaの抑制を依頼して、深く関わってるうちら改派プロテスタントや、六護式仏蘭西などはどうなる？』

・自爆娘：『武蔵が上手うまく行かぬと知れば、援えん助じよを行うのでありましょう？』

　解わかった事を、と思いながら、クリスティーナは言葉を続けた。

・自爆娘：『大たい国こく、大勢せい力りよくではない小しよう国こくや小勢力、様よう子す見みの領りよう邦ほうなどは、その時に動く事でありましょう』

　つまり、

・自爆娘：『大国や大勢力が動くならば、──ヴェストファーレンで彼らは戦せん勝しよう国こくとなるのだから、ここで援えん護ごしておけば、その相しよう伴ばんにありつける、と』

・午前様：『解り切った事だが、煩わずらわしい話だな。卑ひ怯きようを感じるのは私が極きよく東とう出身だからか』

・自爆娘：『国に影えい響きようを与える事こと柄がらであります故ゆえ、──卑怯と言われようと、便びん乗じようと言われようと、それは国に生きる民たみ全ての恩おん恵けいとなるのであります。それに──』

　クリスティーナは苦く笑しようした。

・自爆娘：『余分なる富は貧まずしきものに分け与えよ。──Tsirhcツアークの教えでありますよ』

・午前様：『だったら、今度会ったら焼き鳥を奢おごり給たまえよ』

　言われ、クリスティーナは微笑した。

・自爆娘：『嫌いやでありますよ。だって……』

　微笑の形はもう知っている。

　作らずとも、自然にそうなると解わかった上でクリスティーナはこう言った。

・自爆娘：『これは富ではなく、デートの産物でありますゆえ。私のものであります』







[image: 第三十八章『集会場の座談手達』]
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「──という訳わけで、正直、瑞典スウエーデン側が武蔵むさしに付くかどうかと言うのは、本ほん能のう寺じの変へん以後、六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズや改派プロテスタント勢力がこっちとの付き合いをどうするか決めてからだと思う」

　と、正まさ純ずみは、布ふ団とんの上で胡座あぐらの足先を摑つかみ、そう言った。

　青せい雷らい亭てい本ほん舗ぽ、女子部屋に敷しかれた畳たたみの上だ。皆、楽に着き崩くずした夏服で、浅あさ間まが用意した洗せん浄じようや禊祓みそぎの符ふを襟えりや腰のハードポイントパーツに挟んでいる。

　休きゆう憩けい兼けん、作業の深化だ。

　ネシンバラの変な本の編へん集しゆう作業で徹てつ夜や作業になったものの、バルフェットと向むか井いが早々に船を漕こぎ出してダウンとなったのだ。女子衆しゆうの仕事は基本アシストに回していたため、夜食など作り置きが出来た時点でナルゼが「じゃあ手て空すきになった連れん中ちゆうは休んで。明日あしたの早朝まで休めるかどうかは解わからないけど、起きていても意味が無いなら寝た方がいいわ」と判はん断だんし、こちらで休んだり、作業を行うようにしている。

　深夜作業だ。テンションを上げて行っても、長時間は保もたない。ナルゼに言わせると、

「皆、その用意で来てるつもりで、でも仕込みとしては足りないものね。──だから初しよ心しん者しやの徹夜は、初期だけテンションに任せて、後はテンションを失わないよう、じっくり取りかかった方がいいわ。その方が疲れて休んだ時も、復帰のリバウンドが少なく済むし」

　との事で、一方の男子衆はノリキが早々に退出して帰き宅たくとなったが、他は店てん舗ぽスペースの方で作業を続行しているようだ。時とき折おりに何だか殴なぐり合いの音が聞こえ、ホライゾンが両腕うでを参さん戦せんさせたりもしているが、概おおむね平和。四十五分ごとに強制的に進しん捗ちよくがこちらに届き、変へん更こうと修正の差さ分ぶんを遣やり取とりする流れになっている。

　馬ば鹿かが調理関係を出来るため、浅あさ間まやメアリ達が作ったものは無む駄だにならないとして、

「──あとはネシンバラの進行次第か」

「二、三時間は空あくわ。そしたらまず、メアリね」

「メアリ？」

「眠気覚ましの軽食を作って貰もらうの。浅間だと、和食でちょっと柔らかいもの作っちゃうから、ここらへんはハーブとか突っ込めるメアリの方が強いわ」

　そのメアリは、葵あおい姉あねの区く画かくの方で、彼女から武蔵上のいろいろな店や水着のチョイスなどのレクチャーを受けている。花が零こぼれ続けている辺り、

「……見たところテンションは不眠状態を保てるだろうけど、眠気覚ましの軽食を点てん蔵ぞうの分まで作って出したら、そこで一気にダウンしそうね」

「ああ、メーやんテンション突っ走りタイプだもんね。やる事やったらダウンというか、結けつ構こうな人生充実タイプ」

　成なる程ほど、と頷うなずいたのは立たち花ばな嫁よめだ。彼女はバルフェット達がダウンした代だい理りとして、今まで上がっている原げん稿こうのチェックを行いながら、

「……瑞典スウエーデン側の方針は何となく透すけて見えてきましたが、だとすれば、本ほん能のう寺じの変へんへの介かい入にゆうは如何いかがします？　瑞典総そう長ちようを巻き込むのは少々難しいようですが」

「その辺りはいろいろと思し索さくがある。基本、関かん西さいへ戻るのは当然と思っているが、彼女を巻き込むより、瑞典総長としてのコンセンサスを今後どう取るかの話になるだろうな」

「？　──話、という事は、会議の日程など決まっているのですか」

「有あり明あけに合ごう流りゆうする日、十日と決めてある。──登校日なんだ、その日」

　あ、と皆が声を上げる中、ホライゾンが右手を挙げた。彼女は鈍い汗あせを搔かきつつ、

「あの、期末テストを行って万ばん事じ解放となった上で更さらに登校しろとは、この教きよう導どう院いん支配社会、少々暗あん部ぶを抱えていないでしょうか」

「まあ、襲しゆう名めい者しやが勝かつ手てな歴史再さい現げんをしてないだろうか、とか、いろいろな事業の進しん捗ちよく報告とか、そういう日でもあるんだ。ちなみに学校施設を借りてオッケーという事だからプールを申しん請せいしてる。武蔵むさしの海とはまた別の休きゆう憩けい日びだな」

　あら、と伊だ達て家け副ふく長ちようがこちらに顔を向けた。

「今日きよう、海云うん々ぬんを決める前に、そういうのを決めていたのね」

「まあそういう事だ。──私も、休きゆう息そく時間無しで皆を酷こく使しする訳わけでは無い」

　いいか、とこちらは腕を組み、皆を見渡し、口を開いた。

「一応、副ふく会長として、福ふく利り厚こう生せいという訳では無いが、そこらは考えている。何なに分ぶん、娯ご楽らくには詳しくないから、物足りないだろうがな。登校日の水遊び、気楽にしてくれれば有あり難がたい」

　言うと、皆が顔を見合わせた。ややあってから、頷うなずきを一つ作ってナイトが手を上げる。

「あのさセージュン」

「何だ一体」

「……何か今、プールで遊んで福利厚生って、いい話でまとめようとしたけどさ」

「うん？」

　首を傾かしげると、ナイトが口を横に開いてこう言った。

「──そこでクリっぺと瑞典の実情含んだ会議するんだよね？　つまり公務じゃないかな」
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　あっれー、と正まさ純ずみが腕を組んだまま首を傾げていくのを、ミトツダイラは見ていた。

　彼女は、首だけではなく、上じよう半はん身しんを横に九十度程傾けた上で、肩から落ちそうになったツキノワを頭に乗せて、

「──まあそういう事だ。観かん念ねんしてくれ」

「最悪だ……！」

　両腕うでの指さし抗こう議ぎまで追加の上で、ミトツダイラは皆と声をあげた。

「正まさ純ずみ？　つまり会議しながら水遊びではなくて、プールサイドで会議ですのね？」

「それ無む茶ちや苦く茶ちや暑くて死にかけるんじゃないかなあ……」

　浅あさ間まが表示枠サインフレームを広げて給きゆう水すいやら何やらのメモを取り始めているのが有あり難がたい。

　しかし、今の正純の話を聞いていると、思う事が一つある。それは、

「正純は、瑞典スウエーデンを結けつ構こう重要視してますのね」

「Ｊｕｄジヤツジ．、ヴェストファーレンの戦せん勝しよう国こくとして考えた場合、六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズとM.H.R.R.神聖ローマ帝国改派プロテスタント領りよう邦ほうに匹ひつ敵てきする勢力だからな。前総そう長ちようグスタフの時代、一気に強国となり、クリスティーナの時代で和平主義となるが、麾き下かは戦せん闘とうを続けた。三十年戦せん争そう中、その前半での牽けん引いん力や、後半における統とう括かつの聖せい譜ふ記き述じゆつは、改派・旧派カトリツク陣じん営えい、共に注ちゆう目もくせざるを得ない」

　それに、と正純が言った。

「瑞典は能の登と半島の西側。極きよく東とう側の聖譜記述で言えば、そこは元々上越露西亜スヴイエート・ルーシである上うえ杉すぎ家けの所しよ領りようで、しかし本ほん能のう寺じの変へんの前には、柴しば田た勢ぜいに制せい圧あつされていた土地だ」

　正純の説明。その内容に対し、おや、と声をあげた者がいた。

　ホライゾンだ。彼女は首を傾かしげ、

「今、そちらの方は柴田勢に支配されていないように思うのですが。……ホライゾン達もノヴゴロドを落としてヒャッハーしましたが、あの戦闘の中、幾いくつかの歴史再さい現げんが行われて、柴田勢は北ほく陸りく攻めの前線を南に下げたのですよね？」

　なかなか鋭い。

　ホライゾンの疑問は、要するにこういう事だ。

「聖譜記述では能登を支配している筈はずの柴田勢が、何故なぜか今、支配せずに下がっている。

　それは何故かという事ですのよね」

「Ｊｕｄ．、今、聡そう明めいかつ物覚えのよガッ──今のは嚙かんだのではなく眠気覚ましです」

「ホライゾン！　虚きよ栄えいが上手うまくなってますのよ!?」

　ホライゾンが両の親指をこちらに上げて見せる。

　そして彼女は、表示枠サインフレームを開き、何か検けん索さくし、ふんふん、と頷いた上で、

「さて、ホライゾンの聡明な記き憶おくによりますれば──」

「今、思いっ切り検索してないかな……？」

「これは幻げん影えいですナイト様」

　だがホライゾンは、堂どう々どうと幻影を眼前において、

「聖譜記述で見れば、ノヴゴロドで行われたしち──、七なな尾お城じようの戦いと、手どっ、手て取どり川がわ？　の戦い、この二つの歴史再現の後、上杉・謙けん信しんがポックリ亡なくなるため、柴田勢はのうのぼり──、能登へと再侵しん攻こうを行い、支配する筈ですね？」

　皆が、ややあってからまばらな拍はく手しゆをした。

　ホライゾンは、や、や、と皆に手の平を見せて左右に会え釈しやく。その上で、

「よく今ので解わかりましたね」

「だ、大体は実地で体験してるから大だい丈じよう夫ぶですよホライゾン」

　浅あさ間まの声に、ミトツダイラは頷うなずいた。そして、

　……この、柴しば田た勢ぜいの動きなど、私はそれなりに言えますわね。

　三国交こう渉しようで上越露西亜スヴイエート・ルーシに向かう際、自分なりに調べていて、ノヴゴロド戦の後で柴田勢の動きを確かく認にんしたからだ。

　いいですの？　と前置きした上で、ミトツダイラは言う。表示枠サインフレームを開いて、





・七なな尾お城じようの戦い：上うえ杉すぎと織お田だが同どう盟めいし、七尾城（ノヴゴロド）を攻こう略りやく。

・手て取どり川がわの戦い：織田が上杉を攻めるが、撃げき退たいされる。

・魚うお津づ城じようの戦い：謙けん信しんの死後、織田が上杉領りようを攻略。だが本ほん能のう寺じの変へんがすぐ起きる。






　と、ノヴゴロドで生じた三つの戦いを書く。

「柴田勢の戦せん略りやくとしては、こういう事ですの。それは──」

　言って、ミトツダイラは表示枠を一つ叩たたく。

「彼らは、まずノヴゴロドを奪だつ取しゆするために七尾城の戦いを起こしましたわ。

　しかしノヴゴロドの市し庁ちよう舎しやに到とう達たつした時点で七尾城の攻略は為なされたとして、上越露西亜はそれを手取川の戦いに切り替えましたの」

　あの戦せん闘とう、思えば随ずい分ぶんと無む茶ちやをした。自分と第一特とく務むは、二人組ではあったが、柴田・勝かつ家いえの右腕うでを落としてもいるのだ。

　だが、激げき戦せんの結果として、柴田勢は退たい却きやくする事となったが、

「彼らは、自分達の撤てつ退たいを魚津城の戦いに重ねる事にしましたの。勝かち戦いくさとしての歴史再さい現げんと言うよりも、その後、本能寺の変に対しての撤退に重ねる事で、P.A.Odaに本能寺の変の強制が行われようとしても、柴田勢がすぐ駆かけつけられるようにしたんですわ」

　だとすれば、とホライゾンが右手を挙げた。

「柴田勢は、つまり、能の登と支配をする前に上じよう越えつから退却した訳わけですね？」

「Ｊｕｄジヤツジ．、実際、聖せい譜ふ記き述じゆつでは、柴田勢が能登を支配に掛かるのは手取川の戦いと魚津城の戦いの間。ちょっと短い期間ですのね。だから──」

　と、ミトツダイラは、先さき程ほどの書き込みに情報を追加した。





・七尾城の戦い：上杉と織田が同盟し、七尾城（ノヴゴロド）を攻略。

・手取川の戦い：織田が上杉を攻めるが、撃退される。

（謙信の死後、柴田勢は能登に侵攻し、支配を行う）

・魚津城の戦い：謙信の死後、織田が上杉領を攻略。だが本能寺の変がすぐ起きる。






「──と、まあ実際は、間にこういう事が生じてましたわ。

　だけどノヴゴロドで、彼らはその〝間〟を一気に進めてしまった事になりますの」

「それはまたどうして──」

「先さき程ほどもらった通り、本能寺の変への対たい抗こうですわね」

　ミトツダイラは、疑問の促うながしを送ってきたホライゾンに笑えみで応じた。

「魚うお津づ城じようの戦いは柴しば田た勢ぜいの勝利となるものですけど、直後に本能寺の変が生じるため、信のぶ長なが暗あん殺さつのトリガーの一つとなる歴史再さい現げんと言われていましたの。

　それを柴田勢が遂すい行こうしたのは、先んじて行う事で、本能寺の変に備え、P.A.Odaの武ぶ闘とう派はである自分達が他国からの介かい入にゆうを避けるためでしょう。これは、本能寺の変に際し、有ゆう事じがあれば柴田勢が動くぞ、と、各かつ国こくに知らしめる意味もありますわ」

　言うと、皆が言葉を噤つぐんだ。

　これは正しい反応だとミトツダイラは思う。

　自分達が、この夏休み前から本能寺の変への介入を考えていたのと同じように、否いな、それ以前から、やはりP.A.Odaの重じゆう鎮ちんは、介入への対抗を考えていたのだ。

　生なま半なかではない。

　だが、ミトツダイラは内ない心しんで笑えみを得る。正まさ純ずみも、ホライゾンも、成なる実みや誾ぎんも、誰だれもが言葉を止めながら、こちらを見ているのだ。そして、

「ミトツダイラ様──[image: ]」

「な、何ですのホライゾン、いきなり！」

「あ、いえ、沈ちん黙もくに我が慢まん出来ずというか、ミトツダイラ様無む双そうだったので、そろそろ叫んでおこうと判はん断だんしたまでです」

　はあ、と頷うなずいた上で気付くのは、皆の視線だ。

　何か期待されている、という感覚に、こちらとしてはやや警けい戒かいがあり、

「べ、別に、上越露西亜スヴイエート・ルーシに行く時に調べた程度の内容ですのよ」

「じゃあ、総そう長ちようにもそう言っておくわ」

　え？　と声をあげた先、ナルゼが魔術陣マギノフイグーアに何か書いて発送する。

　一応のフォローのつもりなのだろうか、正純がこっちを見て、

「向こうの連れん中ちゆうにも知らせておかないといけないだろう。情報は選別して、記録してる」

「向こうの作業の邪じや魔まをしては駄だ目めだものね。だけど──」

　と、成実が小さく鼻を鳴らした。

「瑞典スウエーデンの状況は、なかなか面めん倒どうな事になっているようね」
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　確かに、と誾は伊だ達て家け副ふく長ちようの言葉に頷いた。

　自分は西さい国ごくの出。上越露西亜スヴイエート・ルーシ周辺の動静は、基本的に調べた以外の事を知らない身だが、

「……つまり、瑞典スウエーデンは、本来、柴しば田た勢ぜいが支配力を及ぼしてくる事を想そう定ていしていた訳わけですね」

　クリスティーナの処しよ遇ぐうなどは、暗あんにそれを示している。

「総そう長ちようを外に置いておけば、柴田勢が乗り込んで来た時も衝しよう突とつは少ない。暫ざん定てい支配側であるクリスティーナ総長の存在が迷めい惑わくになるとは、普通とは逆のパターンです。

　柴田勢も、瑞典を極きよく東とう側から押さえれば、三十年戦せん争そうの後の展開への介かい入にゆうが楽でしたでしょうから、これは両者の思おも惑わくとして悪くないと言えます」

「でも柴田勢は下がりましたよね……？」

　浅あさ間ま神じん社じや代表の言葉に、誾ぎんは頷うなずいた。

　……ここが少々、腑ふに落ちない部分ではあります。

　本ほん能のう寺じの変へんの方が、三十年戦争への介入よりも重要だと、柴田勢の動きはそう言っている。

　もし、現状から言える事があるとすれば、

「本能寺の変の後、羽は柴しば勢に反発した柴田勢は賤しずヶ岳たけの戦いで敗れます。結果として柴田勢は消しよう滅めつして、羽柴勢が能の登とも継つぐ事になりますので、柴田勢としては今ここで自分達が瑞典に介入する意味はないと、そういう事でしょうか」

　ただ、言える事は一つだ。

「武蔵むさしが上越露西亜に介入し、ノヴゴロドにて柴田勢の歴史再さい現げんを進めた事で、瑞典は予定から外れた道を行く事になったのです。柴田勢との協調を行く道から、──羽柴と欧おう州しゆう勢、そして武蔵の、どれに付くかを迷い、選ばねばならない道へと」

　言うと、音がした。

　右腕うでが、武蔵副ふく会長の肩を後ろから叩たたいている。

　ややあってから、腕の持ち主がこう言った。

「──嫌いやがらせが、P.A.Oda以外にも波は及きゆうしてますね、正まさ純ずみ様」
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　点てん蔵ぞうは、時計が午前三時を指すのを見ながら、場の空気が変わったのを悟さとった。

　女子衆しゆうの集まりとなっている方、厨ちゆう房ぼう脇わきのドアの向こうから、緊きん張ちよう感かんのようなものが抜けた。そんな気がしたのだ。

　一応、向こうでは瑞典関係の事など、情報確かく認にんがあったらしく、まとめたものがこっちの手元にも届いている。

　……歴史関係とか多い案あん件けんなので、今のネシンバラ殿どのには邪じや魔まで御ご座ざるなあ。

　うっかり話し合いに加わりかねない。

　その辺り、向こうがこちらに気を遣つかったと言う事か。

　一方でこちらの方は、ネシンバラが黙もく々もくと表示枠サインフレームを打だ鍵けんしており、ウルキアガも同様に設定類の表示枠サインフレームに気き候こうや大たい気きの区分などといった半はん竜りゆう得意知ち識しきの書き込みを行っている。

　トーリはと言えば、モンスターのラフを終え、ペルソナ君達にクリンナップさせる流れを作ってからは、厨ちゆう房ぼうに入って飲み物の用意やメアリの作った菓か子しの確かく認にんなどしている。

　結けつ構こううろうろして目につくので、

「トーリ殿どの、する事無いなら寝ていていいのでは御ご座ざらぬか？」

　正面、不ふ意いにウルキアガがこちらの足をテーブル下で蹴けった。何事かと振り向けば、

「点てん蔵ぞう、ハッキリ〝ウザいから寝ろ〟と言ってやったらどうだ……！」

「ウ、ウッキー殿が言えばいいで御座るよ！」

「オメエもウッキーの言った内容を否定しろよ！」

　だが、馬ば鹿かが表示枠サインフレームを開き、こちらに向けた。あのなー、と前置きの後で、

「今、夏だろ？　夜だろ？　んで、ここの店てん舗ぽの空調とかいろいろ、管理権けん限げん持ってるの俺おれと姉ねえちゃんと、浅あさ間まなのな？」

「あー、確かにそこらの管かん理り、面めん倒どうで御座るなあ……」

　しかしまあ、と作業の一ひと息いきとして、ふと思う事がある。トーリが持ってきた麦むぎ茶ちやの紙グラスを受け取りながら、

「あっさりとホライゾン殿達を受け入れたもんで御座るなあ」

「んー、どっちかって言うと、来てくれた、って方だろ。オメエだってそうじゃね？」

　点蔵は思い返す。英国ではいろいろあったが、あれらは全て必要な事だと思えば、

「──まあ、そうで御座ろうな。ウッキー殿は？」

「当然の事を当然のようにしたまでだ」

　この御ご仁じんらしいで御座るなあ、と思うが、不ふ意いにトーリがこう言った。

「前も言ったけど、一番スゲエのはオメエな、テンゾー。俺の方はどっちかっていうと身内の関係でこうなってるけど、オメエは外からだし」

「トーリ殿とて、ヘタすると将来は世界の王で御座ろう」

「ホライゾンはパン屋の店員がいいって言うかもしんねえぞ。つーかそっちの方が強い気がするけど、まあ、それもそれで変わっていくかもしんねえな」

　だけど、とトーリが小さく笑った。

「俺の人生、こんな賑にぎやかになるとは思ってなかったぜ」

「どう思っていたので御座る？」

「賑やかになればいいなあ、って。漠ばく然ぜんと。──でもよく振り返ってみたら俺そんな感じでやってきてたみたいだし、ホライゾン共々〝我が慢まんしなくていっかー〟みたいなのが今」

　左さ様ようで御座るか、と点蔵が頷うなずくと、ウルキアガがこう呟つぶやいた。

「──望めよ、されば与えられん。そういう事だ。最後のは否定形ではないぞ」

「姦かん淫いんの規き制せいは無いので御座るか？」

　問うた先、ウルキアガが鼻で笑った。

「トーリ達は神しん道とうだろう。拙せつ僧そうはTsirhcツアークの教えを重ねてみるが、異い教きようは尊そん重ちようする。そして神道とて、モットーは産めよ増やせよ、であるしな」
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「しかし、面めん倒どうなのがヴェストファーレンだ。本ほん能のう寺じの変へんへの介かい入にゆうを行えば、そこまでの成果を掲かかげて会議入りが出来るけど、そこでようやく大罪武装ロイズモイ・オプロとか、末まつ世せの話になる訳わけだ」

　正まさ純ずみの言葉に、ミトツダイラは頷うなずいた。

「強権振りかざしていられるなら、各かつ国こく集めて自分達の懐ふところで公こう会議を開けますのにね。──まあ、そこまでの力がある国も、組そ織しきも、今はまだ存在出来てませんのよ」

　だよなあ、と言う正純に対し、しかしミトツダイラは言葉を送る。その内容は、

「でも正純？　貴女あなた、先日の安あん国こく寺じ・恵え瓊けいとの交こう渉しようの際、こんな事を言ってましたのよ？　いずれ将来、今の自分達からは考えられないような世界の統とう合ごうや平へい均きん化かが行われる、と」

「そんな難しい言い方したかな……」

　いえ、と言ったのは誾ぎんだ。彼女は、畳たたみに仰あお向むけで寝ている二ふた代よに半はん目めを向けながら、

「……行ぎよう儀ぎが悪いというべきか、何処どこでも寝られる剛ごう胆たんと言うべきか……」

「誾、誾、瞬しゆん間かん的に目に入ったものに反応しないで元の話を……」

　Ｊｕｄジヤツジ．、と誾が頷いた。そして彼女は正純に視線を振って、

「何事かを語るにおいて、現行システムが完全なものではないと理解し、更さらには時代に合わせるべきだと、そういう発はつ想そうが出来る事は有意です。それに──」

　それに、

「御自分でも、未来におけるそういったものの形を考えておられますね？」

　……あら。

　と、こちらの視線の動きに合わせるように、皆が正純を見た。

　対し、自分達の副ふく会長は頭を搔かき、

「まあ、私が、暫ざん定てい議員の父を持ったり、武蔵むさしが抑よく圧あつ状態だったりとか、そういうのを知っているというのもある。それに、聖せい譜ふ記き述じゆつがあるがゆえに、各国が公会議を自由に持てないとか、そういう都つ合ごうもな」

　だが、と彼女は言った。

「今、聖譜の権限を預かる聖せい連れんが、Tsirhc旧派カトリツク代表の教きよう皇こう総そう長ちようがいるK.P.A.Italiaから羽は柴しばの元へと、実質その力を移動している。

　──だったら、この辺りで、一回ちょっと見直しを入れてもいいと思うんだ、私は」

「だからセージュン、あの時、あんな事を言った訳わけ？　聖譜記述に対して、解かい釈しやくが先に立っていいとか」

「だって面めん倒どうだろう。それによって死を強制される場合も、便びん乗じようして死のうとしたり、殺そうとする場合だって生じる。何もかも諦あきらめたり、人を傷つける時、大たい義ぎ名めい分ぶんがあれば容易たやすくそれを頼る者は少なくないからな」

　正まさ純ずみが言葉を選びながら喋しやべっているのは解わかる。今の言げん動どうなど、現行の聖せい連れんに対しては破は門もんとされても文もん句くは言えない程のものだ。何故なぜなら、

　……聖せい譜ふをこちらの下に置き、あくまで参考に、という姿勢を公然とするんですものね。

　だが、どうなのだろう。

「──規き範はんを無視して動けば、利り己こが働く可能性もありますのよ」

「だよなあ」

　正純が一つ頷うなずいた。

「結局、大きな力を持つ者が利己を働けば、止めにくく、また、それによって人類が滅びに向かう場合もある。よくは解らないが、神かみ代よの時代の戦争とかも、そんなものだったのだろうし、黎れい明めいの時代における神しん州しゆう上の戦争というのも、そんなものだったのだろう」

　そうね、とナルゼが頷いた。彼女は魔術陣マギノフイグーアにペンを動かしながら、物もの憂うげに、

「つまり世界とは、昔の正純のようにお堅い時期があって、そこで今の正純みたいな改かい革かく派はが自由を提てい言げんして、しかし後にはその自由を利己で振り回していつもの正純みたいなのが戦争を起こして、結局はまた反省してお堅い正純の時代に戻るのよ。そのループ」

「今、うっかり頷きそうになったけど、要所要所で否定するからな」

　だが、ナルゼの言った事には、正しい部分もあるとミトツダイラは思う。

「保ほ守しゆと改革。その繰り返しで回しながら、良い方に向かわせていくしかありませんのね」

　自分も暫ざん定てい襲しゆう名めい者しや。水み戸とという領りよう地ちを預かってはいるが、そのような時代のスパンから考えると小さな存在でしか無いのだろう。

　今、ここにいて、考えて、ものを見て、触れたりもする自分は、確かなものだ。ここにいると、そう確信出来る。

　だが、歴史として考えると、どれだけ確かなものだろうか。否いな、今、武蔵むさしや各かつ国こく、極きよく東とう上にいる人々とて〝いる〟事は確かだが、歴史の中では大半が残らないのだ。

〝いる〟事と〝残る〟事は別で、〝いない〟事と〝残らない〟事も別。そう考えるのが確かなものなのだろうが、この差さ異いは不ふ思し議ぎなものだ。

「……そういう時代の流れの中で、一体、どれだけの人が生まれ、去っていくのでしょうね」

「お、ミトっつぁん、詩人？」

「否定はしませんわ。自分の中の抽ちゆう象しようを捉とらえようとしている訳わけですし」

　ただ、とミトツダイラは前置きの言葉を作った。

「そういった連れん綿めんなども、末まつ世せが断ち切ってしまうかもしれませんのね」
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　末まつ世せ。

　ミトツダイラは、己おのれで言った言葉の重みを、後付けのように考える。

　末世がどういうものであるかについては、真さな田だでキャンプした夜の話し合いなどで、大体の推すい論ろんが出ている。

　……世界の希き薄はく化かからの消しよう滅めつ。

　意い識しきが薄れていくように、世界全体の存在が淡くなり、消えていく。何かが明確に欠けるのでは無いため、その中にいる者達は、自分達が薄くなっているとは気付かない。

　いつのまにか、世界は終わるのだ。

　ひょっとすると今もう、そうなっているのかも知れないが、

「──一応、神しん道とうの方では、地ち脈みやくの各地要所で流りゆう体たい量りようなどを計けい測そくしてますが、それは今のところ、低下傾向には至ってないようですね」

　世界の構こう成せい因いん子しである流体。それが希薄化していくのが末世開始の合あい図ずだろうと、そんな風ふうには見られている。

「流体の密みつ度ど自体が下がるとか、そういう事はありませんの？」

「流体の密度は地脈の流れで結けつ構こう変わってしまうので、平へい均きん値ちを出す事になるんですが、これがまあ、戦争とかでドカンやると余波が大きくてですね。あと、武蔵むさしみたいな船が近づいていくと当然揺らぐ訳わけでして……」

「面めん倒どうな訳ですね、浅あさ間ま様」

「ええ。……一応、長期間の計測比較で何とか出せると思いますが、聖せい譜ふ更こう新しん停止から今までの波を今から捉とらえるのは、ちょっと難しいかとは思います」

「じゃあ、一応〝今のところは大だい丈じよう夫ぶそう〟で行くしかありませんのね」

　だが、もしまだ末世が始まっていないのだとしたら、

「聖せい譜ふ記き述じゆつが止まってる今年の十月後半。──ヴェストファーレン会議が、そのトリガーになるんですの？」

「……随ずい分ぶんと、末世というのが人じん為い的に見えるわね、それだと」

　成なる実みがいう通りだ。一体、その時期において、何がトリガーとなり得るのか。

「……解わかってきているようで、解ってない事ばかりですわね」

　と、不ふ意いにホライゾンが手を上げた。

「──ふと思ったのですが、世界が薄うす口くちになる対策に、何か出来る事があるのでしょうか」
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　盲もう点てんだな、と正まさ純ずみはホライゾンの疑問について思った。

　……末まつ世せの対策案か。

　今まで、末世とは何かを話し合った事はあったが、対策については講じていなかった。

　末世の正体というものを、武蔵むさしも含めた各かつ国こくが推すい測そく段階でしか解わかっていない事と、それらの情報を交換、統とう合ごうするための会議も持てていないのが原因だろう。

　否いな、各国内、個々のレベルでは対策なども考えているかもしれないが、

「どうなのだろうな」

　自分達の末世論も、推測だ。だが、

「現げん象しよう的に捉とらえられてるなら、その現象への対策も推すい論ろんとしてありになる訳わけだ」

　だったら、と正まさ純ずみは、皆と共に浅あさ間まを見た。

「流りゆう体たいの密みつ度どが低くなったら、どうするんだ」

「え？　どうするも何も、その原因を見つけて解決だと思いますが……」

　浅間が、えーと、と眉まゆを下げて小首を傾かしげた。

「末世が〝そういう決まりの現象〟だとしたら、なかなか難しいです。つまり、地ち脈みやくとは、劣れつ化かして、修復不能になっていくものなのだとか、そういう運うん命めい付けられたものだとしたら」

「その場合はどうするんですの？」

　ええ、と浅間が頷うなずいた。彼女は両の手の平を軽く広げ、

「──全世界における流体の消しよう費ひ技術の抑よく制せいと停止を、神しん道とうは提てい言げんすると思います」
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　浅間は、皆が口を噤つぐんだのを見た上で、己おのれの言葉を繫つなげた。

「実際、流体は、術じゆつ式しきなどで消費しても、転化しているだけで、無くなってはいないんです。ただ、先さき程ほど話したように、術式や武蔵のような流体消費の激しい機き械かいなどは、地脈を歪ゆがめて負ふ担たんを与えます。だからもし、流体の密度が下がってしまった場合は、それらの負担が更さらに強くなりますので、抑制を提言します」

「抑制すれば、密度は戻るのか？」

「いえ、負担は怪かい異いなどを発生させるので、まずはそれへの対策です。

　密度が戻るかどうかは断言出来ませんが、負担が無い方が変動性は下がるので、密度低下の速度は落ちると思います」

「そういうもんなのか？」

　正純の問いに、浅間は思し案あんした。

　……私の他、流体関係に詳しい人というと……。

　ナイトとナルゼの魔女テクノヘクセンコンビも詳しいが、二人の技術は流体の加工関係であって、地脈との関係などには踏み込めていない。ならば、後、詳しそうなのは、

「メアリ、解りますか？」

「え？　あ、いえ、私の方は、感覚的な部分が強いので、理り屈くつとしては説明しにくいですね」

　すみません、と言われると仕方ない。だが、代わりというようにミトツダイラが手を上げた。

「うちの母なんか、地ち脈みやくと直結系けいのネタをしてましたから、知ってるかもしれませんわね」

　ほほう、と皆が送った視線の先、ミトツダイラが表示枠サインフレームを開く。こちらの手元の表示枠では、彼女の通つう神しんが人狼女王レーネ・デ・ガルウに向けられ、

　……あれ？　輝てる元もとさんの船じゃなく、未いまだに武蔵むさしですね？　多分、このラグだと。

　確かに、出国届けは出てなかった気がする。

　ならば残ざん留りゆう、と、それを示すようにすぐに通神が入った。そしてミトツダイラが、

『あ、御お母かあ様さま？　ちょっと、先日の末まつ世せの関係で、流体について聞きたい事があるんですの』

『ネイト……、私の事はママンと呼ぶルールが先さき程ほど構こう築ちくされたでしょう？　でもまあいいですわ。流体関係が、何ですの？』

『Ｊｕｄジヤツジ．、流体の絶対量における密みつ度どが薄くなった時、それを戻す方法はありますの？』

『──ありますわよ？』

　え？　と浅あさ間まは声をあげた。幾いく人にんかが、そうなの？　という顔を向けてくるが、

　……流体の絶対量は、基本、決まっていて不変動の筈はずなんですが……。

　何か、特とく殊しゆな方法があるのだろうか。

　浅間は、皆に会え釈しやくを送って、ミトツダイラに視線を向けた。彼女の方も、表示枠を指さしながら、アイコンタクトを皆に送り、

『あの、御母様？　──流体の密度を戻す方法って、どんなですの？』

『ええ、半日ほどで元に戻りますわよ』

「は、半日……!?」

　つい声をあげてしまったのは、そんなルールを聞いた事が無いからだ。

　焦あせったこちらの意い図とを読んだのか、ミトツダイラが声を募つのる。

『御母様！　半日で流体の密度は戻るんですの!?』

『ええ、現にたっぷり濃いめになってますわよ？　──広義の流体ですのよね？　ネイト、王様の寝しん所じよにいる訳わけですし』

　ミトツダイラが表示枠を手しゆ刀とうで叩たたき割った。
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　浅間は、ナイトがこちらに顔を向けてきたのを見た。

「……半日で戻んの？」

「地脈はなりません。ええ、なりませんよ──う？」

　一体どうしてこんな話になったのか。

　……私がミトに振ったからですよね!?

　自じ爆ばくと言うべきか必然の流れと言うべきか。ただ、

「えーと、だからまあ、世界における流りゆう体たいの密みつ度どが薄くなったとします」

「ええ、半日で戻らなかったとする。いいわ、続けて」

　ナルゼうるさいです。

　だが、その場合、何をどうするか、神しん道とうとしては解わかり切った事だ。

「各かつ国こく、緊きん急きゆうの公こう会議を開いて貰もらい、不ふ可か侵しん同どう盟めいを結んで貰もらいます」

「──戦争の強制禁止か」

　正まさ純ずみの言葉には、頷うなずくしかない。

「歴史再さい現げんの一時停止。まずはそのプロセスを踏んだ上で──」

　そして、

「──通つう神しんインフラは残しつつ、戦時系けいの流体消しよう費ひを一いつ斉せいに止めて貰います。そうする事で、各国の情報交換は行いつつ、混乱や行き違いから戦争になると言う事をある程度止められると思います。警けい察さつ組そ織しきが必要ですから、その辺り残さないといけませんが……」

　放ほう置ちしておけば、今の時代の状況では疑ぎ心しん暗あん鬼きから争いが勃ぼつ発ぱつする。

　だから、全員で一斉に武ぶ器きを手から剝はがし、そのための燃ねん料りようも使用不能とするのだ。

「……何だか浅あさ間ま、私よりも政治家みたいだな」

「あ、いえ、コレ、黎れい明めいの時代からのマニュアルを利用した対応なんですよ」

　浅間は表示枠サインフレームを開く。そこにあるのは、黎明の時代の出来事を描いた幾いく枚まいかの絵だ。泰やす衡ひらとの会議や、ノヴゴロド地下の検けん分ぶんで資料として集めたものだが、

「あの時代、戦争飽きずにやって滅めつ亡ぼうし掛かった人類は、とりあえず皆で集まって、武器を収めながら、言葉を交わす方法は持ち続けようと、そんな風ふうにした訳わけです」

「──だけど各勢せい力りよく、全てが常に他の全てと言葉を交わす事は出来ないわね。地元に代表が戻ればどうしようもない。……その場合はどうしたの」

　成なる実みの問いには、楽に答えられる。

　これは、各教きよう譜ふ関係者ならば、根本的な応答として知っている事。つまり、

「だから聖せい譜ふが作られたんですよ。つまり各地ち域いきの代表に、行動規き範はんのマニュアルを配ったんです。これがあれば、離ればなれになっていても、お互いは規き律りつ出来る、と」

「でも、──あ、すまないわね、食いついてしまって。でも、ちょっと聞いてみたいわ。

　……もし、聖譜記き述じゆつに不利な案あん件けんが書いてあったら、彼らはどうしたの」

　ああ、と浅間は思った。これは、非ひ衰すい退たい調ちよう律りつ進行などの話を含むものだが、

　……確かにこの辺り、成実さんは泰衡さんとの会議の席にいなかったですよね。

　それに伊達だて家けは、聖譜記述によって不備を得たという経けい歴れきがある。既すでにその件を自分の中では解決している成実だろうが、だからこそ、今度は自分ではなく、そういった〝決まり事〟への憤いきどおりがあるに違いない。しかし、

「初期の人類は、滅めつ亡ぼうへの恐きよう怖ふ心しんが記き憶おくや伝達によって残っていたので、解かい釈しやくを有用し、命の損害を上手うまく避けていたようです。昔ですから、相互話し合いの穏おん便びんなものと思います」

　悪い内容ではない。少なくとも、失わせようとはしていない。これは確かだ。

　その上で、フォローを重ねるような声が来た。

　メアリだ。

　彼女は、零こぼれた花を膝ひざの上で手に転がしながら、

「聖せい譜ふ自体がそうですが、教きよう譜ふなどの存在も明確になった事が大きいと、Tsirhcツアーク側からの歴史としてですが、私も聞いています。──つまり、法ほう律りつなどよりもベースにあるものとして、聖譜や神などによって戒かい律りつが生まれ、人々が規き範はんとするものが出来た、と」

　つまり、

「利り己こではなく、信しん仰こうなどを経た協調への規範が示されたのですね」
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　メアリの台詞せりふに、成なる実みは理論を感じた。

　Tsirhc側の視点、というのが気分の後押しになったのだろうか。浅あさ間ま神じん社じや代表の言った事が腑ふに落ち、

　……要するに──。

「昔の人々は、聖譜記き述じゆつの解釈を適時行い、短たん絡らくに傷つけ合うのは避けたのね」

　悪い事ではない。その事実に、成実は己おのれを試した。強ごう引いんな事だと自覚の上で、

　……今がそうであったらと、そんな憤いきどおりは、今の私にとってどうかしら。

　当時のようであれば、救えるものはあったのではないか。

　だが、成実とて、憶おぼえている。

　ノヴゴロドが散る前。狐きつねの嫁よめ入いりは果たされたのだ。だから、

「──そう」

　成実は、頷うなずいた。背を後ろに少し戻し、自分で己を試した事に苦く笑しようを感じながら、

「滅亡を前にした古い人類の方が、平和主義な時代を有していたというのは、皮ひ肉にくな話ね」

　余よ計けいな思い入れなく、普通に話せる。

　……馬ば鹿かね。

　彼に知られたら[image: ]しかられるだろう。だけどその時は言いい訳わけするだろう。「夜の雰ふん囲い気きに騙だまされたのよ」と。

　そして武蔵むさしの姫ひめが、こちらに視線を向けた。

「平和云うん々ぬんといっても、昔の連れん中ちゆう、その前にドンパチやったからイーブンでは無いでしょうか成実様。平和に行こうとか、ある意味、どのツラ下げて言ったものかと」

　ホライゾンの言葉に、成実は眉まゆを上げ、しかし、

「──そうね」

　小さく笑った。そして、

「でも、私達もその位、開き直っていられればいいと思うわ」

　これが私の望む未来だろうか。

　同じ事を思っていたのか、副ふく会長が会え釈しやくを一つ作った。彼女は腕を組み、

「昔も今も、望みはあまり変わらないと、そういう事か」

「危き機き管理は、基き礎そ的な部分がさ程変化ありませんからね。今も昔も。

　そういう意味では、インフラ不備で、各勢せい力りよくがろくに顔も合わせず、更さらには思い切り人口減少した黎れい明めいの時代の方が、危機感は強かったと思います」

　そうね、と同意の言葉をこちらは送る。

　何とも素直になってしまった。やはり夜の空気は不ふ思し議ぎだ。だが、

「──でも、その辺りの規き範はんとかって、どんなものなの？　説せつ得とく力りよくとか」

　黒魔女シユヴアルツヘクセン、第三特とく務むが問うた。

「……危機の世界をまとめる規範って、どういう感じなのかな？」
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　ナイトは魔女テクノヘクセンだ。産まれた時から魔女というか、そういう家か系けいだったのでしょうが無い。

　一時はTsirhcツアーク系などを、魔女狩がりの歴史などに鑑かんがみて敬けい遠えんしていた事もあり、逆に神しん道とうなどは「何で魔術テクノマギよりもスーパーテキトーなのかな……」と恐れ入ったりもしたのだが、

「聖せい譜ふとは別の、それから生まれた各教きよう譜ふの規範とか、そういうのって、何？　──いや、まあ、知ち識しきとしては大体知ってるんだけどさ、教譜間の共通見けん解かいとか、あるの？」

　問うた。するとメアリと誾ぎん、浅あさ間まが同時に振り向き、

「──受け入れ、認める事。それが規範です」

　三人がかりで同時に言われた。

　……ステレオどころじゃ無くて立体音おん響きようだよ……！

　あ、と三人も気付いたのだろう。浅間がメアリに手を促うながし、メアリが誾に促す。

　誾は、辺りを見回すが、旧派カトリツクのアデーレは寝ている。ゆえに彼女は一ひと息いきを入れ、

「神の思おぼし召めしですね」

　つまり、

「何事も、神が大いなる思いにて、為なされる事。

　不幸であろうとも、悲ひ劇げきであろうとも、それは神の与えた〝よき事〟に通じるもの。

　……信しん仰こうとは、ありとあらゆる現実に対し、従うのではなく、受け入れて認める事を大だい事じとするのです」

　何か凄すごい事を言われてる、というのは解わかる。

　横、ナルゼがペンを止めている事からもそれは理解出来る。だが、今の言げんからすると、

「……要するに、諦あきらめろって事？」

「それは違います」

　誾ぎんからの即そく答とうが来た。

「大事なのは、認めて受け入れる事です。そしてそこから、どうするか。──どの教きよう譜ふでも、管区や産土うぶすななど、互ご助じよのための地ち域いき制度があるのは何故なぜか。それは問題が生じても皆で解決しろという事で、そのためにまず、現状や現実を認めるプロセスが必要なのです」

　だから、

「何か面めん倒どうがあっても、否定した処ところで変わらない。ならばまずは〝神様の思おぼし召めし〟という箱に放り込んでおいて一ひと息いき吐いて、現在の状況を落ち着いて見ろと、そういう事なのです」

　おおう、とナイトは頷うなずいた。ふと聞いて見たいのは、

「誾ちゃんにとってムネオはそれだった訳わけ？」

　問うた先。う、と誾が息を詰めた。だが、ややあってから彼女は、こちらの横を指さす。

　見れば、ナルゼが真ま顔がおでペンを構えていた。息まで止めている。

「……ガっちゃん、ガっちゃん、ペン、こっちに渡せる？」

「──マルゴットじゃなければ了りよう承しようしないけど、まあ音声記録もあるからいいわ」

　はいよ、とペンを受け取ると、誾が肩から力を抜いてこう言った。

「──宗むね茂しげ様については、神の思し召しではなく、宗茂様と私の努力の成果です」

　おお……、と皆が静かな声を漏もらす。

　しかし、魔女テクノヘクセンである自分としては、なかなか無い機き会かいだ。

「神しん道とうとTsirhcツアークの両意見が聞けるとか、何だかレアな空間な気がするかな」

「一応、魔女も独立気き鋭えいだけど、サバトとかの管区はあって、互助制があるのよね」

「──そうなんですか」

　浅あさ間まの驚きがちょっと嬉うれしい。だが、こういう意見をまとめてみると、

「ま、一人で籠こもって被ひ害がい妄もう想そうこいてないで、現実見て皆でやってけみたいなのが、昔から基本的な〝解決法〟だった訳だね」

「よく考えると、今の状況ソレよ。ネシンバラの原げん稿こうについて」

「いい話でまとまりそうで、しかしそうはならないネタですわね……」

　そーだねー、と苦く笑しようしていると、正まさ純ずみが脚あしを畳たたみに投げ出した。

「成なる程ほどなあ」

「どしたの？　何か考え込んで」

「いや、何か凄すごくいろいろと教きよう譜ふや歴史について聞いて見たけど、──昔から、結けつ構こう、人類ってのは危き機きへの対応とかしてたし、今もソレはいろいろな形で活いかされていたんだな」

　だから、

「何となく、元もと信のぶ公こうが言っていた〝授業〟って意味が解わかってきた気もする。そして、前に話があった、私達が本来の道から外れているという意味も」

　彼女の言葉に、浅あさ間まが頷うなずいた。

「──私達が行動しているのは、独自のものですけど、でも、だからと言って、私達だけではないのは確かです。ヴェストファーレンがその合ごう流りゆうになればいいですね」

　そうだなあ、と呟つぶやく正まさ純ずみに、ナルゼがペンを軽くあげた。

　お？　と視線を向けた先。ナルゼが魔術陣マギノフイグーアにラフを描き込みながら言う。

「まあ、そこらへん、浅間は神しん道とうだからいろいろ詳しい筈はずよね。黎れい明めいの時代、いろいろな施し策さくの中、重要なファクターがあるじゃない」

　と、ナルゼが口の端はしを上げて言う。その意味がこちらには解らず、

「神道関係で、何かあったっけ？　ガっちゃん」

「別に神道だけじゃないけどね。ただ、当時で言うと、神かみ代よの時代からの引き継つぎで、神道が一番勢力を確かつ固ことしてたようだし、だからまあ──」

　ナルゼが、ペンを上げた。

「人口増加の方法。──詳しいわよね、浅間。どうせなら聞かせて欲しいわあ」







[image: 第三十九章『仕切り越しのお互い』]
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　点てん蔵ぞうは、場の空気がまた変わった事を悟さとった。

　先さき程ほどまで、女性陣じんのいる寝しん所じよの方がやや賑にぎやかな雰ふん囲い気きを発していたと思ったのだが、

　……な、何か凄すごく静かで御ご座ざるよ？

　寝ているのではない。皆が真剣に、何か話し合っている雰囲気だ。

　先程まで、政治や、末まつ世せの考こう察さつなどいろいろ記録がこちらには届いていた。だが、空気が変わってからは、そういうものが一切来ない。トーリもその辺り気付いているのだろう。

「おい、テンゾー、何か菓か子しもって乗り込んでこいよ」

「い、いや、ミスった場合どうなるか、身しん体たい測定の時によく見て御座ろう」

　だが、見ている限り、馬ば鹿かは何となく満足そうだ。厨ちゆう房ぼうからは見通せぬ廊下側の壁の向こう。そちらに視線を向け、

「こういうの、あればなー、とか、望んでたんだよな」

「トーリ殿どのは、どっちかっていうと、今、〝外〟で御座るのに？」

「馬鹿、俺おれも充分、中だよ。──だって皆、〝内ない緒しよ話ばなし〟してるってのを、俺に隠かくしてねえんだぜ？　それに──」

　それに、

「姉ねえちゃんと俺がやってるような駄だ弁べりや雰囲気を、今、ホライゾンも作れて、浅あさ間まもネイトもそれを作ってて、そこにメアリやウキ嫁よめや、立たち花ばな嫁とか、セージュンとか、皆で加わってる訳わけだろ。──俺の大だい事じな相手が、自分達だけで終わってなくて、何か楽しんでるってのは、それだけで有あり難がてえな」

「しれっと言うで御座るなあ……」

　だがそれはこちらも同様だ。英国から亡ぼう命めいしてきたメアリが、普通でいられている。きっと今、皆で、何か気き恥はずかしい話などしながら、花を零こぼしているのだろう。

　……うちの女おんな衆しゆうの事なので、場の想そう像ぞうを美化しているととんでもない現実を叩たたきつけられる可能性もあるで御座るが。

　ただ、点蔵としては思うのだ。メアリ共々、武蔵むさしでやっていけるだろう、と。

　……ならばもし、英国に渡る事になったとしても、安心で御座るな。

　逃げ場、というと悪い言い方だが、戻る事の出来る居い場ば所しよがメアリには出来たのだ。

　その証しよう拠こが、この、独特の静けさだろう。そしてそれは、回り戻って、ウルキアガにとっての成なる実みもそうであろうし、

「トーリ殿も、安心で御座るか」

　ホライゾンも、浅間も、ミトツダイラも、もはや普通だ。

　関係の変化が、落ち着けるというのが解わかり、また、それを踏み台に変化していくのだろう。

　……何とも不ふ思し議ぎで御ご座ざるなあ。

　英国で〝傷有りスカード〟と出会った頃ころの出来事やいろいろは、何だったのか。

　今を思えば、必要だった事と言えるが、もうあれは無いと、そうも思える。

　同じ、自分と彼女の事なのに、あの過去は、もはや二度と起きない。

　……ならば──。

　点てん蔵ぞうは、ふと作業の手を止めて、こう思った。

　自分達も、自分達の中で、古いものから、新しいものへと受け継ついで御座るのか、と。
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「────」

　点蔵は、自分の気付きに動きを止めた。すると正面のウルキアガが、

「どうした点蔵。病気か」

「あ、相変わらずで御座るな……！」

　だが、目は覚めた。そして思し案あんを働かせれば、

　……まあ、当然と言えば当然の、自覚無く進んでいく事で御座ろうな。

　何かを為なした際、それを繰り返すのでなければ、新しい事が始まるのだ。

　時代や世せ代だい、国や組そ織しきとは、そういうものだ。現に、今まで戦ってきた相手や、各地の戦せん場じようにおいても、戦争や交こう渉しようは国家の移り変わりに関する事も多いため、そのような流れを幾いく度どとなく見てきている。

　……里さと見み・義よし頼より殿どののように、生き方の改めを預けていく御ご仁じんもいて御座ったな。

　義よし康やすが、受け継ぎ、新しい里見を始めて行くのを、自分達は見て行くだろうし、トーリを初めとした己おのれ達も、やはり彼の預けたものを忘れはしないだろう。

　だから点蔵は、英国での事を憶おぼえておこうと思った。

　距きよ離りを取る事があっても、忘れる事は無い。そうであるならば、自分は、英国であった事から、今の自分達に受け継いだものを忘れないだろう、と。そして、

「トーリ殿」

　この男。馬ば鹿かで、本ほん気きで如何いかんともし難いところが多た々たあるのだが、

　……何度となく、自分の中で受け継いで、それがいいかどうかなど、思案していたので御座ろうかなあ。

　結けつ構こう天然なので「これがいいんじゃね？」で来ている気もするが、受け継ぎ、失う事はあっても、望んで得ようとしているようには見える。だから、

「現状、よう御座るな」

　だが、と点蔵は思った。

「女子衆しゆう、……何を話し込んでるで御座るか？」

「テンゾー。──オメエ、メアリとの間に子供、何人欲しい？」

「な、何で御ご座ざるかいきなり！」

　馬ばー鹿か、と馬鹿に言われた。しかし馬鹿は、

「そういう事だって話していい場所と、時間と、空気なんだぜ？」

　彼は腕を組み、口の端はしに歯を見せる。

「こっちだってまあ、そういう場所と、時間と、空気なんだから、忘れんなよ？」
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「──まあ、そんな感じで浅あさ間ま神じん社じやというか、神しん道とうとしては、イザナギとイザナミが何人産んだり死なすかで口喧げん嘩かした結果、産む方優先になってる訳わけですね」

　浅間は、頰ほおに軽く熱が上がってくるのを自覚しながら、どの辺りまで話をしましょうか、と思し案あんする。正直、とことんマニアックな方面まで行けてしまうのが神道だ。犬や兎うさぎどころか鳥だって鰐わにだって溶よう岩がんだって対たい象しようで──……、何だか極きよく東とう酷ひどいですよね、と今いま更さらに思う。

　だが、今は真剣な部分も含んだ話だ。

　黎れい明めいの時代や、これまでの人類の歴史において為なされてきた事。

　滅ぶ事への対たい抗こうとしての、人口の増加。

「……で、単純に言えば、人口増加を制限すれば、その国は滅めつ亡ぼうに向かいます」

「それはまあ、そうだろう」

　正まさ純ずみが頷うなずく。

「生産力が落ちるだけではなく、インフラの保持のための人員や、何より税ぜい収しゆうが下がる。

　この戦争多発の時期だけではなく、発展が必要な今までの歴史の中、そんな事をしていたらやってられないだろう」

　はい、と手を上げる姿すがたがあった。何やら起きてきたアデーレだ。彼女は横に鈴すずを並べて、

「武蔵むさし上だと、その辺り、どうなんです？　結けつ構こう自分、納のう税ぜいとかチェックしてるんですけど、ほら、旧派カトリツクで一人暮らしなもんで。他と違うんですかね的な」

「武蔵上も、税収が増えますし、何より貿ぼう易えき艦かんとして必要な人にん足そくの確保が出来ますから、人口増加奨しよう励れいですよ。重量税も年ねん齢れい別や家族割がありますから、逆にアデーレのような一人暮らしは、一人単たん位いで考えるとキツいといえばキツい部分もありますね」

　確かに、と正純が軽く上に視線を向けた。

「──税収と人口の関係となると、それこそ出しゆつ生しよう加か護ごなど持つ教きよう譜ふの領りよう分ぶんでもあるよな」
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　そうですね、と浅間は正純の言げんに頷いた。

「──まあ人にん頭とう税ぜいは人口勝負ですし、税収としては、納税扱いとして外がい燃ねん拝はい気きの納めもありますからね。それらで教きよう譜ふや国が回っているのは、Tsirhcツアーク旧派カトリツクも改派プロテスタントも、ムラサイなども同じです。つまり国家は人口が資本なんです」

　解わかりやすく、と心がけつつ、浅あさ間まは言う。すると、ナイトが手を挙げた。

「つまり、人間って国家の加か圧あつ器きみたいなもん？」

　そうですね、と応じると、正面に座る正まさ純ずみが頷うなずきを一つ作った。

「Ｊｕｄジヤツジ．、稼かせぎ、消しよう費ひするのが人間だ。その循じゆん環かん、金税の拝はい気きへの置き換えは、高こう齢れい者しやや動けない人でも納められるので、Tsirhc系けいだと尚なお更さら奨しよう励れいしてる事だ。そして人口が増えれば税ぜい収しゆうも増え、総給きゆう与よも増え、消費も生産も増えるので、余った分で貿ぼう易えきが始まって、国際的な経済的地位が上がっていく事になる。──人の働きは、やはりその循環の加圧器だろう」

　おお、と皆が、まとめた正純に小さく拍はく手しゆする。こちらとしては、補ほ足そくと話を戻すため、

「──だからまあ、人口増加は役所の方でも奨励してまして、浅間神じん社じやでも、まあ、言いにくいですが〝付け替え〟系の加か護ごとか、まあそこらのもありまして……」

　まあ、を連続で言いつつ、浅間は何となく崖がけっぷちに立っている感を得る。

　一応今は、政治的な面も含んだ話。武蔵むさしの実情などを鑑かんがみた内容を喋しやべってはいる。

　だが、業務で話すのとは違って、今の相手は仲間内。更さらには〝ここ〟は、これからの自分の〝寝室〟なる場所だ。つまり、

　……ど、どう考えても、人口増加奨励の現場……！

　ミトツダイラもホライゾンも、今は興きよう味み先行だが、喜き美みが向こうで背を向けて肩を震わせてるのは後で何か言っておくべきだろうか。

　ただ、先さき程ほどの言葉に、メアリが首を傾かしげた。

「付け替え……？　何です？　それは」

　メアリの問いかけに、ナルゼが小さく笑って言う。

「子供って、何で出来ると思う？　方法論じゃなくて、理り念ねんとして」

　それは、とメアリが一度考えて、こう言った。

「Ｊｕｄ．、先程ありましたが、──神の思おぼし召めしです」

「キャベツとかコウノトリが出なくて幸いだわ。──で、実際に神様いる訳わけでね？　Tsirhcはそこらへん担当がいないから結けつ構こうテキトー。魔術テクノマギは人間の術じゆつなので要努力。だけど神しん道とうみたいな八百やお万よろずだと、担当の神様がいて、〝当たった〟〝当たらない〟の運うん気きを管理出来るのよ」

　はあ、というメアリは、元々が旧派だ。その知ち識しきから言うと、このところで神道の事は勉強していたとしても、やはり身み近ぢかな部分での神の関わりに対し、驚きを得るらしい。

　……神様、結けつ構こう、どこにでもいるというか、どこにでも関わってるんですよね。

　Tsirhcでは巨きよ大だいな存在過ぎて漠ばく然ぜんとしているが、神道の場合は完全な業務区分がある。

　ですから、と浅間は言った。

「神道では、イザナミとイザナギが出しゆつ生しよう数すうと死し亡ぼう者しや数を決め、出生数が上である事が決まりました。だから神様の方では、結けつ構こうテキトーにそこらの奨しよう励れい術じゆつ式しきとかを作ってるんですね」

　言うと、ハナミが表示枠サインフレームを掲かかげた。


《大変よ──：Ｂｙ神》



「まあ、平和になって福ふく利り厚こう生せいが行き届いて、娯ご楽らくやインフラが整うと、何故なぜか勝かつ手てに人々が出しゆつ生しよう率りつを下げるのは神かみ代よの時代からも言われてた事なんで。ここら大変なんですが──」

「フフ、武蔵むさし、結けつ構こうその傾向高いわよねえ」

「……恋れん愛あい成じよう就じゆはうちの仕事でもあるので頑がん張ばります……」

　で、と浅あさ間まは言葉を挟んだ。

「メアリのさっきの質問に答えると、──出産の神様としては、自分の奏そう者しやの〝当てたいなあ〟と〝当てたくないなあ〟を叶かなえたい訳わけでして。だからその場合、両者の運うん気きと、バランス取りをするんですね」

「……ええと、つまり、どういう事だ？」

　正まさ純ずみが眉まゆを歪ゆがめて問うのに、ナルゼが応じた。

「子供がまだ欲しくない二人の当たり運を、欲しい二人の方にちょっと傾ける。そんな感じかしら。完全ではないと聞いたけど、出産の担当神がいて、産土うぶすな下での運気を統とう合ごう管理出来る神しん道とうならではね」

　そう言ったナルゼはしかし、はあ、と吐と息いきする。

「神道奏者でリョジョークとかやりにくいのは、これもあるからなのよね……」

「あ、一応、運気の交こう換かん率りつは完全じゃないですし、お互い同意の上で、です。こう言っちゃなんですけど、国造りの神しん話わの辺りから、神道では両者同意が上げられてますからねー……」

「だからって長い歴史の間で、違い反はんしたら尻しりに転移バンカーとか、どういう事よ」

　成なる程ほど、とメアリが頷うなずいているが、意味が解わかってるのだろうか。

　ただ、不ふ意いに彼女が、問うて来た。

「あの、神道では、その、出産の担当神は、どなたなのです？」

　問いかけに、皆の視線が自分に集中するのを浅間は感じた。だから、浅間は、妙みように熱のある汗あせを全身に感じ、俯うつむきながら右手を挙げた。

「それなりに居ますが、メジャーは、その、……うちのサクヤです……」
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《超大変よ──：Ｂｙ神》



　ハナミの表示枠を見て、浅間は一ひと息いき。すると喜き美みが小さく笑った。

「フフ、そうして考えると、武蔵に浅間神じん社じやがあるのは面白いわよね。出産の神がついていれば、この極きよく東とう唯ゆい一いつの独どく立りつ領りよう土どは滅びから最も遠くなるんだもの」

「為い政せい者しやに利用されないか？　それ」

　正まさ純ずみの言葉に、ナルゼが弓ゆみを構えて撃うつ真似まねをした。

「……砲ほう撃げきでイチコロよ」

　その言げん動どうに対し、アデーレや鈴すず、成なる実みが首を下に振った。

「成なる程ほど……」

「い、いえ、そんな事してない筈はずですよ、多分」

「だったらどうしてあのような砲撃が出来るのでしょうか……」

　誾ぎんの言葉に重ねるように、後ろからホライゾンが肩に手を乗せてくる。

　浅あさ間まは、あー、と前置きの息を吐きながら、右の人ひと差さし指ゆびを立てる。

「その辺り、昔は為い政せい者しやに利用されそうになったりとか、いろいろあったようで。だから浅間神じん社じやは富ふ士じの山さん頂ちように奥おく宮みやを設けて不ふ可か侵しんを謳うたったとも言われてますね」

　神しん道とうは帝みかどの下で独立した存在だ。極きよく東とうのインフラや加か護ごなども扱っているため、豪ごう族ぞくの台たい頭とうした時代には武力として取り込もうとする動きが有り、確かに一戦構えたとも伝えられている。

　……とはいえこの辺り、黎れい明めいの時代の記録同様、神道の中では機き密みつなんですよねー……。

　泰やす衡ひら辺りに聞くと教えてくれそうな気もする。だが、

「まあ、とりあえず、現状ではそこらへんの理由があるかなしかは別として、浅間神社は武蔵むさしに入ってる訳わけですね。──で、〝当てる〟〝当てない〟のどっちにおいても、まあ、術じゆつ式しきや手配とかがあったりする訳です。ええ。──ナルゼはこっちを変な目で見ないっ」


《一発当たりの加護はうちの旦だん那なで充分よ──：Ｂｙ神》



　ほう、とナイトが表示枠サインフレームを見る。

「何か、凄すごい愛だね……」

「というか、神が降こう臨りんし過ぎじゃないかしら」

「いえ、有あり明あけに入るので、IZUMOの方から武蔵の結けつ界かい範囲に常じよう駐ちゆうして貰もらってるんです。有明自体も結界があって神様いますから、干かん渉しようしてしまうと面めん倒どうですし、内に入ってもらう感じで。

　神かみ降ろしまではいきませんけど、武蔵にいるので、加護類のタイムラグなど無くなりますね」

「神様、狭いところでストレス溜たまらない？」

「夏だから祭が出来ますし、そこでウサ晴らして貰もらえばいいかと」

　告げる言葉に、メアリが幾いく度ども深く頷うなずいているのが面白い。

「──メアリの知る精せい霊れいとか、そういうのとは違いますか？」

「あ、はい。精霊達は、各自然物の担当だったりしますけど、あまり明確な政治形態や役やく職しよく的区分は持っていませんから。──王と領りよう主しゆとか、よくてそんな区分ですね」

　それはそれで凄すごく聞いてみたい気もする。だけど、今の話の流れとしては、

「メアリ」

「何でしょう」

　ん？　と小首を傾かしげた髪かみから、小さな花びらが散る。

　今の話というか、この空気が楽しかったのだろう。だからこちらとしては、ダメ押し感覚で、

「この辺り、予備加か護ごはあるので、──何かありましたら、メアリ、気き兼がねなく相談して下さいね」
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　え？　とメアリは思った。

　今、自分達に関わる知ち識しきを、結けつ構こう〝面白系けい〟として聞いていた気がするが、

「え、ええと」

　自分にとって、何が必要なのか。それはつまり、

　……あ。

　英国を去る時、こんな話があったのだ。自分が、次期英国王を産むのだと。

　それは、ひょっとすると外部の襲しゆう名めい者しやかもしれないし、襲名者の世せ襲しゆう的な事は禁止されているので、一ひと筋すじ縄なわではいかないが、しかし、

「あ、あの、ええと」

　何でしょう。白い花が零こぼれて、止まらなくなってしまって。

　恥はずかしくて、何だか意味もよく解わかってなくて、自分勝かつ手てな感情なのだが、

「て、点てん蔵ぞう様と相談してみます……」





●






・金マル：『テンゾー』

・十ＺＯ：『何で御ご座ざるか？』

・●　画：『──教えてあげられないのがホンット残念……！　いや、ＳＨＩ・ＮＥ』

・ウキー：『Ｓｈｉｎｅシヤインと間違えられぬよう、間にナカグロを挟むとは出来るなナルゼ……』

・十ＺＯ：『な、何が何だか解らぬで御座るよ──？』
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「フフ、というか、自分達を棚たなに上げて英国方面に振ったわね!?　そうだわね!?」

　喜き美みの声に、ミトツダイラは軽く身をすくめた。

　……巻き込まれてはなりませんわ……！

　今は浅あさ間まが防ぼう弾だんだ。二人が共とも食ぐいしている間、こちらは話題を流して行くに限る。だから、

「──正まさ純ずみ、そういった部分も、やはり駆かけ引きになりますの？」

「正直、ヴェストファーレン以い降こうにはなると思う。ただ、長く続いた戦争の時代が終われば、国力を支えるのは国民の数だ。神しん道とうが〝隠かくれ〟の設定をもっと流る布ふ出来るようになれば──」

　正純が、軽く思し案あんの上で、こう言った。

「──外がい界かいへの開かい拓たくでも、随ずい分ぶんと望まれるだろうな」

　フフ、と喜き美みが浅あさ間まから視線を外した。彼女はメアリに顔を向け、

「何人くらいがいいかしら」

「Ｊｕｄジヤツジ．、──うちは姉妹でいろいろ助かった事が多かったので、二人か、それ以上がいると賑にぎやかでしょうね」

　頰ほおに手を当てて言う彼女は、花を零こぼすのを止めようとしない。
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・金マル：『こらテンゾー』

・十ＺＯ：『な、何で御ご座ざる……!?』

・銀　狼：『いえ、第一特とく務む、警けい戒かいしないで下さいましね？　要は簡単な事ですの。近日中にメアリが何か言い出した時、逃げ出したらただじゃ済ましませんわよ』

・十ＺＯ：『な、何か凄すごい事言われてるで御座るよ！』

・あさま：『まあまあ、点てん蔵ぞう君、落ち着いて下さい。悪い事じゃないですよ。──ただ、逃げ出したらただじゃ済ましませんから』

・金マル：『これは逃げ場の無い時間帯』

・●　画：『入にゆう稿こうしたばかりでスカスカの私に、今夜すごくネタが多くていいわあ──』

・十ＺＯ：『さ、最後の人だけ私し利り私し欲よくで御座るよ……！』
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　と、浅間は、喜美がこちらの背後に視線を向けたのを悟さとった。

　そちらにはホライゾンがいる。

　また何か良からぬ事を、と思う部分もあったので、とりあえず背後に庇かばう動きを作る。

　だが、喜美が問うて来た。

「愚ぐ弟ていの意見は別として、──ここだけの話、ホライゾンは、何人くらい欲しいのかしら」

「ちょっと、喜美……。ホライゾン、まだそういう自覚が無いかもしれないじゃないですか」

　言った先、喜美が目を笑えみにした。次の瞬しゆん間かん、

「良かったわ。だって、──じゃあアンタ自覚あるのよね？　それって」

　え!?　と思った瞬間。後ろから肩に手が乗った。

「──流石さすがは浅間様、人口増加奨しよう励れいに前向きですな」

　挟きよう撃げきに対し、一気に妙みような汗あせが出た。久しぶりに人体の寒かん暖だんが激しい日だと思う。

「いや、あのですね？　というかミトも何ですそのサッパリした笑顔でカーテン閉めて！」

　まあまあ、とホライゾンが横にやってきた。

「──ぶっちゃけ、どうですかねえ」
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　ホライゾンは思し案あんする。もし、自分が子を得るとして、

「その頃ころ、末まつ世せがどうなっているか。世の情勢がどうなっているか。そして自分がまた、どうなっているかなどを考えると──」

　こう言わざるを得ない、そんな部分があるのでは、と、そう思いながら、口をまた開く。

「──産まれてくる子にとって、えらく大変な時代なのではないでしょうか。

　その子はきっと、産まれて来ねば良かったと、そう言うやもしれません」

　ただ、とホライゾンは言った。

「一人、新しい命を得れば、その分、世界は賑にぎやかになるのです。それは確かです。

　そしてもし、キッツイ現実があったとしても、──トーリ様や、浅あさ間ま様や、ミトツダイラ様、喜き美み様他、他人の人生介かい入にゆうエクストリーム組な皆様がどうにかしてくれるでしょう。

　ホライゾンに出来る事があるとすれば、その子にこう言ってやるだけです」

　それは、

「そんな風ふうに怖こわがってないで、──ホライゾンも皆も、貴方あなたを助ける事は確かですから」

　だから、

「お前もチョイと頑がん張ばってみなさい、と」
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　不ふ意いにホライゾンは、影を感じた。

　喜美だ。いつの間にか、彼女が目の前に膝ひざをついていて、

「ほら」

　と、唇くちびるに右の人ひと差さし指ゆびを当てられた。

　表情は細めた目で、口くち元もとには微笑がある。

「フフ、ちゃっかりしてるわねホライゾン。──だって私達がどうにかしてくれるだろう、って言っておきながら、自分の子には、自分が助けるって言ってるんだもの」

「バレましたか」

　あ、と皆が声をあげる。それらに対し、ホライゾンは両の親指を上げ、

「ホライゾン、他人に頼る事に関してはピカ一です」
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　ミトツダイラは、カーテン前から皆を見渡した。

　誰だれもが、視線や顔をこちらに向けて会え釈しやくする。ナイトもナルゼも、だ。

　……今の話は、ここだけの事。

　自分から王に伝える事も無い。

　ホライゾンが、気が向いた時、王に言えば良いし、言わなくても良い事だ。だから今、自分が手を掛けているカーテンはある。

　……これは内ない緒しよ。

　皆はだから頷うなずいた。黙だまっておこう、と。そして、

「──さあ、次の方です」

　ホライゾンが、浅あさ間まの肩に手を置いて、浅間の顔を見て、こう言った。

「ミトツダイラ様──!!」
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　浅間は、処しよ刑けいが一ターン延びた事を悟さとった。

　……あ、危なかったですよ!?

　否いな、単に先延ばしになっただけなのだろうが、心の準備は大切です。野や球きゆうで言えば２アウトでバッターボックスに立つのと、１アウトで立つような差。セーフ。というか打つ気が一切無い気がしますが。

　ただ、今さっきのホライゾンの応答には、安心した部分もある。

　……トーリ君とそういう事するのが、もう、前ぜん提ていでしたからね。

　彼女の中では、ある程度の未来がビジョンとしてあるのだろう。

　これから、そういったものを聞いてみたり、彼を通して相談される事もあるだろうか。

　浅間神じん社じやとして、店たな子ことして、しっかり対応していかねばと思いもする。そして、

「ミト？」

　問うた先、カーテンを押さえていた狼おおかみが、え……、という顔をしていた。

　ややあってから、彼女は、はっと息を吸い、

「わ、私ですの!?」

　一気に赤せき面めんした。

　わあ面白い反応……、と思うが、自分も毎度あんななのだろうか。だったら確かに面白いから皆がネタにする訳わけで……、そりゃ確かに……、何か身につまされますね今夜……。

「浅間様、何か覇は気きを失ってますが大だい丈じよう夫ぶですか？」

「いやまあ、何か、解わかっても意味無い事が解ってきたと言いますか……」

　ともあれ、と言ったのはナルゼだ。彼女はペンを翳かざして、

「今まで仕込みの段階は何度か描いた事があるけど、ピロートークの資料が欲しかったところよ。さあ、言いなさい」

「な、何か勝かつ手てに資料にされてますわよ!?　大体、騎き士しと王の関係ですのよ!?」

「尚なお更さらフツーによくあるじゃない。聖せい譜ふ記き述じゆつだと、騎士団が同どう性せい愛あい行為で告発とか、王おう侯こうはちょっと免めんじようかー、とか、一種の御約束よ。──何を自分追い詰めてんの」

「く、詳しいですわねナルゼ……！」

「うん、ガっちゃん、人生にはいらん資料を調べさせたら凄すごいよ」

　確かに、こういう時、ナルゼの探たん求きゆう力りよくは本当に凄い部分がある。

　……神しん道とうネタも、何でそれを知ってて、こっち知らないんでしょう、とかありますよね……。

　まあ、ネタにならないものがスッポ抜けしているのは、ある意味当然だろう。

　だが、メアリが小さく笑ってこう言った。彼女は頰ほおに手を当て、花を零こぼしながら、

「ミトツダイラ様。誰だれも、馬ば鹿かにする事はありませんよ」

「まあ、それはそうでしょうけど……」

　と、ミトツダイラの視線が動くのを、浅あさ間まは見た。

　彼女は、自分のパーティションを窺うかがい、口を一度横に結ぶ。それはつまり、

　……否定してもしょうがない。そういう事ですよね。

　カーテンだって、自分で押さえている。だから、

「──正直、人狼ルウガルウ種しゆ族ぞくのハーフですもの。その辺りの率りつは、解わからないんですわ。

　私が生まれている以上、ゼロではありませんけど──」

「……人狼女王レーネ・デ・ガルウ、二十四日の伝でん説せつがありますよね……」

　アデーレの語りが、畏い怖ふに満ちているのは何故なぜだろうか。というか歌か詞しにもなっていた気が。

　だが、狼おおかみはこちらから視線をズラし、

「あとまあ、子供って、隔かく世せで形質を受け継つぎやすいといいますわよね」

　つまり、

「私と王の子って、多分、──御お母かあ様さまに似る気が」

　それはどういう事か。喜き美みが、はっとして言った。

「アンタ、娘むすめに負けるのね！　父親似だから！」

「言われると思ったらホントに言われましたわ──!!」
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　それは……、と皆が躊躇ためらいなく同情の視線を向けてくるのをミトツダイラは感じた。

　……あっ、凄い重じゆう大だい事じと思われてますわ……！

　個人的には、今のはちょっとネタとして流して貰もらいたかった部分もあるが、何だか凄くヘビィに捉とらえられている気もする。ただまあ、

「──強い子に育つとは思いますわね」

　言って、ミトツダイラは笑えみを向けた。

　浅間宛あて。そして言うべきは、

「智ともは、どうですの？」
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　問うた先、浅あさ間まが息を吸うのをミトツダイラは見た。

　彼女は、物もの怖おじはしていないが、しかしまだ思し案あんの固まっていない風ふうで、

　……真ま面じ目めですわねー……。

　皆、これがいきなりのネタ振りだというのは解わかっているのだ。だから、何処どこまでも真剣になろうと追い込む必要は無いのだが、その辺りがやはり浅間という事だろうか。だが、

「まあ、私だけの観かん点てんで言うと、ほら何となく、昔から思ってたんですけどね？　あの、私は一人っ子じゃないですか。だからまあ……」

　彼女が、喜き美みにちらりと視線を向ける。

「姉妹とか、兄弟とか、いるといいなあ、って。たまにはそんなのも思うんですよね」

　だけど、と浅間が喜美に対して半はん目めとなり、

「──でも、負ふ担たんが際限なく増えるだろうな、と思って考えるのをやめますね……」

「あ、浅間神じん社じや代表、あの、オチをつけなくてもいいのですが」

　誾ぎんの言う事も尤もつともだと思うが、確かにこの姉とか考えると、負担が多過ぎる気もする。

　ただ、浅間が肩から力を抜いてホライゾンに振り返り、そしてまたこちらを見た。

「……でもまあ、もしそういう幸いを得られるなら、必ず、──二人以上の姉妹か兄弟か、どっちかがいるような事にはなりますよね」

「わ、私にプレッシャーを掛けますの……!?」

「さあ、ミトツダイラ様、御お母かあ様さまの記録に挑ちよう戦せんする時期が視野に入ってきました」

　ホライゾンの言葉に、成なる実みが眉まゆをひそめた。

「……ハーフだと、倍なの？　それとも、半分なの？」

「十二日でも大変だと思いますが、四十八日だとトーリ君が死ぬんじゃあ……」

「流石さすがにそこまでトーリ様を独どく占せんされると、家計だの何だのに影えい響きようが出ますので、分ぶん割かつ処しよ理りなど、その辺りを提てい言げんしたいとホライゾンは思います」

「そ、そうなると決まってませんのよ!?　のよ!?」

　それに、とこちらは浅間に視線を向けるしかない。

　言うべき事は、確かにあるのだ。

「……智ともも、私達に気を遣つかって一人でいいとか、そういう気遣いでしたらお断りですのよ？」

「まあ、確かにそうですね」

　と言う巫女みこは、何となく表情から照れを抜いた感がある。

　口にした言葉は実際の力を持つ。それが神しん道とうの〝言こと霊だま〟理論だが、浅間としては、今の己おのれの台詞せりふで何かを自分の中に定めたのだろうか。

「──トーリ君と話し合ったり、皆と話したりで、決めていこうと思います」

　それに、と彼女は言った。

「うちの母、私に神しん道とうのあれこれとか、家事の云うん々ぬんとか、しっかり教え込んでくれましたけど、あれ、相当大変な筈はずなんですよね。今、思い返してみると、ホント、よくて一人、二人くらいがちゃんと育てられるか……」

　という彼女の言葉が止まった。

　見れば、ホライゾンが、鈍い汗あせを搔かきながら浅あさ間まに両手を挙げている。

「……何でしょう、ホライゾン」

「……不ふ肖しようホライゾン、その辺りが一切パーなので、浅間様にお任せしていいでしょうか」

「フフ、ホライゾン」

　と、喜き美みがホライゾンに夏服の袖そでを投げた。

「畳たたんでみて」

　投げ渡されたホライゾンは、立ち上がり、それを、おもむろに、カーテンのポールに突き出たフックに引っかけた。

　そして彼女は、両手でそれを指し示し、

「如何いかがですか浅間様……！」

「……これは、どっちかって言うとホライゾンにまず教え込んだ方がいい気が……」

「言っておきますが、ホライゾン、楽して生きたい派はですが、如何いかに」

[image: ]

　浅あさ間まが頭を抱える。が、結論としては見えている。

「楽して憶おぼえられるように教え方をアレンジですわね。その方が、子供に伝えるのも、伝えられるのも、また楽ですわよ」

「うーん……。表示枠サインフレームに記録していつでも確かく認にんとか、行動する時に自動立ち上げとか、そういうのを用意すべきなんでしょうかね……」

　まあいいです、と浅間が顔を上げた。

「いろいろ、仕切るところは私も仕切る。──そういう事ですね」
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　浅間が一ひと息いきを入れ、ホライゾンが頷うなずくように腰を落とした。そして、

「では、一息を入れましょうか」

　と、ホライゾンが後ろから湯ゆ飲のみと急きゆう須すなどを出して行く。

「先さき程ほど、ちょっと厨ちゆう房ぼうからチョバって来ました。あ、お湯も薬や缶かんであります」

「あれ？　じゃあこの御お菓か子しは」

「トーリ様が作っていたものです」

　ええ、とホライゾンが頷いた。

「──代わりにホライゾンのものとすり替えておきました」
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「トーリ殿どの！　何かトーリ殿の作った菓子、蓋ふたを開けてみたら砂さ糖とうの塊かたまりが！」

「おお！　よく解わかんねえけどホライゾンの愛だな！　愛！　うらやましいか！　丁ちよう度ど今、そういう話してたしな……！」

「貴き様さま！　その台詞せりふ、この砂糖の岩がん盤ばんを割ってから言え……！」

「もうこれ、上から珈琲コーヒー掛けて房ぼう総そう名物〝究きゆう極きよくグルジア珈琲〟として飲んだ方がよくないか」
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「うわあ、総そう長ちよう、蓋を開けたら中なか身みがそれぞれ違うとか、凝こってますね……」

「小こ癪しやくな……。あ、ホライゾンも、蓋を開けたら中身が違うのをやりました。底の方で」

　何を仕込んだかは聞かない方がいいですよね、とアデーレは思った。

　だが、先程のちょっとした将来話の中で、ふと思う事があり、

「あ」

　とアデーレは声を作った。

　……どーしたもんですかね。

　言いにくい事だが、疑問に感じた事が一つあったのだ。

　……ええと……。

　どう言おうか、と思って、ちょっと眠い頭を動かした時、横の伊だ達て家け副ふく長ちようがこう言った。

「そういえば、さっきの話だけど、──武蔵むさしの姫ひめは、御お産さんの能力があるの？」

　……ズバっと行きましたよ!?

　一いつ瞬しゆん血の気が引いたが、伊達家副長は、こういう質問をするのは自分の役やく目めだろうと、そんな感じで問うてもいる。

　そして応答は、別の処ところからあった。

　副ふく会長だ。彼女は右手を軽く挙げ、

「ホライゾンがP-01sという名を得ていたというか、そこらが解わかった時期、機き能のう類は青雷亭ブルーサンダー店てん主しゆ立ち会いの下で、技師などに調べて貰もらってる」

　その結果。

「フツーに大だい丈じよう夫ぶだ」
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　Ｊｕｄジヤツジ．、とホライゾンが頷うなずく声を、浅あさ間まは聞いた。

　彼女は、いつも通りの正しい姿勢の正せい座ざで、手にはカップ入りのプディングを持ち、

「何だかんだと、うちの極ごく道どう親父おやじも、娘むすめには人並みの生活をさせたいと思ったのでしょう」

　つまり、

「トーリ様が合がつ体たいしてナイス感覚だった場合、うちの極道親父と好みが合ったという事になるんですが、如何いかに」

　浅間は茶ちやを吹いた。
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「ちょ、ちょっと、それ運動のピーク時にトーリ君に言ったらトーリ君死にかけると思うので止めて下さい！　いいですね!?」

　浅間はホライゾンの肩を摑つかんで揺する。と、彼女はがくがく揺れながら、

「いえ、一回くらいは現場でぶちかましておかないと、──我が慢まん出来ぬネタですよコレ」

「我が王、大丈夫ですの……」

　というか、と頰ほおを赤くした誾ぎんが言う。

「義ぎ体たいの製せい造ぞう。特に生せい態たい系けいの場合は、本人の細さい胞ぼうなどを転用する事が多いので、姫の身体からだもその範はん疇ちゆうであろうと思いますが」

　言われて、浅間は思い出した。

　……誾さん、そういうの持ってましたっけ。

　浅間は、誾の細い義ぎ腕わんを見た事がある。

　あれはIZUMOに武蔵むさしが着ちやつ港こうする前後。戦せん闘とう用兼けん日常用の大型義ぎ腕わんが修復されるまで、確かに彼女は生体式の黒い義腕をつけていた。

　あれが、その義腕だ。そして同じように、

「そうね。……そういう造りのもあるから、武蔵の姫ひめの身体からだは、自じ動どう人形ベースだけど、身体としては本来のものになっているのだと思うわ」

　成なる実みが、自分の右手を軽く回して見せる。

「私も、一応、生体式の義腕と義ぎ脚きやくを持ってるわ。今のこれも、接続用に中間部は強化生体式。でも外面は本来のものに近くして、癒ゆ着ちやく素材化してるから、一いつ瞬しゆん解わからないけどね」

　言って彼女が苦く笑しようする。その理由は何かと思えば、

「伊達だてにいた時は、未み練れんかしら、って思ってたけど、こっち来たら不ふ転てん百足むかでの射しや出しゆつ用スペアに戦せん闘とう用義体を装そう塡てんしておくだけの費ひ用ようが無いの。だから生体式の通常義体を装塡してるんだけど、──まさか未練と思ってたのを、ここで大量に有用するなんてね」

「それも神の思おぼし召めし、そういう事ではないでしょうか」

　メアリの言葉に、皆が頷うなずいた。そして自分は、

「えーと、では、何となく話が纏まとまったところで、乾かん杯ぱいと行きましょう」

　皆が、湯ゆ飲のみを掲かかげる。

　続く動きで、ホライゾンが口にカップを当てた。

　傾け、呷あおる。その流れを見て、浅あさ間まはふと疑問を得た。

「あれ？　それ、プディングじゃあ……」

　ホライゾンの動きが止まった。

　ややあってから、ズ、ともボ、ともいえる音がして、明らかに喉のどを何かが通過した。

　そのまま数秒。やがてホライゾンが、二度、三度と軽く腰を上げて上下し、

「──危ないところでした。フ、負けませんとも」

「何が何だか解わからないですが、満足だったらトーリ君も喜ぶかと……」

　もう一個後ろから出してくる辺り、ちゃんと味わってなかった自覚があるのだろう。

「ただ、深夜に食べ過ぎはいけない気もしますよ、ホライゾン」

「……確かに、身体の組そ成せいが本物に近いホライゾン、微び妙みように体重増減はあるので考こう慮りよしたいところです。この辺り、極ごく道どう親父おやじの設計とはいえ、ビミョーに納なつ得とくいきませんねえ」

「だ、大丈、夫。ホライゾン、ほら、両腕うでとか、ある、し」

「──確かに、これは誾ぎん様や成実様でも不可能な特技。背後の収しゆう納のう空間もそうですね。

　そういった利点を見て、得としていくのがいいといったところでしょうか」

　じゃあ、と言って喜き美みが自分のパーティションに入った。彼女はしかし、すぐにカーテンを開けたままにして、布ふ団とんを引き出してくる。

「フフ、いい感じに心が火ほ照てったわ。冷めた時のための空間が必要ね」

「完全に遊ばれた気がしますけどねー……」

　半はん目めで言うと、彼女はミトツダイラのパーティションからも布ふ団とんを引っ張り出してくる。

　寝ろ、という風ふ情ぜいでは無い。寝ね転ころがって休めるようにしたいと、そういう事なのだろう。

「いいじゃない」

　喜き美みが言った。

「──私達は、愚ぐ弟てい達の尻しりを蹴け飛とばしていくために、末まつ世せを過ぎたらこんな楽しいネタがあるんだからって、その一つを今確かく認にんしたのよ。

　今夜のこれは遊び。でも、夏休みが終わる頃ころには、どういう現実にしていこうかと、想そう像ぞうの始まりとなる夢へと変えていい筈はず」

　だから、

「──末世の向こうに夢があるなら、何も怖こわくないわ」
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　結局、ネシンバラの原げん稿こうは午前四時頃ごろにアップされ、それを急いで編へん集しゆうし終えた時には、もう日が出ていた。皆、ナイトとナルゼが原稿の情報を武蔵むさしの国際通つう神しん神じん社じやに持って行った後に、そのまま寝しん所じよのスペースで寝る事を選択。これは、鈴すずの両親が午前中に湯ゆ屋やの用意をしておくという連れん絡らくがあった上のもので、

「結局、何かいつもの延長になったなあ」

　という正まさ純ずみやメアリ達の苦く笑しようと共に、皆は制せい服ふくの各所や髪かみに装そう飾しよく付きの禊祓みそぎの符ふを飾り、それを見せ合うテンションの落ち着きと共に徐じよ々じよに眠りに落ちていった。

　男子勢ぜいは店てん舗ぽの方で誰だれもがダウンするように素すで寝ていたが、ともあれ皆、女子の着付け直しと軽い身み嗜だしなみの整えのあと、昼食代わりの朝食をとって鈴の湯屋へと向かった。が、その途と中ちゆう、狼おおかみが巫女みこへと小さな声で、

「──智とも、昨夜、皆が本ほん舗ぽにやってきたのって、きっと、我が王の気き遣づかいですわ」

　だって、

「改めての本舗入り。緊かたくなったり、後に皆へとどう伝えたらいいか迷ったりせずに済むよう、書しよ記きを連れて賑にぎやかにしてくれましたのよ」

「喜美のアレも、喜美なりのそういう気遣いなんでしょうけどね……」

　有あり難がたかったり困らされたり。それもいつもの事かと思う浅あさ間まが、しかし顔横に来た表示枠サインフレームの内容を、皆に伝えた。

「左さ舷げん前方。──有あり明あけが出ます！」

　昼の空の下。

　水平の向こうに白い莫ばく大だいな霧きりが発生した。

　滝たきのような白い風を突き抜けるようにして出てくるのは、同じ色の装そう甲こう板ばん。武蔵むさしよりも巨きよ大だいな、横に長い浮ふ上じようドックは、しかしその格かく納のうハッチを開けていない。

　正まさ純ずみが、有あり明あけの偉い容ようを遠くに見み据すえながら口を開いた。

「──武蔵むさしはまだ有明の中には入らない。だが、合ごう流りゆうしたと、それを示すための出現だ。これから関かん東とう諸しよ家けを回ったりしながら、有明を浮上港として使い、有明内に物資などを補ほ充じゆう。中には入らなくとも、武蔵の関東基地として活用する」

　さあ、と〝歓かん迎げい・武蔵一いつ行こう〟の表示枠サインフレームを掲かかげる有明を見て、正純が言った。

「……羽は柴しば勢ぜいが安あ土づちで関かん西さいに戻るのに合わせ、私達も向こうへと行くぞ」

　ゆえに、

「それまで、為なすべき事と準備を怠おこたるな、皆」







[image: 第四十章『試験場の平均者』]
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「終わったっスよ──」

　昼過ぎの陽よう光こうが作る影の下。両腕うでを上げた少年は、そのまま壁に背を預けた。

　空の上。場所は浮かぶ大型航こう空くう艦かんの艦かん尾び加か速そく器きの上だ。

　やってやった、と、照てる政まさはそう思う。

　何しろ、完全修復だ。

　調ちよう整せいも何も含みで、十四日までかかる見積もりを、

「四日早め。──十日中にやってやりましたよ!!　それも日中に！」

　少年の傍かたわら、白い光を放つ女性型の走狗マウスが頭の上で手を叩たたき、

『よくよくよくがんばったたたたたた　いけてるいけてる』

「いや、刑部おさかべ姫ひめもよくやった。お前いなかったら奥の方の構こう成せい解わかってないもんな」

『ほめられてるてるてる？』

「Ｔｅｓテスタメント．、褒ほめてる」

　言うと、刑部姫が『ぴろーん』と声付きで一回回った。喜びの表現と言うより、評ひよう価かを受け取ったという事だろうか。彼女はそして、

『ほめてる　てるまさ』

「あー、ようやく名前憶おぼえたか──。池いけ田だ・照政な？　何かあったら照しよう合ごうとかすんだから、お前、憶おぼえておけよ？」

　このところの安あ土づちの修復で、お互いの関係が理解出来たのだろうか。

　こちらは艦を修復し、制せい御ぎよする役。刑部姫はそれを手伝い、時に実行し、そのために資料を提てい出しゆつする係だ。

　修復術じゆつ式しき以外、照政に比較すれば、どちらかというと刑部姫の方が常に働いている状況だ。何しろ修復場所が場所だけに、出力テストなどは即そく座ざに行えた方が良い。そして刑部姫のような走狗は、人間などと比較して疲ひ労ろうが薄く、衣食住環かん境きようの必要性も薄い。

　それが利点だ、と言えばそのままだが、刑部姫にはかなり助けられた。

　だが、彼女の働きも、こちらの指し示じがあってこそだ。

　見当をつけ、予測し、正解を見み据すえる。そこには勘かんや経けい験けんが多く関わるが、刑部姫のような走狗や自じ動どう人形では、間違いをなくそうとしてしまい、答えにたどり着けなくなる。

　アバウトな方が、〝納なつ得とく〟や〝妥協〟という意味の答えも認められるのだ。

　ゆえに照政は指示を出し、刑部姫と共に片付ける。結果として、

「よし」

　見上げた先、安土の後部、鳥とり居い型加速器の並びは修復が出来ている。

　これだけの大物。それも、羽は柴しば勢ぜいの総そう勢ぜいを助けるためとなると、いろいろな意味でプレッシャーの多い大事業だった。

　だが出来た。実のところ、基本部分は七日の深夜に終え、それで充分だと思ったのだ。安あ土づちは十日まで補ほ修しゆう出来る事が武蔵むさしとの会議で決まったし、自分には別件の仕事があるから、三み河かわに行こうと、そう考えたのだ。

　しかし、ふとこう感じた。

　……最後まで、面めん倒どうみてやっかなあ。

　自分も、建造系けいの得え手てとして、それなりに己おのれの所しよ行ぎよう自体へ責任や愛あい着ちやくを持ち始めたという事なのか。それとも、ただこの大だい規き模ぼ事業の補修において、スタートを上手うまく作れたため、その勢いに乗じたくなっているだけなのか。

　ただ、結果として、補修を完全に終えてやった。

　元々は、ある程度直れば良い、というものだった。

　それが、欲が働き、動けば良い、というものに変わって、遂ついには完全修復だ。

　装そう甲こう関係は知らない。内部フレームの状況なども、こちらは知らない。

　だが、重力加か速そく航こう行こうを用いるというならば、その出力系においては完全だ。

　これは、胸を張って良いだろう。

　安土が関かん東とうから去る期日の十日。本日中に何処どこまで補修が出来るか、という課題に、完全な答えを出してやったのだ。

「やったぜ……！」
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「──浅あさ野の、何か池いけ田だが青春してるわ」

　と、鍋なべ島しまが投げてきた表示枠レルネンフイグーアを、浅野は受け取った。

　こちらがいるのは真さな田だ教きよう導どう院いんに近い森の底。最近になって大規模な崩ほう落らくが生じたという、元遺い跡せきのあった地ち域いきの森だ。

　地面が数キロにわたって窪くぼ地ちとなった場所は、真田側からすると自由に使って良い土地で、更さらには出来れば地図なども作ってくれと言われている。

　そんなの、地ち竜りゆう達がいる真田側でやったらどうかとも思うが、

　……多ー分、真田としーても、夏ー休みの課題だったーのかなー。

　だからだろうか。

　地竜達は付き合いよく、連日この場での訓くん練れんに立ち合ってくれる。更さらには、

『──安土側からの連れん絡らくとなると、この辺りで休きゆう憩けいとしましょうか』

　真田十じゆう勇ゆう士しの一人、望もち月づきが、自分のコーチ役をかってくれていた。

　現げん役えきの襲しゆう名めい者しや。戦せん闘とう系で、忍にん者じやで、自じ動どう人形だ。自分のような文ぶん系けいで、頭の固いという自覚ありな人間にとって、これは逆らいがたい教官役。

　何しろ理り屈くつでは勝てないのだ。もし勝てる理屈があったとしたら、

　……そーれは、自分の都つ合ごうー優ー先ー、の時ー。

　自分には出来る度ど胸きようがないとか、生理的に駄だ目めとか、そういう感情的な部分の理屈については、望もち月づきもこちらを立ててくれる。だが、

『ならば、仕方ありませんね』

　と平然と言われてしまうと、それはそれで反はん抗こう心しんに火もつくのだ。うーわー、自分ー、鬱うつ陶とうしーい。

　だが、望月としてもこちらには気を遣つかっているのだろう。何しろ疲ひ労ろうの薄く、暑さも冷れい却きやくの問題としか捉とらえない自じ動どう人形だが、定期的に休きゆう憩けいをくれる。

　今もそうだ。

　羽は柴しば側からの〝客〟と思われてると癪しやくだが、そうでないようにするには、しっかり教えを吸収して、実じつ践せんしてみせなければならない。復習百ひやつ遍ぺん。ここ数日は、知らない知ち識しきと技術を今までの見直しとして得る事が出来、非常に充実していた。なのに、

・浅　野：『──なーに一体ー、訓くん練れんー中に通メー神ー文ルとーか』

・イケ照：『いや、お前さ、こっちは大事じ業ぎよう終えたんだよ』

・浅　野：『今、訓練ー中ー』

・イケ照：『お、おう……』

　こっちの出来る処ところを見せるべき時期に、お客様扱いされるような通神文とか、まあ、でっかい作業が終わって嬉うれしーいのはー、解わかるんだーけどー、

・浅　野：『でもまあ、おめーでとー』

・イケ照：『ああ、うん。そっちは』

　向こう、機き竜りゆうの足あし下もとでこっちに振り向いた鍋なべ島しまが、右の手を軽く回している。

　巻け、という事らしい。

　確かに鍋島の方も、一ひと息いき吐いたら地ち竜りゆう達と訓練だ。かなり基本からやっているらしく、本人が昨夜語った事に拠よれば、

「明日あしたからようやく走っていいって事だわ──。飛べるのいつになるんだわコレ……！」

　との事だが、やはり地竜達から見ると鍋島の機竜の動きは無む駄だが多いのだろう。

　そして、彼らの言げんが理にかなっていて、彼女自身も問題を感じるから、その通りとする。

　鍋島にとっても、今はこちらと同じ、充実の時間だ。

　だからまあ、

・浅　野：『そっちーは？』

・イケ照：『え？　ああ、Ｔｅｓテスタメント．、これから報告行って、すぐ三み河かわ』

　……あー、何か前ー、調査とーか何ーとか言ってた気がーする。

・浅　野：『白しらー鷺さぎ城じようーはー』

・イケ照：『後。三み河かわの方が先』

　何ーだ、と浅あさ野のは思った。

　……大だい事じなこーと、優ー先ー、出来るんーじゃないーの。

　白しら鷺さぎ城じようの修復は、P.A.Odaにとっては航こう空くう戦力の復帰に繫つながる。だがそれは池いけ田だの術じゆつ式しきの試験的なものであり、修復後も彼に与えられるとなれば、純じゆん粋すいな戦力としてはあまり期待をされていないとは思う。

　そういう意味では、白鷺城の修復は、P.A.Odaにとって、関かん東とうへの不ふ屈くつを見せつける意味が強いだろう。武蔵むさしによる破は壊かいなど、何としたものだ、というところだ。

　無む論ろん、池田にとって、白鷺城の修復は、大事なものであろう。

　だが、全体への貢こう献けんは弱い。

　そして池田は、白鷺城よりも三河の調査を優先した。だとすれば、

・浅　野：『頑がん張ばってーきなーよ。点数ー、低ーいんだーから』

・イケ照：『おう。行って来る。後さ』

　……まーだあるのーか。

　流石さすがに、何？　と聞く気は無い。だが、

・イケ照：『──長なが岡おか、武蔵で瑞典スウエーデン総そう長ちようと仲良くやってるってさ。こっちに合ごう流りゆうした偉えらい先生？　何かそんな人が、武蔵上で見かけたとか何とか』

・浅　野：『もーう、敵だよー』

　言っておく。だけど、

・浅　野：『可か児にさん、喜ーぶわー、それ、多ー分』

・イケ照：『おお、じゃあ、そういうネタで』

　おうおう、と返答して、通つう神しんを切る。と、鍋なべ島しまが笑った。

「ズルズル引っ張られてやがるわー」

「こ、こっちーに振ーった！　振っーた人が──！」

　と、地ち竜りゆう達が、望もち月づきと共に口くち元もとに手を当て、

『あらやだ、青春……？』

『自じ動どう人形には判はん断だん出来ない状況なので、逆ぎやく説せつ的に多分そうかと』

『まあっ、うちの海うん野のさんには一生無いような話ね……！』

「聞こえてんぞコノヤロウ……！」

　向こう。崩くずれた遺い跡せきの残ざん骸がいを城しろ跡あとに見立て、防ぼう御ぎよ陣じんの張り方を清きよ正まさと検けん分ぶんしている海野が声を作る。

　結けつ構こう二人は、普段それなりに距きよ離りを取りつつも、こういう現場では近しい。

　清正も海野も、もう少し敵対感覚とか、そういうものがあると思ったが、

　……為なーすべき事ーに乱れーが無いなら、仲ー間感覚だーね。

　自分はどうなのだろうか。そう思いながら、浅あさ野のは肩を回した。

　一ひと息いきは充分に入ったのだ。だから、

「じゃ、訓くんー練れん再開ー。御おー願ねがいしまーす」
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　望もち月づきは、浅野に適性を判はん断だんしていた。

　忍にん者じやとして、というだけでは無い、自分達、十じゆう勇ゆう士しとしての適性だ。

　……合がつ致ちする部分の、多い少女です。

　これは鍋なべ島しまも該がい当とうする。驚くべき事に、清きよ正まさもそうだ。

　人類の感情で言うと、好ましい、という部分も加わるのだろうか。ただ、自じ動どう人形ゆえ、そのような感情云うん々ぬんには踏み込まない。

　思うべきは、担当下にあるこの少女に、自分の技術を教え込む事。

　今、浅野はいろいろな可能性の入口にいる。

　どのような戦せん術じゆつを主とするか。そしてそれを行う際の〝クセ〟をどうするか。この辺りの部分が、決まっていそうで、決まっていない。

　このところで、山道や荒れ地の歩き方や、走り方、道とするべき足あし場ばの選び方などを教えてきた。

　特に山道を行くのは、興きよう味みを引いたらしい。選ぶ道として、幾いくつもの地形パターンを問われ、そういうのを見つけるたびに二人でそこを行った。

　一つ一つ。憶おぼえていく。

　頭がいいのだろう。

　だが、天てん才さいという存在ではない。発はつ想そうよりも蓄ちく積せき。瞬しゆん発ぱつよりも準備と確実。そういったセンスを持つ少女だ。これは、

　……適性です。

　自分がそうだ。幾いくつもの対応と準備によって相手を仕し留とめる。

　だが、手を尽くすという意味で、己おのれは伊だ達て家け副ふく長ちように敗はい北ぼくした。また、武蔵むさし勢ぜいに対しても、突とつ発ぱつ的な公こう示じ名めい〝点てん蔵ぞう様好き好きホームラン〟で破れている。

　仕込みがあっても、通じない。

　それが現実だとしても、自分はこの少女に、己の技を教えなければならない。ゆえに、

『浅野様』

　休きゆう息そくは終わり。浅野も、竹ボトルを腰のハードポイントにつけ、

「何──です？」

『今日きようから、トラップや戦せん闘とう術じゆつなど、実技に入ろうと思いますが、その前に軽く相あい対たいをしておきましょう』

「……は？」

　驚かれるのも無む理りはない。確かに、まだ、戦せん闘とう術じゆつなど訓くん練れんしていないのに、いきなり戦えは無いと思う。彼女の中でも、実技の訓練はあっても、対人としての戦闘はまだ先のつもりだったのだろう。

　しかし、ここで、知っておかねばならない事がある。

『──私は、あまり実力の無い者です。武蔵むさし勢ぜいに敗はい北ぼくしているため、私についていては、彼らを超える事など、到とう底てい不能。そのような判はん断だんが出来ると思います』

　ただ、

『実技の前に、見るべきものを見ましょう。──五秒程で理解出来ると思います』





●






　清きよ正まさは、海うん野のと共に背後へと振り向いた。

　……あら。

　ここは土ど砂しやと瓦が礫れきが流れ込んだ窪くぼ地ちの土地。森も、地ち殻かくの流動によって傾き、歪ゆがんだ形を持った場所だ。

　その中、土が平たく堆たい積せきした上で、浅あさ野のと望もち月づきが相あい対たいしている。

　訓練だというのは解わかる。

　だが、望月の構えが異い様ようだ。右足を膝ひざから突き出し、逆の足も膝を後ろに突き出している。

　前後、どちらにも均きん等とうに動けるようにする。そういう構えだろう。

　訓練で出すものではない。

　……特とく殊しゆ過ぎます。

　夏休みはまだ長い。訓練の時間は充分にあるのだ。それなのに、このような癖くせの強い構えでいきなり相対してどうするというのか。

　もっと基本を、と思う。

　それに、浅野の方も、襲しゆう名めい者しやなのだ。対応の準備はある。

　横に立つ海野も興きよう味みはあるのだろう。こちらに首を傾かしげながら、

「なあ、……あっちの子、どんな技だ？」

「Ｔｅｓテスタメント．、武ぶ器き庫こを至る所の空間に展開し、そこからの攻こう撃げきを行えます」

「──忍にん者じや向きだねえ」

「それだけではありません」

　浅野の特性は、彼女の戦闘記録から見ても解わかる。

　彼女は、敵の動きを読むのだ。

　慶けい長ちようの役えきにて、彼女は武蔵側の襲名者である大おお久く保ぼを排はい除じよしようとした。そのために、大久保についている柳生やぎゆう・宗むね矩のりを引きつけ、一度は欺あざむいてもいる。そして立たち花ばな夫ふ妻さいの追つい撃げきを受けたが、これに関しても逃げ切っているのだ。

　今も浅あさ野のは、望もち月づきの動きなどを読もうとしているだろう。あまり喋しやべらない後こう輩はいだが、きっと彼女の所有する位い相そう空間には、既すでに新しい武ぶ器きなどが詰められている筈はずなのだ。

　一個中ちゆう隊たいくらいの戦せん力りよく展開は出来る。ゆえに、

　……迂う闊かつに試すと、危険ですよ。

　思っている視線の先で、望月が緩く小さく身体からだを前後に揺らす。

　攻めるか引くか、その拍ひよう子しをとっているのだ。

　普通で考えれば、引く動きに合わせて飛び込むべきだ。骨こつ格かくの構こう成せい上、誰だれもが背後側への動きは不利で、力も入りにくいのだから。

　だが、望月の脚あしの構えは、前後共に行ける形だ。

　左右に逃げようにも、きっと後ろ脚を軸じくに、前脚を左右に振って即そく座ざの移動を決める。

　……だとしたならば──。

　思った時だ。

「自分だったら、って考えてるか」

　と、海うん野のに不ふ意いに言われて、清きよ正まさは首を横に振った。

「そんな事は考えていません」

　これは確かな事だ。何故なぜなら、

　……駄だ目めですね。

　自分の前に誰かが行くという、そんな光こう景けいを一いつ瞬しゆん思ったのだ。

　望月のような相手がいた場合、その人がまず恐れも知らずに前方へと出て、己おのれがフォローとして続く。

　己が前を任せられるのは誰か。

　わざわざ想そう像ぞうするまでも無い。だが、

「私も、まだまだです」

　福ふく島しまとの関係は、壊こわれたのだ。夏休みが明けて〝無かった事〟に出来なければ、これからはもう、自分が前に出る可能性もある。

　だから今、こう思うべきだったのだ。

「自分だったら、と、そうならないといけませんね」

「おっかないねえ」

　言われ、清正はどう反応すべきか迷った。

　そんな事はない、というのも、また何かズレている気がするし、その通りです、とも言いたくない。そもそも、これは応じられる事を考えていない言葉にも思えて、

「ほら、動くよ」

　海野が、顎あごで前を示した。

　見れば、言われた通りに望もち月づきが前に出た。

　身体からだの揺れを、そのまま移動に持ち込んだ流れだった。

　……随ずい分ぶんと自然な。

　よく見ていないと、虚きよを突かれる。そんな動作で、自じ動どう人形が前に出た。
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　鍋なべ島しまは、お、と身を軽く引いた。

　気付けば、望月が前に出ていたのだ。

　いつの間に、と思うが、やはり教きよう官かん役をかって出るだけはあるという事か。正直、ちょっとナメてたわすみません。

　……だけど浅あさ野のも、やるんだわコレが。

　大型木箱コンテナクラスの位い相そう空間。本来は輸ゆ送そう用と言えるものだが、彼女の場合はこれに武ぶ器きを仕込み、術じゆつ式しきで起き動どうする。

　銃じゆう。砲ほう。術式。仕掛けも何も、場合によっては水も砂や建築資材なども何でもありだ。

　今はきっと、銃がメイン。

　真さな田だの土地に来る際、万まんが一いちを考えて護ご身しん用になるものを考えたら、それしかない。砲のような大型武器だと過か剰じよう防ぼう衛えいとも言われるかも知れないし、更さらには、

　……長なが岡おかが、抜けたんだわ。

　先さき程ほど、池いけ田だとの遣やり取とりでは素そっ気けなかったが、意い外がいにこういう部分が濃いのだ。

　ただ、彼女の中では〝それ程でもない〟というのがあるのだろう。代わりになろうとしている訳わけでもない。

　ただ、銃を使う長岡がいなくなったから、銃を選択したのだ。

　何故なぜそんな事をしているのか、彼女の中でもよく解わかっていないだろう。

　もしも長岡の抜けた穴を埋めるためというならば、銃を仕込んだ分、浅野の武器において今までは無かった穴が生じる事になるのだ。

　記念という訳でもないだろうし、思い出という訳でも無いだろう。

　問うたところで否定されるだけの事だ。

　ただ、長い付き合いなら解る。

　浅野は銃を用意している。だから、

「行くわ」

　望月の動きが、前に出た。

　距きよ離りとして、十二歩程で接近する。そして望月が身を低くし、

「────」

　速度を上げた。その瞬しゆん間かん。浅野が半歩後ろに下がって、

「──参まいりーましーた！」

　浅あさ野のが、そのまま地面に尻しりを落とした。

　いきなりの負けを、認めたのだ。
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　望もち月づきは、動きを止めた。

　浅野まで、あと六歩程の位置だ。

『──Ｔｅｓテスタメント．』

　言って、姿勢を起こす。ちゃんと脚あしを揃そろえて立つ。

　そして目の前を見れば、浅野が尻しり餅もちをついて座り込んでいた。

　彼女は両腕うでを前に出し、こちらに制止の手の平を向けている。

　彼女が、負けを認めた。それも、こちらが接近するのを見ただけで、だ。

　……臆おく病びよう、というものがどういうものか、解わからない自分ではありますが。

　だが、今の浅野には、一つの評ひよう価かを与えられる。

『──見事です。浅野様。危ないところでしたね』
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　清きよ正まさは、安あん堵どの息に肩を落とした。

　横、海うん野のが逆に肩をすくめ、

「面白くないねえ」

「面白いかどうかでうちの後こう輩はいを傷つけられても困ります」

　へえ、と海野が言った。

「今の望月の、見えてたのか」

　Ｔｅｓ．、と清正は頷うなずいた。

「望月様は、浅野さんに接近中、その動作の中で膝ひざの関かん節せつを組み替えました」

　一いつ瞬しゆんの事だ。しかも、身体からだを低く沈める動きに合わせた行いだったので、見切るのは至し難なんだろう。だが、

「続く一歩の歩ほ幅はばが、三センチ程ですが、伸びていましたね」

「望月はあれを一歩ごとに段階的に行って、最終的には三十センチ程を伸ばすよ」

　そんなに……、と呟つぶやきも漏もれる距きよ離りだ。

　一歩が三十センチ伸びれば、左右の一歩ずつで六十センチ。

　極きよく東とうの刀や、欧おう州しゆうの短たん剣けんが、刃は渡わたりでその辺りを用いていると考えると、望月は小回りの利く刃やいば一本分のリーチを、足で〝稼かせげるようになる〟のだ。

　……戦せん闘とう中での、組み替えですからね。

　戦っている方は、長なが物ものを振り回していたとしても、いつの間にか望もち月づきに間ま合あいを詰められ、懐ふところに飛び込まれる事になるだろう。

　気付いたところで、今度は自分が足で間合いを稼かせがなければならない。

　しかも、望月は、これを可変とするのだ。

　伸ばしたリーチを、いきなり戻しても良いし、または方向転換の時などに手前と後ろの距きよ離りを変える事で、一気のターンや、最小限の信しん地ち旋せん回かいも可能とするだろう。

　だから、だ。

　だから浅あさ野のは、参まいった。

「随ずい分ぶんと、真ま面じ目めな後こう輩はいだね」

　海うん野のが言う。

「望月の動きに気付いた瞬しゆん間かん。対応出来ないと見切った」

「同じ歩ほ幅はばなら、走られてもその比ひ率りつで換かん算さん出来ますが、歩幅自体が変われば、移動距離の何もかもが変わりますからね」

　浅野の技は、位い相そう空間を分ぶん割かつして置き、それを利用して相手を迎げい撃げきする事だ。

　相手の動きを読めるがゆえ、位相空間の置き場所を決定出来る。

　……しかし、移動距離を可変されたら、先に決定した位相空間の置き場所が、全く使えなくなってしまいます。

　ゆえに浅野は、望月の技に気付いた瞬間、負けを認めた。

　いい判はん断だんだ。だが、

「──優ゆう秀しゆうだけど、もっとガッツリいかんとね。有ゆう事じの際にヘタレられても困るだろ」

「だから合がつ宿しゆくに来たのです」

　ようやくに、清きよ正まさは、竹たけ中なかが浅野達をここに派は遣けんした意味を知る。

　今、望月が差し延べた手を握り、身を起こす浅野は、自分の教きよう官かん役へまっすぐな視線を向けている。そして、

『浅野様。いいですか』

　望月が、こう言った。

『このような私でも、武蔵むさし勢ぜいには二度、敗はい北ぼくしているのです』
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　浅野は、望月の顔を見た。

　自じ動どう人形は、無表情にも見える面おもてを向けてくる。

　だが、浅野としては有あり難がたい事だ。余よ計けいな情や、要いらない思し考こう無しで、この相手は必要か不要の取しゆ捨しや選択を行えるのだから。

「──聞ーかせて」

『何をですか』

「どーうやったーら、負ーけずに済むのーかな」

『浅あさ野の様』

　望もち月づきが、こう問うて来た。

『人は、自分が想そう像ぞう出来る以上の天てん才さいを想像出来ないと、そう言われますね』

　ならば、

『凡ぼん人じんは、想像以上の天才に対し、どう抗あらがえば良いか、知っていますか』

「それは──」

『簡単です』

　望月には、きっと既すでに頭の中に答えがあるのだろう。それも恐らく、今、思いついたものではなく、ずっと昔に生じた解答が、だ。

　その内容は、

『天才とは、発はつ想そうです。その思いつきは凡人が既き存そんの知ち識しきや知恵から生み出すものとは別の、新しいものであり、結局のところ、しがらみを基き礎そとした凡人にはそれは生み出せません』

「そーんなのー知っーてるわ」

　自分がそうだ。

　学校というか、国の中には幾いく人にんもそういうのがいる。問いかけの答えに一いつ瞬しゆんで辿たどり着けるものや、思いつきもしない方法で解答に辿り着く者など、ざらにいる。

　だが、自分とて、そんな連れん中ちゆうに対たい抗こうしてきたのだ。

　才がある訳わけではない。

　やっていたのは、教きよう科か書しよの復習だ。幾いく度どとなく、何度も繰り返し、基礎を己おのれに叩たたき込んだ。

　これは、望月の言う通りの事。

　結局自分は、天才のような閃ひらめきや発想を得る事無く、ただただ既存の知識や知恵から解答を導くしか無いのだ。

　だが、目の前にいる自じ動どう人形が、こう言った。

『凡人が天才を超える方法が一つあります』

　それは、

『──繰り返し、です』
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　いいですか、と望月は言った。

『天才とは発想です。閃きです。ただ、それは、その場の一回です』

　しかし、

『凡ぼん人じんは、まず、凡ぼん庸ような行動を一回したとしましょう。ならば──』

　ならば、

『凡人であると自覚があるならば、己おのれのした事を、一度見直しましょう』

　解わかりますか？

『一度手を加えれば、それは、普通の凡人が一度では思いつかぬものとなります』

「つまり──」

　浅あさ野のの視線に、望もち月づきはこう思った。これを、好ましいと判はん断だんするのでしょうか、と。

　ゆえに望月は、浅野の促うながしに応じるように、こう言った。

『幾いく度どとなく、己のした凡庸に、手を加えるのです。幾度となく、幾度となく。

　それはきっと、天てん才さいの閃ひらめきとは違うものになるでしょうが、凡庸な者達は、きっと貴女あなたのした事を見て、こう言うでしょう。──〝どうやってそれをやった〟と』

　望月は、己の顔を指さした。

『ここに一人』

　浅野を指さす。

『ここにも一人。──これでもう、二人分の凡庸を重ねる事が確定です。

　この現状が如何いかに事じ態たい解決について適正なのか解りますか、浅野様』

「何ーが？」

　Ｔｅｓテスタメント．、と

『私達は、凡庸のままでも天才を倒せる立場に、今、辿たどり着いたのです』
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　言う言う、と苦く笑しようする海うん野のの声に、清きよ正まさは親近感を感じた。

　以前は敵。今も、味み方かたとは言い切れない関係だ。

　だが、自分の後こう輩はいをちゃんと扱ってくれるのは有あり難がたい。彼女達はまだまだ伸のび代しろが有り、夏休みという長期休きゆう暇かはそれを開花させるのにはいい期間なのだ。

　……良かったですね。

　慶けい長ちようの役えきの後、安あ土づちに回かい収しゆうされてきた鍋なべ島しま隊たいや浅野達は、疲ひ労ろうや負ふ傷しようもだが、敗はい北ぼく感かんが非常に強かった。

　どうしたらいいのだろう、という色が強く残っていたのは、浅野だ。鍋島などは、そういう場合でも「とにかく動きますわ」との方針だったし、機き竜りゆうの補ほ修しゆうが気を紛まぎらわせた。

　浅野についてはそうもいかなかったのと、やはり現場での敗北経けい験けんがそれまで無いのが響ひびいた。気を利かせた片かた桐ぎりが仕事として連れ出していたようだったが、蜂はち須す賀かからは、

「清正、……片桐には言わない方がいいと思うけど、後輩から、片桐がウザいと……」

「何をしたんですか片かた桐ぎり君……」

　という流れもあり、微び妙みように気にはしていたのだ。

　それが今、望もち月づきに付いていく。窪くぼ地ちの中にある低木の密みつ集しゆう地ちを示す教きよう官かん役は、今日きようから実技を教えるのだと言っていた。

　浅あさ野のにとっては、これからの何もかもが大だい事じなものとなるだろう。後は、

　……私の方も──。

　一人でやっていけるようにならねば、と思った時だ。

「──？」

　空に、深い音が一つ響ひびいてきたのだ。

　方角は東の方。そちらには、ずっと遠くに、薄青い横長の影がある。

　有あり明あけだ。

「ああ、有明が、武蔵むさしの格かく納のうをするために装そう甲こうを展開したのさ。──安あ土づちの補ほ修しゆうも終わったんだろ？　つまりこれから先、安土は、武蔵が有明を出る前に関かん東とうを出て行かないと、補修後の武蔵との戦せん闘とうとなる」

「武蔵が、関東に出るのは十日からにすると、そう言ったそうですね。

　それは本日ですが、では、武蔵の補修は──」

「武蔵の補修自体は、このところの関東諸しよ家け関係を回ったりしながら、艦かん上じようで行っていたらしいね。有明内にいては、即そく座ざの動きが取れないからだろう」

　だから、と彼女は言った。

「安土の補修完了と同時に、武蔵は有明に入って一いつ斉せい点てん検けんに入る筈はずさ。それは恐らく、深夜まで掛かる。──後は、解わかるだろう？」

　Ｔｅｓテスタメント．、とこちらは頷うなずくだけだ。

　つまりこの流れは、安土と武蔵の符ふ号ごうなのだ。顔を合わせもせず、言葉を交わしもしないが、安土は深夜に関東を出て行くし、それを追うように、しかし武蔵はまた関東に出て、安土の代わりに納まるように、その守しゆ護ごに入るのだ。

「いろいろ、面めん倒どうだったね」

　海うん野のがそう言って、南東の空を指さした。

「ようやく、という形だが、関東のいろいろあった流れも、安土の退去で一いち段だん落らく。そう考えていいんじゃないかね」
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　武蔵の空が回るのを、クリスティーナは見上げていた。

　午後入り際の青空。夏なのでただただ暑いかと思えば、高空を移動している事と大たい気き緩かん衝しようがあるために意い外がいとカラっとしている。

　……ネルトリンゲンの町も、防ぼう護ごの障しよう壁へきと共に、ある程度の大たい気き制せい御ぎよが為なされていたものでありますね。

　郊こう外がいにある長なが岡おか屋や敷しきなどはその範囲に含まれていない。だからネルトリンゲンまで足を運ぶと、ちょっとした環かん境きよう差さで異い国こく情じよう緒ちよを強く感じていたものだ。

　そういったものを捨てて、今、ここにいる。

　足が向かうのは階段。武蔵むさしアリアダスト教きよう導どう院いんの正面階段だ。

　行く。空気は快いとしても、建けん造ぞう物ぶつは日光による熱を受ける。陽かげ炎ろうが立つ階段は、その途と中ちゆうにある踊り場で定期的なミストを噴ふいている。

　そして見上げた先。最初の踊り場には、

「忠ただ興おき様」

「──遅えよ。上にいるのかと思って上がっちまうところだった」

「何故なぜ、行かなかったのであります？」

　問うた先、彼が艦かん首しゆの方を指さした。

「ここで、お前が向こうから来るのが見えたから」

「そうでありますか」

　ひょっとして、ここまで上がれば見えると思われたのだろうか。

　それとも、もしも先に行くつもりだったのだとしても、彼は振り向いてくれたのだ。

　どちらにしろ、今があるならば、と思って満足してしまえるのだから、随ずい分ぶんと自分は安くなったものでありますね、と、そんな事を考える。

　彼に並ぶ。

　行くぞ、と言われ、Ｔｅｓテスタメント．、と応じる。

「忠興様、水着は？」

「下に穿はいてきてんよ」

　危うく、どうしたらいいか解わからなくて死にかけた。収まりがつかないので両手を握って軽く上下に振っておく。すると、

「……何してんだ」

「た、忠興様がいけないのであります」

「？　ああ、そっか」

　手を差し出された。

　え？　と一いつ瞬しゆん思ってしまうが、すぐに彼の意い図とに気付いた。

　階段で、一歩遅れてじたばたしていればどう思われるのか。

　違う、と言うべきだ。自分のどうしようもないはしたなさが原因なのだから。だが、こういう場合はお互いの得を取っていいとも思う。ゆえに、

「有あり難がとう御ご座ざいます」

　手を取ると、握って引かれた。

　おう、という声で、彼が引っ張ってくれる。おやおや、忠ただ興おき様、階段で手を引くのは上に向けて支えるためであって、前に急ぐよう引くのは逆に危ないでありますよ。

　次のミストを潜くぐった。

　正面。見上げると、武蔵むさしアリアダスト教きよう導どう院いんの校舎を仰あおぎ見る事が出来る。

「さて、どうなるでありましょうか」

「……プールで水遊びしながら会議とか、あいつらどこまでテキトーなんだ」

「いいではありませんか、忠興様。だって──」

　これから話し合うのは、瑞典スウエーデンと武蔵の関係だ。本ほん能のう寺じの変へんへの介かい入にゆうを主題として、自分達がどう関わっていくべきか。それを会議する。

　自分達の行く末、何がどうなるかを、クリスティーナは端たん的てきに言った。

「──何が起きるか解わからないでありますよ、あの人達に対しては」







[image: 第四十一章『登校現場の出くわし連中』]
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　アデーレは、肌はだに午後の熱気を感じながら、辺りを見回した。

　ここは教きよう導どう院いん校舎の左さ舷げん脇わき。プールの縁へりだ。

　板張りのプールサイド上に、クラスの皆が座り込み、お互いを見み据すえている。

　暑しよ気きを空に、水を傍かたわらにおいて、それぞれの牽けん制せいだった。

「おい」

　不ふ意いに第二特とく務むが第一特務に言った。

「点てん蔵ぞう、貴き様さま、姉がいないのだから一番手で泳いでこい。いいぞ、水が冷たくて」

「い、嫌いやで御ご座ざるよ！　大体、メアリ殿どのは姉キャラ。その要件なら自分は除じよ外がいに御座ろう！」

「……だとすると、喜き美みがいるから我が王も除外ですの？」

　第五特務の言った内容に、第二特務が唸うなった。

「くそう……！　このような不ふ都つ合ごうがあるとは、宗しゆう派はとは厳きびしいものだ……！」

「第二特務は旧派カトリツクじゃないんですか……」

　などと言っている間に、プールサイドに立つオリオトライの声が届く。

「ほーら、とりあえず登校日なんだし、軽く遠えん泳えい５００メートルでも済ませちゃいなさいよ」

「いや、先生、質問が一つあるんだけどさ」

　第六特務が、フロートを装そう着ちやくした右の腕を上げる。そのまま彼女はプールを指さし、

「これで泳ぐのは、無む理りじゃないんさね」

　皆で半はん目めを向けた先。プールは夏の陽よう光こうを浴びて輝いている。それも、かなり確かな立体として、だ。そんな水面を形作るもの。全ての正体は、

「──大量の氷ひよう塊かいが浮いてるけどさ、何さね、これは」
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　ああ、とオリオトライが頷うなずく声を点蔵は聞いた。

「これね。さっきまでやってた二年女子の水すい泳えいが、ほら、直ちよく射しや日光凄すごく入っちゃって、水温上じよう昇しよう？　それで水すい棲せい系けいや植物系の異い族ぞくの子達が音ねを上げちゃって」

「それでこの環かん境きようを作ったので御座るか？」

「ううん。──その子達が退出する時〝次の人達が自分達のようにならないように〟って気を遣つかって皆で凍とう結けつ術じゆつ式しきを。術式だから不用意に触れると凍るわよ」

「迷めい惑わくで御座るな……!!」

　あの、とメアリが手を上げた。

「私が、精せい霊れい術式でどうにかしましょうか？」

「おお、メアリ殿、どのようにで御座るかな？」

「ええ、ちょっと加か減げんが難しいですが、一気に加か熱ねつして……」

・あさま：『注ちゆう釈しやくしますけど、メアリの精せい霊れい術じゆつ式しきは、場合によっては英国に落ちる輸ゆ送そう艦かんを吹っ飛ばせる実力だったと思います』

・●　画：『器き物ぶつ損そん壊かい？』

　点てん蔵ぞうは、思し案あんした。メアリの術で上手うまくいけばよし。しかし、上手くいかねば、

　……下手へたすると教きよう導どう院いんがドカンで御ご座ざるなあ。

　一応、聞いてみた。

・十ＺＯ：『皆の衆しゆう、……邪じや魔ま、しないで御座るよね？』

・俺　　：『しねえよ！　しねえって！　安心しろよ！』

・金マル：『うーん、メーやんの邪魔はしないかなあ』

・ホラ子：『応おう援えんはせねばなりますまい。ええ』

　これは〝来る〟で御座るな、と点蔵は思った。おそらくは、メアリの邪魔をするのではなく、応援や、こちらを茶ちや化かす事で、彼女に火をつける。

　そうなったらどうなるか。

　……新居のために貯ためている金が、賠ばい償しよう金きんにクラスチェンジで御座る。

　それは避けたい。ゆえに点蔵は、メアリの肩に手を乗せた。

「メアリ殿どの」

「は、はい、どうしましょう」

　正面から見ると、学校指定水着から明らかにはみ出している信しん仰こう対たい象しようが見事。

　脳のう内ないシャッターではなく、脳内録ろく画がに切り替えながら、点蔵は言った。

「ここは、アレで御座るよ。──うちの連れん中ちゆうならばどうにか出来ると、そのくらいは信用してやってもよう御座らぬか。メアリ殿ももはや客きやく分ぶんでは御座らぬし」

　つまり、

「誰だれか解決出来る者は、おらぬで御座るか？」
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・不退転：『……何でこの知恵が、関かん東とうで長なが太ぶと少年を攫さらう時に出なかったのかしら』

・ウキー：『解わからぬか成なる実み、メアリが姉だからだ。長太は姉ではない。そういう事だ』

・ベ　ル：『ど、どういう、事、かな？』

・あさま：『鈴すずさん？　興きよう味み持つと頭おかしくなるから放ほう置ちですよ放置。ええ』
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　氷の除外。これから会議だというのに登校日らしく課題が出てきた。

　とはいえとりあえず第一特とく務むとメアリが一いち抜ぬけしましたわね、とミトツダイラは思った。

　そうなると、ここからの争いが厳きびしくなりそうだ。

　見れば、戦力外を自覚しているのか、正まさ純ずみはプールサイドに寄ってきた氷ひよう塊かいの上にツキノワをのせて、

「ほーら冷たいだろー。こんな大きな氷は初めてかー」

　などと遊んでいるし、側そつ溝こうから出てきた黒くろ藻もの獣けものも、彼女の横で、

『こおり？　ひえひえ？　ぎゃぐ？　まさずみ？』

　などと、ある意味真実を彼女に叩たたき込んでいる。

　ただ、こちらの視し界かいの中、一方の戦力組が、お互いの顔を見合わせた。

　まず声を上げたのは二ふた代よだ。彼女は、表示枠サインフレームにかき氷用のシロップリストを並べた上で、

「拙せつ者しやにいいアイデアがあるで御ご座ざる！」

「あの、副ふく長ちよう、その表示枠を消した上で話をした方がいいんでは」

「おや、アデーレ殿どのはかき氷を食べないで御座るか？」

「いや、そういう訳わけでは──」

　と言いかけたアデーレが、はっと我に返るのをミトツダイラは見た。

　視線の先、彼女が慌あわてて皆に振り返り、

「い、言っておきますけど、かき氷くらい食べる経済的余よ裕ゆうはありますよ!?」

「オメー、ピックで削けずった氷に砂さ糖とう水ってのはかき氷って言わねえぞ」

[image: ]

「ち、違いますよ！　朝食で余ったジャムとか使うんですよ！」

　……それはかき氷ではなくて、氷のジャム掛けでは。

　新種のスイーツであるのは確かだろう。ただ、

「なかなか溶けませんわね、この氷……」

　確かにプールを埋める氷は、自然解かい凍とうで解決出来るとは思えない。

　一応、という気分で、ミトツダイラは問うてみた。

「先生？　もし、登校時間中に皆が泳げなかったらどうなりますの？」

「補ほ修しゆうでもする？　先生面めん倒どうだからそうならないで欲しいわねえ」

「先生本ほん音ね言い過ぎだろ！　社会の闇やみってやつだな！　俺おれ知ってるぜ！」

「じゃあ闇を明るくするために、我が王、何かアイデアありますの？」

「銀ぎん鎖さで回かい収しゆう出来ね？」

「本ほん舗ぽに保管中ですのよ？　夏休みなので居きよ室しつから回収してますし」

　それなら行ける、と体を起こしかけていた皆が、今の一ひと言ことでヘタった。

　意い外がいと期待されてますのね、と、そんな事を思って少し照れもするが、事じ態たいの解決に至るものではないだろう。

　すると、手が上がった。宗むね茂しげだ。彼は準備体たい操そうをした上で、

「移動教室の水遊びでは皆さんアクティブでしたが、今回ばかりは流石さすがに及び腰ですね」

「仕方ありませんわ。人工物が基本の武蔵むさし上では、安全のため、水場の水深などは管理をされていますの。それに、川なども小川が基本なので、泳ぐというより水遊びしか出来ない、というのが実際の処ところですわね」

　だって、

「武蔵上で生活している限り、泳ぐ必要なんてありませんもの。水に親しむならともかく、泳ぐ、となると少し構えも入るものですの」

　これは事実だ。そこに驚きを得たのだろう、誾ぎんが問うて来た。

「だとすると、武蔵の住人は泳げないのですか？」

　誾の問いに、ミトツダイラは首を横に振った。

「事故によって武蔵や輸ゆ送そう艦かんから下の海に落らつ下かする事もありますもの。ですので、基本、救きゆう難なん対策としての水泳は出来ますのよ？　高こう等とう部ぶなら遠えん泳えいくらいはこなせますわ。

　ただ、──遊びとして学んだり、習得するものではありませんわね。どちらかというと、泳ぐ、というのは災さい害がいや事故のイメージがつきますの」

　だから、

「泳ぐ事に〝構える〟のはそのせいですわね。

　逆に、泳ぐ事を楽しめる、というのは、本土側での休きゆう暇か時間を持てる身分、という事を暗あんに示すので、それはそれでステイタスになりますの」

　成なる程ほど、と誾ぎんが呟つぶやいた。

「宗むね茂しげ様、武蔵むさしでの自主避ひ難なん訓くん練れんとして、海に行きましょう」

「そうですね誾さん、武蔵内の非常口など確かく認にんしながら行きましょうか」

　だったら、と王が言った。

「前にも言ったけど皆で海行くかー。武蔵の外そと舷げんに設けられるやつ」

　この発言を引き出せた辺り、立たち花ばな夫ふ妻さいはいい流れを作りましたの。そしてまた、

「あ、人工海かい浜ひんのチェックは終えてるので、大だい丈じよう夫ぶですよトーリ君」

　浅あさ間まが表示枠サインフレームで見せる認にん可かチェックは、自分達も手伝ったものだ。戦争状態によって、詰まっていた武蔵上の諸しよ事じがこのところでクリアされていっている。

　今、夏へと完全に切り替わっていく時期なのだ。

　……季節が変わりますわねえ。

　きっと、本土の方でも、全体が切り替えだ。何しろ他国との政治、抗こう争そうが不可能となるのだから。

　……極きよく東とう自体が、変わりますかしら。

　と、そんな事を思った時だ。

「ほーら、現実逃とう避ひやめて早く泳ぎなさいよー。すぐ会議なんでしょ？」

　教員から催さい促そくが来た。
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「仕方ないで御ご座ざるな」

　と、点てん蔵ぞうが身を起こすのをメアリは見た。彼は軽く肩を回して、

「まあ、夏休みに入っても忙いそがしいので御座るが、メアリ殿どのの弁べん当とうもあるで御座る。ならばここで、事じ態たいの解決に向かって一仕事、自分が見本を見せるというのもありで御座ろう」

「点蔵様！　今回は寒かん中ちゆう水すい泳えいですが、大だい丈じよう夫ぶですか……！」

「大丈夫で御座るよメアリ殿」

　点蔵が笑えみを見せた、そんな気がした。

　……きゃ……。

　そんな笑みを向けられるべき自分ではありませんのに、と、照れてしまう。

　無む論ろん、この自分の卑ひ下げはいけないものと、メアリは自分をそう[image: ]しつ咤たする。が、その間に彼は言葉を進行させてしまう。

「ま。いくら冷たくても、武蔵側から体温調ちよう節せつ加か護ごなどは掛かって御座るし。後は気分の問題で御座ろうか、と」

　言って、彼が飛び込み台の上に立つ。そして、

「先生！　質問で御座る！」

「いいわよー」

「遠えん泳えいとの事で御ご座ざるが、そちらに行ったら、往おう復ふくではなく、水から上がってこちらに戻る……、そういう事は許可されるで御座るか!?」

　……見事です点てん蔵ぞう様……！

　メアリは、点蔵の策を理解した。

　つまり往おう路ろを行ったら水から上がり、短いながらも体力の回復時間を得るという事だ。そうする事で、体の冷えをリセット出来る。

　何だかんだと言いつつ、自分を過か信しんしていない。その事を理解して、メアリは頷うなずいた。

　そして担たん任にんの方も、

「あー、体冷えるもんね。有りでしょ有り」

「Ｊｕｄジヤツジ．！　忝かたじけのう御座る」

　言って、点蔵が水に飛び込んだ。水に入っている時間を短くするため、飛び込み距きよ離りは長い。しかし彼の体はあまり水を跳ね上げる事なく、氷ひよう塊かいの間に刺さるように行く。

「点蔵様！　いいフォームです！」
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　浅あさ間まは、点蔵が跳び込んでから十秒くらいたった後で、喜き美みの言葉を聞いた。

「ねえ、浅間？」

「何です？　喜美。飲むものなら向こうの休きゆう憩けい所じよに置いてありますよ？」

「フフ、有あり難がと。でも今はそうじゃなくてね？」

　喜美が、首を傾かしげて問うてきた。

「さっき、点蔵、ハードポイントパーツ、身につけてたかしら」

「首のはつけてたと思いますよ？」

「だとしたらメインいけるけど、加か護ごってどんな感じ？」

「──体温調ちよう節せつは最低限の生命保持でしょうか」

「今回みたいな超冷水に入るとどうなりますの？」

　そうですねえ、と、浅間は思う。あまり無いケースだが、その場合は、

「仮か死し状態になるんじゃないでしょうか」

「点蔵様！　点蔵様!!」

「んー、遠くまで跳び込んだから引き揚あげるの面めん倒どくせえぞアレ」

「し、仕方ありません、私が……！」

　と、メアリが跳び込もうとするのに、浅間は声を送った。

「あ、メアリ！　止めた方がいいです。先生の話だと、この凍とう結けつは異い族ぞくの術じゆつ式しきによるものなので、精せい霊れい系の手が入っていると環かん境きようの〝型〟自体が変化してる可能性があります」

「つ、つまり……？」

「はい。メアリが跳び込むと、環かん境きよう系けいゆえ精せい霊れいとは相あい性しようがよく、〝引きずり込まれる〟事になって、点てん蔵ぞう君と一いつ緒しよに沈む事になりかねません」

「この前の、黄泉よみとは違うんですか？」

「あっちは冷たい停てい滞たい。こっちは冷たくアクティブ、という感じです。引きずり込んでからの重さは向こうが上ですが、引きずり込む力はこちらの方が上ですし、しつこいです」

「フフ、じゃあどうすんの浅あさ間ま」

「ええ、自然に溶けるのを待つのがベストですね」

　聞いたメアリが反射的に跳び込もうとするのをアデーレが引っ張って止める。

「お、落ち着きましょうメアリさん！　第一特とく務むとの二重遭そう難なんは面ど……、い、いや、避けなきゃいけない事だと思います！」

「で、ですけど、点蔵様を救わないと……！」

「メアリ様、落ち着いて茶ちやでも一いつ丁ちよう如何いかがですか」

「あ、はい」

　メアリの素直な返答と、両腕うでから湯ゆ飲のみを受けとる流れに、皆が一いつ瞬しゆん動きを止めた。

　ややあってから、ナイトが周囲を窺うかがい、

「──そ、そこからが大だい事じなんじゃないかな？　メーやん？」

「そ、そうですね、ええと」

　と、湯飲みを置いたメアリが両手を握って皆に言う。

「ど、どうしてそういう危険な場だという事を先に言って下さらないのですか!?」

　浅間は、メアリと同じように皆を見渡した。すると、ミトツダイラも、ホライゾンも、彼も、同じようにお互いの顔を見渡している。その中で、ナルゼがぼそりと、

「新しん鮮せんな反応ね……」

　と言った感想は、確かに事実だが、問題が複雑になるので捉とらえない事とする。

　そして顔を見回す中、ナイトが首を傾かしげた。彼女はメアリに向かって、眉まゆ尻じりを下げた顔で、

「いやさ、テンゾーが凄すごい自信ありげだったから、ああ、上手うまくいくのかな、って……」

「そうね、もう、完全解決一歩手前、という空気だったし」

「Ｊｕｄジヤツジ．、拙せつ者しやが見ても、この忍にん者じや、希まれには出来るで御座るな！　と思ったで御座るしなあ」

「──やはり、メアリ様もそう思われた訳わけですよね？」

　う、とメアリがホライゾンの言葉に詰まった。

　そこにおいては、彼女も皆と同じなのだ。その上で成なる実みが腰を上げる。

「とりあえず私は義ぎ脚きやくに義ぎ腕わんだし、伊達だて家けの土地は氷ひよう塊かいプールなど余よ裕ゆうに思える程の極ごつ寒かんで、海を見れば流りゆう氷ひように白しろ熊くまが乗ってきてしまったり、外に持ち出した牛タンで釘くぎが打てるような環境だったものね。──救出しましょうか」

「何か今、凄すごい地元語りをされましたが、メアリさんはどうなんです？」

　メアリが、成なる実みを見た。すると対する成実が、首を傾かしげて、

「──私で、いいのかしら」

「だ、駄だ目めです！　やはり私が──」

「ちょ、ちょっと待って下さいメアリ！　感情的になってはいけませんって」

　浅あさ間まは止めた。はっと振り向いたメアリに、浅間は言葉を送る。

「いいですか？　──メアリが跳び込むと、〝引きずり込まれる〟事になって、点てん蔵ぞう君と一いつ緒しよに沈む事になりかねません」

「は、はい、Ｊｕｄジヤツジ．、そうですね。ですから──」

「ええ、ですから自然に溶けるのを待つのがベストですけど、それだと間に合いませんね」

「は、はい。ですから──」

「ええ、──どうしましょうか」

「解決策を考えてから喋しやべれよ！」

　皆にツッコミを食らったが、ほら、よくあるじゃないですか、喋ってる最さい中ちゆうにアイデアが浮かぶって言うアレ。今のは浮かばなかった方です。セーフ。

　と、そんな事を思っていると、トーリが口を開いた。

「んー、ネンジとかどうなん？」

　ふむ、と皆の注ちゆう視しを受けたネンジがプールサイドに上がった。そしておもむろに自分の一部を伸ばし、水に突っ込む。すると、

「ネンジ君！　端はしから凍って行っているよ！」

「むう……！　やはり我わが輩はいは危ないな、これは！」

　え？　とアデーレが、今の光こう景けいに首を傾かしげた。

「水が凍ってないのに、ネンジさんは凍るんですか？」

「バルフェット君、湯の方が早く凍るのと同じ理論だよ」

「……しょ、書しよ記きに説せつ得とく力りよくある事言われましたよ！」

　それ何か問題が違いますアデーレ。ともかく、

「あの、点蔵君をどう救いましょうか」

「あー、こっちこっち、行けるって」

　と言ったのは正まさ純ずみだ。見れば彼女の足あし下もとで、黒くろ藻もの獣けものが、

『いけるの』『ひえても　へーき』『よゆー　よゆー　ゆーよ？』

　確かに、と浅間は納なつ得とくした。黒藻の獣達は側そつ溝こうの住人として知られているが、実際は下水や、配管の中で生活している。熱ねつ湯とうはもとより、凍とう結けつ状態に近い場所でも生きていけるからこその汚お水すい処しよ理り役だ。だが、

「あの、黒いままで中に入れたら水が汚れるのでは……」

「というか清し水みずで洗うと体内栄えい養よう素そが抜けて死ぬわよ」

「あー……、前にそんな話を聞いた憶おぼえもあるな」

　Ｊｕｄジヤツジ．、とナルゼが応じた。

「恐らく、跳び込んだら、点てん蔵ぞうのところに行く前に分解されちゃうわね。大体、そっちには何匹びきいるの？　点蔵を運ぶには結けつ構こういるわよ？」

『だめ？』

　黒くろ藻もの獣けものの問いかけに、正まさ純ずみは仕方なさそうに頷うなずいた。

「うーん、いけると思うんだけどさあ」

　正純は、恐らく本人としては黒藻の気持ちを汲くんでの発言だろう。恐ろしい事を言った。

「すまんな。うちの連れん中ちゆうが〝自分でやってみる〟って言ってるから、それ優先だな」
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・礼賛者：『さ、さりげなく自分を除外してこっちに押しつけてませんかこのババア!?』

・貧従士：『というか黒藻の獣も〝ざんねんむねーん　むねおーん？〟とか言ってますよ！』

・立花嫁：『宗むね茂しげ様！　宗茂様！　黒藻の獣に憶おぼえられてます！』

・あさま：『あの、誾ぎんさん、嬉うれしかったの解わかりますから落ち着いて』

・ウキー：『膝ひざついたり倒れたりがネタとして多いから、地面側に住む連中としては楽に見覚えられたのかもしれんな』

・副会長：『冷静に分ぶん析せきしてどーすんだよ』

・約全員：『というかお前のせいだよ!!』
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　浅あさ間まは、皆が左右に視線を飛ばすのを察さつ知ちした。

　牽けん制せいが、防ぼう御ぎよではなく、どちらかというと攻こう撃げきに回りつつある瞬しゆん間かんだ。

　トーリが、んー、と右手を挙げて、

「ムネオ、勢いで行けね？」

「い、いくら宗茂様でも、精せい霊れい系けいの結けつ界かいに無防備に跳び込んで囚とらわれる状況など、普通に考えてあり得ません……！　が、どうして第一特とく務むはそんな事をしたのですか一体」

「ムネさん語りかと思ったら途と中ちゆうから点蔵君への批ひ判はんになってません、か？」

　いえいえ、と誾が首を横に振った。

「まあ、宗茂様も、肺はい活かつ量りようは人一倍の鍛きたえ方をしてますから、単純な引きずり込まれには対たい抗こう出来ると思いますが」

　誾さん言いますねえ……、と思ったが、浅間は口にしなかった。ただ、

・金マル：『誾ちゃんケッコー、ムネオの生命力判はん定ていがアバウトだよね』

・貧従士：『たまに、三征西班牙トレス・エスパニア時の修しゆ行ぎよう話とか聞きますけど、木ぼく刀とうとか鉄てつ棒ぼうでぶん殴なぐってたのが全ての基き準じゆんになってると思うんですよ、あれ……』

　よくは解わからないが、余所よそ様さまの健康把は握あく状態は思ったより厳きびしいようだ。

「まあ、ムネさん、体力ありますからね」

　呟つぶやき、浅あさ間まはふと、こう思った。メアリの立場だと、気が気じゃないでしょうね、と。

　……だとすれば、あまりこうしてもいられないですよね。

「解わかりました」

　浅間は表示枠サインフレームを構えた。

「ちょっと公私混同かもしれませんが、プールに掛けられた術じゆつ式しきなど、浅間神じん社じや側から一回リセット掛けましょう」

「あ、浅間様、いいのですか!?」

「ええ、こういう場合、やはりメアリの立場になって考えないといけません」

　言うと、皆が顔を見合わせ、

「…………」

　まばらな拍はく手しゆが来た。

「な、何ですか、その本心からそう思ってない拍手！」

　いえいえ、とメアリが頭を下げる。

「やはり、浅間様には、こういう状況が解って戴いただけると思っていました」

　そんなに私、期待されてましたかね、と思う視線の先、メアリが応じた。

「Ｊｕｄジヤツジ．、やはり浅間神じん社じや代表は、蟹かに江え城じようの戦いの時、似た状況に遭あってますからね」

「それは──」

　と呟き、浅間は思い出した。

　そうだ。北ほう条じよう戦、蟹江城の戦いの時だ。黄泉よみの底で、自分の大だい事じな人が水底に沈み、自分はあの時、何をしたかというと、

　……う、うわ……！





●






「浅間様!?　浅間様!?　どうしたのですか動かなくなって……！」

　ミトツダイラは、浅間が赤せき面めんうつむきで動けなくなったのを確かく認にんした。

　この場から逃げ出したり、しゃがみ込んだりしないのは流石さすが浅間というところだが、メアリの言葉に、いやまあ、とか、いやその、とか、受け答えが上ずっているのは仕方ない。

　……まあ、直近の話題ですものねえ。

　慣れてきているとはいえ、いきなりの不ふ意い打うちにはまだ弱い。ここらへん、自分はからかわれてもある程度返す事が出来るから、やはり習しゆう熟じゆく度どが違うのだろう。

　ふと気になって己おのれの王を見てみると、

　……あら。

　彼も、んー、と顎あごを指で搔かきながら、浅あさ間まの方に細めた視線を向けている。

　フォローしたものかどうか、思し案あんしているようだ。だが、

「我が王、困ってますの？」

「んー……、どうしたらいいと思う？」

「わ、私に聞かないで下さいまし」

　ともあれ、こんな様よう子すの王は珍めずらしいし、少し可愛かわいい。ゆえにミトツダイラは、

「我が王」

「何？」

　ミトツダイラは、問うてみた。

「昔に、……私に対しても、そんな風ふうに余よ所そ尋たずねになる時、ありましたの？」

「いや」

　軽い即そく答とうが来た。何で？　という口く調ちよう付きで、

「オメエに対しては王様だから、俺おれ」

　Ｊｕｄジヤツジ．、と頷うなずき、ミトツダイラは安心した。自分と浅間の関係は、やはり違いますのね、と。ならば、と思った上で、ミトツダイラは言う。

[image: ]

「──智ともも慣れますわよ。そしてきっと、今の事を懐なつかしく思うようになりますわ」

　王を助けるのが騎き士しの役やく目め。だから問いには答える。すると、

「ちょっと、ネイト」

　？　と思いながら、手招きに従って近寄る。すると、

「────」

　額ひたいに、唇くちびるを当てられた。明らかに軽く吸われ、離されて、

「……っ」

　ミトツダイラも、一いつ瞬しゆん使えなくなりかけた。
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　……あ、危ないですわ──！

　瞬しゆん間かん的に離れなかったのは見事な判はん断だん力りよくだと狼おおかみは思った。

　首の辺りから熱が上がってくるのが解わかるが、

　……ふ、不ふ意い打うちは私も不慣れですわね……！

　見れば、王が歯を見せた笑えみを向けている。

「答えを貰もらった分」

「安売りし過ぎですのよ？」

　その安やす価ねで動作不能になりかけたのだから、自分もあまり強い事を言えない。だが、

「あまり振る舞われると、いろいろ期待してしまいますわ」

「そりゃ俺おれも頑がん張ばるからオメエも応こたえろ、って事だよ」

　言われる意味を考えると、全力で何かしたくなってくるから困る。早くオーダーを、と言いたい気分なのがどうしようもない。

　ただ、ミトツダイラは、

「ま、まあ、夏休み中も現場はありますし、青せい雷らい亭てい本ほん舗ぽでも、いろいろありますものね」

　誤ご魔ま化かすように、浅あさ間まに視線を向けた。すると彼女は、相変わらずの混乱無む言ごんで、

「……我が王、智、結けつ構こうダメージ深しん刻こくですわね」

「んー、ちょっと続くようならこっちに呼ぶか」

　横のホライゾンも、ふむ、と頷うなずき、

「しかし口吸い回かい想そうで動作不能とは、浅間様もまだ修しゆう練れんが足りないようですね」

「……オメーも昔は泣きながらの感動シーンで俺とキスしてたの憶おぼえてます？」

「おやおや、このホライゾン、忘れる馬ば鹿かではありません」

　ゆえに、

「もっと高いレベルの幸いがあると、そう信じているのですから、思い出して懐なつかしむのは別として、囚とらわれるのは勿もつ体たいないと、そう思うのです。

　過去の幸せに浸ひたると今が疎おろそかになりますからね。トーリ様は次から次へとイベントをサーブするつもりで宜よろしく御お願ねがいいたします」

「厳きびしいですわねえ」

　いえ、とホライゾンが言った。

「幸いに対して果か敢かんであるだけです。ミトツダイラ様もそうでしょう」

　言われ、ミトツダイラは思った。まあ、確かに、と。

　先日、青せい雷らい亭てい本ほん舗ぽの前に荷物を携たずさえて立った時、自分はどうだったか。

　……ここが幸いの場ではないと思わなかったら、ああしてませんわね。

　ならば決まりだ。だが、

「どうしますの？　智とも、使えなくなってますのよ？」

　と言った時だ。ミトツダイラは、メアリの足あし下もとに強力な味み方かたを見た。

　メアリも気付いて、はっとして下を向く。

　彼女の視線の先にあるもの。それは、メアリの言葉によれば、

「武蔵むさし副ふく王おうの両腕うで……！」
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　十七秒後。

　ナイトは、プールサイドに引き揚あげられた点てん蔵ぞうが荒い息を吹き返したのと、

「誠に……！」

　と、英国王おう女じよがエア腕組みをする両腕に土ど下げ座ざで感かん謝しやするのを見ていた。

・金マル：『……何ていうか、多分、こんな光こう景けい、人類歴史上初じゃないかな……』

　両腕はガッツポーズや、何か意味のよく解わからないポーズをとっていたが、やがてメアリの手をとり、

「あ、頭を上げろと……！」

　紳しん士しだ……、と思うこちらの正面。両腕が〝じゃ、気にするな〟と軽く手を振って持ち主の方に戻っていく。

　そして、ほ、とメアリが息をついた時だ。プールの艦かん尾び側、更こう衣い室しつから人ひと影かげが出てきた。

　誰だれか、別でテストを受ける者がいるのだろうか。

　およ？　と視線を向けると、そこには見た事のある姿すがたがあった。

「クリっぺ」

　瑞典スウエーデン総そう長ちよう、クリスティーナだ。彼女は学校指定の水着に、黒のジャージを軽く羽は織おり、

「どうやらこちらで会議との事なので、お伺うかがい致します。ええ」

　あ、と声を上げたのは、ツキノワと黒くろ藻もの獣けものを交えて遊んでいた正まさ純ずみだ。彼女は、一度だけオリオトライの方を見て、

「えーと、先生」

「氷の問題、解けたら赦ゆるしてあげるけど、その前に会議でもいいわよ」

　おおう、とナイトは呟つぶやいた。

　浅あさ間まが日ひ除よけの術じゆつ式しきを宙ちゆうに大きく展開する向こう。クリスティーナが笑えみを見せる。

「瑞典スウエーデンとの関係調ちよう整せいの会議。しかし、方々から話を聞く限り、──P.A.Odaへの介かい入にゆうを考えておられるのでありますね？」

　Ｊｕｄジヤツジ．、とナイトは皆と頷うなずき、そして、あるものを見た。

　プール入口、そこから赤せき面めんで、水着にベストを羽は織おった長なが太ぶとが上がってくるのだ。

「何アレ。学校指定の水着じゃないのね」

　ナルゼが、つまらなさそうに、総員の感想を呟つぶやいた。

「ひどい事になるわよ」

　なった。







[image: 第四十二章『プールサイドの騒がせ組』]
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　ミトツダイラは、休きゆう憩けいとして竹ボトルの梅うめドリンクを飲みながら、それを見ていた。

　まず始めに行われたのは、

「よーし、男子──！　あと、女子でも構わない連れん中ちゆう、長なが太ぶと囲んで壁──！」

「な、何すんだよ!?　おい！　こら！　何しやがんだあ──！　出せよ！　出せ──！」

　あのう、とアデーレがクリスティーナに問うた。

「非公式な質問ですけど、長なが岡おかさんの学校指定水みず着ぎ姿すがた、見たいと思いますか」

「非公式でありますね？」

　クリスティーナが、アデーレと視線を合わせるように腰をかがめ、

「こう……」

　手で、マルを作って見せる。

　それを見た皆が、頷うなずき合う。そんな中で、メアリが手で作ったマルを点てん蔵ぞうに向ける。

「いいですね、こういう雰ふん囲い気き。点蔵様」

・金マル：『結けつ構こう、鬼振りじゃないかなコレ』

・賢姉様：『フフ、そうで御ご座ざるな、って返したら、そこでこの話、終わっちゃうものねえ』

・ホラ子：『さあ、どのように返して話を続けるのか、点蔵様のイケメン返しに期待です』

　見れば、点蔵が、一いつ瞬しゆん身を固くした。

　だが、ややあってから彼は、深く息を吸い、己おのれの両手でハートマークを作ると、

「──こうでも良いと、そう思うで御座るよ、メアリ殿どの」

　直なお政まさが近くにあったサンダルをプールの氷ひよう塊かいにオーバースローで叩たたきつけた。響ひびく快音に、飛び込み台に座って表示枠サインフレームを広げていたオリオトライが顔を上げる。恐らく有あり明あけの美味うまいとこ探しをしている彼女は、

「こーら、直政？　ものを投げない」

「ああ、うん。でも、先生もこっちにいるとそういう気分になるさね……」

　だが、気付けばメアリが点蔵の真似まねをしていた。そして彼女は、赤せき面めんの笑えみで、

「そ、そうですね、点蔵様。……ええ、私もこれ、推おしたいです」

　……ほほう。

　第一特とく務むも、随ずい分ぶんとキャラが変わりましたわねえ、と思うが、変化が目覚ましいのはやはりメアリの方だろう。

　ネルトリンゲン戦を終えてから、以前よりも第一特務と話せるようになっているように思う。まだまだ余よ裕ゆうはないが、自分を改めたのだ。

　先さき程ほどの浅あさ間まも同様だろう。だったら、

・銀　狼：『我が王』

・俺　　：『ああ。テンゾー、──俺おれもこれ、推おしたいです』

・ウキー：『──拙せつ僧そうも、これ、推したいです』

・労働者：『──言わなくても解わかるが、これ、推したいです』

　皆が、点てん蔵ぞうに向けて手でハートマークを作って見せる。

・十ＺＯ：『皆がする事はないで御ご座ざろ──う！』

・俺　　：『いやあ、こんな大だい胆たんな事、一生に何度出来るかってな……』

・金マル：『じゃあこれからはテンゾーとのやりとりではコレだね──』

　と、やっている間に、事じ態たいは進展していた。男囲みの向こうで、

「おい！　こら！　ちょっ、な、なにすんだよ！」

　さっそくですわねえ、と思う視線の先、男連れん中ちゆうの壁から赤いトランクス型の水着とシャツが放り出されてくる。

　それをそそくさと拾う両腕うでが、まずは浅あさ間まに手渡し、今度は浅間がクリスティーナに重ねて渡していく。

「洗せん濯たくしますか？」

「いえ、それでは忠ただ興おき様が帰りに着るものが無くなってしまうものでありますし」

・銀　狼：『意い外がいと常じよう人じんですわね……』

・ベ　ル：『えっ？　え、あ、う、うん。比較的、ね』

　何かおかしな事を言っただろうか。ともあれ男壁は、ややあってから、

「はーい、それじゃあ終了でーす。解散──」

　と、皆がそれぞれ歩き出した後には、息を切らして倒れ込んでいる長なが岡おかがいる。

　武蔵むさしブルーの水泳パンツを穿はいていた。

「く、くっそお──！」

　彼が、木の床を両腕で殴なぐりつけ、皆を見渡して叫ぶ。

「憶おぼえてろよお前ら！　絶対！　絶対赦ゆるさねえからな！」

　うん、と頷うなずいたのは正まさ純ずみだ。彼女はそのまま手を振って、

「よーし、じゃあ会議するか。長岡はそこな。他、皆、テキトーに座れ」

　無む視しされた長岡少年が、床を両腕で殴りつけた。

「くっそお──！」

　叫ぶ。

「社会の闇やみだあ──！」

　それ負け犬の台詞せりふになるからやめた方がいいんではありませんの。





●






「さて、じゃあ瑞典スウエーデン総そう長ちようも来たところで、この会議は非公式部分もあるものとして進めたい。──浅あさ間ま、記録は保ほ護ごを掛けてくれ」

　はい、と浅間が頷うなずくのを正まさ純ずみは確かく認にんした。

「では議ぎ題だいだが──」

　正純は、こう言った。

「──P.A.Odaにどうやって嫌いやがらせをするか。まずはそれだ」
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　クリスティーナは、右の手を上げた。

「……瑞典スウエーデンとの関係。それを改めて構こう築ちくするのではなかったのでありますか」

「それは行う。だが──」

　と、武蔵むさし副ふく会長が、肩をすくめた。

「こちらと関係を改めようにも、私達が何を行い、そして何を求めるかを知っておかねば危険だろう瑞典総そう長ちよう。何しろ私達がこれから話すのは、本ほん能のう寺じの変へんへの介かい入にゆうという嫌がらせだ。

　これから起きる嫌がらせの数々に、貴女あなたの持つ情報はどれだけ対応出来る？

　出来ると言うならば、即そく座ざに瑞典との関係交こう渉しように入ろう」

　どうだ？　と問われ、クリスティーナは思し案あんした。

　……そうでありますねえ……。

　知らない情報。

　そう言われて見ると、確かに、武蔵がこれから本能寺の変にどう関わっていこうとしているのか、知らない。

　否いな、実際のところ、この会議場で、彼らはそれを話し合おうとしていたのだ。

　それはつまり、

　……ここで、随ずい分ぶんと大きな意味を持つ情報が、生まれるのでありますね。

　だとしたら、自分はどうするか。

　見てみたいであります、と己おのれの心は即座に思った。瑞典としてどのように関わっていくかも、何もかも、この現場で、流れの中で思い、参加と不参加を決めていけるのだ。

　プールサイドには水が打ってある。座る場所だと言う事なのだろう。

　だからクリスティーナは口を開いた。湿しめった木の板に腰を落ち着けながら、

「──情報を見て、武蔵がどうするかを計るのが得とく策さくでありましょう。

　見せて戴いただきたいものであります。──武蔵の、嫌がらせ案を」
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・不退転：『……嫌がらせって、国際的に認めたのね』

・労働者：『解わかり易やす過ぎだろう』

・俺　　：『うーん、何かもうちょっとヒネってくれねえと、つまらなくね？』

・副会長：『う、うるさいな！　お前らのレベルに合わせてやったんだよ！』
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　いいかお前ら、と正まさ純ずみは口を横に開いて言う。

「とりあえず、P.A.Odaへの介かい入にゆう方法は、幾いくつかある」

「あら、あるの？」

　ナルゼの問いかけに、正純は頷うなずいた。ツキノワに表示枠サインフレームを出させて言うのは、

「最も簡単で、それでいて、一般的に最後の手段と言われるものがあるじゃないか」

「？　簡単で、一般的に最後の手段？　そんなのありましたの？」

　Ｊｕｄジヤツジ．、と狼おおかみに応じて、正純は表示枠に文字を表ひよう示じさせた。それは、

「──〝面めん倒どうなので殴なぐり込み〟だ」
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　ホライゾンは、皆が身動きと言葉を止めたのを確かく認にんした。

　一応、鈴すずを見ると、何か困ったように頷かれたので、ホライゾンは動いた。

　手を軽く上げ、正純の横に立つと、「さん、はい……」と両手を下に振り、すると外れた。

　金きん属ぞく音おんを立てて落ちた両腕うでに、皆がタイミングをズラされる。

「さ……」

　と言いかけたアデーレを、横のナイトがシッと小さく吐と息いきで止めた。そこでアデーレが口を手で押さえて頷くまでが準備の間だ。

　とりあえずホライゾンは、

「これは失しつ敬けい。最近、両腕に任せている事が多く、最初から関かん節せつ緩ゆるめていたのが失敗でした。──では皆様、こちら、両腕に合わせて」

　床の両腕が、手を下に下げ、上げる。すると皆が、

「一般的にも最後の手段じゃねえよ……！」
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・副会長：『はあ？　何だお前ら、殴り込みはフツー最後の手段だろう？　それとも、前振り無しでいきなり殴り込みたいのか？　困るなそりゃ』

・未熟者：『い、いや、ヅカ本ほん多だ君！　問題の本質はそこじゃない！』

・眼　鏡：『──何処だよ。説明して』

・未熟者：『それはつまり、ええと、と、とにかくそういう風ふうに感じるんだよ！　エモーションっていうやつで、ええと、というか何で非公式会議が英国と繫つながってるんだよ！』

・あさま：『え？　いいじゃないですかシェイクスピアさんなら』

・未熟者：『浅あさ間ま君、ちょっとキャラが変わったよね!?　だよね!?』

・●　画：『はあ？　いいじゃないのシェイクスピアなら。くくくく』

・未熟者：『き、君は昔からそうだよ！　だよな!?』

・副会長：『おいコラ、とりあえずネシンバラ、どういう事だ。問題の本質とは』

・ホラ子：『ミトツダイラ様──！』

・銀　狼：『Ｊｕジヤ、Ｊｕｄジヤツジ．！　──〝殴なぐり込み〟が最終手段って何ですの一体？』

・副会長：『いや、正確には〝面めん倒どうなので殴り込み〟だぞ』

・銀　狼：『更さらに危険ですわ！　だって、正まさ純ずみ、こう言ってますのよ？

　　──いい案あんがでなくても、諦あきらめないで、更には校こう則そく法ほうを無視して、夏休みでも〝殴り込み〟に移行するって。そう言ってるのと同じですのよ!?』

・金マル：『……つまり、案が出ないと、夏休みでも全世界と全面戦争？』

・副会長：『──いや、元からそのつもりだろお前らも』

・約全員：『〝も〟とか言った……！』
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　成なる実みは右手を挙げた。一応、今の流れで聞いておく事がある。

「武蔵むさし副ふく会長、P.A.Odaに殴り込みを掛ける場合、伊達だて家けに係けい累るいは及ぶかしら」

「は？　伊達家が便びん乗じようしなければ大だい丈じよう夫ぶだろ」

「──じゃあいいわ」

　即そく答とうであった。

　横に座るウルキアガが、前を見たまま呟つぶやくように言う。

「成実」

「──格かつ好こいい、というのは今日きよう聞き飽きてるわ」

「恥はずかしい台詞せりふで褒ほめて欲しいのか」

「言ってみて」

「──素す敵てきだ」

　ややあってから、成実はこう応じた。

「困るからやめて」

　だって、

「ドレスも着てないのよ」
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・貧従士：『時たま思うんですけど、第二特とく務む達の方が、第一特務達よりも重じゆう症しようなんじゃないでしょうか』

・金マル：『あれはあれで完結していて無害だから。うん』

・俺　　：『えっ、じゃあテンゾーって有害？　──おい、そこの忍にん者じや、オメエ有害指定な』

・十ＺＯ：『な、何で御ご座ざるかいきなりに……!?』
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　まあ待て、と、何か一気に体温上げた皆を前に、正まさ純ずみは言った。

　座ったまま、それぞれがこちらを見ているのはいい事だ。集中がある。恐ろしいのはその集中のまま変な方向に向かう事だが、これはこの連れん中ちゆうの習性のようなものだから仕方がないと言える。その点ではもはや宇う宙ちゆうの法ほう則そくのように〝これはこういうものだ〟として諦あきらめなければいけないのだが、いや、諦めていい事だろうか、何故なぜならものすごい無む駄だじゃあないのか、おい。つまり集中とは、本来、目的のために……。

「正純！　何か集中したまま何処どこかに行って御座らぬか!?」

「二ふた代よに言われるとは思わなかったよ！」

　ともあれ、と正純はツキノワと一いつ緒しよに先さき程ほどの表示枠サインフレームを叩たたいた。

「こうならないように皆、頑がん張ばれ」

　伊い藤とうが手を上げた。

「──ははは、聞いておくけど、そうなる事は運うん命めいなのかい!?」

「運命じゃないから逆らうと面めん倒どうだぞ」

「へ、変にリアルな物言いで御座るな！」

「いいからいいから聞け皆。──これな？　しっかり策練らないと正直ヤバい訳わけだ」

　正純は、改めて極きよく東とうの概がい要よう図ずの内、近きん畿きを中心としたものを出す。

「では、ヤバいという理由、それを話そう」
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　クリスティーナはこう思った。嫌いやがらせをするための下した地じとして、武蔵むさし副ふく会長の、現状理解における説明が始まる、と。

　これからが本番だ。

　だが、クリスティーナは、武蔵に対して、一つの疑問を持っていた。

　ネルトリンゲン戦。そしてそこに至るまでに収しゆう集しゆうした情報や、巴ともえ御ご前ぜんの話から、武蔵の実力などは理解出来ていると、そう思う。だが、

　……戦せん闘とう力りよくや政治力とは別の、第三の能力は、どのようなものでありましょう。

　つまり、

　……情報力であります。

　戦う前、政治を行う前、敵を知り、己おのれを把は握あくするための力だ。

　これがあれば、何者も自在に味み方かたにつける事が可能という力。ある意味、戦争や、不要な政治を行わずに済むという世界の掌しよう握あく力りよくだ。

　この点において、武蔵むさしは、どうなのだろう。クリスティーナは考えて、

「────」

　ふと、彼女はこう思った。武蔵は、情報力については弱いのではないかと。

　何故なぜなら、

　……戦争や、政治の衝しよう突とつが多過ぎるのであります。

　これは、何処どこに原因があるのか。

　それとも、何か意味があって、そのような事になっているのか。

　情報を扱う身としては、知っておきたいところだ。

　何しろこれは武蔵の安全についての管理の話。この内容如何いかんでは、武蔵に対する己の価か値ちが、大幅に上下する可能性もある。

　やはり自分の信じたい勢力は、安全でいて欲しいのだ。

　そしてクリスティーナには一つ、疑念がある。

　……もしも──。

　もしもここに自分が呼ばれた理由が、京きよう都とにいるP.A.Odaの重じゆう臣しん、明あけ智ち・光みつ秀ひでとの繫つながりを得たいという、そのためならば、自分はどうすべきか。

　明智・光秀の娘むすめ。それが極きよく東とう側襲しゆう名めい者しやの己なのだ。

　理由をつければ、会いには行ける。

　向こうが会うかどうかは解わからないが、P.A.Odaの支配する京都に、公的に乗り込めるという意味は大きいだろう。

　だが、ネルトリンゲンで救われた借りは、暗号メモの件でもう返した。

　ゆえに、ここまでであります、と、クリスティーナはそう思う。

　今は、自由なのだ。

　瑞典スウエーデンからも、まだ帰き国こくするなと言われているし、武蔵に借りも無い。

　自由だ。

　だから、もしも明智・光秀に会わせてくれと言われたら、そこで自由が終わる。

　武蔵と自分との間に、貸し借りの付き合いが始まる。

　もう、自由ではない。

　その場合は、〝瑞典総そう長ちよう〟として、武蔵側とは対等な付き合いとなるようにシフトする。そして明智・光秀との繫がりを許すかどうか、条件次第で判はん断だんだ。

　どうなのだろうか。

　警けい戒かいと迷いを内ない心しんで転がしながら、クリスティーナは武蔵副ふく会長の声を聞いた。

「つまり、だ」

　武蔵むさし副ふく会長が、言葉を作った。

「夏休みの最さい中ちゆう、各かつ国こくがまた情勢を変化させる。──これがヤバいんだ」
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　ミトツダイラは、正まさ純ずみの言葉に理解を得た。

　彼女はこう言いたいのだ。

「……夏休み前と、後とで、各国の国力が変化し、武蔵への態度が変わる。そう言いたいんですのね？　正純」

「Ｊｕｄジヤツジ．、そういう事だ。だってよく考えてみろ」

　正純が、近きん畿きを中心とした概がい要よう図ずを軽く叩たたいた。

「今や、P.A.Odaはここに集中してる状態だぞ。──関かん東とうを失ったがゆえに、東側での貿ぼう易えきラインは消しよう失しつ。江え戸どや里さと見みを保つために使われてきた資材などは無む駄だになった訳わけだ」

「副会長、それが呼ぶのは、弱体化なんですか？　それとも集中による強化なんですか？」

「両方ですわ」

　ミトツダイラは、アデーレの言葉に応じる。

「P.A.Odaは、現状では、関東からの見込みの利り益えきを大きく失いましたの。

　つまりは関東という広大な市し場じようと、権けん益えきを得る事業に失敗した訳ですわね。

　だからこの夏期においては見込み利益を大きく見直す事になりますし、回かい収しゆう出来ない資金、資材に関してはどうしようもない損失として残りますの」

　ただ、とミトツダイラは言った。

「関東側から持ち帰る資金と資材は、P.A.Oda本ほん拠きよ側の運営のためには計上していなかったものですわ。ゆえに、本拠に持ち帰られたそれは、今年のP.A.Oda本拠にとっては、特別予算として用いられるものになりますの」

　誾ぎんが、一つ頷うなずいてこちらをフォローする言葉を作った。

「P.A.Oda本拠と、関東側が、別経けい理りであるがゆえ、合がつ併ぺいによる資し本ほん増強が生じると、そういう訳ですね？」

　彼女の言葉に、ミトツダイラは頷いた。

　この辺り、企き業ぎよう組合を幾いくつか持つ自分や、各地に戦せん士し団だんを派は遣けんしている三征西班牙トレス・エスパニア出身者には解わかりやすいものだろう。

　先さき程ほど問うてきたアデーレも、

「ええと、要するに、……羽は柴しば勢ぜいが、関東からどれだけ利益を持ち帰れるかが、P.A.Oda本拠の強化に繫つながる、と？　そんな感じですか？」

「そういう事になりますわね」

　だったら、とアデーレが言った。彼女は首を傾かしげ、

「羽は柴しば勢ぜいを関かん東とうに封じておく事は出来ないんですか？　一つの戦せん略りやくとして」

　つまり、

「羽柴に、関東居きよ住じゆうの許可を出しながら、日ひ干ぼし状態にするんです。敗はい北ぼく状態のまま帰き還かん出来ないようにさせてしまえば、弱体化が見込めると思いますけど」

「その場合、──最悪、関東再制せい圧あつの恐れがある」

　正まさ純ずみの言葉に、皆が沈ちん黙もくした。
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「安あ土づちを関東に縛しばる事で、P.A.Odaを経けい理りなどの面で足を引っ張る事が出来る。

　それは無む論ろん、こちらとしても先日の会議の前に考えた」

　だが、

「向こうにだって、最終手段がある。──それも、先日の会議で見えた事だろう」

　ミトツダイラは、正純の言葉を肯こう定ていする。

　……確かにまあ、そうですわね。

　安土とて、独自の思し考こうと動きを持っている。こちらのいいようになる筈はずが無いというのは、先日の会議でもよく解わかった事だ。だからだろうか、

「だよね」

　と頷うなずいたのは、先日の会議で中ちゆう盤ばんまでを取り仕切ったネシンバラだ。彼は表示枠サインフレームを出し、関東の概がい要よう図ずを出してから、

「羽柴勢が関東で敗北したのは、大たい将しよう格かくであった九く鬼きの敗北宣せん言げんゆえだ。だが、丁ちよう度どそこに羽柴は駆かけつけてきていた訳わけだから、九鬼を放ほう免めんする代わりに、強ごう引いんに戦せん闘とう続行を促うながす事も出来る。理由はこうだ。〝関東に私達を止め置こうという事は、私達の関東関かん与よを望んでいるという事か〟ってね」

「──いや、そんな強引な事、するというか、出来るのかな？」

「マルゴット、うちの最終手段を忘れたの？」

　ナルゼが、周囲の女おんな衆しゆうを手当たり次第に全ぜん裸らデッサンに変えながら言った。

「──敵だって、最後の手段として、形なり振ふり構わない手を取るのよ」

　ああ……、と皆が静かに深く頷いた。誰だれもが半はん目めを正純に向けて、

「そうだったな……。うちもやるもんな……」

「わ、悪かったな！　──というか夏休みってのは、そういう風ふうに、追い詰められる環かん境きようになりやすい時期なんだよ」

「正純、宿題放ほう置ちの子供みたいな事を……」

　浅あさ間まの言う通りだが、実際、そうだ。だとすれば、

「既すでに追い詰まっている安あ土づちに対し、ヘタに干かん渉しようすると危険。そういう事ですわね？」

「つーか、どの国だって、誰だれだって、そうじゃね？　諦あきらめ悪けりゃ足あ搔がくぜフツー」

「三み河かわでもそのような事がありましたねえ」

　ホライゾンが何処どこからか出した茶を湯ゆ飲のみで戴いただきながら言う。

　彼女は一ひと息いきを入れ、

「追い詰められた人間は何をするか解わからないものです。たとえば、三河では何処かの無能な全ぜん裸らが珍めずらしく制せい服ふく着て、囚とらわれた善良かつ無む垢くで素直で物事を疑わない物静かな美グッ」

「ホライゾン！　ホライゾン！　言い慣れない事言おうとして嚙かんでますのよ!?」

「大だい丈じよう夫ぶですミトツダイラ様、皆様には真しん意いが伝わった事でしょう……」

「〝……〟でシメる事かな？」

　いやまあ、とミトツダイラは咳せきを一つ入れる。

　ホライゾンに集中した皆の視線が、自然に自分へと来る事を感じながら、

「羽は柴しば側は、恐らく安土が本ほん拠きよに戻ってからは、自分達の戦力を増強させていくと思いますの。そういう意味では、──欧おう州しゆう側も対たい抗こうをしなければなりませんわ」

　それは、

「この意味、お解りですわね？」

　向けた視線の先、皆が顔をまっすぐに向けてくる。

　欧州側の対抗。それが何を意味するのか、皆には通じているという事だ。

　王が、何か眉まゆを下げた顔でくねくねしながら、表示枠サインフレームに『俺おれにだけ！　俺にだけ！』と言っているのは如何いかんともし難いので、先に資料を送っておく。
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　皆を前に、狼おおかみは肩にシャツを羽は織おり、口を開いた。

「お解りですわね？」

　再度問うてから、彼女は言う。

「──私達は歴史再さい現げんとして、羽柴勢ぜいやP.A.Oda自体を追い詰めましたわ。

　そして関かん東とう解放。これによって、P.A.Odaは関東を失った一方で、戦力を中央に集中出来るようになりましたの。

　更さらには夏休みに入られてしまったので、彼らは国力の回復にも努められますわ」

　つまり、

「欧州各かつ国こくにとって、今のP.A.Odaは、追い詰まり掛かった存在ですけど、夏休みだから手出しが出来ない。そして、夏休み明けにはまた危険な相手に戻る可能性もある、……そんな状況になってしまったと言う事ですの」

　ゆえに、

「この状態で夏休みを終了すれば、P.A.Odaは国力を復活もしくは増強して、改めて欧おう州しゆうでの活動に乗り出す筈はずですの。

　この場合、各かつ国こくは、私達のした〝抑よく制せい〟に対し、建たて前まえでは頷うなずくかもしれませんが、本ほん音ねとしては〝余よ計けいな事をした〟〝タイミングを間違えている〟という判はん断だんを下すでしょう」

「だとすれば」

　と言ったのは正まさ純ずみだ。彼女は腕を組み、騎き士しに問いかける。

「私達がしなければならない事は、何だ」

「Ｊｕｄジヤツジ．、簡単ですわ。──嫌いやがらせを続行しなければならない、そう言う事ですの」

　狼おおかみが、眉まゆを立てた笑えみで言った。

「──私達は、夏休み中であってもP.A.Odaを抑制し、夏休み明けまで、各国からの評ひよう価かをしっかり獲かく得とくしておかねばいけませんのよ」
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　解わかりやすい話ね、と成なる実みは思った。

　そして成実は、問うてみた。大体の答えは自分の中にあるのだが、皆のコンセンサスとして確かく認にんしておきたい事があるのだ。それは、

「副ふく会長、少々いいかしら」

「何だ伊だ達て家け副ふく長ちよう」

「Ｊｕｄ．、──今、水み戸と領りよう主しゆが言ったように、今後のP.A.Odaが国力を復活、欧州での活動に乗り出す事で、武蔵むさしが各国の不信を買うとしたならば……」

　疑問する。

「──関かん東とう解放は、無む駄だどころではなく、P.A.Odaに利した、という事なのかしら？」
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　そういう疑問は出るよなあ、と正純は思った。

　夏休み、という制約が、有利になる事もあれば、不利になる事もある。

　将来を考えた時、確かにまだP.A.Odaは力を残しているし、更さらには増強を掛けてくるかもしれない。

　その意味では、関東解放は欧州から見て無駄で、逆に危険な行いだったと、そんな評価もされるだろう。だが、

　……これはまるで、そういう答とう弁べんをする際の予行演習だな。

　伊達家副長も、その辺りを理解の上で、こちらに確認をとっているのだろう。

　ならばこちらはと、右の手を軽く上げた。伊達家副長に、ちょっと待て、と示し、

「一応、現場の声を聞いてみよう」
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　大おお久く保ぼは、仕事中だった。

　場所は屋おく外がい、町の外だ。里さと見みの町も艦かん船せんも、どこもかしこも復ふつ興こうの音が大きく、ちょっと耳みみ障ざわりになってきたからだ。

　自分に余よ裕ゆうが無いのか、それとも有るからそうなのか解わからない。

　ただ、気分よく仕事がしたいのは確かなので、町の北にある森の中へと、表示枠サインフレームを抱えて朝から移動だ。

　元々は材木を一時集積する場所。そのため、近くに川もあり、防虫の線せん香こうをたてておけば非常にいい環かん境きようだ。

　森の中の風に、時とき折おり術じゆつ式しき火か薬やくや鉄の焼けた匂においが混じるのは仕方ない。だが、護ご衛えいとして加か納のうと柳生やぎゆうを置き、ちらほらやってきた復興関係の委員会の皆と仕事していると、

　……これはこれで、ええ雰ふん囲い気きやな。

　仕事を終えたら海辺に行ってみようか、などとも考える。

　夜には里見の地元代表と会かい合ごう。

　そのあとで、安あ土づち側と表示枠による通つう神しんで現状最後の確かく認にんだ。

　安土と交流していると言っても、別に大した事ではない。安土が廃はい棄きせねばならない大たい破は艦かんや、放ほう棄きされた残ざん骸がい、そして不要物資の引き取りなど、現実的な話をしているのだ。

　敵であり、味み方かたであっても、その関係に縛しばられていてはどうにもならない事もある。

　食料もそうだ。

　安土艦かん上じよう、戦せん闘とう用の保存食などはあり、輸ゆ送そう艦などによる海上からの現地調達もあるのだが、地元の品の方が整っている。

　元々が、この地にしばらく住んでいた連れん中ちゆうだ。口はもう慣れている。

　ゆえに、諸しよ処しよ交こう渉しようの繫つながりをよくするためにも、この八月分、里見から安土用に納める予定だった収しゆう穫かく量から、武蔵むさし側の常じよう駐ちゆう隊たいの分など差し引き、送ってやった。

　それらの根回しの上で、安土側からは残骸類の引き取りと同時に、不要資材の売買交こう渉しようなどがこちらに来ている。

　……いい塩あん梅ばいや。

　復興用の資材など、里見は周辺諸しよ国こくに頼れない。里見の自じ治ち性に関わる事だからだ。

　武蔵から資材を出させたいが、

「期末テストで何やっとんねん……」

　向こうの担たん任にんに副ふく長ちよう補ほ佐さや第六特とく務むが呼ばれていた辺りで、気付くべきだった。全力戦せん闘とうがあるのだと。

　ともあれ結果として、資材については、武蔵の代わりに安土を頼る事が出来て幸いだった。興きよう味み深いのは、安土の内部ブロックなどの構こう成せいが、やはり武蔵むさしのものと酷こく似じしている事だった。これは恐らく、どちらも松まつ永なが公こうの設計思し想そうが関わっているためだろう。おかげで里さと見み側で展開する際も、使いやすいのが有あり難がたい。

　関かん東とう入りをする際に散っていった松永公だが、ここでもまた手伝いを受ける感がある。

　……人は、亡なくなったら終わりではなく、為なした事でその後も関わるんやなあ。

　ゆめゆめ、政治家として悪い関わりをせぬようにと、そう思いながら、

「……しかし、輸ゆ送そう艦かんとしての資材も結けつ構こうあるんやな」

　安あ土づちが、関東で事じ業ぎようでも行うつもりだったのだろうか。

　いろいろと謎なぞやなあ、と思った時だ。浅あさ間ま神じん社じや代表を通じて表示枠サインフレームが来た。

・副会長：『おい、大おお久く保ぼ、一ついいか？』

　正直、昨夜までだったら不快になっていたシチュエーションだ。

　だが、今は仕事も進んでいるし、森の中の空気も雰ふん囲い気きもいい。

　余よ裕ゆうがある。だから、

　……何やねん、と言うと、〝返事をしたのは了りよう承しようした証あかし〟と思われて無む理り難なん題だいを言われる。それは経けい験けんで解わかっている。ゆえに大久保は半はん目めで、

・長安定：『合ごう流りゆうは深夜やろ？　……今は仕事中や』

・副会長：『ああ、安心しろ、──こっちも登校日だ』

・長安定：『登校日の授業中に通つう神しんしてくんなや……！』

・副会長：『何だお前、そうカリカリするなよ。仕事難しいのか？』

　イラっと来たが、堪こらえた。

　横で加か納のうが、両手を握り「御お嬢じよう様さま、謀む反ほん！　謀反です！」とか言っているが、何となくそれで冷静になってしまうのは自分の悪い性しよう分ぶんかもしれない。

　ただ、不ふ意いに問いが来た。

・副会長：『あのさあ』

　そんな前置きで、

・副会長：『お前、自分のやった事、無む駄だだって思う？』
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　正まさ純ずみは、ツキノワに指し示じした。

「おーいツキノワ、表示枠がこれからガーっと出ると思うから一気に消してくれー？」

『ま──？』

　ツキノワが、何事か、と首を傾かしげた瞬しゆん間かん、本をぶちまけたような枚数で抗こう議ぎ通神文メールが来た。

　一いつ瞬しゆん明らかにツキノワが引いたが、走狗マウスの矜きよう持じはある。すぐにツキノワは立ち上がって、

『ま──！』

　来た通神文メールを、片かたっ端ぱしから叩たたき割り始めた。
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・ＣＡＮ：『御お嬢じよう様さま！　こちらの多量通神文による遺い憾かん攻こう撃げきをアリクイが防いでいます！』

・長安定：『……何やあまり聞かんタイプの極きよく東とう語ごやなソレ』

・ＣＡＮ：『御嬢様！　勝負を投げたら負けです！』
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　とりあえず、という雰ふん囲い気きで、ツキノワがこちらに視線を戻すのを正まさ純ずみは見た。

『ま──』

　両の前足を掲かかげるのは、勝ったという証しよう拠こだ。

「よしよし、よくやったツキノワ。お前はうちの代表委員長に勝てる逸いつ材ざいだぞ」

「副ふく会長、それって代表委員長がアリクイ以下っていう……」

　言われてみるとそんな気もするが、現状では事実だから仕方ない。

　ただ、ツキノワが幾いくつかの通神文を選別して出してくれる。それは内容が重ちよう複ふくしていないもので、文面には抗こう議ぎの理由などが書いてある。

　それを読んだ上で、正純は改めて大おお久く保ぼに問うてみた。

・副会長：『大久保、説明してみろ』
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　はあ？　と思いつつ、しかし大久保は周囲を見た。

　自分と一いつ緒しよに仕事を受けている皆は、関かん東とう解放から共に過ごした者達だ。

　彼らが今、こちらの騒ぎを何事かと見ている。だから、

　……気分の切り替え、必要やしな。

「ええか皆」

　大久保は、仕事を続けるよう、資料の表示枠サインフレームを手で叩きながらこう言った。

「これから、ちと、今回の関東解放によって、何が生じたかという事を説明する。

　一週間以上経たってんのや。悪い結果と良い結果、──どっちが先に聞きたいねん」

「御嬢様、悪い方です」

「──皆もそれでええねんか？」

　誰だれもが、顔を見合わせた上で首を下に振った。

・長安定：『誘ゆう導どう有あり難がとな、加か納のう君』

　加納からの返答はない。この程度の仕込みは当然と、そういう事だ。

　ならばこの弁べん論ろんの行く末は安全。そう思いながら、大久保は言った。

「──悪い結果は二つある」







[image: 第四十三章『上下距離の思案者達』]
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・長安定：『悪い結果は二つある』

　関かん東とう解放に対し、そういう大おお久く保ぼの言げんを見て、正まさ純ずみはしみじみこう思った。

　……コイツ、ホントに事例の列記や、小さな積み重ねが好きだなー……。

　だが、後こう輩はいは更さらに言葉を続ける。

・長安定：『悪い結果の第一は、関東から羽は柴しばの撤てつ退たいを成立させた事で、P.A.Odaが欧おう州しゆう方面へと集中出来るようになったと、そういう事や。もはやP.A.Odaに勢力の二分化と、それによる予算や人員の分配はあらへん。彼らの最大戦力が中央に戻り、〝関東にいるから間に合わない〟は、無くなる訳わけやな』

　これはさっき、自分達が言っていた事だ。ただ、大久保は、その次にこう言った。

・長安定：『もう一つの悪い結果は──』

　聞いた。

・長安定：『──夏休み中における、奥おう州しゆう、関東勢ぜいの動きを封じられた事や』
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「武蔵むさしからこちらに戻るなり、──なかなか自じ意い識しきをくすぐるのう」

　空に小さな煙を上げながら、狐きつねが大久保の言葉を評した。

　場所は里さと見みの南。砂すな浜はまだ。先日は廃はい材ざい置き場だった漁ぎよ船せんの船着き場の横は、今、地元の人々や、武蔵の戦せん士し団だんなどを含みで、定期的な情報交換と食事の場になっていた。

　休むのは浜に設けられた小こ屋やや日ひ除よけの下。

　食うのは、浜に用意された竈かまどや、調理台の周辺だ。

　それぞれが海を見たり、遠くの安あ土づちや、対岸とも言える三み浦うら半はん島とうの方を望み、お互いの言葉を交わし合う。表示枠サインフレームで風景を撮とる者もいれば、それを家族に報告する者達もいる。

　その中で、武蔵から山やま形がた城じようを経て里見に戻った狐は、魚を串くしで食っていた。

　浜はま辺べ、砂浜を歩きながら、皆や調理の煙を眺ながめ、時とき折おりに女生徒からサインを頼まれて上うわ着ぎや装そう甲こう服ふくに尻尾しつぽの長い一ひと筆ふでを描きながら、

「羽柴との話もつき、毛もう利りも去ったのでこちらに来てみたが、結けつ構こう復ふつ興こう早いのう』

『義よし光あき様！　今は戻り始めた鰹かつおが美味うまいですモン！』

「それならもう食うたわ」

『じゃああとで醬しよう油ゆマヨで再挑ちよう戦せんですモン！』

　それもええのう、と義光は鮭しやけ延のべを摘つまんで伸ばして放ほう流りゆうする。すると鮭型走狗マウスは、

『義光様！　ちょっと質問ですモン!?』

「武蔵の代表委員長の言かえ？」

　鮭しやけ延のべが全身を縦たてに振る。その動きを見て義よし光あきは、串くしに刺した秋刀魚さんまを一気に口に突っ込む。骨ごと嚙かみ、ややあってから懐かい紙しで口を拭ぬぐい、

「──武蔵むさし代表委員長のいう通りぞえ？　小お田だ原わら征せい伐ばつの終了後、関かん東とう解放前の会議で決定した通り、関東勢ぜい、奥おう州しゆう勢は伊達だて家けを基き準じゆんとして動きを封じられたのよのう」

　羽は柴しばの先見と言うべきか。

「伊達家に、政まさ宗むねの遅ち参さんと謝しや罪ざいの歴史再さい現げんを掲かかげてその動きを止める。──重量級武ぶ神しんの一団を所持し、航こう空くう戦力も持つ伊達勢は関東と奥州を考えた際に最大のジョーカーぞ。

　ゆえに羽柴は、関東解放に先さき駆がけ、伊達家を抑よく制せいした訳わけだがのう……」

　義光は目を細め、懐紙を口に当てた。

　舌したで、紙を舐なめるようにして、拭う。

　小骨があった。飲んでも良いが、口に折せつ角かく残ったしがないやつだ。

　免めんじて外に残す。懐紙に隠かくす。そして、

「……政宗遅参の謝罪は、政宗を京きよう都とに呼びつける流れにまで至るもの。それは、現在のP.A.Odaにとって、政宗を人ひと質じちにとれるという事ぞえ？」

『何でだモン!?　政宗、強い筈はずだモン！　人質無む理りですモン！』

「何故、政宗が強いと？」

『義光様の甥おいですモン！』

「鮭延がいると謙けん遜そんを忘れていかんのう」

　苦く笑しようし、義光は言った。

「──夏休み中にそんな状態になってみい？　他国は干かん渉しよう不能ゆえ手助け出来ぬぞえ？　そうなったら、伊達家のみでP.A.Odaの中ちゆう枢すうに行って何が出来ると？　それも政宗の謝罪は羽柴との協きよう働どうゆえ、乗り込む時点で制約を掛けられる事は必ひつ定じよう。もし伊達が、殴なぐり込みに近い押しつけ歴史再現をぶちかましてやったとしても、戦力差は如何いかんともしがたいであろうよのう」

　一ひと息いき。小骨の懐紙を折って、懐に差し、義光は言葉を続ける。

「勝てたとしても、恐らくその局地戦のみぞえ？　奥州と関東における最大戦力の伊達家主力は、P.A.Odaから撤てつ退たい出来ずに全ぜん滅めつ。更さらにはP.A.Odaは歴史再現の違い反はん行為として、聖せい連れんを通して伊達家残ざん存ぞんへの制せい裁さい指し示じを出すであろうな。

　結果、──以後、奥州と関東は、世界に対しての発言力を失う訳ぞ」

　言っていて、不快感が腹の奥に来る。告げる内容が、もしそうなったら、という予測から大きく外れる事が無いという、そんな事が解わかると同時に、

「──近きん畿き、関かん西さいに対して目立った歴史再現を持たぬ最も上がみの位置が煩わずらわしいのう」

『義光様は最上の主ぬしですモン！』

「鮭延がいると身の程を忘れずにいいのう」

　微笑し、義光は足を止めた。

　正面。浜はまだ続いている。だが、周囲に人ひと影かげが無くなった。

　誰だれもいない午後の海と浜。夏は盛りという時期だが、

　……ここまで満ちる程、まだまだ人々に余よ裕ゆうは無いのであろうのう。

　最も上がみにとって、夏の海などは得られないものだ。それがこのように放ほう置ちされている事に、残念を義よし光あきは思う。そして、

「いいかえ？　──最大戦力の伊達だて家けがそのような状態故ゆえ、関かん東とう勢ぜいも奥おう州しゆう勢も動けぬ。武蔵むさし勢や伊達を頼らねば対たい抗こう出来ぬ程、今、戦せん国ごくの世はP.A.Odaと羽は柴しば勢に傾いておるからな。ヘタにつついて伊達家を潰つぶされては敵かなわぬ」

　その事を、武蔵の代表委員長は示し唆さした。

　……これは、関かん東とう解放前に決まった事。

　羽柴が、関東解放を有利にするため、北ほう条じようなどを絡めて行った束そく縛ばくだ。これが今、夏休みという各かつ国こくの孤こ立りつ下かで、また別の重さを持ってきているとなると、

「──羽柴の周しゆう到とうぶり、見事ぞえ」

　関東を解放し、関東勢や奥州勢は、安あん堵どを得た。だがその安堵は、

「……次の闘とう争そうが出来ぬ、安堵状態の強制続行ぞ」

　だとすれば、と義光は思し考こうを巡らせた。

　……あの伊達家でも、P.A.Odaに突とつ入にゆうすれば無ぶ事じには戻れまい。

　だが、

「──武蔵は、それを〝介かい入にゆう〟として、行う覚かく悟ごであるのだえ？」
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「せやから、うちらがP.A.Odaに介入するとなったら、──武蔵単独やな、多分」

　嫌いやがらせが国こく是ぜとは厄やつ介かいやな、と大おお久く保ぼは思った。

　この関東解放。夏休み中にP.A.Odaが欧州集中を決めるとなると、欧州各国が武蔵への評ひよう価かを取り下げる事になる。更さらに、ここで武蔵がP.A.Odaへの介入をやめれば、

　……ヴェストファーレンでは、武蔵にあまり点数来ないやろな。

　無む論ろんこれは裏の話だ。表おもて向むきは、こちらにP.A.Odaの抑よく制せいを依頼した分、各国は武蔵を無む碍げには出来ない。ならばそこには付け入る隙すきもあるだろうと、大久保はそう思っている。

　自分にとって、もし他国が武蔵のした事を「余よ計けいな事を」と言うなら、それは絶好の交こう渉しよう材料だ。自分達からフックを作ってくれたのだから、乗り込んでいってこう言えば良い。

「では、どうしましょうか。関東解放が出来た武蔵なら、実質、何でも出来ますけど？」

　と、それで何の望みも言わない国はあるまい。

　……せやから、私には、この部分はマイナスにならへんわ。

　場合によっては自分を売り込み、地位を上げる役に立つだろう。

　ゆえに、と大おお久く保ぼは皆に告げた。

「関かん東とう解放の意味、悪い結果とは、次のような事やな」

　列記する。





　第一に、P.A.Odaの再強化がこれから始まる事。

　第二に、奥おう州しゆうと関東が束そく縛ばくされた事。






「──つまり、武蔵むさしには味み方かたはおらへんけど、P.A.Odaが強化していくというなら、単独でそこに介かい入にゆうせなあかん。面めん倒どうな現状やな」

　つまりまあ。

「──この辺りが〝悪い結果〟や」

　では、と大久保は皆を見渡して右の指を一つあげた。

　二本、三本と上げ、

「ここから、ええ結果や」
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　クリスティーナは、忠ただ興おきの横で、武蔵側の判はん断だんを見ていた。

　……成なる程ほど。

　武蔵の代表委員長は、随ずい分ぶんと自信家だ。情報の取しゆ得とくもだが、自分の中でそれを解かい釈しやくして、どう扱うかを判断の上で言葉を選んでいる。

「……不利な状況を楽しんで捉とらえるのは、武蔵勢ぜいの特性でありましょうか……」

　苦く笑しようで呟つぶやくと、忠興が視線を向けてきた。

「は？」

「あ、いえ、こちらの事であります」

　ふうん、と頷うなずき、頰ほお杖づえをつく彼を見て、クリスティーナはふと思った。

　……随いく分ぶん、背の細い。

　鍛きたえられているから、見た目と実際は大きく違うだろう。そんな背を見ながら、クリスティーナはこう思う。彼はこれから、どうするのでありましょうか、と。

　彼は現状、武蔵付きだ。亡ぼう命めい手続きなども進めているだろうが、瑞典スウエーデンに編へん入にゆうされる事は難しいと感じられる。何故なぜなら、

　……忠興様が瑞典に入る選択は、瑞典側に負ふ担たんが行き過ぎるものであります。

　ネルトリンゲンに武蔵が介入したのは、傭よう兵へい行為として成り立つ。だが、それは表おもて向むきで、裏向きには各かつ国こくの思おも惑わくが存在する。

　欧おう州しゆう各国の思惑だ。

　だからここで忠ただ興おきが瑞典スウエーデンに来ると、欧おう州しゆう各かつ国こくが提てい示じする全ての責任は、瑞典に掛かる。

　武蔵むさしの思おも惑わくがあったとしても〝傭よう兵へい〟だ。忠興が外に出れば、仲ちゆう介かいした六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズも口を噤つぐむだろうし、責任所在は全て武蔵の外に出る。

　そうなった場合、全て降りかかるのは、瑞典だ。

　逆に言えば、忠興が武蔵付きのままでいるなら、責任所在はあやふやになる。この辺りも、現状ではその通りだが、

「────」

　困ったものであります、とクリスティーナは思った。

　ひょっとして、武蔵は、それを瑞典との交こう渉しよう材料に使うだろうか。

　P.A.Odaへの介かい入にゆう。そして明あけ智ち・光みつ秀ひでへの諸しよ処しよ便べん宜ぎのため、自分は役に立つ。

　だから己おのれに言う事を聞かせるため、そういった事を条件に出してくるだろうか。

　どうだろうか。そして何よりも、

　……どうしたものでありますか。

　思し案あんは、二つある。救われて、居い場ば所しよや帰り場所も用意された上で、こんな事を考えているどうしようもない自分と、

　……忠興様。

　この人が、そんな自分をどう思うか、気になって仕方が無い。
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　クリスティーナは、ここ数日の楽しい時間を思う。

　彼とは、随ずい分ぶん言葉を交わしたし、お互いの好みなども見せ合った。

　住まう場所が分かれていて良かったと、そう思うのは、買い物先で好みが違う事が解わかっても、それを同じ場所に持ち帰らなくて済む事だ。

　出来れば今の間に、合わない部分を確かめて、同じ場で住まう時にはどうするか、それを考える余よ裕ゆうとしたい。

　……と、まあ、そういう幸いの時間を得ているのでありますが……。

　だが、自分の方が年上。やはり大人おとなだ。忠興が何か我わが儘ままを言っても、それを受け止めるのが自分の持ち分でいいのでは、とも思う。

　だが、己の方が彼にどう思われるかは、また別だ。大人として振る舞う自分に、忠興が子供扱いされて怒るのは、もう京きよう都との二に条じよう城じようでも充分に見たものだ。

　だが、大人として、総そう長ちようとして、冷れい徹てつな判はん断だんをした場合。自分は彼に、どう見られる事になるのだろうか。

　情報が、少ない。

　心の中、周囲の暑しよ気きとは別の冷たさを感じながら、クリスティーナは思った。

　……未み熟じゆくでありましょう。

　自分の中が、散らかっている。

　今は完全に予定外の時間帯たい。断ち切られる筈はずだった己おのれの全てが、繫つながってしまったのだ。

　何をどうすれば良いのか解わからず、しかし、周囲に対する知ち識しきや、己の立場はある。死人がいきなり蘇よみがえったら、こういう状況だろうか。ただ、

「…………」

　大だい事じな事、明確な事は、一つある。

　自分が瑞典スウエーデン総そう長ちようであるという事実は、ずっと続行中だと言う事だ。

　……ならば──。

　決断をしなければならない時もありましょう、と、そう思いながら、クリスティーナは関かん東とうからの言葉を見た。武蔵むさしの代表委員長が作る台詞せりふは、文字となり、

・長安定：『ええか』

　彼女が、自信を持った口く調ちようが見える台詞を、こう寄よ越こしてきた。

・長安定：『では、良い結果の方、行くで』
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　誾ぎんは、代表委員長の言葉に注ちゆう視しした。

　現状、梅うめ組ぐみメンバーの中で、最も奥おう州しゆうの情勢について判はん断だんが出来るのは自分だ。

　英国王おう女じよは、英国という国自体が欧おう州しゆう本土とは少し距きよ離りをとっているし、

　……瑞典総長は──。

　まだ、こちらに与くみしているとは判断が出来ない。恐らく、本人もそれは明確に出来ていないだろう。何しろ自分達とて、かつてはそうだったのだ。

　武蔵に来て今まで。馴な染じんできたのは、それこそ三み方かたヶ原はらの戦いの前後からだ。戦争という事じ業ぎようをもって得られた連帯感は、ありとあらゆるものを懸かけたがために強い。

　彼女はまだ、そうではない。

　ゆえに誾は、自分の役やく目めをこう思った。己は、利点を試す役で行きましょう、と。

　そして誾は、代表委員長の言葉を見た。

・長安定：『第一の良い結果は、──ぶっちゃけ、現状そのものやな』
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　大久保は、まず、大だい前ぜん提ていとなる理り屈くつを述べる。

・長安定：『これからの欧州がどうなるか、P.A.Odaがどうなるか、それに不満を言うたところで、じゃあ昔のままが良かったんか？　という話になるやろ。

　関東は制せい圧あつされたまま。P.A.Odaの戦力は一切削けずれてない。そのままやったら、ホント、そのままなんやで？』

　ええか。と大おお久く保ぼが言った瞬しゆん間かんだ。

・立花嫁：『──ですが、欧おう州しゆうに強化集中されるよりはいい。……欧州各かつ国こくはそのように反論すると思いますが？』

　何しろ、と立たち花ばな・誾ぎんが言葉を挟んだ。

・立花嫁：『欧州各国の大多数にとって、関かん東とうなどどうでもいい事です。貿ぼう易えきを主体としている三征西班牙トレス・エスパニア、葡萄牙ポルトガル、英国、阿蘭陀オランダなどにとっても、関東解放は政変程度の違いでしかありません。その辺り、どうお考えで？』

『そりゃ早そう計けいやな』

　大久保は、敢あえて音おん声せいで告げた。

　ここはスタート。大だい前ぜん提ていだ。ここでコケたら皆はこちらの言う事を信じなくなる。

　そして信用の第一は、自信だ。

　文字では届きにくい事だが、声では通じる。ゆえに大久保は一ひと息いきを入れてから言った。

『関東を保持したままやったら、夏休みを経てP.A.Odaは巨きよ大だい化かするで』
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　ええか、と大久保は言った。

『P.A.Odaが関東を押さえたのは、私達武蔵むさし勢ぜいを関東に縛しばり付け、抑よく制せいするためや。

　しかし、そういった事情とは別で、関東を押さえるのには意味がある』

　それは、

『──貿易、そして資し源げんの獲かく得とくや』
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　正まさ純ずみは大久保の解説を聞いた。あのな、という前置き付きで生じたそれは、

『今、P.A.Odaは、欧州方面での貿易相手に乏しい。そりゃそうやな、欧州では全域で戦争しとる。大たい国こくは、消しよう費ひはすれど稼かせぐ事が出来ず、結果として内部はインフレが進むんや』

「インフレって、何？」

　馬ば鹿かの問いに、ホライゾンが頷うなずいた。

「知らないのですか。言葉にするのは難しいのですが、ほら、伊イ太タ利リ亜ア料理の店でメインの一つ前に出る料理の一つで、白くてヴワっとした竹たけ炭ずみの、甘くてバリバリした塩しお辛からのアレです」

「オ、オメエ、今全力で俺おれを欺だましに来てるな!?」

　ミトツダイラが、俯うつむきながら右手を挙げた。

「……インフレとは、品しな薄うすなどの理由から、物価が上がり続ける事ですわ」

　ホライゾンが、馬鹿の肩に手を乗せた。

「ホライゾンのおかげで解わかりましたね。褒ほめるといいと思われますが」

「ご、剛ごう胆たんだぜホライゾン！　おっと傲ごう慢まん有りなんだったなホライゾン！　あと、ネイトも何か有あり難がとうなー」

　いえまあ、とミトツダイラが言って、ホライゾンが彼女に右の親指を上げてみせる。

　とりあえずの話は理解出来てるようだが、

「ここらへんの話、うどんがいれば解りやすいかなあ」

・○べ屋：『うどんもう終わったよ！　今日きようは朝から御ご飯はんが美お味いしいよ！』

　元うどんのメスが何か言ってきた。

・金マル：『後こう遺い症しようとかあったりする？』

・○べ屋：『あ、うん、朝方なんかはね、チョロっと出た気がするというか、幻げんうどん？　そんな感じで「フオオオオオオオ！」って慌あわてて水流しちゃう時あるね！　今度、体験本書いて売ろうかな！』

　まさに己おのれを売ってるな、と正まさ純ずみは思う。が、

・副会長：『欧おう州しゆうでは、P.A.Odaに対して経済制せい裁さいとか貿ぼう易えき締しめ付けを行っているのか？』

・○べ屋：『金くれたら教えるよ！』

・副会長：『七十くらい？』

・○べ屋：『七十万!?　やった！　言うよ！』

　すまん、それ七十円でな。何しろちょっと夏は本がいろいろ出てなあ……。

　だが、元うどんのメスは勢いが乗ったらしい、

・○べ屋：『ぶっちゃけ、P.A.Odaに対して、欧州側は経済制裁とかしてないよ』

・未熟者：『えっ、それはおかしいな……！　僕の見立てでは、P.A.Odaの侵しん攻こうに対し、各かつ国こくの裏でエージェントが動いて連れん携けいをとっている筈はずだよ』

・眼　鏡：『〝エージェント〟　〝僕の見立て〟』

・未熟者：『な、何だよ！　外がい交こう官かんとか、そういうの、いるだろ!?　ほら！』

・眼　鏡：『……あのさあ、だったらそれはエージェントじゃなくて外交官じゃないの？　あと、そろそろ夏のイベントの動静が見えてきてる筈だから、そっちの情報入ると嬉うれしい』

　厳きびしいな……、と思うこちらの横、表示枠サインフレームが高速に言葉を作っていた。それは女うどんからのもので、

・○べ屋：『──ぶっちゃけの続きだけど、欧州各国はP.A.Odaと敵対した時から、自動的にP.A.Oda貿ぼう易えきラインを持つのが難しくなった感じなのよ。経済と戦争を分離する事は可能かもしれないけど、前線は移動するし、生産地も戦火に巻き込まれるし、経済制裁しなくてもP.A.Odaとは自動的に貿易関係が切れていっちゃうの』

　ただ、と元うどんが言った。

・○べ屋：『それでもP.A.Odaとのラインが切れると立ち行かなくなる国もいるから、そこらへんは各かつ国こくの判はん断だん？　戦争してる国も、他の国を利用して裏で中間貿ぼう易えきしたりで。

　三み河かわは、中立地だったからそれを表おもて立だってやって良かったんだよね。

　──でもまあ、そこらへん鑑かんがみてさ、経済制せい裁さいについては聖せい連れんの指し示じとか、そういうの無しだよ？　大きな国が、余所よその国に〝うちもそうしてるからお前もそうしろ。但ただし黙だまってな〟みたいな御ご近きん所じよ隣りん国ごく威い圧あつ系けいルールはあるけど』

　確かに、と浅あさ間まが頷うなずいた。彼女の所しよ属ぞくする神しん道とうも、基本は不ふ可か侵しんだが、戦争が生じれば巻き込まれる場合もある。

「……自然発生的に、その地ち域いきの経済、流通が動かなくなる、というのはありますね。インフラなど、高速に外を仲ちゆう介かい出来るならいいですけど、物資だとホントに戦せん域いき通過出来ずに滞とどこおる事もありますから」

・○べ屋：『戦争自体が、一種の経済制裁効果を持ってると思ってね』

　でも、と元うどんのメスが言った。

・○べ屋：『そういうのが積み重なって、西側は御互いにケッコー厳きびしくなっちゃってね。

　羽は柴しばがM.H.R.R.神聖ローマ帝国と協きよう働どうしたり、早い時期から西側に勢力伸ばしたのは、P.A.Odaと欧おう州しゆう側の中間貿易を極きよく東とうの立場通してやってる部分もあったんじゃないかな』

・副会長：『あったんじゃないかな、って、どういう事だ？』

　いや、と向こうが言った。

・○べ屋：『羽柴が伸長したら、手を組んだM.H.R.R.が三十年戦せん争そう本格的に始めて、欧州市し場じようがまた閉じ気ぎ味みになっちゃったから。真しん相そうは羽柴に聞かないと解わからないよ』
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　……今の、なかなか面白い〝噂うわさ〟の発展系けいでありますね。

　クリスティーナは、情報を頭の中で転がし、研とぐような遊びを始めていた。

　武蔵むさしの会計補ほ佐さ。最近、不正を働いて、神しん罰ばつで尻しりからうどんが出るというアバンギャルドな状況になっていた筈はずだが、彼女の見解は一部で正しく、一部で足りていない。

　欧州が、P.A.Odaの驚きよう異いに対し、警けい戒かい心しんから貿易を行えなくなって行ったのは確かだ。

　特に、前ぜん総そう長ちようとなるスレイマンが放ほう逐ちくされた際、それを違法として聖連各国はP.A.Odaの新体制を国家として認にん知ちしないように働いた。つまり「国家として認知して欲しかったら」という駆かけ引きで、有利な条件の貿易や政治関係などを結ぼうとしたのだ。

　だが、P.A.Odaはそれを撥はね除のけ、聖連を脱だつ退たい。最終的に、P.A.Odaを認知しないままになってしまった聖連各国が残った。

　問題なのは、建たて前まえとして、非認知国家と貿易などを行えない、という事だ。もしそれを行ったら、似たような非認知国家や領りよう主しゆとも貿易をしなければならなくなるからだ。

　ゆえに、自動的に経済封ふう鎖さが生じ、

　……しかしP.A.Odaは極きよく東とう側の立場を利用して独自の発展を目め指ざし、それをし難い欧おう州しゆう勢ぜいを尻しり目めに増強を続けたものでありますが、やがて第二の経済危き機きが来るのでありますね。

　それは、と思った時だ。

・立花夫：『──会計補ほ佐さの言葉、補ほ足そくするならば、新大陸関連が必要ですね』

　立たち花ばな・宗むね茂しげだ。

　……成なる程ほど。

　彼は三征西班牙トレス・エスパニアの出身。もう一つの襲しゆう名めい、ガルシア家は、西班牙スペイン初の民間郵ゆう便びん事じ業ぎようを始めた名めい家かだ。

　三征西班牙という国家の情報を管理し、各地の代表達と繫つながりを持っていた。これは、同管かん区く制が適用されていた新大陸でも同じだろう。

　しかも彼は、新大陸に派は遣けんされていた時期があったと聞く。

　そして、夫の代わりというように、立花・誾ぎんが言葉をつなげた。

・立花嫁：『──羽は柴しばのM.H.R.R.神聖ローマ帝国協きよう働どうは、欧州への介かい入にゆう、通過権けん限げんを得て、羽柴としての歴史再さい現げんを迅じん速そくに進めていくためのものですが、これは結果的に見れば、〝羽柴を領りよう内ないに通す〟事で欧州におけるP.A.Odaの経済封ふう鎖さを緩かん和わする意味もありました。

　ただ、結局は、会計補佐の言われた通り、M.H.R.R.と六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズの間で三十年戦せん争そうが激化。また、M.H.R.R.旧派カトリツクと改派プロテスタントの争いも始まり、市し場じよう開放は限定的となりました。

　P.A.Odaは、再び封じ込められる事じ態たいとなったのです。しかし──』

・銀　狼：『経済封鎖は、諸もろ刃はの剣つるぎですわ』

　皆の視線が、水み戸と領りよう主しゆに向く。

　欧州。六護式仏蘭西などが関わる部分では、やはり彼女か。

・ホラ子：『ミトツダイラ様──！』

　Ｊｕｄジヤツジ．、と銀ぎん狼ろうが応じた。

・銀　狼：『──P.A.Odaが聖せい連れんを脱だつ退たいし、その大だい規き模ぼ市場に手が出しにくくなった欧州は、更さらにM.H.R.R.も同様になっていく事で、同じように経済的打だ撃げきを受けましたの。

　何しろ時代はもう中ちゆう世せいを超え、各かつ国こくの人口が増える状態。しかし、人の数が増えても、物資が足りねば相そう対たい的にインフレが生じますわ。

　特に六護式仏蘭西は、国軍を構えるためにも消しよう費ひが激しく、聖せい譜ふ記き述じゆつにもあるように、この時期は物価が急上じよう昇しようしてますのよ』

　だから、という言葉をクリスティーナは見た。

・立花嫁：『──だからここで、新大陸です。新大陸からの貿ぼう易えき品、金、銀、それらは超ちよう祝しゆく福ふく艦かん隊たいを建けん造ぞうする三征西班牙が、各国への借金を返すために用いられました。ただ──』

　ただ、と誾が肩をすくめた。

・立花嫁：『大量の貿易品や、金、銀でも、その富で欧州が〝潤うるおう〟事はありませんでした。

　何故なぜなら、欧おう州しゆうは戦時装そう備びを拡充し、物価も上じよう昇しようしていたので、それらの補ほ塡てんに用いられてしまったのです。文化は成せい熟じゆくする一方、文明の強化が金を必要としたという事でしょうか』

「それもあって、地元は、聖せい譜ふ記き述じゆつだと破は産さん宣せん告こくするんですね」

　と、副ふく長ちよう補ほ佐さが困ったように言う。

「まあ、セグンド総そう長ちよう、フアナ副ふく会長と組んで結けつ構こう頑がん張ばってましたから、どうなるか、ですね。地元という事で、今いま更さらながらに凄すごい国だと思います。今の三征西班牙トレス・エスパニアは」
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　誾ぎんは、宗むね茂しげの物言いに目を細めた。

　……もはや〝地元〟ですね。

〝三征西班牙〟でも、〝うち〟でもなく、知らない土地でもない。

　自分達のいた場所。基き礎そとなった場所としての〝地元〟だ。

　だから誾は頷うなずき、補ほ足そくするための言葉を作った。

・立花嫁：『羽は柴しばは西への侵しん攻こうの際、六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズの毛もう利りを後回しにして、四し国こくも沿岸を中心とし、九きゆう州しゆうへと勢力を伸ばしました。

　これはムラサイ国家がアフリカ北岸にあったという理由ですが、別の理由もあります』

　それは、

・立花嫁：『アフリカ北岸を獲かく得とくしておけば、新大陸貿ぼう易えきの恩おん恵けいに与あずかりやすいからです。

　三十年戦せん争そうが明確に始まる前に獲得した九州の地が、龍りゆう造ぞう寺じの参戦までを招いていると考えると、羽柴の一手は今になって効いてきていると、そう言えるでしょう』

　ただ、という言葉の先を、しかし、摘つまむように肩代わりする者がいた。

　武蔵むさしの代表委員長だ。彼女は、小さな笑えみさえ聞こえる言葉で、

・長安定：『──ただ、そのようにして、欧州側の市し場じようを獲得してきたP.A.Odaやねんけど、流石さすがにもう限界やな。せやから別の方に市場を求めなアカン訳わけや』

　武蔵の代表委員長が、ここで話をつなげに来た。

　それはつまり、

・長安定：『欧州側で限界が来たP.A.Odaが手を伸ばすなら、東側。関かん東とうや。

　それを可能とする歴史再さい現げんも、羽柴は持っとった。慶けい長ちよう、文ぶん禄ろくの役えきやな。

　そして連れん中ちゆうは武蔵を追う事で関東に介かい入にゆう、その支配を行った訳や』
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　ええか、と大おお久く保ぼは言った。

・長安定：『羽柴は、侵しん攻こうは別として、その統とう治ちにおいては地元を優ゆう遇ぐうし、経済活動も認めてたのが解わかっとる。つまりは市場とその機き能のうを保全したかった訳やな。

　それでまあ、一つ言いたい事があんねんで。──副ふく会長』

・副会長：『ああ、何となく解わかってきた』

　じゃあ、と大おお久く保ぼは、確かく認にんの問いをする事にした。

・長安定：『安あ土づち城じよう、巴パ里リ攻めを行う際に水攻めの資材をえらく持ち込んだそうやな。あの資材、安土が持っていたもんやけんど、せやったらこういう疑問生じるやろ？』

　それは、今、自分が安土側と交こう渉しようし、手に入れているもの。つまり疑問となるのは、

・長安定：『この資材、安土は関かん東とうで何のために使うつもりやったんや？』
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　義よし康やすは、森の広場の一つで、〝義ぎ〟の修復を行っていた。

　無む論ろん、現在は表示枠サインフレームを横に置いて、関東組と武蔵むさし組の議ぎ論ろんを見ている。

　義康からみて、大久保の情報収しゆう集しゆう能力と、理解力は、

　……私よりも、遙かに上だなあ。

　だからと言って、自分を下に見る必要もない。出来る事は別なのだ。だが、

「……安土の持ち込んだ資材？」

　単純に考えるなら、

「里さと見みや江え戸どの、復ふつ興こう用ようだろう」

　それは確かな事だ。陸りく港みなとや、住すみ処かを失った土地の者達への住宅提てい供きようなど、資材はどれだけあっても足りない。だが、

　……〝復興〟か。

　その言葉の範はん疇ちゆうを考え、義康は羽は柴しば勢ぜいの動きを思う。

　里見の現在の状況や、時とき茂しげの言葉を聞くからに、羽柴は関東に一方的な支配をしていた訳わけではなかった。

　搾さく取しゆをしていた訳でもなく、暴ぼう利りを働いていた訳でもない。

　これは、単純に、羽柴が善ぜん人にんだったから、という事ではないだろうと、義康は思う。

　少し穿うがった見方だが、良心とは別に、こういう考え方もあるのだ。

「──物事を円えん滑かつに進めるには、強制や、トラブルの無い方がいい」

　里見の状態は、それだった。

　ならば、と義康はこう思った。羽柴は、関東を利用して、何かをするつもりだったのだ。

　復興。

　その言葉を用いて、関東側の住人達を扇せん動どう出来る内容。つまりは、

　……事業だ。

　何があるだろうか、と思い、義康は気付いた。

・義　　：『武蔵副会長』

　あった。復ふつ興こうとして、関かん東とうが一いつ斉せいに動ける事じ業ぎようが、それは、

・義　　：『貴き様さまの発はつ案あん、──それと同じ事だぞ、これは』
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　義よし康やすの呼びかけ、その言葉に対してＪｕｄジヤツジ．、と応じたのは、正まさ純ずみではなかった。

　大おお久く保ぼだ。彼女は表示枠サインフレームに対し、こう言ったのだ。

『──羽は柴しば勢ぜいは、恐らく、大量の資材を投入し、ある事じ業ぎようを行おうとしていた。

　復興としての、関東の作り直し。つまり──』

　つまり、

『──関東の南、江え戸どと里さと見みを中心とした、奥おう州しゆう、北ほう条じよう方面を結ぶ大商業都市と、主しゆ街かい道どうの建設やな』
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　大久保は吐と息いきをつけてこう思った。これは、副ふく会長が以前に奥州勢との三さん国ごく会議で持ち出したものと同じや、と。

　更さらには、

『……P.A.Odaと繫つながりある北条方面、そして滅ぼした武たけ田だの土地を利用するなら、副会長が考えたものよりも規き模ぼが大きいで。西にあるP.A.Odaと同どう盟めい諸しよ国こくが壁にならず、そのままP.A.Oda通商路の東とう端たんとなってくれるんやし。

　全体は何年かかるか解わからんけどな、手始めに空くう路ろ用のセンター設けるならすぐやろ。

　そのための人材として池いけ田だ・照てる政まさのような普ふ請しん屋やも用意してきとる』

　そして、と大久保は言った。

『P.A.Odaは、この大規模な展開によって、関東と奥州を自分達の新大陸とする。

　市し場じよう規模で言えば、まだまだ甘いが、欧おう州しゆうを軽く圧あつ倒とうする広さやねん。人口が増えて稼かせぎ始めれば、逆に欧州側を経済封ふう鎖さして追い込んでいる状態になるやろ』

・未熟者：『だがそれは、阻そ止しされた。──そういう事だね？』

　話早過ぎるわな、と大久保は苦く笑しようした。

　だから大久保は、こう言った。

・長安定：『Ｊｕｄ．、そやな。私達が関東を解放した事によって、P.A.Odaへの経済封鎖は維い持じされた。

　ええか。──P.A.Odaはドン詰まりなんや。

　あとは、欧州勢が頑がん張ばれば、P.A.Odaは内部から衰すい退たいしていく訳わけや』

　つまり、

・長安定：『──P.A.Odaはもう、現状のままでは先行かん。将来から過去の時点を振り返るなら、この関かん東とう解放が衰すい退たいの始まりやったと、そういう事になるやろな。

　大だい前ぜん提ていとして、コレ、大だい事じやぞ。誰だれが何を言おうと、私達はもう勝ちの手て筈はずを摑つかみ、欧おう州しゆう側にそれを渡しとんのや』
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　鈴すずは、皆の話を聞きつつ、クリスティーナの仕し草ぐさが気になっていた。

　……何だか、ものすごく、話に加わりたい、っていう、感じ？　そわそわ？

　誰かが何かを言うたびに、浅い相あい槌づちや、「そこは」とか「それは」という動きを感じる。

　何しろ、彼女にとっては、己おのれがこれまでまとめてきた事のおさらいというか、現状からのまとめがなされている最さい中ちゆうの筈はずなのだ。だが、

　……じ、自制、出来てる？

　瑞典スウエーデン総そう長ちようとして、彼女は客きやく人じん。ここでこちらをアドバイスするなど、してはならない立場だ。鈴にもその事はよく解わかる。そして他の皆も、

・金マル：『いやあ……、クリっぺが、参加したくてたまらない感が凄すごいねさっきから』

・不退転：『私達が他人の戦せん闘とう見てるようなものよね……。ただ、立場が複雑だわ』

　とはいえ、国こつ家か間における助言など、サービスで行うには価か値ちが大き過ぎる。

　すると、大おお久く保ぼがまた、追加で言葉を寄よ越こしてきた。

・長安定：『では、第二の良い結果やな』

　それは、

・長安定：『──P.A.Odaの人員と装そう備びを明らかにしつつ、減らしたという事やな』
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　大久保の言いたい事は、正まさ純ずみにも解った。

　自分は戦時関係の装備など、数すう値ち的な計り方をしてしまうものだが、それゆえに大久保の言げんは通じる。

・副会長：『関東解放には、P.A.Odaの東側から追加で航こう空くう艦艦かん隊たいが出たし、それに伴う小お田だ原わら征せい伐ばつでは、滝たき川がわや真さな田だ十じゆう勇ゆう士しのような人員を排はい除じよしたな』

・大久保：『Ｊｕｄジヤツジ．、……それらの装備や人員、これも、私達が何もしないままなら、夏休み明けにも存在した訳わけや。──夏休み中に追加された戦力と共に、な』

　ええか、と大久保が言った。

・大久保：『第三の良い結果とは、これらの複合や。

　──装備、人員は補充出来る。金と人材があれば、な。

　せやけど、P.A.Oda全体における装備と人員の総量が一気に下がった事は確かやねん。

　そしてP.A.Odaは今や外貨を稼かせぐ事が難しく、その補ほ充じゆうには限界がある筈はずや』

・副会長：『P.A.Odaの仕切り直しが、最大限に発はつ揮きされるのはいつだと思う？』

・長安定：『夏休み明け、その第一週やろ』

　大おお久く保ぼの即そく答とうが来た。

・長安定：『夏休み中はP.A.Oda内で仕切り直しが進んでも、やはり他国との連動が不要になった訳わけやない。夏休み中に関係国に発はつ注ちゆう掛けて、夏休み明けたらそれを納のう品ひんさす、そんな流れがあるなら、夏休み明け一週前後がP.A.Odaの仕切り直しが完成するタイミングや』

　ただ、と言ったのは、ミトツダイラだ。

・銀　狼：『──その新体制のP.A.Odaは、ある意味、追い詰められたP.A.Odaですのよね。

　一番危険な状態と、そう言えるんではありませんの？』

「そうだとも」

　正まさ純ずみは、頷うなずいた。

　解わかり切った事だ。大久保の言う良い結果とは、確かにその通りの内容だと思う。

　しかし、だからこそ、

「P.A.Odaとて、それを理解し、逆転攻こう勢せいに出る。それも、もはや油ゆ断だんも何も無い。今までのような、各地に代表を出して〝点〟で攻めるのではなく、M.H.R.R.神聖ローマ帝国の前線に最大戦力を集中した攻勢となる筈はずだ。それゆえに──」

　正純は言った。

「欧おう州しゆうの小しよう国こく、中ちゆう堅けん国、有力領りよう邦ほうでは耐えられない。だから彼らは、現状を作った武蔵むさしを咎とがめるだろうし、対する我々は今の内から動かねばならない。

　P.A.Odaが仕切り直しをする直前、おそらくはその契けい機きとなる事じ業ぎように介かい入にゆうする」

　それが、

「──P.A.Odaのリーダーが代わる歴史再さい現げん、本ほん能のう寺じの変へんだ」
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　……確かに、そこで本能寺の変となるものでありますね。

　話が一いち段だん落らくついたのを、クリスティーナは認めた。

　今までの流れ。関かん東とう解放とネルトリンゲンや、それ以前の欧州や関東の事などを把握し、その上で、今、まだ未知の事業である本能寺の変にまで話題が通ったのだ。

　ここから先は、未知の話。未来の話だ。

　これまで、言いたい事や、注ちゆう釈しやくしたい事は幾いくつもあった。

　正直に評ひよう価かを言えば、武蔵の情報把握能力は、総合として考えたら充分だ。

　全員が全てを理解している訳わけではないが、皆が集まれば、全体を語れる。

　武蔵らしいと言う、そんな把握能力だろうか。

　ただ、一つ、今の自分の視点から言えるのは、

　……少々、武蔵むさし勢ぜいは危険な方に視線を向けていないでありましょうか。

　先さき程ほどから聞いていて、大だい事じな要素が一つ抜けている。

　本論に含まれるべき要素。

　大事な事だ。

　ただ、とクリスティーナは心に前置きした。これ以上は踏み込むまい、と。

　情報は自分の武ぶ器きだ。ここで安売りしてはならない。問われてもいないのだ。

　我が慢まんであります、と思った時だ。忠ただ興おきが振り向いた。

「あのさあ、お前」

「何であります？」

「さっきから、このクソ難しい話、解わかってんのか？」

「解ってるもので、……ありますよ？」

「すげえなあ」

　と、言われ、視線を戻された。そして、

　……あ。

　クリスティーナは気付いた。

　彼と自分の間に、差を作ってしまった事に、だ。
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　クリスティーナは、自分の中で、何かが切り替わったのを悟さとった。

　一いつ瞬しゆんだ。

　今の忠興の態度で、完全に変化した。それは一ひと言ことで言えば、

　……駄だ目めであります。

　これは、ネルトリンゲンまでと同じだ。

　これからは、ネルトリンゲン以い降こう、そのつもりだったのだ。

　捨てる命。それを大事にしてやると言った人に、自分は預けた。

　だったらもう、昔の通りではない。

　それだけの覚かく悟ごを、ほんの少し前にしたばかりではないか。だから、

「────」

　自分は瑞典スウエーデンの総そう長ちようだ。その視点と立場は変えられない。だが、

「──松まつ平だいら勢に加わります忠興様、その妻つまとして、一つ宜よろしいでありましょうか」

　忠興が、は？　と振り向くのに、鼓こ動どうが跳ね上がる。

　見て貰もらえている。

　……ええ。視線を外されては、大事にして貰えないのでありますよ。

　だから、言って良かった。

　数日前は叶かなわぬ恋が、今は妻つまだ。そして今、己おのれからそう告げた。

　……妻と、言ってしまったものであります。

　恋は自己申しん告こく制だろうか。叶った募つのりは搔かき捨てだろうか。

　解わからない。

　ただ、クリスティーナは、思いを態度に出すまいと心に誓ちかった。

　落ち着いて。大人おとなの態度で。妻である事は当然なのでありますから、ええ。

　すると、

「ここ」

　忠ただ興おきが視線をずらしながら、その小さな体の横、床を手で叩たたいた。

　木の床面を、二、三度と叩く音。

　その意味を理解した瞬しゆん間かん。クリスティーナは首辺りから熱が上がるのを感じ、

　……あっ。

　不ふ意いに、身の震えを得た。
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「泣かしたあ──！」

　忠興は、何が何だか解らないが、周囲が全て敵に回ったのを悟さとった。

　というか、己からしてみたら、

　……訳わけ解らねえ──!!

　惚ほれた女が自分の事を妻だと言うから、じゃあ横に座った方がいいだろう、と、そこまでは自覚の内だ。

　だが、何か凄すごく張り切った雰ふん囲い気きでこちらの横に座した瞬間、彼女が泣き出した。

　……俺おれ、何か悪い事したか……!?

　悲しんではいない、と思う。多分。だが、嬉うれしいというなら、このくらいは今まで何度もあったようにも思うし、何故なぜにいきなりこうなるのかが解らない。

　しかし、目の前に来た右腕うでと左腕がそれぞれの親指を上げ、その本体が、

「長なが太ぶと様、やりますね……！」

「つーかこういう雪崩なだれ込み方もあるのね……」

「長なが岡おか、よく解らんが国際問題になるかもしれないから心の準備しとけよ」

　……どれも反応出来ねえネタを振るな……!!

　こっちは初しよ心しん者しやなんだぞ、と喉のどから声が出かかるが、それを言ってはならない。その一ひと言ことは、泣き出した彼女を迷めい惑わくと言っているのと同じだ。

　俺が連れ出したんだ。

　そのくらいは解わかっている。多分。

　だから、構わない。だから、これでいい。だから、連れん中ちゆうに向かって、

「勝かつ手てに騒さわいでろ畜ちく生しよう。──別に泣いたっていいじゃねえか」

　言ってやった。すると、横の彼女が、気付いたように息を吸い、一いつ瞬しゆんこちらを見て、微笑しそうになって、

「────」

　そのまま崩くずれた。

　涙が、今まで以上に零こぼれ、しかし声を消す。

　……訳わけが解らねえ……。

　だが、忠ただ興おきは、頰ほおに手を当てるようにして泣く二十八歳さいを、こう思った。多分、俺おれに理由があったんじゃなくて、こいつの方で、何かあったんだろう、と。それに対して、恐らく、横に座れと言うアレがトリガーになったのだ。

　理由を聞くのはダセえと思う。自分の評ひよう価かをせがんでるようだ。

　ゆえにただ沈ちん黙もくしていると、ふと気付いた。皆が一いつ斉せいに無む言ごんになっている事を、だ。

　え？　と思うこちらの眼前。金きん翼よくの姐ねえちゃんが手を上げた。

「長なが太ぶとー」

「何だよ」

「さっき言った事、もう一回言ってみれるかな？」

　意味が解らない。だが、不ふ可か解かいが服着て奇き声せいあげてるような連中だ。気にせず、

「──〝勝手に騒いでろ〟って言ったんだよ畜生」

　告げたなり、目の前の連中がお互いの顔を見合わせた。

「許可が出ましたよ……！　でも総そう長ちよう、手て加か減げんしましょうよ！」

「はあ!?　寿す司しとか握るよ俺は！　長太だからブラック稲荷いなりとミントブルー稲荷だぜ！」

「では拙せつ僧そうは姉のいない小こ僧ぞうのために情報端スレツドを立てるとするか。礼れい儀ぎに則のつとって立てねばな」

「公務！　公務で御ご座ざるなウッキー殿どの！」

「待てえ──！」

　抗こう議ぎの声を上げると、両腕うでの本体がどこからか出したホイッスルを吹いた。

「──長太様、自分で言っておいてそれはイエローカードです。次はレッドです」

「レッドだとどうなる？」

「ィイッッパツタイジョオ──！　噓うそです。更さらにひどくなります」

　自覚あんのかよ……！　と思ったが、どうしようもない。ただ、気付けば、

「は」

　泣き笑い、という感じだが、横の嫁よめが泣くだけをやめていた。そして彼女が、

「た、忠興様」

　声を、緩ませながらこう言った。

「公認になってしまったのでありますね」

　よく解わからんが、通神帯ネツトに情報をバラ撒まかれたのは何となく理解出来る。
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　クリスティーナは、一ひと息いきをついた。

　みっともないところを見せた。だが、それは周囲に、だ。

　彼には、これを見せて良いのだ。今はそう思う。

　好きに泣いて、笑って、生きていいのだ。

　瑞典スウエーデン総そう長ちよう、長なが岡おか夫ふ人じん。死は超えた。平和主義だ。ならばここで言うべきは、

「武蔵むさし側に、一つ質問したい事があります」

　それは、

「──敵は、P.A.Odaだけだと、そう思っているのでありますか？」







[image: 第四十四章『断り段のイマジネーター』]











●






「面めん倒どうな事になったねえ、〝武蔵むさし〟さん」

　町まち中じゆう、炊すい事じの匂においがまだ残る通りを歩く声に、ついてくる人ひと影かげがこう応じた。

「面倒ごとばかりなので、可能ならば御指定を御お願ねがいいたします、酒さか井い様。──以上」

　そうだなあ、と上うわ着ぎを肩から羽は織おった姿すがたの酒井が、顎あごに手を当てる。口くち元もとを親指で撫なでてから、懐ふところの印いん籠ろうをその指で示し、

「駄だ目め？」

「この通りは禁きん煙えん区域です。床面ブロックに焦こげ跡がつくと、補ほ修しゆうが面倒なので。──以上」

「自じ動どう人形にも面倒ってあるの？」

　言うと、〝武蔵〟が半はん目めの横目を寄よ越こしてきた。そして、

「──以上」

「傷つくねえ〝武蔵〟さん。それでさ、ちょっと」

　と酒井は、道に並ぶ八や百お屋やの店先を示し、

「あの茄子なすとか、そこらで天てん麩ぷ羅らいいねえ」

「料理ですか、──以上」

　そういう事、と言った酒井は、一ひと息いきをつく。〝武蔵〟が財さい布ふ代わりの武蔵内出すい納とう帳ちようを表示枠サインフレームで広げるのを見ながら、

「関かん東とう解放、ネルトリンゲン、ようやく久しぶりに関東に戻ってきたけど、そこらへん〝武蔵〟さんはどう思う？」

「──先に質問しますが、関かん西さいに戻るタイミングはいつでしょうか？　──以上」

「安あ土づちが琵び琶わ湖こ安土に戻るまで駄だ目めでしょ。流石さすがにあの巨きよ艦かんに追われる形はちょっと嫌いやだよね。そこらへん、正まさ純ずみ君がタイミングと方法は考えてると思うから宜よろしくね」

「追われたところで速度を上げればいいだけかと。──以上」

　そうだねえ、と言っている間に、〝武蔵〟が店てん主しゆに注ちゆう文もんを重ねていく。

　店主の方も、慣れたものだ。久しぶりだねえ、と言う程度には知り合っている。

「これ、下の？」

「里さと見みのだよ！　だけど──」

　店主が浅あさ草くさを指さす。

「まだ、うどん王国で仕入れた欧おう州しゆう野や菜さいはあるから、必要なら出せるよ。向こう茸きのこ類るいのウケはよくてね。また向こうに戻るってんなら、久しぶりの欧州航こう路ろ、ありかな、って」

「お疲れ様だねえ」

　酒井はそう言って、一息を入れた。そして、ここからは見えぬ欧州、西の方を見み据すえ、

「欧州各かつ国こくも、今、いろいろと牽けん制せいしたり、思し案あんしたりだろう」

「……P.A.Odaや欧おう州しゆう各かつ国こくもですが、他、何か武蔵むさしへ厳きびしい姿勢をとる勢せい力りよくがあるとお思いですか、酒さか井い様。──以上」

　どうだろうねえ、と酒井は告げた。

「それこそ、正まさ純ずみ君やトーリ達の望み次第じゃないかね？　まあ、そこらへん、〝武蔵〟さんにとってはハッキリしてくれ、と言いたい面めん倒どうさだろうけど」

　と、彼は笑って印いん籠ろうに手を当てる。が、その蓋ふたが開かない。

　顔を上げれば、〝武蔵〟がこちらに後ろ手の右手を向けている。

「面倒なので、先に止めておきます。ともあれ──」

〝武蔵〟の声が、振り返らずに、こう告げた。

「野や菜さいの仕込み調理法を、少しばかり情報庫データバンクから引き出しましょうか。──以上」
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　ミトツダイラは、クリスティーナの言葉に眉まゆをひそめた。

　……P.A.Oda以外の、敵ですの？

　自分として真まっ先さきに思いつくのは、母ぼ国こくの事だ。

「六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズの事ですの？　毛もう利り家けは、関せきヶ原はらで私ども武蔵勢ぜいの敵となりますし」

　言葉に、クリスティーナは応じない。

　無視では無い。

　答えない、という選択をもった無む言ごんが、彼女の座る雰ふん囲い気きからやってくる。ならば、

　……外しましたわね……。

　六護式仏蘭西ではない。だとすれば、

「M.H.R.R.神聖ローマ帝国かな？」

　マルゴットの言葉に、ミトツダイラはクリスティーナを見た。

　……どうですの？

　M.H.R.R.は、羽は柴しばと協きよう働どうしている事もあり、現状における常なる敵だ。

　相手という区分で見れば、本ほん能のう寺じの変へんに介かい入にゆうした時、最も障しよう害がいとなるであろう存在と、そういえるものだ。だが、

「────」

　クリスティーナが、無言を貫つらぬいた。

　M.H.R.R.も、彼女の言う〝敵〟ではないのだ。
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　クリスティーナは、黙だまっていた。

　意い地じ悪わるでも、吝けちでも無い。情報というものの意味を知っているせいもあるが、

　……私の方から協力、という事実を作り過ぎるのは、また難しいのであります。

　立場というものがある。己おのれの場合、協力は出来るが、自分から情報を出していくと、そのたびに瑞典スウエーデンが武蔵むさし側について行った事になってしまうのだ。

　これは、瑞典だけではなく、促うながしを作ってくれた忠ただ興おきにとっても負ふ担たんとなるだろう。

　可能な限り、武蔵側が言った事に〝同意する〟という、そんな仕込みで話したい。

　だが、一つ問題が生じた。

　……これは確かに、難しい内容ではありますね。

　武蔵の敵。

　自分には、その存在が、明確に見えている。

　これは、P.A.Oda以外に存在する敵だ。

　本ほん能のう寺じの変へんに介かい入にゆうする事を考えた時、外せない要素だと思う。しかも己の見立てでは、今までとは違う敵が彼らに相あい対たいする事になる。

　先さき程ほどから、近しいところに話題は行っている。だから、

「当てて戴いただく事は、可能でありますか」

　無む理りだったならば、自分から言い出すしか無い。が、なるべくそれは避けたい。

　さて、答えが出るでありましょうか、とクリスティーナが思った時だ。

　武蔵の総そう長ちようが、はーい、と手を上げた。そして彼は、

「──じゃあ全員、何かテキトーに言おうぜ！　当たってたら長なが太ぶと嫁よめが〝あたりでありますう〟って言うからよ！」

　……ええええええ。

　酷ひど過ぎる。あとそんな言い方しないでありますう、と思った視線の先、馬ば鹿かがテキトーな位置を指さし、こう始めた。

「ハイ、まずはアデーレ君の答え!!」
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　浅あさ間まは、惨さん状じようを見た。まずはアデーレが、

「え、ええと、──改派プロテスタント!?」

　クリスティーナが、何か引き気ぎ味みの顔で、しかし無む言ごんだ。すると今度はウルキアガが、

「妹派！」

　無言。というか何で〝旧派カトリツク〟って言わないんですか。しかし即そく座ざにナイト達が続いて、

「魔女テクノヘクセン勢力かな!?」

「闇の企業組合ダークギルドが暗あん躍やくしているんだよ……！」

「生命礼らい賛さんを否定する旧派の連れん中ちゆうですね!?」

　あの、ちょっと言いたいんですけど、今、知能レベルが段階的に下がっていく気が。

　でもそれを直すためにか、ミトツダイラが、

「ええと、一いつ向こう宗しゆうとか、そっち系けいですの？」

「フフ、解わかったわ！　ハゲの戦せん士し団だんよ！　ハゲの戦士団！」

「ツルツル……、かしら」

「テカテカだろう、成なる実み」

　連れん想そうゲームになってませんかそこ。

・○べ屋：『金──!!』

　無む言ごんですね。

「ハイじゃあテンゾー！」

「え!?　え、ええと、これは、その」

「ブー、ハイ残念でしたあ！　横のメアリ！」

「あ、は、はい！　て、点てん蔵ぞう様と一いつ緒しよで！」

「──御お見み事ごとですメアリ様！　ハイじゃあ点蔵様にはホライゾンからワカメ一年分！」

・あさま：『あの、グダグダになってきてません、か……』

　見れば、クリスティーナが視線を逸そらしている。

　……あっ、呆あきれられてますよ……！

　諦あきらめて貰もらった方がいいんじゃないだろうか。ただ、そんな中で彼がこちらを見た。

「浅あさ間ま、何かある？」

　え？　という戸と惑まどいはある。だが、何となく、今の状況に既き視し感かんを得た。

　……これって……。

　自分にとって、思いもよらぬものが敵となるとしたら、何か。

　以前にもあったのだ、こういう時が。あれは、今回程馬ば鹿かではなく、どっちかっていうと真剣な話し合いの場だったが、

　……藤ふじ原わらの泰やす衡ひらさんとの話し合いですよね。

　あの時の事を思い出して、浅間は言った。

「──神しん道とうですか」
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　ミトツダイラは、クリスティーナを見た。

　……どうですの？

　確かにこれは有りだと、ミトツダイラはそう思った。

　神道は極きよく東とうの教きよう譜ふとして浸しん透とうしていて……、って正まさ純ずみみたいですわねコレ。

「？　何だその視線は、ミトツダイラ」

　いえ、何となく。

　ただ、神しん道とうは極きよく東とうの教きよう譜ふとして浸しん……、広まっているんですの。

　つまり極東勢ぜいである自分達にとって、神道は味み方かただ。だから、敵にはならないという無む意い識しきの安心感がある。それを覆くつがえすとなると、やはり、

「智とも」

　自分は現場にいなかったが、三さん国ごく会議の前日にあった奥おう州しゆう藤ふじ原わらとの代表会議だ。あの場で、藤原・泰やす衡ひらに対し、浅あさ間まは自分の基き盤ばんとも言える神道への厳きびしい目を向けたし、認めた。

　今回においても、そうだ。自己批ひ判はんという訳わけではないが、

「──確かに貴女あなたしか言えない事だと思いますわ」

　浅間が声を出さずに頷うなずく。

　すると、こちらの視線の先、クリスティーナが動いた。

　……当たりましたの!?

　思った瞬しゆん間かん。クリスティーナが、何処どこかから出した爆ばく竹ちく筒とうを交こう差ささせて×マークを作った。
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・あさま：『あっ、あっれえ？　あれえ……？

　お、おっかしいですね。あれあれ、今のはどう考えても当たりの前振りですよね？』

・賢姉様：『フフ、アンタ、あれだけ間とか作っておいて外すとか、実は馬ば鹿かなんじゃないかしら。どう？　どう？　右う脳のうと左脳の他にオパ脳は無いの!?　無いのね!?』

・あさま：『うっわ、喜き美みに馬鹿じゃないとか言われるとは浅間神じん社じやの不覚ですよ……！

　というか、皆も、今ので当たりだと思いましたよね!?』

・約全員：『…………』

・あさま：『うっわ痛っ。沈ちん黙もく痛あ──』

・ホラ子：『まあまあ皆様、間違えるのは悪い事ではありません。先さき程ほど皆様も何かテキトーな事言ってましたが、ネシンバラ様の大たい概がいなアレとか大外しでしたが、まあ浅間様も同じような感じだったという訳です。浅間様、元気を出しましょう』

・あさま：『な、何なに気げに酷ひどい例示と重ねられましたよ!?』

・未熟者：『というか今の、僕は〝ネタになった！〟と喜ぶところだね!?』

・眼　鏡：『そろそろ恥はじを感じて腹を割れよ君』
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　ちょっとサービスし過ぎたものでありますね、とクリスティーナは爆竹筒をしまった。

　ネルトリンゲンで主に使っていた紙巻きとは別で、こちらは竹によるハードコーティング。防水も効いているので水泳の時間には最適だ。

　横、忠ただ興おきが、

「……それ、どうやって持ち込んだんだ？」

「歴史再さい現げんの際に必要な私物であります、と」

　その声に、皆が副ふく会長を見た。すると副会長が、

「花はな火び爆ばく発はつさせるようなやつがうちのトップにいるんだから、別にいいだろ。真さな田だ十じゆう勇ゆう士しのように仕込まれる訳わけでもないし」

「──あ、一応、私的に使用する際は、浅あさ間ま神じん社じやの方で判はん定てい入れて、周囲に何も無い事などが確かく認にんされないとカグツチ系が着ちやつ火か許可出さない事になってます」

「安全でありますね、ええ」

　へえ……、と皆が首を下に振る中。クリスティーナは、今の浅間神社代表の言葉に対して、こう思った。

　……惜しいものであります。

　惜しかった。だからリアクションした。

　実のところ、答えはたった一ひと言こと。

〝京きよう〟だ。

　帝みかどの本ほん拠きよ地ち。つまりは神しん道とうの中ちゆう枢すう。IZUMOですら、その実権においては京を無視する事が出来ない場所。

　こんな存在が、ある理由で、敵に回る事になる。

　つまり〝京〟こそが、P.A.Oda以外の明確な敵。

　よく考えれば解わかる事だろう。が、そこにまで、彼らは答えを届かせる事が出来ない。

　浅間神社代表は、いいところまで行った。しかし、彼女が〝神道〟と言ったがゆえに、逆に〝京〟という言葉はこれから出ないだろうと推すい測そく出来る。

　……思し考こうが、神道に近しいものから外れようとするでありましょうし……。

　だから、もうアウトだ。

　答えは出ない。

　だとすれば、どのタイミングで、こちらから切り出すか。

　出来れば武蔵むさしの副ふく会長から、その辺りを促うながしてくれれば有あり難がたいのだが。

「さて……」

　と、口の端はしから言葉が出た。その時だった。

　武蔵の総そう長ちようが、書しよ記きの方を見た。

「おいネシンバラ、何かオメエ、シェイ子に言われっぱなしじゃなくて、いいとこ見せろよ」

「フ、──恥はじ知しらずな僕を指名するとは、流石さすがは葵あおい君くんだね」

　と、先さき程ほどまで散々だった武蔵の書記がこちらを見た。そして彼は、こちらに両手を構え、

「見通すよ……」

　彼の後ろ、皆が立てた掌てのひらを左右に振っているのは、一種の連れん帯たい感かんだろうか。





●






　ネシンバラ大だい丈じよう夫ぶかなあ、というのが、正まさ純ずみの素直な感想だった。

・副会長：『どう思う』

・●　画：『アンタと同意見よ』

　……じゃあ駄だ目めか……。

・銀　狼：『い、いえ、大丈夫ですわよ？　だって、我が王の指し示じですもの！』

　……不安が増した……。

・貧従士：『いや、大丈夫ですよね！　そうですよね！　だって書しよ記きは小お田だ原わら征せい伐ばつの前に北ほう条じよう総そう長ちようと交こう渉しようして、場を混乱させたじゃないですか！』

　……そりゃ駄目だろ。というか目の前でやられたんだったなあ。

　大丈夫じゃないなあ、というのが正純の今の素直な感想だった。

　だが、ネシンバラは両手の親指と人ひと差さし指ゆびを直角に広げ、二つ合わせて枠わくとして、

「ネシンバラ、貴き様さま、それ意味あるのか？　ちょっと拙せつ僧そうに説明してみろ」

「あ、あるよ！　この空間の中は周囲と隔かく絶ぜつされてパワーが集まるんだよ！」

　何故なぜ？　と正純は皆と思ったが、言わなかった。早く終わらなくなるからだ。

　しかし、ネシンバラが腰を落として瑞典スウエーデン総長を見ながら、不ふ意いに口走った。

「見えたよ……」

　何故か皆が、ネシンバラではなく、こちらを見た。

　ナイトが、警けい戒かいを隠かくさない顔で、掌てのひらを上に軽く持ち上げて見せる。促うながせ、という事だろう。正直、自分の役ではないなあ、と思いつつ、正純は言う。

「ネシンバラ、何が見えた」

「Ｊｕｄジヤツジ．、じゃあ、これから皆に解説しよう」

・ウキー：『巻き込むな正純……！』

・副会長：『無む茶ちや言うなあ──！』

　そして、ネシンバラが、一度身を横にスライドし、瑞典総長を見ながらこう言った。

「まず最初に見えたのは、彼女の運うん命めいに纏まとわり付いている不幸のオーラだね」

「……オーラか」

　察しろ、という口く調ちようで言ったつもりだった。だが、Ｊｕｄ．、とネシンバラが、何かタメのある動きで体を横に戻しながら首を下に振る。

　いいかい？　と彼は前置きして、

「そのオーラがあるがゆえに、彼女自身は僕達からの答えを欲しつつも、得る事が出来ない運命だ。僕達が答えを作っても、そこに不幸を司つかさどるオーラが介かい入にゆうして、知らず知らずとねじ曲げられてしまうからだよ」

・●　画：『何か……、もう、今すぐ箒ほうきのダッシュつけて後ろからぶん殴なぐっていいかしら』

・ホラ子：『ナルゼ様！　今少し！　今少しの我が慢まんです……！』

　だが、ネシンバラが身をこちらに回した。彼は額ひたいに手を当て、

「──彼女の不幸オーラがどのくらい強いかは、僕達の中で、比較的おめでた系けいの浅あさ間ま君ですら答えを間違えさっさせられれた事で解わかるだろう」

・あさま：『何か酷ひどい評ひよう価かをされましたよ私？』

・副会長：『というか使し役えき変化のところで迷って嚙かむなよ』

　ただ、ネシンバラが一つの動きを見せた。胸の前で、腕を交こう差ささせ、己おのれの体を抱くようにも見せて、

「今さっき、彼女がこういう風ふうに爆ばく薬やくを交差させたね？」

「爆ばく竹ちく筒とうさね」

「細かい事はいいんだよ直なお政まさ君。この動き、コレこそが彼女の本ほん能のうのメッセージだ」

　皆が、何が？　という顔をするのではなく、何が……？　という顔をした。

　すると我らが書しよ記きは、眉まゆを立てて小さく笑った。

「解わからないかい、駄だ目めだね君達は、ハハッ」

・不退転：『……伊達だて家けじゃなくて良かったわね』

・ウキー：『成なる実み、炎えん天てん下かでもいい切れ味だな』

　早めに結論しないとマズいんじゃないだろうか。だが、ネシンバラは両腕うでの交差を見せ、

「コレが、何に見える？」

　ナルゼが手を上げた。

「馬ば鹿か？」

「ぼ、僕の事じゃないよ！　腕の交差の事だよ！」

　え？　自覚？　と向むか井いが戸と惑まどって言った事自体が凄すごい気がする。

　ただ、ネシンバラが交差した腕を見せつけるのに対し、ホライゾンから、

「──背中を搔かきたくても手が届かない」

「──やだっ、着替え中なのよっ、キュンキュン」

「──特とく撮さつヒーロー・ブッダマンのアルカイック光線ですか」

　皆がいろいろと言うが、ネシンバラは首を横に振った。

「連想ゲームじゃないよ。──ほら、これは、×印に見えるだろう？」

「連想ゲームじゃねえか!!」

　皆がツッコんだが、ネシンバラは挫くじけなかった。それから彼は、また腕を動かす。今度は、交差していた腕を左右に戻し、ボクサーのように構えた。

「さっきのが、爆竹の示していた暗号だ。そしてこちらが、先さき程ほど彼女の爆竹を構えた時の腕、それが示していた暗号だ」

　解わかるかい、と言われたので、正まさ純ずみは皆と顔を見合わせた。

　誰だれもが、うん、と頷うなずきを見せたので、正純は最も被ひ害がいの少ない方法を選択した。

「解らない」

「何だよ、皆、解らないのかい？」

「Ｊｕｄジヤツジ．、解らない」

　解らない押しで行く。向こうは答えを知っているのだから、いずれ吐くだろう。すると、

「おいおい。少しは考えてみたらどうなんだい？　ほら」

・ホラ子：『……このウザさはモテない男のソレですね……』

・あさま：『ホ、ホライゾン！　端たん的てきに真実突くのはやめましょうよ！　あと、トーリ君の方を見て言わないっ』

　だが、ネシンバラは、はあ、と満足そうな吐と息いきをした。自分のすぐ横、ナルゼが拳こぶしを握っているのが危なっかしいが、まあ大だい丈じよう夫ぶだろう。気付かれてはいない。

　そしてネシンバラは、

「この両腕うではね、──縦たて棒ぼうだよ」
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　さあ、とネシンバラが言うのを、正純は聞いた。

「中央が×で、左右が縦棒。それは何か、解るかい？」

　何となく、解った気がする。

　……これは……。

「〝凶きよう〟。──そういう字だよ」

「下の、よこぼ……」

「シッ、鈴すずさん、指し摘てきすると巻き込まれますよ……！」

　バルフェットが仕事をしてくれると楽でいい。が、関かん東とうからツッコミが来た。

・長安定：『凶の一字が何やて？』

「フ、不幸に纏まとわり付かれた長なが岡おか夫ふ人じんが凶のオーラを纏っている。これは当然の事だ。だが、今、彼女は違うメッセージを伝えようとしているんだ。僕達の新たな敵をね」

　解るかい、とネシンバラは言った。

「〝凶〟という組そ織しきや地名はない。つまり、これは音を重視する！」

　ネシンバラが、表示枠サインフレームにその言葉を置いた。

「〝京きよう〟！　どうだ!?」
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　クリスティーナは、ショックを受けた。

　……ええええええええ……。

　情報というものがある。事じ象しようの詳しよう細さいを伝えるものだ。それらを組み合わせる事で、事象の繫つながりを捉とらえ、事実を裏付けし、真実を推すい測そくしていく。

　そういったものを自分は今まで、ずっと重ねて生きてきた。

　だけどこれは、何か違う。

　明らかに今のは、カンだ。適当な、術じゆつ式しきとは無関係な占せん術じゆつと言ってもいい。それなのに、

　……何故なぜ、当たるのでありますか……!?

　当たったら、しょうがない。

　だけど、しょうがないという言葉にも、〝程〟があるではないか。

　幾いくら何でも、今ので、自分が積み重ねてきたものを開示しなければならないとは。

　しかし、ただただ呆ぼう然ぜんとする。

「────」

　よく解わからないが、彼らは、寄ってたかって正解にたどり着いてしまったのだ。

　絶対、認めないでありますよ？　と、そう思いながらも、しょうがない。こんな事は二度無い筈はずであります、と思っても、

　……まさか……。

　ふと、クリスティーナは思った。

　もし、彼らが、こんな事を基き礎そとしながら今までを渡ってきたとするならば、

　……あり得ないで、あります。

　そう思う。そう信じる。何故なら、情報からの導き出し以外の事実確定方法はなく、それ以外は単なる偶ぐう然ぜんだからだ。

　偶然で渡ってこられる程、彼らの道程みちのりは甘くない筈だ。だとすれば、

「おい。あのな？　俺おれから一つ言っておくけど」

　忠ただ興おきが言った。

「あいつらさ……」

　はい、と頷うなずいた瞬しゆん間かん。こう言われた。

「──自分達の勝ちに持ち込む総合力が半はん端ぱねえんだ」
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　忠興の一ひと言ことに、クリスティーナは寒さむ気けを感じた。

　勝ちに持ち込む。それはつまり、

　……敗はい北ぼくの状況でも、勝った事にしてしまう、と？

　解る。

　情報として、武蔵むさし勢ぜいを把は握あくしていた自分には解る。

　極きよく東とう。抑よく圧あつされた立場。狭き領りよう土どと力。だが、後がないからこそ笑っていようとする生き方は、一つの答えを導き出す。

　もう、これ以上の最悪はないという、そんな現状把は握あくを、だ。

　何をやっても、今よりマシ。何かやれば、必ず何処どこかが今より良くなる。それが必ひつ定じよう。

　良い事探し、というと変な言い方だが、〝勝利探し〟と考えると解わかる。いかなる現場でも、勝ちを見つけるようにして、そこへと全体を集約させていくのだ。

　よく考えると、今もそうだ。

　自分が情報を隠かくしたがゆえに、逆にその一点に勝負が絞しぼられた。

　後は手当たり次第でもよく、書しよ記きが言げん動どうする前、既すでに当てずっぽうの連打が来ていたのだ。あの時点で止めていれば、こちらの〝勝ち〟だったろう。

　……これはつまり──。

　あの時点で、呆あきれを感じ、どうしたものかと思った時点で、こちらの〝負け〟だ。

　何故なぜなら、彼らは一人ではない。総そう長ちよう連れん合ごう、生徒会、そして能力に秀ひいでた者達の集合だ。答えを連打するならば、当たりは必ず何処かで引ける。

　今も、書記が外したら、また別の誰だれかが答えたに違いないのだ。ならば、

「一つ、聞きたいものであります」

　問うと、武蔵むさしの副ふく会長が振り向いた。

「？　何だ？　うちの書記の狼ろう藉ぜきなら、必要に応じて処しよ罰ばつするぞ？」

「あ、いえ、そうではなく。……あの、もしもでありますよ？」

「何だ？　──長なが岡おか夫ふ人じん」

　その呼びかけに、クリスティーナは悟さとった。この状況下において、指導者は正しい視線で〝場〟を捉とらえていた、と。だから、

「もしも私が、今の話し合い、正確な会議を設けていたら、どうしたものでありましょう？」

　Ｊｕｄジヤツジ．、と武蔵副会長が皆を見渡した。彼女は、そこで少し考えるように頭を搔かき、そうだな……、と呟つぶやいてこちらに視線を寄よ越こした。

　武蔵副会長は、背後となった彼らを右の親指で示し、

「その場合は、やはりそれに応じた会議を行うだろう。──無む論ろん、うちはこういった面々なので、手助けが賑にぎやかになるとは思うが」

　……左さ様ようでありますか。

　思い、クリスティーナはこの場において観念した。

　前ぜん提ていが違ったのだ。情報を正確に捉えているかどうかが勝負と考えていた自分に対し、相手はそれを飲むようなやり方で超えに来た。

　情報を正確に捉えているか、ではない。

　情報を正確にしていかれたのだ。

　……してやられたであります。

　先さき程ほどの話し合いであった現状の確かく認にんも、彼らはそうしていたではないか。

　失しつ念ねんしていた訳わけではない。ただ、自分の持つ、誰だれも知らない情報についてまで、そのような事をされるとは想そう定てい外だっただけだ。

　まだまだ、底が見えないでありますね、というのが正直な感想。

　今回の遣やり取とりでは、自分から負けに行ってしまった。

　まだまだであります。それゆえに、

「──知ってみたいと、そう思うのでありますとも、ええ」

　呟つぶやきに、答えられる者はいない。誰もが、え？　と首を傾かしげただけだ。

　だが、そんな彼らに向かって自分は言った。

「正解であります。──京きよう、それが、貴方あなた達の敵となるものでありましょう」

「やったあああああ！　ほうら！　見たか！　見たか僕の賢かしこさを！　全く、君達のような、真の知能が解わからない人達を相手にするのは疲れるよ……」

　皆が書しよ記きをプールに蹴けり落とし、両腕うでが、指折り百秒数えてから水を自分に掛け、教本通りにつま先から水に入っていった。







[image: 第四十五章『森の議論者達』]
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「御お嬢じよう様さま、そろそろ休きゆう憩けいの時間としましょうか。

　あ、あと、武蔵むさしの方、書しよ記きがプールに叩たたき込まれて会議が進展したそうで」

「あー、大体聞いてたけど、訳わけ解わからんなホンマに」

　と、森の中。広場の上で、大おお久く保ぼは加か納のうに吐と息いきした。

　促うながされる加納の手に対し、差し出すのは表示枠サインフレームの書類だ。画面内の必要事じ項こうへと、書き込みは既すでに終えてある。確かく認にんも一度はしてあるから大だい丈じよう夫ぶだとは思っているが、

「すまんな加納君、今はちと、武蔵の会議の方が重視なもんで」

　見れば、広場の入口に里さと見み生徒会長が立っている。

　こちらに気付いて片手を上げる辺り、やはり彼女の方も、武蔵での会議が気になっていると言う事か。

　と、表示枠に言葉が来た。

・義　　：『何かまたあの連れん中ちゆうが奇き天て烈れつ理論で武蔵初しよ心しん者しやを負かしたようだな』

・長安定：『それはそれで警けい戒かいされるから気を付けた方がええねんけどな』

　ただ、と大久保は加納に問うた。

・長安定：『加納君、京きようが敵に回るという意味、解るか？』

・ＣＡＮ：『──Ｊｕｄジヤツジ．、京は今、ある人物に管理をされておりますので』

　それは、

・ＣＡＮ：『明あけ智ち・光みつ秀ひで。P.A.Oda五ご大だい頂ちようのナンバー３。そして長なが岡おか夫ふ人じんの襲しゆう名めい上じようの父。

　──彼が今、京の町を預けられ、実質管理者となっているのです』
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　京か……、と、正まさ純ずみは内ない心しんで小さく唸うなった。

　先さき程ほどクリスティーナが示した地名は、極きよく東とう勢ぜいなら誰だれでも知っているものだ。

　神しん道とうの長ちようであり、極東の長でもある不ふ老ろう者しやの帝みかど。女性だとされている彼女が治めている場所が、京の都みやこだ。だが実質、帝は要よう塞さいとされる御ご所しよの中、内だい裏りにて地ち脈みやくの管理に忙ぼう殺さつされており、その奥から出てくる事が出来ない状態だと言う。そして、

「京は今、貴女あなたの父、明智・光秀が管理をしているのだったな」

「Ｔｅｓテスタメント．、襲名上の父ではありますが、ええ。──P.A.Odaが、京の治ち安あんと防ぼう護ご強化のためとして、明智・光秀を派は遣けん。京側もそれを飲んだのであります」

　そっか、と正純は頷うなずいた。この件については、先日、森もり・蘭らん丸まるとも話した通りだが、

「つまり、……こういう事か」

　クリスティーナが先程から言葉を噤つぐんでいるのは何となく解った。

　彼女の言いたい事は、しかし、今の台詞せりふで大体読める。

「──つまり、本ほん能のう寺じの変へんに介かい入にゆうしようとすれば、京きようが敵に回るのだな？」

　何故なぜなら、

「本能寺の変を起こすのは、明あけ智ち・光みつ秀ひで。だが、本能寺の変に介入を狙ねらうならば、変の起きる以前から工作しなければならない。しかしその場合──」

　Ｊｕｄジヤツジ．、と頷うなずいたのは、ミトツダイラだ。彼女はこちらに横目で視線を合わせ、

「介入工作のため、明智・光秀と接せつ触しよくしようとすれば、それはP.A.Odaの支配する京へと入る事になりますわ。しかしP.A.Odaは、武蔵むさしの入港を認めないでしょう。

　──つまり、私達は、京への侵しん入にゆう者しやとして、京と敵てき対たいする事になるんですわ」

　だとすれば、という空気を含んで、皆がこちらを見た。

　代表するように、成なる実みが問うてくる。

「──どうやって介入するつもり？　概がい要ようでいいから、プランを幾いくつか聞きたいわ」
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　これはテストやな、と大おお久く保ぼは思った。

　今、自分の周囲の皆も、里さと見み生徒会長も、こちらを見ている。

　己おのれは、とりあえず、椅い子す代わりにしている木材の上で伸びをして一ひと息いきだ。

　余よ裕ゆうを、周囲に見せておきたい。

　……ここから先の話は、結けつ構こう、面めん倒どうやしなあ。

　それに、と付け加えておくべき事がある。

「あら、テスト終了しましたの？」

　派は手でな人ひと影かげが一つ来た。

　お、という声が周囲からあがるのも宜むべなるかな。この場はどちらかというと極きよく東とう出身者が多いものだが、明らかに異質な色が来た。

　薄い金の色。黄昏たそがれの始まりを見せる髪かみの艶つやは、

「人狼女王レーネ・デ・ガルウか」

　問いかける相手は、普段の姿すがただ。着ているのは極東の夏服。その黄昏色バージョンだった。

「涼しくていいですわね、こちらの服」

「何や、武蔵とこっちを行ったり来たり。毛もう利り・輝てる元もとと一いつ緒しよに帰らんのか」

「Ｔｅｓテスタメント．、輝元達はこれから安あ土づちが向こうに戻り次第、P.A.Odaと会議など設ける事になりますけど、そこに私がいても意味ありませんものね。だったら私は里見に入って毛利の存在を誇こ示じしつつ、後には娘むすめがいる武蔵に入って、武蔵側と輝元の間をつなぐ役やく目めとなりますの」

　それに、と彼女は笑えみを作った。

「──近い内、いえ、これからすぐにでも、武蔵は関かん西さいに戻るのでしょう？　私としては、それに便びん乗じようして向こうに戻るつもりでもありますのよ」

　食わせものやなあ、と大おお久く保ぼはしかし、横に広げた口の端はしに笑えみを得る。

　面白い。

　武蔵むさしに一度行き、そこで現状の情報を得た上で、また里さと見みに来た。

　後に武蔵に帰るというなら、彼女がしているのは無意味な行ったり来たりに見えるが、実のところ、まだ空には安あ土づちがいるのだ。

　脅きよう威いの影は、まだ里見の大だい地ちと海に落ちている。

　それに対して、関かん東とう解放において、莫ばく大だいな力を見せつけた六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズ副ふく長ちようが里見に来る。

　単体での戦せん闘とう力りよくとしては、現状世界最強を名乗っていい存在だ。それが、今、里見に貸し出されているのだとしたら、意味は大きい。

　安土は里見に侵しん攻こうしないだろう、と大久保は思っている。

　だが、一いつ般ぱんの人々の思いは千せん差さ万ばん別べつだ。

　彼女のいる価か値ちは、里見の人々にとって大きく、また、六護式仏蘭西にとっても充分ある。

　誰だれが関東を解放したのかと、彼女は、その威いを示す事がたった一人で出来るからだ。

　……それもこれも、武蔵に乗り込んだ時、武蔵が関かん西さいに戻る意い思しを持っている事など、探った上の事やろうなあ。

　武蔵と共に関西に戻るなら、自分が里見で見せた〝威〟において、武蔵がそれを上うわ書がきする事もない。

「──いろいろ、計算して動くのも狼おおかみの技術なんか」

「狼は賢かしこい動物ですのよ？　それも、狡ずるいのではなく、正当に賢いんですの」

　言ってくれる。

　このくらい、裏がありつつ、本ほん音ねをカマしてくれる方が、対応に癖くせをつけられて有あり難がたい。国家間のやりとりに遊びを感じるのはいけない事だと思うが、

「……さて」

　人狼女王レーネ・デ・ガルウが、こちらに身を軽く揺らして来る。その姿すがたは、

　……流りゆう体たい光こうか。

　先夜の精せい霊れい状態から元通りになったように見える。だが、背の高い彼女の周囲には、流体光の葉のようなものがちらちらと纏まとわりついていて、

「あらあら、森の中で、薄暗いと見えますわね。うちの人と頑がん張ばって、たくさん内側に収めたつもりですのに」

「──旦だん那な生きとんのか？」

「元気ですわよ？　さっきまで嬉うれし泣きしてましたもの」

「重ちよう畳じようやなあ」

　言っている間に、距きよ離りを詰められる。

　加か納のうが警けい戒かいすべきかどうかを手振りで示すが、収めさせる。

　大だい丈じよう夫ぶだ。何かあっても人狼女王レーネ・デ・ガルウにはカレーで勝てる。近い現場にいた。あと卓たつ球きゆうでも勝てる。あれは自分だと無む理りだが、他の誰だれかなら多分出来るだろう。確か最も上がみ総そう長ちようもこっちに来とるしな。あ、でも、次はルール憶おぼえてこられてるから厄やつ介かいやな……。

「どうかしましたの？」

「あ、いやいや、レクリエーション関係で、ちと、な」

　そうですの、と、人狼女王が、こちらの横に座った。

　瞬しゆん間かん。大おお久く保ぼは、自分の身が総そう毛け立だつのを感じた。何故なぜなら、

　……切った木やぞ……!?

　己おのれが腰掛ける木材が、その表面から小さな枝葉を芽め吹ぶいたのだ。木の表面が内側の生長に押されて小さく破は裂れつし、

「ん？　どうした？」

　立っている義よし康やすが声を掛ける時には、もう、各所から緑みどりの葉が出ている。

　森の支配者が座るものは、森となる。

　彼女が持つ力が、周囲に影えい響きようを与えているのだ。

「欧おう州しゆうの森になってしまうかもしれませんわね」

　微笑しながら、人狼ルウガルウの女じよ王おうが義康に向かって木の表面を叩たたいてみせる。早く座れと、そういう事だろう。そして彼女が言うのは、

「──では、ちょっと伺うかがいますわ」

　言われる事は大体予測がつく。ゆえに、相手に貸しを作るつもりで大久保は言った。

「どのようにして本ほん能のう寺じの変へんに介かい入にゆうするか。その方法が知りたいねんな？」
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　人狼女王は、自分の左に二年生二人を置いて、頷うなずいた。

　重要な二人だ。

　関かん東とう解放の主しゆ役やく格かくと言っていい彼女達と、会議が出来るのは有ゆう意いと言える。何故なら、

「……将来、敵に回る歴史再さい現げんある身ですものね」

　Ｊｕｄジヤツジ．、と相手も頷く。そして、

「今はまだその態たい勢せいではないから、構わないだろう」

　里見生徒会長が頷きながらそう言って、応じるように武蔵むさしの代表委員長が肩をすくめた。

「ま、いろいろ思し案あん中やけど、そっちも何かあったら言ってな」

　気き楽らくでいい。

　二人が、もはや当然としてその空気を作り上げている。

　いい空気ですのよね、と人狼女王は思った。

　彼女達が、いずれ極きよく東とう陣じん営えいにおける重要な人材となる事は予測出来ている。何しろ、羽は柴しば勢ぜいと渡り合える存在なのだ。

　無む論ろん、彼女達が単体で敵に勝てた訳わけではない。

　総合力だ。

　武蔵むさし勢がそうだが、彼らは政治も戦争も、日々の何もかもが総合力だ。

　武蔵という狭い環かん境きようにいるがゆえか、それとも暫ざん定てい支配の下にいるからか。

　仲間、友人、しがらみといったものが、それぞれ別の方向を向いたり、違う能や戦種スタイルであっても、集つどうべきには集い、自分達を重ねて勝ちに来る。

　勝負の寸前の時ですら、そうだ。

　……ネイトが、そうでしたものね。

　マクデブルクの南。己おのれの娘むすめとの勝負の際、そこに飛び込んできて勝敗を決したのは、妹の友人たる英国女じよ王おうの剣だった。

　このような連れん帯たいが、役やく職しよく者しやだけではなく、戦せん士し団だんクラス、果ては一いつ般ぱん市民のレベルにまで行き届いているのが、武蔵勢だ。

　頼りないけど方向性は確かな王を、皆が、こりゃ自分が助けないとどうしようもない、とよってたかって補ほ正せいし、それぞれが手伝っていく。

　先日の期末テスト。娘の担たん任にんに声を掛けられて参加してみたが、面白かった。武蔵勢の連れん携けいというものを目の前で、〝敵〟として見る事が出来た事もだが、自分の娘が切きり札ふだとして頑がん張ばっているのを見られて良かった。関かん東とう解放の時は、チョイ役でしたものね。

　もし頑張っていないようだったら、授業参さん観かんモードで「ほらネイト！　〝前線に出ますの〟って言って手を上げなさい！　ハイ！」とやるところだった。

　そうではなかった。

　見み事ごとですわね、と、六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズの現状を重ねて人狼女王レーネ・デ・ガルウは思う。

　六護式仏蘭西は、崇すう拝はいに値あたいする指導者を失い、しかし次じ代だいがそれを継ついだ。だが、それは王についていく形であって、まだ横の繫つながりが弱い。

　正直、人狼女王はこう思っているのだ。

　もっと戦争が欲しいですわね、と。
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　人狼女王は思う。戦争は、人々が連携し、助け合う現場としては最適なものだ。これが生じている間、人は、身み近ぢかな他人を傷つければ連帯的な損が生じると知り、慈いつくしむようになる。

　恐きよう怖ふというもの、不安というものが、どのような影えい響きようを人々に与えるか、人狼ルウガルウの女王が知らない訳わけもない。

　夜の闇やみ、獣けものの脅きよう威いがあったからこそ、人々は集落を作り、集って守り合い、お互いを抱きしめ合って眠ったのだ。

　隣りん人じんの顔を覚える事に価か値ちを見いだすには、それが失われるという事実を知る必要がある。

　だが、今は、人狼ルウガルウの世ではない。

　だから戦争だ。仮か想そう敵や、言げん論ろんのぶつけ合いではない。本当の闘とう争そうだ。

　六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズは強国で、外の脅きよう威いを感じにくい。アンヌがそれを目め指ざしたせいもあるが、強い存在とは、やはり隣人との距きよ離りを作ってしまうのだ。

　娘むすめに友達が出来て良かった。

　そして六護式仏蘭西は、どうだろうか。更さらには、

「──ふふ」

　自分の横に座る二人に違い和わ感かんを得ない辺り、彼女らは自分が難しいと思っていた事を、簡単に為なしえている。

　……これは、いずれの決戦の時があるとすれば、厄やつ介かいですわねー。

　そう思いながら、人狼女王レーネ・デ・ガルウは改めて問うた。

「どうなさいますの？　本ほん能のう寺じの変へんへの介かい入にゆうは」
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　義よし康やすは、人狼女王の台詞せりふにあるものを感じていた。

　期待感だ。

　……確実に、楽しんでおるだろう、この狼おおかみ。

　犬いぬ属ぞく性せいという訳わけではないが、それをシンボルとして得る里さと見みとしては、ちょっとやりにくい相手だ。こちらが真ま面じ目めにやろうとしても、上を越されるようなイメージが常にある。

　……娘とはえらい違いだなあ。否いな、胸だけではなく。

　だが、先さき程ほどの通神帯ネツトの話から、一つの答えは見えている。

「武蔵むさし勢ぜいは、本能寺の変への介入を絶対とする。これはもう止められない決まり事だ」

「貴女あなたもそこに加わりますの？」

「付き合いだ」

　言うと、人狼女王が目を細めた。

　微笑。そして大おお久く保ぼの背を超して寄せてきた手で、不ふ意いに頭を撫なでられる。

　以前なら、やめろ、と身を引くところだが、何だろうか、

　……まあ、いいか。

　そうする訳わけが向こうにはあるのだろうし、それを嫌いやがる訳が自分にはない。

「ふふ、後で煙にも負けないような天然加か護ご入りの香こう水すいをあげますわね」

「よく解らんが、受け取る事にする」

・長安定：『ちょ、ちょう待て！　人狼種しゆ族ぞくの王族の香水って……』
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「おーい、ミトツダイラ、関かん東とうから質問来てるんだけど、お前の母親が自分で作る香こう水すいとかって、あるのか？　あったらそれ、幾いくらくらいするんだ？」

「は？　……よく解わかりませんけど、母の手製となると、森林の精せい霊れいや獣けもの達たちからの献けん上じよう品ひんで、満月の夜に一いつ滴てきとか、そんなアレですわよ？　値ね段だんつきませんわ、多分」

「ネイトが今つけてるコレは工こう房ぼうのアレ？　姉ねえちゃんが最後シメた牛乳系けいの匂におい？」

「あの、トーリ君、喜き美みとホライゾンも、三人でクンクンしてないで……」

「──か、嗅かぐなら髪かみの裾すそじゃなくて首元辺りでいいんですのよっ？」
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　大おお久く保ぼは、武蔵むさし側から戻ってきた情報に愕がく然ぜんとした。

　……武蔵内でオークションに掛けて予算にしたいわあ……！

　暫ざん定てい議会の連れん中ちゆう相手に売りつければ、本土との外がい交こう時じに自じ慢まんしまくって酷ひどい事になるだろうが、まあそれも外交時のスパイスというものだ。あとは知らん。

　ともあれ、話通りなら、それは里さと見み生徒会長の私物。こちらとしては人狼女王レーネ・デ・ガルウの在ざい庫こが豊ほう富ふであり、こっちにも興きよう味みが向く事を祈るだけだ。

　ゆえに、という訳わけではないが、大久保は気分を変えた。

　欲は後。今はただ、表示枠サインフレームを開いて言葉を作る時間だ。そして言うべきは、

『──本ほん能のう寺じの変へんに介かい入にゆうするには、幾いくつかのルートがある』

　では、と前置きし、大久保は言う。

『──唯ゆい一いつにして最後の手段は、まあ、突とつ撃げきやな。これもうホンマ、最後の手段なんでやりとうないけど、この方法はある、という事は憶おぼえておいてもらえると有あり難がたいわ』

「武蔵は、やると言ったら本当にやりますものねえ」

「暫定支配で真ま面じ目めに躾しつけられたせいやろな」

　あ、いかん、冗じよう談だんか皮ひ肉にくか解らない事を言ってしまった。

　だが、人狼女王レーネ・デ・ガルウが苦く笑しようして、

「──でも素直に〝やる〟とは言わないのでしょう？」

「そやな」

　頷うなずき、それで終わりだ。

　その上で、大久保は表示枠を開いた。こういうのは自分の得とく意い分野やな、と思いつつ、

「本能寺の変介入。──そのプランは、大たい別べつして三つある」

　例示だ。

『副ふく会長、聞いとけ。──大だい事じな話やど』
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　大おお久く保ぼは、広場にいた皆が、もはやこちらへの注ちゆう目もくを隠かくさないのを悟さとった。

　注ちゆう視しは悪い事ではない。寧むしろ、ここでの話が広まる事は、事前の伝達として役に立つ。それに皆の視線を感じる事でテンションも上がる。ええで。

　故ゆえにこちらは、皆にも見えるよう、表示枠サインフレームを叩たたいて、拡大した。加か納のうがそれを摑つかんで向きを補ほ正せいすれば、あとは声を出すだけだ。

・長安定：『最終手段としての突とつ撃げきはどうとでも出来るわな。だからまず、別の方法や。

　──本ほん能のう寺じの変へん介かい入にゆうのため、第一に思し案あん出来るのは、聖せい連れんからのラインや』

　表示枠に映っているのは、関かん西さいから瀬せ戸と内うちの概がい要よう図ずだ。

・長安定：『──本能寺の変の査さ察さつをしたいと、聖連側に申し出て、オブザーバーとして参加する』

「あら、聖連は今、K.P.A.Italiaを通して羽は柴しばに仕切られてますわよ？　武蔵むさしがそのような事をしようとしても、却きやつ下かされるのでは？」

「それはつまり、〝武蔵以外の国は違う〟っちゅーこっちゃな」

　口が回ってきたな、と自覚の上で大久保は言葉を作る。

・長安定：『聖連諸しよ国こくでありながら、羽柴の影えい響きようを受けていない国。それはまだごまんとあるで。せやから、それらの国と交こう渉しようし、本能寺の変の査察要望を出させ、更さらにはその代表として武蔵を指名させる。

　──多数の国からそういった支持と票を集めれば、〝聖連という組そ織しき〟の体面があるがため、逆に羽柴は突っぱねられん』

　せやけど、と言った時だ。横の里さと見み生徒会長が己おのれの腕を組んだ。

「現実的な案か？　それは」

「言うてみ？」

　Ｊｕｄジヤツジ．、と彼女はこちらに視線を向けた。

　猜さい疑ぎではない。議ぎ論ろんのための、当然を告げる顔で、彼女は言う。

「──夏休み期間中は、他国との歴史再さい現げんは不可能。その状態で、他国との行き来を行い、そして交こう渉しようをまとめるのは至し難なんだろう。

　相手にする国が多ければ多い程、これは困難になる。私達が関かん東とう諸しよ家けと話をつけ、武蔵が欧おう州しゆう各かつ国こくと話をつけたとして、それ以外の地ち域いきはどうする？」

「どうにかするしかあらへんわな」

　肩をすくめて、見せてやる。

　え？　と周囲の空気が動いた。その代だい理りというように、加納が問うてきた。

「──御お嬢じよう様さま、どうするかは決めてないのですか？」

　無表情にも聞こえる問いかけに、大おお久く保ぼは小さく笑い、

・長安定：『加か納のう君、出来ればもうちょっと驚き表現入らん？』

・ＣＡＮ：『申もうし訳わけ御ご座ざいません御お嬢じよう様さま、戦せん闘とう関係を優先した状態をまだ直しておりませんもので、明日あしたからは〝通つう販はん用〟を前面に出して大いに驚きますので御ご期き待たい下さい』

　それはそれでまた難しそうやな……、と思う大久保だったが、加納の言った疑問は今の皆に通じる事だろう。

　ゆえに大久保は、皆に聞こえるように告げる。

・長安定：『まだ、思し案あんの段階や。方向性の決定もされとらん。机き上じようの空くう論ろん。せやけど、無む理りかどうかは見えとんのやったら、やれるかどうかの判はん断だんは出来るやろ？

　じゃあそこまで見たら、それでケーハクに次行ってええねん。そして最後、並べたそれらの中から、やろうと決めたものについてどうしたらいいかを考えればええんよ』

　だから、と大久保は右の指を二本立てた。そして告げるのは、

・長安定：『第二の手段。──それは、本ほん能のう寺じの変へんに介かい入にゆう出来そうな国の、傭よう兵へいになる事や』
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「出来るんですの？　そんな事が」

　と、ミトツダイラは、プールサイドの休きゆう憩けい所じよで問うていた。竹ボトルの葦あしストローを口に咥くわえたままだが、構わない。

「どうやって関係国の傭兵に？　それに、関係国って、ありますの？」

　背後、水音がした。

　プールの氷ひよう塊かいを溶かすため、手の空あいた男連れん中ちゆうがいろいろ試しているのだ。

「くっそ、水を掛けたら、その水まで凍ったで御ご座ざるよ！」

　プールの氷塊から、第一特とく務むの持つ柄ひ杓しやくまで、綺き麗れいな氷のアーチが出来ている。

　その先せん端たんに、王が走ってきて股こ間かんを当て、

「凍とう結けつ小しよう便べん小こ僧ぞう──！」

　両腕うでが後ろから押した。腹に当たって氷が折れるが、

「あ、危ねえだろうが！　俺の先端に氷が突き刺さったらどうすんだ!?」

　両腕はやれやれポーズをするだけだ。持ち主のホライゾンの方は浅あさ間まと表示枠サインフレームを見ながら、

「えーと、ホライゾンが寝てる間に、こういう風ふうに移動をしまして……」

　などと、ネルトリンゲンまでの流れなど改めて説明している。

　ちょっとした休憩時間に見えるが、今は皆、

「大久保がポンポン論出すから楽でいいなあ……」

「あの、正まさ純ずみ、本ほん気きで楽になってないで、ちょっと説明を」

　さっきからクリスティーナが、男おとこ衆しゆうに混じって氷の攻こう略りやくをしようとする忠ただ興おきを眺ながめながら、

「…………」

　彼女の視線が、ちらちらとこちらに向いてくる。

　丁ちよう度ど、大おお久く保ぼの論が始まったため、とりあえず自分達はプールの方も考こう慮りよ。男子勢ぜいは氷を溶かすのを優先としながら、女子勢が正まさ純ずみを中心に大久保の話などをまとめている。

　ただ、関かん東とうから聞こえてきた今の論は、少々、興きよう味みがある。

「一体、どの国が、本ほん能のう寺じの変へんに関係出来ますの？」

「まあ、普通に考えたら、内ない乱らんなんだし、全部P.A.Odaだよな」

　だけど、と正純が言葉を進めた。それは、

「──立たち花ばな夫ふ妻さい、説明出来るか」

「Ｊｕｄジヤツジ．、──可能です、副ふく会長」

　誾ぎんの言葉が、即そく座ざに来た。

・立花嫁：『関係出来る国家とは、M.H.R.R.神聖ローマ帝国、K.P.A.Italia、そして、──三征西班牙トレス・エスパニアです』
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　大久保は立花・誾の言葉を見た。

　……彼女、結けつ構こう、いい視点持っとるよなあ。

　元三征西班牙の第三特とく務む。夫おつとが諜ちよう報ほうなど扱う第一特務だった事や、西さい国ごく無む双そうの立場を守る意味もあってか、西国関係の情報周りに強い。

　実際、彼女が里さと見みから武蔵むさしに行く前は、幾いくつかの部分でアドバイスを得てもいるのだ。

　そんな彼女の言げんは、

・立花嫁：『──M.H.R.R.には、羽は柴しばの押さえる旧派カトリツク領りよう邦ほうとは別で、巴ともえ御ご前ぜん達の押さえる改派プロテスタント領邦があります。改派領邦は京きようと森林地帯を経て隣りん接せつしてますので、ネルトリンゲンの〝始し末まつについて講こう和わ交こう渉しようしたい〟として、京との国こつ境きようでそれを行えるよう改派側から旧派側に依頼。改派の傭よう兵へいとして参加する事は思し案あんに数えられるでしょう』

・不退転：『かなり強ごう引いんだけど、改派戦せん士し団だんはネルトリンゲン戦で疲ひ弊へいしているし、武蔵が傭兵として雇やとわれるには理由もあるわね』

・立花嫁：『Ｊｕｄ．、ネルトリンゲンへの手助けから京への移行、という事もあり、改派には話が持ち込みやすいかと。これもまた理由の一つです』

「あら、それはちょっと……」

　言葉が来た。表示枠サインフレームを広げるのは、人狼女王レーネ・デ・ガルウだ。

・現役娘：『それ、情じよう状じよう以外に難しい部分、ありますのよ？』
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　誾は、介かい入にゆう者しやが人狼女王である事について、まず副ふく会長を見た。

　先さき程ほどまでアリクイと戯たわむれていた副ふく会長は、しかし今、表示枠サインフレームを見ている。こちらの視線に気付いているのだろう。手を前後に振るのは〝気にするな〟の促うながしだ。

　ゆえに誾ぎんは息を入れ直した。浅あさ間ま神じん社じや代表が頭ず上じように遮しや光こう術じゆつ式しきの表示枠を日ひ傘がさとしてくれるのに感かん謝しやして、

　……やはり。

　今、自分が進めた改派プロテスタント押し。実は一つの欠点がある。それについて、見み逃のがすような六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズ副ふく長ちようではないという事か。

　ならばこれは好こう機きだ。問題点を放ほう置ちせず、解決出来るのだから。

「私の言う改派押しには、一つの問題があります」

　それは、

・立花嫁：『六護式仏蘭西と、一度話し合う必要がある、そういう事です』
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　義よし康やすは、視線の先で狼おおかみの表情が変わるのを見た。

　人狼女王レーネ・デ・ガルウは、先さき程ほどまで、何か言いたげで我が慢まんしているようだったが、今は口を浅いＵの字にして、

・現役娘：『あら？　──六護式仏蘭西は、狡ずるいですわよ？』

・立花嫁：『その方が話が早いです。人狼女王』

　そう、と頷うなずく狼の見る先。表示枠に文字が来た。

・立花嫁：『──武蔵むさしがM.H.R.R.神聖ローマ帝国改派の傭よう兵へいとして赴おもむくのは、一つの問題があります。

　それは、ネルトリンゲンにて戦った武蔵は、六護式仏蘭西の傭兵だったからです』
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「そうですわね」

　人狼女王は、広場にいる戦せん士し団だんが遠くからこちらを〝有あり難がたや〟〝信しん仰こうのパワーが〟などと言って拝んでいるのに、軽く手を振りながら、

・現役娘：『──ネルトリンゲンの介かい入にゆう。それ自体は、六護式仏蘭西の成果ですの。武蔵勢ぜいは現場の余よ録ろくとして長なが岡おか夫ふ人じんの救出など、成果を上げましたが、〝ネルトリンゲンへの介入〟という国家事じ業ぎようとしての権けん益えきは、武蔵の雇やとい主ぬしである、うちに属するものですわ』

　だから、

・現役娘：『M.H.R.R.がネルトリンゲンの始し末まつとして京きようへ行くというならば、それはネルトリンゲン介入の続行ですわ。そこについていく武蔵に対し、六護式仏蘭西は武蔵が自国傭兵の立場である事を主張する事も──』

　ちょっと考えた。

　……どうでしょうねえ。

　人狼女王レーネ・デ・ガルウは、自分の上うわ役やくを考えた。

　こういう場合、アンヌなら、武蔵むさしが六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズ行きだと主張するかどうか、状況次第で決めただろう。

　だが、こういう場合、太たい陽よう全ぜん裸らなら、間違いなく主張する。意い外がいに強気だ。

　そして輝てる元もとなら、好きにしろという。

　この二人、太陽と月。どっちが折れるか。

　木ぼく刀とうはスペアもあるからいいとして、太陽王ロワ・ソレイユの持じ久きゆう力りよく次第と言えるだろう。

　意外と自国のトップ二人は、自分からしても判はん断だんが読みづらいが、

　……それもまた、面白いですわね。

　何が起きるか解わからないという事は、素す晴ばらしい。自分の大だい事じな人に教えて貰もらった事だ。

　明日あしたがどうなるのか。朝、ドアを開けたら誰だれかが立っているのかもしれない。そんな期待がある日々は素晴らしい。

　悪い事が起きたとしても大だい丈じよう夫ぶ。私、現げん役えきですもの。

　だから人狼女王は、皆にもそれを御お裾すそ分わけする気分で、こう言った。

・現役娘：『──ま、そういう事も、ありうるかもしれませんわよね？』

　武蔵代表委員長が、あからさまに嫌いやそうな顔をした。
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　クリスティーナは、関かん東とうを主体として届いてくる情報と判はん断だんを、見ていた。

　じっとしていた訳わけではない。何故なぜなら、

　……人狼女王でありますとも、ええ。

　M.H.R.R.神聖ローマ帝国、そして羽は柴しば領りように軟なん禁きんに近い状態だった自分は、当然、他国への行脚あんぎやが無い。

　そんな己おのれにとって、欧おう州しゆうの歴史に深く関わる人狼ルウガルウ種しゆ族ぞくは、知りたい情報の塊かたまりだ。

　無む論ろん、人狼という存在には、今まで幾いく度ども会った事がある。

　今、この現場にも水み戸と領りよう主しゆがいて、その獣じゆう眼がんや、何かに気付いたように行うクンクン動作など、堪たまらないものでありますとも、ええ。

　しかし、もっと凄すごいのが関かん東とうにいる。

　しかも、言げん動どうし、自分の得え手てである政治談義に加わっている。

　実のところ、武蔵に彼女がいた数日間、出来れば接せつ触しよくをしたかったのだ。だが彼女はどちらかというと武蔵艦かん橋きようや学校への挨あい拶さつなど、公務だか私事なのか解らない事に大体を費ついやし、更さらには娘むすめである水戸領主の方に関わったりで、

　……ううう……。

　話をしたかった。

　否いな、武蔵むさしの主力達と彼女が近づく時に、その機き会かいがあったのだが、こちらにも忠ただ興おきがいた。忠興自身が、中ちゆう等とう部ぶであり、高こう等とう部ぶ以上の者達と深く関わるのを率そつ先せんしていないのだ。自分は下したっ端ぱという自覚が強過ぎて、この辺り、自分がアゲていくべきなのだろう。

　ただ、そんなこんなで焦じれていると、飲み物を取りに来た忠興が、こちらの横に立った。

「おい」

「な、何でありますか？　忠興様」

「……顔を洗いに行くなら、向こうだぞ」

　言われ、クリスティーナは、はっとした。酷ひどくそわそわしていたに違いない。それが、彼から見えてどうだったかというのが、今の一ひと言ことだろう。

　顔を洗いに行けとは、つまり、アレだ。

　……う。

　変な気を遣つかわせたと思うし、しかしだからといってそっちに繫つなげるのはあまりにもでありましょう、とも思うし、そんな事を思わせてしまった自分が恥はずかしくて、

「じ、自じ害がいするでありますっ……！」

　爆ばく竹ちく筒とうを出して構えたこちらに、忠興が振り向く。

「こらあ──！　な、何いきなりしようとしてんだよテメエは！」







[image: 第四十六章『イチャつき現場の策定衆』]
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　ナイトは、ナルゼが各員の水着姿すがたを模も写しやしまくるのを眺ながめながら、こう思った。

　……イチャイチャが開始か──。

　声が聞こえる。

「だ、だって、これは恥はじでありますゆえ……！　死にます！　木こっ端ぱ微み塵じんであります！」

　実品を振りかざしてる辺り、イチャつきは早期からエクストリームだ。

　止める気は毛もう頭とうないが、ナルゼのネームのためにも、事情は知っておきたい。

「あのさ、長なが太ぶと、何言ったん？」

「いや、だから」

　と、長太が、眉まゆを立てた顔で振り向く。

「コイツが、何かくねくねしてっから、だから、ほら、さっき冷たいもんとか飲んだろ？　だから、その、解わかれよ！」

「サイテー」

「な、何だよその評ひよう価かは！」

「そ、そうであります！　忠ただ興おき様は悪くなく、私が悪いのでありますがゆえ……！」

　言うと、女おんな衆しゆうが一いつ斉せいに、

「…………」

　皆、彼女に向け、両の手を波打つように揺らした。落ち着けと、そう言うジェスチャーだ。

　その中で、こっちに振り向いたナルゼが、ペン軸じくの頭で髪かみを搔かきながら言う。

「あのね長太、アンタももうちょっとイマジネーションの翼つばさを広げなさいよ。嫁よめがアンタの横でくねくねしてたら、単なる洗せん面めんプレイじゃなくて、ミトツダイラみたいに嬉うれションプレイかもしれないでしょ？」

「わ、私、そんな事しませんのよ!?　のよ!?」

　何故なぜかクリスティーナが、はっとした顔をミトツダイラに向けたが、意味は聞かない事にしておく。狼おおかみの生せい態たいは謎なぞが多いもんね。

　ただ、ミトツダイラが、顔横に出たカーチャンからの表示枠サインフレームを即そく座ざに叩たたき割っているのは良いとして、不ふ意いに長太が腕を組み、嫁に言った。

「そのくらいで死ぬな!!」

「で、ですけど、恥でありましょう……！」

　嫁が言い返す。すると忠興が、プールの方を指さした。

　全ぜん裸らがプールサイドに近い氷ひよう塊かいに対し、[image: ⊂]の字になって腰を押しつけようとしていた。

「ぬおおお、もう少し！　もう少しで俺おれの王賜剣エクスカリバーが届きそうなのほおおおおん」

「それで溶けたら一いち大だい事じだぞトーリ！」

　などとやっている。いつもの光こう景けいだが、忠ただ興おきは吐と息いきして、

「あれで自じ害がいしないんだから、お前がその程度で死ぬんじゃねえよ」

「わ、私、あんな事しないでありますよ！」

　忠興は、ちらりと凶きよう状じようの方を見た。そして顔を赤くして、

「あー、まあ、それもそうだけど」

「おおう長なが太ぶと、今、想そう像ぞうしたね？」

　クリスティーナが赤せき面めんした。そんな彼女を見て、

「あ」

　と皆が言った瞬しゆん間かん。クリスティーナが倍数の爆ばく竹ちく筒とうを出した。

「さ、更さらなる自害でありますっ！　ここで木こっ端ぱ微み塵じんに……！」

・金マル：『おおう、何か面白くなってきた』

・●　画：『というか何よ、この風かぜ桶おけ理論みたいなイチャつき』

・あさま：『いや、さっきから私、爆ばく弾だんの規き制せい術じゆつ式しきの管理で忙いそがしいんですけどね……！』

　すると、対岸から声が来た。

「おい！　長太嫁よめ！　オメエ、いいもの持ってんじゃねえか！」

　ソーチョーがこちらを指さし、全ぜん裸らで走ってきた。ひ、とクリスティーナが引くより先に、彼は飲み物置き場から紙グラスとマドラーを出し、

「浅あさ間まー。氷、ってかプールのじゃなくて携けい帯たい氷ひ室むろの、ああ、これこれ。有あり難がと。──そんな訳わけで、ほら、オメエら」

　てきぱきとした流れで、彼女が手にしていた爆竹筒と、紙グラスを交換してしまう。

　ソーチョーの渡したもの。砕さい氷ひようの入ったそれは、

「抹まつ茶ちや牛乳な。長太と二人で飲んで、セージュンの話でも聞いてろよ」

　クリスティーナが、はあ、と頷うなずくしか出来ない勢いと早さだ。長太も呆あきれ顔だが、

　……長太も、流石さすがに何も言わないかな。

　嫁にすら突っかかったように反応する彼が、ソーチョーに対しては眉まゆを歪ゆがめながらも黙だまったままだ。

　何か認めるところがあるのだろう。そしてその事に、

・●　画：『総そう長ちようと長太、……長長なんてネタ、この時代では腐くさる程あるけど、これはちょっと武蔵むさしジャンルとしては新しいわね……』

・金マル：『クリっぺ出すと瑞典スウエーデンと一ひと悶もん着ちやくありそうだから一考しとく？』

　言ってる間に、ナイトはクリスティーナの変化に気付いた。

　彼女が、ソーチョーの方を半はん目めで見る長太を、その視線込みで見上げているのだ。

　彼の意い識しきの方向が、変わった。

　だからだろうか、

「忠ただ興おき様」

　クリスティーナが紙グラスを差し出すと、彼が気付いたように受け取った。横に座り、一ひと息いきを吐くまでが御約束だろうか。だが、

「おい、関かん東とうの方、さっきから何言ってるか解わかるか？」

　話を戻す。そのくらいは自分でやるのが長なが太ぶと偉えらい。だが、そんなこちらの視し界かいの中、クリスティーナが頷うなずいた。

「Ｔｅｓテスタメント．、解るでありますとも、ええ」

「すげえなあ」

　長太が言って、だがすぐに彼は言葉を付け足した。

「俺おれに解るように話せっか？」
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「────」

　ガっつきそうになるのを、クリスティーナは抑えた。自制であります。ええ。

　一いつ瞬しゆん。女おんな教きよう師しとか、家庭教師とか、マンツーマンとか、そんな単たん語ごが脳のう裏りに浮かんだが、少々はしたないでありますとも。ええ。発はつ禁きん王国瑞典スウエーデンの総そう長ちようとはいえ、恥はずかしい。

　しかし、彼の言葉には応じておく。

「出来るでありましょう。ただ、今は会議の場でありますゆえ、──後で、それでも解らない事がありましたら」

　そっか、という返事に彼の安あん堵どを感じ、自分も同じ感覚を得る。

　こういう安堵が、いずれ不要になるといい。そう思う己おのれの耳に、対岸の声が聞こえてきた。

「愚ぐ弟てい！　爆ばく弾だん持ってきたのね！　だったらこれからボンバーよ！」
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　ミトツダイラは、関東で母が発言しているために、正まさ純ずみの近くを動けない身を呪のろった。

　……折せつ角かく、我が王が遊んでますのに……！

　否いな、遊んでる訳わけじゃないのだが、実質似たようなものだ。騎き士しとしては王がやたら凍とう結けつ氷に触れたがったり、変な事をするのを止めねばならない。その上で息が合ったら遊ぶ。

　だが今、王は二本の爆ばく竹ちく筒とうを手に、喜き美み達と盛り上がっている。

「ようし、じゃあこれからプールを爆ばく破はしまーす」

「待てトーリ。言わないでも解っていると思うが、その爆弾、ただ投げ込んだら、水面に浮いて爆ばく圧あつが空に抜けるだけだぞ」

「マジかよノリキ！　オメエ、何でそんな事知ってんの!?」

「発はつ破ぱは土木作業の基き礎そだ」

　いえ、基き礎そかどうかは……、と思ったが、まあ現場は現場だ。自分があまり知らない仕事なので、口を出すのもどうかと思う。すると喜き美みが、

「ねえ愚ぐ弟てい？　じゃあ、どうやって爆ばく薬やくを水中に仕込むの？」

「おいテンゾー、オメエ、これ持ってもう一回沈まねえ？　オメエ、そろそろ爆ばく発はつしたい時期だって前言ってたよな？」

「い、言ってないで御ご座ざるよ！　何で御座るかその正まさ純ずみ殿どののような詰まらないギャグ！」

「おーい、こっちを巻き込むなー」

　そうだぞー、と王が言う。

「オメエ、俺おれのギャグとセージュンのギャグを一いつ緒しよにしちゃいけねえなあ」

　と、ホライゾンが、不ふ意いに口に水を含み、プールの際きわに顔を向けた。

「カ──っ、──ペッ！　……何か言いましたかトーリ様」

「オ、オメエは、またそういう卑ひ怯きようなツッコミを……！」

　などとやっているが、いつも通りの流れだろう。浅あさ間まはどうしているのかと思えば、

「ミト、トーリ君達と遊んできたらどうですか？　こっち休きゆう憩けい所じよの管理もありますから」

「あ、遊んでたら駄だ目めですのよっ。それこそ智ともの方は──」

「私は飲み物管理で、トーリ君の紅こう茶ちやとホライゾンの抹まつ茶ちやの準備がありますし。……喜美は気分なのでアドリブですが」

　だったら、とミトツダイラは言った。

「私は母親担当ですのよ？」

　言った先。表示枠サインフレームがまた新しく来た。母からだ。

　向こう、クリスティーナがこちらを気にしているが、確かにその意味は解わかる。

「武蔵むさしが何処どこかの国の傭よう兵へいとして動こうとしても、その理り屈くつにネルトリンゲンがあれば、六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズが介かい入にゆうするかもしれない。

　ならば武蔵は、傭兵としてどの国に付けばいいか。──その話ですわね」
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　誾ぎんは、人狼女王レーネ・デ・ガルウの言葉から、一つの推すい論ろんを得ていた。

　……六護式仏蘭西の傭兵として本ほん能のう寺じの変へんに介入するのは、危険ですね。

　立地だ。

　六護式仏蘭西はM.H.R.R.神聖ローマ帝国の西にある。彼らの傭兵として、武蔵が改派プロテスタントと共に京きように向かうとした場合、一つの危険が生じる事になる。

　挟きよう撃げきだ。

　東にある京や関かん西さいのP.A.Odaと、西の六護式仏蘭西。

　欧おう州しゆう勢ぜいとして考えれば敵てき対たいはしているが、羽は柴しば勢として考えれば味み方かた同士なのだ。

　更さらには南から、M.H.R.R.神聖ローマ帝国旧派カトリツクも向かってくる可能性がある。

　そうなれば、武蔵むさしは物量に屈くつする。突とつ破ぱして生き延びる事が出来たのは三み方かたヶ原はらの戦いだが、あれと同じ状況がまた発生するのは避けたい。

　無む論ろん、これは考え過ぎという事もあろう。しかし、

　……聖せい連れんが、敵なのです。

　敵は、歴史再さい現げんの強制や、違反への制せい裁さいを強ごう引いんに行う事も出来るのだ。夏休み中に動きをとろうとすれば、なおさらだろう。

　その事が解わかっているのか、人狼女王レーネ・デ・ガルウの言葉が来た。

・現役娘：『──六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズには、遊びに来るのも有りだと思いますわ』

・立花嫁：『そのようですね』

　状況は流動的だ。人狼女王としても判はん断だんのつかないところがあるのだろう。

　ゆえに〝遊び〟に来て、現状を確かく認にんの上で改めて動けと、そう言うのだ。

　……だとすれば──。

　視線を向けた先。飛び込み台の方からプールを眺ながめていた宗むね茂しげが、こちらに手を上げた。

「誾ぎんさん、六護式仏蘭西を相手とした提てい案あんはここまでで、次に行った方がいいのでは」

　Ｊｕｄジヤツジ．、と誾は応じた。ならば次のプランとしては、

・立花嫁：『──では次、K.P.A.Italiaを雇やとい主ぬしとした提案に行きましょう』

・義　　：『──出来るのか？　そんな事が。あれこそ聖せい連れんそのもののような国だろう？』

　即そく座ざの問い返しが、里さと見み生徒会長から投げかけられた。

　だが、それに応じるのは、

・立花夫：『出来ます』

　応こたえたのは、宗茂だった。彼は笑えみで、

・立花夫：『──私達が、K.P.A.Italiaの戦力として三み河かわで協きよう働どうしたのをお忘れですか』

・義　　：『いや、私、現場にいなかったし』

・立花夫：『そういえばそうですね』

　……宗茂様、自然なスルーが流石さすがです……！

・金マル：『今の……』

・ばけつ：『…………』

・約全員：『ペルソナ君が反応したよ！』

　流石です宗茂様。というか里見生徒会長だって神啓レデイオ辺りで聞いていた筈はずですからこの勝負は相打ち。どっちかっていうとスルー分だけ宗茂様の勝利です。

・立花嫁：『では宗茂様、武蔵勢ぜいがK.P.A.Italiaの傭よう兵へいとなれるのですか』

・立花夫：『Ｊｕｄ．、──K.P.A.Italiaは教きよう皇こう領りようとしてローマと周辺、直ちよつ轄かつを持っていますが、Tsirhcツアーク教きよう譜ふは独自の戦力を所有する事が禁止されています。ゆえに彼らは基本、傭兵を雇やとって戦せん士し団だんとし、警けい護ごを任せている訳わけですね』

　そして、と宗むね茂しげが言葉を続けた。

・立花夫：『現状、K.P.A.ItaliaをM.H.R.R.神聖ローマ帝国が支配した事で、三征西班牙トレス・エスパニアは教きよう皇こう勢せい力りよくに戦力を貸す事を保ほ留りゆうしています。三征西班牙自体も、アルマダ後の疲ひ弊へいを回復させ、国政への注ちゆう視しが必要な時期だと、そう判はん断だんしたからです』

・副会長：『──だとすれば、教皇勢力の傭よう兵へい集団は、今、空座という事か』

　Ｊｕｄジヤツジ．、と宗茂が頷うなずいた。

　だが、首を傾かしげる声があった。人狼女王レーネ・デ・ガルウだ。

・現役娘：『Ｔｅｓテスタメント．、だとすればK.P.A.Italiaに傭兵として雇やとわれたとしますわね？　だけど、それで雇われたとして、どうやって本ほん能のう寺じの変へんに介かい入にゆうしますの？」

・立花嫁：『Ｊｕｄ．、本能寺の変の前において、必ずP.A.Odaは内部の会かい合ごうを細かく持ちます。

　ネルトリンゲン戦の前、京きようで重要人物の会合があったのをお忘れですか。

　あれと同じようなものが、一度、所しよ属ぞく各かつ国こく代表に向けて行われる筈はずです。幾いくら何でも、主しゆ家けの代替わりが為なされる事じ業ぎようについて、通神文メールだけで済ませる筈もないでしょうから』

・現役娘：『でもそれって、……〝筈〟ですわよね？』

・立花嫁：『だったら起こさせればいいのです』

　誾ぎんは、確信を持ってこう言った。副ふく会長を見て、

・立花嫁：『武蔵むさし勢ぜい、──そういう嫌いやがらせは得意ですので』
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「そうで御ご座ざるな！　火の無いところに煙は立たず！　ならば火をつければいいだけの事！　これは拙せつ者しや、誾殿どのの示し唆さに感かん服ぷくに御座る！　時代はレッツ火付けに御座るよ！

　──どうしたので御座るか正まさ純ずみ、走狗マウスと遊ぶのはまだ早いで御座るよ？」

「いや、何か、私、どう思われてるのかなあ、って……」
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「──というか、今の誾の提てい案あん、出来るんですの？　正純」

　ミトツダイラの問いに、正純は頷いた。

「ま、やろうとすれば出来ると思う。真さな田だか、上越露西亜スヴイエート・ルーシに頭下げるけどな」

　？　という顔の皆に、正純は言った。

「足し算と引き算だ。──おい馬ば鹿か」

「何だよセージュン」

「まともに応答すんな。いいか」

「オ、オメエは俺おれを仲間外れにっ」

　ホライゾンが馬ば鹿かの後ろから爪つま先さきをしゃくるような蹴けりをぶち込んだ。

　ひ、とクリスティーナが声を上げるが、ああ、よく考えたら彼女、発はつ禁きん王国瑞典スウエーデンの総そう長ちようではあるけど、育ち的には上かみ方がたの都と会かいの人間なんだよな。

　……上品、か……。

　うちとは無む縁えんだな、と正まさ純ずみはさっぱり切り捨て、考えない事にした。ともあれ馬鹿が膝ひざをついたので、その代わりとして、

「ホライゾン、いいか？」

「ダアアアアアアアイジョオオウウヴウウウウウウウ!!」

「いやホライゾン、お前はまともに返答していいから」

「そうですか正純様。やはり求められている資質が違うのですね。フッ……」

『ダイジョウヴ！　だいじょー[image: ]！』

　黒くろ藻もの獣けものも元気でいい事だ。

　ともあれ、こちらとしては問うだけだ。

・副会長：『私達がK.P.A.Italiaの傭よう兵へい戦力となるとしよう。だが、私達はK.P.A.Italiaの敵でもある。じゃあこの場合、K.P.A.Italiaとしては、どうすれば得だ？』

・ホラ子：『ダアアアアアアアイジョオオウウヴウウウウウウウ!!　あ、失しつ敬けいしました正純様、ホライゾン、ちょっと味を占しめました。いけません。めっ。

　そういう訳わけで端たん的てきに答えますが、その場合は傭兵としての武蔵むさしを酷こく使し一いつ択たくでしょう』

　背後の空間から○と×の竹たけ棒ぼうまで出していたホライゾンに、正純はうんうん、と二度頷うなずく。その上で更さらに問うのは、

・副会長：『──もっと効こう率りつよく、得をするには、どうしたらいいと思う？』

・ホラ子：『Ｊｕｄジヤツジ．、──傭兵として雇やとった武蔵勢ぜいを、他の武蔵勢もしくは協力勢力にぶつけてはどうでしょうか。そこで生じるスーパー共とも食ぐいは人類史上希まれに見る醜みにくい所しよ行ぎようかと』

　そうですわね……、とミトツダイラ達が俯うつむいて言う辺り、事実性が強い。

　つまりいい答えだ。そしてもう、正解は見えている。

・副会長：『今、私達武蔵勢は二に手てに分かれる事が可能だ。武蔵組と、関かん東とう組で、な。実際、里さと見み側には分ぶん隊たいをしている訳だし』

　だから、

・副会長：『必要とあらば、この状態を続行、深化。武蔵組をK.P.A.Italiaに傭兵として雇わせた後、関東組は真さな田だか、出来れば上越露西亜スヴイエート・ルーシに協力を申し出て、傭兵として雇わせる』

　後は簡単だ。

・副会長：『本ほん能のう寺じの変へんが起きる前の適当なタイミングで、関東側の傭兵をP.A.Oda側に移動させる。位置は京に近ければいい。理由は、夏休み明けの侵しん攻こうをする、と言ってな。

　P.A.Odaは、対たい抗こうとして、K.P.A.Italia側で雇った私達を動かす事になる筈はずだ』

・銀　狼：『その場合、東西に分かれた私達で一戦やらねばなりませんわよ？』

・副会長：『スーパー共とも食ぐいか。そこはお前達に任せる。私を巻き込むな』

　誰だれもが、こちらに笑顔を向けて頷うなずいたのは何故なぜだろうか。

　ともあれ自分としては、言葉を続けなければならない。

・副会長：『その共食い大たい戦せんの中で、私達の一部が介かい入にゆうを行う。〝武蔵むさし勢ぜいの戦せん闘とうに対し、織お田だ陣じん営えいの警けい備びが手て薄うすに見えたので本ほん能のう寺じ警けい備びに参加する〟とか言って、な』

「なかなか強ごう引いんです、正まさ純ずみ様」

「まあ、今、思いついただけだ。実際は、政治的な部分とか、根回し含みでやるからもっとスマートになる筈はずだぞ」

　だけど、と正純は言った。

・副会長：『強引だが、不可能とは言い切れない』
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・立花嫁：『つまり、可能です。人狼女王レーネ・デ・ガルウ』

・現役娘：『──強引さについての優ゆう秀しゆうさは見み事ごとですわねえ』

　誾ぎんは思った。人狼女王が小さく笑っているならば、合ごう格かくだと。

　とりあえず提てい案あんと可能性は示した。後は、

・立花嫁：『では私としての本論──、三征西班牙トレス・エスパニアに武蔵勢を傭よう兵へいとして雇やとわせる、という話です』

　その言葉に、里さと見み生徒会長が疑念を送ってきた。

・義　　：『それも出来るのか？　だって……』

　という言葉の行方ゆくえは、解わかっている。

・立花嫁：『Ｊｕｄジヤツジ．、三征西班牙は、関かん西さいに対し、六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズを挟んで西にいます。単純に、本能寺の変へんに関わる事は難しく見えますね』

　ただ、と誾は言った。

・立花嫁：『──お忘れですか。三十年戦せん争そうの時代、聖せい譜ふ記き述じゆつによれば、三征西班牙は飛び領りよう地ちである阿蘭陀オランダの独立を阻そ止しするため、断続的な派は兵へいと政治戦を行っていたのです』

・義　　：『いや、私、関かん東とうの極きよく東とう勢せい力りよくだからよく知らん』

・立花嫁：『そう言われてみればそうですね』

　ナイススルー。向こう、宗むね茂しげ様が歯を光らせた笑えみを向けてくるのが素す敵てきです。

　周囲の皆が「今のって……」と言っているが、そのまま気にせず話を続行。それが武ぶ家けの女の取る道ですので。

・立花嫁：『──いいですか。皇こう帝てい総そう長ちようと呼ばれたカルロス一いつ世せいの時代、M.H.R.R.神聖ローマ帝国と三征西班牙は統一された国家でした。それはやがて分化しましたが、旧派カトリツク同士の繫つながりは強く、三征西班牙トレス・エスパニアとM.H.R.R.神聖ローマ帝国は有ゆう事じの際にそれぞれの権けん利りに基づき介かい入にゆう出来た程です。

　この関係は現状にも適用されます。つまり──』

　つまり、

・立花嫁：『三征西班牙の傭よう兵へいとして阿蘭陀オランダ牽けん制せいに入り、M.H.R.R.に介入。そこから本ほん能のう寺じへの介入を狙ねらいます。同どう盟めい国こくともいえる三征西班牙の代表がM.H.R.R.に入るならば、羽は柴しば側もそれなりの対応が必要になるでしょう。

　本能寺の変へんの前に行われる代表者会議など、参加する事が狙えます』

　Ｔｅｓテスタメント．、と頷うなずきの言葉をくれたのは、人狼女王レーネ・デ・ガルウだ。

　だが彼女は、納なつ得とくの一ひと言ことを作りながら、こう言った。

・現役娘：『──ですけど、三征西班牙側が、果たして武蔵むさしを傭兵として雇やといますの？』

　彼女の疑問に対し、誾ぎんは皆を見た。

　宗むね茂しげ以外、誰だれもがこちらに疑問の視線を向けている。

　……これはしっかり答えねばなりませんね。

　誾は思った。明確な答えを得ようと。だから通つう神しん用の表示枠サインフレームを開き、

「浅あさ間ま神じん社じや代表、──少々、宜よろしいですか？　」





●






　夏の日差しは、午後半なかばから強さを増す。

　焼くような色すら感じられる陽よう光こうの下で、緑みどりと黄き色いろの交こう差さが広がっていた。

　コーンの畑はたけだ。

　背の高い茎くきの半ばから、黄色い粒つぶを覗のぞかせた実が空に向かって突き出している。

　畑があるのは、町の横だった。

　丘。緩い斜面に広がる畑は、丘おか上うえの町から手入れの人員がやってきて、横の町からは仕入れと運うん搬ぱんの人員が来る。

　丘上の住人は、実をとられた長い茎を町の広場へ持ち帰り、そこで短く裁さい断だんして、倉そう庫こへと運ぶ。後は、

「繊せん維いをとったり、飼し料りようにしたり、ですか、フアナ様。結けつ構こう回るもんですねー」

　ええ、と、白の夏服を着た長身が、黒の髪かみを揺らしながら頷うなずいた。

　野や球きゆう帽ぼうの少女へと、投げる言葉は、

「コーンも、芯しんまで食べるやり方をとらなければ残りは家か畜ちく飼料になりますから、結構な飼料代の節せつ約やくになります。こういった副ふく次じ要素のある食用作物の内、うちの環かん境きようで育成出来るものは広めていく。──これもまた、節約の内ですね、フローレス」
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　フアナは、畑はたけの出来を担当官から聞き取り、諸しよ処しよの統とう計けいを収めながら一ひと息いき吐いた。

　編み帽ぼう子しを直し、護ご衛えいとしてついてきているフローレス・バルデスに振り向く。

「フローレス、コーンは結けつ構こういけそうですね。斜面を整地したら、商人達がワイン用の葡ぶ萄どう畑を作れとうるさいものでしたけど」

「地産ワインなんて、商人達が架か空くうの権けん益えきに振り回す他、観光客にしか売れませんって。近くに六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズの本場あるんですから」

　だから、とフローレスが、並ぶコーンを指さして言った。

「私、こっちが好きですよ。もぎたてだと生でもいけますよね」

　生……、と呟つぶやくフアナは、しかし苦く笑しようして帽子を掲かかげた。

「この帽子も、実はコーンの繊せん維いを粗く引き出して作ってるんですよ？」

「総そう長ちようから貰もらいましたよね？　それ」

「──直ちよく射しや日光がキツいという気き遣づかいです」

　左さ様ようで、とフローレスは笑って、自分のかぶる野や球きゆう帽を正した。

　彼女が見渡す先、丘の上の町を覗のぞく事は出来ないが、下の町へと視線を流せば、

「──随ずい分ぶんと、町まち中なかに緑みどりが増えましたね」

「鉢はち植うえ効果がこんなにあるとは思いませんでした。土つち壁かべと煉れん瓦がで乾き切った密みつ集しゆう状態の町に、緑りよく地ちを増設出来た訳わけですから」

　陶とう器きは三征西班牙トレス・エスパニアの名産の一つだ。食器が主とされていたそれらに対し、

「総長が、教きよう導どう院いんの花か壇だんを見ながら、〝園芸、いいね。水の逃げにくい石の枠わく。──これを家でやろうか〟って」

　発注が為なされたのは、大型のプランターだった。底が深く、両側を紐ひもで吊つるせる仕掛けの物。

　各家の窓まど際ぎわや軒のき下したに設置されたそれは、食用の作物を自家栽さい培ばいするためのもので、

「──調べでは、人が一人当たり年間に必要な野や菜さいは、一アールの畑があれば確保出来ます。

　プランターの大きさは横一メートル、縦たて三十センチ。三征西班牙の中級家庭の家は六メートル四し方ほうなので、外周にプランターを並べれば耕こう地ち面積は一アール超。

　四人家族ならば、年間において家族が消しよう費ひする四分の一の野菜をまかなえますね」

「その計算、プランターの縁ふちの厚みを計上してなくて、総長にリテークされてましたよね？」

「今のはそれを済ませたものですっ」

　ミスを思い出して赤せき面めんするのが情なさけない。

　と、不意に表示枠コルテチエフイルマが来た。光る枠わく内ないには、ある文字が見える。

　……〝緊きん急きゆう〟？

　理由はすぐに解わかった。何事かと首を傾かしげるフローレスに対し、フアナは彼女にだけ聞こえる声でこう言った。

「武蔵むさしにいる誾ぎんからです、フローレス」

「誾さん？　何てです？」

　言われて、フアナは思し案あんした。

　……まさか、向こうに行った誾に不ふ都つ合ごうが？

　地元である三征西班牙トレス・エスパニアに対し、向こうは空を飛んでいる航こう空くう都と市し艦かんだ。不慣れな事も多いだろうし、先月末には関かん東とう解放が為なされたとも聞く。誾と宗むね茂しげがどのような働きをしたのかは別として、こちらに連れん絡らくがあると言う事は、危き急きゆうなのだろう。

「……ひょっとして、襲しゆう名めい関係でしょうか」

　その場合は、聖せい連れんや、総そう長ちようの意見も伺うかがわねばならない。

　……他にも──。

　と、思案し掛けて、フアナはそれをやめた。

　結論から言うと、どんな内容が来ても、誾達が心配である事に変わりない。ならば、

『──フアナです。どうしたのです、立たち花ばな・誾、困った事がありましたか？』

『単たん刀とう直ちよく入にゆうに言いますが、三征西班牙は武蔵を傭よう兵へいとして雇やとえますか』

　就しゆう職しよくの打だ診しんだった。







[image: 第四十七章『地元の関係者』]
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　三征西班牙トレス・エスパニアは、武蔵むさしを傭よう兵へいとして雇やとえるか。

　誾ぎんは、フアナにそう言ってから、ふと自分の至らなさに気付いた。

・立花嫁：『言葉が少なかったでしょうか……』

・副会長：『……ああ、うん、ちょっと解わかりにくいんじゃない、かな……』

　これはいけません。

　そして誾は、表示枠サインフレームの右側で、浅あさ間まが画面上を必死に指さしているのを見る。

　浅間が差す辺り、そこでは、数字が桁けたを増やそうとして回っていた。

　通つう神しん料金だ。

　……三征西班牙、遠いですね……。

　料金の増え方で地元からどれだけ離れたかが解るとは。まさに消しよう費ひの時代。

　ただ、こうしている間にも料金は増える。だから急いで、誾は口を開いた。

　フアナに、補ほ足そくとして告げるべきは自分達の目的だ。それは、

・副会長：『あ、流石さすがに明めい言げんはやめてくれ、立たち花ばな・誾』

　うっかり言いかけた〝本ほん能のう寺じの変へんへの介かい入にゆう〟を、誾は即そく座ざに言い換えた。

『──フアナ様、私達は国こく是ぜとして、P.A.Odaに絶対嫌いやがらせをするのです』
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『国是で絶対嫌がらせ……!?』

　フアナは、どうしたものかと、そう思った。

　……ちょっと待ちなさい──。

『あの、立花・誾？　嫌がらせといいますと……』

『それは明言出来ません。副ふく会長から止められ……、あ、副会長とは、フアナ様の事ではなく、こちらの上うわ役やくです。憶おぼえてませんか、ソードブレイカーの使い手を』

『ああ、──あの』
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・金マル：『どの？』

・●　画：『……私の横にいる歌うた丸まるがそうじゃないかしら』

・副会長：『よく考えたら、私、あの時の現場でろくな事になってないな……』

・あさま：『ちょっと面めん倒どうなので、フアナさんを〝ふあな〟でゲスト氏うじ子こにして、一方通行参加させますね？　こっちからは話せませんので』

・貧従士：『ああ、向こうは知らないまま、実況通神チヤツトでツッコミ放ほう題だい……』
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　ともあれ誾ぎんは言葉を続けた。一応言っておくのは、

・立花嫁：『──副ふく会長から明めい言げんを止められていますので、嫌いやがらせの詳しよう細さいは話せません。ただ、私どもは、P.A.Odaへの嫌がらせとして、綿めん密みつなプランを練っております』

・ふあな：《嫌がらせで綿密なプランを……!?》

・立花嫁：『ええ、──止められても夏休み中に絶対やるとかで、副会長が止まりません。

　仕方ないので諦あきらめて下さい。さあフアナ様、武蔵むさしを傭よう兵へいとして雇やとえますか』

・銀　狼：『……あの、これで、〝出来ます〟って、言えますの？』

　しまった。押しが強過ぎました。横、宗むね茂しげも深く頷うなずき、

「誾さん、少し引きましょう。匂におわせながら、がいいですね」

「Ｊｕｄジヤツジ．、解わかりました宗茂様」

　誾は、宗茂の提てい案あん通り、匂わせながら引いた。

・立花嫁：『断ると、どうなるか解りませんよ。──でもまあ、答えが無いなら仕方ありませんね、フアナ様』

・ふあな：《ぎ、誾！　ちょっと待ちなさい！》

　ふむ、と誾は頷いた。

・立花嫁：『宗茂様の言う通りにしたら、フアナ様が釣つれましたよ』
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　正まさ純ずみは、どうすれば頭を抱えずに済むかを思し案あんした。

　横のナルゼが、魔術陣マギノフイグーアに文字を書いてくる。

〝キョーハク？〟

　……ああ、うん、脅きようの字、難しいもんな。

　というかコレ、記録に残しておくとヤバいような気もする。向こうでクリスティーナが口を横に広げてこっちを見ているが、悪かったな。ああ、悪かったともさ。

　ただ、言っておくべき事は、

・副会長：『立花・誾、──三征西班牙トレス・エスパニアとして、ありかどうかだけ聞いてくれるか』

　それだけで充分。ホント充分。無む論ろん、誾としてもそのつもりなのだろう。ただ言い方が悪いだけだ。そんな彼女は、頷き一つで視線を向けてきて、

・立花嫁：『直接に聞いてはいけませんか』

・副会長：『うーん、向こうの都つ合ごうもあるだろうから、示し唆さだといいなあ』

　解りました、と誾が言った。

・立花嫁：『遠回しに、三征西班牙に武蔵を傭兵に迎え入れるだけの余よ裕ゆうがあるかどうか、聞いて見ましょう』
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　フアナは、音おん神しん不ふ通つうとなった表示枠コルテチエフイルマを前に、自分でも意味の解わからない汗あせを搔かいていた。

　……こ、これはマズいですね……。

　誾ぎんは昔から独どく断だん専せん行こうというか、独自の理解や進行をする事が多かったが、判はん断だんには間違いが無かった。

　だが、それは三征西班牙トレス・エスパニアにいた時だ。

　武蔵むさしにいて、今は恐らく〝向こう側〟だろう。それが今、当時のような独断専行や独自の理解をしていたらどうなるか。

「誾さん相変わらず無む敵てきですよねー」

　フローレスちょっとうるさいですよ。不安を煽あおらない。

　ただ、誾にはストッパーがいる。夫の宗むね茂しげだ。多分、今でも直通の通つう神しんは生きている、筈はず。向こう、浅あさ間ま神じん社じやが旧派カトリツクの洗せん礼れい番号をちゃんと氏うじ子こ番号に置き換えていれば、だが。

　とりあえず、こちらから掛けているのが解ると国際問題になりかねないので、非通知で宗茂に通話を試みる。すると、

　……あ、通じましたね！
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・あさま：『あれ……？　何だかムネさん宛あてに、どっか解らない場所から、結けつ構こう派は手で目めの強ごう引いんな通神が飛んできてますね』

・ホラ子：『宗茂様も最近はサイト更こう新しんが忙いそがしいので、邪じや魔まは無しでいいのでは』

・あさま：『それもどうかと思いますが、まあ、今ちょっと誾さんとフアナさんが話してる最さい中ちゆうですし、そこに変な干かん渉しよう食らうのもアレなんで、切っておきますね？』
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　……切られました……!?

　フアナは、表示枠を前に手を止めていた。

「どーしたんです？　フアナ様」

「あ、いえ、立たち花ばな・宗茂に連れん絡らくを取ろうとしたら、私の通神環かん境きようを拒きよ絶ぜつされるとか……」

　フアナの通神のやり方は、少々独特だ。

　三征西班牙は赤あか字じ国家ゆえ通神費を節せつ約やくせねばならない。ゆえにまず、欧おう州しゆう全域の通神インフラに情報を分化し、多重注ちゆう挿そうする。通神速度は遅くなり、質も悪くはなるが、逆にデカい波のようなものとなるので、それが収しゆう束そくされる向こう側は、受け取り拒否など出来ない筈だ。

　それが外されるなど、初めての事だが、

　……武蔵むさしですね……!?

　欧おう州しゆう全域のインフラも、基き礎そは神しん道とうネットワークだ。更さらには、武蔵という航こう空くう独立領りよう土どに対し、情報はその直前で収しゆう束そくし、把は握あくされる。

　多重の波とはいえ、本来の一本の形に捉とらえ直されてしまえば、意味が無い。普通の通つう神しんを弾はじくのと同じやり方で除外されてしまう。だとすれば、

・立花嫁：『フアナ様』

　……来ましたよ……!?

　フアナは、警けい戒かいの上で哨しよう戒かい行動をとった。つまりは先せん手てを仕掛けたのだ。

　誾ぎんが何か無む茶ちやを言ってきても、大体は対応出来るようにと、

『う、うちは今、節せつ制せい中心ですので、あまり無む理りは出来ませんよ!?』

・立花嫁：『総そう長ちようはお元気ですか』

　え？　とフアナは首を前に傾かしげた。いきなりの話題転てん換かんと、そう感じたからだ。傾いたモロコシ帽ぼう子しを直し、耳飾りに当たらないように鍔つばを横に伸ばしてから、

『Ｔｅｓテスタメント．、ええ、総長はお元気ですとも』

　フローレスが半はん目めを向けてきたが、気にしない。すると誾が、更さらに言葉を続けてきた。

・立花嫁：『──快男児マチスモですか』

[image: ]

「は？」

　何の事か解わからない。ゆえにフアナは、誤ご魔ま化かさずにそれを告げた。

『一体何の事です？　快男児マチスモ？　……ちょっと私には、解らないのですが、立たち花ばな・誾ぎん』

・立花嫁：『Ｊｕｄジヤツジ．』

　誾が応答し、即そく座ざにこう言った。

・立花嫁：『──そう言う事にしておきましょう』

　何が、と思った瞬しゆん間かん。表示枠コルテチエフイルマが閉じた。通つう神しんを向こうから遮しや断だんされたのだ。

「えっ、ちょっ、立花・誾……！」

「フアナ様、甘いコースにぶち込み過ぎですって──」

　露ろ店てん売り場のコーンを手にして生で囓かじっていたフローレスが、その食べかけを差し出す。

　フアナは、それを受け取り、

「全く訳わけが解りません……！」

　横よこ嚙がみに囓った味は、確かに甘かった。
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・立花嫁：『そんな訳で確定しました。総そう長ちようとフアナ様の仲なかが安あん泰たいですので、三征西班牙トレス・エスパニアは武蔵むさしを傭よう兵へいとして雇やとう事が可能だと思います』

・礼賛者：『いや、あの、何ですかその理論……』

・現役娘：『いえ、解りますわ！　大いに解りますわよ。だって夫ふう婦ふの安泰は国家の安泰の第一歩、そうですわね！』

・ホラ子：『あいやコレ誠まことにその通り。トーリ様とホライゾンの関係が絶好調で、更さらに浅あさ間ま様とミトツダイラ様とも満まん塁るいホームランなら三倍ばい安泰の三歩ですとも』

・傷有り：『え、ええ。私と点てん蔵ぞう様の仲が安泰でなければ、英国にとって問題が生じる事からも、その理論は有用ですっ！』

・貧従士：『……何かコレだと、夫婦の不ふ穏おんで世界が引っ繰り返る気がするんですが……』
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　さて、と誾は代表委員長に言葉を投げた。

・立花嫁：『これで欧おう州しゆう列れつ強きようをベースとして、京きようと敵てき対たいせずに介かい入にゆうする方法が〝ある〟と示されました。少々強ごう引いんな手て筈はずをとる可能性も有りますし、また、これ以外の方法も模も索さくすれば出るでしょう。──ただ、現状でもこれだけのオプションが選択出来ます』

　ならば、

・立花嫁：『──最後の手段は、とる必要がないと、副ふく長ちよう補ほ佐さの側そば役やくとしてそう思います』

　言い切った。

　少々強気ではあるが、しかし、言っておかねばなるまい。何故なぜなら、

　……選せん択たく肢しを示すべきは、実のところ、代表委員長や副ふく会長宛あてではありません。

　自分達には道が選べると、そう提てい示じする事で、一つの交こう渉しよう案あん件けんが生まれるのだ。

　その相手は、

・長安定：『──とまあ、そんな感じやな。どや？　武蔵むさしにいる瑞典スウエーデン総そう長ちよう』

　代表委員長が、一ひと息いきを入れて、こう告げた。

・長安定：『アンタ、どないすん？』
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　左さ様ような手て筈はずとなりましたか、と、クリスティーナは得とく心しんした。

「Ｔｅｓテスタメント．」

　彼らは、今までの議ぎ論ろんを、全て自分との関係構こう築ちくの素そ地じとしたのだ。

　……瑞典総長の私とどう関わるか、でありますね。

　自分は京きようを管理する明あけ智ち・光みつ秀ひでの娘むすめだ。

　自分が動けば、武蔵は、明智や、京との繫つながりが持てる。

　だが、自分は瑞典の総長であり、

「今の話し合いで、一つの可能性が示されたのであります。もはや私がいなくとも、本ほん能のう寺じの変へんへの介かい入にゆうの方法があるというのならば──」

　つまり、

「武蔵は、瑞典を必要としない。そういう事でありますね？」
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　クリスティーナは思った。今回のこの話し合い、つまり自分を自由にする一方で、武蔵は瑞典に縛しばられないと、そういう事を示すものだったのだろうか、と。

　……それもまた、正解でありますね。

　大体、自分は聖せい譜ふ記き述じゆつでは三十年戦せん争そうに対して穏おん健けん派はだ。

　しかし、武蔵勢ぜいを本能寺の変へんに誘ゆう導どうし、関かん与よさせるというのは、穏健派のする事ではあるまい。

　今、ここで、武蔵が独自に京との関わりを持てるというならば、

「瑞典としては、もはや、武蔵との縁えんを切ると、そういう選択もありましょう」

　それがいい。だが、解わかっている事が、一つある。

　京へのリンクを作れる自分を前に置いて、そんな己おのれの存在価か値ちを潰つぶすような今までの話し合いが敢えてあったとする理由。それは、

「──なかなか、難しい問題を突きつけられたものであります」

　武蔵むさし勢ぜいは、つまり、こちらに対して、こう言っているのだ。

　……要は簡単でありますとも。ええ。

　こういう事だ。

「──私という存在に対し、京きようへの手引きなどという、簡単な手て筈はずでは逃のがさないと、そういう事でありますね」
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「おーい、そろそろ氷をどうにかしないとヤバいんじゃなーい」

　プールの端はし、日ひ除よけの張り出しの下で、オリオトライが有あり明あけの食品店を通神帯ネツトで探しながらそう言った。

　すると、正まさ純ずみが手を上げてこう応じる。

「大だい丈じよう夫ぶです。そろそろまとまりますから……！」

　という彼女の声。それに対し、クリスティーナがこう告げた。

「どうまとめるつもりですか」

　単純だが、簡単な答えを予期していない疑問だ。

　対する正純は腕を組み、一度だけ汗あせの染しみた前まえ髪がみを搔かき上げ、

「つまり──」

　と正純が口を開いた時だ。プールの対岸で馬ば鹿かが股こ間かんに爆ばく竹ちく筒とうを一本挟んで、

「セクシーダイナマイツ──！」

「あれは無視していい。一本挟んだのに複数形だしな」

「そうでありますね」

「おい！　おい！　何だオメエら！　これから面白い事やんだから見てろよ！」

　二人は無視した。

　そして、ふむ、と息を作った正純が、表示枠サインフレームを開きながらクリスティーナにこう言った。

「単純な提てい案あんがある。瑞典スウエーデン総長クリスティーナ、長なが岡おか夫ふ人じんでもある貴女あなたに言いたい」

「何でありましょう」

　ああ、と正純が口を開く。彼女はゆっくりとこう言った。

「貴女は何もしなくていい」
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　クリスティーナは、武蔵副ふく会長の言葉に眉まゆをひそめた。

「私が何もしなくていいならば、何故なぜ、私を救たすけたのであります？　そして何故、今の話し合いがあったのでありますか？」

　問いかけの先。武蔵副会長が腕を組んだ。

　彼女は、ふむ、と一度息をした上で、

「私個人の希望としては、貴女あなたが働けば本ほん能のう寺じの変へんへの介かい入にゆうが楽になるという、そんな見立てもある。正直、ネルトリンゲン戦辺りは、そういうのも視野に入っていた」

「ならば──」

「だが私が、武蔵むさしの行き先を決めている訳わけではないのだ」

　武蔵副ふく会長が、プールの対岸を見た。

　そこにいる武蔵総そう長ちようが、股こ間かんに二本の爆ばく竹ちく筒とうを挟んでこちらを見ていた。

「セクシーダイナマイツ──！」

「複数になったが、あれは無視していい。二度ネタだしな」

「そうでありますね」

「おい！　おい！　オメエらこっちにネタを振っておいてその態度は何だ一体！　ちょっとは御感想、御ご意い見けんなど宜よろしく御お願ねがいします！」

「瑞典スウエーデン総長、面白いか？」

「いいえであります」

「おい馬ば鹿か、──つまんないって」

「う、噓うそつくなあ──！　そっちの姐ねえちゃん、面白いって心の中で言ってるのが俺おれの可愛かわいいウサギのようなハートには伝わってくるぞ！」

　正まさ純ずみは、ツキノワに次の言葉を表示枠サインフレームに書かせた。

「おい馬鹿、瑞典総長の心の言葉が私にはこう聞こえてな。──ウザいって」

「全否定ですねえトーリ様」

「ホ、ホライゾンは俺の事、全肯こう定ていしてくれるよね!?」

　武蔵の姫ひめが、プールの端はしに行った。外を向き、

「カ──っ、──ペッ。──さて何でしょうトーリ様、話を何処どこまで戻しますか」

「オ、オメエは芸げいが細かくなってきやがったな……！」

　武蔵の姫が両の親指を上げてみせる。

　……早いであります。

　己おのれの会話センスでは少々追いつかない速度だ。が、吐と息いき付きで武蔵副会長が言葉を作った。

「私の効こう率りつ性とか、思し案あんとは別に、──武蔵の指し針しんがある」

　知っている。それは、武蔵副会長が言うには、

「──死を強制された者や、その選択を為なさねばならない者を、必ず救う」

「解わかっております。ですが──」

「解ってない」

　武蔵副会長が、こちらの台詞せりふを止めるように言った。

「──残念ながら、あの馬鹿がそう決めたんだ。

　無む論ろん、残念なのはその方針ではない。──あれが馬ば鹿かな事だ。

　おかげで私がそれを掲かかげなければいけない時がある」
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　義よし光あきは、武蔵むさしから来た通つう神しんに足を止めた。

　里さと見みの町の北側。破は壊かいされた北門から森に至る入口の辺りだ。

　森の空気が先夜見た欧おう州しゆうのものに近くなっていて、人狼女王レーネ・デ・ガルウが中で涼みながら会議に参加している事を教えてくれる。さて自分もどうするかと、そんな事も思ったのだが、

「ま、よかろ」

　義光は、武蔵副ふく会長の言葉が届いてきた表示枠サインフレームを閉じた。

「──それを忘れず、新たな邂かい逅こうにも告げられるなら重ちよう畳じよう。

　こちらは安心して、最も上がみの産業の内、何が関かん東とうや東とう海かいに価か値ちをもたらすか、それを検けん分ぶんして回るとするかえ」

　そして森に背を向け、彼女は一ひと息いきを入れた。

「貴き様さまも気になるかえ？　──正まさ木き・時とき茂しげ」

　は、と声を上げたのは、森の中から引き揚あげてきた武ぶ神しんを検分していた人ひと影かげだった。武蔵の重じゆう武神が運んできた里見の武神は、〝信しん〟も〝考こう〟も、この北口の広場に着ちやく座ざしていた。

　どちらも破は損そん状況は酷ひどいが、修しゆう復ふくは進んでいるようで、

「〝考〟とやらの方が一いつ刀とう両りよう断だんだから、貴様の武神と腕など換かん装そう出来るかのう」

「そう簡単なもんじゃないわよ。大体、私とは得え手てが違うわ」

「──政治は不慣れかえ？」

「いきなり何よ。──政治なんて、大体不得手でしょ？　だって責任とる必要があるもの」

「戦う場合はどうしておるのだえ？」

「負ふ傷しようや損そん失しつは、責任の折せつ半ぱんだと思うわ」

　武神の上に乗って、表示枠で破損箇か所しよをマークしていく時茂の言葉に、義光は小さく笑った。

「負ける訳わけよのう」

「……何がよ」

「義よし康やすの方が優ゆう秀しゆうぞえ」

「解わかってるわ。こっちはろくに外にも出た事がない戦せん闘とう屋やだし」

　だから、と時茂が言った。

「──だから人の上に立ちたくないのよ」

「これは失しつ敬けい。分ぶんは持っておるようよの」

　狐きつねは、口くち元もとに扇せん子すを当てて、武神に近づいた。時茂がこちらに視線を向け、周囲にいる作業員達も顔を上げるが、軽い会え釈しやくで礼れいは済むものだ。

　義よし光あきからしてみれば、武ぶ神しんは伊達だての重じゆう装そうが基き礎そとなる。極ごつ寒かん地ちでの長期戦のため、骨こつ格かく太く、駆く動どう系けいも巨きよ大だいなものから比較すれば、航こう空くう戦を主とする里さと見みの武神は線が細い。

　さてまあ、と義よし光あきは武神を扇せん子すで叩たたきながら言う。

「夏休みで直せるかのう。──おお、ここら、中の部品が落ちとるぞえ」

「叩くな……！」

「おやおや、──この程度で壊こわれるのかえ？」

「私の機き体たいだ」

「ハ、それがいかん。貴き様さま、これから副ふく会長兼けん副ふく長ちようとしてやっていくのであろ？」

　義光は、扇子を手元で回し、腰に納めて時とき茂しげに告げた。

「他人の機体でも文もん句くをいうとええ。──それが貴様の政治の始まりぞ」
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「──つまり、私を救ったのは、武蔵むさしの大方針ゆえでありますか？」

　クリスティーナは、言葉を選びながら問うた。

「だとすれば、忠ただ興おき様が嘆たん願がんした時、打だ算さんは無かったというのでありますか？」

「打算があっても、大方針ゆえに貴女あなたを救う事になっただろう」

　と、武蔵副会長が言った時だ。対岸から、全ぜん裸らが声を掛けてきた。

「おいおい、セージュン、教えてやれよ。

　そこの長なが太ぶとが、いけると思って上越露西亜スヴイエート・ルーシのシールド姉ねえちゃんと戦せん闘とうしたり、上手うまくいかねえからってチンコ真まっ黒くろにしながら泣いて頼んだりしたんだぜ」

「真っ黒に……！」

　あ、いけないであります。反応するのそこではありませんとも、ええ。

「忠興様が、泣いて……？」

　凄すごく、知ってみたい。だが、横の彼が対岸に向けて叫んだ。

「知らなきゃいい事まで言うんじゃねえよ！」

「はああ？　オメエ、悔くやしかったらこっちまで来いよ！　逃げるから！」

　どういう理り屈くつか解らないが、忠興が拳こぶしを握って我が慢まんするのが見えた。相手をするだけ無む駄だ、というのが共通解かいなのだろう。

　そして一ひと息いきついた忠興が、対岸を見たまま、こちらから視線を逸そらす。

「しょうがねえだろ」

「は？」

「しょうがねえだろ、って言ってんだ」

　そうじゃないであります、と思ったが、忠興は座った体を段々と姿勢低くしながら、

「……うちの連れん中ちゆうに相談したら、まずは改派プロテスタント、そこから六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズ、それで最後に武蔵に、って盥たらい回まわしでよ。最後、ここしかなかったんだよ」

「まあ、他国は、いろいろ事情があるからな」

　武蔵むさし副ふく会長が吐と息いきで告げた。そして彼女は、

「だが、私達の方針は、三み河かわで示したものだ。他国との関係性も弱いがゆえ、その方針に則のつとるならある程度は自由に行動出来る。だからまあ──」

　武蔵副会長が、口の端はしを軽く上げた。

「長なが岡おか、泣く必要は無かったぞ」

「あれは勝負に負けてだよ！　痛かったし、救えねえとか、そういう事じゃねえよ！」

　初めて知る事ばかりだ。

　流石さすがに直近。武蔵上での秘ひ匿とくされた内容だと、こちらで把は握あくは出来ていない。

「まあ、何だ。こういう話も、一いつ緒しよに飲んでしまうのは、うちの大方針の悪いところだな。

　長岡が挫ざ折せつしようが泣こうが、寄ってたかって救ってやる、そういう事だから」

「では」

　と、クリスティーナは話を切り出した。

　自分が武蔵の大方針によって生かされたというならば、

「何故なぜ、私を、〝使わない〟のでありますか？」

「では逆に問おう」

　武蔵副会長が、こちらをまっすぐに見て、問うてきた。

「君は、本ほん能のう寺じの変へん介かい入にゆうについて、自分が最大のキーマンだと思っているのか？」

「セージュン！　女にマンじゃねえよ！　キーガールかキーレディじゃねえの!?　イエー！　セージュン君、英国弁べんが出来ませええええん！」

「何を言っているのですか葵あおい君くん！　ババアは全員キーグラン……、キーヒューマンで手を打とうと、小しよう生せいは女性陣じんの視線に対して譲じよう歩ほしましょう……！」

「瑞典スウエーデン総そう長ちよう、あそこらへんは無視していいからな」

　はあ、と頷うなずき、クリスティーナは考えた。

　……私が、本能寺の変介入の最大権けん限げん主しゆではない、と……？

　意い外がい、という言葉は思った。

　だが、驚きには至らない。疑念にも至らない。

　この会議、武蔵副会長の態度を初めから考えると、腑ふに落ちる。何故彼女が、こちらを優先とせず、諸しよ処しよの方策を考えては提てい示じしていったのか。それは、

「私を最終手段としたくないから、……と、そう思っていたのでありますが」

　クリスティーナは、反応を見るために言葉を投げかけた。

「──実のところ、最終手段の一つ前が、武蔵にはあるのでありますね？」

　問いに答えは来ない。

　だが、無む言ごんこそが雄ゆう弁べんだ。何故なぜなら、

「それは恐らく、簡単には口に出来ないような方法。

　それは恐らく、何かの犠ぎ牲せいを払うような方法。

　それは恐らく、私よりも確実かつ強力に本ほん能のう寺じの変へんへの介かい入にゆうを成功させる方法」

　しかし、

「ただ、──その手段を使う気がないので、諸しよ処しよの方策を思し案あんしていたのでありますね？」

　問うた先、やはり返答はない。

　……確定でありますね。

　迂う闊かつには言えない。そういう事だ。

　だが、ここで疑問が生じる。武蔵むさしが持っている、自分などよりも強力な本能寺の変介入の手段とは、一体何なのか。更さらには、

　……妙みようでありますね。

　クリスティーナは、一つの疑問を自分の中に追加した。

　もしその問いかけが正しいものならば、

「──ひょっとして、私が、その方法を作ってしまったのでありましょうか」

「何故、そう思う？」

　武蔵副ふく会長が問うてきた。

　ゆえにクリスティーナは、即そく答とうした。

「私が先さき程ほど、P.A.Oda以外の敵として京きようの存在をあげたのであります。

　武蔵勢ぜいにとって、それは未知の情報と見けん地ち。ならば、京が敵と解わかる以前に、私よりも重要な方法が確定しているというのは妙ではないかと、そう思うのであります」

「ただ単に、君と京の重要性が、その方法に足りてなかっただけではないのか？」

　ならば、とクリスティーナは微笑した。

「その方法は、私が京の情報を伝えても通用するものでありますね？　つまりは──」

　つまり、

「京に関係する、何かでありましょう」
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・あさま：『誘ゆう導どうされました？』

　浅あさ間まの問いかけに、正まさ純ずみは否定の言葉を作った。浅間も、実際のところはこちらの答えを理解しているのだろうと、そう思いながら、

・副会長：『気にするな。──どうせすぐに答えには至る。そういう人だ。

　だからこちらからも、ある程度の示し唆さはしておく、情報の出し渋りに理由はあっても敵意は無いと知らせなければならないし、その辺りを読み取れる人だからな』

・●　画：『読み取りを期待出来るんだから、情報処しよ理り能力を相当買ってるわね』

・貧従士：『そういうものなんですか？』

　Ｊｕｄジヤツジ．、とナルゼが応じた。

・●　画：『期待、邪じや推すい、勘かん違ちがいや知ち識しき不足に世せ代だい差さ、そう言ったものがあるから、情報っていうのはその中なか身みが伝わっても、捉とらえ方にバイアスが掛かるの。

　だから情報を悪用する連れん中ちゆうは、中身を正しく理解しながら、歪ゆがんだバイアスでそれを解かい釈しやくして〝私の理解が一番正しい。これに皆が従うべきだ〟とかやり始めるの』

　まあ大体そういう事だ。

・副会長：『情報というものに精せい通つうしていると、実は情報には解釈を含める必要など無いという事が解わかってくる。何故なぜなら情報とは〝そのもの〟だからな。

〝国が滅びた〟という情報なら、それは〝国が滅びた〟んだ。

　だが、その理由は、別だ。どう理由があろうとも、理由とは、それを思う人の知識量や指向によって都つ合ごう良く解釈されたものとなる。

　そして、〝理り屈くつが通れば本当となる〟という詭き弁べんで、事実は〝ただあるだけの形〟が歪んでいって、正しい読み取りが出来なくなっていく。

　そして往おう々おうに、人は、事実よりも理由を思いたがり、重視したがり、自ら見誤るんだ』

　自分も昔、極きよく東とうの現状に対してそうだったな、と正まさ純ずみはそう思った。だが、

・副会長：『彼女は情報を集め、それをそのまま受け止められる人間だ。──その点だけでも、私達は瑞典スウエーデン総そう長ちようを全面的に信用出来る』
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　正純は、クリスティーナが顎あごに手を当て、思し案あんに入ったのを見る。

　今、彼女の頭の中では、膨ぼう大だいな情報が、何らかのプロセスで展開しているのだろう。

　表示枠サインフレームを開きもしないという事は、情報の確かく認にんによる強調化をしないという事だ。

　つまり印いん象しよう重視の筋道みちすじを先に作らぬ事で、最初に答えありきを排はい除じよする。

　……だとしたら、情報の複合連結をしつつ、最終結まで絞しぼり込まない方法か。

　一つの情報があったら、それに連結出来る情報を並べ、順じゆん次じ拡大していく。

　その拡大の先に、答えとなるものが出てきたら終しゆう了りよう。

　言葉で書くと簡単だが、一つの情報に繫つながる情報は、それこそ無数なのだ。

　見知らぬ土地で、地図無しで、定かでは無い目的地にたどり着くような行為だ。

　だが彼女はきっと、これをずっと行ってきたのだ。

　半なかば軟なん禁きん状態のようにあった長なが岡おか夫ふ人じん。M.H.R.R.神聖ローマ帝国に人ひと質じちのように囲われた瑞典総長は、外がい界かいを想そう像ぞうの場ではなく、情報によって歩けるレベルでの〝そのもの〟とした筈はずだ。

　ならば、

「どうだ、瑞典スウエーデン総そう長ちよう。君の世界は出来たか？」

「一つ問うていいでありましょうか」

「何をだ」

「──それを行えば、恐らく、武蔵むさしは他国に対して遙はるかに優位に立てるものでありましょう。そして、これは本ほん能のう寺じの変へんに限らず、常なる場において、そう出来るものでありましょう」

　では、とクリスティーナは言った。

「何故なぜ、それを行わないのであります？」
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　アデーレは、クリスティーナの言葉に首を傾かしげた。

　……そんな凄すごいもの、武蔵にありましたっけ？

　鈴すずに問おうと顔を向けると、先に気付かれたのか、慌あわてて首を横に振られた。

　というか、よく考えてみたら、

・貧従士：『鈴さんとか、〝それ〟ですよ！　武蔵の最終前まえ髪がみ武ぶ装そう！　だって現状、武蔵は鈴さんいないと成り立ちませんし、鈴さんがいれば京きようのP.A.Odaとか、目じゃないですよ！』

・ベ　ル：『そ、そんな事、ないっ。ア、アデーレだって、ほら』

　言われてアデーレは、おおっ、と自分を鑑かんがみた。確かに、答えが不確定な現在、自分が解答そのものという可能性もあるのだ。だからアデーレは、

・貧従士：『じ、自分が最終武装って可能性はありますかね!?』

・賢姉様：『フフ、じゃあ私、初めから二番目武装ね！』

・ホラ子：『メアリ様と直なお政まさ様の武装具合が近きん似じで破は壊かい力判はん断だん難しいですね』

・金マル：『あるなしクイズ始まってる？』

・貧従士：『無いですよ！　無いですよ！　一発で最終武装って身に染しみましたよ自分！』

　とりあえず自分じゃないのはよく解わかった。

　だが、そうだとすると、

・貧従士：『クリスティーナさんの言う凄いものって、何なんです？』

　対岸、いきなり馬ば鹿かが気き合あいを入れるようにスクワットを始めたが、忍にん者じやと半はん竜りゆうと労働者も同じような事を始める辺り、向こうも向こうで自じ意い識しき過か剰じようのようだ。

　しかし、不ふ意いに言葉が来た。

　クリスティーナだ。彼女は居住まいを正し、水着の上に羽は織おっているシャツを直した上で、静かにこう言った。

「武蔵の最終手段より一つ前。そして私などよりも強力な手段。それは──」

　言葉が、夏の日の下にぽつりと投げかけられた。

「元もと東とう宮ぐう。──東あずま様を武蔵の代表として前に立て、京へと入るのでありますね」
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　東あずま。

　元もと東とう宮ぐうという存在の示し唆さについて、正まさ純ずみは頷うなずいた。

　しかし正純は、腕を組み、上を見た。

　ここは休きゆう憩けい所じよの新設された屋や根ねの下。見上げたところで木の軒のきだが、空は見え、

「Ｊｕｄジヤツジ．、私達には東がいて、彼を前に立てれば、京きようへの侵しん攻こうは可能だろうと思っている」

　だが、と正純は言った。

「個人的な意見ではあるが、──私としては、それこそが最終手段でいいのではないかと、そうも思っているのだ」
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　正純は、自じ嘲ちようめいた吐と息いきが口から漏もれるのを自覚しながら、前を見た。

　正面。瑞典スウエーデン総そう長ちようが、こちらをじっと見つめている。

　一体どういう意い図となのかと、そう言いたげな顔だと、正純は思った。

　……偽ぎ善ぜんと、そう取られるだろうな。

　だから言っておく。

「先に言っておくと、東の場合、ちょっと事情が違う。彼は元々が帝みかどの子だが、還げん俗ぞくし、現状ではうちの一生徒に過ぎない。そしてきっと今後も、だ」

　襲しゆう名めい者しやが、己おのれの身分を盾たてに政治的な動きをするのとは別だ。

「東は、──それをしない場所にいるのだ」

　だから、

「彼が思う自分の幸いを、私達は可能な限り法で保ほ護ごする義務がある。それが国民に対する国の義務というやつだな」

「しかし、少々、甘いのではありませんか？」

　確かに甘い話だ。何故なぜなら、と思う先を、瑞典総長が言った。

「国民一人の立場を、国を動かして戦争する最終手段よりも後ろに持って行くとするならば、国の存続はどうなるのであります？　──国民全体を活いかす〝国〟の方が、国民一人よりも有事の場合は優先。それが国家としての必ひつ定じようでありましょう」

「それ。な」

　正純は、同意の意い思しを見せるために応じ、首を下に振った。

　言うべきは、ただ一つだ。

「だが、私達は、──一人の命をどうするか、という問いを三み河かわで始め、ネルトリンゲンまでを応こたえてきたのだ」

「ならば──」

　瑞典スウエーデン総そう長ちようが、横の長なが岡おかを一いつ瞬しゆん見て、こう言った。

「私も確かにその一人でありましょう。ただ、こういう事実もありましたでしょう？」

　瑞典総長が、息を一度吸い、眉まゆを立てた。

「──武蔵むさしとて、人の命で救われたり、それを見届けた事もありましたでしょう。

　その矛む盾じゆんについてはどう応じられるのであります？」

　Ｊｕｄジヤツジ．、と正まさ純ずみは応じた。そして、うーん、と頭を搔かき、

「それ言われると結けつ構こう弱いなあ」
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・ウキー：『おい正純！　トーリみたいにオチをつけるな！』

・十ＺＯ：『Ｊｕｄ．！　感心しながら聞いていたら何事かと思ったで御ご座ざるよ！』

・長安定：『こら！　こっちに冷ひや汗あせ搔かせるような事言うんやないで……！』

・副会長：『お前ら少しは慣れろよ。うちは大体こうなんだよ』

・約全員：『ひ、開き直った……！』







[image: 第四十八章『決着場の思い人』]
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　あのな？　と武蔵むさし副ふく会長が言うのを、クリスティーナは聞いた。

「一応今の、うちの方針なんだ。そうであろうと思ってるし、精度をあげる施し策さくは考え続けるに吝やぶさかでない。──だが、何事もそうでありたいが、一つ不出来があったら、駄だ目めか」

　だとしたら、

「何故なぜ、黎れい明めいの時代から、否いな、それ以前、神かみ代よの時代から、教きよう譜ふの戒かい律りつや、法律などはあるのだろうな」

「──論点が、ズレているのではありませんか」

　交こう渉しようは、正直、あまり得意ではない。全力で引きこもっていたのだ。だから情報を思い、感情を揺らさぬ事は出来るが、駆かけ引きは得え手てではない。

「私が問いたいのは、ケースバイケースとして、では、そのケースが生じた時に、武蔵側がそれをどう判はん断だんするのか、と言う事であります」

「つまり、起きたケースに対し、勝ち負けがどうあるか、か」

「Ｔｅｓテスタメント．、そのような意味で宜よろしいであります」

　Ｊｕｄジヤツジ．、と向こうが応じた。

「では一つ問おうか。私もまだ、定かに見切れてない事だが……」

　問いが来た。

「生きるとは、死ぬとは、どういう事だ」

　問いが二つ来たでありますよ？
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　ホライゾンは、正まさ純ずみの言葉に眉まゆを動かした。

　……今のは、ホライゾンが真さな田だの天てん竜りゆうの方に聞いたのと似た内容ですね。

　無む論ろん、そのような事はよく自じ問もんし、幾いくつもの国の動きや、人々の判断から答えを得ている。

　自分の中では、ある程度の結論が出ている内容だ。そしてそれは、

「瑞典スウエーデン総そう長ちよう、──貴女あなたの外がい交こう館かんは何処どこにある」

　重ねて問うた正純の質問に、クリスティーナが首を傾かしげてこう答えた。

「多た摩までありますが、それが何か？」

「だとしたら、途と中ちゆう、奥おく多た摩ま左さ舷げんの自然区く画かくを通ってきたな」

　あの場所を、何と呼ぶか。

「後こう悔かい通どおりと、ちょっと前まで呼ばれていたんだ。何故か解わかるか」

「それは──」

「トーリ様が、昔、ホライゾンが事故でおっ死ちぬのを止められず、それが後悔となって足を踏み込む事が出来なくなった。そんな由ゆ来らいですが──」

　ホライゾンは、クリスティーナと視線を合わせて言葉を作った。

「コレ、よく考えたらトーリ様に対してのイジメではないでしょうか。自分の失敗が地名の俗ぞく称しようになるとか、結けつ構こう半はん端ぱない気がしますが」
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・俺　　：『うーん、でも俺おれやっちゃったしなあ的な？　そういう意味では、皆もそこらへん解わかってくれてんのね的な、そういうのあったかなー……。ほら、皆もホライゾンの事、忘れてねえんだな、って証しよう拠こでもあるしさあ』

・未熟者：『今だから言うけどね。──正直、ちょっと謂いわれの在り方としては格かつ好こ良いとか思ってたね、僕は』

・●　画：『というか、通りの名前が仮にでもあった方が楽よね。〝あの通り〟とか、逆に変に気を遣つかってて気持ち悪いし、後こう悔かい通どおりの方が、総そう長ちように対しては〝アンタのいろいろこっちも知ってるから〟ってのが伝わると思うし。──って、伝わってたかしら？』

・俺　　：『あー、まあ、気を遣わねえようにしてんだな的には』

・金マル：『おおう、ガっちゃん気遣いの人だよ……！』

・ホラ子：『しかし、しつこい男だと思ったら、そこまでとは……』

・あさま：『ホライゾン！　ホライゾン！　ナルゼが珍めずらしくいい話で終えようとしたのに、後悔とは別の追い打ち掛けてますよ！』
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　まあいろいろだなあ、と思いながら、正まさ純ずみは言う。

「失うのはよくない事だ。だが、その一方で、後悔というものが、どれだけ、人を苛さいなむものかと、そうも考えている」

「後悔を晴らせば、それでいいのでありましょう」

「Ｊｕｄジヤツジ．、そうだな。うちの馬ば鹿かもそうした。──だが、後悔とは難しいものだと思う」

　何故なぜなら、

「後悔とは、生きながらにして、死にたいと思わせるものだ」

　馬鹿の過去。馬鹿姉あねが正したのは、それだ。そして、

「だからこそ、──後悔を晴らすため、後悔を得ぬために、人は、生きながらにして、生きたいと思うのだと、そう思う」

　解るか。

　長なが岡おか。お前の事だ。更さらにこれは、馬鹿や、クロスユナイトや、里さと見み・義よし頼よりや、アンヌ達、真さな田だの者達や、北ほう条じようの者達も同じだ。

　後こう悔かいを晴らすため、また、後悔を得ぬために、生きに行く。しかしこれは、

「生きると、死ぬの、言葉の置き換えではありませんでしょうか」

・俺　　：『おい。誰だれか長なが太ぶと嫁よめに言ってやれよ。セージュンにそう嚙かみ付くと瑞典スウエーデンとの戦争になるぞ、って』

・ホラ子：『置き換えクイズで戦争とは、正まさ純ずみ様もバリエーション豊かですな』

　一いつ瞬しゆん、ツッコみ掛けて堪こらえた。瑞典総そう長ちようの問いに対しては、明確な答えがあるのだ。

　それは、今までの皆が見せてくれたもの。

「──違うと、そう言っておこう」

　何故なぜなら、

「生きに行く者達は、皆、事を為なした後の己おのれや、世界を、ちゃんと見ていた」

　そうだとも。

「誰も、そこで終わりと思っていなかった。

　先にいる新しい自分や世界を思いもし、また、それまでの自分が後悔無くそのままいられると思っていた。そのために動いたのだ。

　──決して、そこで終わりという、死を先に見ていた訳わけではない」

　だから、と正純は言葉を続けた。これは、以前にも言った台詞せりふではあるが、

「──だから、惜しいのだ」
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「私達に出来るのは、可能な限り、それを手伝う事だろうか。必要ならば殴なぐり倒しても共に行く。それが出来る国であれと、そう教えられて来たのだ」

　という正純の言葉を聞きながら、浅あさ間まは表示枠サインフレームの流れを見た。

　……あら。

　ホライゾンが、彼に言葉を投げかけている。

・ホラ子：『以前、トーリ様がホライゾンと再会せねば、下の本土に降りて、自分を新しくやり直すか、そのままで行くかどうか、みたいな話を聞いた気もするのですが』

　あれは、多分、きっと、

・ホラ子：『あれは、そろそろ生きてもいいんじゃね？　的な、そんな思いだったのですか』

・俺　　：『俺おれ、セージュン程もの考えてねえぞー。それに──』

　それに、何だろうか。疑問に思った先で、彼が言った。

・俺　　：『姉ねえちゃんのガツン食らってから、後悔はあったけど、それと生きるのは別居してたんじゃねえの？　だから毎日楽しかったし、皆だって俺の事、支えてくれたしよ』

　Ｊｕｄジヤツジ．、とホライゾンが応答した。

・ホラ子：『それで重ちよう畳じようですトーリ様。ようやく繫つながりました』

　自分にも、何となく解わかった。ホライゾンが確かく認にんしようとした今の流れが示すのは、

　……これ、トーリ君のホライゾンへの思いというか……。

・ホラ子：『そんな状況でホライゾンと再会すれば、──まあ、トーリ様の自己申しん告こくでは、以前のホライゾン抜きで、との事なので、こういう事なのでしょう。つまり──』

　うん、と浅あさ間まが頷うなずいた先。思った通りの言葉が来た。

・ホラ子：『頑がん張ばってるホライゾンが、かつての朝食ミスったホライゾンと重なっていたかは別としましょう。契けい機きは何であれ、という事で。

　ですが、そんなホライゾンを横に置く際、自分は、もう二度と後こう悔かいするような事はしないだろうと、ホライゾンが勤きん勉べんで真ま面じ目めで聡さとめゲッでまあ頑張っているのを見て、そういう風ふうに思われた訳わけですか』

・銀　狼：『ホライゾン！　嚙かんでも進める勇気、見み事ごとですわよ！』

　ホライゾンがミトツダイラに両の親指を上げて見せる。そして彼女は、

・ホラ子：『ホライゾン、なかなか重大ではありますね』

　何故なぜなら、

・ホラ子：『確かにホライゾン、いなくなってしまうと、トーリ様は別の自分をやっていくか、今を認めるかなど、ちょっと面めん倒どうな事になってしまうのですねえ』

・金マル：『……えーと、コレ、新種の依い存ぞん？』

・●　画：『依存というより、切り替えスイッチみたいなもんじゃないかしら。ホライゾンのいる、いない、で分ぶん岐きした感じね』

　いないと駄だ目め、というのとは確かに違う。いるとこっち、いないとあっち、みたいな、確かに彼が、彼女の存在を〝ゼロベースの分岐〟として言う訳だ。

　……あー、成なる程ほど……。

　自分をどうするか測っていた人が、ホライゾンが来て落ち着いた時、プラスを加算していたこちらも大だい事じだったと、そう思うようになった訳だ。

　これはきっと、ホライゾンも同じで、彼がマイナスに落ちないよう、支えていたこちらの必要性を、ホライゾンは思った。自分だけでは、また彼がマイナスに落ちるかもしれないし、プラス分が無いかもしれない、と。

　だから彼女はこちらの涙を手に取るのだ。それはマイナスのように見えて、プラスだったから、自分の選択が正しかった一方で不ふ思し議ぎな事だと、触れてみたかったのだろう。

　……ああ、うん……。

　浅間は思う。自分の場合もそうだったが、こういうの、後から気付くとギャップのショックがでっかいんですよね、と。だから今、ホライゾンもそうだろうし、

「──正まさ純ずみ」

　自分達の結論は、今のところ、今の形だが、見えている。ならば、

「私達は、そういう正まさ純ずみを支持しますよ」
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　正純は頷うなずいた。

「まあ、言い方は難しいが、少なくともソレが、東あずまの望むところでないならば、または自分を犠ぎ牲せいにすればいい、というそれだけならば、東は武蔵むさしの政治の部品に過ぎないし、それは理り屈くつとして、今まで私達が止めてきた事と同じだ。──つまり、私達の負けだな」

「ならば」

　と瑞典スウエーデン総そう長ちようが言葉を重ねてきた。

「元もと東とう宮ぐうが一市民だとするならば、──武蔵の戦せん士し団だんや、戦せん闘とう参加する人々には、そのような〝望まぬ現状に従う〟者はいないと？」

「全てが一いち様ような正解を求められると、なかなか困る。個人の心情の自由はあるし、実際、だからこそ三み河かわでは生徒総会の相あい対たい戦せんが行われ、アルマダ辺りでは新人連れん中ちゆうが結けつ構こうキツかったりもしたし、三み方かたヶ原はらの後では結構な人が去った上で二度目の生徒総会もあった。今ではまた北ほう条じようの滅めつ亡ぼうなどで人の流入などもあるが、人それぞれの流れがある事は変わらない」

　ただ、

「最終的な事を言うと、──気に入らないなら現状を変える制度はある。それが出来ないなら単なる愚ぐ痴ちか参考意見だ。後者はこちらとしても有あり難がたいが、前者で済むなら結局それはツンデレと言って良い」

・俺　　：『オメエ、使った事が無い言葉を……』

・金マル：『というか、デレの部分が〝戦争参加〟なんだけど、それでいいの？』

・●　画：『や、やだ！　アンタのために戦争する訳わけじゃないんだからね！　本当はこんな事いやなんだからね！　でも、せんそうしゅき……！　ホントはだいしゅき……！（エコー）』

・副会長：『やかましいよお前ら』

　ただ、目の前にいる瑞典総長が、同じ思いなのか、苦く笑しようした。

「横おう暴ぼうでありますねえ」

「まあ、他の一市民は〝元東宮〟ではないからな。事情がまた違う。

　そして私としては、そうはならないよう努力はしている」

　それに、

「〝国の流れに自分を巻き込むな〟というならば、選挙で晴らすか、一いつ丁ちよう生徒総会だろう。うちは二度やってるから慣れもあってな。この辺り、上手うまい方法があるなら教えて貰もらいたいものだ、瑞典総長」

　ともあれ、と正純は言った。

「もし、方法が無くなり、誰だれかに介かい入にゆう補ほ助じよの強制をするような事になれば、国として負けだ。この場合、私としてはもう総員突とつ撃げきを視野に入れていいと思っている。

　だからその場合、武蔵むさしに住む民たみ全員の幸いを、私が預かる事になるな」

「オメエじゃねーぞおー」

「あのなあ、私が預かってお前に渡すんだよ。いきなりお前だと皆嫌いやがるだろうが」

「あの、正まさ純ずみ？　私も何となくそう思うのですけど、人ひと前まえだから言葉選んだ方が良いと思いますわよ？」

　最近、馬ば鹿かに味み方かたが増えた、と正純は内ない心しんで半はん目めになる。

　ただ、と声が来た。瑞典スウエーデン総そう長ちようだ。彼女はこちらに視線を向け直し、

「──では何故なぜ、私を使わないのであります？　私は武蔵の市民ではなく、立場も総長。政治に関わるべき覚かく悟ごはありますゆえ。それを使わないのは、まさか、私に〝生きる・死ぬ〟などを勝かつ手てに見ているからでありますか？」

「そんなつもりはない」

　いいか？　と正純は右の手を上げた。

「──さっきも言ったろう。貴女あなたは何もしなくていいのだ」
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　先さき程ほど投げかけた言葉を、正純はもう一度言う。

　そしてその上で、正純は右手を振った。

　すると、何も手先に出なかった。

　ん？　と思って足あし下もとを見ると、ツキノワが黒くろ藻もの獣けものと遊んでいた。黒藻の獣を転がしてプールサイドの掃そう除じをしているのだが、お互い結けつ構こう楽しいらしい。

　……ツキノワも成長したなあ……。

「正純！　正純！　ソッコで目的忘れてますのよ!?」

「ああそうだ。おーいツキノワ、ちょっと一枚表示枠サインフレームくれ」

『ま──？』

　否いな、別に戻ってこなくていい。充分足りる。

　正面、瑞典総長がこちらとツキノワを半目で見比べているが、そんなにツキノワが可愛かわいいか。やらんぞ。

　ははは、と小動物を愛めでる政治家を素すで見せながら、右手で表示枠を操そう作さ。二度程間違って浅あさ間まに聞いたが、目的のものは引き出せた。

　瑞典総長に投げかけたそれは、

「武蔵での自由行動許可だ。渡と航こう手続きの正式完了証しようであり、瑞典側の認にん可かが必要だが、君の手によるサインならそれと同等になろう」

「な、何がでありますか？　今の話し合いとは、全く関係の無い──」

「そんな事は無い」

　正まさ純ずみは、静かに言って、言葉をこう繫つなげた。

「──君には、可能な限り、武蔵むさしにいて欲しいと思っている。そういう事だ」

　一ひと息いき。

「可能であれば、本ほん能のう寺じの変へんが終了するまで、だ。それ以外は望まない」
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　クリスティーナは、武蔵副ふく会長の意い図とを理解した。

　何故なぜ、自分が何をしなくてもいいのか。

　何故、自分に、武蔵の自由行動許可が与えられるのか。それはつまり、

　……武蔵は、独自の介かい入にゆう方法を模も索さくした上で──。

「──私を、対P.A.Odaの抑よく止し力りよくとするのでありますね？」

「正確には、本能寺の変介入までの、だ」

　武蔵副会長が、静かに言った。

「そうとも。──貴女あなたがいれば、それだけで本能寺の変への介入は楽なのだ」

　確かに、とクリスティーナは自覚の上で改めてそう思う。

　明あけ智ち・光みつ秀ひでの娘むすめというならば、介入機き会かいはいつでもあるようなものだ。ならば、

「確かに、……私が長なが岡おか夫ふ人じんである以上、私はそれだけで、常なる介入機会を有しているのであります」

「Ｊｕｄジヤツジ．、ならば簡単だ。貴女にわざわざ動いて貰もらって瑞典スウエーデンと軋あつ轢れきするより、貴女がバックにいるように見せかける事で、常時における私達の動きへのバックアップになって貰う」

「──他国を、欺だますのでありますか？」

「貴方が武蔵にいて、いつでも本ほん気きで介入出来るのは事実だ」

　ならば、

「そこで他国が邪じや推すいしようが、尻しり馬うまに乗ろうとしようが、そこは政治的駆かけ引きの世界。

　そして瑞典総そう長ちよう、他人は、貴女程情報にまっすぐ向き合うのに耐えられない。

　都つ合ごう良く、そして都合悪く事実をねじ曲げるなら──」

　うん、と相手が言って、肩をすくめた。

「それこそ、貴女には武蔵で気楽に夏休みを満まん喫きつして貰えれば、と思う」

「そんな、幾いくら何でも、それは一種の軟なん禁きんで……」

　横、忠ただ興おきが小さく咳せきをした。

　彼の態度に、クリスティーナは一つの事を思い出す。

　……私、つい先日まで、自己軟禁やっていたのでありますよね……。

　その意味が解わかっているのだろう。忠興がやれやれと言葉を作る。

「俺おれは今のところ、ここが安全だろうって思ってるけど。──お前がそれで大だい事じにされてねえって思うなら、また何か考えて何処どこか行くぞ」

　う、とクリスティーナは息が詰まる己おのれを自覚する。

　これ以上、十四歳さいに手て間まを掛けさせる二十八歳でありたくはないと思うし、向こうでは浅あさ間ま神じん社じや代表が、第三特とく務む達と、

「ほら、アサマチ、ああやって甘えるんだよ。憶おぼえておくといいよー」

「何だか、理り屈くつ的には逆ギレっぽいですよね、あれって……」

　……あっ、私、面めん倒どくさい女になっているでありますね。

　これは恥はずべき事。自じ重ちようであります。

　だが、一つ、確かく認にんしたい事がある。それは、

「──私の本国、瑞典スウエーデンとの調ちよう整せいはどうするのでありますか？」

　あ、と声をあげたのは浅間神社代表だった。

　彼女は一枚の表示枠サインフレームを出し、こちらに向ける。

「クリスティーナさんの御付きだったマリアさん？　彼女が瑞典に戻ってまして、夏休み掛けて一いつ切さい合がつ切さい調整するのでお待ち下さいとの事でした。何だか、瑞典の生徒会と総そう長ちよう連れん合ごう、あと市民の皆さんが、クリスティーナさんの帰き国こくもですが、何だかんだでクリスティーナさんの嫁とつぎ先決定を喜んでいるそうで、可能でしたら神しん道とうアバウトなんで浅間神社もネルトリンゲン戦のバックアップに入りましたから御利用頂いただけると嬉うれしいですね」

「智とも！　智！　何か後半違うものになってますのよ！」

　だが、クリスティーナとしては、

　……そうでありました……！

　聖せい譜ふ記き述じゆつの時代として考えてみたら、結婚適てき齢れい期きは余よ裕ゆうで超過だ。

　それが死し亡ぼう回かい避ひと嫁ぎ先決定となれば、国はいろいろな事情を抱えつつも祝しゆく賀がで大おお騒さわぎに違いない。大体祭があれば生徒会の支し持じ率りつも上がる。ならば夏休み中にお忍しのび帰国するより、

「──二学期最初の朝ちよう礼れいで帰き参さん報告を御お願ねがいします、だそうだ」

　武蔵副ふく会長の言う通りだ。横に座る忠ただ興おきが、首を傾かしげつつも、

「俺も行くんだろ？」

「Ｊｕｄジヤツジ．、多分お前には、瑞典用に二重襲しゆう名めいを期待される筈はずだ。武蔵むさし上、夏休みは鍛きたえてやるから感かん謝しやするといい」

　指さす対岸、股こ間かんに爆ばく竹ちく筒とうを挟んだ馬ば鹿かと、忍にん者じやと、半はん竜りゆうがいる。いきなり気き合あいを入れたスクワットをし始める彼らの横、一番頼りになるのは並んで指立てを始めた両腕うでの気がするが、忠興にしてみればいい迷めい惑わくであろう。

　だが、彼を見てみれば、

「そんなもんでいいのかよ、マジに」

　ほ、と息を漏もらした彼の安あん堵どの顔に気付き、クリスティーナは己おのれの思い違いを悟さとった。

　……忠ただ興おき様。

　彼は、自分といられるという事に前向きだ。

　済まないとか、迷めい惑わくとか、思っていない。これは、

　……ああ。

　十四歳さい。実力不足。泣きもした。

　それに比べれば、鍛たん錬れんで機き会かいが得られるのは僥ぎよう倖こうな世界だろう。そして応じる方も、

「おい長なが太ぶと！　瑞典スウエーデンでの英えい雄ゆうバブルは短えから、しっかり鍛きたえねえと駄だ目めだぞオメエ！」

「バブルもねえ奴やつがうるせえよ!!」

　そういう事だ。

　ほ、と吐と息いきして、クリスティーナは数秒、目を閉じた。ここであった情報を、己の中に収め、向き合う。面めん倒どうな事、厄やつ介かいな事、少々の理り不ふ尽じんも感じるが、それらは自分の幸せを手に入れた時の駄だ賃ちんだと思えばいい。本国も喜んでいるなら、それは己の恥はじの価か値ちというものか。

　全く。

　随ずい分ぶんと自分は、変わってしまう事を受け入れられる。

　だから目を開け、クリスティーナはこう応じた。

「Ｔｅｓテスタメント．、大おお方かたの部分、今後、必要あらば交こう渉しよう次第で変動可能という前ぜん提ていで了りよう承しようするものであります」

　お、と皆がこちらを見る。だが、今の自分はその視線に物もの怖おじする事はない。だって、

「忠興様がいらっしゃいますし、後は慣れでありましょう」

「ああ、そうしてくれよ」

　と、忠興が、こちらの横で、下向きに視線を合わせて振り向いてくる。

　水泳パンツ一いつ丁ちようの姿すがたは、どうみても中ちゆう等とう部ぶの少年といった輪りん郭かくを露あらわにする。だが、クリスティーナは彼に問うた。

「そうして、いいのでありますね？」

「お前がそうしてくれるなら、それでいいよ」

「──はい」

　頷うなずき、クリスティーナはある人物の事を思った。

　……巴ともえ御ご前ぜん。

　先月末、ネルトリンゲン戦の前にいろいろ諭さとされた事が、現実となった。

　彼女は、今の自分を見たら驚くだろうか。

「では」

　とクリスティーナは、武蔵の副ふく会長に右の手をさしのべた。

　欧おう州しゆうでは、握あく手しゆは両者の同意を示すものとなる。

　クリスティーナは、それを恐れずに差し出し、

「瑞典スウエーデンとの関係、了りよう承しようしたものであります。

　武蔵むさしは、本ほん能のう寺じの変へんに対し、独自の介かい入にゆうを試み、そして私は、ただただ、本国帰き還かん後ごの祝しゆく賀がのために、武蔵で忠ただ興おき様と楽しく過ごしていればいい、と。──それが、武蔵が瑞典に送る、関係の第一歩なのでありますね？」

　ただ、とクリスティーナは言う。武蔵副ふく会長が、眉まゆを上げながらも自分の手を取るのに合わせ、彼女はこう言葉を続けた。

「──私としても、己おのれを生かす事は考えているのでありますよ。それを無視する武蔵ではないものでありましょう？」
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　そして会議の終了と同時に、一つの問題がクリアへと向かっていた。

　プールに浮かぶ氷の処しよ理りが進んだのだ。

　初めは二ふた代よが割かつ打だの力でどうにかしようとしたのだが、プールの底を割るだろうと結論され、馬ば鹿かの爆ばく弾だん作戦も馬鹿の点てん蔵ぞう体当たり作戦も馬鹿の股こ間かん一体化作戦も頓とん挫ざし、

「じゃあどうするか」

　となった時、鈴すずが手を上げた。

「そこ、……ほら、あれ」

　彼女が指さすのは、コースロープだった。プールサイド、柵さくに掛けられたものは、今回使用されていない。だが、

「コースロープで区く画かく分けして、氷を外側に寄せるんですか？」

「──それだと、結局水は冷やされたままになるんじゃないかな？」

「ううん、そうじゃ、なくて、ほら、ロープ、三本ずつくらいで、編む？」

　ああ、と声を上げたのはミトツダイラだ。彼女は、鈴の意い図とを察し、

「網あみを作るんですのね？」

　コースロープを三本ずつ垂すい直ちよくに交こう差ささせ、重なったところで片方を絡める。目の粗あらい、簡かん易いな網だが、

「垂直側の余りを斜めがけにすればいいんじゃないかしら」

「余りやり過ぎると、解ほどくのが面めん倒どうになるぞ」

　提てい案あんと補ほ正せいを含めて、ネットが五分程で完成。後は氷を上げる事で、プールサイドの片側が氷で占せん領りようされたが、場は空あいたのだ。

〝編む〟というアドリブが出る辺り、向むか井いの裁さい縫ほうセンスだと思うが、

「ちょっとした見方の差と工く夫ふうで、どうにでもなるもんだねえ」

「時間もあったしな。こういう余よ裕ゆうが、常にあるといい」

　と、プールで泳ぐ面々は、しかし空にある造ぞう形けいを見た。

　武蔵むさしの左右下から、巨きよ大だいな壁がせり上がってくるのだ。否いな、実際には、それは、

「有あり明あけの上じよう部ぶ装そう甲こう板ばん……！」

　有明が、その上部を左右に展開し、武蔵を受け入れていく。

　艦かん外がいに表示枠サインフレームが幾いくつも出現し、水みず先さき案内となる高速艦が有明と武蔵の間に浮ふ上じようする。艦の外にいた輸ゆ送そう艦かん達が武蔵に戻り出す慌あわただしい流れを、風の動きも揃そろえて見上げながら、

「──さて、それではこれから、当分、有明の内部に武蔵は格かく納のうだな」

　正まさ純ずみの言葉に、クリスティーナが振り返った。

「だとしたら、関かん西さいへと戻るのは、いつに──」

「ああ、すぐ解わかる。既すでに話はつけてあるんだ。向こうも大変だからな」

　と言う正純の背後。視し界かいの左右だけではなく、前後にも壁が見えてきた。

　武蔵が有明の中に降こう下かしていく。

　浅あさ間まの周囲に出ていた表示枠の数々が、〝了りよう承しよう〟〝承しよう認にん〟という言葉を重ね、閉じていく間。皆は、有明の内部を、武蔵上から確かく認にんした。

　そしてクリスティーナが、息を詰めた。

「これは……！」

「そういう事だ」

　正純が、展開していく有明内部を、風の巻く動きを煽あおるように手で示し、こう言った。

「行くぞ関西。──途と中ちゆうまでの露つゆ払はらいは、誰だれに頼むかな」
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「成なる程ほど、ああ、Ｔｅｓテスタメント．、Ｔｅｓ．、クリスティーナもようやく身の落ち着きを得たか」

　と、夕ゆう刻こくの石造りの階段に腰を落とした人ひと影かげは呟つぶやいた。

　巴ともえ御ご前ぜんだ。

　場所はM.H.R.R.神聖ローマ帝国改派プロテスタント領りようザクセン。巴御前の本ほん拠きよとも言える地ち域いきで、東部にあるここ都市ドレスデンは、広大な森を東に置き、P.A.Oda領と隣りん接せつしている。

　前線の都市だが、しかし、

「夏休みともなれば、自由であるな。──森の向こう、折せつ角かく、京きようや隣接地域があるのだ。期間限定貿ぼう易えきで中ちゆう東とう由ゆ来らいの品を仕入れておくのもいいぞ」

　彼女は、夏服でもない、黒の軽いインナースーツにスカートをつけた姿すがたで、霊れい属ぞく対応となっている靴くつの紐ひもを強く結び直しながら、

「何か大がかりな戦せん闘とうもあったし、これから私は五日程方々回って狩かりとか釣つりとか野生の生き物を食う生活に戻るものだ。

　何か問題あったら中ちゆう盤ばんまで君達が好きにしたまえ。私の名を使うな。それは最後の保険だと思って好きにやるといい。何かあったらこのザクセンに報告入れる。他た領りよう邦ほうにもそう伝えてあるから、まあ、君達は苦く情じよう対たい処しよ係であるな」

　Ｔｅｓテスタメント．！　という声が周囲、ちらほらと囲んでいる者達から生じた。

　だが、その中に入ろうとする足音がある。

　上方だ。彼女の背後、階段の上から高速二段抜かしで走ってくるのは、

「──何だカッパ、階段を駆かけ下りると危ないぞ」

「カッパではありません巴ともえ御ご前ぜん！　ゲーリケから一つの報告があります！」

　と、ゲーリケが跳ちよう躍やく。

　巴御前の傍かたわらを飛び越えながら、彼は空中で土ど下げ座ざに変形。更さらには右腕うでの鉄てつ半はん球きゆうからの待たい機きブーストで空中旋せん回かいすると、

「巴御前！」

　回って土下座着ちやく地ちしたカッパが言った。

「緊きん急きゆうで、報告したい事があります！」







[image: 第四十九章『高所の回りもの』]
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　ふむ、と石の階段の上で夕日を浴びながら、巴ともえ御ご前ぜんは頷うなずいた。

「元気そうで何よりだゲーリケ」

　彼女は、日焼け止めの化け粧しよう水すいを、手に取ってから腕に叩たたきながら、

「空中水平旋せん回かい土ど下げ座ざからの階段土下座か、膝ひざが痛むぞ。──その分、聞こう」

「──Ｔｅｓテスタメント．！　その年ねん齢れいで前開き私服スカートとか、ちと無む理りが」

「おうい、誰だれぞコイツ死し刑けいにし給たまえよ。ほら、コイツが町まち中なかでチューチューやって大おお騒さわぎにしたのあったろ、あれと同じで二つに裂さく感じで」

「失しつ言げんでした！」

「君、意い外がいとテンションで喋しやべるだろう。気を付け給えよ。あと、土下座を上げるな。

　──よーし、誰かコレ記録にとって通神帯ネツトで流し給え」

　と言ってる間に、地元ザクセンの代表委員長が、問うて来た。

「巴御前、今日きようの会かい合ごうは──」

「ネルトリンゲンの敗戦祭の打ち合わせなどと、よく解わからん事は君達に任せるとも。私の方は、少々急ぎで回るところがあるからな」

　それは、

「ネルトリンゲンが解決し、改派プロテスタントと旧派カトリツクの勢せい力りよくが現状における正しい状況になった。

　──何が起きるか解るか？」

　Ｔｅｓ．、とゲーリケが土下座のまま応じた。

「──印いん刷さつ物ぶつが、他国関かん与よなどなく、正しく発行されます！　発はつ禁きん王国瑞典スウエーデンからは既すでに敗戦祭の雰ふん囲い気きで、イベント用の本が瑞典総そう長ちようネタでこんなにたくさん!!」

「表示枠レルネンフイグーアで見せなくていい。あと土下座を上げるな」

　Ｔｅｓ．！　とゲーリケが応じた。そして巴御前は、一ひと息いきをついて皆に言う。

「──夏休み明けには、瑞典にクリスティーナが帰き還かん出来る状況が成立した」

　つまり、

「夏休み明けに、改派と旧派の全面戦争が展開してもおかしくない」
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　皆が、小さく息を詰めるのを巴御前は好こう意いで受け止めた。

　……よし。

　自分達の事だという理解がある。この辺り、常に戦せん時じ状態にある改派領りよう邦ほうは素す晴ばらしい。何もかもが戦争と密みつ接せつな時代ゆえ、商売も生活も手抜きがなくていい。

　昔、自分に手を抜いて後こう悔かいを得た己おのれは、ここには居ないで済むだろう。ならば、

「P.A.Odaの本ほん能のう寺じの変へんが、恐らくは夏休み終了前後に再さい現げんされると大おお方かたの国家代表者が思っている事だろう。それに対し、三十年戦せん争そうはどうあるべきか。奇くしくも、敵対教きよう導どう院いんであるP.A.Odaの動静が、私達の今後を決める要素となっている」

　ゆえに、

「夏休みの前半は仕込みの時期だ。私は改派プロテスタント代表として、方々を回って動静を確かく認にんする。

　特に、このところ、大物からの会かい合ごう依頼も来ている。武蔵むさしに便びん乗じよう出来るかもしれぬな。

　それと──」

　気になる事がある。それはクリスティーナの言っていた事だ。

　……内だい裏りか。

　今やP.A.Odaの明あけ智ち・光みつ秀ひでに押さえられた京きようだが、その内部はどうなっているのか。

　M.H.R.R.神聖ローマ帝国から届くものではないと思うが、気にしておく意味はあろう。

「まあいい。とりあえず私は多た忙ぼうだ。各かつ国こく、各領邦も前半は仕込みと調査だろう。各員も可能な限りの対応と独自の動きをし給たまえ。私が帰ってきてから本番だ」

「……Ｔｅｓテスタメント．！」

　宜よろしい、と巴ともえ御ご前ぜんは、ザックを背に引き寄せる。いつもの戦せん闘とう用とは違い、改派写本は両サイドについただけのものだ。ハンマーポールも杖つえに出来るよう軽量化している。

　……釣つり竿ざおも仕掛けも持ったし、展開式の弓ゆみもある、か。

　山ごもりのようだな、と思うが、実際、状況によっては自分が表おもて立だって入れない土地や、通過出来ない場所もある。そういう時は、これらの装そう備びの世せ話わになるのだ。

　しかし、と巴御前は思った。こういう事も、そろそろ終わりだろうか、と。

　……末まつ世せと、三十年戦争の終了。どちらになるかは解わからないがな。

「さてゲーリケ、私への報告とは何だ？　言ってみ給え」

「──Ｔｅｓ．！　こちらを！」

　差し出された表示枠レルネンフイグーア。その内容に視線を走らせた巴御前は、もう一度読み直し、苦く笑しようした。

「ハ、──ゲーリケ、君はこれを〝やりたい〟のだな？」

「Ｔｅｓ．！　莫ばく大だいな経済効果が、生じます！」

　ならば、と巴御前は立ち上がりながら言った。

　前を見る。

　階段の下は市し壁へきに囲まれた町がある。改派領りようザクセンの東部、ドレスデンの町並みだ。

　その向こう、東には、広大な森を挟んだ五十キロ程向こうに、敵てき領りようの都市がある。

　夏の陽かげ炎ろうに揺れる極きよく東とうの都市を見み据すえ、巴御前は言った。

「了りよう承しようしておくといいゲーリケ。期日は八月の十五日から、三日間がいいだろう。

　私は当日戻るから、そうなったら祭だ」

　いいかね？

「──今年の改派プロテスタントは、祭好きだな。私も好きだとも」
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・黒　狼：『──で、今日きよう、安あ土づちが修復したとなると、そちらの予定はどうなりますの？』

　問いかけの文字を写した表示枠レルネンフイグーアが、周囲を照らす。

　場所は石造りの地下通路。足音をわざと鳴らして行くのは糟かす屋やだ。

　彼女は表示枠を翳かざして辺りの造りを確かく認にんし、

・黒　狼：『武蔵むさしが安土に出しゆつ航こうを命じたのは十日。今日ですの。──武蔵が有あり明あけから出た時、安土が関かん東とうにいれば攻こう撃げきを加えると、そういう話でしたのよね？』

　だとしたら、

・黒　狼：『既すでに出航するくらいのつもりの方が、安全ではありませんの？』

　問いかけ。それに対する応答は、関東から足音三つで返ってきた。

・きめえ：『こちら、安土は今夜出るつもりよ。それもぎりぎりで、ね』
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　糟屋は、曲がり角かどを曲がりながら、嘉よし明あきの言葉に小首を傾かしげた。

・黒　狼：『今夜？　どういう流れになりますの？』

　Ｔｅｓテスタメント．、と嘉明が応じ、スケジュール表を出してきた。

・きめえ：『三日前に、安土の後部加か速そく器き周りが大体修復出来たおかげで、人員が一気に空あいてね。当日からもう、安土の不要資材などを里さと見みや関かん東とう諸しよ家けに売りに出しているわ。

　小こ西にしなんかが対応して上手うまく回してる』

　正直、商売の事は貿ぼう易えき系けいまで行ってしまうとよく解わからない。ただ、資材を売りに出していくとなると、

・黒　狼：『急ぎの戻りとなりますの？』

・きめえ：『いえ、加速器類は修復がなったけど、それでドカンと高速帰き還かんなんて、関東から見たら〝逃げた〟ようにしか見えないわ。少なくとも関東を出るまでは通常航こう行こうで悠ゆう々ゆうと。

　──出しゆつ立たつは、今夜の午後二十三時五十九分。そのくらいのつもりで動いてるわね』

　随ずい分ぶんとぎりぎりを狙ねらう。

・黒　狼：『武蔵は、攻撃を仕掛けて来ませんの？』

・黒　竹：『とりあえず今の内から出航の雰ふん囲い気き見せておけば、大だい丈じよう夫ぶじゃないかってのが、おねーさんの判はん断だんですねー。

　だって、これからすぐに去ろうか、という相手に対し、わざわざ厳げん密みつ押しつけて殴なぐるのはリスク高いですよ。関東諸家は、それを解った上で武蔵を弱腰と誹そしるかもしれませんが、だからといって武蔵が安土と戦せん闘とうを行えばまた面めん倒どうになるというのも解っている筈はずです。何しろ、そうなったら関かん東とう南部の貿ぼう易えきラインが破は壊かいされてまた失われますからね』

　もし、そうなった場合、どうなるか。

・黒　竹：『夏に里さと見みや江え戸ど、北ほう条じよう方面から仕入れられる食料、水産物、他資し源げんの行き来が滞とどこおれば、関東諸しよ家けはそういったものの欠乏から今年の冬を安全に乗り越える事が至し難なんとなる訳わけですねー』

・黒　狼：『それが解わかっていて、関東諸家は武蔵むさしを弱腰と言いますの？』

・きめえ：『武蔵が安あ土づちを見み逃のがすと、そう解っているから、よ』

　だから、と嘉よし明あきが言った時だ。

・黒　竹：『ま、そこらへん。武蔵側だって考えているでしょうけどね──。結けつ構こう、布ふ石せきみたいなものは打っているから、関東諸家の封じ込めというか、力関係を見せるような事、してるんじゃないかと思います。実際、先夜などは奥おう州しゆうの下側沿岸で武蔵の結けつ界かいとか利用した大だい規き模ぼな除じよ霊れい作業していたようですし』

　Ｔｅｓテスタメント．、と頷うなずいている間に通路が曲がる。緩やかな下りの先は、階段だ。

　行き先は、知ち識しきとして解っているが実際はどうだろう。そんな疑問を抱く己おのれに対し、嘉明がこう言った。

・きめえ：『──実質、極きよく東とう上の勢せい力りよく分ぶん布ぷは、もう大部分の優ゆう劣れつがつき始めてるのよ。

　今まで、外を見て戦って来た者達は、そうではない者達よりも上になっている。

　それが、関東でもハッキリするという事ね』
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「──では、私とハイディはこれから関東諸家の内、有望な国を回り、仕上げに入る」

　夜の有あり明あけ内。シロジロの声に対し、正まさ純ずみは右手を挙げて応じた。

「行ってこい。私への返へん済さいも忘れるなよ」

「Ｊｕｄジヤツジ．、当然だ。私達の名めい誉よが掛かっているからな」

　言葉を交わすのは、武蔵上。多た摩まのウイングデッキとなっている外がい交こう港みなとの上だ。

　○べ屋の刻こく印いんの横、武蔵生徒会のロゴを飾られた輸ゆ送そう艦かんが並ぶが、

「──これでしくじったら、うどんどころでは済みませんねえ」

「ホライゾン！　変なプレッシャー掛けるのやめてよ！　思い出しちゃうじゃない！」

「別に思い出しても良いから、仕事はして来いよ？」

　正純が、並ぶ見送りの皆を振り返って言う。

「こちらは安土に合わせて関かん西さいに出る。お前らは、関東諸家との話をまとめたら三み河かわ南回りの貿ぼう易えきルートで追いついて来い。いいな？」

「Ｊｕｄ．、正直、そっちのも儲もうけ話として面白そうだけど、巨きよ額がく動かすならこっちだからね。だからまあ、待ってるといいよ。十五日には返済金揃そろえて振り込んどくから」

　言ったハイディが、しかしすぐに首を傾かしげた。

　彼女の視線が見るのは、正まさ純ずみと、並ぶ見送りの連れん中ちゆうだ。

　しかし首を前に落として、ハイディが口を開く。指さしながら告げるのは、

「見送りの垂たれ幕まくとかに〝頑がん張ばれうどん〟とか書くのやめない？　やめようよ。ねえ」
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　会計補ほ佐さに言われて、アデーレは自分達の並びを見た。

　ここにいるのは、梅うめ組ぐみの皆の他、戦せん士し団だんや関係委員会の者達も多い。垂れ幕の多くは、実のところ彼らが作ったもので、

「──確かにまあ、〝きしめんファイト！〟とか書いてあると、何か特とく撮さつ五分番組できしめんが一方的に暴あばれるように感じますよね」

「ってか、きしめんまで行ってないよ!?　だよねシロ君！」

「Ｊｕｄジヤツジ．、そうとも、まだ猶ゆう予よがあったと言う事だ。──その辺り、皆の気き遣づかいは少々早そう計けいであったとも言える」

　会計補佐が言っている間、浅あさ間まが表示枠サインフレームを開いて眉まゆをひそめた。

　彼女は、うーん、と唸うなりながら、

「……一応、きしめんの太ふと麵めんかつ硬かた麵めんまでは派は生せいツリーがありますね。それともダイレクトに揚あげ麵めんから〝揚げおこし〟というのもありますが、どれがいいですかハイディ」

「出させる気!?　出させる気だねアサマチ！　揚げ麵でお尻しりがパリパリ言うよ！」

　人の言葉を喋しやべれよ、という感想が幾いくつか生じたのを、アデーレは聞き逃のがさなかった。

　ただ、うどんからの派生ツリーがあるとしても、

「まあ、それが適用されるかどうかはこれから次第ですよね。──会計と補佐は、これからどんな作戦に出るんです？」

　ああ、と会計補佐が頷うなずいた。彼女は会計の方を見て、

「既すでに動いてるけど、──ま、とりあえず、関かん東とう諸しよ家けの初期化かな」

「初期化？」

　Ｊｕｄ．、と会計が頷いた。

「──札さつ束たばで関東諸家をひっぱたいてくる」

「ちょ、直接的ですね!!」

　まあそのようなものだ、と、会計が表示枠を開いた。

「基本として行うのは、先さき頃ごろの会議でもあった通り、関東諸家の分ぶん裂れつ化かだ。これまで強固な談だん合ごう貿ぼう易えき圏けんであった関東諸家は、一種の領りよう邦ほう国家に近い。だからこちらに協力する家には優先的な貿易を行い──」

　と、会計が表示枠を開いた。そこに書かれているのは、

「見ろ。──〝通過関かん税ぜい権けんの貸たい与よ〟。これだ」
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　ミトツダイラは、会計達の策を理解した。

　だが、横に立つホライゾンが、妙みような汗あせを搔かいている。夏だから、という訳わけではないようで、

「あの、ホライゾン？　どうしましたの？」

「お、おや、ミトツダイラ様、いや、このホライゾン、まさか通過関税権が何であるか解わからぬとか、そのような事はゆめゆめ」

　……解っておりませんのねー。

　だが、それを言うと話がまた面めん倒どうになる。だからここは代だい理りとして、

「つ、通過関税権って何ですの？　我が王」

　とりあえず王に問うてみた。ホライゾンに対し、王のポイント稼かせぎになるかも知れない。そんな期待もちょっとあったし、答えて貰もらえると私もちょっと嬉うれしい。そんな思いの疑問だ。

　見れば、王が、鈍い汗を搔いていた。

　……しまったですの。

　自分が解っているからと言って、うちの王はちょっと別ルール。こちらとしては王に対し、

「あの、我が王？」

「──あ？　な、何だよネイト。俺おれが、まさか、通過関税権が何であるか解らねえとか、そんな事があると思うか？」

「……じゃあ、あの、教えて戴いただけます？」

　しょうがねえなあ、と王が肩をすくめた。

「あのな。通過関税権ってのは」

　あのな？　と王がもう一度言い、指で空を軽く指さした。そして彼は、

「フィ、フィーリング！　フィーリングで、ほら、あるじゃね!?」

　ホライゾンが後ろからビンタをぶち込んだ。

　もの凄すごい音がして王が身体からだをくの字に曲げるが、ホライゾンはその襟えり首くびを摑つかんで、

「解らないというのに誤ご魔ま化かすとは何事ですか。──ではミトツダイラ様、解説を」

　凄い展開、という言葉が頭に思い浮かんだが、とりあえず状況をまとめられる。

　ゆえにこちらとしては、まず頷いて、

「Ｊｕジヤ、Ｊｕｄジヤツジ．……！　通過関税権というのは、つまり、その国の領りよう土どを貿ぼう易えきで通行する際、通過する品物に対して税を徴ちよう収しゆうする権利を与える、という事ですの」

　だから、

「それを与えられた国は、例えば奥おう州しゆうと関かん東とうを結ぶ通つう商しよう路ろが出来た時、商品を売買せずとも、通過関税によって儲もうけを得る事が出来ると、そういう訳わけですのよ？」
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・金マル：『何か今、質問した人が答えなかったかな……？』

・貧従士：『それより何か、微び妙みように凄すごい展開が先にあった気もするんですが……』

・ホラ子：『知ってました。知ってましたとも、このホライゾン、ええ』

・俺　　：『お、俺おれも知ってたよ！　知ってたかんな！　──何だオメエらその顔！』
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　何だかいつもの酷ひどい流れかな、と鈴すずはそう思いながら、シロジロとハイディの為なす事に理解を得た。要するに、二人が行くのは、

「関かん東とう諸しよ家けに、い、嫌いやがらせ？」

　皆が、小さなどよめきを作った。その中からホライゾンが高速ステップで接近してきて、

「流石さすがは鈴様。正まさ純ずみ様の言った方針で全てを捉とらえておいでですね。このホライゾン、今の武蔵むさしの政治的方針が全方位に嫌がらせである事を忘れておりました。感かん服ぷくです」

「言っておくけどビミョーに違うからな？」

　正純が、シロジロとハイディを指さして言う。

「二人にして貰もらうのは、貿ぼう易えきとかいろいろもだが、友好を示した国に関かん税ぜい権けん限げんを一時貸たい与よする事で、次じ代だいへの風通しをよくして貰う事だ」

「じ、次代？　風通し？」

「鈴様、これは次じ世せ代だい砲ほうである武蔵の兼かね定さだで各かつ国こくに風かざ穴あなをぶち開けるという事です」

「あ、そ、そうなんだ」

「──いや、違う。違うぞそこ！」

　正純が言うと、トーリが右手を挙げた。

「オメエももっと簡かん潔けつに言ったらいいんじゃね？」

　ああ、うん、と正純が頷うなずいた。彼女は腕を組み、

「まあ、簡単に言えば、──友好国を札さつ束たばでひっぱたくんだ」

「……さっきと同じだよ!!」

　皆と一いつ緒しよに鈴はツッコんだ。
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　いや待て待て、と正純は両の手で皆を制す。

「落ち着け皆。金と言っても、利権というだけじゃない。貨か幣へい概がい念ねんが生まれてから、基本〝金で買えるものは買える〟世の中だ。言い換えるなら、金は各国の中で金以外のものへと身を変えていく。燃ねん料りようですら金で買えるのだから、実質、最強の取引材料だな」

　つまり、

「金が、他国に外から入っていくという事は、どういう事か解わかるか？」

　答えは簡単だ。

「金で買えるものが、他国に外から入っていくという事でもある。──解るな？」

　問うた先。馬ば鹿かが手を上げた。こちらは、ふむ、と頷うなずき、

「何だ一体？　ああそうか、ちょっと真ま面じ目めな話が続いてギャグが足りないか。仕方ないヤツだな。では三日前にメモしておいたのをここで──」

「正まさ純ずみ！　ちょっとシャレにならなくなるから止めて！」

　どういう意味だナルゼ。

　だが、こっちとしては馬鹿の質問が気になる。

「さっきから右手下ろしてないな？　何だ？」

「ああ、うん。ちと話変わるけどさ。──関かん西さいどうやって行くの？　さっきからセージュン、スゲー行くつもりだけど。どういう方法よ？　気になるんすけど」

　あー、と思わず声に出して言ってしまったが、実際その通りだろう。ただ、

「その件については、もう上の方では話がついている。こちらは待つだけだ」

「そうなの？　俺おれら、何かするんじゃねえの？」

「否いな。今回ばかりはちょっと違う。私達は、関西到とう着ちやくまで、ある程度余よ裕ゆうを持った生活が出来るようになるだろう」

　へえ、とか、ほう、とか、そんな納なつ得とくや感心の声が来るのは、自分が信用されているという事だろうか。ともあれ、

「そのためにも、うちの会計二人にこちら関かん東とう諸しよ家けへの対応を任せる事になる。夏休み中に関東諸家をこちら側につかせてしまえば、本ほん能のう寺じの変へんへの介かい入にゆう後ご、大だい規き模ぼな戦せん闘とうがあったとしても、武蔵むさしは関東で補ほ給きゆうや修復を行えるようになるからな」

　と、ホライゾンが手を上げた。

「……先さき程ほどのネタですが、では関東諸家の一部に関かん税ぜいナンタラの金が落ちるようになったとして、それが何故なぜ、風かざ穴あなとなるのですか？　お答え下さい正純様」

「答えは簡単だ。──さっき言ったように、他国に外から金が入ると言う事は、その国が、金以外のものを外から受け入れるという事になるからだ」

「……金以外の、もの？」

　そうだ、と自分は言う。首も下に振る。

「借しやつ款かんする訳わけでは無い。通過関税権けん限げんを貸たい与よするだけだ。つまり──」

　右の手を上げると、概がい要よう図ずが生じた。

　描かれるのは、左右に並んだ二つの円。

　右が〝関東諸家〟。左が〝通過関税権限貸与の諸家〟。

　そして左の円の上から下に〝外国の貿ぼう易えき品ひん〟というラインが貫かん通つうする。

「北が奥おう州しゆう。南が関かん東とうだ。両地ち域いきを南北に結ぶ貿易を行う場合、中央の通過関かん税ぜい権けん限げん国を通過する際に、貿易者は通過関税を払う事になる」

　だが、と右の手を振る。ツキノワがトレースして描くのは、左の円から右の円へと伸びるラインだ。

「──関東諸しよ家けは領りよう邦ほう国家。壁のように配置された諸家の内側に、また無数の諸家があり、風通しが悪い。だから今まで、奥州と江え戸どの品は、関東諸家の外がい郭かく家けと貿易していた。

　だが今後は、通過関税担たん当とう国が、それを担当し、諸家内部に対しての貿易権も持つ。そしてこれは武蔵むさしだけではなく、奥州や上越露西亜スヴイエート・ルーシの保ほ護ご付つきだ。そうするとどうなるか」

　先さき程ほど引いた横のライン。その左から、右へと、自分はもう一度指を走らせ直す。この横ラインが示す意味は、

「通過関税担当国は、諸家内側の国に対し、独どく占せん的な中間貿易を行えるようになる。つまり通過関税担当国だけが、奥州や関東の貿易品を仕入れ、売買するようになるのだ」

　当然と言えば当然だ。だが、

「関東諸家が自分達で持っていた対外流通網もうなど、使えなくなる。伊達だて・最も上がみ・上越露西亜と関東の連れん合ごうが作り上げる大商業ラインから見れば小さな地方流通だからな」

「しかし、通過関税担当の関東諸家は、慣れない対外貿易で下手へたを打てば、在ざい庫こ管理や投とう資しで失敗をしますよ？　その場合、どうするんですか？　失敗しないためには」

　バルフェットの問いには、既すでに答えが出ている。

「風通しを良くするんだ」

　と言って、表示枠サインフレームに指を当て直す。左の円から右の円へと、横ラインの線を引く。

　走らせる直線は、しかし一本ではない。二本、三本、四本と増え、

「──やっていると切りが無いな。だが、見れば解わかるだろう」

　左の円と、右の円が、無数のラインで結ばれている。

「どういう事か、解るか？」

　ナルゼが手を上げた。

「──総そう攻ぜめ貿易」

「どういう意味だ……！」

　ともあれ、何となく意味は通じているらしい。

「扱う商品が多くなれば、市し場じようが一つではパンクする。関税で検けん閲えつするのも一カ所では渋じゆう滞たいすると、三み河かわでも解っている事だからな」

　よく考えたら、今の状況、その渋滞を見ながら酒さか井い学長を三河に送ったところからスタートしているんだった。

　……早いものだよなあ。

　あれは、三み河かわが武蔵むさしにとって母ぼ港こうとも言える場所で、長期停てい泊はくするからこその仕し様ようだ。

　貿ぼう易えき品ひんを〝通過〟させる事を考えたら、

「各所で分ぶん担たんし、そして在ざい庫こなどを残さぬよう、関かん東とう諸しよ家けに捌さばくだけの市し場じようが必要となる」

　これはどういう事かと言えば、

「通過関かん税ぜい担当国から、関東諸家の内側に向かって、貿易街かい道どうなどのインフラが整備されるという事だ。そして──」

　そして、

「通過関税担当国は、これらの整備を急ぐ必要がある。何故なぜなら通過関税権は貸たい与よであり、いずれ無くなるからだ。だから大体の場合、関税収入でインフラを整備、通過関税権が失われたならば、それまでに作り上げたインフラを利用して中間貿易に集中する事になる」

「貧ひん多だ君、一ついいでしょうか」

　御お広ひろ敷しきが手を上げるのに対し、こちらは視線で応じた。すると彼が一度頷うなずき、

「中間貿易用の大だい規き模ぼなインフラを整備。そしてメインとなる貿易は、それまでの関東諸家が地方レベルであると知らせるような大規模のものになると、そう言いましたね？」

　それはどういう事か。

「通過関税担当国が貿易大たい国こくになると同時に、関東諸家の他領りよう邦ほうは、パワーバランスを取るために貿易に乗り出すしかなくなります。──関東諸家の在り方が変わりますよ」

「Ｊｕｄジヤツジ．、そこまでを見越した計画だ」

　息を吸い、はっきりと言う。

「──関東、奥おう州しゆう。これらを経済圏けんを中心とした一個の連れん合ごうとし、欧おう州しゆう勢ぜいに対しての明確な発言力を持てるようにする」
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　いいか、と正まさ純ずみは前置きした。

「要は、ヴェストファーレンだ」

　言う。

「──未いまだ、関東、奥州などは、諸家も含んで列れつ強きようであるがゆえに、逆に一地ち域いきでの領りよう主しゆでしかない。それも、極きよく東とうという土地の上での一地域だ。

　だが、ヴェストファーレンに乗り込んでくる国家は、欧州覇は王おうを長ちようとして世界の大国家だ。

　国こく土ど面積としてはあまり変わらないかも知れないが、聖せい譜ふ記き述じゆつとして見れば、向こうは世界に名だたる歴史的大たい国こくであり、こちらは極東の一地域領主でしかないんだ」

　この場合、一つの懸け念ねんがある。それは何かというのを、ミトツダイラが胸に手を当ててこう喝かつ破ぱした。

「……ヴェストファーレンで、関東側の国の意見が認められない。……そういう状況が生じると、正まさ純ずみは思ってますのね？」

「Ｊｕｄジヤツジ．、そういう事だ。──無む論ろん、ヴェストファーレン会議は欧おう州しゆうの歴史再さい現げん。そもそも中ちゆう東とうより東の国こつ家かが関わる事は出来ないと、そうも思う。

　上越露西亜スヴイエート・ルーシは露西亜ロシアとして何とかなっても、最も上がみや伊達だては少々位置が難しいしな」

　だが、と正純は言葉を繫つなげた。

　極きよく東とうの概がい要よう図ずを出す。全体図だ。そのうち、奥おう州しゆうから関かん東とうまでを、一気に白で染めて見る。

　そうして見えるのは、

「──だが、奥州から関東。つまり極東の五分の二以上が一個にまとまったら、どうだ」

　言って見せたものに、皆が僅わずかに息を詰めた。

　しかし、これで終わらない。上越露西亜や、M.H.R.R.神聖ローマ帝国改派プロテスタントなどを灰はい色いろで染めれば、

「──私達の〝国力〟、そして発言力を無視しては、今後の極東の運営は成り立たない。

　そう思わせる事が出来れば、オブザーバー参加や、上手うまく行けば関東奥州連れん合ごうとしての参加を認められるだろう。そしてもし、そうなれば──」

　どうなるのか。

　想そう像ぞうとして簡単に浮かぶものを、自分は皆に提てい示じした。

「ヴェストファーレンで、常にこちらの味み方かたとなる勢せい力りよくが、一つは出来るという事だ」
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　成なる程ほどね、とハイディは言葉を漏もらした。

　……たった一人でも、絶対の味方かあ。

　何だかんだで救われた自分にとっては、その意味がよく解わかる。

　たった一人であっても、その働きによって全体を逆転する事だってあるのだ。

　単に多数決の駒こまではない。自分と同じ志こころざしの者が、もう一人いると考えるべきだ。そういった意味では、

「……ヴェストファーレンの勝しよう率りつが、二倍になるって訳わけだ」

「Ｊｕｄ．、そういう事だ。だからお前達二人には、しっかりやってきて貰もらう」

「稼かせげばいいのだな」

　シロジロの問いに、正純が頷うなずいた。

「その通りだ。だが、視線を遠くに持て。──これは短期勝負じゃない。長期視点で、最後に最大の勝ちを導くため、だ」

「はは、そう言って貰えると解り易やすくていいかな正純」

　じゃあ、と前置きして、一応の確かく認にんをとる。

「──通過関かん税ぜい担当国とは、もう大体の話はつけてあるんだよねコレが。だから後はその国を潤うるおして儲もうける事だけ考えればいいの。他の諸しよ家けは割を食って経済的に酷ひどい事になるかも知れないけど、欠乏は次の商売にとって最高の入口だよね。──もっと稼かせげるよ正まさ純ずみ！」

　頰ほおが緩む自覚がある。

　これは通過関かん税ぜい担当国にとって莫ばく大だいな権けん益えきになるだろう。ならば賄わい賂ろやインサイダー、談だん合ごうなどもこっちにはガンガン来るだろう。だけど、

「クリーンで行ってみようか」

　流石さすがにうどん二連発はちょっとヤバい。だからここで敢あえて宣せん言げんしておく。

「権益のつり上げと駆かけ引き、それとまあ、借しやつ金きん返しのために、○ベ屋が接待貿ぼう易えき受ける事になるのは見み逃のがしてよね。そうしたら、あとは真っ正直に捲まくってやるから」

「ハイディ、土ど下げ座ざの用意は出来ているか」

「女の土下座は高いよシロ君」

「小お田だ原わらのは私とお前のコンビネーションだ。借りにはならんぞ」

　流石、とハイディは笑った。

　……あー。

　何か、こんな笑いも久しぶりだ。

　真っ正直に、隠かくす事なく、借金返へん済さいはあるけれど、それを建たて前まえにやってられる。

「金は天てん下かの回り物」

　だったら、という先の言葉を、シロジロが告げた。

「関かん東とうでの私達の仕事は、関かん西さいのお前達にも届くだろう。私達は金を稼ぐための下準備も何も手を抜かない。そして国家の存そん亡ぼうや個人感情などは一いつ切さい無視だ。──だが、借りは必ず返す。稼いだ金がマイナス査さ定ていになってしまうからな。

　だから貴き様さまらは私達の解わからない事、興きよう味みもない事をやってくるといい。安あ土づちの云うん々ぬん、損になるような事はするなよ？」

「Ｊｕｄジヤツジ．、その辺りなら大だい丈じよう夫ぶだ。大体、そろそろ動きが出るだろう」

　と、正純が言った時だった。不ふ意いに有あり明あけの艦かん内ない放送が入った。

『有明より皆様にお知らせします。──南方上空、安土の艦かん尾び側に発光確かく認にん。

　安土の主加か速そく器きの試起き動どうと判はん断だん出来ます。──以上』
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『……流りゆう体たい出力検けん知ち、安土の固有パターンと同定。やや出力上じよう昇しよう、二パーセント程？　正式に動かしたら誤ご差さがどんな味になるかは〝安土〟の方でシミュレーションして』

『Shaja、有あり難がとう御ご座ざいます嘉よし明あき様。ともあれ当艦、今の試起動で、関東近きん隣りんに安土の復ふつ活かつを知らせる事が出来たと判断出来ます。──以上』

〝安土〟の声に、嘉明は夜風の中で息を深く吐いた。

「は」

　そして嘉よし明あきは息を吸う。深く、夏の夜特有の、湿しめりのある冷たい大たい気きを肺はいに入れる。

　……随ずい分ぶんと、透とう明めいな風ね。

　眼がん下かには安あ土づちが有り、未いまだに外がい装そうの補ほ修しゆう作業が続いている。ゆえに高い空とはいえ、金きん属ぞくの匂においや、流りゆう体たい関係の香りは届いてくる。

　だが、M.H.R.R.神聖ローマ帝国の空や、対岸のある内うち海うみを持った関かん西さいの風とは違う。

　太たい平へい洋よう側が完全にフリーとなって生じる夜風には、匂いが希き薄はくだ。

　人の気け配はいがないと言えば、その通りだろう。太平洋の奥には竜りゆう属ぞく達の住まう魔ま海かい流りゆうと呼ばれる高速海流が存在し、海には未だ、黎れい明めいの時代に人類がこの星に降り、放ほう棄きした船が墓ぼ標ひようのように突き刺さっているとも言う。

　安土や武蔵むさしならば、そのような外洋にも出られるだろう、とは思う。

　しかし、外がい界かいの多くは未だ未み踏とうだ。

　そのような場所に行くのは無む理りがあると、そう思うのはM.H.R.R.の堅けん実じつさが身に染しみついているからだろうか。それとも、

「末まつ世せがあるものね」

　呟つぶやき、嘉明は北の空へと視線を向けた。

　遙か遠く。月光を受けて青白く光る天てん板ばんがある。

　有あり明あけだ。あの中に入っている武蔵は、まだ外に出てきていない。竹たけ中なかの予測では、深夜、安土の出しゆつ航こうに合わせて出てくるのではないかと言われているが、

　……どうなるかしら。

　否いな、武蔵がどうであれ、自分達の為なすべきは解わかっているのだ。

「終わらせて、終わらせない」

『キメちゃん、交こう代たいする──？』

　突とつ然ぜんの安治アンジーの声に、嘉明は苦く笑しようした。箒ほうきを、尻しりを視点に回し、止めず、

『上がってきたら交代するわ』

『あー！　じゃあ一気行くよ一気！』

　回す箒の後部から、流体光こうが散って円を描いている。きっと安治は、この光を目め印じるしに来る事だろう。

「──全く、おかしな話ね。私も、アンジーも、皆も」

　この夜や気きを吸うのは、きっと今日きようが最後と、そう思いながら、嘉明は言葉を作った。

「やがて何もかも、忘れていくというのに。──何故なぜ、今に意味を求めてるのかしら」
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「今時分に呼び出しとは、一体、何の意味がありますの？」

　糟かす屋やの行く先、石の通路の終しゆう端たんは、二度程細かく曲がったところにあった。

　夏だというのに、僅わずかに冷えた地下の石道は、突き当たりに鉄の扉とびらを持っている。

　歩速を緩めた糟屋の足は、鉄てつ扉ぴの前に立つ三つの人ひと影かげに近づき、

　……あら。

　何となく、歩幅が乱れた。原因は簡単だ。灯とう光こう術じゆつ式しきの光に照らされる三人。二人は流りゆう体たい光こうで出来た少し不確かな姿すがたで、もう一人は、

「これは──」

　長身だ。黒の機き動どう殻かく。頭部装そう甲こうは外して抱えており、白の髪かみが波打って振り返り、

「え？」

　こちらに身を向ける動作は、力感と軽さが伴ったものだ。動きは荒いが、力の入り方と置き方は洗せん練れんされている。

　戦えば強い相手。この長身を見上げた事で、自分は歩幅を乱したのだ。

　ゆえにこちらは、足を合わせ、

「三みつ成なり、こちらは──」

『Ｔｅｓテスタメント．！　自分は羽は柴しば様謹きん製せいの〝病原ウイルス〟、大おお谷たに・吉よし継つぐと申します！』

　いえ、貴方あなたではありませんの、という言葉を糟屋は飲み込んだ。ただ、視線を向けた先、長身の彼女が三成の方に顔を向けていて、こちらを見ていない。

　三成の方は、こちらを見た状態で、長身の彼女の視線に気付いていない。

　これはつまり、

　……長身の彼女が三成に紹しよう介かいされるの待ってるのに、三成が気付いてませんのね？

　三成としては、麾き下かの自主性に任せるといったところだろう。この辺り、人それぞれというのが未いまだにちょっと解わかっていない情じよう報ほう体たいでもある。だから糟屋は、自分からもう一度促うながすように、

「あの、三成？　こちらの方は──」

　どなたですの？　と、大体答えが解った問いを放とうとした時だ。不ふ意いに、長身の姿が抱える機動殻の頭部装甲から声が響ひびいた。

『こら！　向こうが目め上うえで、こちらに尋たずねてきているのに、それを無視するとは何事だ！』
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　左さ近こんは、正直引いた。

　向こうが誰だれかは大体解っている。三成に親しく話しかける事が出来るし、

　……あの目とか、人狼ルウガルウ系けいですよ？

　たしか、十じつ本ぽん槍やりの糟屋・武たけ則のりだ。今回の強化合がつ宿しゆくで合ごう流りゆうするとも聞いていた。

　ただ、挨あい拶さつとしては、やはり自分は三成の麾下なのだ。自分が三成を飛び越えて相手と挨拶してはいけないだろうと思う。だが、うちの機き動どう殻かくの中の人は、

『尋たずねられたら挨あい拶さつ！　そのくらい出来んのか小こ姫ひめ！』

　男の声。それもかなり轟とどろく音声だ。

　特に石の通路では無む茶ちや苦く茶ちや反はん響きようする。

　……こ、これはうるさいですよ……！

　うわあ、と声を漏もらしながら、左さ近こんは抱えていた鬼おに武たけ丸まるの頭部装そう甲こうをバシバシ叩たたく。すると、

『──な、何をしている小姫！』

「え、ええと、うるさいからボリュームとかスリープはありましたです？　あ、電でん源げんは切らないから安心して下さいですよ鬼武丸さん。成じよう仏ぶつされても困りますです」

『貴き様さまあ──！』

「あー、噂うわさの島しま・左近と鬼武丸の二人ですのね？」

　え？　と左近は戸と惑まどった。鬼武丸をバシバシ叩くのをやめ、

「わ、私の事、知ってますです？」

「三みつ成なり麾き下かという事で、知らされてましたわ」

『──そうか。だが貴様は誰だれだ！』

　左近は加か速そくを入れて鬼武丸の頭部に手しゆ刀とうを叩き込んだ。結けつ構こういい音がして、鬼武丸の機き能のう循じゆん環かんを示す発光が揺れる。

『ば、馬ば鹿か者もの！　一回アジャストしかかったぞ！』

「というか無ぶ礼れいですよう、鬼武丸さん」

『はあ？　私は将しよう軍ぐんだぞ！　そこの三成や、羽は柴しばよりも身分としては上だ！　その対応に何か文もん句くがあるのか貴様！』

「すみません、この人いっつもこうなんですよう。だからこういう、構って欲しいタイプの人だと思って戴いただけると有あり難がたいです？」

　はあ、と、向こうが口を横に開きながらも頷うなずいた。そして彼女は三成に視線を向け、

「三成、ここに呼びつけられたのは、何故なぜですの？」

『Ｔｅｓテスタメント．、ちょっとした強化合がつ宿しゆくですが、一体何をするかと、その御ご紹しよう介かいを』

　左近さん、と三成が手を上げる。そして彼女は背後の鉄てつ扉ぴを示し、

『開けて戴けますか。そこに合宿課か題だいの用意があるのです』

「あ、はいはい。はいですよー」

　左近は、鬼武丸の頭部を頭に乗せ、鉄扉のノブに手を掛けた。

　低い。腰を屈かがめるより、膝ひざを着いた方が早い。

　そして押す。力を入れた方がいいです？　とも思ったが、とりあえずは膝の支えもあるので、まっすぐに押し込んでいく。

　すると、鉄扉が思った以上に軽く動いた。

　……抵てい抗こうないです？

　疑問し、しかし開いていく扉とびらに視線は向く。自分も、大おお谷たにも、三みつ成なりも糟かす屋やも、鬼おに武たけ丸まるもそうだろう。

　そして扉が、長い両腕うで分開き、向こうにあるものを見せつけた。

　合がつ宿しゆくの課題。

　それは何です？　と向けた視線の先。

　扉から見える範囲に入り切らぬ大きさで、牙きばを剝むいた地ち竜りゆうの顔があった。
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「うわああああああああ！　何なんですよう!?」

　急いで扉とびらを閉めた左さ近こんは、鉄の両板を背で押さえながら三みつ成なりへと顔を向ける。

「みみみみみ三成様！　な、何か向こうに、お、おっきいのが！　おっきいのが！」

『おい小こ姫ひめ、貴き様さまだって図ずう体たいならデカいだろうに、何を狼狽うろたえてるのだ一体』

「う、狼狽えますですよフツー！　だって、今の何です!?　玄げん関かん開けたら二秒で地ち竜りゆうとか、そんなアトラクションなんです？」

　問うた声の届くところ、糟かす屋やが首を傾かしげた。彼女は三成に向かって、

「地下の閉へい鎖さ空間にあんな大型の地竜というのは、ちょっとおかしくありませんの？　あの、三成、説明戴いただけますの？」

『Ｔｅｓテスタメント．、ではこちらからどうぞ。現場責任者です』

　と、三成が表示枠レルネンフイグーアを開いた。白の枠わく内ないに映るのは、

『やあ皆、今晩は！　神しん聖せいローマ皇こう帝ていのマティアスだよ!!』
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　マティアスは、M.H.R.R.神聖ローマ帝国にいた。

　旧派カトリツクとなるオーストリアの土地。近きん畿き西の田でん園えん地帯にある欧おう州しゆう式の城じよう塞さい都市だ。

　本来ならば、ここは白しら鷺さぎ城じようのある黒くろ田だの土地だった。だがM.H.R.R.が羽は柴しばと協きよう働どうを決めた際、白鷺城を航こう空くう戦せん艦かんとする事でこの土地をオーストリア側に明け渡し、欧州勢ぜいが一気に開発を進めたのだ。

　本来ならば、抑よく圧あつされた極きよく東とう勢は不満を発し、抵てい抗こうする筈はずだが、それが行われなかったのは二つの理由がある。

　ここを明け渡した礼れいとして、羽柴が極東側に市いち場ばの開かい催さい権けんなどを認め、街かい道どうなどのインフラを通した事。

　そして欧州側、羽柴麾き下かの学生達に農業運営を任せ、直接的な富とみを極東側に譲ゆずった事。

　更さらには、それらのスケープゴートとして、自分が上手うまく振る舞ったからだ。

　権力はあるが全力無能。自分としては丁ちよう度ど良かったのだ。兄は自らを幽ゆう閉へいする方向に持って行ったし、己おのれはといえば、では一人で三十年戦せん争そうをやっていかねばならなかった。

　無む理りだ、という結論と、楽したい、という希望は、羽柴が来た事で叶かなえられた。

　……傀かい儡らい楽しいです！

　羽柴の傀儡として抑圧も何も行い、進んで先回って、当時まだ対外的に堅いところのあった羽柴をエスコートした。

　結果として、テストケースとして行われたこの土地の管理は上手く行き、支配側として教きよう導どう院いんと町を持っていた実家は、その拡大に成功した。

　今、自分がいるのは、そういった拡大地の一カ所。ハプスブルク家管理の別べつ荘そう地ちの一つだった。傀かい儡らい故ゆえ、羽は柴しば陣じん営えいの護ご衛えいがついていて、防壁つきの軽い砦とりでの屋おく上じようではあるのだが、

『──いや、流石さすがに君達の誰だれかが護衛としてついてくれるかな、というのは高望みだったね。傀儡も贅ぜい沢たくを言ったらいけない。だから私としては、夏休み中、必要があったらすぐに飛び出して媚こび諂へつらえるよう準備をしているよ』

『有あり難がとう御ご座ざいますマティアス様。──で、ちょっとこちら、説明して戴いただきたいのですが』

　と言って三みつ成なりが示すのは、自分には見慣れた地下の鉄てつ扉ぴだ。

　……三成君も、それ、知っている筈はずなんだが。

　だが、文もん句くを言ってはいけない。彼女は羽柴君の部ぶ下か。その部下に説明を請こわれて、ハイハイハイと答える神しん聖せいローマ皇こう帝ていが何処どこにいる！　ハイハイハイここにいます！

　そう、こちらは傀儡なのだから、顎あごで使われるくらいじゃないといけないね。

『Ｔｅｓテスタメント．、成なる程ほど、その場所の説明が必要かい。だったら今すぐそちらに行こうか？』

『いえ、それ程でもありませんので、通つう神しんで宜よろしければ』

　……駄だ目めだよそこは「ホラじゃあ三十秒な」くらい言わないと！

　羽柴君の部下達は、礼れい儀ぎが正しくていけない。私の傀儡魂だましいが空回りしてしまう。

　そう、表おもて向むき持ち上げて、無む茶ちや要求。それこそが傀儡！　先日、ネルトリンゲンから撤てつ収しゆうする際、相当に忙いそがしかったのだろう、丹に羽わ君がこちらも見ずに「あ、皇帝陛へい下か、宜しければそこの不要品の箱、ゴミ置き場にお出しして下さいませんか」というのは心しん底そこ痺しびれた。もはや、あのくらいでなければぞくぞくしない自分が嫌いやだ！

　だがまあ、今は残念だが、準備は出来ている。ゆえに、

『──その場所の解説か。では、こちらから必要資料などをまず送ろう。ついでに私が作った資料の解説。ああこれは読まなくても音おん声せい解説だからね。それと、地下マップの各所ポイント解説と、それら資料の索さく引いんとしての紹しよう介かい資料だ。あと、それらを読んでいくと神聖ローマ皇帝印いんの実績ポイントが付加されて、百を超えると私が食事を振る舞いに行くから頑がん張ばって挑ちよう戦せんして欲しい。さあ、何か皇帝に要求する事はあるかい』

『いえ、あの、説明だけでいいんですが……』

　……それはいけない！

　何て事だ。彼女は、神聖ローマ皇帝を、何処かの観光案内ガイドと勘かん違ちがいしている。そうじゃない。傀儡としてならガイドも何でもやる気があるが、

『あの、皇帝陛下？　私どもに説明して戴けませんの？』

　……それだ!!

　ともあれ今、糟かす屋や君だったか、彼女の物言いのおかげで傀儡メンタルの発はつ揮きが許された。

『──言おう』

　安あ芸き、K.P.A.Italiaの方へと夕食のグラスを掲かかげ、自分は言う。

『そこは、現インノケンティウス十世せいであり、彼の義ぎ姉しであり、義ぎ妹まいでもあるオリンピア君の寝しん所じよだよ。ただ、彼女の見る夢は彼女の夢見る範囲で具ぐ現げんする。そして──』

　そして、

『以前、星ほし見みを幾いく度どかしてデートと洒落しやれ込んでいたんだけど、彼女、夢見にちょっとハマってしまったらしくてね。起きなくなってしまった』

　これはちょっと困った事だ。出来るなら彼女をネルトリンゲンに連れて行き、一発眠って地ち竜りゆう召しよう還かんとか、派は手でに行って欲しかったのだが、

　……まあ、彼女が眠るのは、一種の贅ぜい沢たくだ。

　逆ぎやく齢れいの民たみである彼女は、夢を見るごとに若返る。そしてやがて赤あか子ごになって消えていくが、彼女達にとって眠りとは幸いな死であり、自分の〝若さ〟を消しよう費ひする贅沢な行為だ。

　しかし今、オリンピアは、それがまた派手な夢を見ているようなのだ。更には、

　……少々、〝夢見の術じゆつ〟として、厄やつ介かいなものを見ているようだけど。

『──ともあれ教きよう皇こうが不在状態というのはよくないと思わないかい？　だから出来れば、彼女の夢を張り倒して、とりあえずの起き床しようをしてはどうだろうと思うんだ』

　ああ、これは言っておく。

『手て柄がらは当然、君達、そして羽は柴しば君のものだ。そして私が、それをM.H.R.R.神聖ローマ帝国やK.P.A.Italiaに宣せん伝でんしよう。そういう流れでどうだい？』
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　……そういう事でしたの──。

　糟かす屋やは、自分の装そう備び状態を確かく認にんした。

　夏服は、各所に防ぼう護ご加か護ごが入っているからとりあえず何とかなろう。関かん東とうで人狼女王レーネ・デ・ガルウと相あい対たいした経けい験けんから、最近は特に、流りゆう体たい系けいや、耐衝しよう突とつを受け流す神しん道とう系加護を入れている。

　武ぶ装そうは、後ろ腰に提さげていた〝銀釘アルジヨント・クルウ〟があるから、これも何とかなろう。後は、

「三みつ成なり、先さき程ほどの竜ですけど、あれ、夢の具現というなら、流体組そ成せいですの？」

『理り屈くつ的にはそうであろうと判はん断だん出来ます』

　三成が、顎あごに手を当てて思し案あんした。二秒程だが、後ろ髪がみから表示枠レルネンフイグーアが幾いくつか零こぼれ、

『流体砲ほう撃げきを拡散状態で発はつ射しや出来れば、空間ごと一いつ掃そう出来る筈はずですね……』

「理屈的には正しくても、ここに艦かん載さい砲ほうを持ち込むつもりですの？」

『結けつ界かい術じゆつ式しきなどはどうでしょうか』

　という三成の問いかけに、左さ近こんが右手を挙げた。

「さっき一いつ瞬しゆん見た限りだと、中、寝室じゃなくて変に広いホール？　みたいになってましたです？　そういう、幻げん術じゆつって言うんです？　そんな中で、正しい位置を把は握あくして結けつ界かいとか、どんな風ふうになるんです？」

『結けつ界かい内だけ、夢の効果を消すというのは？』

「それ、いい発想だと思いますけど、でもそれでしたら今までの必ひつ勝しよう法ほうになってる筈はずですの」

　糟かす屋やは聞いてみた。表示枠レルネンフイグーアを開き、

『皇こう帝てい陛へい下か？　結界で夢の具ぐ現げんを消すのは出来ませんの？　お答え下さいまし』

『──Ｔｅｓテスタメント．！　いい質問だね！　困った事にそれは加か護ごや術じゆつ式しきではなくリアルタイム進行の夢なんだ。だから結界で一度消しても、すぐに上うわ書がきされる』

『強力な持続結界で消すというのは、どうですの？』

『それもいい発想だが、──年を経る楽しい夢を、覚まさせられるのではなく、消された場合、オリンピアの贅ぜい沢たくはどうなるのだろうね』

　皇帝の言葉に、情じよう報ほう体たいの二人が顔を見合わせた。

　ややあってから、三成がこちらに振り向き、しかし俯うつむき気ぎ味みに、

『す、すみません、どうなるのでしょうか……。ちょっとその辺り、経けい験けん不足で私達の方、解わからないもので……』

　あ、と応じたのは左さ近こんだ。彼女は両手を軽く広げ、

「これ、アレですよう？　ほら、漫まん画が草そう紙しで、打ち切りでも決けつ着ちやくがあるパターンと、打ち切りでホントにいきなり翌週から載のってないタイプの差ですよ！」

『……すみません、私、漫画草紙読まないので……、読みます、読みます、すみません』

　ここまで自己韜とう晦かいと反省する情報体というのを、糟屋は初めて見た。

　とはいえ、理り屈くつとしては、こういう事だ。

「逆ぎやく齢れいの民たみが夢を見るのは、年を経るためですの。その夢が、私達との戦せん闘とうで決けつ着ちやくして目覚めるならいいですけど、いきなり寸すん断だんされれば、年を経るのに悪いんじゃありませんの？」

　Ｔｅｓ．、と大おお谷たにが手を一つ打った。

『三みつ成なり君、つまりこういう事だ。自分達の機き能のうを構こう成せいする制御情報プログラムを追加しようとした時、その内容をとりあえず完成まで持って行けるのと、途と中ちゆうで止めになってしまった場合、君はそれをどう判はん断だんする？』

　問われた三成が、二秒程また考えた。彼女は直後に、こちらへと顔を向け、

『理解出来ました！　完かん璧ぺき、十全に理解が出来ました！　いけませんねそれは！　──ちゃんと手て順じゆんを踏まねば！』

「……何かまあ、納なつ得とく頂いただければ幸いですの」

『というか小こ姫ひめ！　漫画とか持ち出してきて、いつまで子供だ貴き様さまは！』

「わ、悪かったですよう。というか確かに五年ダブってますけど中ちゆう等とう部ぶ三年ですよう？　まだまだ子供でいいじゃないです？」

　これはまた鬼おに武たけ丸まるがキレるパターンですのね、と糟屋は思った。

　左さ近こんは二十歳さい。中ちゆう等とう部ぶであっても年ねん齢れい的には充分に大人おとななのだ。ならば、

『──漫まん画が以外にも本を読め、小こ姫ひめ』

　……あら。

　変化球きゆう、と思う程度には、予想と違う言葉が来た。

『解わかり易やすい、誰だれもが読んでいる、そして楽しい。それは構わぬ。だが情報とはそういったものばかりではなく、貴き様さまは一人の将しようなのだ。別に、難しいものや、誰だれも読んでいないものや、つまらないものを読めとは言わぬ。ただ──』

　ただ、

『面白さの幅を広げろ、小姫。そうでなければ自分以外にも迷めい惑わくを掛ける事になるからな』

「な、何かこの将しよう軍ぐん様、凄すごく御お説せつ教きようくさいですよ……！」

『説教ではなくて当然の事だ馬ば鹿か者もの……！』

　ここでキレますの、と糟かす屋やは、しかし内ない心しんで苦く笑しようする。

　Ｔｅｓテスタメント．、成なる程ほど、これは確かに、三みつ成なりがよく構こう成せいした良いパートナーですの。何故なぜなら、

　……ふらふら気ぎ味みだけど実力ある左近に、[image: ]しかってばかりではない鬼おに武たけ丸まるですのね。

　左近にも幅はあるが、自分の視点の範囲だ。逆に鬼武丸の幅は結けつ構こうありそうだが、[image: ]り癖ぐせがそれをあまり露あらわにさせない。二人が嚙かみ合って、初めてお互いの長所が出るのだろう。

　そして糟屋は、また言い合いを始めた二人を眺ながめながらこう思う。

　……この二人を退しりぞけたのは──。

　水み戸と領りよう主しゆ。武蔵むさしの第五特とく務む。人狼女王レーネ・デ・ガルウの娘むすめ。そして──。

「──追いつくのは難しそうですの」

「え？　何がです？」

『……別に貴様の事ではないぞ、小姫。向こうは三成クラスの人材だからな』

「い、いや、近所の子達のように背せ丈たけに憧あこがれるとか、そういうのもあるんです？」

　まあそれは、と糟屋は笑えみを得る。

　良い感じだ。会って数分だが、羽は柴しばや皆は、本当にいい人達を寄せてくる。

　正直、十じつ本ぽん槍やりの十人では、少々、息苦しいところもあるのだ。主に、初期編へん成せいの、自分を含んだ八人は、特にそうだ。お互いを信頼しているが、それが解わかり過ぎるが故ゆえに責任を感じ過ぎるきらいがある。

　関かん東とうで可か児にと会い、ここで左近達と出会った。

　柴しば田た班はんの圏けん内ないでの修しゆ行ぎようから、外に出てきて良かった。出来る事なら、

　……これから、彼女達と戦せん闘とうしてみたいですの。

　この夢見の部屋。竜りゆう属ぞくとの戦闘が、その始まりとなるだろうか。ならば、

「では──」

　行きますの、と言おうとした時だ。

『では、まず、自分が試してみようと思います！』

　大おお谷たにが、右手を挙げて鉄てつ扉ぴの前に立った。
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　左さ近こんは、自分が行こうとしていたところだったので、正直ちょっと拍ひよう子しを砕くだかれた。

　大谷・吉よし継つぐは情じよう報ほう体たい。三みつ成なりと同じだ。

　だが、〝病原ウイルス〟という彼は、三成に比べて攻こう撃げき性重視で作られているらしい。その辺り、どういう事か自分には解わからないのだが、

　……表示枠レルネンフイグーア関係でもたまにありますです？　病原ウイルスとか。あれと同じです？

「あのう。ちょっといいです？」

　左近は、何となく気になって問うてみた。

「合がつ宿しゆくと言う事で、これから大谷さんとは長い付き合いになるんです？　それで確かく認にんしておきたい事があるんですけど、いいです？」

　言うと、大谷が振り向いた。三成も振り向く。そして大谷が、ふむ、と腕を組み、

『──確かに、左近様達は三成君のチーム。そして糟かす屋や様は十じつ本ぽん槍やりとして三成君と一いつ緒しよ、と考えると、確かに自分だけがこの場では場違いとなるのでありますな』

『いえ、大谷君、君は私と同型なので……』

『いいのです三成君。自分は君の試作型。その程度として扱うべきです。そして──』

　大谷が両の手を広げた。

『質しつ疑ぎ応おう答とうは理解のために用いられる行為。左近様は自分の事を理解したいのでしょう。

　──では、自分に問いたい事とは何でありますか？　お答えしましょう』

　おお、と左近は思った。最近、こういう遣やり取とりがしっかり出来る機き会かいというのが何となく無かった気がする。向こうがこちらを警けい戒かいしていない感があるのも有あり難がたい。よく考えたら三成もそうだったのだ。同型の大谷も恐らくそうなのだろう。

　だから失しつ礼れい無いよう、〝病原〟という事について、問いを左近は作った。

「ええと、大谷さん、病原という事で、ちょっと聞きたいんです？」

『Ｔｅｓテスタメント．、──病原という事について、何を聞きたいのですか？』

　大谷も前向きだ。

　相互理解はなっている。それを自覚の上で、左近は問うた。

「──やはり病原というと、他人の通神文メールを盗ぬすみ見したり、他人の部屋で着替えとか寝てるところを覗のぞき見したり、他人の個人情報を盗んだりしてるんです？」
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・きめえ：『……先日、仕事を放ほう棄きして重要な襲しゆう名めい者しやの下した着ぎを漁あさっていた病原がいたわね』

・超正義：『ちょ、ちょっと待って下さい！　あれは家や捜さがしの一いつ環かんです！』

・ＡｎＧ：『解わかる解る。やっぱそう言いい訳わけしたくなるよね。解るよツギー』

・超正義：『というか、何でお二人ともこっちの通つう神しん覗のぞき見してるんでありますか……!?』

・きめえ：『──私達はいいのよ』

・超正義：『で、出た！　言い切った者勝ちの魔女テクノヘクセン理論！』
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　大おお谷たには、横に立っていた三みつ成なりが、こちらから視線を逸そらしているのに気付いた。

『あっ、み、三成君、何でありますかそのリアクション……！』

『いえ、でも、大谷君、長なが岡おか屋や敷しきで……』

「何しましたの？　一体」

　糟かす屋やが促うながすと、三成が彼女に手招きする。

　二人が、通路の端はしに行って、壁に何か図ず示しで説明する手振りなどを行って十数秒。

　ややあってから、糟屋と三成が戻ってきた。そして糟屋が、笑えみになって、

「大だい丈じよう夫ぶ、誤ご解かいは解けましたの」

『そ、そうでありますか!?　遂ついにこの酷ひどい誤解が！』

「Ｔｅｓテスタメント．、──男の人だったら仕方が無い事ですのよね。そういうの」

『誤解が深くなっているでありますよ……！』

　叫ぶ。すると不ふ意いに声が来た。

『おい』

　左さ近こんの頭に乗っている鬼おに武たけ丸まるが、静かに言った。

『我々に対してそんな事したら戸こ籍せきレベルから抹まつ消しようするぞ。憶おぼえておけ』

　……将しよう軍ぐん様の発言重いであります……！

　だが、左近が眉まゆをひそめた。ん？　と彼女は首を傾かしげ、こちらに視線を向けると、

「ま、まさか、大谷さん、鬼武丸さんの下した着ぎに興きよう味みあったり、するん、……です？」

『あったら凄すごいでありますよ!!』

　まあまあ、と言ったのは糟屋だ。彼女は先さき程ほどからの笑みのままで、

「ええと、ともあれ、中、行くんではありませんの？」

『そ、そうでありました！』

　助け船！　と心しん底そこ判はん断だんした大谷は、皆に対して小さく手を上げ、

『──内部の地ち竜りゆう達が流りゆう体たい組そ成せいであるなら、同じ組成の自分などが与くみしやすい筈はず！　ひょっとしたら〝病原ウイルス〟として介かい入にゆうすれば、情報体として意い思し疎そ通つうが出来るかもしれません！』

　なので、と大谷は、鉄の扉とびらを少し開け、

『では、ひょっとしたら自分だけで解決出来るかも知れません！　御期待を……！』

　その隙すき間まに足から跳び込んだ。
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　鉄てつ扉ぴが閉まるのを、糟かす屋やは見た。

　閉門の音は堅く、後はただ静かな通路と自分達が残される。

　そして、三みつ成なりが肩を落とした。

『……大おお谷たに君、あんな事する人じゃなかったんですよ。何処どこでどう間違って……』

・きめえ：『仕方ないわ三成、人はいろいろな方向に成長して、間違いながら生きていくものよ。そして汚れたまま戻らないの』

　一切フォローになってない気がするが、大だい丈じよう夫ぶだろうか。

　だが、右の手を上げた者がいる。左さ近こんだ。彼女は鉄扉を指さし、

「あの、内部の状況、知る事って出来ないんです？　何かあったら、って考えると、犯はん罪ざい者しやでも救助にいかないといけないと思うんですよう」

『ああ、それなら──』

　と、三成が表示枠レルネンフイグーアを出した。

『これ、私達のモニタリングです。上の方、ほら、大谷君のステータス表ひよう示じがありまして』

　見れば、青色のバーが左右に伸びている。

「これ、体力表示ですの？」

『Ｔｅｓテスタメント．、体力と言うより、流りゆう体たい量ですね。総合的な燃ねん料りようというか、まあ、そのようなものです。フル状態だと右に寄って青で、欠けつ損そんしていくと左に寄って赤に変わっていきます。

　今は青で右に完全に寄ってますから、無む傷きずですね』

　大谷のバーがいきなり赤１ライン分になった。

『うわああああ大谷君！　大谷君！　何してるんですか！』

「……何かこの減り方、オーバーキルが保有スキルで１だけ残ったんです？」

「根こん性じよう系けいとか、ありそうですのねー……」

　糟屋は、左近と一いつ緒しよに鉄扉を開けに掛かる。
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　夜空に響ひびく激音の正体は、肉を打つ響きだった。

　夜の底とも言える森に囲まれた広場。その中央で、四し方ほうの篝かがり火び四つを頼りに、巨きよ大だいな槍やりが幾いく本ほんも巨きよ人じんの影を穿うがっているのだ。

　対する巨人は、両腕うでを振るい、槍を打だ撃げきしては追う状況。その動作は、槍の速度と量に比べれば、やや大おお味あじだ。

　だが、勝敗をつけるならば、巨人の方が優勢だった。

　高速で宙ちゆうを走り、激げき突とつする槍やりは、しかし巨きよ人じんに明確なダメージを与えられていないのだ。巨人。四し肢しの長い黒の巨きよ体たいが、大おお槍やりの根ね元もととも言える位置に声をあげる。

『それでは駄だ目めです可か児に君！　通じない！　通じませんよ僕には……！』

　飛ひ来らいする槍を、巨人が真まっ正しよう面めんから受ける。だがそれは、やはり打音で弾はじかれ、

『そのままでは、通じません！　この森もり・長なが可よしの人間無ぶ骨こつには、効きませんよ！』

「まだまだです！」

　発はつ射しやされる槍の群の中、叫ぶ声があった。

　高速で移動し、森の武ぶ神しんの隙すきを探って穿うがとうとするのは、可児だ。

　彼女は身を左右に振り、前に出て、

「まだ手て筈はずを尽くしてないです……！」
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　森は、可児に対してこう評ひよう価かをしていた。真ま面じ目めな人です、と。

　世せ代だいとしては自分の後こう輩はいとなるか、もしくは同期に近い。先せん輩ぱいと言っても、デビューはノヴゴロドか小お田だ原わら征せい伐ばつか、という差だ。可児の方は〝森さん〟と呼んでくれるが、正直、そんな呼ばれ方をするのは羽は柴しば様以外にあまりいないのでかなり感動。それだけでポイントが高いというか、ぶっちゃけ柴しば田た班はんのキッツイ具合を今いま更さらながらに痛感します僕。

　初対面の時も、やはり自分は触しよく手しゆだ。あまり相手に悪あく印いん象しようを与えてはならないという思いと、恥はずかしいという感情から顔を隠かくすマスクをつけていこうとしたのだが、不ふ破わの、

「森、アンタ新種のゴム製品じゃないんだから……」

『ゴムじゃないですよ！　毛糸ですよこれ！』

　などとあったのだ。だが、いざ対面の時、紹しよう介かいされた可児が、

「うわあ！　森さん、本当ですね！　うちの三軒隣となりの坂さか田たさんがやってるモツ屋で見るのと凄すごく似てます！　プリプリしてて、煮ても焼いても良さそうですよね！」

　と好こう印象だったのだが、これはよく考えると別の印象な気もする。あの時後ろで利とし家いえが、

「部位で言うと何かな……」

　などと小さく呟つぶやいていたが、ギュウビンだと思います！　物知りですよね僕。えっへん。

　だが、そんな可児の背後、十じつ本ぽん槍やりの一番と言われる福ふく島しまが、ちょっとアレだった。

　挨あい拶さつしても「ああ」とか「どうも……」という感じで覇は気きがない。正直、少し引かれるくらいが当然の自分としては、意味不ふ明めいな残念も感じたりしたのだが、これについては可児の、

「福島先輩は、ちょっと調子を崩くずしてスランプに入ってまして……！」

　というのを信じるしかないだろう。誰だれにでもスランプはあります。ええ、僕だって、雨期などは何だかダウナーになってグテっとする時期があって、佐さつ々さ先輩から「おい、森が立たなくなったぞ。だれかエロ草そう紙しでも貸してやれよ」とか、失しつ礼れい極まりない事を言われますからね。でもあれは立たないんじゃありません。触しよく手しゆが立つのとおっきくなるのは違います！

　ともあれ、そんなスランプの一番手の代わりとなるつもりだろうか。補ほ佐さの可か児には、来てからずっと、修しゆう練れんを欠かさず、皆に特とつ訓くんを求めてくる。

　今もそうだ。

　既すでに夜。夏であっても日が沈めば暗くなる。篝かがり火び四つで特訓など、精せい密みつな動作や確かく認にんが不可能なのでどれだけ意味のある事か。しかし、

「──っ！」

　可児が、やめない。

　そして自分も、触手だ。触手は暗いところが大好きです。否いな、自分はそういったところから明るい日差しの下へ出る事を望んだ触手のパイオニアなのだが、パイオニアとかいけませんね。何ですかそのいやらしい音感。パイオニア。アナグラムでニアオパイ。ああいやらしい！

「そこです！」

　可児が放った顔面狙ねらいの一発が直ちよく撃げきした。
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　可児は、達しました……！　とそう思った。

　何しろ今まで、一度も有効打を当てていないのだ。

　ここに来てからずっと、自分の方は笹ささ群むらの精度と威い力りよくの向上に努めていた。

　つまりは狙いを正確とする事。そうすれば、発はつ射しやから命めい中ちゆうまでの距きよ離りは最短となり、威力は必然的に高くなるからだ。

　そのため、まずは利とし家いえの呼び出す亡ぼう霊れい戦せん士し団だんを相手に戦った。

　これは、正直、結けつ構こう面白かった。

　何しろ、砕くだいた戦士団が、集まって強化される。それは笹群のような大型槍やりの束たばにとっては、相応ふさわしい相手が出来たという事になるし、

　……亡霊戦士団だから、夜の訓くん練れんも完全対応です！

　砕かれた彼らが、訓練の最後、ちゃんと整列して天へと去って行くのも、何か感動する。金で雇やとった傭よう兵へいだよ、と利家は言うのだが、ちゃんとこちらに手を振ってくれる者もいるのだ。

　一いち期ご一いち会えの親近感は、確かにある。

　初めは軽い戦せん闘とう形式で。それが段々と、小しよう隊たいから中ちゆう隊たいへ、大だい隊たいを相手するようになり、作戦までも含めるようになった。

　昨日きのうなどは、周囲の森林の木々に幕まくを張り、擬ぎ似じ的な〝町〟を作って戦闘したのだ。

　そこである程度の成果が認められたので、

「じゃあ、ホンモノ行ってみようか」

　と紹しよう介かいされたのが森もりだ。

　初しよ見けんで見た時は、焼き肉が動いているのかと思った。焼いたら絶対美お味いしそうです！　と思ったが、流石さすがに本人を前にしては言えない。ただ、これだけ美味しそうなら悪い人ではないと、そうも思ったのだ。しかし、

「あれ!?　いきなり、個人戦になるんですか!?」

　コーチ役の利とし家いえは、まあまあやってみようよ、と笑っていたが、

　……実際、その通りです！

　やってみて、解わかった事がある。

「攻こう撃げきが──！」

　今、いいのを顔面に入れた。直ちよく撃げきだった筈はずだ。しかし、

『──それでは駄だ目めです！』

　笹ささ群むらを弾はじき、白い排気を噴ふきながら人間無ぶ骨こつが叫んだ。

『効きませんよ、可か児に君！　頑がん張ばりましょう！』
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　可児は、自分の不足を悟さとりながら挙きよ動どうした。

　笹群の射しや出しゆつを尖とがらせ、相手の関かん節せつや装そう甲こうの継つぎ目を狙ねらう。

　急きゆう所しよ狙いではない。攻撃が刺さるよりも停とまり、弾はじかれぬ場所を狙うのだ。
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　……そうしなければ駄だ目めです！

　攻こう撃げきが効かない。

　昨日きのうまでは、大量の相手を砕くだき、我が道を開いてきた笹ささ群むら八本が、今日きようここでは全く役に立っていない。

　弾はじかれ、かわされ、通じない。

　森もりの武ぶ神しんが人工筋きん肉にくの塊かたまりだというのは理解が出来た。

　硬くなく、しかし筋きん繊せん維いの束たばが密みつ集しゆうしている上で粘ねん液えきが覆おおっているのが特とく徴ちようだ。

　つまり弾だん力りよくがあり、滑る。だから笹群が刺さらず、弾かれる。

　クリーンヒットも幾いくつかはあるが、向こうは武神だ。笹群の一いち撃げきは巨きよ体たいの膂りよ力りよくで防がれ、一いつ瞬しゆんの足止めにしかならなくなってしまう。

　正直、感かん嘆たんする。

「……凄すごいです！」

　自分がその程度だと、理由つけて解わからされた感覚。

　先日までの快かい進しん撃げきがあったから、尚なお更さらに理解が早い。

　義よし光あきと戦い、武蔵むさし副ふく長ちようと戦い、人狼女王レーネ・デ・ガルウとも戦い、どれも届かなかった自分だ。いつも常に頑がん張ばろうと思い、そうしてきたけど届かない。

　目もく標ひようは、一度や二度の頑張りでは届かない位置にいる。

　頑張る事は、そこに近づくための一歩でしかない。

　一回頑張れば、一歩を前に進める。

　頑張った経過や、結果など、〝頑張った〟という事実以外には要いらないものだ。

　どこまで頑張れば良いのか。それは目標に届くまでだ。簡単だ。頑張るというのは、歩くのと同じで、手段の一つにしか過ぎない。

　頑張ったからいい、というものではないのだ。自分はそれを知っている。何故なぜなら、

「お父とうさんと、お母かあさんが教えてくれました……！」

　実家は八や百お屋やだ。日々、野や菜さいを仕入れて売っているが、これは単純なものではない。地ち域いきの仕入れ値ねを庄しよう屋やから聞く他、自分達でも調べて調ちよう整せいしたり、仕入れるものにも選別を入れ、交こう渉しようをしなければならない。

　就しゆう業ぎよう時間は夕ゆう刻こく過ぎまでだが、朝が早い。見ているだけでも大変な事だと思うが、昔、どうしてそんな事をするのかと、問うた事がある。一体いつまで、続けるのかと。

　その時、父はただこちらの頭を撫なで、こう言ったのだ。

「それが解った時、お前も俺おれ達と同じになるよ」

　そういうものかと思ったが、ある時、解ってしまった。中ちゆう等とう部ぶに入った時だ。制せい服ふくと、バッグなどの新しん調ちようがあり、教きよう科か書しよを配られた。その時に、解ってしまったのだ。

　商店街に住む者なら、誰だれでも悟さとる。これらの品が、無料で手に入る訳わけが無いと。

　金だ。

　だがそれは、何処どこから出たのか。

　その金を得るために、何が行われてきたのか。そして何よりも、

「お父とうさん、お母かあさん……！」

　初めての中ちゆう等とう部ぶの登校。入学式から家族ともども帰き宅たくした自分は、家の前でこう言った。

「自分がいると、大変だよね……!?」

　その時、やはり父が、ただこちらの頭に手を置いた。

「大変だよ、そりゃあ」

　だけど、

「いつだって大変なんだよ、俺おれ達は、そういうもんなんだ。そして、な？」

「何!?」

「お前のこういうのだって、俺達が生まれて墓はかに入るまでの途と中ちゆうの事だよ。そう、途中にある、どっちかっていうと、いつもと違う事さ。結けつ構こうデカい気分転換で、結構楽しいぞ。

　そんな感じで、俺達の全てはお前に費ついやしもするけど、お前で終わらない。お前は勝かつ手てに俺達を〝自分のせい〟で終わらせるな。解わかるか？」

　解る。だけど、解って良いのだろうか。それは、甘えろと、そう言われてる気がして。

　だが、あの時、自分は決めたのだ。

「頑がん張ばる……！」

　父と母が、今まで自分の知らないところで、こちらに頑張ってくれたように。両親に対してもだが、それに気付いた自分自身に対して、

「恥はずかしくないよう、頑張るから……！」

　だからだ。

　常に全力。迷っても、解らない事があっても、立ち止まっても、全力で取り組む。

　自分の親は、きっと祖そ父ふ母ぼや、もっと前の代からも、そうして来たのだろうし、迷う事や憤いきどおる事があっても、その時々の目もく標ひようのため、頑張ってきたのだ。

　日ひ々び是これ決けつ戦せん也なり。

　それが普通だと、可か児には思う。自分を勝手に終わらせようとしなければ、自分は常に自分が望んだ通りに全力なのだと。だから、

「頑張ります……！」

　可児は、再突とつ撃げきを掛けた。狙ねらいはある。それは、

　……武ぶ神しんの左肘ひじ内側……！
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　不ふ破わは、響ひびく音に元気を感じた。

　とにかく無む茶ちや苦く茶ちやな連打音が聞こえ、珍めずらしく森もりのテンション上がった声が『あっ、そこ！　いえ、そこじゃないです！　ああっ、そこ！　もっと強く突いて！』とか響ひびいていて、御近所の集落などから「あの、柴しば田たさんのところ、ちょっと……」など苦情も来ていたのだ。

　そこらへん伝えるのと、あと、そろそろ夕食だから、というので呼びに来たのだが、

　……薄うす暗ぐらいのによくやるわー。

　とはいえ、なるべくこちらの接近を知らせたくない。

　新人とは言え、可か児には襲しゆう名めい者しやだ。訓くん練れんは大だい事じで、集中して欲しいのだ。

　少しでも毎日が良い結果を、と不ふ破わが思った時だ。不ふ意いに横から声がした。

「左腕うでだね」

「何よ前まえ田だ、いきなり」

「いや、面白いから見ていたんだけど、なかなか気け配はい消してるのも面めん倒どうでね。ミッチーが来てくれてよかった。気楽に見れる」

　と、木の下に座り込んでいた前田が、右の人ひと差さし指ゆびを弾はじくように広場へと向けた。

「──そこだ、可児君」
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　可児は、森の動きを一つだけ見切っていた。

　……左腕です！

　彼は、右腕を振るう時、それが攻こう撃げきにしろ、防ぼう御ぎよにしろ、左腕を引くように曲げる。

　きっとバランスをとるためだが、逆に左腕を振るう時は、右腕でこれをしない。

　何となく不ふ思し議ぎだが、きっと森の癖くせなのだろう。
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「ほら、森君、自覚がないようだけどちょっと右に曲がってるからね」

「……前から疑問に思ってたけど、中に骨もないのにどうしてカタがつく訳わけ？」

「環かん境きようじゃないかな」

「何となく納なつ得とく出来るけど、即そく答とうが来るとは思わなかったわ──」
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　可児は、森の武ぶ神しんが左右の腕を動作させたのを見た。

　恐らくは右で殴なぐり、左は引く動き。

　ただ、こちらにとっては、左腕の引きこそが大事だ。

　何故なぜなら、それは右腕の初動を教えてくれる一方で、

　……肘ひじを曲げてくれるからです！

　曲がった肘ひじの内側は、形状として、笹ささ群むらの穂ほ先さきが突き刺さりやすい筈はずだ。装そう甲こうもなければ、筋きん繊せん維いの束たばが集まり、継つぎ目を作ってもくれる。ならば、

「そこです……！」

　可か児には、笹群を叩たたき込んだ。
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　森もりは、可児の攻こう撃げきを読めなかった。

　こちらの右の打だ撃げきを、小こ柄がらな影は闇やみに沈むように身を低くして回かい避ひ。だが、ここまでならばいつも通りだ。

　既き存そんのパターンでは、彼女は胴どう体たい狙ねらいで槍やりをぶち込んで来る。武ぶ神しんの腹部と胸きよう部ぶの継ぎ目に、至し近きんで射しや出しゆつした一発、もしくは数発で貫かん通つうを求めるのだ。

　しかしそれは通じない。

　そして暗くなった今、これが本日最後の攻撃となるタイミングだ。だから森はこう思った。

　……腹部以外に来ます！

　顔面も効かないのは、先さき程ほど見せた。ならば有り得るのは、

　……腕か、脚あし！

　他、幾いくつか打ち込むべき処ところはあるが、今日きようの流れで網もう羅ら出来るものではないだろう。

　ゆえに森は、振った右腕うでと、残した左腕を警けい戒かい。脚も、踏み込んだ姿勢で、前に出した右足は膝ひざの捻ひねりを強くし、人工筋きん肉にくの継ぎ目を隙すき間ま無く固める方向で行った。

　備える。

　いかなる攻撃が来ても、関かん節せつや人工筋肉の継ぎ目に攻撃を差し込ませない。

　そうやって、本日においては完勝する。

『来て下さい！』

　来なさい、とは流石さすがに言えない。

　だが、負かすのだ。

　可児は、柴しば田た班はんへと強化合がつ宿しゆくに来た。

　強くなると言う事は、どういう事か。

　森は自分が強いとは思わない。何しろ可愛かわいらしい触しよく手しゆですよ僕。ほら、ピンク色でツヤツヤで、毎日肌はだのお手入れを怠おこたっていないんですから。

　だが、そんな自分でも、知っている事がある。

　かつて、自分は地下の薄うす暗ぐらいところで、正体を失うような生活をして、爛ただれた。否いな、あれは強制で、実のところ気持ちよかった部分が結けつ構こうあるとか、そんなのは別として、まあ、ああいうのはやはり不健康だ。

　しかし、ああいう生活がなければ、救われた後の、空の青さをどう思っただろうか。

　ただただ蒸むし暑い密みつ林りんの中で生活していたならば、空の青さはただの色で、ひょっとすると、毎日の暑さの原因と、そんなくらいにしか感じなかったかも知れない。

　違う。

　自分は違ってしまった。

　もう、あのような自じ堕だ落らくな己おのれには戻らない。ちゃんと人並みの恋をして、ありふれた、しかし自分を見失う事の無い生活をしたいと、そう思っている。

　あの青い空が、その分ぶん岐き点てんだ。

　きっと、目の前の彼女にも、そのようなものがあるだろう。

　ある一点から、今の自分の強さに繫つながる記き憶おく。それがなければ、ここまで頑がん張ばれない。

　だが、と森もりは思う。

　……だからこそ、負けて貰もらいます！

　青の空の記憶を、超えるものはないかもしれない。ファーストインプレッションは、たとえ出来が悪くても、最初の記憶として優ゆう勢せいなのだ。

　しかし、それを知っているが故ゆえに、第二、第三のギャップを乗り越えられる。

　彼女が頑張れる人ならば、このところの、勝つ味を知るだけでなく、

『……！』

　負かします、と思った瞬しゆん間かん。森は可か児にの最終攻こう撃げきを受けた。

　左腕うでだった。だが、それは、肘ひじなどの関かん節せつではない。

『左手……!?』

　握った左の手に対し、上からの一いち撃げきを大おお槍やりが叩たたき込んだのだ。
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　不ふ破わは、可児の攻撃に疑問を抱いた。

　一いつ瞬しゆんの中だが、しかし高速の攻撃は佐さつ々さや柴しば田た、それと正直言うとノヴゴロド前の御お市いち様さまで結けつ構こう見慣れている。特に御市様のアレを見た後だと、大体の攻撃は〝そんなものね〟だ。

　だがそんな不破の視線の先で、可児の槍が森の武ぶ神しんの左手を打っていた。

　……あれ？

「あんなところを穿うがって何か意味あるの？」

　言っている間に、可児の槍が滑るように逸それ、弾はじかれる。

　森の武神ならさもありなん、と不破が思った瞬間だ。利とし家いえがこう言った。

「その発はつ想そうが正解だ」

「え？」

　言われて見たのは、森の武神の左手だ。

　可児の攻撃は、通っていない。

　だが、空中で打たれ、弾はじいたために、握った拳こぶしには力が入っている。

　手首を固めれば、どうなるか。

「手首を先に固められたため、後から肘ひじを固めようとしても、肘の力は弱くなる。

　肘から先に固め、手首を固めるなら良かったけどね。

　更さらには手首が固定されたため、肘を引いてダメージを逃がすような事が出来ない」

　ならば、ここから先は、どうなるのか。

　不ふ破わの視線の先、新しい大おお槍やりが射しや出しゆつされた。

　森もりの左手首に追加で二本。

　そして左肘へと二本だ。

　瞬しゆん発ぱつした槍が、激げき突とつする。
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　不破が聞いた打音は、しかし四本分ではなく、一つに聞こえた。

　可か児にの攻こう撃げき精せい度どが高いがゆえだろう。

　だが、手首を改めて固めに掛かった二本も、肘への二本も、

「……通ってないわ！」

　叫んだ瞬しゆん間かんだ。四本が宙ちゆうに弾かれる直前に、

「精度を更さらに上げるか、可児君」

　合計六本目の槍が射出された。

　位置は、肘に先行した二本の間。

　明らかに挟まり、干かん渉しようを受ける位置に、槍が飛び込んで行く。

　火ひ花ばなが散り、六本目の槍が先行した二本の中央を行く。擦さつ過かによって速度は落ちるが、可児が何を望んでいたのか不破には解わかる。

　……先の二本をガイドにしたのね……!?

　精度を上げるのだ。先行した二本は、ダメージ狙ねらいではない。続く六本目を正しく関かん節せつの継つぎ目にぶち込むためのガイドレールだ。

　行った。直ちよく撃げきする。打音が走った。しかし、

『まだまだですよ……！』

　ガイドの二本が吹き飛ばされ、森の武ぶ神しんが傾きかけた身体からだを前に張った。

　直後。笹ささ群むら八本の内、最後の二本がぶち込まれた。

　一本は森の顔面に。

　それは前進しようとした森の動きを止める効果があり、更さらなる一本が、

　……精度勝負！

　不破が予感した通りの事が、視線の先で生じた。

　左肘ひじにガイド付きで激げき突とつした一発。その石いし突づきを、真まっ直すぐに打だ撃げきする一本が、虚こ空くうから射しや出しゆつされたのだ。

　ガイドで、槍やりを肘に宛あてがい、更さらに後ろから殴なぐって貫かん通つうを狙ねらう。

　槍一本だけに頼った杭くい打うちではない。

　ガイドを添え、宛がった上で威い力りよくを打ち込むのは鑿のみ打うちに近い。

　これ以上無い精度が重なった零ゼロ距きよ離り貫通撃げき。その威力が、

「……！」

　行った。
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　鑿打ちの響ひびきが、森の中に透すき通った金きん属ぞく音を鳴らした。

　木々の葉が揺れ、夜よ闇やみを避けて眠りにつこうとしていた鳥達が、右う往おう左さ往おうと空に飛び立つ羽ばたきが聞こえてくる。

　だが、その音おん源げんとなる位置で、二つの姿勢が向き合っていた。

　一つは、木々の間に作られた広場に、片かた膝ひざを着いて身を前に倒した少女の姿すがた。

　もう一つは、彼女から距離を置いて向き合う武ぶ神しんの姿だ。

　武神は、構えていた。左肘を、深く曲げていた。

　元は伸び切るようになっていた左腕うでは、しかし、

『どうですか、美しい人工筋きん肉にく美びでしょう、可か児に君』

　左の拳こぶしを、右の手の平で摑つかみ、胸を反そるようにしながら、左腕の筋きん量りようを膨ふくらませる。

『人体美、十一世せい紀きに印イン度ドで始まったボディビルにおいて、これは今やサイドチェストと呼ばれる基本ポーズ。そして──』

　言っている間に、二人の間に落ちるものがあった。

　槍だ。

　一本で有り、一本ではなかった。

　先行する一本の石突きを、後続のもう一本が、割さいて半なかばまで貫通しているのだ。

　そして、武神が躍やく動どうする。

　四し方ほうにある僅わずかな光こう源げん。篝かがり火びはしかし、その揺れる光で、濡ぬれる武神の動きを照らした。

　サイドチェストの姿勢から、正面を向き、両腕をゆっくりと左右から上に回し、

『────』

　見れば解わかる。

　武神の左肘は破は壊かいされていない。無む傷きずだ。

　ただ武神は、ガッツポーズを取り、キメた後でその両手を左右に振って下げた。

『僕の勝ちです。可児君』

　放った声の先、可か児にが動いた。彼女は両の手を広場に着き、頭を下げ、

『有あり難がとう御ご座ざいましたあ──！』

　言って、己おのれの声に押されるように、可児がそのまま後ろに勢いよく倒れた。

　大だいの字じ。

「解わかりましたあ──！」

　全身で大だい地ちに寝て、夜空を抱きしめるように四し肢しを広げ、少女は叫んだ。

　力を抜いた口。安あん堵どとも言える表情を宿した顔で、彼女は口を開き、

「襲しゆう名めい者しやレベルには通じないんですね！　自分の笹ささ群むら……！」







[image: 第五十一章『限界場の出し切り娘達』]
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　夕食だ、と呼びに行く不ふ破わを見送るように、利とし家いえは森林の闇やみの中で一ひと息いきをついた。

　……森もり君、結けつ構こう真ま面じ目めに指導するなあ。

　可か児にに対し、教えたい事が明確に伝わった。

　初め、自分の霊れい体たい戦せん士し団だんと戦わせたのは、可児に〝勝利〟を知って貰もらうためだ。

　自分の霊体戦士団は、大量をもって戦せん術じゆつとするが、しっかり戦力換かん算さん出来る存在でもある。

　それを破る事で、可児には「一いつ般ぱん戦士団よりも自分は強い」という自覚を持って貰う。

　これはスムーズに行った。課題は日々クリアされ、可児自体も充実を持っていたと思う。

　だが、ここから先が問題だ。

　可児の戦せん績せきを見るからに、彼女の実力は各かつ国こくの副ふく長ちよう以上のクラスに通じない。

　これは、当たり前と言えば当たり前だ。おっと、前まえ田だだからなどと言ったら、

　……武蔵むさし副ふく会長のようになってしまうなあ。
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・副会長：『そういえばだな、ああ、皆、搬はん入にゆう作業続けてくれ。──そう、先日、関かん東とうに入った時にこう思ったんだ。関東に安あ土づちがいるのは遺い憾かんとう思うと、な……』

・賢姉様：『チラッ　チラッ』

・俺　　：『ハイ！　ハイ皆──！　これからセージュン君が面白い事を言いまあ──す！』

・副会長：『もうネタ終わったよ！　というかホライゾンは黒くろ藻もと正せい座ざしなくていいぞー』
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　武蔵副会長のアレは、相当に破は壊かい力りよくが高いから気を付けねばならないね、と利家は思った。何しろカレーと同様に強力な範囲攻こう撃げきだ。

　その辺りを気を付けるのは、体感した先せん輩ぱいである自分達の仕事だろう。

　一方の後こう輩はいはといえば、

「課か題だいだ」

　可児の実力は、恐らく各国の特とく務むクラス。だが、場合によっては後一、二ヶ月以内に、副長クラスを相手に出来る必要が生じているのだ。

　本ほん能のう寺じの変へんが近い。

　それは、羽は柴しば勢ぜいである彼女にとって、重要な事だ。何しろ山やま崎ざきの合かつ戦せんや賤しずヶ岳たけの戦いを経た上で、関せきヶ原はらや大おお坂さかの役えきなど、松まつ平だいら勢と雌し雄ゆうを決する現場が待っているからだ。

　無む論ろん、関ヶ原の時代には、羽柴勢は東西に大きく分かれてしまう。彼女達がどう身を振るかは解わからないが、大決けつ戦せんの場で、実力などがあればある程良いだろう。

　だから、だ。

　今まで、副ふく長ちようや総そう長ちようクラスと当たって敗れてきた可か児にに、己おのれの不足を知って貰もらう。

　方法は単純だ。まず、勝利を知って貰い、自分は普通ならば勝てるのだと理解を得る。

　その上で、副長や総長クラスと戦い、勝てる筈はずの自分が負けるのを追認して貰う。

　そんな手て順じゆんをとって可児に伝えたいのは、一つの事実だ。

　……君は、弱くない。

　副長、総長クラスと当たって、無ぶ事じに済んでいるだけでも充分だ。そして戦せん闘とうにおいて、八はち槍やりの使いこなしも精せい度ども見事と言うならば、

「──しかし、威い力りよくが無いんだよ」

　解わかり易やすい話だ。

　笹ささ群むらの強度、そして射しや出しゆつ速度などが足りていない。

　笹群が、基本は対人用として、一応は武ぶ神しんクラスまでを想そう定ていした武ぶ装そうだというのは解る。福ふく島しまの補ほ佐さとして、福島隊たいを守しゆ護ごし、前線を切り開くのに、これだけマルチ対応な戦闘が出来る武装があるのはいい事だ。

　だが、現実は、その想そう定てい威力を超えている。総長、副長の内、己が機き動どうする者は国家戦力そのものだ。対人、耐武神用の武装では、彼らや彼女達に力が届く事がない。

　その事実を、知って貰う。

　とはいえ、総長、副長クラスを呼ぶ場合、柴しば田た班はんだと柴田ファイトなので宜よろしくない。

　だから、森もりだ。

　全身筋きん肉にく。しかも武神だ。可児の勝利条件を「攻こう撃げきを通す」に絞しぼれば、森の人間無ぶ骨こつはその防ぼう御ぎよ力りよくにおいては副長や総長匹ひつ敵てきと言えるだろう。

　結果として、その通りとなった。

　可児は、目の前に落ちた槍を見て、理解しただろう。

　石いし突づきを割さく程の二重刺し突とつが効かない。これはとてもいい答えだ。

　森の筋肉装そう甲こうを破るには、まず笹群の強度が足りないのだ。その上で、速度も足りない。

　ただ、精度はいい。発はつ想そうもいい。

　……本当にいい結果だ。

　負け続けてきた理由の大半が、装そう備びにその原因を見る事が出来る。

　関かん東とうで武蔵むさし副長に敗れた際、現場の整備班はんが笹群の強度を重視した補ほ修しゆうを行った。きっと現場の彼らは、可児の戦闘力の確かさと、武装が力不足になっているのを悟さとっていた。

　僕達は確かだ、と利とし家いえは思った。

　末まつ端たんの整備班までが、無名に近い実力者の姿すがたを見て、補佐しようとしている。

　つまり僕達は、上も下もこれまでにない程の一体感をもって、夏休みに入った。だから、

「早く、全ての強化が終わるといいね、羽は柴しば君」

「なーに浸ひたってやがんだ。まつもつけねえで」

　と、艦かん群ぐんの町の方から、佐さつ々さが歩いてくる。
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「ああ、まっちゃんなら、今は食堂で料理してるよ。御お市いち様さまが不在だからね、僕がこういう仕事してるってのもあって、帰りを待ってくれてる訳わけだ。

　ナっちゃんは何？　暗いのにサングラス掛けて頭大だい丈じよう夫ぶかと思うけど、ミッチーの迎え？」

　利とし家いえは言う。すると、佐々が口を横に開いた。

「ウゼエのの代だい理りかテメエ」

「まあ実際、僕達が指導役になってる辺り、二人で柴しば田た先せん輩ぱいの代理だと思うよナっちゃん。──ともあれ、こっちの方は酷ひどく真ま面じ目めに行ってる。そっちは？」

　問うた先、佐々が両の手の平を上に向けた。

「だーめだ、ありゃ。魂たましい抜けてるってのか？　一応、こっちの話を聞いてて、理解もしてるんだが、どうも実みが入ってねえ、あの福ふく島しまっての」

「そんなに駄だ目めかい？」

「基本も応用も結けつ構こう出来る。正直、体たい捌さばきなら俺おれよか上だろ」

「ナっちゃん突とつ撃げき派はだからなあ。行って殴なぐる、っていうコマンドしか無いよね基本」

「うるせえな。掠かすっても大ダメージ与えられる一いち撃げきが打てれば、体捌きとかいらねえんだよ」

　はいはい、と利家は彼に両手を示して話題を変える。

「──それで彼女は？」

「向こう上じよう心しんがねえって、テメエだったらそう診しん断だんするんじゃねえの？」

「実力があって、頭打ちという訳なのかな」

「俺おれが知るか……！」

「なーにキレてんのよ馬ば鹿か」

　広場の方から、不ふ破わの声がした。

　見れば、彼女は倒れた可か児にを抱き起こしている。力ない笑顔の可児を、不破は支えて、

「ちょっと、何か飲むもの持ってない？　軽い脱だつ水すい症状、っていうか、手持ち分だと足りない感じなのよね」

　あ、と利家は声をあげた。

「僕、ほら、霊れい体たいだから」

「俺も持ってねえぞ」

　しょうがないわねー、と、不破が武ぶ神しんに手招きした。

「ちょっと、森もり、この子運んで。──可児？　膝ひざが立たないくらいで、他大丈夫ね？　だったらその調子で。それでまあ──」

　立ち上がった不ふ破わが、こちらを見て半はん目めになる。

「まともなコーチがいないわねー。……これ、他の合がつ宿しゆくはどーなってんのかしら」
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　他の合宿所は、竜りゆうとの戦せん闘とう中だった。

　場所は地下の大ホール。とはいえ奥を見み透すかす事が出来ないのは、

「夢です!?　夢っていいですよう、だってこんな広い部屋、家や賃ちん何万です!?　夢でそれが作れるなら、私、寝まくりますですよ!?」

『竜が来てるぞ馬ば鹿か者ものお──！』

　竜りゆう砲ほうが横よこ薙なぎに突っ走ったのを、左さ近こんは背面跳びに近い跳ちよう躍やくで超える。ただ、中ちゆう等とう部ぶでは背面跳びを習っていない。ベリーロールは蛙かえるみたいでアレちょっと好きじゃないですよう。

　だから挟み跳びで、背を反そらし、

「と……！」

　超える。

　そして着ちやく地ちをすれば、三十メートルの向こうに横よこ頰ほおを見せた竜がいる。

　竜の色は白。流りゆう体たい組そ成せいだからだろうか、それとも夢のイメージか、僅わずかに発光した姿すがたは結けつ構こう綺き麗れいで、左近はオリンピアをいい人なのだと思った。

　だが、今は敵の隙すきが見えている。

　横頰。そこに向けて、左近はダッシュを掛けた。

　自分の膂りよ力りよくと、鬼おに武たけ丸まるのサポート付き。足裏は冷たい石の床を確かに嚙かみ、

「……お？」

　思わず声をあげたのは、そんな自分の前に飛び出す影があったからだ。

　……速いです!?

　否いな、速いと言うよりも、これはアレだ。

　進むべき位置から位置へと瞬しゆん発ぱつする。以前に見たのはネルトリンゲン。武蔵むさしの第五特とく務むの、

「瞬発加か速そくですよ!?」
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　糟かす屋やは、左近が追いついてきたのに気付き、一いつ瞬しゆんの驚きを得た。

　……普通の疾しつ走そうで付いてこられますの？

　事前情報として聞いていたのは、彼女が神しん聖せいローマ皇こう帝ていと同等の身しん体たい強化を得た人間だと言う事だ。痛覚消しよう失しつだけは得ていないが、再さい生せい能力に伴う全身の強化は最大限の恩おん恵けいを得ている、と。更さらには、

　……この長身ですのね。

　一歩のストライドが、こちらの二倍近い。それが、スケール比として普通の人間と同じ動きが出来る筋きん力りよくを持つならば、単純に全ての速度が常じよう人じんの二倍だ。

　これに皇こう帝ていの膂りよ力りよくと機き動どう殻かくのパワーアシストが付けば、速度は数倍に達するだろう。

　ならば、と糟かす屋やは思った。

　今回、自分達は初めて戦せん場じようを同じとする。だが、連れん携けいも何もあったものではない。そのような訓くん練れんを行っていないのだ。だから、

「全力で行きますのよ、島しま・左さ近こん」

「Ｔｅｓテスタメント．！　了りよう解かいですよう」

　とにかく全力。齟そ齬ごが生じても、全力であれば結果は出せる筈はずだ。故ゆえに糟屋は、

「先行で崩くずしますの……！」

　言って、一度右に瞬しゆん発ぱつ。即そく座ざに左へと二連続で加か速そくを掛ければ、

「右前足……！」

　地ち竜りゆうの右前足が、竜りゆう砲ほうの砲ほう撃げきに備えて床を嚙かんでいた。

　三本爪づめは、どれも自分の身長よりも巨きよ大だいなものだが、

　……構いませんの……！

　加速し、糟屋は右の銀釘アルジヨント・クルウを、回かい穿せん状態でぶち込んだ。
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　左近は、糟屋の一いち撃げきで地竜が前足を踏み崩したのを見た。

　激音が響ひびき、地竜の三本爪が衝しよう撃げきで砕くだけ散る。

　血が曲線を描いて散り、爪の中の神しん経けいを断たれて竜が叫ぶ。

　だが、竜の前足は床から剝はがれた。まるでストッパーを失ったように、白い獣けものの鱗うろこ腕うでが外へと弾はじかれる。

　一撃でこれだ。左近は、走りながら今の光こう景けいに目を奪うばわれ、

　……凄すごい威い力りよくがあったもんですね……！

　先日、武蔵むさしの第五特とく務むと戦せん闘とうした時は、彼女の速度の方が問題だった。だが、糟屋の今の一撃を見る限りでは、武蔵の第五特務もあのくらいはやるのだろう。

　ネルトリンゲンでは、たまたま、剣けん戟げき主体の激げき突とつをしただけだと、そう悟さとった。

　今いま更さらながらに、あの戦いを思い出してぞっとする。何せ轆ろく轤ろとか変な事聞きましたです。

　いや、自分の場合、例えばあの現場で武蔵の第五特務に力を発はつ揮きされ、腕を摑つかまれてねじ切られたところで、多分七秒くらいで復ふつ帰き出来る筈ですよ？　ただ、そういうものを想そう像ぞうするのと、莫ばく大だいな力を目の前で実地確かく認にんするのとでは精神的にちょっと違う。

　そして続く流れで、動きが生まれた。

　竜りゆうの首が、横よこ倒だおしにこちらへと落ちてくるのだ。

　右前足を外に弾はじかれた事で、竜の全身が右からの受け身を取る形になる。

『……！』

　バランスを崩くずしても、竜りゆう砲ほうが止まらない。それは壁を抉えぐり、天てん井じようまでを削けずり走った。

　瓦が礫れきが宙ちゆうに舞い、音が光を伴ってホールにがらんと反はん響きようする。

　竜が倒とう壊かいする。

　左さ近こんとしては、竜が倒れたところを狙ねらうつもりだった。

　顔が地面に落ちたところで、正面から大声量の圧あつ撃げきをぶち込む。これで一気に顔面を粉ふん砕さい出来るか、そうでなくても視し界かいなどを一いつ瞬しゆん不確かには出来るだろうと、そう思う。

　だが、その作戦はすぐに中止となった。

『小こ姫ひめ！』

　言われて見れば、小さな影がいた。

　頽くずおれてくる竜の下。こちらに向かって走ってくる者がいる。

『お、お助けを……！』

　赤ゲージ状態の大おお谷たにだ。身長十五センチ程、三さん頭とう身しん程の小型状態になって己おのれを保っているが、それゆえに遅く、どう見ても上からの竜プレスから逃のがれられない。

　あれを助けて、間に合うかどうか。

『小姫！　貴き様さま、アレが見えておらんのか!?』

「あ、アレって何です？　せ、正確に言って貰もらわないと解わからないですよう？」

『大谷・吉よし継つぐだ!!』

　あちゃ──、と左近は思った。

　正式名めい称しようが出てしまってはしょうがない。

　故ゆえに左近は速度を上げた。鬼おに武たけ丸まるのパワーアシストは既すでにこちらの全力用になっている。

　強化ではなく、自じ壊かいをせぬための〝パワーアシスト〟だ。だから後は、安心して全力を躍やく動どうさせて己は行く。

「待ってるですよ……！」

　疾しつ走そうは一瞬。直線を持続し続ける速度ならば、恐らく糟かす屋やよりも上だ。

　後はその速さ任せに倒れる竜の下に跳び込み、

「三みつ成なり様、パスですよ！」

　前まえ屈かがみ、ダッシュと言うよりも前転に近いステップ。そして右手で大谷を拾い上げ、

「行きますです！」

　脚あしの間を通し、一ひと息いきに大谷を投げた。

　その瞬しゆん間かん。鬼武丸が叫んだ。

『──暴ぼう投とうだ馬ば鹿か者もの！』

　大おお谷たにが上から降る竜りゆうに激げき突とつし、下向きのバウンドで床に跳ねた。
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　大谷は、消しよう滅めつを覚かく悟ごした。

　……い、今のは効きましたよ……！

　時間で回復した分の体力を、一気に持って行かれた。復ふつ帰きするまで数秒。その間に竜が倒れ込んで来てプレスは確定だ。

　襲しゆう名めい者しやだというのに、まさかこんなところで消滅とは。

　まあ、短いながらも充実した人生だった。羽は柴しば様の下で開発され、初うい陣じんでは水み戸と領りよう主しゆにテーブルでぶっ叩たたかれてホームランされ、その後は合ごう流りゆうした嘉よし明あきや安治アンジーに猫ねこをけしかけられ、そしてネルトリンゲンでは痴ち漢かん扱いされてぶっ飛ばされて、今日きようここで暴ぼう投とうによって床に叩きつけられて人生終了とは、

　……い、いい事一つも無いですよ!!

　もうこのままここで消滅してもいいんじゃないかとか、そんな判はん断だんがふと始まりそうになるが、流石さすがにそれは三みつ成なり君に迷めい惑わくを掛ける気もする。

　しかし現状、プレスを避けるにはどうしたらいいのか。思し考こうの先にある答えは、

「左さ近こん……！　いいパスですのよ！」

　瞬しゆん発ぱつの黒風が、跳び込んできた。

　糟かす屋やだ。

　彼女の足が、瞬発加か速そくの途と中ちゆうにヒールキックでこちらをヒットした。

　……あっ。

　これは逝いった、と何となく思いつつ、大谷は宙ちゆうを飛ぶ自分を自覚した。

　ただ、これで竜のプレスは抜けられる。だが、その代わりに、

　……左近様がプレスの下に……！

　吹っ飛び、三成が駆かけ寄ってくるのを確かく認にんする視し界かいは、しかし、狼おおかみの判はん断だんを見た。

　彼女は両腕うでの銀釘アルジヨント・クルウを変形。回穿ドリルを射出バンカー式に形状変へん更こうさせると、

「穿うがちますのよ……！」

　彼女は竜の下から退たい避ひしなかった。

　真まっ直すぐに、左近の方へと瞬発したのだ。
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　左近は、空中で身を捻ひねっていた。

　大谷を暴ぼう投とうしたのは、股またを潜くぐらせるような姿勢。だがそこから身を横倒しにし、前へと跳ちよう躍やくすれば、落ち来る竜に対し、背面跳びのような状態で向き合う事になる。

　そして糟かす屋やが来た。

　……やる気です!?

　地ち竜りゆうの下へと跳び込み、上へと打だ撃げきで跳ね上げるつもりだ。

　無む理りですよう、と、正直思う。

　自分は別に大だい丈じよう夫ぶだ。竜にプレスされて潰つぶされたところで、血ち煙けむりとなって、すぐに再さい生せいが始まる筈はずだ。

　だが、彼女はやる気だ。そして彼女のやる気の中には、間違いなく自分も入っている。

　逆に言えば、だからこそ、彼女は跳び込んできたのだ。

　自分がいれば、地竜を上に跳ね上げられる、と。

　……それって……。

・鬼武丸：『小こ姫ひめ……！』

　鬼おに武たけ丸まるが叫んだ。

・鬼武丸：『──庇かばう要素はここに無いぞ！』
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　左さ近こんは、息を吸った。

　……確かに、そうですよう。

　自分が今、この身を盾たてにして守る要素は、ここには一つも無い。大おお谷たにには少々悪かったが、もはや彼も手の届かないところにいるのだ。

　そして今、糟屋が来た。

　彼女は、こちらの素す性じようを知っている。それなのに、来た。

　……これは──。

　左近は思った。ああ、今、自分が庇われているんです？　と。

　傷ついて、殺そうとしても死なない自分なのに。無ぶ事じを願って跳び込んでくる人がいる。

　左近は、小さく問うた。

「何故なぜです？」

　問いの声は、糟屋には届かない。瓦が礫れきが竜りゆう砲ほうで破は裂れつし、風が鳴っている現場なのだ。

　だが、代わりの言葉が来た。

・鬼武丸：『問うな！　貴き様さまがする時と同じだ！』

　鬼武丸が、叫んだ。

・鬼武丸：『貴様がする事を、他人に問うな！』
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　糟屋は、両腕うでの銀釘アルジヨント・クルウを回かい穿せん射しや出しゆつ状態に変形した。単なる回穿打撃ではなく、杭打ち回穿ドリルバンカーを竜りゆうにぶち込むのだ。

　……出来ますの!?

　出来る。

　打だ撃げき力りよくを通すため、己おのれの身体からだが床に設置している必要がある。

　だがそれは、一いつ瞬しゆんだが竜の全重量が身体に通ると言う事だ。

　下手へたを打てば、骨こつ格かくが耐え切れずに砕くだけるか、ズレて二度と戻らなくなるだろう。

　しかしそれを通す方法が一つある。

　瞬しゆん発ぱつ加か速そく。

　竜に打撃を入れる瞬しゆん間かん。全身を一本の杭くいの様ように瞬発加速で突き立てる。

　穿うがつのは一点。

　竜の全重量を受け止めると言うより、こちらから、一点に打撃力を通す。そうする事で、震しん脚きやくと同様に、竜の全身へと打撃力が走る筈はずだ。

　タイミングは見えている。後は、

　……行くだけですの……！

　思い切りは何よりも優先される。だから糟かす屋やは行った。足裏で床をバウンドさせるように強く踏み、その反はん力りよくが通るように両の武ぶ装そうをかち上げた。

　瞬間。糟屋は声を聞いた。それは己の横、倒れるような姿勢になっていた左さ近こんの、

「掛かれ……！」
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　二重の打撃が竜の全身を吹き飛ばすのを、三みつ成なりは見ていた。

　大おお谷たにを手に受け止め、しかし全体の推すい移いを見極めようとしていた時だ。

　まず、左近の叫びが面の打撃に転化され、落らつ下かする巨きよ体たいを揺らした。

　そこに、糟屋が両の回かい穿せんを杭くい打うち状態で発はつ射しやしたのだ。

　……入りました。

　連れん携けいです、と三成は思った。

　竜を、大おお勢ぜいの戦せん士し団だんとして見た場合、これは大たい群ぐん相手の連携迎げい撃げきだ。

　先に左近が、敵勢の前ぜん戦せんを発声の圧あつ撃げきでカウンターし、そこへと糟屋が銀釘アルジヨント・クルウで突とつ破ぱ口こうを開けていく。

　まだ見ぬ戦せん場じよう。しかし何処どこか将来で発生しそうな連携を三成は確かにそこに見た。

　竜が、仰あお向むけになる動きで吹き飛ぶ。

　その陰から、糟屋が身を縮め、左近も姿勢を制せい御ぎよした。

　行く。

　瞬発と、豪ごう速そくと。どちらも黒の風が石の床を跳ね、風を捲まいて竜に追つい撃げきを掛けた。
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　近接系けいの戦せん闘とうを主とする者にとって、攻こう撃げきは何よりも優先される。

　防ぼう御ぎよ専せん念ねんであったとしても、それは攻撃を入れる隙すきを待つためのものだ、全ての行動には攻撃に対する崇すう拝はいがある。

　糟かす屋やはその信しん仰こうを発はつ揮きした。

　地ち竜りゆうのバランスは、今の攻撃で完全に崩くずした。後は、高速で追い、勢いを頼りに、

　……仰あお向むけでこちらを向いた左前足……！

　無ぶ事じな左の前足を、先行して砕くだく。

　三つ指の爪つめを衝しよう撃げきで弾はじき、手首にまで震しん動どうを叩たたき込む。

　これでもう、相手は起き上がる事が出来ない。両腕うでは爪つま先さきの神しん経けいを断たれ、激げき痛つうがある筈はずだ。だから後は、追いついてきた左さ近こんと共に、

「行きますのよ……！」

　打だ撃げきした。

　吹っ飛ぶ地竜を、勢いを消さぬように穿うがち、更さらに浮かせて打ち飛ばす。

　入った。

　打撃が速度として竜の装そう甲こうに通じ、骨こつ格かくまでを〝押した〟感覚があった。

　手て応ごたえというものだ。

　下がらざるを得なくなった竜が咆ほう吼こうをあげた。もはや声と言うよりも音。怒りのイメージだけが伝わってくる。横倒しの腹をこちらに向け、身を縮めるような姿勢を取って退のく。

　こちらはただ、追うだけだ。

　石の床に靴くつの足裏を嚙かませ、左近と共に、打撃する。狙ねらいは奥の壁、そこに叩き込んで、

「シメますのよ……！」

「Ｔｅｓテスタメント．ですよ……！」

　正面。いきなりの影が降ってきた。

　身を捻ひねり戻した竜が、爪を失った右前足を、それでも攻撃手段として叩きつけてきたのだ。

　自分は走る身を右前に瞬しゆん発ぱつ。横の左近が左前へと加か速そくした。

　お互いの中央に、大たい木ぼくのような大腕が叩き込まれ、石の床が砕けて飛沫しぶいた。

　だが当たってはいない。後はただ、身を縮め、それを弾く勢いで、

「……！」

　加速した。





●






　糟屋は、連打した。全身を叩きつけると言うより、床面から己おのれが突き生はえるようなイメージで、大だい地ちを支えに自分の力を跳ね上げた。

　打だ撃げきには音がついて来る。

　いい手て応ごたえですの、と糟かす屋やは思った。竜りゆうの全身が歪ゆがみ、骨こつ格かくに威い力りよくが通っていくのがよく解わかる、と。

　すると竜が、前足を叩たたきつけてくる。

　その攻こう撃げきをかわし、己おのれは前に出る。腕ごと床から引き剝はがすように打撃する。

　しかし竜は身を捻ひねる。両の前足が使えないならば、と、身体からだを這はわせるように、しかし起こしてこちらに顔を向ける。

　竜りゆう砲ほう。

　横よこ薙なぎというよりも、床を払う振り回しだ。

　だが、姿勢としては真ま横よこに首を曲げて撃うっているのに等しい。喉のどが完全に通らぬ竜砲の出力は低く、射しや角かくも上下には甘いものだ。更さらには、

「竜砲の反動で、身体が持ち上がってますのよ……！」

　行く。

　白の砲ほう撃げきの横一いつ閃せんをくぐり、一いつ瞬しゆんで竜の全身へと距きよ離りを詰める。

　膝ひざを曲げ、足を踏み込む。震しん脚きやく。腰を捻り込み、全身を上に伸ばしながら右の回かい穿せんを杭くい打うちする。

　衝しよう撃げきした。

　竜の装そう甲こうが砕くだけ、そこに左の二発目をぶち込んだ。

　浮かす。直後に、左へと追いついてきた左さ近こんが叫びを上げる。

「……！」

　声による打撃砲ほうだ。竜の爆ばく圧あつ咆ほう吼こうに近いものだろうか。威い力りよくは絶大で、竜の身体が曲がり、明らかに床から剝がれ飛ぶ。

　……不ふ思し議ぎですのね。

　今、お互いは竜の前足を挟んだ状態。アイコンタクトも何も、自由には行えない。

　だが、連れん携けいが出来ている。タイミングがズレる事もあり、完全ではないが、しかしそれぞれが相手の為なす事を知って、そのように動いている。

　糟屋が思い出す事が、二つある。

　一つは、関かん東とうでの夜の事だ。

　あの時、自分は人狼女王レーネ・デ・ガルウを相手に一人では敵かなわず、しかし可か児にと二人で迎げい撃げきに入り、ある程度の成果を収めた。

　可児は小こ柄がらで、武ぶ装そうは高速多重射しや出しゆつの大おお槍やりを用いる。

　今、隣となりにいる左近は、高身長で、武装は両の手と声の打撃化だ。

　タイプの違う二人と組み、しかし今回も成果を得つつある。

　息が合うのは何故なぜか。

　それは、近接系けいの自分達にとって、為なすべき事の常は〝相手を倒す〟という、そんなシンプルなものだからだろう。そしてまた、

　……相手が、強大ですの。

　大きい。サイズも、力も、何もかもが、だ。

　そのようなものを敵とした場合、自分達の取れる手段は絞しぼられる。

　もはや、身を隠かくすなど、そのような事は意味を持たず、力押ししか無いのだ。

　今もそうだ。

　打だ撃げきし、回かい避ひし、そして前に出る。打撃訓くん練れんでは当然として行われる動きだ。幾いく度どとなく繰り返してきた挙きよ動どうを、またここで行いながら、糟かす屋やはもう一つの事を思い出す。

　それは、三ヶ月前の三み河かわでの事。

　自分達はあの時、十じつ本ぽん槍やりとしての基き礎そ固めのため、羽は柴しば麾き下かとして各所に出向いていた。己おのれの場合は、柴しば田た班はんの圏けん内ないにて、上越露西亜スヴイエート・ルーシや一いつ向こう宗しゆうの魔ま神じん族ぞくなどに対応していたのだ。

　だが、ある夜、その言葉が通つう神しんから来た。

　三河崩ほう壊かいの際に、松まつ平だいら・元もと信のぶが、こう言ったのだ。

「危き機きって、面白いよね」

　馬ば鹿かな物言いですの、と当時は怒りもしたのだ。そんな愉ゆ快かい犯はんじみた行為で、多くの混乱を呼び寄せていますのよ、と。

　だが、今になって理解出来る事がある。

　強大な敵。途と方ほうも無い恐きよう怖ふ。そして圧あつ倒とう的な危機の前に、自分も、誰だれも彼も、力あるならば思いを揃そろえる事が出来るのだと。

　竜りゆうを穿うがち、前に出る。

　破は壊かいした竜の前足の遮しや蔽へいの向こう。先さき程ほど会ったばかりの左さ近こんが、こちらと息を合わせて攻こう撃げきを放っているのが解わかる。ならば、

　……私達は──。

　敵かなうかどうかは別として、息を揃える事が出来る。

　自分達の存在目的。止めるべき相手。今や強力な敵となった、

　……武蔵むさし勢ぜいに、力を通せる筈はずですの……！

　と、思い、打撃した直後だった。

　竜の背が、遂ついに壁に激げき突とつした。威い力りよくによって滑かつ走そうし、ぶち当たった巨きよ体たいが壁に跳ねる。

　ここから一気に止とどめに入る。

　相手は壁に押しつけられたのだ。こちらがぶち込む打撃の力は、どこにも逃げる事なく白の巨体に叩たたき込める。

　ならば、と糟屋は右腕うでを構えた。足は構わず瞬しゆん発ぱつ加か速そくする。

　その瞬しゆん間かんだった。三みつ成なりの声が、ホールに響ひびいた。

『竜りゆうの尾が来ます……！』
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　左さ近こんは、糟かす屋やの左にいたがゆえに、それに気付いた。

　竜の尾だ。壁に叩たたきつけられ、腹をこちらに向けた竜の姿勢は、丸まるだけで尻尾しつぽをこちらへと跳ね上げる事が出来る。

　その通りだ。

　竜の全長に対し、三分の一を超える長さの大質量。装そう甲こうを纏まとった強固な鞭むちが、水すい蒸じよう気き爆ばく発はつと破は裂れつ音おんを伴って飛んでくる。

　……まずいです!?

　糟屋には見えていない筈はずだ。何しろ彼女との間には、破は壊かいされた竜の前足があるのだ。

　遮しや蔽へいがあるがため、恐らく糟屋の回かい避ひは遅れる。

　気付いている自分はどうするべきか。

・小　姫：『鬼おに武たけ丸まるさん！』

・鬼武丸：『声量の圧あつ撃げき化かでも防ぎ切れんぞ……！』

　だったらどうするか、解わかっている。竜は糟屋に任せ、こちらは飛ひ来らいする尾に身を広げ、口を開け、

・鬼武丸：『全く……。何故なぜ、こういう自分を疑問に思わぬ』

　だが、

・鬼武丸：『防ぼう御ぎよ加か護ご展開、パワーアシスト対衝しよう撃げき設定転化、可能な限りこちらで支えてやるから感かん謝しやしろ！』

　有あり難がたいですよう。何かホント、口の端はしに緩みが来る。

　でも大だい丈じよう夫ぶです。鬼武丸さんは傷つけないようにしますから。だから、

・小　姫：『来ますですよ……！』
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　左近は、見えた。

　……お？

　見た、のではない、見えた、のだ。

　高速で飛来する竜の尾。装甲の羅ら列れつの叩きつけは、視し認にんなど出来ない筈だった。

　だが、見えた。

　装甲の形も、継つぎ目も、その軌き道どうや先せん端たんの鋭さも全て見え、

　……おおおお？

　これはどういう事です？　と左さ近こんは思った。集中力ってもんです？　とも。しかし、

「──え？」

　見えなくなった。

　まるで夢から覚めたかのように、また何もかもが高速で。飛ひ来らいする尾よりも薄うす暗ぐらいホールの空気の方が見えていて、

　……当たりますよ……！

　心の準備はしていた。だが、その後に一度〝見えた〟のが悪かった。

　身み構がまえは出来たが、尾の直ちよく撃げきは避けられず、

「──！」

　息を詰めた瞬しゆん間かん。眼前で激げき突とつがあった。

　竜の尾が、一いつ斉せいに破は裂れつしたのだ。





●






　白の竜が振るった尾。長大な装そう甲こうの全てが刹せつ那なで弾はじけ飛んでいた。

　貫かん通つうの力だ。

　堅けん牢ろうな装甲の羅ら列れつを、真まっ正しよう面めんから真まっ直すぐ貫つらぬき、破は砕さいしたものがあったのだ。

　高速で飛ひ翔しようし、竜の力を貫通していったもの。

　この夢の具現の大ホールにて、遠く、それは風を切って飛び去っていく。

　あれだけの力をぶつけてなお、速度を失わず、大たい気きを割って遠くへと消えていく力。

　流りゆう体たい光こうに光るものの形を、左近が呟つぶやいた。

「……矢です？」

「いえ、残念ですが違います。──剣ですよ、あれ」

　声が響ひびいたのは、ホールの入口。鉄てつ扉ぴの前に、白と朱あけの姿すがたが立っている。

　巫女みこ用のインナースーツ。それを着込んだ上で、腰に直剣を提さげた姿は、

「十じつ本ぽん槍やりの六番。──平ひら野の・長なが泰やす。三みつ成なり班はんと合ごう流りゆうします」

　そして、と彼女は長ちよう髪はつを揺らして言った。

「とりあえず、最初の相手を倒すのは、間に合ったようですね」

　平野の言葉に応じるように、糟かす屋やの打だ撃げきが地ち竜りゆうを壁に叩たたきつけ、

『……！』

　咆ほう吼こうと共に、竜が光となって爆ばく散さんした。





●






　糟屋は、散り舞う流体光の中から平野を見た。

　三成を相手に、幾いくつかの言葉と表示枠レルネンフイグーアを交換していた彼女は、紫むらさきにも見える黒の髪かみを揺らしてこちらに振り向く。

「糟かす屋や。邪じや魔ましました？」

「いえ、そちらこそ、いきなり何ですの？」

「ええ、──剣つるぎ神じん社じやの初期調ちよう整せいが終わったので、安あ芸きの方に援えん助じよ調整に来たんです。しばらくは安芸と剣神社を行ったり来たりとなりますね」

「では──」

　ええ、と平ひら野のが笑えみで頷うなずいた。

「──本ほん能のう寺じの日取りが決まりました」





●






「もう、全てが創そう世せい計画ですよ。夏休みとか、あったもんじゃないって言いますか……」

　平野は、糟屋が息を詰めたのを見てから、視線を動かす。

　流りゆう体たい光こうの破は片へんはこちらへと広がり、桜さくら吹雪ふぶきのように波打っていくが、その中に、

　……さっきの、身を挺ていしようとした人。

　島しま・左さ近こん。

　彼女の能力や素す性じようはこちらでも把は握あくしている。

　優ゆう秀しゆう。そして何よりも、今先さき程ほどの流れで、糟屋を守ろうとしてくれた。だから自分も射しや剣けんを射うち込んで救ったのだ。

[image: ]

　ともあれ、新顔も含みだが、

「何だか久しぶりに、業務以外の友人と話をしてますよ、私」

　最後に会ったのがノヴゴロド前。関かん東とう行きの福ふく島しまと清きよ正まさに戦せん闘とう用の加か護ご類を預けて以来だが、自分はちゃんと話が出来ているだろうか。浮いてしまって、皆と別の世界の住人になってやしないだろうか、あと、

「三みつ成なり」

　幾いく度どか通つう神しんで見たり、話した事もあるが、実際に会うのは初めてだ。

　彼女の流りゆう体たい調ちよう整せいには、その腕の中の大おお谷たにも含め、自分が少なからず関わっている。

　それが今、確かに動き、麾き下かも得て活動してるならば、

「……手て間まが掛からなくなると、嬉うれしくなると同時に、残念ですねえ」

「平ひら野のは、駄だ目め人間好きですものねえ」

「あれあれ、可愛かわいいもの好きが先に立つんですけどね」

　ただ、と平野は言葉を間に挟んだ。

「ちょっと聞きたいんですけど、いいですか？」

『Ｔｅｓテスタメント．、何でしょうか』

「ええ、──片かた桐ぎり君が福島によって後ろから男にさせられたと聞いたんですが、それは一体どういう事ですか」

　三成が、動きを止めた。彼女はややあってからこちらを見上げ、

『Ｔｅｓ．、どういう事と言われますと、──福島様が、片桐様に後ろから成せい人じんの儀ぎをぶち込んだと、そういう事になるのではないでしょうか』

「どういう事かというのは行為内容じゃなくて現状ですのよ──!?」

　確かにその通りだが、まあ遠からず。

　だが、改めて、旧きゆう知ちからこんな反応を寄よ越こされて、平野としては内ない心しんで一ひと息いきを吐いてしまう。

「うーん……、何というか、喜ぶべきか、残念と言うべきですか……」

『何か複雑な御状況ですが、大だい丈じよう夫ぶですか』

　それはまあ、と平野は手を振って頷うなずく。

　ちょっとこの辺り、聞いておきたいというのもあって、こっちに来たのだ。何しろ、糟かす屋やや三成ならば、それとない内容で話が出来る。もしも事実がクリティカルだとしても、こっちで聞く分ならば、緩やかに受け止められるだろう、と。

　……とはいえ、柴しば田た先せん輩ぱいのいない柴田班はんには行く意味無いですし、真さな田だに行く意味も無いというか、私、向こうの天てん竜りゆうに口止めガツンやってますからね……！

　以前、真田に剣けん状じよう矢やをぶち込んだのは、自分でも結けつ構こう思い切りの良かった一発だった。

　あの遺い跡せきや自分達については不ふ問もん。口こう外がい無しと、そういう話だったのに。

　やはり真さな田だの天てん竜りゆうは、武蔵むさしの姫ひめ達を〝認めた〟という事だろう。人との約束に対し、竜の決定は上回る。彼らは竜りゆう属ぞくとして、人を見くびりも恐れもせず、己おのれの矜きよう持じを通したのだ。

　ゆえにあの後、空に昇っていった流りゆう体たいの美しかった事。

　自分の方としても、拝はいし、いずれまた良き竜になる事を願いもした。

　それからは、ずっと剣つるぎ神じん社じやに籠こもりっぱなしとなったのだが、

「片かた桐ぎり君が、まあ、心しん境きようの変化とかで、大人おとなになったという事ですか」

「あの、平ひら野の？　勝かつ手てに決めつけず、実際に会って確かめないと駄だ目めですのよ？」

「ええ、まあ、そうですけどね。ただ実況通神チヤツトなどちらちら見ていると、そうなのだろうなあ、と。──あ、こうやって勝手に決めつけるの、私の悪い癖くせだと解わかってますんで」

　ただ、

「もしそうだとしたら、十じつ本ぽん槍やりで頼りない人がいなくなってしまいますねー。小こ六ろくちゃん、かなりしっかりものですし」

『そんなに頼りない人が良いのですか？　不利なだけかと判はん断だん出来ますが』

　ほほう、と平野は半はん目めになった。三みつ成なりの顔を指さし、問うてみる。

「あのですね？　三成。貴女あなたは結けつ構こうな機き能のうがあって、いろいろな事が出来ますよね？」

『Ｔｅｓテスタメント．、戦せん闘とう指し揮き、航こう空くう管かん制せい、武ぶ装そう管理など戦闘に関する大だい事じから小しよう事じまで、とりあえず全てを私一人で管かん轄かつする事が可能です』

　だったら、と平野は言った。

「同じ事が出来る相手を、貴女はパートナーに選びますか？」

　告げる。すると三成が、一いつ瞬しゆん天てん井じようを見上げた。思し案あんしているのだろう。そして、

『人類の恋れん愛あい感情は、そのようなものを無視して、結局は関係や精神的相あい性しようで決まるものだと、そのように統計としては見ていますが？』

「じゃあ、結局は関係や精神的相性で相手を選別したとして、それが同レベルで二人残りました。一人は貴女と同じ能力持ち。もう一人は貴女と同じ能力を持っていません。

　さて貴女はどちらを選びます？」

　後ろで「どっちです？」『私に聞くな……！』など聞こえてくるが、正面の三成はまた天井を見上げている。そして、ややあってから、

『Ｔｅｓ．、何となく、仰おつしやっている意味が解わかりました』

　彼女はこちらと視線を合わせる。

『──その状態でどちらを選ぶか。これもまた人それぞれで、平野様が用意している選択基き準じゆんも、平野様独特のものだというのは理解出来ます。ただ、その上で、制御情報プログラムとしてはこのように判断出来ます。──何の機能も使わずに済むのならば、何のための制御情報かと』

　だから、

『私は、目の前に、私と、大おお谷たに君がいたら、大谷君を選ぶのだと判断出来ます』

『──その基き準じゆんであれば、防ぼう衛えいや攻こう撃げきの際にも不足分を補おぎなえるので、自分としても採用したいものであります』

　情報体コンビはいい判はん断だんをする。

　感情が無い彼女達だ。自分達の言っている意味が理解出来るようになる日が来るかどうか、解わかりはしない。だが、自分の方はちょっと笑って、

「──私もそうですよ。その人に対して、どのような感情があるにしても、私、母からガチで仕込まれた家か事じスキルと術じゆつ式しき関係、その他いろいろありますんで。そういったものを使わせてくれる相手の方が、そうじゃない相手より日々が楽しいかと思いますね。

　そういう人は、私の知らないスキルやいろいろを、また、知ってる筈はずですからね」

「平ひら野の……、それ、実はある意味凄すごく高望みだと思いますの……」

「た、ただでさえ婚こん姻いん関係面めん倒どうな神じん社じやつきの立場は、夢が煮に詰つまるんですよっ」

　まあそういう事だ。

　ともあれ、先さき程ほどの竜りゆうは倒したのだし、

「──では、これで教きよう皇こう総そう長ちようを起こして、ミッションクリアですか」

　これで一ひと息いき。安あ芸きでは少しゆっくり出来そうですね、と思った平野は、しかしある事に気付いた。

　……あれ？

　先程、穿うがった竜は消えた。

　だが、消えていないものがある。足あし下もとの床。周囲の壁。そしてこの大たい気きも何もかも、

「どうして消えて無くならないんです、か……」
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　左さ近こんは、咆ほう吼こうを聞いた。

　ホールの奥。暗くら闇やみの中に光が幾いくつかある。

　明かりではない。

　遠く、見通せないホールの向こうから、

「あ、新あら手ての竜です!?」

　言った通りのものが、こちらへとやってくる。それも、流りゆう体たい光こうの数から言って三体だ。

　その動きは、咆吼を重ねるごとに速くなり、地じ響ひびきが段々と足下に届くようになっていく。

「う、うわ、ちょっとちょっと三みつ成なり！」

　と平野が三成の両肩に手を乗せる。

「あの、おかわり有りとか、聞いてないですよ!?　どういう事なんです!?」

『Ｔｅｓテスタメント．、話せば長くなりますが、オリンピア様が眠りにつかれたのはネルトリンゲンの前辺り。つまり今日きようで十日以上寝ている事になります。そうなりますと──』

「一日一いち竜りゆうだとしても、十じつ匹ぴきはいますのね……!?」

　咆ほう吼こうがホールに反はん響きようした。そして左さ近こんは理解した。今、ここにいる竜達を倒した上で、

「経過日数分の追加を倒さないと教きよう皇こう様は目覚めないんです？」

『誰だれか先に対たい抗こう策さく考えておくべきだろう。何しとるんだ一体』

「その通り！　その通りですよ鬼おに武たけ丸まるさん！　珍めずらしく意見合いましたです！」

　だが、糟かす屋やが右手を挙げた。

「一体くらいなら行けますけど、そろそろお腹なかが減ってきましたわ」

「私の方も、流石さすがに射しや剣けんを何本も持ってきてませんので……」

　だったら決まりだ。自分も武ぶ器きを用意した方がいいと思うし、

「三みつ成なり様？　どうするんです？」

　Ｔｅｓテスタメント．、と三成が右の手を上げた。

『この場は撤てつ退たいしましょう。ただ、合がつ宿しゆくは続行です。──まさか神しん聖せいローマ皇こう帝ていの命令で、教きよう皇こうを救うための竜退たい治じになるとは思ってもいませんでしたが』

　では、と左近は急ぎ、皆を後ろから覆おおうように移動。

「全く……」

　鉄の扉とびらの横、遠距きよ離りからの竜りゆう砲ほうが着ちやく弾だんした。

　その激げき震しんを真横に通り過ぎながら、左近は皆の頭ず上じようで呟つぶやいた。

「──武蔵むさし勢ぜい対たい抗こうとはいえ、何か凄すごい合宿です？」
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　海うん野のは、夜の風を浴びていた。

　真さな田だ教きよう導どう院いんの校舎屋おく上じよう。周辺では最も高く、見晴らしの良い場所だ。

　……ここからだと、安あ土づちも有あり明あけも確かく認にん出来る、か。

　昼間と違い、夜だ。それゆえに巨きよ大だい建けん造ぞう物ぶつは月光の反射や照しよう明めいの浮かび上がりによって、昼よりも明確に見えている。

　ここで、安土の立ち去りを見届けようと、そう思ったのだ。

　だが、今、屋おく上じようにいるのは自分だけではない。

「アンタもやっぱり気になるかい、加か藤とう・清きよ正まさ」

　声を掛けた先、白いジャージ姿すがたの清正がいる。

　彼女は屋上の東ひがし縁べりに腰を掛け、振り向くような姿勢でそちらを見ていた。そして、

「──気になると言うより、義務ですね。後こう輩はい達に、安土がどうなったかを伝える必要もありますし」

「Ｔｅｓ．、いい先せん輩ぱいだアンタ。望もち月づきや地ち竜りゆう達が言っていたけど、存ぞん外がいに熱心な後輩達だってね。こっちとしても、後輩育成は常の課題だけど、真田は基本的に戦せん士し団だんが生産系けいとか兼けん業ぎよう義務あってさ。戦せん闘とう専門ってなるとまずいなくてね。──結局、皆、可愛かわいがっちゃってるよ」

　鍋なべ島しまの機き竜りゆうなど、地ち竜りゆう達が皆で前足組んで『さてどうすっか』などと早朝会議やっているのだから大したものだ。龍りゆう造ぞう寺じの五人いる四し天てん王のうも、年老いた地竜用に竜りゆう属ぞく用の義ぎ体たいや身体からだの支えとなるパーツ、そして寝床を作る方に手を動かしていて、なかなか興きよう味み深い。だが、

「そうはいっても、真さな田だは教官としてはちょっと癖くせが強過ぎる。後々、目的違いの部分はアンタが補ほ正せいしておいておくれよ？」

「Ｔｅｓテスタメント．、そうですね。でも、何だかいろいろとお世せ話わになります」

　まあいいさ、と言って、海うん野のは清きよ正まさがこちらを見ている事に気付く。

「安あ土づちはいいのかい」

「え？」

　こちらが問うた意味が解わからなかったらしい。清正は、安土を見て、

「まだ、出ないようですね。──出る時じ刻こくになったら、流石さすがにこちらにも一いつ報ぽうがあると思いますから」

「意い外がいとテキトーだなあP.A.Oda、もっとしっかりしてると思ったよ、あたし達のいた頃ころは」

「私も昔はそう思ってましたから、元からこうだったのかもしれませんね」

　そういうものかもしれない。

　……確かになあ。

　P.A.Odaにいた当時は、大たい国こくの担にない手の一人となるのだと、そんな自覚が強かった。言い換えれば、かなりのP.A.Oda押し。悪いところはあまり気にならず、良いところは自分の事のように感じてもいた。

　……まあ、愛ってやつか。

　愛とは認める事であると、そんなのは何処どこにでもある台詞せりふだ。ただ、実際にそういうものであろう、と思う一方で、しかし国は制度というものでこちらを裏切ると言うより、ルール的に切り捨てるからまた困る。

　一方的な愛は何と呼ぶのだろうか。妄もう執しゆう。錯さつ覚かく。一人芝しば居い。それは芸げいだね。

　ただ、と海野は思った。清正が今、P.A.Odaのテキトーさを自覚しているというなら、

「アンタ、P.A.Odaに対してケッコー冷静だったりするの？」

「どうでしょう？」

　清正が、首を傾かしげた。

「上うわ役やくとなれば、当然、人じん事じや作業などで、現実には上手うまく回るものと回らないものがあると体感しているでしょうから、現実的な目にもなるのかと思います」

「……アンタ達、充分上役だろう。というか、あたし達だって、だからこそ七しち本ほん槍やりを任じようとしていた訳わけだしさ」

　ならば、

「現実的な視線が持てるのは、何か別に理由があるのかい」

「いえ、それはまあ、私達の出しゆつ自じに関わるので……」

「出自？」

　深入りしているな、と思いつつも、突っ込んでみる。だが、

「それは言えません。少し厄やつ介かいな事を含みますので」

　断りの言葉が来た。だからこちらも頷うなずき、

「すまんね」

　いえいえ、と言う清きよ正まさの背後。ふと海うん野のは小さな光を見たように思った。

　……ん？

　遠くの、安あ土づちの光かと思った。だがそれは、

「おい……！」

　清正の後ろ。虚こ空くうに走った円と、横一いち文もん字じの赤い光。

　それが何か、海野は噂うわさに聞いた事がある。

「二に境きよう紋もんだぞ……!?」







[image: 第五十二章『一定距離の歓談者』]
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　海うん野のは見た。二に境きよう紋もんを背後に置き、赤の逆ぎやつ光こうに照らされた清きよ正まさの口が、確かに笑えみとなったのを、だ。

　しかしそれは、笑みでも、自じ嘲ちようでも、苦く笑しようでもない。

　もし自分が知る表現があるとすれば、不ふ敵てきだ。

　だが、事じ態たいは切せつ迫ぱくだ。二境紋が生じればどうなるか、真さな田だでは知られている。それは、人を飲み込み、消してしまうのだと。

　海野は行った事が無いが、天てん竜りゆう達が守っていた遺い跡せきの奥、松まつ平だいら・信のぶ康やすの研究所で、かつてそれが出現し、信康公こうを連れ去ったらしいと聞いている。状じよう況きよう見けん分ぶんのため、その形が残されているのを見たと、現佐さ助すけと現才さい蔵ぞうが調査の後で言っていたが、

　……それが何故なぜ、こいつの後ろに出る!?

　疑問し、海野は表示枠サインフレームを開いた。自分は一応、山やま家が神じん社じやの巫女みことして、真田の神しん道とう代表だ。二境紋については詳しく知らないが、抵てい抗こうするなら結けつ界かいか防ぼう護ご術じゆつ式しきだろう。

　故ゆえに幾いくつかの術式を選択し、展開を掛けようとする。だがその直前、海野の視し界かいの中で、清正が動いた。

　彼女は、自分の口の前で、右の人ひと差さし指ゆびを立てたのだ。

　静かに。そういうジェスチャーだ。

　何が正しいのか海野には解わからない。ただ、清正の指し示じがあるならば、と動きを止めた。

　静せい粛しゆくにする。隠おん密みつは、忍にん者じやにとって不断の行為だ。

　身を低く、万まんが一いちがあればすぐ動けるようにしながらも、息を止めて動きを待つ。すると、

「────」

　清正の背後で光が揺れた。何かを探すように一度右に傾き、しかし不ふ意いに、

　……消える？

　散っていく。まるで右から左へと捲まくるように、その全体が消えていく。

　そして燃え欠けが落ちていくように、全てが消えた。

　後には何も無い。

　海野は、しかし息を止めたまま、清正を見た。

　視線の先、清正が、ゆっくりと息を吐いていた。彼女は両の手を腰の辺りで握り、ややあってから、こちらに笑えみを向けた。

「──気付かれなかったようですね」

「何だい今のは、……って、聞いても駄だ目めか」

「やはり場が場だけあって、過か敏びんなようですね。下の子達がいる時だと危険ですし、私の方も気を付けます」

　清きよ正まさの言っている意味がどういう事か、こちらには解わかる。だがそれは、

　……無む茶ちや苦く茶ちやだぞ？

　何しろ清正は、言げん外がいにこう言っているのだ。

　自分は、二に境きよう紋もんに目をつけられている、と。

　それも、この土地だからと、そう言うのだ。

　どういう事だ。否いな、口にすれば、それこそ捕とらえられるのだろう。

　海うん野のは、右の手の平を前に出す。

「危険だと思ったら、即そくストップと言えよ」

「Ｔｅｓテスタメント．、何でしょう」

　Ｔｅｓ．、と自分も応じた上で、海野は問うた。

「──十じつ本ぽん槍やり全員がそうなのかい？」

「八人が。──上うわ役やくの人達は知ってますね」

　随ずい分ぶんだ、と海野は思った。自分達と相あい対たいした内の八人が、こうだったのだ、と。

　しかし、疑問に思うべきは、まだある。

「何故なぜ、ここでそれを見せた？」

「いえ、過か敏びんな反応だっただけです。ただ、まあ……、もう、夏休みですしね」

　言いい訳わけになっていない言葉だ。大体〝もう〟とは何だ。夏休みになったら機き密みつを明かしていいというのか。

　ただ、誤ご魔ま化かしにしろ何にしろ、大きく話題に出来ないのは確かだ。

「──ま、訳ありだと思っていたが、ホントにそうだとはね」

「合がつ宿しゆく中の御理解、一いち助じよとなれば」

　と、清正が応こたえた瞬しゆん間かんだった。

　海野は、彼女の背後に光を見た。

　……まさかまた──。

　だが、見えた光は赤ではなかった。白だ。

　清正が、手元に出た表示枠レルネンフイグーアを見て、後ろに振り返る。

「あら、──安あ土づちが出ますね」
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　照てる政まさは、夜風を受けながら、後ろからの轟ごう音おんを聞いていた。

　自分が今いるのは、三み河かわ行きの輸ゆ送そう艦かんだ。

　昼間、仕事の成じよう就じゆを報告に行ったら、そのまま戦せん士し団だんの連れん中ちゆうに担かつがれて酒さか樽だるにぶち込まれ、さっきまでダウンしていたのだ。

　目が覚めると、甲かん板ぱんの一部を取り仕切って〝安土修復謹きん賀が謝しや肉にく祭さい〟などやっていたらしいが、俺おれ、完全ダウンだったんすけど。何か、食い残しの肉の骨とか並んだ皿さらとかいっぱいあるんすけど、料理何も残ってないんスけど、あの、あの……！

　ともあれ主しゆ役やくが意い識しき不ふ明めいでも宴うたげは進んだようだ。

　こちらとしては、三み河かわ行きの船をすぐに出し、向こうでの業務を始めたい。

　だが、このタイミングでの三河行きとなると、

「当然、関かん西さいに戻る安あ土づちに先行する形になるよなあ……！」

　艦かん尾びの向こう。夜空の中央で安土が旋せん回かいをしている。巨きよ大だい過ぎてスケール感を見失うが、あれはまだ動いていない。回かい頭とうしている動きの中で、艦かん首しゆがこちらに向いているだけ。

　だが、そんな動きですらも、まるで艦の先せん端たんがこちらに届いてくるような錯さつ覚かくを寄よ越こす。

　巨大だ。そして、

・黒　竹：『はい、じゃあ池いけ田だ君、君の船がとりあえず三河まで安土の先行となりますんで。ちょっと宜よろしく御お願ねがいしますねー』

・イケ照：『あ、Ｔｅｓテスタメント．！　宜しく御願いします……！』

・黒　竹：『まあ、夜だし、沿岸を抜けていくだけなんで、他国の強きよう襲しゆうとか無いと思うんですけどね。そっち、刑部おさかべ姫ひめでしたっけかー。そういうのもいるなら、察さつ知ちは出来ますよねー』

　何だかもの凄すごく危険な状態に置かれている気がする。

　と、自分の首のハードポイントパーツから、白い影が宙ちゆうに転がり出した。

　刑部姫だ。彼女はすぐに元の姿すがたを取り戻し、

『白しら鷺さぎ城じようははははははは？』

「三河行きの後だな。白鷺城の方では、俺の麾き下かになってる人達が補ほ修しゆう続けてるから、次に行ったら離れる時より形が出来てると思うぞ」

『なおってるてるてるてる？』

「前よりはな。──夏休みが終わる頃ころには、中央艦の浮ふ上じようくらいはさせてやれるんじゃないか？　安土の補修で結けつ構こう勉強になったし」

『じゃ、いこ。みかわわかわかわ』

「……あれ？　解わかってんの？」

　問うた先、刑部姫が艦首側に歩き出す。彼女は、遠く、西の夜よ闇やみを指さして、

『へんなかんじじじじ』

「それは──」

　航空艦の管かん制せいシステムである刑部姫は、地ち脈みやくなどの流れもある程度理解している。そんな彼女が、もう既すでに三河の方に妙みようを感じるという。

『まえからからからか　ひかれるれるれる』

「そういうもんか」

　そういうもんもん、と応じた刑部姫が、艦首の縁へりに手をついて振り向いた。

『なにしにいくくくう？』

「あー、俺おれがやんのは、三み河かわ崩ほう壊かい……、って解わからないか。三河でサルベージ出来る資材や、例えば機き密みつがあるかどうかとかの検けん分ぶん。新しん名な古ご屋や城じようは、かなりブラックボックスだったから」

　あと、と腕を組み、照てる政まさは背後を顎あごで指さした。

　甲かん板ぱん上じよう。そこに並ぶのは木で出来た長い樽たるの多重列だった。

　下部は鉄と木材の台だい座ざで繫つながっており、表示枠レルネンフイグーアを展開する鳥とり居い型筐きよう体たいが設置されている。

「これ、解るか？」

『たましいいいしいしい？』

　流石さすがだなあ、と照政は思った。

「そうだな。お前も多分、こういうのから生成されたんだもんな」

　背後に並ぶ重列機き構こう。これは、

「──自じ動どう人形の〝魂たましい〟をサルベージする設備。懐なつかしいか？」
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　刑部おさかべ姫ひめがこちらへとやってくるのを照政は見た。

　彼女は、そのまま横を通り過ぎ、背後の設備に近づいていく。抽ちゆう出しゆつ用の設備は、今回軽量化と簡かん略りやく化かのために縦たて長ながの大おお樽だるを群としているが、場合によっては地ち脈みやく整せい調ちよう用の格かく納のう器きであったり、本格抽出となれば硝子ガラス製にして内部を確かく認にん出来るようにもするものだ。

　刑部姫は、高さ二メートル程の樽の一つを、手で軽く何度も叩たたき、

『かららららら』

「まだ抽出用の賢水オレイ・ネーロも入れてないよ」

『みかわでやるやるやる？　──みかわにいるるる？』

「いるさ、多分ね」

　解るのかなあ、と思いつつ、刑部姫の視線を受けて照政は頷うなずいた。

「要は簡単さ。理り屈くつも簡単だ。──三河崩壊時、三河中心部から莫ばく大だいな流りゆう体たい爆ばく発はつが生じた。あの中で形あるものは〝型〟を破は壊かいされて散ったと、そう思う」

　だが、と照政は、刑部姫に視線を返してこう言った。

「〝型〟が破壊されても、〝消しよう滅めつ〟になっても、それが流体の変へん異いによって起きるなら、結局は地脈に組そ成せいが戻るんだ。そして地脈はすぐに全てをフラットに戻せない。

　今も三河の地脈が安定していないのは、一度〝消滅〟を叩たたき込んで整えたつもりが、〝型〟ある時に持ってしまった熱量……、っていうのかな、ともあれそれが地脈内で癖くせとなって搔かき消えていないんだ。だから怪かい異いも起きまくる」

　さて。

「ここで、ちょっと面めん倒どうな存在ってのがいるよな」

『それはなににににに』

　問うた刑部おさかべ姫ひめを、照てる政まさは指さした。

「お前みたいなヤツだよ。──自じ動どう人形とか、そういう〝魂たましい〟と身体からだの分離性が高い存在だ」

　自動人形のボディと、魂は別。これは人間などもそうだが、可分性においては自動人形の方が段違いに高い。そして、自動人形の魂とは、

「付つく喪も神がみの理論でな。魂の宿るべき〝型〟に、地ち脈みやくが段々と集まって、やがて魂となる。その宿ったものを〝核かく〟というんだけど、核や〝型〟が壊こわれたところで、蓄ちく積せきされた魂自体はなかなか消えない。減げん衰すい消しよう滅めつするまでの間、また別の宿り場所を求めてうろうろする」

　だから、

「今の三み河かわは、核と型を失って、しかし減衰中の自動人形の魂が、結けつ構こうな数うろついてる筈はずなんだ。上手うまく行けば衝しよう撃げきで核ごと、または本体ごと吹き飛んで現げん存そんしてるのもいる可能性だってあるし、あらかじめ核の部分に防ぼう護ご加か護ごを入れて護まもってるケースだってある。

　それらをサルベージ出来れば、三河にいた自動人形が、そのままP.A.Odaの戦力になるって事さ。そしてもし、記き憶おくの残ざん滓しでも残っていてくれれば、当時の新しん名な古ご屋や城じようの状況から機き密みつを掘り出せるかも知れない。

　──自動人形の魂ってのは、そこらへん、結構大だい事じでね」

『ひとはむりむりむり？』

「人は、残念次第かなあ」

　言って、照政は刑部姫に首を傾かしげる。

「……つーか、この辺りの難しい話、解わかってんの？」

『おぼえてるてるてる　あとでしょうごうごうごう』

　あー、と照政は思った。そっか、刑部姫の記憶容量も記憶形式も、白しら鷺さぎ城じよう準じゆん拠きよなのだと。ならば彼女は、憶おぼえた情報に優先度をつけて保管し、それが理解出来るようになったら〝情報〟から〝知ち識しき〟へと変えていくのだろう。

　だったら、と照政は言葉を作った。

「──時たま、自動人形に魂を乗り移らせた人もいるけど、それは〝型〟に宿っただけで、自動人形側の魂と融ゆう合ごうしてるならともかく、素すだったらそのまますぐに消えて行ってしまうよ」

　三河騒そう乱らんでは、自動人形の姫ひめに〝分解〟を行おうとしたのだっけか。あの方法なら、人の魂は確かにどうしようもない。自動人形であったとしても、一度分解された場合、元の形に戻ろうとするだけの残念がなければ、駄だ目めだろう。

　……ただ、分解は、力りき場ばが最低でも両りよう極きよく必要で──。

　そういう意味で言うと、大だい規き模ぼな破は壊かいは一いつ極きよくから展開出来る消しよう滅めつの方が効こう率りつがいい、とそんな事を考え、照政は顎あごに手を当てた。

　……あれ？　俺おれ、今、すごく技術者っぽい？

〝消しよう滅めつ〟など、強力な〝型〟の押しつけ上うわ書がきによる初期化や、サルベージ理論など、どれも自分の流りゆう体たい修復技術の基き礎そとなっているものだ。

　社しや寺じ関係、教きよう譜ふ関係や、流体技術系けいの技能を学んでいれば、この辺りは理解も発はつ想そうも出来るものだろう。修理の得え手ては、破は壊かい状況の理解や対たい処しよの得手でもあると、そういう事だ。

「こういうの、刑部おさかべ姫ひめも理解出来るようになると、補ほ修しゆうも楽になるんだろうなあ」

『おぼえるるるる』

　そりゃ有あり難がたい、と思った時だ。

『……!?』

　不意に刑部姫が、視線を北に振った。

　夜の向こう。そちらに何があるか、照てる政まさは知っている。

　武蔵むさし。否いな、そこにあるのは、

「有あり明あけ。……武蔵が出るのか！」
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　小こ六ろくは、安あ土づちの右う舷げん後こう艦かんに出ていた。

　右舷甲かん板ぱん。そこには玄げん武ぶを出場させてもいる。

　露あらわにする事で、有明側から視し認にんされてしまうが、万まんが一いち高速砲ほう撃げきを受けた場合、防ぼう護ご障しよう壁へき以外の防ぼう御ぎよ手段が必要だと、そう判はん断だんしたのだ。

　いつ何なん時どき、何があっても大だい丈じよう夫ぶ。福ふく島しまも清きよ正まさもいない現在、防御も含めた殴なぐり合いが出来るのは自分しかいない。

　……嘉よし明あきも安治アンジーも出てるか。

　上空。哨しよう戒かいを行っていた安治が安土右舷の空に戻り、嘉明が再合ごう流りゆうしている。嘉明の方は一度降りて就しゆう眠みん中だったろうに、上で冷静な愚ぐ痴ちを吐いているのが想そう像ぞう出来る。

　そしてこちらの眼前。表示枠レルネンフイグーアの中で、白の巨線が見えていた。

　有明だ。

　大きさだけならば武蔵を凌しのぐ巨きよ大だいな立方体。移動するだけで大だい規き模ぼな大たい気き干かん渉しようを起こし、周囲に白い霧きり雲ぐもを纏まとう。

　その巨きよ影えいを、安土の画が像ぞう処しよ理り能力の補ほ佐さ入りで確かく認にんし、小六はチェックした。

　戦せん闘とう記録から見るに、有明は守しゆ備び戦力以外の戦闘能力を持たない。戦闘になれば大規模な防護障壁と、ステルス化で退たい避ひ防御専せん念ねんだ。

　だが、武蔵がいる。

　武蔵からは移動砲ほう台だいとして武ぶ神しんの狙そ撃げき隊たいが出るだろうし、上面装そう甲こうを開放すれば、有明の側面装甲を遮しや蔽へいにした弾だん道どう砲ほう撃げきも可能になる。更さらには、

　……里さと見みと最も上がみが下にいる。

　安あ土づちの移動は房ぼう総そう半島の南の空を西へと抜けるものだ。この際、右う舷げん下部側からを、里さと見みに晒さらす事になる。

　里見・義よし康やすと正まさ木き・時とき茂しげの武ぶ神しんは、どれだけ修復がなっているだろうか。

　また、最も上がみの山やま形がた城じようは、砲ほうをこちらに向け続けている筈はずだ。

「面めん倒どう」

　いつ、触しよく発はつがあるか解わからない。正直、武蔵むさし対策で玄げん武ぶを右舷に持ってきたが、実質を考えるなら輸ゆ送そう艦かんに乗せて艦かん底てい側に回した方が良かったかも知れない。

　迷う。だが、

・黒　竹：『安土、このまま西へと通常航こう行こうで進行します。丁ちよう度ど、先行した池いけ田だ隊たいの船が、索さく敵てきなど行っているので、便びん乗じようしてそのペースで行きましょう』

　言っている間に、安土がその回かい頭とうを止めていく。

　巨きよ艦かんだ。重力制せい御ぎよを込みでも、回頭は制止に時間が掛かる。故ゆえに、

・安　土：『回頭しながら前に出ます。──もし、下方から砲ほう撃げきがあっても、狙ねらいをつけて着ちやく弾だんさせる事は難しいかと判はん断だん出来ますので。──以上』

　そして安土が動き出す。

　小こ六ろくは、周囲を警けい戒かいしたまま、頷うなずいた。

「関かん東とう。──さよならだ」
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　安土が動いた。

　纏まとう仮か想そう海かいが飛沫しぶきを上げ、夏の夜に霧きりの棚たな引びきを作る。巨きよ体たいが風を押し、大圧の音を立てる。艦の装そう甲こう各部の先せん端たんに発光現げん象しようのセントエルモ光が立ち、Tsirhcツアーク系けいの学生達が十じゆう字じを切る。

　そして安土が、前に出ながら、進行方向を確定させた。

　体感としては、一度北側に二百メートル程ズレた軌き道どうを、西向きに戻す形。

　行く。

　緩やかに、警けい戒かいを厳げん重じゆうに、ただ甲かん板ぱん上じようや、食堂、通路などにいた皆が、声をあげた。

　十日ぶりの運うん航こうだ。食堂では、急ぎで構えられた酒の木製ジョッキや、ノンアルコール化したアラックのグラスを掲かかげ、

「無む理りもねえさ」

「Ｔｅｓテスタメント．、ああ、無理もねえ」

「ようやく俺おれ達の城がまた動くんだからよう」

　敗戦の地。皆を回かい収しゆうし、輸送艦を曳えい航こうし、安土が西へと空を行く。

　甲板上。誰だれもが手の平をぶつけ合い、縁へりから乗り出して空や大だい地ち、海を見る。

　何もかもが、月に照らされた青黒さの濃のう淡たんと、そこにある明かりの密みつ集しゆう。海岸線と町の形だけが見える関かん東とうに、顔を向ける。

「お別れだ」

「お別れだ関東。里さと見み、武蔵むさしに、他も、いろいろも」

「ああ、お別れだ。──里見の連れん中ちゆう、正直、結けつ構こう好きだったぜ」

　そうだな、と誰だれかが言った。

「大おお坂さかや京きように比べてすげえド田舎いなか。だけど、だからこそ、子供だろうと何だろうと、学校終わったらすぐに家の仕事を手伝ってな」

「朝から夜まで仕事と飯めし食って寝て家族で賑にぎやかでな」

「ああ、いいところだった」

　ならば、という低い声が、曳えい航こうされる輸ゆ送そう艦かんの一番艦から響ひびいた。

　月明かりに立つのは、片腕義ぎ腕わんの魔ま神じん族ぞくだ。

「九く鬼き大たい将しよう」

　おお、と皆が声をあげる先、九鬼が木製ジョッキを掲かかげた。

「今夜は乾かん杯ぱいと行こう、皆」

「何に乾杯するんだよ。健康？　必勝祈き願がん？　それとも平和と愛とか言うのかい」

　横に座る孫まご一いちに、九鬼が言った。

「歴史を進めた事だよ、鈴すず木き君。今この時、歴史上で私達しか出来ない事だった」

　そして、

「このお別れに乾杯だ……！」





●






「お別れだ」

　九鬼の挨あい拶さつを、曳航される右う舷げん艦かん隊たいで聞いていた小こ西にしは、こう呟つぶやいた。

「お別れやな関東」

　ああ、と彼女は音を繫つなげ、

「──次に来る時があれば、創そう世せい計画の後やろな」

　は、と笑い、彼女はジョッキを口に呷あおった。

「何もかも、終わらせて、終わらせない。まあ、私は、多分その前に関せきヶ原はらあるしな、──合ごう流りゆうした安あん国こく寺じのオッサンと一いつ緒しよに処しよ刑けいやもしれへんなあ」

　そんな、と近くの女生徒が言った。

「私達、小西様が、負け戦いくさした時に奢おごってくれるの好きですよ！」

「何や君ら常からまともに食っとらんような事言うて」

　小西は苦く笑しようする。そして、

「大体、今回奢るとしたら私やのうて九鬼君やな。──タカる大たい義ぎ名めい分ぶん出来とるしな」

　だから、と言葉を重ねようとした時だ。小こ西にしは、北の空で生じた異い変へんに気付いた。

　……は？

　白の霧きりを纏まとった有あり明あけがいる。

　それは、これから武蔵むさしを外に出す筈はずだ。その筈だった。

　違った。有明は、白の霧を左右に弾はじいて挙きよ動どうしていた。つまりは、

「おい、皆、静かにせえ！』

　有明が、南進している。武蔵を内部から出さず、その巨きよ体たいは今こそ加か速そくし、

「有明が、こちらへと向かってくるで……！」
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　嘉よし明あきと安治アンジーの判はん断だんは一いつ瞬しゆんだった。

　有明の東西側部に霧の波が立った瞬しゆん間かん。それが南進の証しよう拠こだと見切ったのだ。

　……どういう事？

　迷うより先に行動だ。〝白姫ヴアイス・フユルステイン〟をまずは加か速そく重視の通常航こう行こうに展開し、

「アンジー！」

「あいよ──！」

　安治も、同じ判断を下していた。しかしそれを確かめず、ただ信じる事にして嘉明は北の空へと飛ひ翔しようした。

　行く。

　弾はじかれたように加速する。一気に加速のギアを上げていく。

　行くのは北の夜空。高い位置にある有明だ。

　距きよ離り約百五十キロ。遠いようでいて、音速を超えれば六分強で到とう達たつだ。相手がこちらに南進しているのだから、もっと速く接近出来るだろう。

　……急がないと。

　目的は哨しよう戒かいではなく、強行偵てい察さつもしくは警けい告こくの緊きん急きゆう出動。場合によっては強きよう襲しゆうにもなりかねないが、その先せん手てはこちらでなければならない。

　いいわ、と嘉明は内ない心しんで頷うなずいた。様さま々ざまな覚かく悟ごは出来ているし、一いつ触しよく即そく発はつを止めるのも始めるのも、魔女テクノヘクセンの仕事としては充分有り得るものなのだ。

　まず見極める。そのつもりで嘉明は加速し、

「アンジ──！」

　黒魔女シユヴアルツヘクセンの名を叫んだ瞬しゆん間かん。眼がん下かに黒の姿すがたが飛び込んできた。

　安治だ。背はい面めん飛行の彼女は、こちらを見ていない。機殻箒シヤーレベーゼン〝黒姫シユヴアルツ・フユルステイン〟の向こうで、上を、北の方へと顔を向けている。

　だが、動きはあった。自分と共に、安治が両腕うでを広げる。そして、

「──〝白姫ヴアイス・フユルステイン〟〝黒姫シユヴアルツ・フユルステイン〟。合がつ体たい状態移行──」

　言った直後。お互いの機殻箒シヤーレベーゼンが左右に分かれた。

〝白姫〟も〝黒姫〟も、重力加か速そく器きの板が、重力制せい御ぎよで集合しただけのものだ。ただ加速し、しかし自在に変形する事でどのような目的にも対応出来るという武ぶ装そう。

　今、それが、お互いの手に摑つかむ二本の塔とうのように分離した。

　後は簡単だ。

「じっとしていて、アンジー」

「キメちゃんこそ力んじゃ駄だ目めだよ」

　小さく笑えみが漏もれるのを自覚しながら、加速の塔を手に、お互いが抱きしめ合う。

　両の腕が交こう差さする時、加速器の双そう塔とうはお互いを交差し、その間に自分達の情報を高速で交換する。そして抱きしめた先で、両手の塔が再合ごう成せいして形を戻し、

「ん」

　確保のため、魔ま女じよ服のハードポイントパーツの後面に重力ラッチが固定される。両肩、両脇わき、両腰。それらの前面は、安治アンジーのものと合がつ致ちし、

「行ける？　キメちゃん」

「大だい丈じよう夫ぶよ、アンジー」

　表ひよう示じされる魔術陣マギノフイグーアに描かれる全体合致の進行図は、これが高速巡じゆん航こう形態の合体である事を雄ゆう弁べんする。後は、出力系けいを合成し、空気抵てい抗こうも強要したならば、

「さあ」

　お互いの頭ず上じようを前へと伸びる機き首しゆ。本来の箒ほうきの柄えに該がい当とうする長ちよう尺じやくが、固定された。全てのパーツが重力制御で接続され、その強度を確かめるように軽く羽ばたいた。

　金きん属ぞく音が重じゆう振しんする。

　流りゆう体たい光こうが空に散って、合致完了の合あい図ずを示した。ならば、

「──完成。〝双姫ツヴアイ・フユルステイン〟、合体完了……！」

　蹴けり飛ばされたような加速で、嘉よし明あきと安治は、有あり明あけへの距きよ離りを一気に詰めた。
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　安治は、嘉明を抱きしめたまま、補ほ佐さに入った。

　自分の目の前。両の瞳ひとみの前面五センチ程の位置に魔術陣が多重展開しているのだ。その内容はどれも出力や形態の制御、そして副ふく砲ほう撃げきの出力管理などで、

　……あまり長く続くとアンジー集中力保もたないなあ。

　思い、視線とその強さで魔術陣の中なか身みを操そう作さしていく。

　すると、索さく敵てきを行う流体検けん知ち用の魔術陣に反応があった。

「有明？」

　嘉よし明あきの、こちらを見ずに前を向いた言葉に、自分は、彼女の胸に顎あごを押しつけて首を左右に振る。おお顎が埋まる、と思っていると、嘉明が苦く笑しようして、

「この流りゆう体たい反応、有あり明あけじゃないなら──」

「Ｔｅｓテスタメント．、来てるよ。──向こうも」

　魔術陣マギノフイグーアの中、一直線に南下してくるものは、こちらに近い速度を持っていた。

　砲ほう撃げきではない。一機という訳わけでもない。ただひたむきに加か速そくしてくるのは、

「〝双嬢ツヴアイフローレン〟合がつ体たい状態……！　真まっ正しよう面めんから来るよ……！」
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　相手が来ている。

　その事実に、安治アンジーは、鎖さ骨こつの辺りから、強きよう烈れつな熱が頰ほおに沸わくのを感じた。

　……うわ。

「なんかすっごくコーフンするねキメちゃん……！」

「そうね。以前は不ふ意い打うちに近い追い抜きだったもの。そして私達の余よ裕ゆう勝ち」

　だけど、と嘉明が言った。彼女はやはり目の前に出した魔術陣を見て、

「向こうの加速が異常よ。──ノヴゴロドと同じ機殻箒シヤーレベーゼンの筈はずだけど、こちらとほぼ等速が出てるわ」

　一体何をどうやって、と疑問は出る。だが、安治は言った。

「いいじゃない、キメちゃん」

　だって、

「きっと、向こうは、ノヴゴロドの一件で、そうしようって決めたんだよ」

「──そうね」

　嘉明が言って、嘆たん息そくとも笑えみともとれる息を吐いた。

「私達が厄やつ介かい増やしてどうするの、って感じだけど」

　嘉明の眼前で、幾いくつかの魔術陣が光を帯びた。こちらの背。抱きしめながら摑つかまれた〝白姫ヴアイス・フユルステイン〟が、やはり弦げん楽がつ器きを奏かなでるような操そう作さを受ける。後は、

「行くわ」

　加速する。相手が等速を出してくるならば、それ以上を見せつけるように、

「行くわよ……！」
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　……うっわー、超エグい──！

　というのが、高加速状態で〝双嬢〟を振り回すナイトの感想だった。

　何しろこちらは合体状態で、既すでに最高速度を出している。それも、本来の〝双嬢〟が出せる限界速度を超えた状態で、だ。

「マルゴット！」

　ナルゼが魔術陣マギノフイグーアをこちらの肩越しに作り、ペンで内容を描き換えながら叫ぶ。

「余よ裕ゆうよ……！」

　それは有あり難がたい。ナルゼが後押しするならば、こちらは口の端はしを上げるしかないのだ。

「じゃあ、もうちょっと行ってみよう……！」

　加か速そくは、完全な過か剰じよう加か圧あつだった。

　加速の魔術テクノマギ。その符ふを大量に用意して、黒嬢シユヴアルツフローレンと白嬢ヴアイスフローレンの加速器へと射しや出しゆつしているのだ。

　白嬢は累るい積せき型の加速。黒嬢は反発の加速。

　それをお互い多量に用意して、カートンから加速器の燃ねん焼しよう系けいへと送っている。

　カートンは元々自分達の腰につけていた弾だん倉そうのものを転用。ナルゼの描く誘ゆう導どう路ろで管理され、符は燃焼系へと的てき確かくに注そそぎ込まれていく。

　無む論ろん、召しよう還かんした機殻箒シヤーレベーゼンに後付けで行う改造なので、あまり出来はよくない。ただ、直なお政まさに設計を見て貰もらったところ、密みつ閉ぺいは確保出来ると言う事で、アタッチメントを用意して貰った。

「……これ、ぶっ壊こわして見下し魔山エーデルブロツケンにバレたら、取り上げられるかもなあ……」

「見下し魔山の事だから、嬉き々きとしてデータを寄よ越こせって言うんじゃないかしら」

　というナルゼが、先さき程ほどからこちらの背後でペンを止めない。

　今、彼女が描いているのは加速術じゆつ式しきの誘導路と、〝双嬢ツヴアイフローレン〟合がつ体たい状態の全体図だ。

　特に後者が今は大だい事じ。何しろ、白の魔女テクノヘクセンが描く誘導ラインの合体図を、この魔術陣マギノフイグーアから〝双嬢〟全体に回し、機き体たいの全てを強化しているのだ。

　感覚としては、〝双嬢〟全体が粘ねばりを持った感じ。誘導ラインで、各部の連結や補ほ強きようを行っているからかも知れない。

　ただ、ナルゼの手て捌さばきが、背中の翼つばさをくすぐってかなり凄すごい。ガっちゃん狙ねらってやってんのかと思って見てみれば、

「マルゴット……！　向こう、流りゆう体たい検けん知ち範囲に入ったわよ！」

　……スゲー気き合あい入ってるよガっちゃん……。

　うん、御ご免めん。ムラっとしかけちゃって超ちよう御免。流石さすがに音速超過プレイはないかー。ないなー。うん。だから、

「行くよ保ほ証しよう外超加速……！」
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　竹たけ中なかは、魔女達の状況が、一つの勝負になっている事を悟さとった。

　安あ土づちの中央後こう艦かん。艦かん橋きようの屋おく上じように出てみれば、北には星にも見える加速光が確かにある。

　飛ひ翔しようしていく〝双姫ツヴアイ・フユルステイン〟と、接近してくる武蔵むさしの魔女テクノヘクセン。この二機は、

　……どっちも、双そう方ほうの前線扱いですよね──。

　流りゆう体たい検けん知ちの表示枠レルネンフイグーアで見れば、両者とも、まっすぐ行って激げき突とつコース。どちらが狙ねらったのか知らないが、今のお互いの状況はチキンレースの勝負そのものだ。

・□□凸：『竹たけ中なか様、これは──』

・黒　竹：『Ｔｅｓテスタメント．、前線の越えつ境きようをするかどうかの勝負ですねー』

　ルールは簡単だ。

・黒　竹：『今、両者こそが、安あ土づちと武蔵むさしの前線。つまり領りよう空くう境きよう界かいの最前線です。ただ、このままだとお互いは激突します』

・□□凸：『だったら、いずれどちらかが分離する、と？』

・黒　竹：『そうですね。分離し、散開すれば、そこが前線として確定します。もしも相手が分離せず、飛び込んできたら、それは前線を越えたとみなし、散開から追つい撃げきに入っても構わない。そういう事になるでしょう』

　じゃあ、と片かた桐ぎりが言った。

・□□凸：『手て頃ごろなところで嘉よし明あきさんと脇わき坂さかさんには分離散開して貰もらって、相手の飛び込みを誘って貰った方がいい、という事ですか』

・６　　：『無む理り』

　いきなりの小こ六ろくの言葉に、竹中は苦く笑しようした。彼女はよく解わかっている。何故なぜなら、

・６　　：『飛び込ませたら、安土へと突とつ撃げきを掛けられる。それに──』

　それに、

・６　　：『分離、散開は〝逃げ〟だろう。──赦ゆるされない。魔女は、赦さない』

　そーですね、と竹中は頷うなずいた。だからもう、後は簡単な話なのだ。

「勝負です。それで、武蔵の出方を見ましょーか。こっちを誘って、戦せん端たんを開く建たて前まえとするか、それとも強きよう襲しゆうを掛けに来たのか。──二人とも御お願ねがいしますよー」

　と、言った横。曳えい航こうする輸ゆ送そう艦かんの方からは、

・コニ子：『さーあ！　どっちや！　酒も入ったし賭かけ事の時間やで！　うちの魔女と武蔵の魔女！　どっちが先に逃げるか勝負や!!』

　敗戦したのになかなか逞たくましい。
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　嘉明は、加か速そくした。

　もはや正面に、相手の加速光が見えている。

　彼女達の背後、飛ひ翔しようの光の向こうに、散っていく羽は根ねのような残光がある。あれは、

　……術じゆつ式しきの符ふね。

　相手の加か速そく力が高い仕掛けを、嘉よし明あきは大体理解した。向こうは、恐らく機殻箒シヤーレベーゼンの加速力を、術じゆつ式しき符ふで外付け強化したのだ、と。

　やってくれる。

　超高速域の中でそんな事をするとは、どれだけ己おのれの機き体たいへの理解があるのか。また、得え手て不得手が理解出来ているのか。だが、

「キメちゃん、ちょっとヤバいんじゃない!?」

　安治アンジーが懸け念ねんする意味は、眼前の魔術陣マギノフイグーアが教えてくれる。

　お互いの距きよ離りが、近くなっているのだ。

　自分達の〝双姫ツヴアイ・フユルステイン〟は重力加速で飛ひ翔しようしている。重力の方向を組み替えれば、強ごう引いんにでも垂すい直ちよく軌き道どう変化が可能だ。

　だが、相手の機殻箒は、反発加速と累るい積せき加速で飛んでいる。この場合は当然九十度ターンなど出来ないので、大きな弧こを描いて曲がる事になる。

　だから、もしも分ぶん離り散さん開かいするならば、向こうが先だ。

　だが、向こうはぎりぎりで分離した場合、大きく弧を描いてこちらの前線を割ってしまう。

　ゆえに分離散開するなら、あちらの方が、こっちよりも先に分離する。散開する。つまり逃げる。だから、

　……こっちが必ず勝てるわ……！

　しかし、何故なぜだろうか。この、心に宿る妙みような不安感は。

「そうね」

　武蔵むさし勢ぜい。何をしてくるか解わからないというのは、小お田だ原わら征せい伐ばつでよく知ったのだ。

　ゆえに嘉明は、望ぼう遠えん術式を展開。相手の挙きよ動どうを捉とらえ、判はん断だんをそこに委ゆだねた。後はただ、

「……！」

　加速する。
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　ナイトは、思し案あんしていた。

　このままだと、分離の臨りん界かい点てんを超えて、衝しよう突とつコースに入ってしまう。

　出来れば余よ計けいな事はせず、安全に分離したいというのが本ほん音ね。それで向こうと勝った負けたとかいろいろあるだろうけど、

　……衝突して死ぬよか良いよねー。

　この辺りは皆も理解がある筈はずだ。だからヤバくなったら分離してしまおうと、そう思っている。だからまあ、自分としては結けつ構こう気楽で、だけど、

「どしたのガっちゃん？　ナイちゃんの顔ちらちら見て」

「ああ、うん、ちょっと久しぶりに至し近きんでマルゴット見るから、描いてるの。

　あ、補ほ強きようとか加か速そく関係は大だい丈じよう夫ぶよ。描き溜ためたから」

　で、とナルゼが笑えみで言った。

「マルゴット、ちょっと手首の制限掛かっちゃって上手うまく描けないのよね。ちょっと両脇わき、上げてくれる？」

「いやいやガっちゃん、今、ちょっと大だい事じなところ。大事なところ。ヤバいって」

　言うと、ナルゼが眉まゆ根ねを詰めた。そして彼女は口を尖とがらせ気ぎ味みに、

「いいじゃない？　……駄だ目め？」
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　嘉よし明あきは、相手の覚かく悟ごを見た。

　望ぼう遠えん術じゆつ式しきで見る向こうの合がつ体たい状態。その操そう縦じゆう者しやである黒魔女シユヴアルツヘクセンが、両腕うでを機き体たいから放ほう棄きして、バンザイ状態になったのだ。

　……ちょ、ちょっと──。

　胸むな元もと、同じものを見ている安治アンジーが叫んだ。

「向こう死ぬ気だよ！　手放し運転だもんアレ!!」

　激げき突とつ必ひつ至しだ。更さらには、

「向こうの臨りん界かい割ったよキメちゃん……！」







[image: 第五十三章『直角空の宣伝者』]
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　安治アンジーは、嘉よし明あきの判はん断だんに従った。

　合がつ体たい分離。

　決断が一いつ瞬しゆんならば、続く軌き道どうの変化も刹せつ那なの行いだ。

　相手は手放し運転。というか、もはや野放し運転の勢いすらある。だが、一ひと言ことで言えば、

　……危ないって……！

　嘉明が機き体たいを西に傾けた瞬しゆん間かんに分離。ちょっと行ぎよう儀ぎ悪いけど、お互いが蹴けり合うような形で一気に散開する。

　分かれる。

　自分は東、嘉明は西。分離時にほぼ全ての加か速そく器きはお互いの進行方向とは逆を向いている。重力制せい御ぎよで飛ぶならば、慣かん性せいはあっても強ごう引いんな引っこ抜きが可能だ。

「行く、よ──！」

　軌道はほぼ九十度カーブ。

　壁に激げき突とつして跳ねるボールのように、全身を〝黒姫シユヴアルツ・フユルステイン〟に押しつけて任せる。後は、

　……飛べ……！

　跳ねる勢いで行った。
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　……跳ねた！

　嘉明は、自分の作った軌道をそう感じた。

　いい動きだ。今、加速器が強引な勢いで機殻箒シヤーレベーゼンを前に出そうとしている。これが結けつ構こう厄やつ介かいで、下手へたに揺れを見み逃のがすと、尻しりの方がドリフトして前に出ようとしてしまう。

　そうならないよう、勢いを機き首しゆ先せん端たんに通るように調ちよう整せいしながら、嘉明は思った。

　……向こうは、どうなったの……!?

　武蔵の魔女テクノヘクセン達だ。

　向こうの臨りん界かい点てんは超えていた筈はず。だとすればオーバーシュートでこちらの作る前線を割り込んだ筈だ。

　それは、安あ土づちにとって、武蔵むさしが不ふ可か侵しんを破ったと言う事。

　政治的に見れば交こう渉しよう材料で、戦争として見れば発ほつ端たんの口こう実じつだ。何はともあれ、有ゆう事じの始まりとなる原因を生んだのは武蔵側、そう言える状況を自分とアンジーで作り出したのだ。

　これは完全に一仕事分の働き。そんな自覚で、嘉明は西へと飛ひ翔しようしながら安治の位置と武蔵の魔女達の進行を確かく認にんしようとした。眼前にある流りゆう体たい検けん知ちの魔術陣マギノフイグーアを見み据すえ、そして、

「……え？」

　気付けば、己おのれの横、北の方に、黒魔女シユヴアルツヘクセンが併へい走そうしている。

　安治アンジーかしら、と思ったが違う。黒の魔女テクノヘクセンは、金の髪かみと金の翼つばさを持っていたのだ。あれは、

「武蔵の黒魔女……!?」
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　距きよ離りにして三十メートル。否いな、二十五、二十、十八と、空中をスキッドしながら接近し、しかし高速に並んでくる白魔女ヴアイスヘクセンを、アンジーは見た。

　……速い!?　それに、どうやってコーナーリングしたの……!?

　以前、ノヴゴロドでは後ろからぶち抜いた相手だ。

　更さらには、重力制せい御ぎよの飛行技術も持っていない。

　それが、こちらの飛ひ翔しように付いてきている。

　否いな。見れば機殻箒シヤーレベーゼンは大きく震しん動どうし、時とき折おりにやはり空をバウンドして行く。制御はぎりぎりで、付いてきていると言うよりも振り回されているのをまた上から押さえつけている状態だ。

　だが、相手が、ノヴゴロドでの不足を埋めてきたのは確かだ。

「どうやって──」

　速度は解わかる。加か速そく系けいの術じゆつ式しき符ふを大量に後付けでぶっ込んでいるのだ。下手へたをすれば加速機き関かんが焼き付いて爆ばく発はつしかねないというのに。

　しかし、とアンジーは思う。どうやって曲がったのかな、と。

　そしてちらりと背後に送った視線。そのラインの先で、アンジーは見た。

　……分身!?

　白の魔女の機殻箒が、後ろに幾いくつも並んでいる。そんな光こう景けいが見えたのだ。

　違った。

　白の魔女の機殻箒から、幾いく度どとなく背後へと置いて行かれるのは残ざん像ぞうだ。それも、

「手描きの残像……!?」

　白魔女の筆ひつ跡せき。白魔術ヴアイステクノの誘ゆう導どうラインで描かれた機殻箒の全体図が、彼女の背後へと捨て置かれていくのだ。

　……これは──。

　アンジーは、相手が何をしたのか、理解した。

「曲がり切れない軌き道どうを、強ごう引いんに曲がる……！　そんな機体の絵を誘導ラインとして描いて、機体自体を強引に誘導したんだ！」
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　今日きようは筆ふでが乗るわ、とナルゼは思った。

　自分が行ったのは、弾だん丸がんを誘導するライン描びよう写しやの応用。単に機殻箒の動きを動どう画がのように何枚も描き、高速域で操そう縦じゆう不能になる機き体たいを誘ゆう導どう補ほ助じよしたのだ。

　秒間二十四コマ。音速を出していたとしても、機体が四メートル前後移動するごとに干かん渉しようが可能な中なか割わり枚数だ。

　それをマルゴットの分と自分の分、確かに描いてお互いの機殻箒シヤーレベーゼンの記き憶おく槽そうに放り込んだ。

　後は自分達の要努力。そして強ごう引いんに振り回してみれば、

「行けるじゃない……！」

　そしてナルゼは、空に一枚の魔術陣マギノフイグーアをトスした。

　同じように、西の空でもマルゴットが自分の魔術陣を一枚宙ちゆうに放つ。

　別に、攻こう撃げきや防ぼう御ぎよの術じゆつ式しきではない。

「告知。宣せん伝でんよ」

　言っている間に、魔術陣は一いつ瞬しゆんで数十メートル四し方ほうの大きさに展開。幾いくつかの文字の羅ら列れつを夜空に見せた。

　巨きよ大だいな平面。画面に描かれているのは、ナルゼによる手描き文字と、デフォルメされた彼女とマルゴットが告知する、


《有あり明あけ、夏の行ぎよう事じのお知らせ：極きよく東とう印いん刷さつ歴史再さい現げん委員会協きよう賛さん

〝全国・絶やさぬ倫りん理りで漫まん画が草そう紙しを交流する会・夏〟が八月十五日からスタート》



　その場所は、


《今年はM.H.R.R.神聖ローマ帝国改派プロテスタント領りように呼ばれ、有明が活かつ版ぱん印刷の本場に向かいます》
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「は？」

　竹たけ中なかは、望ぼう遠えん術式の魔術陣に見える文字に、単音の疑問を発していた。

　……有明が、……ど、何処どこへ？


《M.H.R.R.改派東だよ》



　ダイレクトに返答有あり難がとう御ご座ざいますー。だけどちょっと待ちなさい、と竹中は思った。これは一体、どういう手て筈はずと裏工作があって、大体、そんな許可を一体誰だれが──。

「ちょっと。──有明が、M.H.R.R.改派領へ来る、って……!?」

　と、静まった安あ土づちの上、竹中は急いで表示枠を開いた。

　急いで抗こう議ぎをしなければならない。こっちは聖せい連れんの代表として振る舞う事が出来るのだ。幾いくら何でも、極東の印刷に関する歴史再現を利用した行事が、そのまま会場の有明ごとM.H.R.R.に行くような事があってはならない。

　……それは駄だ目めですよ──。

　M.H.R.R.改派東。そこが、何処と境きよう界かいを確かにしているか、竹中は知っている。

「──京きようです」
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　まずいですよー！　と竹たけ中なかは思った。

　武蔵むさしのしようとしている事は簡単だ。

　M.H.R.R.神聖ローマ帝国改派プロテスタントの所しよ領りよう東部から、東に見える京きようを狙ねらう。それだけ。

　そのために、有あり明あけに武蔵を格かく納のうしたまま、行ぎよう事じとしてM.H.R.R.改派領へと向かう。

　そういう事だ。だが、これは理り屈くつとしては、

「武蔵は関かん西さいに行かない。だけど有明が行く。……いやそれ強ごう引いん過ぎますって──！」

　無む茶ちやなゴリ押しにも程がある。

　だが、これはまずい。改派領りよう邦ほうに行かれるのは、とにかくマズい。

　京とM.H.R.R.の間には結けつ構こうな広さの森林地帯を挟んでいるため、直接隣りん接せつではない。が、武蔵や有明の巨きよ体たいならすぐの位置と言える距きよ離り関係だ。

　これはマズい。何しろ京は、本来ならM.H.R.R.の土地と共に羽は柴しばが所有する土地だが、本ほん能のう寺じの変へんが始まっていないという事を示すため、そこは明あけ智ち・光みつ秀ひでが管理している。

　しかし、羽柴がM.H.R.R.を掌しよう握あくしつつも、三十年戦せん争そうによって旧派カトリツクと改派で分かれたため、改派は京きよう都と方面へと手を伸ばす事が出来る状態になっているのだ。

　無む論ろん、M.H.R.R.改派が京都に侵しん攻こうする意味は無い。下手へたをすれば、不ふ可か侵しんとされている内だい裏りに触れる事となり、重じゆう奏そう統とう合ごう騒そう乱らんの再来を恐れた各かつ国こくからの突き上げを食らうからだ。

　それに、明智・光秀はP.A.Odaの五ご大だい頂ちようの一人。所有する戦力は、突とつ出しゆつした部分が無いものの、京の管理を任せられる程には強力だ。

　だが、武蔵勢ぜいは違う。

　……確実に、明智さんから、本能寺の変への介かい入にゆうを狙ねらってきますね──。

　武蔵が関かん東とうにいるままなら、構わなかった。武蔵無しで武蔵勢が乗り込んで来ても、撤てつ退たいや補ほ給きゆう、巨きよ大だい艦かんの攻こう撃げき力りよくが無ければどうとでも出来るからだ。

　しかし、有明ごとはまずい。何しろ補給地兼けん防ぼう壁へきとしての有明がある上で、武蔵がある。以前、この二艦のコンビネーションで白しら鷺さぎ城じようが落とされているのだ。

　だから止める。ここで抗こう議ぎして、頭ごなしに一発入れる。そのために表示枠レルネンフイグーアを開き、

『待ちな──』

　さい、という言葉は、いきなり叩たたき潰つぶされた。

『どうも今晩はぁ──。有明代表の三み科しな・翔しよう一いちでーす』

　先さき程ほどの魔術陣マギノフイグーアに、いきなりの画が像ぞうが表ひよう示じされた。

　映っているのは、眼鏡めがねの白はく衣い姿すがた。中ちゆう年ねん男は、しかし背後に広大な空間を置いていた。

　有明内武蔵専用ドック。だが今そこは、多量の机が並び、格納された武蔵全体も、飾り付けや梯子はしご、階段などが設置され、会場の一部となっている。

　それらに対し、手を振って示しながら、三み科しなが言った。

『これが今回の欧おう州しゆう勢ぜいへのインパクト。──武蔵むさしの展示会も併へい設せつするよ』
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　海うん野のは、屋おく上じようの床に座り込んでいた。

　南東の空を安あ土づちが西へと移動してくるが、正直、見ている余よ裕ゆうは無い。

　有あり明あけ自体も、安土を追うように、まずは南へと進んでいるが、これも見ていられない。

　己おのれが見ているのは、

「これ、……全国通つう神しんですよ」

　清きよ正まさも、屋上縁べりに座り込んで表示枠レルネンフイグーアを見ている。自分もそうだ。そして、

『おい、海野！』

　校庭前の森から、地ち竜りゆう達が顔を上げ、更さらには虎とら秀ひでまでが姿すがたを見せる。彼は校庭の縁を崩くずさぬよう、水路から器き用ように上がってきて、屋上縁に肘ひじを突く。

『……有明がM.H.R.R.神聖ローマ帝国改派プロテスタント領りように行くって、どういう事だ!?』

「あたしが知るか！　望もち月づき辺りに聞きなよ！」

『すみません、自分もこれは流石さすがによく解わからないというか。出来るのでしょうか……？』

　という通神の問いに、答える者がいた。

　清きよ正まさだ。彼女は手を上げ、虎秀に小さく頭を下げ、

「ええと、こういう事ではないかと、そう思います」

『何だ姉ねえちゃん。言ってみな』

　Ｔｅｓテスタメント．、と、清正が表示枠に出したのは、欧州から関かん東とうまでの概がい要よう図ずだ。

　彼女は、欧州に幾いくつかの×マークを赤で描き、

「現状、夏休み前まで、欧州は三十年戦せん争そうを行っていました。特に、M.H.R.R.改派、旧派カトリツクともに、マクデブルクやネルトリンゲン、他、六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズ側も含んでいろいろやって来た訳わけです。ただ、その一方で、疎おろそかになっている事もありますよね」

「回りくどく言われてもあたし解らないんだけどさ」

『はは！　馬ば──鹿か！』

　右の拳こぶしを振り上げると、虎秀がちょっと仰のけ反ぞってすぐ戻る。いかん、慣れてきてやがる。今度は扇おうぎ剣けんをサックリ行こう、と思う眼前、清正が小さく笑ってる。

　そして彼女は、笑えみを納め、咳せき払ばらいを一つ。

「要するに、文化、文明の事業が進みにくいという事です。──町が戦せん事じ状態では、文化的な活動をする環かん境きようは壊こわされ、開発事業も戦事用に転換していきますからね。

　だからM.H.R.R.は、幾いくつかの事業で不備を得ました。その一つが──」

　清正が、M.H.R.R.内の会計データを見ながら、こう言った。

「印いん刷さつ事業です」
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　清きよ正まさは、表示枠レルネンフイグーアの概がい要よう図ずの中で、M.H.R.R.神聖ローマ帝国の北部を軽く叩たたく。そこに青の印しるしをつけ、

「グーテンベルクの開発した活かつ版ぱん印刷の大量生産技術は、聖せい書しよの印刷……、特に改派プロテスタントが起きてからは、改派用の聖書や書物の印刷事業が発展し、後には旧派カトリツクや他改派である英国用の聖書印刷なども手がけるようになります。

　これはかなりの貿ぼう易えきになり、各かつ国こく、自国での印刷技術を確立するのに躍やつ起きになったのですが、現状、改派の印刷組合などは、その戒かい律りつを捉とらえ直す事でビジネスとしての印刷を開始、各国は、自国で印刷出来ない内容をM.H.R.R.改派に依頼し、納のう品ひんして貰もらう事になっていますね」

「ああ、だから何か、うちの絵描き？　それっぽいのが、M.H.R.R.改派の事やたら詳しかったりとか、そういうのあるんだ」

　Ｔｅｓテスタメント．、と清正は応じた。

「ですが、このところでM.H.R.R.改派の方は戦火に巻き込まれる事が多く、それら印刷事業を上手うまく回せていない筈はずです。他国と貿易可能な大手はともかく、国内など、難しい部分があるのでしょう」

「だとすれば──」

　と、いうこちらの予測の先を、清正が言った。

「このままだと、有あり明あけの行ぎよう事じは行えません。有明の行事は、元々、極きよく東とうの印刷関係の歴史再さい現げんを、〝極東にやらせると極東の利権になる〟ため、各国の暫ざん定てい支配下にあったものです。その主たる担当は、やはり活版印刷の雄ゆうであったM.H.R.R.。だから極東は印刷関係でM.H.R.R.と近しいですが、しかしM.H.R.R.が印刷を出来ないとなるとどうなるか。解わかりますよね」

「……有明がM.H.R.R.に乗り込み、向こうの負ふ担たんを消す？」

「Ｔｅｓ．、M.H.R.R.改派領から有明まで掛かる印刷物の輸ゆ送そう時間短たん縮しゆく。そして有明側も印刷組合を乗せていき、向こうの作業を分ぶん担たんするでしょう。これにてM.H.R.R.改派は、本来の歴史再現を不備無く行える、という事です」

　待ちな、と低い声が来た。虎とら秀ひでだ。彼は清正に首を傾かしげ、

『何で極東の印刷ってのが、向こうに行って活かつ躍やく出来る話になってんだ？』

「Ｔｅｓ．、──実のところ、極東は古こ来らいから印刷関係の雄なのです。

　世界最さい古この印刷物として聖せい譜ふ記き述じゆつされているのは八世せい紀きの極東のものですし、平へい安あん時代以後、木もく版はんが普及し、各種の書物が寺じ社しや周りで印刷されているのですね。

　戦せん国ごく時代には、活版印刷が始まってもいるんですよ？」

『そーなの？　写しや経きようとか、そんな手写しばっかだと思ってたんだけどよ、俺おれ。

　だから極東の本とか、各国の技術のチョロまかしとか、そうだと思ってたわ。だろ？』

「あたしもそう思ってたけどアンタにゃ馬ば鹿かって言ってやるよ馬──鹿」

『テメエ……！』

「ええと、……写しや経きようは、あれ、修しゆ行ぎようの一つであって、印いん刷さつの技術じゃありませんよ」

　へえ……、と大きな竜りゆう顔がんと、海うん野のに頷うなずかれると、ちょっと嬉うれしい。だが、

「……どう見ても異い人じんの女に極きよく東とう文化を知らされるあたしって……」

『俺おれも長年生きてっけど、まさかここで知るとはな……』

　まあまあ、とこちらは苦く笑しようで仲を取り持つしかない。

　一応、現状把は握あくの補ほ足そくとして言っておくべきは、

「──夏休み中は、国家間の歴史再さい現げんは禁止。ですけどこれは、M.H.R.R.神聖ローマ帝国改派プロテスタント権けん限げん下かの事となります。極東の印刷関係の管理権がベースにあるので、校こう則そく法ほうに従えば、これはM.H.R.R.改派内の事となりますから」

　だから、と言って、清きよ正まさはある事に気付いた。

　……私の解説、まるで、武蔵むさし勢ぜいを味み方かたと思っているようですね。

　いけない事だ。だが、ここは真さな田だ領りよう。既すでに親武蔵側となっている土地でもある。ならば、

「？　何か、可笑おかしいのかい？」

　やはり気付かれてしまったか。

　ふと思ったのだ。少し、自分の中に落ち着きが出てきた、と。

　……福ふく島しま様。

　変わった環かん境きよう。そして自分達が本ほん拠きよとしていた安あ土づちは、これから去って行く。後こう輩はい達もいるのだが、実質、十じつ本ぽん槍やりとしては己おのれはここで一人だ。

　だが、と清正は思った。武蔵が取った戦せん略りやくを可笑しく感じられるとは、

「何だか、客観的にいろいろ見えてきた気がします」

　その中で、やはり、まだ福島の事が忘れられない。ただ、嫌いやな思いとか、そういうのではなく、随ずい分ぶんと抱えられるようになったと、不ふ意いにそんな気がした。

　まだ、自分の感情を正視出来ないし、どう捉とらえて良いかも解わからない。ただ、彼女の事と、自分の思いは、心の中でそっと摑つかみ、抱えられるようになってきた気がする。

　そして今、有あり明あけが安土を追うように西へと軌き道どうを変え始めたが、

「……これは、各かつ国こくにとって、結けつ構こう大きな変動を与えると思いますね」
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『──そういう事だ。では欧おう州しゆうの大きな同士達、宜よろしく頼むよ！』

　という三み科しなの声を残して、小こ西にしの視線の先で表示枠サインフレームが消えた。

　空にあった魔術陣マギノフイグーアも消え、後は有明が北の空からやってくるだけだ。

　見れば、有明の上面装そう甲こうには〝八月十五日開かい催さい！〟など、広告用の表示枠が出ていて、

「……行ぎよう事じは十七日まで。でも印いん刷さつ設備の展てん覧らんと交こう渉しようは二十五日まで。そして欧おう州しゆう勢ぜいへの武蔵むさしの展てん示じと傭よう兵へい交渉は三十一日まで。──何や、随ずい分ぶんとやる気やなあ……」

・九本角：『小こ西にし君、あの表ひよう示じ内容、君の見立てではどうだね？』

・コニ子：『改派プロテスタントの独断やろ？　でも、旧派カトリツクのうちがガツンと言って、じゃあ止めますって、改派が言うと思うんか？　向こう、逆に火ひ種だねが増えたと喜ぶで。何しろ武蔵が来る訳わけやしな。戦力が来た上で火種を旧派から撒まいてくれるとか、万ばん歳ざい過ぎるやろ』

・黒　竹：『あー、小西君、欧州はどう動くと思うかなー。おねーさんにちょっと聞かせてくれると有あり難がたいんですが』

　大体自分で解わかっとんのやろ、と小西は半はん目めで思う。

　正直、竹たけ中なかは苦にが手て。否いな、嫌きらいではないし、好きかどうかで言えば好きだが、苦手だ。

　……リスク大き過ぎんのや──。

　話していて、いろいろ知っているし、参考意見などは高速でバリバリ来るが、一線を越えるところでハイダメージ・ハイリターンだ。商売をし、利り益えきを上げる事を主眼とする自分としては、最後のその一点でどうしても認められない。

　ただまあ、向こうもそれは解っているのだろう。だから逆に、気楽に持ちかけてくるのだ。

　こっちも大人おとなになりたいわな、と、そんな事を思いながら小西は口を開く。

・コニ子：『私、ほら、旧派の大だい名みよういう聖せい譜ふ記き述じゆつあるさかい、欧州各かつ国こくとの繫つながり結構確かやねんけどな。これ、有あり明あけが八月後半に改派領りよう邦ほうに入ってみい。欧州各国は、こぞってそれを支持する筈はずやで』

　何しろな、と小西は前置きした。そして、

・コニ子：『──印刷物と印刷技術の博はく覧らん、交流の場。しかし実際は、会場内で各国の人間が〝すれ違う〟事が可能な場や。国際会議を開く事は出来へんけど、国家間の情報交換などは可能やろ。更さらにはそれが、とんでもない時期に出来るんやで。

　──本ほん能のう寺じの変へんの直前に、な』

・黒　竹：『結けつ構こう、面めん倒どうですよね──』

　そう言うなら、あとは決まっている。

・コニ子：『ハイダメージ確定や。さて、そこからどないすんのやハイリターン。私の敵かなう問題やないけど、アンタならどうにか出来るやろ』

　つまりは、

・コニ子：『本能寺の変の完かん遂すい。──そして、創そう世せい計画の完遂への道みち筋すじやな』
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「さあ、どうなるか、と言ったところか」

　有明内部、艦かん首しゆ側のステージから三み科しな・翔しよう一いちが降りてくるのを見ながら、クリスティーナは一ひと息いきを吐く武蔵むさし副ふく会長を見た。

　自分達のいるのは、武蔵むさし野のの艦かん首しゆ甲かん板ぱん。

　ここも今は、縁えん日にちのような屋や台たいやステージの設営が進んでいる。M.H.R.R.神聖ローマ帝国改派プロテスタント領りよう到とう着ちやくの十五日までには、ちょっとした要よう塞さいのような形になっているのだろう。

　……結けつ構こう、慣れている作業のようでありますね。

　見渡す周囲。広大なドックは武蔵を壁として幾いくつかのブロックに分けられていた。艦首側では、各かつ国こく向けの印いん刷さつ設備の展てん示じや紹しよう介かいが行われる一方で、他の多くは印刷物の即そく売ばいの場だ。

　印刷技術の普及がある極きよく東とうと、それを管理するM.H.R.R.改派ならではの行ぎよう事じと、そのような知ち識しきを自分は持っていたのだが、

「まさか、有あり明あけごと武蔵を関かん西さいに持って行くとは……」

「だから、竹たけ中なかとの交こう渉しようで、最終的に有明に入るように持って行ったんだよ」

　確かに、とクリスティーナは頷うなずいた。

「安あ土づちが動けない以上、ある意味、武蔵も安土の監かん視し下かにいるものでありますからね」

　これは有明側の準備が必要で、更さらには羽は柴しば側に気付かれてはいけない事だ。

　だから武蔵は、関かん東とう諸しよ家けを回り、自分達が関東の地じ盤ばん固めをしているように見せかけたし、

「……安土出しゆつ航こう前まえ、十日に有明に入ると」

「向こうは外をうろうろしてる武蔵を気にしていたろうが、大だい事じなのは有明だ。武蔵上には、P.A.Oda関係者がいる可能性もあるしな。だから私達が注意を引きつけている間、有明は準備を進める。そして私達が有明に入るのは可能な限り短時間とする」

　そして出来上がったのが、現状だ。

「安土も、有明の動向の情報を得ていたろうが、有明側も馬ば鹿かじゃない。大事なところはブロックして、守ってくれた。──安土には悪いが、三み河かわを抜ける辺りまで、有明の露つゆ払はらいをして貰もらおうか」

「酷ひどい話でありますねえ……」

　クリスティーナは、小さく苦く笑しようした。

「ですが、武蔵が関西に戻るのは、これで達成出来るのでありますね？」

「一応、行くのは有明で、行き先はM.H.R.R.改派領だぞ？　M.H.R.R.改派の歴史再さい現げんを手伝うために、というのが建たて前まえだな。──無む論ろん、位置は京きようを見み据すえられる改派領東だが」

「しかし、それからどうするのかも、考えてあるのでありましょう？」

　問うと、武蔵副ふく会長が眉まゆを軽く上げた。そして、

「解わかっているなら何よりだ。有明の行事自体は十七日に終了し、他、二十五日まで印刷設備の交渉や改派との折せつ衝しようで、二十六日には有明は関東へと戻る。だが──」

　来たであります、とクリスティーナは思った。だから、応じるため、先に言葉を作った。

「武蔵は、二十六日以後、改派上空に待たい機き。──〝三十年戦せん争そうの傭よう兵へいとして、必要とする国家があるかどうか交こう渉しよう期間とする〟と言ったところでありましょう」

　何故なぜなら、

「もう夏休みも終わる時期。傭よう兵へい契けい約やくを結び、夏休み明けから活動するならば、わざわざ関かん東とうに戻るのは無む駄だが多いし、戻った頃ころには夏休みが終わってしまうでありましょうから」

　本ほん能のう寺じの変へんが夏休み以後、それこそ十月くらいと予測出来るなら、そういうやり方もあっただろう。夏休み後に、貿ぼう易えきとして関かん西さいに出てきたり、欧おう州しゆうで傭兵契約を結ぶなど、そんな手て筈はずは取れたのだ。

　だが、本能寺の変の発生は、恐らく早い。クリスティーナの見立てでも、夏休み終了の前後一週間以内だ。

　武蔵むさしが活動するには補ほ給きゆうがいるし、他国との折せつ衝しようも必要となる。準備期間を含めるとしたら、夏休み後に動いていたのでは間に合わない。

　やはり今だ。そしてそれ以上に、

「随ずい分ぶんと、先を見て動かれるのでありますね」

「──予想、外しても恨うらむなよ」

「外すのも、また、面白いものだと最近身をもって知っております」

　と、言って視線を傾ける眼がん下か。下のドック側では、忠ただ興おきが他の学生達と共にステージの設営を行っていた。
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　クリスティーナの見る先。忠興と仕事をしているのは、武蔵の学生達だった。それもどうやら中ちゆう等とう部ぶの子達だ。各学校が協きよう働どうで動いているらしく、新顔の忠興も違い和わ感かんなく馴な染じんでいるようだ。だが、そこに、

「おーい、長なが太ぶと」

　わあ、という女子の嬌きよう声せいを浴びるように、艦かん首しゆ側の高い位置から白と黒の魔女テクノヘクセンが来た。

　黒魔女シユヴアルツヘクセンは、や、どーもどーも、と下級生達に手を振っていくが、白魔女ヴアイスヘクセンの方は、

「ほらコレ、アンタの」

　と、忠興の頭に一いつ冊さつの草そう紙しを載のせていく。

　何であります？　とこちらが見ていると、忠興がそれを手にとってめくり、

「──馬ば鹿か野や郎ろう！　エロ本じゃねえか！」

「アンタの、って言ったでしょ？」

　妙みようにテンション高い白魔女が、学生達の声を浴びながら上じよう昇しよう。二人はそのまま奥おく多た摩まの宙ちゆうへと消えていく。

　眼がん下か、見れば忠興はその本を丸めてワーカーパンツの横に差し込んでいる。

　……あらあら。

「あれ、どうするか、聞いてみたいものでありますねえ」

　武蔵むさし副ふく会長が、口を横に開いた半はん目めを向けてきたが、気にしないでありますとも。
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「気にするな、っても無む理りだろアレは……！」

　照てる政まさは、先行する輸ゆ送そう艦かんの艦かん尾び側から、それを見ていた。

　自分を追うように航こう行こうする安あ土づちと、その背後に、安土以上の巨きよ影えいで有あり明あけが存在している。

「何か、俺おれが全部連れて行くみたいだなあ……」

『みかわまでまでまで？』

　あー、と照政は頷うなずいた。

　……安土も、琵び琶わ湖こ安土に行くなら、三み河かわを抜けた辺りで北進か。

　そこからは有明と別行動となる。有明自体は、海沿いに大おお坂さか湾わんに出て、そこからM.H.R.R.神聖ローマ帝国改派プロテスタント領りようへと向かうのだろうが、

「……逆に、気になってしょうが無いな、これ」

　安土側からは、静観の指し示じが出ているが、砲ほう門もんなどは全て艦尾側に向けてあるのが解わかる。

　……おっかねえ。

　羽は柴しばの参さん謀ぼうである竹たけ中なかが、ハイダメージ・ハイリターンという字名アーバンネームを持っているのを、照政は知っている。そしてその通りの事が、六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズへ侵しん攻こうする際は行われ、話を聞いてるだけでも派は手でな内容を理解出来たのだ。

　そんな竹中が、今、何の行動もしない。

「……これがつまり、ハイダメージか」

　ならば、ダメージを止めない。受けるだけ受けて、ハイリターンに繫つなげると、そういう事だ。

　……だったらもう、次の戦せん闘とうは始まってんだな。

　羽柴勢ぜいは、恐らく、武蔵を敵と見み据すえた。このハイダメージを甘んじて受け、全員が、必ず次でハイリターンを得ようとする。

「……武蔵は、気を抜いてると終わるぜ。次で」

『つぎでででで？』

　Ｔｅｓテスタメント．、と応じて、照政は東の空を見据えた。

　黒の安土の向こう、白の有明が見えている。

　敵を連れて関かん西さいに。だが、と照政は思った。

「関かん東とう、戻れるのかね、……武蔵は」
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「……さて、これで当分、関東とはお別れですわね」

　と、ミトツダイラは青せい雷らい亭てい本ほん舗ぽの前で軽く伸びをした。

　今まで、武蔵むさしの夜にあるのは、夜空の青黒さか、ステルス障しよう壁へきの白の色だった。

　だが今日きようからはまた久しぶりに、有あり明あけの天てん井じようと明かりだ。薄うす暗ぐらいが、不ふ夜や城じよう感覚が異い族ぞくの自分にとっては面白いと、ミトツダイラはそう思う。

　……我が王達を誘って、設営途と中ちゆうの場を回ってみるのも面白そうですわね。

「ともあれ今夜からは、多くを有明側に任せられますもの。だから──」

「Ｔｅｓテスタメント．、ようやくまた、ここに戻って来られましたな」

　と、ホライゾンが前に出た。彼女は青雷亭本舗のドアに手を掛け、

「ゥォッオオオオオオオプウウウン!!　ゲエエエエエイト！」

「あの、ホライゾン、私達フツーに施せ錠じよう加か護ご顔パスですから、そんな気き合あい入れずに」

「つーか俺おれと姉ねえちゃん後ろにいるんですけど」

　ですわよね、と思うこちらの眼前、しかしドアが勝かつ手てに開いた。

　え？　と思って見てみれば、向こうは無人。ホライゾンが一つ頷うなずき、

「ほほう、ホライゾンの呼び声に従って自動ドア。いい塩あん梅ばいですねえ」

　ホライゾンの右腕うでが、今、ドアの内側から隠かくれて肩にくっついたのは見み逃のがす事にする。







[image: 第五十四章『宿り場の巣作り雛達』]
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　ただいま、と言ってみたら、意い外がいにも違い和わを自分で感じなくて、浅あさ間まは少し困った。

　青せい雷らい亭てい本ほん舗ぽ。先に入ったホライゾンが、

「ゥッホッラアアアアイゾンのォオオ、オオオオナアアリィイ……！」

　とやって、右腕うでと左腕がスリッパを奥から持ってきたせいかもしれないし、それより先に入った彼が「おー、お帰りお帰り」とやったせいかもしれないし、ミトツダイラが「──我が王、戻りましたわ」とやったためかもしれないし、喜き美みが「ほら愚ぐ弟てい！　スリッパよ！　懐ふところで温めてる!?」とやったのは多分関係ない。ただ、

　……何だかまた、久しぶりに戻ってきた気が。

　このところ、武蔵むさしと有あり明あけの合ごう流りゆうや、武蔵の補ほ修しゆうにおける流りゆう体たい経路の管理など、忙いそがしかった。やはり役やく職しよく者しやは人の前に立つべきという事か、ミトツダイラは元より、彼も率そつ先せんして皆に加わって邪じや魔ま……、広義の潤じゆん滑かつ剤ざいだと思います。ええ。

　ともあれそんな流れで、結局は鈴すずの湯ゆ屋やと生徒会居きよ室しつと現場を行き来し、時とき折おりに武蔵の業務や遊びに駆かり出されると行った数日間だった。

　だが、それも今夜で一ひと息いき。少なくともM.H.R.R.神聖ローマ帝国改派プロテスタント領りように着くまでは、大部分を有明側に任せておける。

　そうしてここ、本舗に戻ってきた訳わけだが、

「……何かまた、微び妙みように変化があったような」

　風ふ呂ろの用意は禊祓みそぎ関係の自分の担当だろう、と浴室を見てみたら、IZUMO製の神じん社じや用給きゆう湯とう設備がついていた。父が言った通り、禊祓用の水が引かれるようになったのだろう。そういえば直なお政まさが何やら工事をすると言っていた憶おぼえもある。

　禊祓や機き器きの検けん分ぶんのため、一番風呂が自分になってしまったのが心苦しい。いつも家の泉いずみだから、後ろに待っているというのはやはり新しん鮮せん。その辺り、直前の軽い夜食を摂とりながらホライゾンに言わせると、

「先に浅間様、次に喜美様、そしてトーリ様、ホライゾン、ミトツダイラ様としましょうか」

「……えーと、神道関係順ですか？」

「いえ、体積順です。この順だと湯を注つぎ足しするのに損が無いかと」

　ミトツダイラが飲んでいたものを噴ふいた。が、喜美が彼に紅こう茶ちやを要求して、

「フフ、ミトツダイラは髪かみがスポンジみたいに湯を吸うから、確かにラストねえ。愚弟の後だと湯に出汁だしが出てていいんじゃないかしら」

「いや、皆のミックスになってんじゃねえの？　流石さすがに解わからねえんじゃね？」

「わ、我が王のでしたら解りますのよ？」

　そうなんですね……、と何か感心した。

　だが、ホライゾンが一枚の表示枠サインフレームを出し、両腕うでを振り上げた。

「ジャアアアアアアアアン！　コレヨリ青せい雷らい亭てい女おんな衆しゆう、費用計上レースのハジマリイイ！」

「要するに、それぞれの食費とかいろいろ、計上して、誰だれが一番面めん倒どうなのかを計測するんですのね？」

「Ｊｕｄジヤツジ．、よく解わかりましたねミトツダイラ様。──ホライゾンを始め、皆様この本ほん舗ぽの住人の一人となった訳わけですが、やはり食生活などはあの男に合わせているとやってられない部分もありましょう。たとえばミトツダイラ様は三食全て肉！　肉！　肉！　という勢いでしょうし、浅あさ間ま様も飲酒をガンガンいかないとキャラが保てない筈はずです」

「……あの、酒に頼ってもうちの集団だとキャラが保てない気が」

　ホライゾンが両の親指を上げてきた。

　とりあえず、彼の方とも相談して、それぞれの食生活など、なるべく個々の生活基き準じゆんをベースにして数日計上する事にした。ホライゾンが言うには、

「これでまあ、例えば日ひ銭ぜにの稼かせぎをここにどう納めようか、と判はん断だんしようと思った時、それが可能になる訳わけです。逆に言えば、浅間様などはうどん二人分を回かい避ひ出来る財ざい力りよくがベースにおありですが、それを無む駄だに使わない歯止めが利く、という事でもあります」

「あー……、トーリ君に対してなら、流石さすがに私だって、必要だと思わないと使いませんよ、お金の件では」

　一応言っておく。と、ミトツダイラと喜き美みがあまり感情のない笑えみで頷うなずきを見せた。

　……な、何ですその信用の無さ……！

　だがホライゾンが、ミトツダイラに顔を向けた。

「──ミトツダイラ様も、トーリ様が自分でやれば良いようなしょーも無い事を提てい案あんした時は、キャンキャンハアハアしないで銀ぎん鎖さで外に叩たたき出すくらいで」

「べ、別にそんな反応しませんのよ？」

　感情の無い笑みとはこういうものかと浅間は体感した。

　しかし、今のホライゾンの提案など見ていると、こう思う。

　……ホライゾンが、やはり、仕切る必要性を感じているという事ですね。

　言っているのは、つまり、〝やり過ぎるな〟という事だ。

　集団生活。行き過ぎて日常化した行為は、片方の当然となる一方で片方の負ふ担たんとして確定する。それならば、

　……自分で解決すべき事は、そうしようという事ですね。

　思った視線の先、ホライゾンが頷いた。

「──その辺りを守っていれば、あの男が図ずに乗る事もないかと」

「あれあれ、何かいい話で纏まとまりそうだったのが違う方向に行ってません、……か」

　だが、風ふ呂ろを出て、下した着ぎ代わりの巫女みこ用水着を身に着けていると、いつもと違う生活が始まるのだという実感が来た。

　それは、今までもあったが、忙いそがしくなってなし崩くずしになっていた思いで、

　……今回は、数日分、こういう生活が確定してるんですね。

　真さな田だへの移動教室で、ミトツダイラの母がこう言っていた。自分は、彼の生活の部分をプレゼントとして捧ささげられているのだと。だから、

「…………」

　浴場。次に入るのは喜き美みだが、その次の彼を思って、湯温やらを再設定しておく。

　そして寝ね間ま着きを着る前に、姿すがた見みへと水着姿を映してみると、

　……海や移動教室の時と、そのままですねー。

　巫女みこ用の下した着ぎが無いのがいけない。というか人前で無防備は危険というのもここ最近でよく知った。だから何か身に着けるとした場合、やはり有ゆう事じを考えてしまう。単なる下着ではなく、加か護ごや術じゆつ式しきの通りが良いものを、と考えると、自分の場合はやはりこれだ。だが、

「……今度、神道関係のショップに行く時、サポーターとかいろいろバリエーションを見ておいた方がいいでしょうねー」

　巫女ではあるが、もう、神じん社じやだけの巫女ではない。人との共同生活をする巫女だ。

　そんな自覚を持ち、喜美と入れ替わりで部屋のパーティションに戻ると、仕切られた空間を不ふ思し議ぎな程に広く感じた。

　やがて狭く思うようになるのだろうか。向こう、ホライゾンが問うて来た。

「長湯でしたが、良い湯加か減げんで？」

「ええ、新しい生活ですし、その辺りはしっかりと」

　言って、ふと、浅あさ間まは思った。自分以外にもやはり、こういう変化を得てきた人達は、皆の中にも多いのだと。

　……皆、その辺り、どうしてるんでしょうね……。

　やはり、蓋ふたをしたり窺うかがったりしながら、時には開き直っていくのだろうか。
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　開き直りが必要で御ご座ざるな、と点てん蔵ぞうは思った。

　多た摩まの地下、自室の前だ。隣となりにメアリもいて、いつも通りといえばいつも通り。

　だが、点蔵としては一つの懸け念ねんがあった。

　……よく考えたら、自分、メアリ殿どのにイケメン捌さばきを行うようになってから、一いつ緒しよに家で寝る時間を得た事が無いで御座るよ？

　小お田だ原わら征せい伐ばつ以来、ここには荷物を取りに来たり、食事に戻る事はあったが、それ以外はずっと外がい泊はくだ。

　先日、帰き宅たく出来るかと思ったのに、ネシンバラの同どう人じん誌しを完成させるため、青せい雷らい亭てい本ほん舗ぽにて完かん徹てつとなったのが痛い。あの辺りが、正直、メアリと自分にとってのワンクッションであったろうと思うのだ。

　……メアリ殿どの、緊きん張ちようして御ご座ざるかなあ。

　横。さっきから赤せき面めんで俯うつむいているメアリがいる。

　両の拳こぶしが握られてる辺り、何か相当に気き合あい入っている気がする。が、本人の気付かぬ辺り、後ろ髪がみの裾すそからちらほら花はな弁びらが散っているのは、まんざらでも無いのだろう。というか寧むしろオッケー。その筈はず。

　だが、彼女の緊張の意味も解わかる。何しろ、これから数日は、邪じや魔まの無い共同生活なのだ。

　M.H.R.R.神聖ローマ帝国改派プロテスタント領りように届くまで、武蔵むさしの運行に関わる多くを格かく納のう先の有あり明あけ側に任せる事になるので、武蔵の補ほ修しゆうやいろいろな準備への忙ぼう殺さつがなくなる。

　言い換えるならば、これから数日、自分とメアリの密みつ室しつが目の前にあるのだ。

　何か自分、テンション上げてるで御座るな、と点てん蔵ぞうは思った。その瞬しゆん間かんだった。

　いきなりメアリがこちらの手を握った。

　え？　と振り向くと、彼女が淡い角度で身体からだをこちらに向けていて、

「て、点蔵様！」

「Ｊｕｄジヤツジ．、何で御座るか？」

「あ、あの、中の掃そう除じや片付けをしますので、少々時間を下さい……！」

　だったら自分も、と思ったが、前髪の下で結ばれている口くち元もとを見ると、言い出せない。

　ただ、自分がすべきは、

　……このメアリ殿を脳のう内ないに録画で御座るな。

　その上で、対応。彼女の手を両手で一度握り、

「Ｊｕｄ．、──自分では解らぬ部分もあるで御座る故ゆえ、ここはお任せするで御座る。何か解らぬ事があったら、声を掛けて戴いただく方針で」

「Ｊｕ、Ｊｕｄ．、そういう方針で……！　あ、あと」

「何で御座る？」

　問うた先、既すでに遣やり戸どへダッシュを掛けそうになっていた彼女が振り向く。

「少し、模も様よう替がえしてもいいでしょうか！」

　部屋は四よ畳じよう。レイアウトはほとんど制限された状態だ。だが、その中で何かを変えるなら、確かにブランクの空あいていた今だろう。自分は忍にん者じやで、どのような環かん境きようでも寝食を行う事が出来る。ならば、どのようになっても彼女の望むがままが良かろうと、

「Ｊｕｄ．、──メアリ殿が過ごしやすいならば、自分も気楽で御座るよ」

「Ｊｕｄ．、有あり難がとう御座います！」

　一いつ瞬しゆん。前髪の向こうに見えた顔が、笑えみではなく、眉まゆを立てた表情だったのは何故なぜだろう。

　しかし、メアリの髪が、遣り戸の向こうにすぐ消えて、

「お」

　閉じた遣やり戸どの向こう、明らかに、畳たたみの間に上がろうとして臑すねをぶつけた音がした。

　……こ、ここ最近、鈴すず殿どのの湯ゆ屋やや青雷亭ブルーサンダーという、土ど間まの無い場所ばかりで御ご座ざったからな。

「て、点てん蔵ぞう様……！」

「何で御座るか──」

　Ｊｕｄジヤツジ．、とメアリの声が聞こえた。

「ちょ、ちょっと時間が掛かりますが、御ご容よう赦しや下さい……っ」

　大体事情は解わかっているので、全く構わぬで御座るよ。
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　安あ土づちと有あり明あけの移動を、真さな田だ教きよう導どう院いんの屋おく上じようからは確かに見る事が出来た。

　両艦かんとも、随ずい分ぶんとゆっくりの進行だと海うん野のは思った。恐らく安土が、焦あせりと取られるような事はすまいと、速度を落としているのだ。そしてそれは、有明のM.H.R.R.神聖ローマ帝国改派プロテスタント領りよう入りを少しでも遅らせようという、そんな安土の思し案あんでもあるのだろう。

「メンツの問題も大変だねえ」

「ただ、ゆっくりと移動されるおかげで、こちらからは有明の側面を検けん分ぶん出来ますね。明日あしたの午前には、後部も検分出来るようになると思います」

「寝ないつもりかい？」

「いえ、寝ますよ？　ただ、圧あつ縮しゆく睡すい眠みんの術じゆつ式しきなどに頼りますけど」

　じゃあいい、と海野は言って、ふと思った。睡眠時間の短たん縮しゆく化かなど、忍にん者じやとしては普通にあるスキルだ。その身で、他人の睡眠時間を心配している辺り、

　……あたしも、ケッコー、抜けてきたなあ。

　否いな、余よ裕ゆうが出てきたと、そういうべきなのだろうか。

　しかしまあ、と海野は呟つぶやいた。立ち上がって有明へと撮さつ影えい用の表示枠レルネンフイグーアを向けている清きよ正まさに対し、何となく、という感で告げる。

「何だかさ」

　自分の方の蟠わだかまりだろうか。しかし、

「……何か今いま更さらだけど、フツーに話せてるね、あたし達」

　言った先、清正が肩を震わせた。ややあってから彼女が一つ頷うなずき、

「ですよね」

　そして、

「有あり難がとう御座います」

「は？　何が？」

　あ、いえ、と清正が小さく笑った。

「しばらく仲なか違たがいというか、……そういうのあっても、普通に話せるようになりますよね」

「は？　──誰だれかと喧けん嘩かでもしたの？」

　問うた先。相手が無む言ごんになった。しかし、ややあってから、

「う……っ」

　いきなり、清きよ正まさが、表示枠レルネンフイグーアを操そう作さしながら俯うつむいた。その仕し草ぐさに、

　……え？

『泣かしたあ──!!』

　近くの森から地ち竜りゆう達が立ち上がる。連れん中ちゆうは葉枝を宙ちゆうに飛ばした勢いで、

『ほら！　ほら見ました貴方あなた！　海うん野のさんったらまたデリカシーの無い！』

『アタクシ思うんですけど、ちょっとガサツよねえ海野さん、メンタルと挙きよ動どうが』

『あれでいて学食では必ず一品スイーツ頼んでるのよお。フライド芋いも食ってもスイーツ！』

「やかましい！　指さしてまで言う事かい。ってか、何見てんのさ！」

　扇おうぎ剣けんを振り上げると、わあ、と地竜達がまた森に潜もぐる。そして、

「あ、は」

　清正が、涙を拭ぬぐいながら振り向いた。

　彼女は、息を吸い、やや揺れた声で、

「いいですね、仲間の方達」

「あれで耳も目もいいから厄やつ介かいなのさ」

　海野は、清正にひらひらと手を振って言う。

「ま、今のは、アンタの後こう輩はい達には黙だまっておく事にしとくよ。そのくらいの付き合いはあるだろ、あたし達」

「Ｔｅｓテスタメント．、有あり難がとう御ご座ざいます」

　と、頭を下げる彼女に、海野は苦く笑しようした。

「いいさ。──自分の内側が面めん倒どくさいのは、こっちだって同じなんだしね」
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　……部屋の内側、どうなって御座ろうか。

　メアリによって締しめ出しのような状態になってから五分。

　点てん蔵ぞうは、自室の扉とびらの前で、周囲の注ちゆう目もくを浴びていた。

　時じ刻こくは既すでに深夜に近い。皆、有あり明あけにいろいろな業務を引き継ついだり、明日あしたからの準備に備えて寝る時間だ。そんな風ふうに、学生達を中心とした流れがこちらの背後を通り過ぎ、

「……あら、何、あれ。メアリ様に締め出されてるの？」

「……やだ、あの忍にん者じや、遂ついにメアリ様に門前払い食らってるわ」

「……ねえ、見て、あれ、あれよ……！」

　……最後は全く解わからないで御ご座ざるよ!?

・●　画：『ねえテンゾー、何か情報端スレツドで〝何した●第一特とく務む議ぎ論ろん●一体〟とか立ってるんだけど、煽あおって荒らしていいかしら』

・十ＺＯ：『それで〝良いで御座るよ！〟と答えると思ったで御座るか!?』

　だが、不ふ意いに救いが来た。中からメアリの声がしたのだ。

「点てん蔵ぞう様。──よ、宜よろしく御お願ねがいします！」

　何が宜しくなのか解らないが、とりあえず許可は出た。

　点蔵は、周囲の〝お……〟という視線を浴びながら、部屋の中に入った。
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「ただいまで御座る」

「お帰りなさいませ」

　という声は、床の上から聞こえた。

　自分が寝床にしている上段ロフトの下、メアリの寝床兼けん居い間まとしての下段フロアがある。

　下段フロアは四よ畳じよう。二畳縦たて並びが、横二列となった構こう成せいだ。

　但ただし、入口と、奥の炊すい事じ場ばは半はん畳じようの土ど間ま。部屋の入口から見ると、入口の土間は部屋の手前左側、奥の炊事場は右奥にある。そんな構こう造ぞうのため、下段フロアは一畳半の床が、土間分のずれをもって並んでいる事になる。

　最初に点蔵が気付いたのは、奥の炊事場の土間がカーテンで囲まれている事だ。

　そして次に目を留めたのは、

「メアリ殿どの」

　メアリが、入口正面の床に敷しいた布ふ団とんの上で、正せい座ざしている。姿勢が良いのはいつも通りだ。が、しかし、寝る前として考えると、今までの彼女と違うところが一つあった。

　彼女は、小こ袖そで型の寝ね間ま着きを着込んでいたのだ。

　いつもは寝る時に全ぜん裸ら。だが、メアリは今、襟えりを正し、赤せき面めんで、

「あ、あの、点蔵様。──私、これからは、寝る時、この格かつ好こうで寝ようと思います」

　点蔵としては、その言葉に一つの愕がく然ぜんを得た。

　……日々のラッキーや、朝、早起きした時のチラッ、チラッ、が無くなるので御座るか！

　だが、そうやって残念に思う一方。こうも考える。

　……就しゆう寝しん後ごや、朝、メアリ殿が服を着るまで視線を向けられないのが難で御座ったしなあ。

　どちらも長所と短所があるという事だろう。ならばメアリが現状を望んだならば、

「Ｊｕｄジヤツジ．、──それでよう御座ろう。以前までのメアリ殿は英国の習慣で就しゆう眠みんされて御座ったが、そろそろ武蔵むさしの習慣に合わせてもよかろうと、そういう事なので御座ろう？」

「え？　あ、はい。……ちょっと、先日の青雷亭ブルーサンダーや、このところの外がい泊はくで、寝る時に寝間着を着るのに慣れてきてしまってまして」

　だから、

「もう、それでいいですよね、と、何となく思ったのです。不ふ意いに、こう……」

　ふむ、と頷うなずき、点てん蔵ぞうは床に上がる。

　メアリが一いつ瞬しゆん肩を上げるが、気にしない。メアリの前に膝ひざを落とし、

「──将来、英国に戻るとしたら、寝ね間ま着きが必要な生活レベルを保てるよう、頑がん張ばらねばいけないで御ご座ざるな」

「Ｊｕｄジヤツジ．、でも……」

「でも？」

　問うた先、メアリが顔を下に向けた。

「良いのでしょうか。私、第三階かい層そうや、第四階層の、そういう生活をしている人達と共にあろうとしてきたのに……」

「同じ生活をしていれば理解が出来ていると思えるのは、上から目め線せんで御座るよ」

「同じ生活をしないのに、理解が出来るとお思いですか？」

　点蔵は、イケメン捌さばきを使わなかった。

　メアリの鼻上、傷に触れた後、彼女の手を取る。摑つかんだ手指は、甲こうの側に刃かたな傷きずがある一方で、腹の側には日々の海辺や農のう耕こう生活で作られた節ふしや、傷がある。

[image: ]

「いいで御ご座ざるか」

　点てん蔵ぞうは言った。

「これだけのものを得たメアリ殿どのを指して、〝彼らの事を解わかっていない〟という者がいるならば、それこそ、今までメアリ殿が関わってきた人々が、赦ゆるさぬで御座ろう」

　そして、

「そう言われたならば、自分、メアリ殿の傷に触れ、幾いく度どとなくこの事を思い出させるで御座るよ」

　言った先、メアリがちらりとこちらを見上げた。そして彼女は、こっちの両手をとり、

　……え？

　彼女の方から、自分の両胸に、両の手を下から押しつけ、ホールドさせる。

「……き、傷だけではありませんよ。思い出させて欲しいのは。点蔵様」

　寝ね間ま着きから熱が伝わり、点蔵は息を吸った。そして、

「金きん！　髪ぱつ！　巨きよ乳にゆう──！」

　叫んだ。
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　彼の声。随ずい分ぶんと久しぶりの言葉に、メアリは一いつ瞬しゆん驚き、

　……あ。

　思い出した。

　英国での事を、今いま更さらながらに、改めて思い出した。

　先さき程ほど、思い出させて欲しいと、そう言った自分自身が、ふと忘れかけていた事。

　己おのれと彼の、明確な始まりを、今ので確かに思い出した。

「あ、は……」

　声が漏もれた。幾いく久ひさしい、気の緩んだ笑いだ。肩が震え、首が震え、

「そう、そうでしたね」

　このところ、幸せで、忘れていた。自分達はもっと幸せになって良いと、あの時にそれを望んだ事を。

　ただ、幸いの時間が続行しているので、その上向きに浸ひたっていた。

　そうではない。

「もっと、幸せになろうと、そう思うのです。右肩上がりで」

　このところで、いろいろな人達との遣やり取とりを見て、経て、そう思ったのだ。鈴すずの湯ゆ屋やや、青せい雷らい亭てい本ほん舗ぽで言葉を交わし合って、皆が同じ事を思っていると、そう感じたのだ。

　そんな中で、自分だけがあたふたしているようで、だけど、

　……変わっていくので、いいのです。

　英国の歴史を背負っているからといって、英国のやり方を続けなくてもいい。何故なぜなら、英国を去る時、幸せになると決めたのだ。

　今の自分に合って、これからの自分に沿っていける幸いならば、もっと受け入れるべきだ。

　だからメアリは彼の手を取り直して、握った。そして、

「点てん蔵ぞう様、……そちら、御お願ねがいします」

　半はん畳じようのずれをもって並ぶ一いち畳じよう半の床。その入口側に自分の布ふ団とんがある。

　そして、対ついとなる炊すい事じ場ば側の床。そこに、

「点蔵様の布団、そこでいいですよね？」
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　点蔵は、息を深く吸った。

　……そう来たで御ご座ざるか！

　これはメアリ殿どのにしては積極的！　というか、メアリ殿、たまに火がついたように積極的になるのでカモンカモン状態で御座るが、しかしこれは英断……！

　だが、と点蔵は思った。メアリの両手を握った上で、

「Ｊｕｄジヤツジ．、……確かに、これはよう御座るな」

　こうしておいた方がいい理由はある。それは、

「いずれ近い内、六畳部屋に入るつもりで御座る。その時は、間に柱はしら無く、もっと近くに並べられるで御座るが、その準備として、これはよう御座ろう」

　それに、

「メアリ殿が裸はだかで寝ないなら、自分も視線を気にしたりせずに済むで御座るよ」

「あ、いえ、それは本当に、ちょっとこのところでそう思いました……」

　メアリが身を小さくして言う。

「楽しかったのです」

「……何がで御座るか？」

　Ｊｕｄ．、とメアリが頷うなずいた。そして彼女は、こちらの手指に、己おのれの五ご指しを絡めて、

「……私、英国では、ほら、精せい霊れいが扱えますよね？　だから眠りの精霊を歌で呼んで、子供達を寝かしつけるとか、そういうのをしていたのです」

　しかし、

「このところ、鈴すず様の湯ゆ屋やや、生徒会居きよ室しつや、青せい雷らい亭てい本ほん舗ぽで、同じ年とし頃ごろの皆と、他愛たわいのない事や、好きな人の事や、これからの事など話をしていて……」

　メアリが、指に力を込めて言った。

「楽しいと、思ったのです」

　だから、

「もう、戻れませんし。それに──」

　続く台詞せりふを、点てん蔵ぞうは悟さとった。それは、自分が言ってもいいものの筈はずだ。だが、

　……メアリ殿どのが、言うべき台詞で御ご座ざるな。

　思い、口を噤つぐんだ。その直後に、メアリがこう言った。

「もう、戻りません。そう決めました。これが、普通だと。この先が私の幸いだと」

　Ｊｕｄジヤツジ．、と頷うなずき、点蔵はメアリを抱き寄せた。

　良い匂においがする。柔らかい。そして熱もある。これだけのものが、慕したってくれて、更さらには、

「よう御座ったな」

　友人は出来ていた。が、彼女達のように自分がして良いのかどうかは、解わからなかったのだろうし、それは、自分がどうこう出来るものでもない。メアリの問題だ。

　自うぬ惚ぼれて良い箇か所しよがあるとしたならば、メアリ達の話題に、好きな人というジャンルがあった事だろう。ジャンル……。否いな、まあ、ジャンルで御座るよジャンル！

　ただ、メアリが自分で決めた。

　いいだろうかと問わず、そうしてしまったとも言わず、それが普通と受け入れた。ならば、

　……自分、誇るべきで御座ろう。

　幽ゆう閉へいと処しよ刑けいを望んだ彼女を、皆と同じ……、否、うちの女おんな衆しゆうと同じだとそれはそれで困るで御座るなあ……。百歩譲ゆずって、誰だれもが望める自由に届かせたというべきか。

　これから自分は、彼女と枕を並べ、寝る前に、今日きようあった事や、これからの事や、他愛たわいない事や、大だい事じな人について気付いた事を、言い合いながら寝る事になる。

「よう御座った」

　Ｊｕｄ．、とメアリが言って、頷いた。

「──点蔵様と、よう御座いました」

　Ｊｕｄ．、と点蔵も頷き、彼女を深く抱き締しめ直した。きゃ、という声を胸に納め、

「さてまあ……、これから自分、たとえば仕事で家を空あける時などあるで御座るが」

「ご、御座るが？」

　どことなく、独ひとり身みの不安を感じてるメアリの言葉に、点蔵はこう応じた。

「そのたびにメアリ殿がうちの女衆に染まらぬよう、危き惧ぐせねばならんで御座るな」
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　そして有あり明あけは、翌日の午後に三み河かわ南を通過し、そこで安あ土づちと航こう路ろを分かった。

　安土と双そう方ほうの観かん測そく状態がしばらく続いたが、紀き伊い半島を回る頃ころには、安土の姿すがたがステルス化して見えなくなり、翌日、大おお坂さか湾わんを通過する頃には、もう何の反応もなくなっていた。

　果たして三日目の午後に、有明は目的地であるM.H.R.R.神聖ローマ帝国改派プロテスタント領りように辿たどり着き、

「はは！　もっと遅く来るかと思っていたのであるぞ。──こちらは何の用意も出来ていない。私も諸しよ国こくでの挨あい拶さつ中でな。行ぎよう事じの開始まで、そちらで騒さわぐ用意を頼むものである」

　という、巴ともえ御ご前ぜんの伝でん言ごんを預かっていた改派プロテスタント艦かん隊たいによる歓かん待たいを受け、合ごう流りゆうしたのである。

　四日目からを準備の最終とし、そして八月十五日。遂ついに有あり明あけがその外がい交こう港こうを開放した。

　艦の位置はM.H.R.R.神聖ローマ帝国改派領の東。京きよう都とに隣りん接せつする地ち域いきの上空で、暫ざん定てい国こつ境きようの内側に収まるよう、精せい密みつに位置が決められた。

　朝、早い時間から花はな火びが鳴り、早朝の準備時間を過ぎ、午前十時の鐘かねの音ねが響ひびく。

　高く、遠くへと届く響きが、開始の合あい図ずだった。

　ゲーリケと、三み科しな・翔しよう一いちが手を上げて開かい催さい宣せん言げんした瞬しゆん間かん。

〝全国・絶やさぬ倫りん理りで漫まん画が草そう紙しを交流する会・夏〟。

　通称、全国絶ぜつ倫りん漫画交流会・夏が、スタートしたのである。







[image: 第五十五章『交流会の参加者達』]
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　武蔵むさしは大きいけど、有あり明あけとのセットになるともっと無む茶ちや苦く茶ちやだなあ、と東あずまは思う。

　今、自分がミリアム達と一いつ緒しよにいるのは、浅あさ草くさの右う舷げん下側、有明フロア上の一角だった。

　この周辺は印いん刷さつ物ぶつの流通を扱う企き業ぎよう組合の出しゆつ展てんがあり、また、その外がい郭かくを作るようにM.H.R.R.神聖ローマ帝国を主とした学生達の出版物が、やはり出で店みせで売りに出されている。

　幾いくつもの行ぎよう列れつや、人の行き来が有り、時とき折おりに空あいた空間では、休きゆう息そくや、臨りん時じの売店で軽食などを得る人ひと影かげもある。

　何処どこを見ても、出展と人。各地には宿しゆく泊はく施設などもある行ぎよう事じ用の都市。そんな空間だ。

　……凄すごいもんだなあ。

　有明の外は晴れ。異い国こくの地である筈はずだ。だが、上面装そう甲こうを持ち上げて換気をよくしているとはいえ、有明自体が一つの都市とも言える大きさだ。半密みつ閉ぺいでは異国感など無い。

　もしも今が異国の地であると、そう実感出来る要因があるとしたら、

「……来ている人達かなあ」

「さっきから何をキョロキョロしてるのよ、東」

「いや、余よはこういうの初めてだから」

「そうなの？　私、幾いく度どかあるわよ」

　そうなの？　と先さき程ほどの彼女と同じ言葉を返すと、ミリアムが笑った。

「まあ、大たい概がいはけしからん本だけど、私が好むものだってあるのよ。武蔵上で小しよう規き模ぼに行われる市いち場ばみたいな行事の時は、たまに覗のぞいてその時々の興きよう味みあるものを買ったりもしたわ」

　ミリアムが笑って、半透とう明めいの少女を抱いて言う。

「でも今回はスポンサーね、ほら」

　少女が、両手を挙げて声を作った。

「絵本ほしい──」

「……だって？　東、どうするの？」

「まあ、いろいろ見て回るだけで一日終わっちゃうね」

　そういう意味で、今日きようは完全なオフ日だ。

　東は、歩く。横にはミリアムが車椅い子すをバランス操そう作さで自ら動かして並んでくる。

「押そうか？」

「任せるわ。でも、私が行き先指し示じする訳わけじゃないのよ？」

「余だって、何処行こうか明確じゃないんだけどなあ」

　あら、とミリアムが小さく笑った。

「皆は？　何処で何やってるの？」

「武蔵むさし野の艦かん首しゆ前のフロアで、ネシンバラ君の本を売ってるらしいんだけどね？」

　東あずまは、表示枠サインフレームを一枚出した。

「点てん蔵ぞう君が、──名めい誉よが下がるから近づかない方がいいで御ご座ざる、って」
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　フアナは、人混みを避けて移動していた。

　……な、何ですか、この行ぎよう事じは！

　野や球きゆう部ぶが全国大会に出るため、その応おう援えんとして関かん西さいに来たのがいけなかった。セグンドがこの行事を聞きつけ、

「フアナ君、印いん刷さつ関係の設備が安く手に入ったら、どのくらいの経済効果になるかな」

　と言ったのもまたいけなかった。更さらには、

「フアナ君は、聖せい譜ふ記き述じゆつでは祖母である大フアナの後を継つぐように、西班牙スペインにて旧派カトリツクを邁まい進しんするために戒かい律りつ違反の本を禁きん書しよ指定するんだったね。どうせだったら、ここでそれをやってしまえば、国内の書しよ籍せきを禁書せずに済むんじゃないかな？」

　と促うながしたのも、更に悪かったし、房ふさ江えが三征西班牙トレス・エスパニア出身の部活や同好会が何処どこで出しゆつ展てんしているかのリストを出してきたのも非常にいけなかったのだ。

　フローレスが、友人の同好会があるんですよ、という事で案内を任せ、とりあえずの軽けい装そうと準備をして出場。そして内部を回ってみたら、

「な、何ですかこの本！　私、土ど下げ座ざの総そう長ちよう相手に開かい脚きやくとかしませんよ……！　禁書！　禁書指定です！」

　と言って禁書印を表示枠コルテチエフイルマに出して、自分のサインを入れて認にん証しよう。後はフローレスが同好会の代表にそれを渡し、

「そういう訳わけで、この本、三征西班牙では販はん売ばい出来なくなりましたんで」

「え!?　──じゃ、じゃあそっちの人、ホンモノのフアナ様ですか！　──やった！　フアナ様からの直接禁書指定だ！」

「え!?　ホント!?　あの、フアナ様！　私、近衛このえ戦せん士し団だんなのに総長と副ふく長ちようの将しよう棋ぎプレイ描いてしまったんです！　ここ、ほら、フアナ様が嘆なげいて屋や台たいでチャンポン食って飲んだくれる描びよう写しやもありますから禁書になりますよね！」

「……あの、私のサイン、コレ、禁書指定認証であって、色しき紙しじゃないのですが……」

「フアナ様！　固い事言わない言わない！　はい！　じゃあそっちの列、これからフアナ様がバンバン禁書指定していくから見本出して！」

　Ｔｅｓテスタメント．！　と皆が応じ、頷うなずいた。

「我ら今後、これらを異国で販売するもの也なり！」

「我ら今後、本国では勤きん勉べんに活動するもの也！」

「我ら今後、新しきネタで外がい貨かを稼かせぐもの也！」

　Ｔｅｓテスタメント．！　と頷うなずかれた事を総そう長ちように報告すると、多分笑って喜ばれる気がして今から頭が痛い。ただ、フアナとしては、吐と息いき混じりにこう言うしかない。

「俺おれ達は金があれば使ってしまう。ただ情熱に任せて祭をやって、嫌いやな事は忘れてしまう」

　総長が言っていた事。三征西班牙トレス・エスパニアには昔からある気き風ふうだ。

　その観点から見たら、今、ここにいる皆は、どうだろうか。

「──確かに」

　皆は正しい。そう思える程度には、アルマダ以い降こう、自分も変わった。

　……そうですね。

　そしてフアナは思った。もしも自分に今、情熱を傾ける祭の参加方法があるならば、そして、嫌な事を忘れてしまえるというなら、

「フローレス、ここ以外で、うちの関係者が出しゆつ展てんしているところはありますか。──けしからん内容は禁きん書しよ指定が私の役やく目め。バンバン行きますよ」
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　フアナ様、変わったなあ、とフローレスは思った。

　表示枠コルテチエフイルマを開き、チェックリストと有あり明あけ内の概がい要よう図ずを照しよう合ごう。各所ブロックの縄なわ張ばりは頭の中で理解が出来ている。それに、

　……フアナ様、意い外がいに健けん脚きやくだからなあ。

　走るのは苦にが手てそうだが、歩くのは速い。長身というのもあるが、間違いなく、教きよう導どう院いんや街まち中なかを、人々の意見を聞くために回っているせいだ。だから、

「じゃあ、こちらこそ置いて行かれないように御お供ともします、フアナ様」

「Ｔｅｓ．、ただ、気を付けて下さい、フローレス。私などが御お忍しのびの格かつ好こうで来ているように、各かつ国こくの代表者、特とく務むやそれ以上のクラスが私服でちらほら来ているようですね」

「あー……、さっきすれ違ったの、やっぱ毛もう利りの自じ動どう人形だったですよねー」

「まあ、祭の場です。国際会議の開かい催さいも赦ゆるされてませんから、それこそ現場で会った者同士、コンセンサスがあるならば、その場で情報交換と言ったところでしょう。大半の代表者は、総長のように自国における印いん刷さつ関係の歴史再さい現げんを一気に進める手段を得ようと、企き業ぎよう組合の方に行くと思いますし」

　ただ、とフアナが言った。

「注意して、誰だれが来ているのか、把は握あくしておいた方が良さそうですね。とんでもないクラスの者達が出場しているのも解わかりますが、──誾ぎん達もいるのですよ、ここには」
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　鈴すずは、全体の把握に努めていた。

　自分がいるのは奥おく多た摩ま艦かん首しゆの前。ネシンバラと、隣りん接せつするナルゼの売り場の前だ。長机を並べて作った囲いのような売り場は、今、両者ともに行ぎよう列れつを有している。

　どちらも列はあるが、ナルゼのものに比べてネシンバラの方は短く、固まっている感だ。

　……これ、ナルゼ達の方から流れてきて、る？

　こちらの疑問を裏付けするように、バックヤードで本の梱こん包ぽうを解いていたナルゼが言う。

「ネシンバラ」

　現場用の衣い装しようとして、夏用の黒魔女シユヴアルツヘクセン衣装を纏まとったナルゼが、空からになった紙箱を割り潰つぶしながら言う。彼女は、流石さすがに見かねたナイトが手渡すナイフを受け取りながら、

「──ねえ、アンタの方、あの暗号、解読どうなってんの？　流しうどんで受け取ったアレ」

「君の方こそ、北ほう条じようの遺い跡せきで何か気付いたそうじゃないか。それ、どうなってんだい」

「私の方は、大体見えてきてるわ。この行ぎよう事じの後、次の場で見せられると思うわよ」

　アンタは？　と問うた先、こちらも黒魔術師シユヴアルツテクノ衣装のネシンバラが肩をすくめた。

「こっちは見当をつけてるけど検けん証しようはこれからだ。まずは君への賞しよう賛さんを聞いてからとするよ」

「格かつ好こつけてないで、やれる事をやれるようになりなさいって」

　Ｊｕｄジヤツジ．、と首を下に振ったネシンバラが、こう言った。

「すぐに追いつくとも。正直、今回は君の方から列を受けてるし、本ほん舗ぽでの事など、いろいろな意味で助かってる」

[image: ]

「シェイクスピアに言ったの？」

「言わずに済んだから助かったと、そう言ってるんだよ」

　そう、とナルゼが小さく笑った。

「感かん謝しやは御お菓か子しでいいわ。本ほん舗ぽのタルトで」

「葵あおい君くんが作るのはソッコで売り切れるんだよなあ……」

　どうにかなさいよ、と言って、ナルゼがまた箱を潰つぶすのに戻る。そして、こちらと同じように夏用の黒魔女シユヴアルツヘクセン衣い装しようを纏まとった浅あさ間まが、コーナーの奥で在ざい庫こ管理の表示枠サインフレームを確かく認にんしながら、

・あさま：『私の方も、本ほん能のう寺じの変へんの日時割り出しがありますから、そちらの方を情報まとめておかないと駄だ目めですね』

・銀　狼：『吉きち日じつ周りや、そういった節ふし目めの可能性が高いんでしたわよね。大体の見当はついてますの？』

・あさま：『それが何か、八月入ってからP.A.Odaの流りゆう体たい消しよう費ひ量が、一回上がったくらいで変動無しでして……。ただ、幾いくつか可能性出てるので、確認したいという感じですね』

・ホラ子：『成なる程ほど。──あ、そちらに先さき程ほど先行して右腕うでを送りました。青雷亭ブルーサンダー出しゆつ張ちよう所じよからの昼食補ほ給きゆうだと考えて頂いただければ幸いです。トーリ様は油ゆ断だんされないように』

・俺　　：『何処どこだあ──！　何処からだあ──!?』

　捜しても無む駄だじゃないかな、と鈴すずは思った。

　だが、そんな皆の遣やり取とりを聞いて、自分としてはこう思った。

　……皆、しっかりしてる、なあ。
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　鈴は最近よく思う。皆、随ずい分ぶんと、いつもと違う場での自分を持っているし、持つようになっていたのだと。

　自分とて、学校の自分と、湯ゆ屋やの自分を最近は表おもてに出しているが、皆のそれに対しては、やはり驚きを得るのだ。

　この現場だって、そうだ。ここは趣しゆ味みの現場のようにも思うが、本来の仕事をした上で、更さらには場を滞とどこおりなく回しているのだ。

　客商売をやっている鈴からすれば、これだけの行ぎよう列れつを捌さばくのは並なみ大たい抵ていの苦労ではないし、応じるだけのものを作っていくのは、また、難だ。

　何しろ、ここで売っているのは、食べ物でもなければ、衣服でもない。衣食住を考えた時、生きて行くには要いらないものだ。

　それのためにお金を払うというのは、生きていくための資本を削けずるに等しい。

　どうだろう。うちの湯屋は、生きていくために必要だろうか。

「ん──」

　深く考えるのはやめよう。今のところ、うちにお客様は来てくれているし、それは立地と価か格かくも含めたサービスゆえだ。だったら、うちの場合、お客様にとってもそこが大だい事じで、後はそれをどう名付けて呼ぶか、の問題なのだろう。

「ん」

　鈴すずは頷うなずき、自分の仕事に意い識しきを向けた。周囲、全体を知覚する。そして、

「あ、そっち」

　と、手で示すと、行ぎよう列れつの管理を行っているウルキアガ達が列を示す札ふだを掲かかげて頷いた。

　自分がするのは、列の形が歪ゆがんだり、他の人達の流れをせき止めてしまわないかを事前に察知する事だ。

　とにかく多くの人の動きを、武蔵むさし野の艦かん橋きようの補ほ佐さ無しで行っている。実のところ、補佐は入れられるのだが、

　……な、何となく、訓くん練れん……っ。

　このところ、武蔵野艦橋の補佐に、甘えている感覚もあるのだ。本来の自分よりも精せい度どの高い音や熱ねつ源げんなどを拾って貰もらっている一方で、それは、本来あるべきノイズや、場の雰ふん囲い気きというものを失念していないのか、と。

　結果、得た感想は、

　……何だか、久し、ぶり……！

　一時期前までは、休日明けに外に出ると、いつもこんな感じだった。

　周囲は静かだと思っていた自分の前に、圧あつ倒とう的な情報量が押し寄せる感覚。

「ん」

　この感覚を忘れてないなら大だい丈じよう夫ぶ。その証しよう拠こか、時とき折おりに、憶おぼえある人ひと影かげがあちらこちらを行き来しているのも感じるのだ。それは勿もち論ろん、いつもの皆でもあったりするし、各かつ国こくの代表者だったりもして、たとえば左の青梅おうめの方から聞こえてくるのは、

「貴方あなた！　一時間回っただけで、私と貴方の一年分の夜間学習を賄まかなえるくらいの資料が手に入りましたわ！　これからはネイトの分を探して、送りつけてあげましょうね」

　などとちょっとウォーニング。ミトツダイラさんに教えるべきか、教えても無む駄だかどうかの判はん断だんは何処どこですべきだろうか。ただ、ふと近くに来た気け配はいがある。それは、黒の半はん袖そでに薄手のスカート。そして額ひたいの角つのから日ひ除よけのベールを掛けた姿すがたで、

「あ、と、巴ともえ御ご前ぜん、さん……？」
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　巴御前は、久しぶりに馬ば鹿か連れん中ちゆうの顔を見た。

　武蔵むさしの書しよ記きと、第四特とく務むを中心としたコーナーは、遠くからでも解わかる。その理由は、

「何だ君ら、今年は売り子全員が黒魔女シユヴアルツヘクセン風ふうの格かつ好こか。Tsirhcツアーク系けいに喧けん嘩か売ってるぞ」

「とりあえず格かつ好こだけ、ね。夏仕し様ようだし。──そこの鈴すずが仕立ててくれたわ」

　という第四特とく務むの声に、二つの長机を分ける位置に立っていた少女が一いち礼れいした。

　ふむ、とこちらは頷うなずき、フロントとなる売り場の向こうを見る。そこにいるのは、武蔵むさしの第三特務や、第五特務。浅あさ間ま神じん社じやの代表や激げき突とつ系けいの従じゆう士し、あと、

「……何だ、武蔵副ふく会長、君は男物か」

「インナースーツの転用だから下は女物だ。──それより巴ともえ御ご前ぜん、何しに来た」

「冷やかしであるよ。武蔵の生徒会や総そう長ちよう連れん合ごうが、まさかここで同どう人じん活動とは」

「失敗されると国家の名めい誉よが揺らぐからな。準備段階から監かん視ししている」

　と、武蔵副会長が言った時だ。

「お！　御前の姐ねえちゃんじゃねえか！」

　振り向けば、武蔵総長の声で喋しやべる黒魔女シユヴアルツヘクセンがいた。何者、と一いつ瞬しゆん思ったが、

「……また見事に化ばけたものであるなあ」

「幽ゆう霊れい姐ちゃんに化けたとか言われるなら上出来だな俺おれ。見破ったからコレをやるよ」

「……は？　コレ、君らのところの本であろう？」

「ああ、うん、このままだと不良在ざい庫こケッコー抱えるから、メジャー連れん中ちゆうに渡して宣せん伝でんでもして貰もらえたらなあ、って」

「不ふ吉きつな事言うなよ葵あおい君くん！」

　まあまあ、と馬ば鹿かが言って、こちらの前で本を広げる。見ればそれは、

「何か妄もう言げんを連ねただけであろう、コレ。何だ一体〝闇やみの勢せい力りよく〟や〝大いなる血ち筋すじ〟とは」

「おいおい御前の姐ちゃん！　まだそこ入口だよ！　大だい事じなのはここから、な!?」

　と、馬鹿がページを進める。そして〝モンスター〟の項こう目もくで、

「よっし！　ここからが仕掛けの入った立体図ず鑑かんだ！　おい、ちょっとそこの紙かみ紐ひもを引く！　あ、そうそう、ソレ！　──ほうら、〝こうもんめだま〟が、おっきしたでちゅよ～」

「おい！　誰だれか番ばん屋や呼べ！　許可するぞ！」

「あー、結けつ構こう艦かん内ない混雑してるから、後にしてくれるか」

　と、武蔵副会長が手を上げ、問うて来た。

「情報交換か？」

「君達とは、まずこの行ぎよう事じの後についてであろう」

　Ｊｕｄジヤツジ．、と向こうが頷いた。そして武蔵副会長が、

「──この行事が終了次第。私達は六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズに極ごく秘ひで向かう」
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　ほう、と巴御前が頷くのを、正まさ純ずみは正面から見ていた。

　……知っていた、悟さとっていた、という風ふうではないな。

　意い外がいを相手には与えたようだ。ゆえに、疑念を抱かれないよう、正まさ純ずみは言葉を重ねた。

「武蔵むさしはこの行ぎよう事じの後、有あり明あけ内で展てん示じだ。二十六日に有明を関かん東とうに行かせはするが、武蔵自体は欧おう州しゆうへの傭よう兵へい営業としてここに残る。無む論ろん、P.A.Oda辺りから突き上げが来るだろうが、その時私達は──」

　と、正純は、バックヤードで在ざい庫この位置を管理していたミトツダイラを指さす。

　何ですの？　という狼おおかみは、そこで巴ともえ御ご前ぜんに気付いたらしい。彼女は一いち礼れいし、

「──まあ、大体は解わかりますわ。夏休み後半から、ちょっと調べるものなどあるので、母の実家に行くつもりですの」

「Ｊｕｄジヤツジ．、一応、そこで六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズの代表として、副ふく長ちようとも会う事になる。そして必要ならば、傭兵としての雇こ用ようがあるかどうかなど、話し合う訳わけだ。──ゆえにP.A.Odaに対しては、夏休み明け以後の傭兵雇用の交こう渉しよう中、として武蔵を留め置く言いい訳わけにもする」

　そして、正純は口を開いた。

　今、現状において、

「本ほん能のう寺じの変へんへの介かい入にゆう工作は、もう始まっている」

「手段は何かね？」

　問われた言葉。それに対し、正純は言った。

「明あけ智ち・光みつ秀ひでだ」

　名を告げる。そして場を留めた上で、更さらに正純は言葉を作った。

「まず、折おりを見て、──京きようの明智・光秀に面会を求める」
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　明智・光秀と会う。

　正純としては、これは、手段を選んでいない方法だった。だが、

・●　画：『紙箱ガスガス潰つぶしながら言うけど、──出来るの？　ソレ』

・ホラ子：『キョーハクですね。解わかりますとも。ええ』

・俺　　：『おい！　余よを人ひと質じちかよ！　思い切ったなセージュン！』

・武　蔵：『武蔵全艦で京の上に低空で停とまれば、大体の方々は言う事を聞くと思いますが、貿ぼう易えき艦かんとしてはあまり勧められた方法ではないと判はん断だんします。──以上』

　……お前らネタでもそっちにリアリティ持って行こうとすんなよ！

　あのな、と正純は表示枠サインフレームに告げた。浅あさ間まに、巴御前とのリンクを指し示じする際、彼が女黒魔女シユヴアルツヘクセン姿なので一いつ瞬しゆん戸と惑まどいもしたが、そういう現場なのだと改めて思う事にする。

・副会長：『最終手段もあるが、明智・光秀なら、恥はじも外がい聞ぶんもない手段として、瑞典スウエーデン総そう長ちようや東あずまに頼んで面会を求める事も可能だ。──つまりこの相手は、他の手段よりも、重ねて打てる手段の数が多い。ここら、綺き麗れい事ごとや、私や武蔵の方針もあるが、本能寺の変への介入を一いち義ぎとした場合、本当に手段を選べない事もあるからな。そのための保険としての選択だ』

・俺　　：『でもオメエ、東あずまとかを使うなら、戦争しちまうかなあ、みたいな事、前に俺おれ達がプールで魔ま法ほうの氷にチンコ押しつけてた時に言ってなかったっけ？』

・午前様：『君ら一体何を……』

・金マル：『広義の交こう渉しようだよ！』

・副会長：『場を混乱させるな。──で、まあ、戦争も有りなんだが、それを封じられる事や、逆オファーもあるという事だ。場合によっては、京きようの方から〝東の出場〟を取引として持ち出す可能性だってあるからな』

　正まさ純ずみは、吐と息いきする。

・副会長：『この辺り、責任は私がとるから安心しろ。そして取り返すから』

・賢姉様：『フフ、そこまで言えてる貧しい子に、皆が味み方かたしないと思ってるの？』

　向こう。行ぎよう列れつ整理の役で、黒魔女シユヴアルツヘクセン衣い装しようを遊び人風ふうに改造した葵あおい姉あねがこう言った。

・賢姉様：『──ともあれ早い動きで何よりだわ。もしそれでしくじっても、他国に交こう渉しようを回すだけの余よ裕ゆうがあるものね。──ただ、どうやって、面会の機き会かいを得るつもり？』

　その問いかけには、一つの答えを送れる。

・副会長：『明あけ智ち・光みつ秀ひでに対し、私達は一つの重大なオファーを提てい示じ出来る。まずはその打だ診しんをしてから、という事になるだろう』

　それに、と正純は告げて、両の腕を軽く左右に広げた。

・副会長：『有あり明あけがこの位置にいて、いずれは武蔵むさしをここに残す。──P.A.Odaとしては、暫ざん定てい国こつ境きようを近しくする京の代表に私達と交渉させ、私達の真意を知る必要があるだろう』

・ホラ子：『正純様、それは一種のキョーハクが暗あんに含まれていると思うのですが……』

・武蔵野：『〝武蔵〟様、もし下の町に艦かんを落としてプレスする場合は、奥おく多た摩まから御お願ねがいいたします。当艦は先日表ひよう層そう部ぶを疲ひ弊へいしましたので。──以上』

・奥多摩：『こ、こっちだって先日は相当やられました！　木々や自然はすぐに修復出来るものじゃないんですよ！　──以上』

　向こう、在ざい庫こ管理をしていたミトツダイラがこちらから視線を逸そらしているが、まあアレがあったから補ほ習しゆう無いんだしな？　気にするなよ？

　ともあれ、と正純は巴ともえ御ご前ぜんに視線を向け直した。

　すると、巴御前が鼻で小さく笑った。

「いきなり介かい入にゆうの本ほん命めいを狙ねらうか。ここに有明を持ってきた事も含め、自信ありげだな武蔵副ふく会長。──瑞典スウエーデン総そう長ちようや、東とう宮ぐう、そして最終手段など用いなくても、どうにかなる、かね？」

「……瑞典総長から聞いたのか？」

「嬉き々きとして伝えられたものであるよ。だから、改派プロテスタント協力勢せい力りよくを急いで回り、本日ここにやってきたのである」

　解わかるかね？　と巴ともえ御ご前ぜんが口の端はしを軽く上げた。

「否いな、解っているか。──有あり明あけの入国管理など、浅あさ間ま神じん社じや代表も検けん分ぶんしているのだろうし」

「Ｊｕｄジヤツジ．、──ゆえに解っている。この現場に、もう既すでに明あけ智ち・光みつ秀ひでがいるという事はな」

「だったら話が早い。完かん璧ぺき、という訳わけでは無いが、──君達に改派プロテスタントが恩おんを売ろう」

　そう言って、巴御前が、肩幅分、右にずれた。

　彼女の陰。そこに一つ、人ひと影かげがある。線の細い、しかし姿勢の整った姿すがたは、

「……古こ式しきの自じ動どう人形？」
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　巴御前は、武蔵むさし副ふく会長の反応に満足した。

　驚きが、そこにある。

　……いい表情であるな。

　意い外がいであるが、しかし、前例を知っている。それゆえの驚きだ。

　だがやはり、不ふ意いを突かれたと、そうも見える。武蔵副会長の表情は、戦せん闘とう系けいとしては〝隙すき有あり〟と言いたくもなる眉まゆの動きだった。

「──やはり、会った事があるのであるな？　彼女の関係者に」

　こちらが問うている間、後ろから、彼女が前に出た。

　黒を基き礎そとした極きよく東とう系けい侍じ女じよ服ふく。彼女は武蔵副会長に頭を下げ、こう言った。

「京きよう、御ご所しよ内と内だい裏りを任されております自動人形師し団だんの代表。襲しゆう名めいは、現状の世せ情じように伴い、近衛このえ家け総そう勢ぜいと、冷れい泉ぜい総勢を担当しており、今のメインは冷泉とお考え下さい」

　つまり、と彼女は言った。一いち礼れいのまま、

「現状、京の管理を行っている明智・光秀様の補ほ佐さとして、内裏を守り、しかし明智様の指し示じにおいては戦闘も辞じさぬのが、私達であります」
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　正まさ純ずみは、悟さとった。以前、これと似た状況があった。あれは、

「──森もり・蘭らん丸まるは、君の関係者か」

　問うた。その先で、自動人形・冷泉が一礼から更さらに頭を下げた。

「私ども、黎れい明めいの時代からの自動人形。──彼女は三十二。私は十八番です」

　つまり、ここで蘭丸の真意が伝わった事になる。

　彼女は、冷泉達の動きを読んで、こう言っていたのだ。

「……京への強ごう引いんな侵しん攻こうはやめろと」

　その理由は、今、眼前にある。

「貴女あなた達を傷つけるような事はしないでくれと、森・蘭丸からはそんな事を言われたよ」

「妹は、意い気く地じの無い自じ動どう人形ですので」

　と、冷れい泉ぜいが頭を上げた。彼女は、鋭いとも言える目つきをこちらに向け、

「御用件を。不定の空を行く民たみの代表よ。私達はゆえあって明あけ智ち様の側についております」

　だから、と彼女は言った。

「──京きようを、内だい裏りを、巻き込む戦せん闘とう。そのようなものとて辞じさぬ所しよ存ぞん。

　明智様と交こう渉しように辿たどり着くための貴女あなた方の要件とは、では何でしょうか。お答え下さい」
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　ミリアムは、知人を見つけていた。

　東あずまが、少女を連れて絵本の物ぶつ販ぱんコーナーに向かったため、自分としてはそちらの行ぎよう列れつの波を避け、待つと共に周囲の流れを見ていたのだ。

　いつも武蔵むさしの中、地下にいるような自分だ。知人は少なく、相手もこういう処ところにはよくいるであろう本好きな男だったので、すぐに解わかった。

「あら」

　と手を上げると、長身の瘦そう軀くは、

「あ？」

　と声をあげ、左右を確かく認にんしてから、こちらに近づいてきた。

「……ミリアム！」

　彼は言う。目と頭を隠かくすように深く捲まいたターバンを、軽く上げ、

「ミリアム。ミリアムか。まさか、　一体、どういう……」

「人を待っているのよ。すぐに来るわ。──本当よ？　何もかもがね」

「そうなのかい？」

「Ｊｕｄジヤツジ．、──どっちに転ぶか解らないけど、追ってきてくれると思うの」

　そう……、と相手が頷うなずき、背にある本の山を担かつぎ直した。ミリアムはそれを見て、

「なあに、また昔通りに資料？」

「いや、うちの総そう長ちようや、皆の分。こういうの、何だかんだでネタになるからね」

　と、相手は、そこでようやく息を入れた。

「元気そうで何よりだ。──皆に伝えたいよ」

「私も、貴方あなたに会えて幸いだわ」

「君はこれから──」

「待ち人、って言ったでしょう？」

　そうか、と彼は深く息を吸った。ターバンの位置を整え、

「私は行くよ」

「私は待つわ」

「Ｔｅｓテスタメント．、──私は行く。君が待てる事を、祈ってる」

「今こん生じようの別れみたいな事を、こんなところで言わないでよ。臆おく病びようだから、今まで背中から誘われなかったんでしょうに。そのままでいなさいよ」

　そうだね、と相手は言った。

「そのように、総そう長ちようからも言われている」

　そして彼が姿勢を正し、

「では──」

　振り向かない。ただ、歩みは早足で、彼の長身が人混みに消えていく。

　ミリアムは彼を見送り、ややあってから一ひと息いきをつく。車椅い子すに沈み込む。すると、

「ままー」

　少女と東あずまが、横にやってきた。
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　ミリアムは、吐と息いきから沈みかけていた表情を、口くち元もとから元に戻す。

「あら、なあに」

　言う頃ころには、本心から笑えみが出ていた。

　少女の方が、遠えん慮りよが無い。何やら幽ゆう霊れいの猫ねこと少年が殴なぐり合ってる表ひよう紙しの絵本を手に、

「よんでよんで」

「あらあら、それだけでいいのかしら？　もうちょっと見てみた方がいいんじゃない？」

「いいの？」

　問われ、ミリアムは東に振り返る。

「どうなのパパ」

　問うた先、東が酷ひどく汗あせを搔かいている。有あり明あけ内は天てん井じようが高く、通路側は風通しが良いものの、やはり物ぶつ販ぱんの現場は蒸むし暑いのだ。ミリアムは、車椅子の横にストックしておいた竹ボトルを東に渡し、

「貴方あなたがテンション上げて倒れるようなのは勘かん弁べんしてね」

「何か、いつの間にか汗が凄すごいとか、そういうのあるね」

　苦く笑しようされ、反省はあるのだと思わされる。そして彼が、表示枠サインフレームで時計を見て言った。

「まだ昼前だし、もうちょっと回ってみようか。──食事はどうしようか、っていうのもあるし。少しピークをズラした方がいいのは確かだと思う」

「要よう領りよう悪いのが良い方向に働くって事かしら」

　言って、ミリアムは東の顔をもう一度見た。

「さっきね？」

「うん、何？」

「古い知り合いに会ったわ」

「……え」

「何その、〝ミリアム、知り合いいたんだ……〟って顔」

「い、いや、そんな事思ってないよ。ないよ」

　東あずまが、首を横に振る。そして彼は、

「武蔵むさしの人？」

「違うわ。正直、何処どこの人かも知らない。そんな感じ」

　ただ、ミリアムは言った。もう、自分しか知らないようなかつてを思って、こう言った。

「昔と同じで、相変わらず道に迷ってたわ。──だから道を教えてあげたけど、それもまた、私の方の上から目め線せんかもね」

「ミリアム、天然で人に威い圧あつ感かん掛けるのはやめようね……」

　自覚はあるが、直るようなものでもないだろう。ただ、こちらとしては、

「東の方は、誰だれかに会った？　こういう場所、久しぶりの一いち会えがよくあるそうだけど」

「ああ、うん。どうなんだろう。……京きようにいた時、お世せ話わになった人に似た人を、さっきそこで見かけたかな。向こうに行く途と中ちゆうだけど」

「誰？」

　うーん、と東が首を傾かしげる。

「服ふく装そうとか全く違ったから、他人の雰ふん囲い気き似か、ちょっとしたコスプレなのかもしれないけど、ほら、ええと」

　東が、一つの名前をこう言った。

「──明あけ智ち・光みつ秀ひで様。一人で本担かついでるなんて不自然だから、違う人だと思うんだけどね」





●






「要件か」

　行き交う雑ざつ踏とうを目の前における場所。売り場の脇わきにて、正まさ純ずみは冷れい泉ぜいと向き合っていた。

　今、手元の表示枠サインフレームには、クロスユナイトの麾き下かである第一特とく務む部ぶ隊たいが、明智・光秀の把は握あくに急いでいる。浅あさ間まの仮かり氏うじ子こ認にん定ていによる有あり明あけ経けい由ゆ入国管理だと、自分達が今狙ねらう相手は、有明に乗り込んできている。つまりこの現場にいるのだ。今日きよう、ここで会えずとしても、補ほ佐さとして存在する冷泉をこちらに派は遣けんしたならば、彼は武蔵側に興きよう味みを持っていると言えよう。

　いざとなれば強ごう引いんに直じか談だん判ぱんも思し案あんすべきだ。そう思い、正純は口を開いた。

「……今、これから、明智公こうに会う事は可能だろうか」

「少々お待ち下さい」

　冷泉が、表示枠を開いた。彼女は小型のものを耳に当て、二、三頷うなずいてから、

「申もうし訳わけ御ご座ざいません。明智様、今、限数関係でぎりぎりのところに並んでしまったらしく、三十分程身動きが取れないそうです」

・副会長：『クロスユナイト、どこの行ぎよう列れつか解わかるか？　解ったらもうそこに行って交こう渉しようしてやろうかと思うんだが』

・十ＺＯ：『さ、流石さすがにそんな不確かな情報だと絞しぼり込めないで御ご座ざるよ！』

・金マル：『この時間、そういうぎりぎり在ざい庫この行列ばっかだもんねー……』

・●　画：『というか、そんな殺さつ気きだった行列の中で交渉始めたらスタッフにつまみ出されるから覚かく悟ごしとくといいわ』

・副会長：『スタッフに摘つまみ出される重要交渉か……』

　まあ、そういう場なのだ、ここは。

　ふむ、と一ひと息いき入れて、正まさ純ずみは冷れい泉ぜいを見た。対する冷泉は、右の手を上げ、

「明あけ智ち様は御ご多た忙ぼうです。現状、私が代だい理り人にんとして、明智様の全権を預かっていると、そうお考え下さい」

「全権、……それでいいのか？」

「Ｔｅｓテスタメント．、基本的な交渉に関しては、そう捉とらえて大だい丈じよう夫ぶでしょう。……それとも何でしょうか、私の権限を超え、明智様と直接交渉しなければならない要件がおありですか」

「Ｊｕｄジヤツジ．、私達の考える要件とは、そういうものだ」

「では、お聞きしましょう」

　冷泉の言葉に、正純は一度巴ともえ御ご前ぜんを見た。

　視線の先、腕を組んだ改派プロテスタントの代表は、口の端はしの笑えみを消していない。

　言ってやれ、そういう事だ。

「Ｊｕｄ．」

　正純は頷うなずいた。

　きっとこれは、巴御前のテストなのだ。今まで、自分達が幾いく度どとなくやってきた事を、この相手に見せてやれ、と。

　自分達は盤ばん石じやくで、変わらないと、そう思っている相手を殴なぐりつける。

「では、──いいだろうか」

　正純は、言葉を作った。まずは前置きとして、

「明智公こうは、これから、重大な歴史再さい現げんに向かっていき、それがための用意も覚かく悟ごもおありかと、私達はそう考えている」

　だから、と正純は口を開いた。

　目の前の相手を殴りつける要件。自分が思う、本ほん能のう寺じの変へんへの介かい入にゆうに対し、最大の手段となる方法を、正純は告げた。

「──明智・光秀の襲しゆう名めい権けんを、武蔵側へと譲ゆずって頂いただく事は可能だろうか」







あとがき




　そんな訳わけで『境きよう界かい線せん上じようのホライゾンⅧ中』をお届けいたします。夏休みも中ちゆう盤ばんから後半に入ろうかってところで、連れん中ちゆうも他の皆も、それぞれの為なすべきやあるべきを思し案あんしていくというか、夏休みというのはそういう時期でもあるなあ、と思ったりです。ともあれこの辺りをしっかり書いていけるのも、皆様の応おう援えんのおかげですね。どうも有あり難がとう御ご座ざいます。

　しかしこの時期、夏休みだから気付く事とか、人だけではなく媒ばい体たいやら何やらに出会ったりとかいろいろある訳ですが、戦せん国ごく時代や三十年戦せん争そう中は、そういうのどうだったんだろうなあ、とか思ったりです。

　何しろしっかりした通つう信しん手段も交通手段もない時代。流行や時代外れというのも、京きようで発生したとて関かん東とう辺りには届く筈はずもなく、そういう意味では仏ぶつ道どうや神しん道とうの「ものを思う」事や、手紙の遣やり取とり、書物の収しゆう集しゆうなどは凄すごく充実していたのだろうなあ、と思ったりです。信のぶ長ながは珍めずらしいもの好きで知られますが、娯ご楽らくが少ない時代、それは自分の暇ひま潰つぶしであると同時に、部ぶ下か達の好こう奇き心しんや無ぶ聊りようを慰なぐさめるものであったのかな、とも思います。要するに「見た事無いゲームさせてくれたり実じつ況きようする上じよう司し」みたいな感じ。ちょっと異い国こくの品を出してきて、それだけで一晩語れる夢をみせてくれるとなると、そりゃ皆、信長好きになりますやね。

　さてまあそんな訳でいつもチャット。

「何か学校とか、その辺りでイタイ話とかある？」

『は？　俺おれが幼よう稚ち園えんの入園試験で落とされ掛けた話聞きたいの？』

「いきなりレベルの高い話来たけど何それ」

『ああ、自由課題で〝絵を描いてみましょう〟ってあったんだけどさ、他の連中が車とか動物描いてるから、じゃあ俺は、って家の床とこの間まにあった水すい墨ぼく画がを描こうとした訳だ』

「スゲー子供がいたもんだな。つーかそれ、意い図と解わかれば通るでしょ、試験」

『うん、だけど絵の具の黒が他の子に独どく占せんされててな。仕方ないから紫むらさき一色で雲と滝たきを描いたら〝この子、不ふ吉きつな色でバイオレンスストーム描いてる……〟って思われて親が後で呼こ集しゆう。いやあ、兄姉がその幼稚園じゃなきゃ落とされてたらしいね』

　つーか紫選ぶなよ。ともあれ今回は、

「誰だれが一番あるべきを考えてるのかなあ」

　というところで一つ。作業BGMはBARBEEBOYSで「なんだったんだ　7DAYS」。同バンドで夏というと「女め狐ぎつねオンザラン」だと思うんですが（通じる人は同どう世せ代だいな気が）、歌詞も曲も夏休みとなるとこっちかな的な。夏日の下で移動中に聞くと結けつ構こうキますコレ。

　ともあれ次は夏の有あり明あけから。少々お待ち下さいませ。


平成二十七年一月　雪の降らない朝っぱら　　　　　　

川かわ上かみ稔みのる
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